


日頃より滋賀医科大学医学部附属病院の診療活動にご支援を賜り、心から御礼を申し上げます。本

院では患者さんにとって安全で質の高い医療を受けられる体制を整え、期待に添えるように職員一同

力を合わせて日夜努力しています。

大学病院は特定機能病院として、先進的で高度な医療を推進していく責務と、教育病院として良き

医療人を育成し地域に貢献する責務があります。本院は、地域医療への貢献として、特に「がん医療」

「周産期医療」「高度医療」「救急・災害医療」「難病」「アレルギー」などの充実に取り組んでいます。

「がん医療」では滋賀県がん診療高度中核拠点病院の指定を受けています。滋賀県下で最初にロ

ボット（Ȁ・ヴィンȁ）支援手術を導入し低侵襲治療を推進しています。特色あるものとして県内で「が

ん・生殖医療ネットワーク」を構築して若いがん患者さんの妊よう性を温存する治療を行っています。

「周産期医療」では、重症新生児治療室（NICU）（12床）や母体胎児集中治療室（MFICU）（6床）

を擁する総合周産母子医療センǿーが順調に稼働しています。

「高度医療」では、低侵襲治療（内視鏡外科、脳血管内治療）や高難度医療（心臓血管外科手術、大

動脈弁狭窄症に対する経カテーテル大動脈弁置換術（TAVI）、重症不整脈治療、重症眼科疾患等）を

行っています。脳卒中ケアユニット（SCU）（６床）はほとんどフル稼働しています。また、高次で広域

の救急救命医療を推進するため設置されたヘリポートを活用して、救急救命・集中治療、災害医療を一

層充実させています。さらに難病やアレルギーの分野では県のセンǿー機能を受け持っております。が

んの遺伝子診断では、2023年度より「がんゲノム医療拠点病院」に指定されました。2024年から開

始された滋賀県保健医療計画では県の医療体制で重要な役割を担っています。

さて、今回お送りいたします「滋賀医科大学医学部附属病院診療案内〜地域医療連携 2025〜」は、

地域の患者さんや診療所、病院や保健所にお勤めになっておられる医療関係者の皆様に、ご紹介いた

だく場合の手続き方法、ご紹介いただいた結果の報告方法、滋賀医科大学医学部附属病院の各診療科

の特徴などについて紹介してあります。

滋賀医科大学医学部附属病院では、外部医療機関からの患者さんの紹介は「患者支援センǿー」を

介して行っていただいています。できる限り迅速かつ簡便にご紹介いただけるよう、また患者さんの本

院受診後の結果を迅速にお返しできるよう、病院全体で取り組んでいます。2024年度の紹介率は

95.68% で、逆紹介率は97.00% となっています。皆様のご協力のおかげをもちまして、高い水準を

維持しております。ありがとうございます。引き続き紹介率、逆紹介率が向上するように努めます。しか

し、直接紹介状を持って来院される患者さんもまだおられます。是非、できる限り「患者支援セン

ǿー」を通して患者さんを紹介して下さるようお願い申し上げます。

最後になりましたが、貴院の益々のご発展を心よりお祈り申し上げます。 

滋賀医科大学医学部附属病院長

田 中 俊 宏
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滋賀医科大学医学部附属病院の理念・基本方針

信頼と฼ឱをᡙ൭するƀ全人的医療Ɓ

患者さんとσにഩǉ医療を実ោします。

信頼・฼ឱ・安全を提供する病院を目指します。

あたたかい心で質の高い医療を提供します。

地域に݅ბした大学病院を目指します。

先進的で高度な医療を推進します。

ǰローȐルな視点をもち、人᧓性ᝅかでΟれた医療人を育成します。

。来にわたって質の高い医療を提供するため、健全で安定した病院経փを目指しますݩ

ᢃփに࢘たってはྵ場からの提ᚕを重視いたします。

患者さんの権利
1Შ年ᱫᲦ性КᲦᨦがいのஊ無にかかわらƣ、π࠯に良質な医療を受けるƜとができます。

2Შ̾人のݭӈと人఍がݭ重され、ȗȩイȐシーや̾人情報の機݅はܣられます。

3Შ診療内ܾのᛟଢを受けるƜとができます。

4Შᐯら治療方法をᢠ৸するƜとができます。

5Შ他の医ࠖのॖᙸ（セカンドオピニオン）を൭めるƜとができます。

6Შᐯ៲の診療᥵（カルテ）の開ᅆをᛪ൭するƜとができます。

患者さんの責務
1Შごᐯ៲の病状に関する情報をできるだけദᄩに提供してください。

2Შ他の患者さんの療養や職員のಅ務に支ᨦを来たさないようにしてください。

3Შ治療方針にࢼって、治療にݦ念するよう努めてください。

4Შ᡿๛なく診療ᝲを支৚ってください。

病院からのお願い
大学病院の役割としての臨床実፼ならƼに臨床研究に対し、ӧ能な限り協力をお願いします。

è本院では、୧力行ໝ、୧ᚕ、Ꮳᡐ、不࢘な要൭などの行ໝに対して、ᜩ察へ通報し、ӈദ

ųな対ϼをしております。
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● 理 念

● 基 本 方 針

● 運営にあたっての基本姿勢

● 患者さんの権利と責務・お願い
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● 滋賀医科大学医学部附属病院のこども憲章

● 臨床倫理方針

● 宗教上の理由等による輸血拒否に関する本院の基本方針

● 滋賀医科大学医学部附属病院におけるDNAR指示の基本方針

ų本院では患者さんを中心とした安全で質の高い医療を提供するために、ˌ下の方針に基Ʈいて

行動します。

1Შ患者さんの生命・ݭӈ・ೌ利と人఍をݭ重し、患者さんにπദ、π࠯な医療を提供します。

2Შఌ拠に基Ʈいた医療情報の提供を行い、患者さんのᐯࠁൿ定ೌをݭ重し、ᢘЏな医療を実ោ

します。

3Შ職務上のܣᅼ፯務をӈܣするとともに、̾人情報の保護に努めます。

4Შ医療に係る限られた人的、ཋ的᝻เを、患者さんの医療上の࣏要性をѥ案してᢘЏにᣐ分し、

ஊј活用を׋ります。

5Შ法ˋ、Ǭイドȩイン、院内ᙹᆉ等をᢝܣし、診療、教育ӏƼ研究を行います。

6Შ臨床͒理上のᛢ᫆が生ơた場合は、各部ፙやۀ員˟においてҗ分に検᚛を行い、病院として

そのᚐൿに向けて取り組ǈます。

ų本院では救命や生命の維持にとって輸血が࣏要であると医ࠖがЙ断した場合には輸血を行う

「相対的無輸血」で診療を行っております。

ųዬ急଺には、輸血を行いますので、ご理ᚐ・ご協力のほどお願い申し上げます。

1ᲨƜどもたちやごܼଈは、安心して治療を受けられるように環ؾをᣐॾされます。

2ᲨƜどもたちやごܼଈは、年ᱫや理ᚐ度にࣖơた方法でᛟଢを受けられます。

3ᲨƜどもたちやごܼଈは、ᐯらの健ࡍに関するൿ定においてҗ分ᛟଢを受けて治療にӋьする

ೌ利をஊし、不࣏要な医療ϼ置や検査からܣられます。

4ᲨƜどもたちは、៲体的・精神的・ᅈ˟的ᒊၘのዼԧを൭めるƜとができます。

5ᲨƜどもたちは、年ᱫや症状にあったᢂƼや教育が提供され、ǹǿッフがᣐ属された環ؾにお

かれます。

6ᲨƜどもたちやごܼଈのȗȩイȐシーは、いつでもܣられます。

7ᲨƜどもたちのケアはዒ続性が保ᨦされます。

źͳᎋŻ1988年Ჯஉ、オȩンȀのȩイȇンで開͵されたᇹᲫ回病院のƜども

Ȩーロッȑ˟ᜭにおいて合ॖされた、病院のƜどもঙᇘをӋᎋに˺成。

1Შ&NA4とは「予期・予ยしていた心Ꮝͣഥ଺に、ᕽ生のӧ能性がಊめて低くј果がஓめない

C24（心Ꮝᕽ生）は૜えてॖ׋的に行わない」Ɯとを指す。

2Შ患者（ܼଈまたはˊ理人等）にᛟଢするᨥは、「&NA4」などୱଭな表ྵを用いるのではな

く、一つ一つの医療行ໝについてφ体的なᛟଢを行い、患者（ܼଈまたはˊ理人等）がദしい

理ᚐの下、ॖ࣬ൿ定を行えるようにしなけれƹならない。

3Შ&NA4指ᅆは、患者（ܼଈまたはˊ理人等）から&NA4のࠎஓがあり、ٶ職ᆔの合ॖ形成の

もと、医ࠖが&NA4を࢘ڲであるとЙ断した場合に限られる。

4Შ&NA4指ᅆ後も、その࢘ڲ性につき患者（ܼଈまたはˊ理人等）と医療・ケアȁームがጮり

返しᛅし合いᚸ̖を行う。

5Შ各部ፙにおいてٶ職ᆔにより検᚛した後、Й断・ൿ定に難ฑするƜとがあれƹ、臨床͒理ۀ

員˟でݙᜭする。
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「周産期医療」では、重症新生児治療室（NICU）（12床）や母体胎児集中治療室（MFICU）（6床）

を擁する総合周産母子医療センǿーが順調に稼働しています。

「高度医療」では、低侵襲治療（内視鏡外科、脳血管内治療）や高難度医療（心臓血管外科手術、大

動脈弁狭窄症に対する経カテーテル大動脈弁置換術（TAVI）、重症不整脈治療、重症眼科疾患等）を

行っています。脳卒中ケアユニット（SCU）（６床）はほとんどフル稼働しています。また、高次で広域

の救急救命医療を推進するため設置されたヘリポートを活用して、救急救命・集中治療、災害医療を一

層充実させています。さらに難病やアレルギーの分野では県のセンǿー機能を受け持っております。が

んの遺伝子診断では、2023年度より「がんゲノム医療拠点病院」に指定されました。2024年から開

始された滋賀県保健医療計画では県の医療体制で重要な役割を担っています。

さて、今回お送りいたします「滋賀医科大学医学部附属病院診療案内〜地域医療連携 2025〜」は、

地域の患者さんや診療所、病院や保健所にお勤めになっておられる医療関係者の皆様に、ご紹介いた

だく場合の手続き方法、ご紹介いただいた結果の報告方法、滋賀医科大学医学部附属病院の各診療科

の特徴などについて紹介してあります。

滋賀医科大学医学部附属病院では、外部医療機関からの患者さんの紹介は「患者支援センǿー」を

介して行っていただいています。できる限り迅速かつ簡便にご紹介いただけるよう、また患者さんの本

院受診後の結果を迅速にお返しできるよう、病院全体で取り組んでいます。2024年度の紹介率は

95.68% で、逆紹介率は97.00% となっています。皆様のご協力のおかげをもちまして、高い水準を

維持しております。ありがとうございます。引き続き紹介率、逆紹介率が向上するように努めます。しか

し、直接紹介状を持って来院される患者さんもまだおられます。是非、できる限り「患者支援セン

ǿー」を通して患者さんを紹介して下さるようお願い申し上げます。

最後になりましたが、貴院の益々のご発展を心よりお祈り申し上げます。 

滋賀医科大学医学部附属病院長

田 中 俊 宏
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እより、滋賀医科大学医学部附属病院のᢃփおよƼ医療活動に対し、఍Кのご理ᚐとご࠯

支援を賜り、ᛗにありがとうございます。日頃より賜っております皆様からの温かいご協力

に、職員一同、心よりขくज़ᜓ申し上げます。

院「患者支援センǿー」は、患者さんとそのごܼଈの皆様が、安心して医療を受けてい࢘

ただける環ؾƮくりを目的として設置された部ᧉであり、同଺に地域の医療機関と݅接に連

携しながら、地域医療体制のࢍ化に貢献するƜとを目指しております。

φ体的には、患者支援や医療ᅦᅍに関する相談対ࣖ、病床の管理ᢃփ、地域医療機関との

連携、紹介患者さんの予約調整、ᡚ院支援など、医ࠖ・看護ࠖ・医療ǽーシャルワーカー・

ʙ務職員などٶ職ᆔが一体となり、Ѽਙ的かつɠݗな対ࣖを心がけております。

また、࢘センǿーは、滋賀県内の難病医療体制を支える「難病医療連携協ᜭ˟ʙ務ޅ」、

脳卒中や心疾患などの患者さんをѼਙ的に支援する「脳卒中・心臓病等総合支援セン

ǿー」、小児から成人期へのᆆ行期医療を支える「ᆆ行期医療支援センǿー」としての役割

も担っており、ݦᧉ的かつዒ続的な医療提供体制の構築にނ力しております。

特に地域医療連携の分野においては、高度で先進的な医療を提供する特定機能病院として

の責務を果たすǂく、地域の医療機関の先生方とのዬ݅な連携体制をさらにࢍ化し、患者さ

んにとって最もᢘЏな医療がǿイムリーに提供されるよう努めております。

Ɯうした地域連携の一яとなるƜとを目的として、本年度も「診療案内2025」を発行い

たしました。本案内が、日々の診療にݲしでもお役ᇌていただけれƹ࠳いに存ơます。

今後とも、地域医療の発展と患者中心の医療の実ྵに向けて、職員一同、より一層の努力

を重ƶてӋります。引き続き、皆様からのご指導とご᪚ઠを賜りますよう、˴卒よǖしくお

願い申し上げます。

患者支援センǿー長

中 野 ऑ ࠳  
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ų「患者支援センǿー」は、地域の医療機関と本院を結ƿ連携ᆸ口であり、ご紹介患者さんのݦ用受˄

ᆸ口です。受˄場所は、病院྘関よりお入りいただき、すƙ߼手「11ဪ」のᆸ口です。

《予約窓口》

患者支援センター（予約専用）

TEL 077－548－2515 （ם・日・ᅔ日・年஛年始をᨊく）８：30～19：00
FAX 077－548－2792 （࠯日）８：30～19：00 （ם୴日）9：00～12：30
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部ᧉǦǧȖǵイト

概要・特色

患者支援センター組織図

患者支援センǿー長

中野　恭幸

【地域医療連携・紹介診察予約】
地域の医療機関から患者支援センǿーへのご紹介は年々فьしつ

つあります。患者さんをご紹介いただいたᨥには、地域医療連携ᆸ

口での受˄、ʙЭのカルテ˺成、報告書の送˄を行っております。

今後はさらに、特定機能病院としての役割分担をଢᄩにし、大学

病院での治療をኳえた患者さんは、ご紹介いただいた先生のもとへ

お৏りいただくƜとをࡁ࣋し、地域ܦ結׹医療の推進に努めてӋり

ます。質の高い医療の提供のため、地域医療機関の皆様にもご理ᚐ

賜りますようお願いいたします。

診察・検査のご予約のᨥは、患者支援センǿーまでご連ዂくださ

い。ٶくの患者さんをご紹介いただけれƹ࠳いです。

T'.Ჴ077Ყ548Ყ2515

ų࠯日 8Ჴ30᳸19Ჴ00（ם・日・ᅔ日・年஛年始をᨊく）

FA:Ჴ077Ყ548Ყ2792

ų࠯日 8Ჴ30᳸19Ჴ00（日・ᅔ日・年஛年始をᨊく）

ųם୴日 9Ჴ00〜12Ჴ30（ᅔ日・年஛年始をᨊく）

ųèם୴日はFA:での回ሉのǈ、ᩓᛅ対ࣖはᐲしかƶます。

ųè診療科にᄩᛐが࣏要な場合は፻փಅ日ˌᨀに対ࣖします。

【医療福祉相談】
病ൢやʙ૏などで病院を受診され、それまでᎋえられなかった

ᆔ々の生活上のբ᫆が生ơた場合、医療ǽーシャルワーカー（ᅈ˟

ᅦᅍٟ、精神保健ᅦᅍٟ）が、療養にˤい生ơるᅈ˟的・経ฎ的・

心理的բ᫆に関してのご相談をお受けしています。患者さんやごܼ

ଈの心ᣐや׉りʙをσஊし、ᚐൿに向けてσにᎋえていきたいと࣬

います。

「相談は無૰で秘密は守られます。」「どうƧおൢ᠉にご相談く

ださい。」

ご相談内ܾの̊Ჴ

Ფ医療ᝲの支৚いや生活ᝲが心ᣐ

Ფᡚ院後の生活や、ࣄ職・ࣄ学への不安

Ფᅈ˟保ᨦ制度の手続き方法
健ࡍ保ᨖ、ᨦ害者手ࠚ、年᣿、介護

保ᨖなど�やᅈ˟ᅦᅍ଀設の利用方法について

Ფその他、どƜに相談したらよいか分からないपǈ

場所Ჴ病院Ძ᨞ロビー11ဪᆸ口

଺᧓Ჴ࠯日ᲳᲴᲪᲪ᳸17Ჴ00（ם・日・ᅔ日・年஛年始をᨊく）

「患者支援センǿー」は患者さんの支援と地域医療機関との連携

推進部ᧉとして、「地域医療連携」「紹介診察予約」「医療ᅦᅍ相

談」「病床管理」「患者支援」の機能をወ合的に実଀しておりま

す。

患者支援センǿー長（ψ務 � 医ࠖ）

患者支援センǿー長ᙀ （˱ψ務Ჩ医ࠖ）

иセンǿー長
（ψ務�医ʙᛢ長）

地域医療連携

紹介診察予約

иセンǿー長
（�看護ࠖ長ࢼݦ）

医療ᅦᅍ相談

患者支援

иセンǿー長
（�и看護部長ࢼݦ）

病床管理

иセンǿー長
（ψ務�医ࠖ）

èʙЭにおᩓᛅでおբい合わせをお願いいたします。

ų଺᧓調整の上、担࢘者からご連ዂいたします。

èその他の患者相談
は、患者支援センǿーで൑�療養相談などܡנ

日行っています。

【その他業務】
患者支援センǿーでは、ˌ下のಅ務についても担࢘しており

ます。

Ფ入院・᠃院調整ųųųųųųᲤƼわฯあさがおネット

Ფπᝲ制度の申ᛪ方法案内ųųᲤ返書管理ಅ務

Ფセカンドオピニオン外来ųųųųųųųųųųųųųųųなど

ज़௨予᧸や対ϼに
ついての相談

精神疾患を患う
方のごܼଈ相談

糖尿病およƼ生活
፼ॹ病の療養相談

ࣖ急手࢘・ዬ急
଺の対ࣖ相談

木火 水

ҜЭ

Ҝ後

治療とˁʙのɲᇌ相談もお受けしています。

治療のために、Ɯれまで࢘たりЭに送っていたᅈ˟生活に٭化が

生ơるƜとがݲなくありません。ˁʙをᠴめてしまうЭに、ݼіに

対するご不安を医療ǽーシャルワーカーまでご相談ください。

滋賀産ಅ保健総合支援センǿーやハローワークと連携して、உに

1回相談˟の実଀や̾К相談の調整も行っています。

【病床管理】
ᆰき病床をπ࠯かつஊјに活用するƜとで、患者さんが待機する

Ɯとなく入院できるよう、また、大学病院での高度医療が࣏要な患

者さんが一人でもٶく入院治療が受けられるよう調整して、ᢘЏな

病床の提供に努めています。

病床状ඞはࠝ଺৭੮するƜとができ、ό๖な病床ᢃփを行うため

に医務ᛢ職員、看護部職員とともにșッドǳントロール˟ᜭを行

い、ᆰき病床を管理しています。また、ᆰき病床利用の集計を行

い、ȇーǿを活用し病床管理に努めています。

【患者支援】
ų医療ǽーシャルワーカーと看護ࠖが中心と

なりٶ職ᆔで、患者さんの生活に添ったシー

ムレǹな入ᡚ院支援・ܡנ療養支援を実ោし

ております。滋賀県難病医療連携協ᜭ˟ʙ務

、として難病医療ǳーȇィネーǿーをᣐ置しޅ

難病医療やܡנ療養の支援を行っています。

地域の医療ᅦᅍ機関と協力し、患者さんを中心としたȁーム医療を

᠆に高いݦᧉ性を持って、きめ細やかにό๖かつ質の高い医療ǵー

ビǹを提供できるよう努めておりますので、病院と地域、そして患

者さんの生活の場をつなƙᆸ口として、おൢ᠉にご利用ください。

また、患者支援センǿーでは、ݦᧉ看護ࠖ・ᛐ定看護ࠖによる看

護相談を実଀しております。どなたでもご利用いただけますので、

是非ご活用ください。

看護相談

下ᚡの相談内ܾについて、患者さん・ごܼଈ、そして地域でǵ

ポートされる方々の相談ᆸ口として、是非ご利用ください。

T'.Ჴ077�548�2772（相談は無૰です）

氏 名

患者支援センǿー センǿー長ᙀ˱
脳神経内科 科長（ψ˓）

医 ࠖ

患者支援センǿー иセンǿー長（病床管理ಅ務担࢘）
и看護部長（ψ˓）

看護ࠖ

患者支援センǿー иセンǿー長（患者支援・入ᡚ院調整ಅ務担࢘）
患者支援センǿー看護ࠖ長（ψ˓）

看護ࠖ

患者支援センǿー иセンǿー長（地域連携関連ʙ務ಅ務担࢘）
医ʙᛢ長（ψ˓）

ʙ 務

紹介率ỉ逆紹介率（ᢅӊᲯ年᧓推ᆆ）

紹介診察・検査予約 077�548�2515
FA:Ჴ077�548�2792

TE.Ჴ࠯日8Ჴ30᳸19Ჴ00
（日・ᅔ日・年஛年始をᨊく・ם）

FA:Ჴ࠯日8Ჴ30᳸19Ჴ00
（日・ᅔ日・年஛年始をᨊく）
୴日 9Ჴ00〜12Ჴ30ם

（ᅔ日・年஛年始をᨊく）
èם୴日はFA:での回ሉのǈ、ᩓᛅ対ࣖはᐲしかƶます。

ዬ急を要する患者さんのご紹介
（଺᧓内）

077�548�3527
日8Ჴ30᳸17Ჴ00࠯

（日・ᅔ日・年஛年始をᨊく・ם）

ዬ急を要する患者さんのご紹介
（଺᧓外）

077�548�2770（救急受˄）
日17Ჴ00᳸፻日8Ჴ30࠯
日・ᅔ日・年஛年始12உ29日᳸1உ3日・ם

セカンドオピニオン外来
077�548�2513
FA:Ჴ077�548�2815

日8Ჴ30᳸1ᲱᲴ00࠯
（日・ᅔ日・年஛年始をᨊく・ם）

入院・᠃院調整
077�548�2351
FA:Ჴ077�548�2358

日8Ჴ30᳸1ᲱᲴ00࠯
（日・ᅔ日・年஛年始をᨊく・ם）

看護相談 077�548�2772
日9Ჴ00᳸17Ჴ00࠯

（日・ᅔ日・年஛年始をᨊく・ם）

脳卒中相談 院内患者対ᝋ
日8Ჴ30᳸17Ჴ00࠯

（日・ᅔ日・年஛年始をᨊく・ם）

日9Ჴ00᳸17Ჴ00࠯
（日・ᅔ日・年஛年始をᨊく・ם）
原Щ60分ˌ内

日9Ჴ00᳸17Ჴ00࠯
（日・ᅔ日・年஛年始をᨊく・ם）

がん相談
（がん相談支援センǿー）

077�548�2859
MCKN ᲴIUQWFCP"DGNNG.UJKIC�OGF.CE.LR

Ꮑ疾患相談
（Ꮑ疾患相談支援センǿー）

077�548�2744

難病相談
（滋賀県難病医療連携協ᜭ˟ʙ務ޅ）

077�548�3674
MCKNᲴPCPD[Q"DGNNG.UJKIC�OGF.CE.LR

日9Ჴ30᳸15Ჴ30࠯
（日・ᅔ日・年஛年始をᨊく・ם）

脳卒中・心臓病総合支援センǿー 院内患者対ᝋ

ᆆ行期医療支援センǿー 院内患者対ᝋ

日8Ჴ30᳸17Ჴ00࠯
（日・ᅔ日・年஛年始をᨊく・ם）

日8Ჴ30᳸17Ჴ00࠯
（日・ᅔ日・年஛年始をᨊく・ם）

地域に対する取り組み、最近の話題など患者支援センǿー実ጚ

患者支援センǿー

本院では、医療機関様からの患者さんのご紹介は、患者支援セン

ǿーを介して行っていただいておりますが、࠯成30年10உより脳

卒中等をွわれる患者さん等、ዬ急を要する患者さんのご紹介଺に

は、予約ಅ務担࢘ʙ務を経ဌせƣ、患者支援センǿー所属の看護ࠖ

が患者さんの状७をお˨いし、診療科にጟƙᢃ用をしております。

センター長・副センター長・センター長補佐紹介

業務別お問い合わせ番号一覧

役職／職位 職種

担 当 電話番号等 受付時間

Ǧルシǿニ Ȟǳト

Ȣȁȅǭ ȟǭȨ

๦᜿ųųჇ

患者支援センǿー センǿー長
呼吸器内科 科長（ψ˓）ỉ病院長ᙀ˱（広報ỉ地域連携担࢘）

医 ࠖ
Ȋカノ Ȥǹǿカ

中野ųऑ࠳

ஓஉų፦ᚡˊ

オǰȩųトȢǳ

小̽ųჷ子

ȞǨǬワ クȟǳ

Э߷ųʁ፦子

滋賀医科大学医学部附属病院
　緊急を要する患者さんのご紹介時は、下記の電話番号まで
ご連絡ください。

時間内（平日8:30～17:00）

時間外

077-548-3527（患者支援センター看護師対応）

077-548-2770（救急受付）

※通常の患者さんのご紹介は、患者支援センター（予約専用）までご連絡ください。
　TEL 077-548-2515　平日 8:30 ～ 19:00（土・日・祝日・年末年始除く）
　FAX 077-548-2792

（平日17:00～翌日8:30、土・日・祝日・年末年始12月29日～1月3日）

紹介率 逆紹介率 受診受付患者数

(人)(％)

89.3 87.1 

92.1 95.4 95.6 

73.7 71.7 
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部ᧉǦǧȖǵイト

概要・特色

患者支援センター組織図

患者支援センǿー長

中野　恭幸

【地域医療連携・紹介診察予約】
地域の医療機関から患者支援センǿーへのご紹介は年々فьしつ

つあります。患者さんをご紹介いただいたᨥには、地域医療連携ᆸ

口での受˄、ʙЭのカルテ˺成、報告書の送˄を行っております。

今後はさらに、特定機能病院としての役割分担をଢᄩにし、大学

病院での治療をኳえた患者さんは、ご紹介いただいた先生のもとへ

お৏りいただくƜとをࡁ࣋し、地域ܦ結׹医療の推進に努めてӋり

ます。質の高い医療の提供のため、地域医療機関の皆様にもご理ᚐ

賜りますようお願いいたします。

診察・検査のご予約のᨥは、患者支援センǿーまでご連ዂくださ

い。ٶくの患者さんをご紹介いただけれƹ࠳いです。

T'.Ჴ077Ყ548Ყ2515

ų࠯日 8Ჴ30᳸19Ჴ00（ם・日・ᅔ日・年஛年始をᨊく）

FA:Ჴ077Ყ548Ყ2792

ų࠯日 8Ჴ30᳸19Ჴ00（日・ᅔ日・年஛年始をᨊく）

ųם୴日 9Ჴ00〜12Ჴ30（ᅔ日・年஛年始をᨊく）

ųèם୴日はFA:での回ሉのǈ、ᩓᛅ対ࣖはᐲしかƶます。

ųè診療科にᄩᛐが࣏要な場合は፻փಅ日ˌᨀに対ࣖします。

【医療福祉相談】
病ൢやʙ૏などで病院を受診され、それまでᎋえられなかった

ᆔ々の生活上のբ᫆が生ơた場合、医療ǽーシャルワーカー（ᅈ˟

ᅦᅍٟ、精神保健ᅦᅍٟ）が、療養にˤい生ơるᅈ˟的・経ฎ的・

心理的բ᫆に関してのご相談をお受けしています。患者さんやごܼ

ଈの心ᣐや׉りʙをσஊし、ᚐൿに向けてσにᎋえていきたいと࣬

います。

「相談は無૰で秘密は守られます。」「どうƧおൢ᠉にご相談く

ださい。」

ご相談内ܾの̊Ჴ

Ფ医療ᝲの支৚いや生活ᝲが心ᣐ

Ფᡚ院後の生活や、ࣄ職・ࣄ学への不安

Ფᅈ˟保ᨦ制度の手続き方法
健ࡍ保ᨖ、ᨦ害者手ࠚ、年᣿、介護

保ᨖなど�やᅈ˟ᅦᅍ଀設の利用方法について

Ფその他、どƜに相談したらよいか分からないपǈ

場所Ჴ病院Ძ᨞ロビー11ဪᆸ口

଺᧓Ჴ࠯日ᲳᲴᲪᲪ᳸17Ჴ00（ם・日・ᅔ日・年஛年始をᨊく）

「患者支援センǿー」は患者さんの支援と地域医療機関との連携

推進部ᧉとして、「地域医療連携」「紹介診察予約」「医療ᅦᅍ相

談」「病床管理」「患者支援」の機能をወ合的に実଀しておりま

す。

患者支援センǿー長（ψ務 � 医ࠖ）

患者支援センǿー長ᙀ （˱ψ務Ჩ医ࠖ）

иセンǿー長
（ψ務�医ʙᛢ長）

地域医療連携

紹介診察予約

иセンǿー長
（�看護ࠖ長ࢼݦ）

医療ᅦᅍ相談

患者支援

иセンǿー長
（�и看護部長ࢼݦ）

病床管理

иセンǿー長
（ψ務�医ࠖ）

èʙЭにおᩓᛅでおբい合わせをお願いいたします。

ų଺᧓調整の上、担࢘者からご連ዂいたします。

èその他の患者相談
は、患者支援センǿーで൑�療養相談などܡנ

日行っています。

【その他業務】
患者支援センǿーでは、ˌ下のಅ務についても担࢘しており

ます。

Ფ入院・᠃院調整ųųųųųųᲤƼわฯあさがおネット

Ფπᝲ制度の申ᛪ方法案内ųųᲤ返書管理ಅ務

Ფセカンドオピニオン外来ųųųųųųųųųųųųųųųなど

ज़௨予᧸や対ϼに
ついての相談

精神疾患を患う
方のごܼଈ相談

糖尿病およƼ生活
፼ॹ病の療養相談

ࣖ急手࢘・ዬ急
଺の対ࣖ相談

木火 水

ҜЭ

Ҝ後

治療とˁʙのɲᇌ相談もお受けしています。

治療のために、Ɯれまで࢘たりЭに送っていたᅈ˟生活に٭化が

生ơるƜとがݲなくありません。ˁʙをᠴめてしまうЭに、ݼіに

対するご不安を医療ǽーシャルワーカーまでご相談ください。

滋賀産ಅ保健総合支援センǿーやハローワークと連携して、உに

1回相談˟の実଀や̾К相談の調整も行っています。

【病床管理】
ᆰき病床をπ࠯かつஊјに活用するƜとで、患者さんが待機する

Ɯとなく入院できるよう、また、大学病院での高度医療が࣏要な患

者さんが一人でもٶく入院治療が受けられるよう調整して、ᢘЏな

病床の提供に努めています。

病床状ඞはࠝ଺৭੮するƜとができ、ό๖な病床ᢃփを行うため

に医務ᛢ職員、看護部職員とともにșッドǳントロール˟ᜭを行

い、ᆰき病床を管理しています。また、ᆰき病床利用の集計を行

い、ȇーǿを活用し病床管理に努めています。

【患者支援】
ų医療ǽーシャルワーカーと看護ࠖが中心と

なりٶ職ᆔで、患者さんの生活に添ったシー

ムレǹな入ᡚ院支援・ܡנ療養支援を実ោし

ております。滋賀県難病医療連携協ᜭ˟ʙ務

、として難病医療ǳーȇィネーǿーをᣐ置しޅ

難病医療やܡנ療養の支援を行っています。

地域の医療ᅦᅍ機関と協力し、患者さんを中心としたȁーム医療を

᠆に高いݦᧉ性を持って、きめ細やかにό๖かつ質の高い医療ǵー

ビǹを提供できるよう努めておりますので、病院と地域、そして患

者さんの生活の場をつなƙᆸ口として、おൢ᠉にご利用ください。

また、患者支援センǿーでは、ݦᧉ看護ࠖ・ᛐ定看護ࠖによる看

護相談を実଀しております。どなたでもご利用いただけますので、

是非ご活用ください。

看護相談

下ᚡの相談内ܾについて、患者さん・ごܼଈ、そして地域でǵ

ポートされる方々の相談ᆸ口として、是非ご利用ください。

T'.Ჴ077�548�2772（相談は無૰です）

氏 名

患者支援センǿー センǿー長ᙀ˱
脳神経内科 科長（ψ˓）

医 ࠖ

患者支援センǿー иセンǿー長（病床管理ಅ務担࢘）
и看護部長（ψ˓）

看護ࠖ

患者支援センǿー иセンǿー長（患者支援・入ᡚ院調整ಅ務担࢘）
患者支援センǿー看護ࠖ長（ψ˓）

看護ࠖ

患者支援センǿー иセンǿー長（地域連携関連ʙ務ಅ務担࢘）
医ʙᛢ長（ψ˓）

ʙ 務

紹介率ỉ逆紹介率（ᢅӊᲯ年᧓推ᆆ）

紹介診察・検査予約 077�548�2515
FA:Ჴ077�548�2792

TE.Ჴ࠯日8Ჴ30᳸19Ჴ00
（日・ᅔ日・年஛年始をᨊく・ם）

FA:Ჴ࠯日8Ჴ30᳸19Ჴ00
（日・ᅔ日・年஛年始をᨊく）
୴日 9Ჴ00〜12Ჴ30ם

（ᅔ日・年஛年始をᨊく）
èם୴日はFA:での回ሉのǈ、ᩓᛅ対ࣖはᐲしかƶます。

ዬ急を要する患者さんのご紹介
（଺᧓内）

077�548�3527
日8Ჴ30᳸17Ჴ00࠯

（日・ᅔ日・年஛年始をᨊく・ם）

ዬ急を要する患者さんのご紹介
（଺᧓外）

077�548�2770（救急受˄）
日17Ჴ00᳸፻日8Ჴ30࠯
日・ᅔ日・年஛年始12உ29日᳸1உ3日・ם

セカンドオピニオン外来
077�548�2513
FA:Ჴ077�548�2815

日8Ჴ30᳸1ᲱᲴ00࠯
（日・ᅔ日・年஛年始をᨊく・ם）

入院・᠃院調整
077�548�2351
FA:Ჴ077�548�2358

日8Ჴ30᳸1ᲱᲴ00࠯
（日・ᅔ日・年஛年始をᨊく・ם）

看護相談 077�548�2772
日9Ჴ00᳸17Ჴ00࠯

（日・ᅔ日・年஛年始をᨊく・ם）

脳卒中相談 院内患者対ᝋ
日8Ჴ30᳸17Ჴ00࠯

（日・ᅔ日・年஛年始をᨊく・ם）

日9Ჴ00᳸17Ჴ00࠯
（日・ᅔ日・年஛年始をᨊく・ם）
原Щ60分ˌ内

日9Ჴ00᳸17Ჴ00࠯
（日・ᅔ日・年஛年始をᨊく・ם）

がん相談
（がん相談支援センǿー）

077�548�2859
MCKN ᲴIUQWFCP"DGNNG.UJKIC�OGF.CE.LR

Ꮑ疾患相談
（Ꮑ疾患相談支援センǿー）

077�548�2744

難病相談
（滋賀県難病医療連携協ᜭ˟ʙ務ޅ）

077�548�3674
MCKNᲴPCPD[Q"DGNNG.UJKIC�OGF.CE.LR

日9Ჴ30᳸15Ჴ30࠯
（日・ᅔ日・年஛年始をᨊく・ם）

脳卒中・心臓病総合支援センǿー 院内患者対ᝋ

ᆆ行期医療支援センǿー 院内患者対ᝋ

日8Ჴ30᳸17Ჴ00࠯
（日・ᅔ日・年஛年始をᨊく・ם）

日8Ჴ30᳸17Ჴ00࠯
（日・ᅔ日・年஛年始をᨊく・ם）

地域に対する取り組み、最近の話題など患者支援センǿー実ጚ

患者支援センǿー

本院では、医療機関様からの患者さんのご紹介は、患者支援セン

ǿーを介して行っていただいておりますが、࠯成30年10உより脳

卒中等をွわれる患者さん等、ዬ急を要する患者さんのご紹介଺に

は、予約ಅ務担࢘ʙ務を経ဌせƣ、患者支援センǿー所属の看護ࠖ

が患者さんの状७をお˨いし、診療科にጟƙᢃ用をしております。

センター長・副センター長・センター長補佐紹介

業務別お問い合わせ番号一覧

役職／職位 職種

担 当 電話番号等 受付時間

Ǧルシǿニ Ȟǳト

Ȣȁȅǭ ȟǭȨ

๦᜿ųųჇ

患者支援センǿー センǿー長
呼吸器内科 科長（ψ˓）ỉ病院長ᙀ˱（広報ỉ地域連携担࢘）

医 ࠖ
Ȋカノ Ȥǹǿカ

中野ųऑ࠳

ஓஉų፦ᚡˊ

オǰȩųトȢǳ

小̽ųჷ子

ȞǨǬワ クȟǳ

Э߷ųʁ፦子

滋賀医科大学医学部附属病院
　緊急を要する患者さんのご紹介時は、下記の電話番号まで
ご連絡ください。

時間内（平日8:30～17:00）

時間外

077-548-3527（患者支援センター看護師対応）

077-548-2770（救急受付）

※通常の患者さんのご紹介は、患者支援センター（予約専用）までご連絡ください。
　TEL 077-548-2515　平日 8:30 ～ 19:00（土・日・祝日・年末年始除く）
　FAX 077-548-2792

（平日17:00～翌日8:30、土・日・祝日・年末年始12月29日～1月3日）

紹介率 逆紹介率 受診受付患者数

(人)(％)

89.3 87.1 
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73.7 71.7 
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እより、滋賀医科大学医学部附属病院のᢃփおよƼ医療活動に対し、఍Кのご理ᚐとご࠯

支援を賜り、ᛗにありがとうございます。日頃より賜っております皆様からの温かいご協力

に、職員一同、心よりขくज़ᜓ申し上げます。

院「患者支援センǿー」は、患者さんとそのごܼଈの皆様が、安心して医療を受けてい࢘

ただける環ؾƮくりを目的として設置された部ᧉであり、同଺に地域の医療機関と݅接に連

携しながら、地域医療体制のࢍ化に貢献するƜとを目指しております。

φ体的には、患者支援や医療ᅦᅍに関する相談対ࣖ、病床の管理ᢃփ、地域医療機関との

連携、紹介患者さんの予約調整、ᡚ院支援など、医ࠖ・看護ࠖ・医療ǽーシャルワーカー・

ʙ務職員などٶ職ᆔが一体となり、Ѽਙ的かつɠݗな対ࣖを心がけております。

また、࢘センǿーは、滋賀県内の難病医療体制を支える「難病医療連携協ᜭ˟ʙ務ޅ」、

脳卒中や心疾患などの患者さんをѼਙ的に支援する「脳卒中・心臓病等総合支援セン

ǿー」、小児から成人期へのᆆ行期医療を支える「ᆆ行期医療支援センǿー」としての役割

も担っており、ݦᧉ的かつዒ続的な医療提供体制の構築にނ力しております。

特に地域医療連携の分野においては、高度で先進的な医療を提供する特定機能病院として

の責務を果たすǂく、地域の医療機関の先生方とのዬ݅な連携体制をさらにࢍ化し、患者さ

んにとって最もᢘЏな医療がǿイムリーに提供されるよう努めております。

Ɯうした地域連携の一яとなるƜとを目的として、本年度も「診療案内2025」を発行い

たしました。本案内が、日々の診療にݲしでもお役ᇌていただけれƹ࠳いに存ơます。

今後とも、地域医療の発展と患者中心の医療の実ྵに向けて、職員一同、より一層の努力

を重ƶてӋります。引き続き、皆様からのご指導とご᪚ઠを賜りますよう、˴卒よǖしくお

願い申し上げます。

患者支援センǿー長

中 野 ऑ ࠳  
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ų「患者支援センǿー」は、地域の医療機関と本院を結ƿ連携ᆸ口であり、ご紹介患者さんのݦ用受˄

ᆸ口です。受˄場所は、病院྘関よりお入りいただき、すƙ߼手「11ဪ」のᆸ口です。

《予約窓口》

患者支援センター（予約専用）

TEL 077－548－2515 （ם・日・ᅔ日・年஛年始をᨊく）８：30～19：00
FAX 077－548－2792 （࠯日）８：30～19：00 （ם୴日）9：00～12：30

《手続きの流れ》

患者支援センǿー

医療機関からのご紹介手続きについて

消化器外科・
乳腺・小児・
一般外科・
消化器内科

駐車整理券受付
（夜間休日ご案内）

タリーズ

入院
支援室

再来受付機

風除室
玄関

総
合
受
付

階段 EV

包括同意

お薬相談室

自動精算機
料金支払
料金計算
再来受付
入院受付

薬剤部WC

CT

MR→

庭園

院外処方せんFAXコーナー

お薬渡し口
公衆電話

給水器

6
5
4
2

7
8

9

11患者支援→
センター

新来受付

自
動
販
売
機

ƂЭ方連携ƃ

患者さん

紹介状
診察・検査

予約票など

診察・検査の
申し込ǈ

診療所

病ų院

診療所

病ų院

患者さん

Ƃ後方連携ƃ

日
頃
の
診
療

予
約
票
の
手
บ
し

受診・ᡚ院など

診察・検査結果の

報告または逆紹介

診察・検査・入院など

最良の治療

経ᢅᚇ察

予約票の送˄

滋賀医科大学

医学部附属病院

እより、滋賀医科大学医学部附属病院のᢃփおよƼ医療活動に対し、఍Кのご理ᚐとご࠯

支援を賜り、ᛗにありがとうございます。日頃より賜っております皆様からの温かいご協力

に、職員一同、心よりขくज़ᜓ申し上げます。

院「患者支援センǿー」は、患者さんとそのごܼଈの皆様が、安心して医療を受けてい࢘

ただける環ؾƮくりを目的として設置された部ᧉであり、同଺に地域の医療機関と݅接に連

携しながら、地域医療体制のࢍ化に貢献するƜとを目指しております。

φ体的には、患者支援や医療ᅦᅍに関する相談対ࣖ、病床の管理ᢃփ、地域医療機関との

連携、紹介患者さんの予約調整、ᡚ院支援など、医ࠖ・看護ࠖ・医療ǽーシャルワーカー・

ʙ務職員などٶ職ᆔが一体となり、Ѽਙ的かつɠݗな対ࣖを心がけております。

また、࢘センǿーは、滋賀県内の難病医療体制を支える「難病医療連携協ᜭ˟ʙ務ޅ」、

脳卒中や心疾患などの患者さんをѼਙ的に支援する「脳卒中・心臓病等総合支援セン

ǿー」、小児から成人期へのᆆ行期医療を支える「ᆆ行期医療支援センǿー」としての役割

も担っており、ݦᧉ的かつዒ続的な医療提供体制の構築にނ力しております。

特に地域医療連携の分野においては、高度で先進的な医療を提供する特定機能病院として

の責務を果たすǂく、地域の医療機関の先生方とのዬ݅な連携体制をさらにࢍ化し、患者さ

んにとって最もᢘЏな医療がǿイムリーに提供されるよう努めております。

Ɯうした地域連携の一яとなるƜとを目的として、本年度も「診療案内2025」を発行い

たしました。本案内が、日々の診療にݲしでもお役ᇌていただけれƹ࠳いに存ơます。

今後とも、地域医療の発展と患者中心の医療の実ྵに向けて、職員一同、より一層の努力

を重ƶてӋります。引き続き、皆様からのご指導とご᪚ઠを賜りますよう、˴卒よǖしくお

願い申し上げます。

患者支援センǿー長

中 野 ऑ ࠳  
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患者支援センǿー

患者支援センターご利用の案内

本院に対する紹介患者診察予約・検査予約のご依頼については、「患者支援センǿー」をご利用いた

だきますと、ʙЭに࢘ᛆ診療科の予約௒を調整のうえ、予約日଺をൿ定し、紹介患者さんがǹムーǺに

診察を受けられるように手続きをいたします。

ご利用の方法

駐車場料金について

ᲫᲨ診察、検査、入院等のご依頼は「診察・検査依頼書（FA:送信票）」に࣏要ʙ項をごᚡ入のうえ、

FA:で患者支援センǿーへ送信ください。

èʙЭに「紹介状（診療情報提供書）」のFA:も࣏要な場合がございます。

ᲬᲨご依頼いただきました「診察・検査依頼書（FA:送信票）」に基Ʈき、予約日଺をൿ定し、「診察・検

査予約票（FA:送信票）」をFA:で返信いたします。

なお、FA:の受˄଺᧓は࠯日8Ჴ30〜19Ჴ00ӏƼם୴日9�00〜12�30です（ם୴日は、おᩓᛅで

の対ࣖはいたしかƶます）。଺᧓外の受信については、፻փಅ日に返信いたします。

また、本院より直接患者さんへ連ዂさせていただく場合がありますのでごʕ১ください。

（M4I等の検査や特定診療科へのご依頼に関しては、፻փಅ日の返信となる場合がございます。予

めごʕ১ください。）

ᲭᲨ患者さんは、予約された日଺に「診察・検査予約票（FA:送信票）」、「紹介状（診療情報提供書）」、

「健ࡍ保ᨖᚰ」、「お薬手 等をご持Ӌのうえ、Ძ᨞「11ဪᆸ口」患者「画΂ȇーǿ」「（お薬ᛟଢ書）ࠚ

支援センǿーにおឭしください。なお、̩ Эに本院を受診された方には、診察Уをお持ちいただくよ

うご指ᅆください。

ᲮᲨ受診状ඞにつきましては、「ご来院報告書」を患者支援センǿーよりFA:で送信いたします。

Ჯ.「診察・検査依頼書（FA:送信票）」ӏƼ「紹介状（診療情報提供書）」は、本院のțームペーǸ「医療

機関の方へ」JVVR���YYY.UJKIC�OGF.CE.LR�JQURKVCN�よりȀǦンロードӧ能です。

ᬟ៻૰᣿はஊ૰です。（患者さんも対ᝋです。）

ᬟ៻Уをお持ちいただき、お࠙りのᨥに患者さんᛐᚰϼ理を受けた後、病院྘関に設置のʙЭ精ም機

をご利用ください。

患者支援センǿー

医療機関Ӹ

ご担࢘医Ӹ

（FA:ဪӭ）

先生
Ƅ520�2192 滋賀県大඾ࠊແ田உ᠛ထ

滋賀医科大学医学部附属病院

患者支援センǿー （T'. 077�548�2515） 
（FA: 077�548�2792）

ˋԧ 年 உ 日

様

（M・T・S・*・᳌ 年 உ 日生 ဏ ・ 女） 

Ũ 診察（検査）予約日଺ 

Ფ 予約開始の15分前までに 患者支援センǿー（病院ദ᩿྘関を入って11ͨ߼番ᆸ口）へ

おឭしください。

下記のとおり予約を承りました。
患者さんに、予約日時等をご説明のうえ、この用紙をお渡し下さい。
予約日時を変更される場合は、患者支援センター（TEL 077-548-2515）までお知らせください。

滋賀医科大学医学部附属病院

診察・検査　予約票（FAX送信票）

ˋԧ 年 உ 日（ųų） ҜЭ ・ Ҝ後 ଺ 分 ᳸ ଺ 分

予 約 内 ܾ

ද ॖ ʙ 項

ご持Ӌいた

だ く も の

ᲫᲨȞイȊンȐーカード、医療У、健ࡍ保ᨖᚰ等

ᲬᲨ紹介状

ᲭᲨ予約票（Ɯの用ኡ）

ᲮᲨ各ᆔ検査ݦ用予約票（ある方は、࣏ƣご持Ӌください。）

ᲯᲨ本院の診察У（ˌЭに滋賀医大を受診されたƜとのある方は、࣏ƣご持Ӌください。）

６Შレントゲン・心ᩓ׋等をԃǉ᝻૰（ある方は࣏ƣご持Ӌください。）

ᲱᲨお薬手ࠚやお薬ᛟଢ書をご持Ӌください。

è予約ٶૠのため待ち଺᧓が長くなる場合がありますが、ごʕ১ください。

＜交通案内＞
JRの場合
ிෙᢊ本線（࿄࿅ฯ線）ແ田ᬜ下៻

᳄᳌ແ田ᬜЭから大学病院Эまで

Ȑǹ約15分

自動車の場合
ʮ滋Ȑイȑǹ

一᣺ޛᲮɠ目ʩࠀ点から約10分

Ӹ神高速ᢊែ上り（ʮᣃ方᩿から）

ແ田ᙱインǿーから約10分
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患者支援センǿー

紹介患者さんの受診フローチャート

ų受診࢘日、患者さんにご持Ӌして

いただく࣏要書᫏です。（本院に受

診ഭのある方は診察Уも一ደにお願

いします。）

予約日଺をൿ定します。

ų診察・検査予約票

（FA:送信票）を返信

いたします。

ų患者さんに、予約日଺等をごᛟଢ

いただき、予約票、紹介状をおบし

ください。

診察・検査依頼書

（FA: 送信票）を

送信ください。

診 察 ・ 検 査

依頼書（FA:

送信票）

診 察 ・ 検 査

予約票（FA:

送信票）

お薬手ࠚ

お薬ᛟଢ書

画 ΂ȇ ー ǿ

等

ų࢘日、Ძ᨞「11ဪᆸ口」患者支援セ

ンǿーに書᫏を提Јしていただき、受

診手続きの後、診察・検査を受けてい

ただきます。

ų受診結果、その後の経ᢅ報告につい

ては報告書を、紹介Ψ医療機関あて、

ᣁ送で送˄いたします。

èʙЭに「紹介状（診療情報提供書）」の

ųFA: も࣏要な場合がございます。

紹介元医療機関

患 者さん

滋賀医科大学医学部附属病院
患者支援センター

当日持参書類 受診・検査

滋賀医科大学医学部附属病院

診 察・検 査

予約票（FA:

送信票）

紹 介 状

（診療情報

提供書）

お薬手ࠚ

お薬ᛟଢ書

画΂ȇーǿ

等

ȞイȊンȐーカード

医療У等

健ࡍ保ᨖᚰ

患者支援センǿー

滋賀医科大学医学部附属病院 患者支援センター FAX ０７７－５４８－２７９２ 
診察・検査 依頼書（ＦＡＸ送信票）

＜紹介元医療機関情報＞ 依頼日    年   月   日 
医療機関名：
医　師　名：
連　絡　先：（TEL）   －    －     （FAX）   －    －   

＜診察依頼＞
傷病名・紹介目的（部位・症状等 簡単で結構ですので、必ず記入をお願いいたします。） 

□地域連携パス使用中（種類：           ） □入院中
入院希望 （注）当院には、開放型病床はありません。
□なし   □あり（受診後に決定）  ※精神科は予め下記宛てにご連絡願います。
希望診療科（希望診療科に印を付けてください。） 希望医師名 医師 

 

 

 
 

 
   

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

診診察察希希望望日日  ①  月  日（  ）  ②  月 日（  ）  ③ □いつでもよい
診診察察緊緊急急度度  依頼日から □当日   □１週間以内   □２週間以内   □１ヶ月以内 

＜＜検検査査依依頼頼＞＞
検検査査名名・・検検査査目目的的（部位・症状等） CT検査時  ペースメーカ・ICD  □なし  □あり 

MRI検査時  ペースメーカ・ICD  □なし  □あり 
・造影：□なし  □あり    その他の体内金属       □なし  □あり 
・（PET検査を依頼される場合のみ）CT・MR検査：□済  □未実施
検検査査希希望望日日 ① 月  日（  ）  ②  月  日（  ）  ③ □いつでもよい 
そそ  のの  他他  重要：MR対応型であっても、植込み型のペースメーカや除細動器（ICD）が体内に入った患者さんのMRI

検査依頼を直接お受けすることはできません。 
＊FAXでの受付は平日８：３０～１９：００、土曜日９：００～１２：３０（祝祭日、年末年始（１２月２９日から１月３日）を除く）です。 
時間外の受信については翌日（平日）に返信いたします。土曜日はFAXのみの対応となり、お電話での対応はいたしかねます。 

＜患者基本情報＞
フリガナ   旧旧姓姓  性性別別  生生      年年      月月      日日  

患 者 氏 名    □男 
□女 

   年   月   日 
    （    ）歳 

住 所  
連 絡 先

〒   －    
 

（TEL）   －    －      
本院受診歴
（ご協力ください。） 

□なし  □あり（診察券番号：   －    －   ）  □ 不明 
本院は、全科共通１患者１診療録、診察券番号は永久使用で運用しております。 

＜保険証情報＞事前に診療録を準備させていただきますので、保険情報または保険証のコピーをお願いいたします。 □交通事故 □労災
保保険険者者番番号号   公公費費受受給給者者証証  

番番        号号  
    

記記      号号           
番番      号号   福福祉祉医医療療券券  

番番        号号  
        

被被保保険険者者区区分分  □本人   □家族         
患患者者負負担担割割合合   □１割  □２割  □３割 一一部部負負担担金金 □なし   □あり 

＜＜問問合合せせ先先＞＞  
平日８：３０～１９：００ 左記以外（時間外・休日・年末年始）救急対応のみ 

患者支援センター  
（TEL）０７７－５４８－２５１５（直通）

救急受付（各科当直医が対応） 
（TEL）０７７－５４８－２７７０（直通） 

（連絡事項等）
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患者支援センǿー
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ų受診࢘日、患者さんにご持Ӌして

いただく࣏要書᫏です。（本院に受

診ഭのある方は診察Уも一ደにお願

いします。）

予約日଺をൿ定します。

ų診察・検査予約票

（FA:送信票）を返信

いたします。

ų患者さんに、予約日଺等をごᛟଢ
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ください。
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診手続きの後、診察・検査を受けてい

ただきます。

ų受診結果、その後の経ᢅ報告につい

ては報告書を、紹介Ψ医療機関あて、

ᣁ送で送˄いたします。
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傷病名・紹介目的（部位・症状等 簡単で結構ですので、必ず記入をお願いいたします。） 

□地域連携パス使用中（種類：           ） □入院中
入院希望 （注）当院には、開放型病床はありません。
□なし   □あり（受診後に決定）  ※精神科は予め下記宛てにご連絡願います。
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    （    ）歳 

住 所  
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（TEL）   －    －      
本院受診歴
（ご協力ください。） 

□なし  □あり（診察券番号：   －    －   ）  □ 不明 
本院は、全科共通１患者１診療録、診察券番号は永久使用で運用しております。 

＜保険証情報＞事前に診療録を準備させていただきますので、保険情報または保険証のコピーをお願いいたします。 □交通事故 □労災
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患者支援センǿー

患者支援センターご利用の案内

本院に対する紹介患者診察予約・検査予約のご依頼については、「患者支援センǿー」をご利用いた

だきますと、ʙЭに࢘ᛆ診療科の予約௒を調整のうえ、予約日଺をൿ定し、紹介患者さんがǹムーǺに

診察を受けられるように手続きをいたします。

ご利用の方法

駐車場料金について

ᲫᲨ診察、検査、入院等のご依頼は「診察・検査依頼書（FA:送信票）」に࣏要ʙ項をごᚡ入のうえ、

FA:で患者支援センǿーへ送信ください。

èʙЭに「紹介状（診療情報提供書）」のFA:も࣏要な場合がございます。

ᲬᲨご依頼いただきました「診察・検査依頼書（FA:送信票）」に基Ʈき、予約日଺をൿ定し、「診察・検

査予約票（FA:送信票）」をFA:で返信いたします。

なお、FA:の受˄଺᧓は࠯日8Ჴ30〜19Ჴ00ӏƼם୴日9�00〜12�30です（ם୴日は、おᩓᛅで

の対ࣖはいたしかƶます）。଺᧓外の受信については、፻փಅ日に返信いたします。

また、本院より直接患者さんへ連ዂさせていただく場合がありますのでごʕ১ください。

（M4I等の検査や特定診療科へのご依頼に関しては、፻փಅ日の返信となる場合がございます。予

めごʕ১ください。）

ᲭᲨ患者さんは、予約された日଺に「診察・検査予約票（FA:送信票）」、「紹介状（診療情報提供書）」、

「健ࡍ保ᨖᚰ」、「お薬手 等をご持Ӌのうえ、Ძ᨞「11ဪᆸ口」患者「画΂ȇーǿ」「（お薬ᛟଢ書）ࠚ

支援センǿーにおឭしください。なお、̩ Эに本院を受診された方には、診察Уをお持ちいただくよ

うご指ᅆください。

ᲮᲨ受診状ඞにつきましては、「ご来院報告書」を患者支援センǿーよりFA:で送信いたします。

Ჯ.「診察・検査依頼書（FA:送信票）」ӏƼ「紹介状（診療情報提供書）」は、本院のțームペーǸ「医療

機関の方へ」JVVR���YYY.UJKIC�OGF.CE.LR�JQURKVCN�よりȀǦンロードӧ能です。

ᬟ៻૰᣿はஊ૰です。（患者さんも対ᝋです。）

ᬟ៻Уをお持ちいただき、お࠙りのᨥに患者さんᛐᚰϼ理を受けた後、病院྘関に設置のʙЭ精ም機

をご利用ください。

患者支援センǿー

医療機関Ӹ

ご担࢘医Ӹ

（FA:ဪӭ）

先生
Ƅ520�2192 滋賀県大඾ࠊແ田உ᠛ထ

滋賀医科大学医学部附属病院

患者支援センǿー （T'. 077�548�2515） 
（FA: 077�548�2792）

ˋԧ 年 உ 日

様

（M・T・S・*・᳌ 年 உ 日生 ဏ ・ 女） 

Ũ 診察（検査）予約日଺ 

Ფ 予約開始の15分前までに 患者支援センǿー（病院ദ᩿྘関を入って11ͨ߼番ᆸ口）へ

おឭしください。

下記のとおり予約を承りました。
患者さんに、予約日時等をご説明のうえ、この用紙をお渡し下さい。
予約日時を変更される場合は、患者支援センター（TEL 077-548-2515）までお知らせください。

滋賀医科大学医学部附属病院

診察・検査　予約票（FAX送信票）

ˋԧ 年 உ 日（ųų） ҜЭ ・ Ҝ後 ଺ 分 ᳸ ଺ 分

予 約 内 ܾ

ද ॖ ʙ 項

ご持Ӌいた

だ く も の

ᲫᲨȞイȊンȐーカード、医療У、健ࡍ保ᨖᚰ等

ᲬᲨ紹介状

ᲭᲨ予約票（Ɯの用ኡ）

ᲮᲨ各ᆔ検査ݦ用予約票（ある方は、࣏ƣご持Ӌください。）

ᲯᲨ本院の診察У（ˌЭに滋賀医大を受診されたƜとのある方は、࣏ƣご持Ӌください。）

６Შレントゲン・心ᩓ׋等をԃǉ᝻૰（ある方は࣏ƣご持Ӌください。）

ᲱᲨお薬手ࠚやお薬ᛟଢ書をご持Ӌください。

è予約ٶૠのため待ち଺᧓が長くなる場合がありますが、ごʕ১ください。

＜交通案内＞
JRの場合
ிෙᢊ本線（࿄࿅ฯ線）ແ田ᬜ下៻

᳄᳌ແ田ᬜЭから大学病院Эまで

Ȑǹ約15分

自動車の場合
ʮ滋Ȑイȑǹ

一᣺ޛᲮɠ目ʩࠀ点から約10分

Ӹ神高速ᢊែ上り（ʮᣃ方᩿から）

ແ田ᙱインǿーから約10分

ᒬ඾・田上インǿーから約Ჯ分

Ӹ神高速ᢊែ下り（ࢠఌ方᩿から）

ᒬ඾・田上インǿーから約Ჯ分

ແ田ிインǿーから約10分
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患者支援センǿー

医療機関の所在地および名称

電 話 番 号

医 師 氏 名 印

性別 男 ・ 女

傷 病 名

紹 介 目 的

既 往 歴
および

家 族 歴

症 状 経 過
お よ び

検 査 結 果

治 療 経 過

現在の処方

備 考

注 １．必要がある場合は続紙に記載して添付してください。
　 ２．必要がある場合は画像診断のフィルム、検査の記録を添付してください。 

滋賀医科大学医学部附属病院

科

担当医 殿

患者支援センǿー

紹 介 状（診療情報提供書）

年 月 日

患者氏名

患者住所

電話番号

生年月日 年 月 日（ 歳）　職業

月診 察 科 火

「一般形成」ޢ野 ኝ子
᳕2�4ᡵᲴ眼形成・眼წ下׶、༏ͻ ᒰ᳗߷ ሶ宏
᳕1�3�5ᡵᲴϐ࡫外科（乳৐、頭᪹部） ᒶ᳗野 ᅵ一
「外ͻ・レーǶー」࢘ဪ医

ᤠங Ӑࢧ、୴日担࢘医

ค ޢᑶ「全予約制ܦ」
ࡎ 口߷「全予約制ܦ」

形成外科ųųų548�3620 

心臓血管外科ų548�2559 

呼吸器外科ųų548�2559

ų๨૯Ꮯ外来 

整形外科ųųų548�2562  

耳鼻咽喉科・頭頸部外科ųų548�2573  

ųݦᧉ外来（ܦ全予約制）

ųݦᧉ外来（予約制）

母子診療科ųųų548�2576

女性診療科ųųų548�2576

泌尿器科ųųųų548�2567

眼科             ųų548�2570

麻酔科（ܦ全予約制）ų548�2582  

ペインクリニック科（ܦ全予約制）ų548�2582

学ᨥ的ၘǈ治療センǿーųųų548�2582
（全予約制・新患受˄はங୴日のǈܦ）

放射線科ųųų548�2579

歯科口腔外科ųųų548�2583 

リハビリテーション科ųųų548�2670

臨床遺伝相談科（ܦ全予約制）ų548�3620

救急科ųųų548�2770

総合診療科ųųų548�2408

特ഷ外来（ܦ全予約制）

ųя産ࠖ外来

「2�4ᡵᲴ手・ឱの外科」児ྚ 成人
「Ꮒ関ራ」ɤ஭ ஋大
「手・腫瘍」安ᕲ ҽ生、ᇦ஭ ܯᚡ
「Ꮕ・ǹポーȄ」ప田ų࠯ࡍ
「1�3ᡵᲴᐐ・ǹポーȄ」上中 一඲
ဪ医࢘

「新来」߷҅ ঙ人
「ϐ来」߃ޛ 開

「難Ꭾ・めまい・人工内耳」安ޢ π፦子
᳕2�4ᡵҜ後Ჴზ჈呼吸ϐ来 ᬡ᳗田 一ஒ、൷田 ୓ኔ
「めまい」ᙱ口 ᢋ治
ʩஆ制「׋ᘖ機能検査・᲻᲼᳌・ᗞᩓ࠯」

「産科」ʩˊ制
「妊۔と薬外来」予約制・ޢ田 ډ඾፦

「新来」ʩˊ制
「妊܊」ʩˊ制
「妊܊性温存外来」ʩˊ制
「ۡ人科」ʩˊ制
「ȗレǳンセȗションケア外来（妊۔Э相談外来）」ᇦ௎ ଢ௑、௅田 ෴औ

᳕ҜЭᲴ紹介初診 中 ԧଢޛ᳗
᳕ҜЭᲴ初診 ᙱ᳗田 ݩ成
᳕ҜЭᲴ初診 ൨᳗ຓ ᛗʂ
᳕ҜЭᲴ小児 上᳗ʶ ૠ፯

ᙱ野 ኟҘ、ɤ上 温᠗

᳕ዯ内ᨦᲴҜ後 ᙱ᳗ ˲೔

「術Э診察」今ܿ ࢠࡍ
周術期外来

「新来」ඕ野 直ଢ
「ϐ来」඾߷ ਏʍ、᩷ங 健
「新来」ຓ田 ΰʍ

「新来・ҜЭ」ౕܼ ദ࣓、ౕݢ ᢰࡍ
「ϐ来・Ҝ後」ౕܼ ദ࣓、ౕݢ ᢰࡍ

「൑ᡵ」ప田 ࠯ࡍ
「心臓」߷口 ൟᢹ

遺伝カǦンセリンǰ
Ј生Э診断外来

ဪя産ࠖ࢘

「Ꮕ・上Ꮓ」今ʟ ାʚ
「関ራ・リǦȞȁ」߷߃ ਏ
「Ꮸౢ」ౕ ޻ ޛ࢕、ٟ࠴Ӫ、ᱣᕲ ᒍ貴
「ᐐ関ራ・ǹポーȄ」ʁ保 充ࢠ、野ק ˲೔
ဪ医࢘

「新来」ৎߢ 一ᢹ
「ϐ来」ᙱ口 ᢋ治

「難Ꭾ・めまい ᙀᎮ器」൷田 ୓ኔ、ಿ上 ᨻ子
᳕4ᡵᲴ難Ꭾ・めまい ᙀᎮ器 中᳗ޛ ๾

「産科」ʩˊ制
「産後健診」ʩˊ制
「Ј生Э診断外来」
「胎児ឬ᪦ඬ診断外来」所 ˦介

「新来」ʩˊ制
「ۡ人科」ʩˊ制
「妊܊」ʩˊ制
「妊܊性温存外来」ʩˊ制
「᳂᳊᳐ワクȁン特К௒」ʩˊ制
「ȗレǳンセȗションケア外来（妊۔Э相談外来）」ᇦ௎ ଢ௑、௅田 ෴औ

ဪя産ࠖ࢘

小ࠪ ࠯޿、今ʟ 一貴

᳕ዯ内ᨦᲴҜЭ ᙱ᳗野 ኟҘ
᳕ዡᐏᲴҜ後 ɤ᳗Ȅჽ ୓

「術Э診察」担࢘医
周術期外来

中ᙱ ፦保、ჽ原 Ⴧ理子
᳕Ҝ後Ჴ᳒ 線ᡢ視下神経Ȗロック᳗

「新来」඾߷ ਏʍ
「ϐ来」᩷ ங 健、ங田 Ӑ̀子
「IV4」Ӑຓ ᘽ೔

「心臓」߷口 ൟᢹ
「൑ᡵ」ప田 ࠯ࡍ

担࢘医ų臨床心理ٟ

Ј生Э診断外来

ဪ制࢘

᳕ҜЭ 依᳗田 広

ဪ制࢘

入院下中ځ手術室での手術
外来での日࠙り手術

ų2016年9உ1日より、初診患者さんは້୴日、水୴日、ங୴

日に診察させていただくƜとになりました（ዬ急を要する患者

さんについてはƜの限りではありません）。

᳕ҜЭᲴ紹介初診、Ҝ後Ჴ腎腫瘍 Ӵ᳗田 Ջʍ
᳕ҜЭᲴ初診、Ҝ後ᲴЭᇌ腺 ԧ᳗田 ଻χ
᳕ҜЭᲴ初診 ʟ᳗上 健ٽᢹ
᳕小児 上᳗ʶ ૠ፯

「一般形成外科、ϐ࡫外科（乳৐、頭᪹部）」ᒶ野 ᅵ一
「レーǶー、外ͻ」࢘ဪ医

ᤠங Ӑࢧ、୴日担࢘医
（手術日）

手術日（診察はありません）

外

科
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患者支援センター 患者支援センター

இ新のऴإは、滋賀医科大学医学部附属病院*2をƝᚁください。

（JVVR���YYY�UJKIC-OGF�CE�LR�JQURKVCN�FQE�QRF�UEJGFWNG�KPFGZ�JVON）（ˋ和Ჱ年Ჰ月Ძ日ྵנ）外来診察予定表
月診 察 科 火

中川 義久、岡ஜ ݎ樹
「13：30᳸」˙藤 誠

循環器　　548-2540

　ɧૢᏦセンター

　腫瘍ࣅ࿢器

呼吸器　　548-2540

　専門外来

血液　　　548-2971

消化器　　548-2544

脳神経内科（予約制）  548-2588

精神科　　　548-2550
　（新来・再来とǋに完全予約制）

睡眠センター　　548-2550
　（Ძ(　Ꮿ神経センター　再来のみ）

睡眠センター　　548-3620
　（Წ᳀　特殊外来　新来は完全予約制）

脳神経外科　　　548-2588

糖尿病内分泌内科　　548-2547

腎臓内科　　548-2547

　௿᫱ਦݰ

　ᅠ໺外来

　ȕッȈケア外来

ෞ҄器外科　　548-2556
上部ෞ҄ሥ外科（᫢ᢊ・Ꮞ・小ᐂ・Șȫȋア）
下部ෞ҄ሥ外科（大ᐂ）

ᏁᏐᐘ外科（Ꮑ臓・Ꮠᢊ・ᐘ臓）
ǲȎȠ外来
Ꮔ฼外科外来

乳腺・一般外科（完全予約制）
小児外科
家ଈ性腫瘍（乳ၶ）

腫瘍内科（完全予約制）　548-2408

小児科（すǂて完全予約）　　548-2553  

皮膚科　　548-2565

　໒ၐ性ᐂ၌患センター（完全予約制）

　専門外来

ь藤 ී一

山 ฏط

大岡 ࢢ

藤އ ᅎ介

山 ฏط

中野 ऑ࠳、᰾ແ 大᠒、ᚌ田 ᨗ子、入山 朋子

մऒ
　=1,2,4,5週午後］山口 将史

෌井 ग़、村田 誠

　「ᆆౡ」［午前］

松ஜ ݎ史、西田 淳史、新᜿ ̲平

西田 淳史ᆖ݈ 理

［午前：新患・Ꮔ฼外来］大೛ ٰ子
［午後］大೛ ٰ子
川原 ᑣ介
西村 公宏

ᓌ原 ፽、山原 康佑

［1,3,5週?［交代制］൶口 明子、門田 正樹
［2,4週?［交代制］山口 雅之、藤田 ާ、中ཇ田 ౷、
中田 ᓔŷ子、山᱾ ᬐጢ

［午前］中西 直子、ถ᣽手術௿᫱ਦݰ：ం原 美ᬐ

Ҥ口 仁志、西村 理恵

ಝ 智ࣈ、᣿崎 雅美

［午前］川津 明子

。予約受付を一଺˞ഥしています、נྵ

交代制 交代制

［1,3週］大ᯓ බ之［2週］青木 ต［4週］池ි 裕ష
［5週］［交代制］山口 雅之、藤田 ާ、中ཇ田 ౷、
中田 ᓔŷ子、山᱾ ᬐጢ　

ᆖ݈ 理、新᜿ ̲平、井上 Ҧႇ、野口 明人

［午前：新患］井田 ଡԍ
［午前］西村 公宏、大೛ ٰ子
［午後］井田 ଡԍ、美ڤ ᑈ、鈴൶ ᨙ志

［午前：ᘉ෩］ٶ賀 ߁
［午前：内Ўඣ代ᜓ］ᧈ井 ᩺ɭ
「ዮӳ」଩野 真介
［午前：新生児］ឭ田 ጛ樹
「1ȶ月健診」担当医
［午後：ࣅ࿢器］Ӟ川 央樹 
「ႆ達」᧵上 ဌ子、澤井 ƪƻǖ
［1,3週午後：リウマチ・ᐑ原病］ࢀ田 ဌ紀子
［2,4,5週午後：リウマチ・ᐑ原病］˱藤 ჷܱ
［午後：腎臓］一岡 Ꭷ子

［午前：ᘉ෩］大ݥ 智ᨺ
「内Ўඣ代ᜓ」ɺރ ᑣී
［午前：ዮӳ・新生児］吉田 大᠒
「腎臓」澤井 ̢宏、坂井 智ᘍ、ف田 ̢樹
［午後：ᘉ෩］池田 џο
「神経」西澤 ̍ᬐ
［午後：新生児］௶ 貴英
［3週午後：ࣅ࿢器］藤田 Ꭲܱ
［1,2,4,5週午後：ࣅ࿢器］井口 貴૨

「神経難病Ჩ一般」๦᜿ 真
「Ꮿҡ中Ჩ一般」小川 ୢࢀ　
［午前：神経・ሂᲩ一般］山川 џ
［午後：一般］小೛ ̲平
治᬴外来

「一般再来」ރ関 ᅎ二、吉村 篤、ஔ̽ 大志、
௷田 和輝

「一般新患」藤井 久彌子

［午前：睡眠再来］松田 ஊ史

［午前：໯ၐͅ性Ꮿయص］椎野 ᫓彦
［午前］新田 直樹
［1,3,5週］ขᙸ ࣙ輝

「ᐑ原病・腫瘍」藤ஜ ്ࣈ
「Ꮾൗၐ・真ᓏၐ」荒川 明子
「一般」小林 佳ᢊ

「新患」᜿ ჆ᐱ
᝝田 ˱ჷ子、ᅦރ ᫠፽
三ܡ ʬ

前平 Ҧ充

［予約のみ］Ϡ田 ᬐ
　ᡁ ʰٶ

「遺伝性၌患Ჩ一般」寺޽ 智也
「一般」玉木 ᑣ᭗　
「一般」田村 ʰ太
［午後：Ꮿҡ中Ჩ一般］小川 ୢࢀ

「࣬ବ期新患」ف田 史
「ዼ和ケア（ここǖ）」森田 ࠳代

「睡眠新来」松田 ஊ史
［午後：睡眠再来」ᚌ᜿ ݎ

「腫瘍」小池 ᨙࢀ
「一般」前田 泰広
「一般」小林 佳ᢊ
「ᐑ原病」山田 ଡࢀ

新患交代診
［予約のみ］村田 Ꭷ

［予約のみ］Ϡ田 ᬐ

［午前・午後：Ꮿᘉሥ障ܹ�一般］吉田 和ᢊ
［午前・午後：Ꮿ腫瘍、内視ᦟ手術］ขᙸ ࣙ輝　
［午前：脊椎・脊᭒］᭗木 健治　
［午前］北村 智࠳

ॸ性᧍ص性Ꮝ၌患「%12&」
［午前］ౡ木 康ή
［午後］中野 ऑ࠳

ౡ村 裕樹
「14：00᳸：᧍ص性ѣᏦᄒ҄ၐ（#51）」෌田 አ平
「1,3,5週：Țースȡーカ」担当医
「3週：I%&・%R6-&」ь藤 ී一、小澤 友Ձ

内

科

脳
神
経
セ
ン
タ
ー

外

科

消
化
器
外
科
乳
腺
・
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児

・
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般
外
科

生
活
習
慣
病
セ
ン
タ
ー

木水 金
「膜ၐ外来（完全予約制）ࡰ：9：00᳸11：00」
林 篤志、Ꮔ後 බᅎ

山 ฏ、᭗林 健介ط
「ᐑ原病」ᣒ井 宏

னஜ շ久

山 ฏط

᣻森 ࡇ、山᱾ ୒پ　

᧓ឋ性Ꮝ໒
［午前］ː川 宏ଯ

藤؉ ዩ、෌井 ग़
「3週」小ඡ ᅎ介、「1,2,4,5週」永井 ᚿᆞ

今井 ᨙᘍ、大野 将Ӯ、ޥ下 拓Ӯ、ט田 ૨ʀ

「神経・ሂᲩ一般」山川 џ
「一般」小೛ ̲平
［午前：Ꮿҡ中Ჩ一般］北村 彰ී
［午後：一般］田村 ʰ太
「てんƔんᲩ一般」شஜ б士
「ᐑ原病」山川 џ

［午前：一般新患］ރ関 ᅎ二
「一般再来」᪰藤 智志、山ஜ 真షʀ
「再来」ف田 史
「一般再来：午後」᪰藤 智志
［午前：ዼ和ケア（ここǖ）］森田 ࠳代

［午後：睡眠再来］村上 純一

［午後：睡眠新来］ᚌ᜿ ݎ

［午前：Ꮿᘉሥ障ܹᲩ一般］吉田 和ᢊ
［午前］河野 ී人
［午前］新田 直樹

［午前：新患］村田 ࠳一郎
［午後］村田 ࠳一郎
ᦃ田 ᓔઇ、ᓌ原 ᅇჷ安

னஜ ̢郎、ఙ形 ݵԍ

［午前］西田 ᬐ

=午前?［1,3週］中澤 ᩺ᬐ、［Წ週］池ි 裕ష、
［4週］青木 ต、［5週］［交代制］山口 雅之、
 藤田 ާ、中ཇ田 ౷、中田 ᓔŷ子、山᱾ ᬐጢ

新患交代診

［2週］ฌ水 智治
［2,4週午前］Ⴘ༾ 英治
［3週］ហؗ ී也
村田 Ꭷ

［1,5週］山口 б

［予約のみ］梅田 朋子、森 ്、北村 美奈

ᣥᣦ ࢄ太郎、
᭗野 淳、寺ஜ 晃治、˰ஜ 秀૓

ᣥᣦ ࢄ太郎、
᭗野 淳、寺ஜ 晃治、˰ஜ 秀૓

「アレȫǮー」᭗೛ Ꭷ૨
「ʑႁ」山口 明彦
「一般」生野 泰ࢥ

今井 ᨙᘍ

小澤 友Ձ

大岡 ࢢ、ː川 宏ଯ
「ᐑ原病」ː川 宏ଯ、טࣂ生 ଡ史

ᑱ原 貴Ӯ

山 ฏط

田　ᅙ˚、山口　将史ښ
［午前］山᱾ ୒پ

西村 理恵、藤؉ ዩ

「ᆆౡ」［午後］

大野 将Ӯ、木村 英憲、今井 ᨙᘍ
松ஜ ݎ史［午後］

大野 将Ӯ

［午前：新患］ܷ澤 ˙ᣃ子
［午後］ܷ澤 ˙ᣃ子
井田 ଡԍ、小ன 和ࠎ

「4週」久቟ 真Ӯ、山田 安ࠎ

=交代制］山口 雅之、藤田 ާ、中ཇ田 ౷、
中田 ᓔŷ子、山᱾ ᬐጢ

寺ஜ 晃治

Ҥ口 仁志、ޥ˱ ᄶ˱紀

山原 真子、関 ීᢊ
「1,3週・%#2&外来」田川 安ᣃ子
「2,4,5週・%#2&外来」山田 安ࠎ

［午前］大井 彰子 ［午前］ం原 美ᬐ

西田 淳史、松ஜ ݎ史、井上 Ҧႇ、ᆖ݈ 理

西田 淳史

ܷ澤 ˙ᣃ子、౿井 ᡶ之介

［2週午前：ዮӳ］澤井 ̢宏
［午前：内Ўඣ代ᜓ］ش村 篤史
［午前：神経］西̽ 紀子
「新生児」大޽ 理М
「ႆ達」澤井 ƪƻǖ、᧵上 ဌ子
［午後：ႆ達］西̽ 紀子
［1�2�4�5週午後：ࣅ࿢器］藤田　Ꭲܱ
［3週午後：リウマチ・ᐑ原病］˱藤 ჷܱ

［午前：ᘉ෩］松川 ࢀ࠳
［1,3,5週午前：アレȫǮー］中޽ ʰ
「神経」西̽ 紀子
［午前：ࣅ࿢器］଩野 真介
［2,4週午前：内Ўඣ代ᜓ］ለ井 英美
［午前：新生児］௶ 貴英
［午前：ዮӳ外来］担当医
［午前：小児腎臓］ف田 ̢樹
［午後：内Ўඣ代ᜓ］ɺރ ᑣී
［午後：1ȶ月健診］担当医
「ႆ達」澤井 ƪƻǖ
［午後：内Ўඣ代ᜓ］松井 克之

「ᛐჷၐᲩᏯҡ中」北村 彰ී
「てんƔんᲩ一般」شஜ б士
ჵᇢ Ҧᘍ「性၌患Ჩ一般٭」
［午後：一般］玉木 ᑣ᭗

「一般再来」松田 ஊ史
太ь志 ރ野 ᠼथ、౵ܢ

［午前：ዼ和ケア（ここǖ）］森田 ࠳代

［R$&外来］ᚌ᜿ ݎ
［午後：ȨーǬ療ඥ外来］森田 ࠳代

［午前：Ꮿᘉሥ障ܹ、ᘉሥ内手術］ᡁ 篤Ӯ
［午前］᭗木 健治
［午前：Ꮿᘉሥ障ܹ、ᘉሥ内手術］ᚨಏ 智史
［午前：Წ᳀特殊外来］新田 直樹

「アレȫǮー」᭗೛ Ꭷ૨
「ʑႁᲩᚌ҄ၐ」山口 明彦
「一般」生野 泰ࢥ
［2週：レーザー］شஜ ᨺ大

竹林 克士
小޽ 正ዒ

新田 ̮人

［午前］曜日担当外来（再来のみ）　

=予約のみ?Ϡ田 ᬐ、河ӳ ဌ紀
=予約のみ?久保田 ᑣී
=予約のみ?Ϡ田 ᬐ

「一般」川ӳ ݎᢊ
［午前：一般］真田 充
［ᨠ週：一般］寺޽ 智也、ன山 誠治
「一般」ჵᇢ Ҧᘍ
［ᨠ週：特殊外来 遺伝カウンセリング］寺޽  智也
「治᬴外来、ȜȈックス外来」担当医

「一般再来」藤井 久彌子、ޥ井 ̲平
［午前：一般再来］ف田 史

「ᐑ原病・腫瘍」藤ஜ ്ࣈ　
「一般」小池 ᨙࢀ、「一般」平野 ॰थ
「腫瘍」前田 泰広
［1週：レーザー］藤井 紀和
［2週：レーザー］ᡮ水 拓真
［3週：レーザー］ᒉ林 ᰺記子
［4週：Ꮾൗၐ］ь藤 ی

「新患」᜿ ჆ᐱ
大竹 ྞ子
᜿ ዮ一郎

森 治樹

［予約のみ］ᠼීࢯ ࠃ
坂井 ࠳子

担当医

ॸ性᧍ص性Ꮝ၌患「%12&」
［午前］小川 恵美子

ᣒ井 宏、澤山 裕一
「4週午後�成人έټ性（新患・再診）」ႉ井 ɣ୒

Ფ完全予約となƬている診察枠ǋƝƟいますので、ᛇኬについては、Ӳ診療科受付にƓݮƶください。

Ფ૔急部受付は、電ᛅ番ӭ：ᲪᲱᲱᲧᲯᲮᲲᲧᲬᲱᲱᲪ です。

。予約受付を一଺˞ഥしています、נྵ

［2,4週午後：ᘉ෩］෌井 和୙
［午後：ࣅ࿢器］井口 貴૨
［3週午後：ࣅ࿢器］藤田 Ꭲܱ
［午前：ዮӳ］ለ井 英美
［午前：ᘉ෩］池田 џο
「神経」西̽ 紀子
［午前］Ӟ川 央樹
［午前：新生児］ឭ田 ጛ樹
［午後：リウマチ・ᐑ原病］˱藤 ჷܱ
「ႆ達」᧵上 ဌ子
「内Ўඣ代ᜓ」ᧈ井 ᩺ɭ
［午前：神経］西澤 ̍ᬐ
［1,3,5週午後：内Ўඣ］ش村 篤史



15滋賀医科大学医学部附属病院診療案内14 滋賀医科大学医学部附属病院診療案内

患者支援センター 患者支援センター

இ新のऴإは、滋賀医科大学医学部附属病院*2をƝᚁください。

（JVVR���YYY�UJKIC-OGF�CE�LR�JQURKVCN�FQE�QRF�UEJGFWNG�KPFGZ�JVON）（ˋ和Ჱ年Ჰ月Ძ日ྵנ）外来診察予定表
月診 察 科 火

中川 義久、岡ஜ ݎ樹
「13：30᳸」˙藤 誠

循環器　　548-2540

　ɧૢᏦセンター

　腫瘍ࣅ࿢器

呼吸器　　548-2540

　専門外来

血液　　　548-2971

消化器　　548-2544

脳神経内科（予約制）  548-2588

精神科　　　548-2550
　（新来・再来とǋに完全予約制）

睡眠センター　　548-2550
　（Ძ(　Ꮿ神経センター　再来のみ）

睡眠センター　　548-3620
　（Წ᳀　特殊外来　新来は完全予約制）

脳神経外科　　　548-2588

糖尿病内分泌内科　　548-2547

腎臓内科　　548-2547

　௿᫱ਦݰ

　ᅠ໺外来

　ȕッȈケア外来

ෞ҄器外科　　548-2556
上部ෞ҄ሥ外科（᫢ᢊ・Ꮞ・小ᐂ・Șȫȋア）
下部ෞ҄ሥ外科（大ᐂ）

ᏁᏐᐘ外科（Ꮑ臓・Ꮠᢊ・ᐘ臓）
ǲȎȠ外来
Ꮔ฼外科外来

乳腺・一般外科（完全予約制）
小児外科
家ଈ性腫瘍（乳ၶ）

腫瘍内科（完全予約制）　548-2408

小児科（すǂて完全予約）　　548-2553  

皮膚科　　548-2565

　໒ၐ性ᐂ၌患センター（完全予約制）

　専門外来

ь藤 ී一

山 ฏط

大岡 ࢢ

藤އ ᅎ介

山 ฏط

中野 ऑ࠳、᰾ແ 大᠒、ᚌ田 ᨗ子、入山 朋子

մऒ
　=1,2,4,5週午後］山口 将史

෌井 ग़、村田 誠

　「ᆆౡ」［午前］

松ஜ ݎ史、西田 淳史、新᜿ ̲平

西田 淳史ᆖ݈ 理

［午前：新患・Ꮔ฼外来］大೛ ٰ子
［午後］大೛ ٰ子
川原 ᑣ介
西村 公宏

ᓌ原 ፽、山原 康佑

［1,3,5週?［交代制］൶口 明子、門田 正樹
［2,4週?［交代制］山口 雅之、藤田 ާ、中ཇ田 ౷、
中田 ᓔŷ子、山᱾ ᬐጢ

［午前］中西 直子、ถ᣽手術௿᫱ਦݰ：ం原 美ᬐ

Ҥ口 仁志、西村 理恵

ಝ 智ࣈ、᣿崎 雅美

［午前］川津 明子

。予約受付を一଺˞ഥしています、נྵ

交代制 交代制

［1,3週］大ᯓ බ之［2週］青木 ต［4週］池ි 裕ష
［5週］［交代制］山口 雅之、藤田 ާ、中ཇ田 ౷、
中田 ᓔŷ子、山᱾ ᬐጢ　

ᆖ݈ 理、新᜿ ̲平、井上 Ҧႇ、野口 明人

［午前：新患］井田 ଡԍ
［午前］西村 公宏、大೛ ٰ子
［午後］井田 ଡԍ、美ڤ ᑈ、鈴൶ ᨙ志

［午前：ᘉ෩］ٶ賀 ߁
［午前：内Ўඣ代ᜓ］ᧈ井 ᩺ɭ
「ዮӳ」଩野 真介
［午前：新生児］ឭ田 ጛ樹
「1ȶ月健診」担当医
［午後：ࣅ࿢器］Ӟ川 央樹 
「ႆ達」᧵上 ဌ子、澤井 ƪƻǖ
［1,3週午後：リウマチ・ᐑ原病］ࢀ田 ဌ紀子
［2,4,5週午後：リウマチ・ᐑ原病］˱藤 ჷܱ
［午後：腎臓］一岡 Ꭷ子

［午前：ᘉ෩］大ݥ 智ᨺ
「内Ўඣ代ᜓ」ɺރ ᑣී
［午前：ዮӳ・新生児］吉田 大᠒
「腎臓」澤井 ̢宏、坂井 智ᘍ、ف田 ̢樹
［午後：ᘉ෩］池田 џο
「神経」西澤 ̍ᬐ
［午後：新生児］௶ 貴英
［3週午後：ࣅ࿢器］藤田 Ꭲܱ
［1,2,4,5週午後：ࣅ࿢器］井口 貴૨

「神経難病Ჩ一般」๦᜿ 真
「Ꮿҡ中Ჩ一般」小川 ୢࢀ　
［午前：神経・ሂᲩ一般］山川 џ
［午後：一般］小೛ ̲平
治᬴外来

「一般再来」ރ関 ᅎ二、吉村 篤、ஔ̽ 大志、
௷田 和輝

「一般新患」藤井 久彌子

［午前：睡眠再来］松田 ஊ史

［午前：໯ၐͅ性Ꮿయص］椎野 ᫓彦
［午前］新田 直樹
［1,3,5週］ขᙸ ࣙ輝

「ᐑ原病・腫瘍」藤ஜ ്ࣈ
「Ꮾൗၐ・真ᓏၐ」荒川 明子
「一般」小林 佳ᢊ

「新患」᜿ ჆ᐱ
᝝田 ˱ჷ子、ᅦރ ᫠፽
三ܡ ʬ

前平 Ҧ充

［予約のみ］Ϡ田 ᬐ
　ᡁ ʰٶ

「遺伝性၌患Ჩ一般」寺޽ 智也
「一般」玉木 ᑣ᭗　
「一般」田村 ʰ太
［午後：Ꮿҡ中Ჩ一般］小川 ୢࢀ

「࣬ବ期新患」ف田 史
「ዼ和ケア（ここǖ）」森田 ࠳代

「睡眠新来」松田 ஊ史
［午後：睡眠再来」ᚌ᜿ ݎ

「腫瘍」小池 ᨙࢀ
「一般」前田 泰広
「一般」小林 佳ᢊ
「ᐑ原病」山田 ଡࢀ

新患交代診
［予約のみ］村田 Ꭷ

［予約のみ］Ϡ田 ᬐ

［午前・午後：Ꮿᘉሥ障ܹ�一般］吉田 和ᢊ
［午前・午後：Ꮿ腫瘍、内視ᦟ手術］ขᙸ ࣙ輝　
［午前：脊椎・脊᭒］᭗木 健治　
［午前］北村 智࠳

ॸ性᧍ص性Ꮝ၌患「%12&」
［午前］ౡ木 康ή
［午後］中野 ऑ࠳

ౡ村 裕樹
「14：00᳸：᧍ص性ѣᏦᄒ҄ၐ（#51）」෌田 አ平
「1,3,5週：Țースȡーカ」担当医
「3週：I%&・%R6-&」ь藤 ී一、小澤 友Ձ
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木水 金
「膜ၐ外来（完全予約制）ࡰ：9：00᳸11：00」
林 篤志、Ꮔ後 බᅎ

山 ฏ、᭗林 健介ط
「ᐑ原病」ᣒ井 宏

னஜ շ久

山 ฏط

᣻森 ࡇ、山᱾ ୒پ　

᧓ឋ性Ꮝ໒
［午前］ː川 宏ଯ

藤؉ ዩ、෌井 ग़
「3週」小ඡ ᅎ介、「1,2,4,5週」永井 ᚿᆞ

今井 ᨙᘍ、大野 将Ӯ、ޥ下 拓Ӯ、ט田 ૨ʀ

「神経・ሂᲩ一般」山川 џ
「一般」小೛ ̲平
［午前：Ꮿҡ中Ჩ一般］北村 彰ී
［午後：一般］田村 ʰ太
「てんƔんᲩ一般」شஜ б士
「ᐑ原病」山川 џ

［午前：一般新患］ރ関 ᅎ二
「一般再来」᪰藤 智志、山ஜ 真షʀ
「再来」ف田 史
「一般再来：午後」᪰藤 智志
［午前：ዼ和ケア（ここǖ）］森田 ࠳代

［午後：睡眠再来］村上 純一

［午後：睡眠新来］ᚌ᜿ ݎ

［午前：Ꮿᘉሥ障ܹᲩ一般］吉田 和ᢊ
［午前］河野 ී人
［午前］新田 直樹

［午前：新患］村田 ࠳一郎
［午後］村田 ࠳一郎
ᦃ田 ᓔઇ、ᓌ原 ᅇჷ安

னஜ ̢郎、ఙ形 ݵԍ

［午前］西田 ᬐ

=午前?［1,3週］中澤 ᩺ᬐ、［Წ週］池ි 裕ష、
［4週］青木 ต、［5週］［交代制］山口 雅之、
 藤田 ާ、中ཇ田 ౷、中田 ᓔŷ子、山᱾ ᬐጢ

新患交代診

［2週］ฌ水 智治
［2,4週午前］Ⴘ༾ 英治
［3週］ហؗ ී也
村田 Ꭷ

［1,5週］山口 б

［予約のみ］梅田 朋子、森 ്、北村 美奈

ᣥᣦ ࢄ太郎、
᭗野 淳、寺ஜ 晃治、˰ஜ 秀૓

ᣥᣦ ࢄ太郎、
᭗野 淳、寺ஜ 晃治、˰ஜ 秀૓

「アレȫǮー」᭗೛ Ꭷ૨
「ʑႁ」山口 明彦
「一般」生野 泰ࢥ

今井 ᨙᘍ

小澤 友Ձ

大岡 ࢢ、ː川 宏ଯ
「ᐑ原病」ː川 宏ଯ、טࣂ生 ଡ史

ᑱ原 貴Ӯ

山 ฏط

田　ᅙ˚、山口　将史ښ
［午前］山᱾ ୒پ

西村 理恵、藤؉ ዩ

「ᆆౡ」［午後］

大野 将Ӯ、木村 英憲、今井 ᨙᘍ
松ஜ ݎ史［午後］

大野 将Ӯ

［午前：新患］ܷ澤 ˙ᣃ子
［午後］ܷ澤 ˙ᣃ子
井田 ଡԍ、小ன 和ࠎ

「4週」久቟ 真Ӯ、山田 安ࠎ

=交代制］山口 雅之、藤田 ާ、中ཇ田 ౷、
中田 ᓔŷ子、山᱾ ᬐጢ

寺ஜ 晃治

Ҥ口 仁志、ޥ˱ ᄶ˱紀

山原 真子、関 ීᢊ
「1,3週・%#2&外来」田川 安ᣃ子
「2,4,5週・%#2&外来」山田 安ࠎ

［午前］大井 彰子 ［午前］ం原 美ᬐ

西田 淳史、松ஜ ݎ史、井上 Ҧႇ、ᆖ݈ 理

西田 淳史

ܷ澤 ˙ᣃ子、౿井 ᡶ之介

［2週午前：ዮӳ］澤井 ̢宏
［午前：内Ўඣ代ᜓ］ش村 篤史
［午前：神経］西̽ 紀子
「新生児」大޽ 理М
「ႆ達」澤井 ƪƻǖ、᧵上 ဌ子
［午後：ႆ達］西̽ 紀子
［1�2�4�5週午後：ࣅ࿢器］藤田　Ꭲܱ
［3週午後：リウマチ・ᐑ原病］˱藤 ჷܱ

［午前：ᘉ෩］松川 ࢀ࠳
［1,3,5週午前：アレȫǮー］中޽ ʰ
「神経」西̽ 紀子
［午前：ࣅ࿢器］଩野 真介
［2,4週午前：内Ўඣ代ᜓ］ለ井 英美
［午前：新生児］௶ 貴英
［午前：ዮӳ外来］担当医
［午前：小児腎臓］ف田 ̢樹
［午後：内Ўඣ代ᜓ］ɺރ ᑣී
［午後：1ȶ月健診］担当医
「ႆ達」澤井 ƪƻǖ
［午後：内Ўඣ代ᜓ］松井 克之

「ᛐჷၐᲩᏯҡ中」北村 彰ී
「てんƔんᲩ一般」شஜ б士
ჵᇢ Ҧᘍ「性၌患Ჩ一般٭」
［午後：一般］玉木 ᑣ᭗

「一般再来」松田 ஊ史
太ь志 ރ野 ᠼथ、౵ܢ

［午前：ዼ和ケア（ここǖ）］森田 ࠳代

［R$&外来］ᚌ᜿ ݎ
［午後：ȨーǬ療ඥ外来］森田 ࠳代

［午前：Ꮿᘉሥ障ܹ、ᘉሥ内手術］ᡁ 篤Ӯ
［午前］᭗木 健治
［午前：Ꮿᘉሥ障ܹ、ᘉሥ内手術］ᚨಏ 智史
［午前：Წ᳀特殊外来］新田 直樹

「アレȫǮー」᭗೛ Ꭷ૨
「ʑႁᲩᚌ҄ၐ」山口 明彦
「一般」生野 泰ࢥ
［2週：レーザー］شஜ ᨺ大

竹林 克士
小޽ 正ዒ

新田 ̮人

［午前］曜日担当外来（再来のみ）　

=予約のみ?Ϡ田 ᬐ、河ӳ ဌ紀
=予約のみ?久保田 ᑣී
=予約のみ?Ϡ田 ᬐ

「一般」川ӳ ݎᢊ
［午前：一般］真田 充
［ᨠ週：一般］寺޽ 智也、ன山 誠治
「一般」ჵᇢ Ҧᘍ
［ᨠ週：特殊外来 遺伝カウンセリング］寺޽  智也
「治᬴外来、ȜȈックス外来」担当医

「一般再来」藤井 久彌子、ޥ井 ̲平
［午前：一般再来］ف田 史

「ᐑ原病・腫瘍」藤ஜ ്ࣈ　
「一般」小池 ᨙࢀ、「一般」平野 ॰थ
「腫瘍」前田 泰広
［1週：レーザー］藤井 紀和
［2週：レーザー］ᡮ水 拓真
［3週：レーザー］ᒉ林 ᰺記子
［4週：Ꮾൗၐ］ь藤 ی

「新患」᜿ ჆ᐱ
大竹 ྞ子
᜿ ዮ一郎

森 治樹

［予約のみ］ᠼීࢯ ࠃ
坂井 ࠳子

担当医

ॸ性᧍ص性Ꮝ၌患「%12&」
［午前］小川 恵美子

ᣒ井 宏、澤山 裕一
「4週午後�成人έټ性（新患・再診）」ႉ井 ɣ୒

Ფ完全予約となƬている診察枠ǋƝƟいますので、ᛇኬについては、Ӳ診療科受付にƓݮƶください。

Ფ૔急部受付は、電ᛅ番ӭ：ᲪᲱᲱᲧᲯᲮᲲᲧᲬᲱᲱᲪ です。

。予約受付を一଺˞ഥしています、נྵ

［2,4週午後：ᘉ෩］෌井 和୙
［午後：ࣅ࿢器］井口 貴૨
［3週午後：ࣅ࿢器］藤田 Ꭲܱ
［午前：ዮӳ］ለ井 英美
［午前：ᘉ෩］池田 џο
「神経」西̽ 紀子
［午前］Ӟ川 央樹
［午前：新生児］ឭ田 ጛ樹
［午後：リウマチ・ᐑ原病］˱藤 ჷܱ
「ႆ達」᧵上 ဌ子
「内Ўඣ代ᜓ」ᧈ井 ᩺ɭ
［午前：神経］西澤 ̍ᬐ
［1,3,5週午後：内Ўඣ］ش村 篤史
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患者支援センター

医療機関の所在地および名称

電 話 番 号

医 師 氏 名 印

性別 男 ・ 女

傷 病 名

紹 介 目 的

既 往 歴
および

家 族 歴

症 状 経 過
お よ び

検 査 結 果

治 療 経 過

現在の処方

備 考

注 １．必要がある場合は続紙に記載して添付してください。
　 ２．必要がある場合は画像診断のフィルム、検査の記録を添付してください。 

滋賀医科大学医学部附属病院

科

担当医 殿

患者支援センター

紹 介 状（診療情報提供書）

年 月 日

患者氏名

患者住所

電話番号

生年月日 年 月 日（ 歳）　職業

月診 察 科 火

「一般形成」岡野 純子
［2,4週：眼形成・眼瞼下垂、熱傷］荒川 篤宏
［1,3,5週：再建外科（乳房、頭頚部）］荻野 秀一
「外傷・レーザー」当番医

鈴木 友彰、曜日担当医

「完全予約制」花岡 淳
「完全予約制」川口 庸

形成外科　　　548-3620 

心臓血管外科　548-2559 

呼吸器外科　　548-2559

　漏斗胸外来 

整形外科　　　548-2562  

耳鼻咽喉科・頭頸部外科　　548-2573  

　専門外来（完全予約制）

　専門外来（予約制）

母子診療科　　　548-2576

女性診療科　　　548-2576

泌尿器科　　　　548-2567

眼科             　　548-2570

麻酔科（完全予約制）　548-2582  

ペインクリニック科（完全予約制）　548-2582

学際的痛み治療センター　　　548-2582
（完全予約制・新患受付は木曜日のみ）

放射線科　　　548-2579

歯科口腔外科　　　548-2583 

リハビリテーション科　　　548-2670

臨床遺伝相談科（完全予約制）　548-3620

救急科　　　548-2770

総合診療科　　　548-2408

　特殊外来（完全予約制）

　助産師外来

［2,4週：手・足の外科］児玉 成人
「股関節」三村 朋大
「手・腫瘍」安藤 厚生、竹村 宜記
「肩・スポーツ」梅田　康平
［1,3週：膝・スポーツ］上中 一泰
当番医

「新来」川北 憲人
「再来」山崎 開

「難聴・めまい・人工内耳」安岡 公美子
［2,4週午後：睡眠呼吸再来］駒田 一朗、池田 智紀
「めまい」西口 達治
「平衡機能検査・ＡＢＲ・蝸電図」交替制

「産科」交代制
「妊娠と薬外来」予約制・岡田 奈津美

「新来」交代制
「妊孕」交代制
「妊孕性温存外来」交代制
「婦人科」交代制
「プレコンセプションケア外来（妊娠前相談外来）」竹林 明枝、松田 淑恵

［午前：紹介初診］山中 和明
［午前：初診］西田 将成
［午前：初診］永澤 誠之
［午前：小児］上仁 数義

西野 紗千、三上 温輝

［緑内障：午後］西 佑樹

「術前診察」今宿 康彦
周術期外来

「新来」河野 直明
「再来」津川 拓也、青木 健
「新来」澤田 克也

「新来・午前」家森 正志、森寺 邦康
「再来・午後」家森 正志、森寺 邦康

「毎週」梅田 康平
「心臓」川口 民郎

遺伝カウンセリング
出生前診断外来

当番助産師

「肩・上肢」今井 晋二
「関節・リウマチ」川崎 拓
「脊椎」森 幹士、彌山 峰史、齋藤 英貴
「膝関節・スポーツ」久保 充彦、野坂 佑樹
当番医

「新来」戸嶋 一郎
「再来」西口 達治

「難聴・めまい 補聴器」池田 智紀、樋上 雅子
［4週：難聴・めまい 補聴器］中山 潤

「産科」交代制
「産後健診」交代制
「出生前診断外来」
「胎児超音波診断外来」所 伸介

「新来」交代制
「婦人科」交代制
「妊孕」交代制
「妊孕性温存外来」交代制
「ＨＰＶワクチン特別枠」交代制
「プレコンセプションケア外来（妊娠前相談外来）」竹林 明枝、松田 淑恵

当番助産師

小幡 峻平、今井 一貴

［緑内障：午前］西野 紗千
［網膜：午後］三ツ石 智

「術前診察」担当医
周術期外来

中西 美保、石原 真理子
［午後：Ｘ線透視下神経ブロック］

「新来」津川 拓也
「再来」青木 健、木田 友佳子
「IVR」友澤 裕樹

「心臓」川口 民郎
「毎週」梅田 康平

担当医　臨床心理士

出生前診断外来

当番制

依田 広（午前のみ）

当番制

入院下中央手術室での手術
外来での日帰り手術

　2016年9月1日より、初診患者さんは火曜日、水曜日、木曜

日に診察させていただくことになりました（緊急を要する患者

さんについてはこの限りではありません）。

［午前：紹介初診、午後：腎腫瘍］吉田 哲也
［午前：初診、午後：前立腺］和田 晃典
［午前：初診］井上 健太郎
［午前：小児］上仁 数義

「一般形成外科、再建外科（乳房、頭頚部）」荻野 秀一
「レーザー、外傷」当番医

鈴木 友彰、曜日担当医
（手術日）

手術日（診察はありません）

外

科
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患者支援センター

診療・業務内容
◆セカンドオピニオン外来の目的◆
　ஜ院ˌ外の医療機関の診療を受ƚている૾をݣᝋに、「˂の医

師のॖᙸǋᎥƖ、ኛࢽして治療を受ƚたい。」といƏƝ要ஓにࣖƑ、

のɼ治医Ɣǒ੩̓さǕた診断・治療の᝻૰Ɣǒ、今後の治療נྵ

に関するॖᙸを੩̓し、ӋᎋにしていただくことをႸ的とします。

◆セカンドオピニオンの相談者◆
　原Щ、患者さんஜ人とします。ただし、患者さんஜ人のӷॖ୿

ƕあǕƹƝ家ଈの૾のみでの相談（患者さんƕச成年のئӳは、

ӷॖ୿にьƑてዓ௡をᄩᛐでƖる୿᫏（健康保ᨖᚰሁ）ƕ́せて

。要です。）ǋӧ能です࣏

◆相談内容◆
　セカンȉǪȔȋǪンは、診察ではないので、検査Ǎ治療ᘍໝ（

薬д৲ɨ、ϼፗ）はᘍいません。また、今後ᘍƏ治療についてのॖ

ᙸǍЙ断の੩̓ですので、今までᘍƬた治療にݣするǋのは相談の

。ᝋではありませんݣ

　なƓ、セカンȉǪȔȋǪンኳʕ後は、Ɲ紹介Ψのɼ治医にᡛ付す

るإԓ୿をǋとに、今後の治療૾ᤆについてൿܭしていただƖます。

　相談内ܾの̊ᅆはˌ下のとƓりです。

Ǖǘᡕでඥ療治的科内とඥ療治的科外 ・

ているとƖ

の治療ඥにɧ安をज़ơるとƖנྵ・

めѰにƏよるƚ受を術手的科外なƖ大 ・

ǒǕているとƖ

・Ʀの˂

◆相談内容としてお受けできない事項◆
・ᢅӊの医療に関するʙ᪮でɼ治医ሁにݣするɧ฼、᠃医ࠎஓሁ

・医療ᚫᚤのբ᫆ሁ、直੗の治療ˌ外に関するǋの

・医療ᝲの内ܾ、医療ዅ付に関ǘること

◆料金及び相談時間など◆
・ᐯဌ診療です（健康保ᨖは̅ဇでƖません）。

・ᲫׅにつƖ、33,000όです。

・相談଺᧓は、原Щ30Ўˌ上60Ўˌ内で、完全予約制です。

・当ᛆ၌患の専門ჷᜤをஊする医師ƕ相談をƓ受ƚしますƕ、ݣ

ࣖでƖる専門医ƕஜ院にɧנのئӳሁ、Ɠ受ƚでƖないことǋ

あります。

◆その他◆
　Ɲ相談内ܾによƬてセカンȉǪȔȋǪン外来よりǋ一般外来の

受診をƓѰめするئӳƕあります。

　また、治療૾ᤆについての相談ƕᛆ当科にƦƙǘないئӳは、

依᫂をƓ断りすることƕあります。

　૰᣿はセカンȉǪȔȋǪン外来ኳʕ後にƓ支৚いいただƖます。

　なƓ、Ɠբいӳǘせ、Ɲ予約には૰᣿はƔƔりません。

お申込み方法
ンǪȋȔǪȉンカセ　ータンセ援支者患、でのすで制約予全完 ・

外来担当までƝᡲዂください。

担当者ƕƝ相談内ܾを˨ƬてƔǒ、手ዓƖሁについてƝᛟ明を

します。なƓ、ˌ下の୿᫏についてはஜ院țーȠȚーǸƔǒȀ

ウンローȉしていただƚます。

・

・Ɲ相談日は、「ဎᡂ୿」にؕƮƖ、ஜ院ƕᛦૢのƏƑ、ൿܭし

　セカンȉǪȔȋǪン外来担当ƔǒƝᡲዂします。
 

◆相談に際して必要なもの◆
・ɼ治医のέ生Ɣǒの「セカンȉǪȔȋǪン外来専ဇ診療ऴإ੩

̓୿」（˂院ಮࡸでǋӧ）

・ɼ治医のέ生Ɣǒ検査᝻૰ሁをƓ͈りしてください。 

　Ź　ᘉ෩検査のኽௐ

　Ź　超音波検査のኽௐとဒ΂

　Ź　:線検査、/RI検査、%6検査ሁのȕǣȫȠӏƼإԓ୿

　Ź　病理検査のإԓ୿　なƲ

èɼ治医のέ生Ɣǒの診療ऴإǍ検査᝻૰ƕないئӳには一般的

なƓᛅしƔでƖƣ、ஊјなセカンȉǪȔȋǪンはƝ੩̓でƖま

せんので、「セカンȉǪȔȋǪン外来専ဇ診療ऴإ੩̓୿」、

検査᝻૰ሁを࣏ƣƝแͳいただƖ、Ɲ相談日のᲬ日前までにセ

カンȉǪȔȋǪン外来担当ܮてにƝᣁᡛください。

◆相談当日◆
Ɲ相談଺᧓の15Ў前までに「11番 患者支援センターᆸ口」ǁ・

Ɠឭしください。セカンȉǪȔȋǪン外来にƝ案内します。

・Ɲ相談ኳʕ後は、ዮӳ受付Ჯ番にて˟ᚘ手ዓƖをƓᫍいします。

ɼてしဌ経をータンセ援支者患、は୿ԓإンǪȋȔǪȉンカセ ・

治医のέ生ܮにᣁᡛします。

（1）セカンȉǪȔȋǪン外来のƝ案内

　　ƓဎしᡂみまでにƝᄩᛐください。

（2）セカンȉǪȔȋǪン外来ဎᡂ୿

ᣁᡛまたは(#:でஜ院セカンȉǪȔȋǪン外来担当ǁ

Ɠᡛりください。

（3）ɼ治医のέ生ǁのƓᫍい

ɼ治医のέ生にƓบしください。

（4）セカンȉǪȔȋǪン外来専ဇ診療ऴإ੩̓୿

ɼ治医のέ生に記入を依᫂してください（˂院ಮࡸで
ǋӧ）。

（5）セカンȉǪȔȋǪン外来相談ӷॖ୿

Ɲ相談者ƕ患者さんஜ人ˌ外のئӳはƝ੩出ください。

ӳは、Ɲ相談者とのئᝋ者（患者さん）ƕச成年のݣ

ዓ௡をᅆす୿᫏（健康保ᨖᚰሁ）ƕ́せて࣏要です。

お問い合わせ先
滋賀医科大学医学部附属病院
患者支援センター　セカンドオピニオン外来担当
〒520-2192　滋賀県大津市瀬田月輪町
TEL.077-548-2513　　FAX.077-548-2815

セカンドオピニオンの流れ

セカンȉǪȔȋǪン外来

木水 金

「一般形成外科、眼形成・眼瞼下垂、熱傷」荒川 篤宏
［1,3週：ហƪǌんの頭のƔたƪ外来、再建外科］
山下 輝ɭ

「外傷、難治性຃瘍」当番医

鈴木 友彰、曜日担当医
（手術日）

「一般形成外科、頭ᔟ᫊᩿᫈外科、再建外科（頭頚
部・乳房）、リンȑූ腫」山下 輝ɭ

「小児形成、手外科、᫊᩿形成、レーザー」荒田 ᪯
「外傷、難治性຃瘍」当番医

鈴木 友彰、曜日担当医

「完全予約制」花岡 淳
「完全予約制」༾岡 ࿌子

「膝関節・スポーツ」久保 充彦、野坂 佑樹
「関節・リウマチ」ټ野 泰ܑ
［1,3週：脊椎］齋藤 英貴
［3週：関節・リウマチ（再診のみ）］ښ村 ඥଯ
［1,3週午後：小児ૢ形（完全予約制）］ރ木 ᅎ子
当番医

「新来」大Ꮵ 成広
「再来」᪰藤 智之

「ॸ性中耳໒」松ஜ 晃治
「Թ頭・ձ頭」大Ꮵ 成広、᪰藤 智之
「օᙾ・ԛᙾ」久保 ᑣ仁

「産科」交代制
「出生前診断外来」
「産科（助産師）」交代制
「胎児超音波診断外来」఑ 大᠒、大᜿ ᢢ子
「外ׅ᠃外来」交代制

「新来」交代制
「2週ˌᨀ午前：子ܷ内膜ၐ外来」村上 節　
「࣬ବ期、୼年期外来」大೛ ࿎紀
「妊孕性温存外来」交代制
「ＨＰＶワクチン特別枠」交代制
「妊孕」交代制
「婦人科」交代制

手術日
［午前：紹介初診］ࢨ山 ᡶ
［午前：初診］吉田 哲也
［午後：腎ᆆౡ］山中 和明

澤田 ̲、今井 一貴

「術前診察」担当医
周術期外来

ᝅ ޽下 成人、ᅦޥ
［午後：Ｘ線透視下神経ブロック?

「新来・再来」担当医
「IVR」ט田 明永

「新来・午前」᭗岡 一樹、平井 М奈
「再来・午後」᭗岡 一樹、平井 М奈

出生前診断外来

当番制

当番助産師

「脊椎」彌山 峰史
「手・腫瘍」安藤 厚生、竹村 宜記
当番医

「新来」᪰藤 智之
「再来」久保 ᑣ仁

「ᱠиᱠᏸ・᫊᩿外傷」戸嶋 一郎、山崎 開

「産科」交代制
「産後健診」交代制

「新来」交代制
「婦人科」交代制
「妊孕」交代制
「妊孕性温存外来」交代制
（%5&Ჵ外来）「Џ開子ܷၬၕၐྛࠔ」

［午前：紹介初診］西田 将成
［午前：初診］ښ村 џ太
［午後：ウロȀǤȊȟクス］ᆿ田 成ݤ
［午後：プレプȩン］和田 晃典
［2,4週午後：ڡ性ඣބ器］ᆿ田 成ݤ

ᘨ川 智大、三ツ石 智

「術前診察」担当医
周術期外来

「術前診察」担当医
周術期外来

下 成人、ื෌ 真ဌ美ޥ
［2,4週］຿　康彦
［午後：Ｘ線透視下神経ブロック］

入院下中央手術室での手術
外来での日帰り手術

　2016年Ჳ月1日より、初診患者さんは火曜日、水曜日、

木曜日に診察させていただくことになりました（緊急を要

する患者ಮについてはこの限りではありません）。

「新来」青木 健
「前立腺小線เ」河野 直明
「IVR」村上 ᨗ子
「再来」木田 友佳子
「新来」澤田 克也

家ଈ性腫瘍外来

当番助産師（乳房ケアのみ）

「股関節」三村 朋大
「関節・リウマチ」༇᜿ 康佑
「関節」Ӟދ 佑樹
当番医

「新来」松ஜ 晃治
「再来」藤森 ః

「ဍཞ腺・頭ᫀ部腫瘍」大Ꮵ 成広、川北 憲人、
᪰藤 智之

「ִ下」川北 憲人、山崎 開
「ᫀ部Ǩコー」駒田 佳子

「産科」交代制
「᳈᳎外来」石河 ᫋子
［1,3,5週：᳈᳎外来］ᇵ原 真木子
［2,4週：᳈᳎外来］大᜿ ᢢ子
「胎児超音波診断外来」఑ 大᠒
［1,3,5週：胎児超音波診断外来］大᜿ ᢢ子
出生前診断外来

「新来」交代制
「婦人科」交代制
「妊孕」交代制
「妊孕性温存外来」交代制

当番助産師

澤田 ̲、吉村 美紀、西 佑樹

「ᑥᙾ・予約」［午後］山出 新一
「ローȓǸョン・予約」［午後］ᘨ川 智大

中西 美保
「ዼ和ケア外来（ᨠ週）」ޥஜ 貴志
［午後：Ｘ線透視下神経ブロック］

学際的痛み治療
・担当医・臨床心理士・理学療ඥ士

「新来」田上 佳英
「再来」津川 拓也
「治療中診察」河野 直明、青木 健
「新来」木田 友佳子、澤田 克也

「心臓」川口 民郎

=ᇹ1週午前? 遺伝相談（遺伝性神経ሂ၌患）
遺伝カウンセリング、出生前診断外来

当番制 当番制

ᡁ շ久（午前のみ）

「新来・午前」ឭක 伸也、森寺 邦康
「再来・午後」森寺 邦康
「再来・午後」ឭක 伸也

［午前：紹介初診、午後：小児］小林 憲ࠊ
［午前：初診］ᓎ井 ʰ᠒
［午前：初診、午後：神経׆性］ᆿ田 成ݤ
［午後：小線เ］和田 晃典
［2,4週午後：ɧ妊］永澤 誠之

「έټ性၌患、手外科、᫊᩿形成、再建外科、一般
形成外科」荒田 ᪯

「一般形成」岡野 純子
「外傷、難治性຃瘍」当番医

鈴木 友彰、曜日担当医

「完全予約制」᣿田 誠
「完全予約制」ႉᯓ ྻ也

「完全予約制」ႉᯓ ྻ也

手術日（診察はありません）

Ფ完全予約となƬている診察枠ǋƝƟいますので、ᛇኬについては、Ӳ診療科受付にƓݮƶください。

Ფ૔急部受付は、電ᛅ番ӭ：ᲪᲱᲱᲧᲯᲮᲲᲧᲬᲱᲱᲪ です。

இ新のऴإは、滋賀医科大学医学部附属病院*2をƝᚁください。

（JVVR���YYY�UJKIC-OGF�CE�LR�JQURKVCN�FQE�QRF�UEJGFWNG�KPFGZ�JVON）
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患者支援センǿー

検査項目（放射線部関係） 検査項目（検査部その他関係）

検ų査ų項ų目 உ ້ 水 ங ᣿ දųॖųʙų項

ҥኝ᳒線 Ũ Ũ Ũ Ũ Ũ

Ჽ᳎ Ũ Ũ Ũ Ũ Ũ 日ዌ᫢ųද1࢘

᳇᳌᳃ųද2 Ũ Ũ Ũ Ũ Ũ 日ዌ᫢ųදᲭ࢘

ᭌط定᣽（&:A法）

（᏿ౢおよƼ大ᐅᭌᡈˮ）
×

Ũ

AM

Ũ

AM

Ũ

PM

Ũ

PM

乳৐᳒線検査 ×
Ũ

PM

Ũ

PM

Ũ

AM

Ũ

AM

᳊Ჿ᳎ᲧᲽ᳎ųදᲮ Ũ Ũ Ũ Ũ ×

検査のᆔ᫏により଀

行୴日がီなります

ので直接4I受˄にお

申込ǈください。

᳍᳊ᲿᲽ᳎ Ũ Ũ Ũ Ũ ×

シンȁǰȩム Ũ Ũ Ũ Ũ ×

දᲫųᡯࢨ剤を用いる場合は、検査がҜЭ中の場合ஔ᫢を、Ҝ後の場合はଷ᫢をዌ᫢とします。

ųųų（ˬし、᫩水ääおᒧ、お水はӧです。）

ųųų心臓Ჽ᳎は、水・ஙのҜ後のǈ

දᲬųౡ込ǈ׹心臓不整脈ȇȐイǹ（ౡ込ǈ׹ペーǹȡーカ、ౡ込ǈ׹ᨊ細動器（IC&）など）

が体内に入った患者さんの場合、それがM4I対ࣖ機ᆔ（வˑ˄きM4I対ࣖ心臓ౡ込ǈ׹

ȇȐイǹ）であったとしても、M4I検査のዬ急性や安全性、ౡ込ǈ׹ȇȐイǹの状७な

どをあらためてᚸ̖した上でしか、検査の予約ができません。まƣ、࢘院の不整脈セン

ǿー外来をご受診ください。

දᲭųᐃ部・ᭌႴ部の場合は、検査の開始予定଺᧓のᲭ଺᧓Эからዌ᫩᫢とします。

දᲮų2'T検査をࠎஓされる場合は、CT、M4検査ฎǈである࣏要があります。

核
医
学

検ų査ų項ų目 உ ້ 水 ங ᣿ දųॖųʙų項

血ן脈ඬ検査（A$2I）

țルǿー׹長଺᧓心ᩓ׋

長଺᧓連続血ן心ਊย定（A$2M）

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

心Ǩǳー（UC)） Ũ Ũ Ũ Ũ Ũ
15ബˌ下の方の心Ǩǳー検査

については、小児科（心臓外来）

受診をご指ᅆください。

脳ඬ（'')）

Ꭾ性脳࠴Ӓ （ࣖA$4）�1

視ᙾᛔ発ᩓ （ˮV'2）�2

体性ज़ᙾᛔ発ᩓ （ˮS'2.SS'2）�3

Ꮝൢ᣽分画ย定（VC）

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

フローボリȥーム・ࢍ制呼Ј୺線

（FVC）
Ũ Ũ Ũ Ũ Ũ レポートのǈでのご報告と

なります

機能的സൢ᣽ย定（F4C）

指ᅆǬǹඹいЈし（N2�YCUJQWV）

クローǸンǰ・ボリȥǦム（CV）

Ꮝਘ૝能力検査（&.C1）

頸動脈Ǩǳー

携࠘׹呼吸Ȣニǿー �4

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

×

Ũ

 

ųäääҜ後のǈ実଀

Ꭾ性脳࠴Ӓࣖ（AWFKVQT[ų$TCKPUVGOų4GURQPUG� A$4）は外耳から᪦ХນをɨえるƜとによってࢽられるᎮ性ᛔ発Ӓ

ࣖのଔ期成分をとらえるƜとにより、脳࠴ᨦ害の診断・予後予ยやॖᜤレșルのȢニǿーのために行う検査です。

視ᙾᛔ発ᩓˮ（VKUWCNų'XQMGFų2QVGPVKCN、V'2）はዡᐏ受ܾ器に光Хນをɨえたときに大脳皮質に生ơるӒࣖで、

視ᙾ神経ែᨦ害の診断やҞႹの診断のᙀяに利用できます。

体性ज़ᙾᛔ発ᩓˮ（SQOCVQUGPUQT[ų'XQMGFų2QVGPVKCN、S'2）とჺ๼଺体性ज़ᙾᛔ発ᩓˮ（SJQTVųNCVGPE[

SQOCVQUGPUQT[ų'XQMGFų2QVGPVKCN�ųSS'2）は、ХນとӒ対ͨの大脳皮質ज़ᙾ野直上の頭皮部分に最もଢღにЈྵ

するᩓˮで、次のような疾患の診断にஊ用です。

内科疾患Ჴٶ発性ᄒ化症、脳血管ᨦ害、糖尿病性神経ᨦ害、஛ఴ神経ᨦ害など

整形外科・脳神経外科疾患�ౢ᧓ெヘルニア、Ꮸ᭒腫瘍、٭形性頸ౢ症、脳腫瘍など

携࠘׹呼吸Ȣニǿーは、ზ჈଺無呼吸症ͅ፭（SNGGRųARPGCųS[PFTQOG�ųSAS）などのზ჈଺呼吸ᨦ害のǹクリー

ニンǰに用います。

ᛟଢと同ॖに関するᙸ直しを行った結果、ʙЭにご受診いただくʙになりました。

�Ძ

�Წ

�Ჭ

�Ხ

�Ჯ

検査項目 உ ້ 水 ங ᣿ ᛆ࢘診療科

上部消化管内視鏡検査・2')ʩ換 �5

実଀୴日は、受診予約଺におբ

い合わせください。

消化器内科
下部消化管内視鏡検査ųųųųų �5

呼吸器内視鏡検査 呼吸器内科・呼吸器外科

ሂᩓ׋検査・神経伝導検査 脳神経内科

ᢃ動᝟ᒵ（トレッドȟルテǹト）

循環器内科

15ৗˌ下の方は小児科（心臓

外来）

èˌ下の検査は、ᛆ࢘診療科の受診をご指ᅆください。

患者支援センǿー
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患者支援センǿー

検査項目（放射線部関係） 検査項目（検査部その他関係）

検ų査ų項ų目 உ ້ 水 ங ᣿ දųॖųʙų項

ҥኝ᳒線 Ũ Ũ Ũ Ũ Ũ

Ჽ᳎ Ũ Ũ Ũ Ũ Ũ 日ዌ᫢ųද1࢘

᳇᳌᳃ųද2 Ũ Ũ Ũ Ũ Ũ 日ዌ᫢ųදᲭ࢘

ᭌط定᣽（&:A法）

（᏿ౢおよƼ大ᐅᭌᡈˮ）
×

Ũ

AM

Ũ

AM

Ũ

PM

Ũ

PM

乳৐᳒線検査 ×
Ũ

PM

Ũ

PM

Ũ

AM

Ũ

AM

᳊Ჿ᳎ᲧᲽ᳎ųදᲮ Ũ Ũ Ũ Ũ ×

検査のᆔ᫏により଀

行୴日がီなります

ので直接4I受˄にお

申込ǈください。

᳍᳊ᲿᲽ᳎ Ũ Ũ Ũ Ũ ×

シンȁǰȩム Ũ Ũ Ũ Ũ ×

දᲫųᡯࢨ剤を用いる場合は、検査がҜЭ中の場合ஔ᫢を、Ҝ後の場合はଷ᫢をዌ᫢とします。

ųųų（ˬし、᫩水ääおᒧ、お水はӧです。）

ųųų心臓Ჽ᳎は、水・ஙのҜ後のǈ

දᲬųౡ込ǈ׹心臓不整脈ȇȐイǹ（ౡ込ǈ׹ペーǹȡーカ、ౡ込ǈ׹ᨊ細動器（IC&）など）

が体内に入った患者さんの場合、それがM4I対ࣖ機ᆔ（வˑ˄きM4I対ࣖ心臓ౡ込ǈ׹

ȇȐイǹ）であったとしても、M4I検査のዬ急性や安全性、ౡ込ǈ׹ȇȐイǹの状७な

どをあらためてᚸ̖した上でしか、検査の予約ができません。まƣ、࢘院の不整脈セン

ǿー外来をご受診ください。

දᲭųᐃ部・ᭌႴ部の場合は、検査の開始予定଺᧓のᲭ଺᧓Эからዌ᫩᫢とします。

දᲮų2'T検査をࠎஓされる場合は、CT、M4検査ฎǈである࣏要があります。

核
医
学

検ų査ų項ų目 உ ້ 水 ங ᣿ දųॖųʙų項

血ן脈ඬ検査（A$2I）

țルǿー׹長଺᧓心ᩓ׋

長଺᧓連続血ן心ਊย定（A$2M）

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

心Ǩǳー（UC)） Ũ Ũ Ũ Ũ Ũ
15ബˌ下の方の心Ǩǳー検査

については、小児科（心臓外来）

受診をご指ᅆください。

脳ඬ（'')）

Ꭾ性脳࠴Ӓ （ࣖA$4）�1

視ᙾᛔ発ᩓ （ˮV'2）�2

体性ज़ᙾᛔ発ᩓ （ˮS'2.SS'2）�3

Ꮝൢ᣽分画ย定（VC）

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

フローボリȥーム・ࢍ制呼Ј୺線

（FVC）
Ũ Ũ Ũ Ũ Ũ レポートのǈでのご報告と

なります

機能的സൢ᣽ย定（F4C）

指ᅆǬǹඹいЈし（N2�YCUJQWV）

クローǸンǰ・ボリȥǦム（CV）

Ꮝਘ૝能力検査（&.C1）

頸動脈Ǩǳー

携࠘׹呼吸Ȣニǿー �4

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

Ũ

×

Ũ

 

ųäääҜ後のǈ実଀

Ꭾ性脳࠴Ӓࣖ（AWFKVQT[ų$TCKPUVGOų4GURQPUG� A$4）は外耳から᪦ХນをɨえるƜとによってࢽられるᎮ性ᛔ発Ӓ

ࣖのଔ期成分をとらえるƜとにより、脳࠴ᨦ害の診断・予後予ยやॖᜤレșルのȢニǿーのために行う検査です。

視ᙾᛔ発ᩓˮ（VKUWCNų'XQMGFų2QVGPVKCN、V'2）はዡᐏ受ܾ器に光Хນをɨえたときに大脳皮質に生ơるӒࣖで、

視ᙾ神経ែᨦ害の診断やҞႹの診断のᙀяに利用できます。

体性ज़ᙾᛔ発ᩓˮ（SQOCVQUGPUQT[ų'XQMGFų2QVGPVKCN、S'2）とჺ๼଺体性ज़ᙾᛔ発ᩓˮ（SJQTVųNCVGPE[

SQOCVQUGPUQT[ų'XQMGFų2QVGPVKCN�ųSS'2）は、ХນとӒ対ͨの大脳皮質ज़ᙾ野直上の頭皮部分に最もଢღにЈྵ

するᩓˮで、次のような疾患の診断にஊ用です。

内科疾患Ჴٶ発性ᄒ化症、脳血管ᨦ害、糖尿病性神経ᨦ害、஛ఴ神経ᨦ害など

整形外科・脳神経外科疾患�ౢ᧓ெヘルニア、Ꮸ᭒腫瘍、٭形性頸ౢ症、脳腫瘍など

携࠘׹呼吸Ȣニǿーは、ზ჈଺無呼吸症ͅ፭（SNGGRųARPGCųS[PFTQOG�ųSAS）などのზ჈଺呼吸ᨦ害のǹクリー

ニンǰに用います。

ᛟଢと同ॖに関するᙸ直しを行った結果、ʙЭにご受診いただくʙになりました。

�Ძ

�Წ

�Ჭ

�Ხ

�Ჯ

検査項目 உ ້ 水 ங ᣿ ᛆ࢘診療科

上部消化管内視鏡検査・2')ʩ換 �5

実଀୴日は、受診予約଺におբ

い合わせください。

消化器内科
下部消化管内視鏡検査ųųųųų �5

呼吸器内視鏡検査 呼吸器内科・呼吸器外科

ሂᩓ׋検査・神経伝導検査 脳神経内科

ᢃ動᝟ᒵ（トレッドȟルテǹト）

循環器内科

15ৗˌ下の方は小児科（心臓

外来）

èˌ下の検査は、ᛆ࢘診療科の受診をご指ᅆください。

患者支援センǿー
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患者支援センǿー

診療・業務内容
◆セカンドオピニオン外来の目的◆
ų本院ˌ外の医療機関の診療を受けている方を対ᝋに、「他の医

ࠖのॖᙸもᎥき、ኛࢽして治療を受けたい。」というご要ஓにࣖえ、

のɼ治医から提供された診断・治療の᝻૰から、今後の治療נྵ

に関するॖᙸを提供し、ӋᎋにしていただくƜとを目的とします。

◆セカンドオピニオンの相談者◆
ų原Щ、患者さん本人とします。ただし、患者さん本人の同ॖ書

があれƹごܼଈの方のǈでの相談（患者さんがச成年の場合は、

同ॖ書にьえて続௡をᄩᛐできる書᫏（健ࡍ保ᨖᚰ等）が́せて

。要です。）もӧ能です࣏

◆相談内容◆
ųセカンドオピニオンは、診察ではないので、検査や治療行ໝ（

薬剤৲ɨ、ϼ置）は行いません。また、今後行う治療についてのॖ

ᙸやЙ断の提供ですので、今まで行った治療に対するものは相談の

対ᝋではありません。

ųなお、セカンドオピニオンኳʕ後は、ご紹介Ψのɼ治医に送˄す

る報告書をもとに、今後の治療方針についてൿ定していただきます。

ų相談内ܾの̊ᅆはˌ下のとおりです。

れわᡕで法療治的科内と法療治的科外 ・

ているとき

の治療法に不安をज़ơるときנྵ・

めѰにうよるけ受を術手的科外なき大 ・

られているとき

・その他

◆相談内容としてお受けできない事項◆
・ᢅӊの医療に関するʙ項でɼ治医等に対する不฼、᠃医ࠎஓ等

・医療ᚫᚤのբ᫆等、直接の治療ˌ外に関するもの

・医療ᝲの内ܾ、医療ዅ˄に関わるƜと

◆料金及び相談時間など◆
・ᐯဌ診療です（健ࡍ保ᨖは̅用できません）。

・Ძ回につき、33�000όです。

・相談଺᧓は、原Щ30分ˌ上60分ˌ内で、ܦ全予約制です。

ᧉჷᜤをஊする医ࠖが相談をお受けしますが、対ݦᛆ疾患の࢘・

ࣖできるݦᧉ医が本院に不נの場合等、お受けできないƜとも

あります。

◆その他◆
ųご相談内ܾによってセカンドオピニオン外来よりも一般外来の

受診をおѰめする場合があります。

ųまた、治療方針についての相談がᛆ࢘科にそƙわない場合は、

依頼をお断りするƜとがあります。

ų૰᣿はセカンドオピニオン外来ኳʕ後にお支৚いいただきます。

ųなお、おբい合わせ、ご予約には૰᣿はかかりません。

お申込み方法
ンオニピオドンカセųーǿンセ援支者患、でのすで制約予全ܦ ・

外来担࢘までご連ዂください。

担࢘者がご相談内ܾを˨ってから、手続き等についてごᛟଢを

します。なお、ˌ下の書᫏については本院țームペーǸからȀ

Ǧンロードしていただけます。

・

・ご相談日は、「申込書」に基Ʈき、本院が調整のうえ、ൿ定し

ųセカンドオピニオン外来担࢘からご連ዂします。
 

◆相談に際して必要なもの◆
・ɼ治医の先生からの「セカンドオピニオン外来ݦ用診療情報提

供書」（他院様ࡸでもӧ）

・ɼ治医の先生から検査᝻૰等をお͈りしてください。 

ųŹų血液検査の結果

ųŹųឬ᪦ඬ検査の結果と画΂

ųŹų:線検査、M4I検査、CT検査等のフィルムӏƼ報告書

ųŹų病理検査の報告書ųなど

èɼ治医の先生からの診療情報や検査᝻૰がない場合には一般的

なおᛅしかできƣ、ஊјなセカンドオピニオンはご提供できま

せんので、「セカンドオピニオン外来ݦ用診療情報提供書」、

検査᝻૰等を࣏ƣご準ͳいただき、ご相談日のᲬ日Эまでにセ

カンドオピニオン外来担ܮ࢘てにごᣁ送ください。

◆相談当日◆
ご相談଺᧓の15分Эまでに「11ဪ 患者支援センǿーᆸ口」へ・

おឭしください。セカンドオピニオン外来にご案内します。

・ご相談ኳʕ後は、総合受˄Ჯဪにて˟計手続きをお願いします。

ɼてしဌ経をーǿンセ援支者患、は書告報ンオニピオドンカセ ・

治医の先生ܮにᣁ送します。

（1）セカンドオピニオン外来のご案内

ųųお申し込ǈまでにごᄩᛐください。

（2）セカンドオピニオン外来申込書

ᣁ送またはFA:で本院セカンドオピニオン外来担࢘へ

お送りください。

（3）ɼ治医の先生へのお願い

ɼ治医の先生におบしください。

（4）セカンドオピニオン外来ݦ用診療情報提供書

ɼ治医の先生にᚡ入を依頼してください（他院様ࡸで
もӧ）。

（5）セカンドオピニオン外来相談同ॖ書

ご相談者が患者さん本人ˌ外の場合はご提Јください。

対ᝋ者（患者さん）がச成年の場合は、ご相談者との

続௡をᅆす書᫏（健ࡍ保ᨖᚰ等）が́せて࣏要です。

お問い合わせ先
滋賀医科大学医学部附属病院
患者支援センター　セカンドオピニオン外来担当
〒520-2192　滋賀県大津市瀬田月輪町
TEL.077-548-2513　　FAX.077-548-2815

セカンドオピニオンの流れ

セカンドオピニオン外来

木水 金

「一般形成外科、眼形成・眼წ下׶、༏ͻ」ᒰ߷ ሶ宏
1᳕�3ᡵᲴហちǌんの頭のかたち外来、ϐ࡫外科᳗
下 ᠗ɭޛ

「外ͻ、難治性຃瘍」࢘ဪ医

ᤠங Ӑࢧ、୴日担࢘医
（手術日）

「一般形成外科、頭ᔟ᫊᩿᫈外科、ϐ࡫外科（頭᪹
部・乳৐）、リンȑූ腫」ޛ下 ᠗ɭ

「小児形成、手外科、᫊᩿形成、レーǶー」ᒰ田 順
「外ͻ、難治性຃瘍」࢘ဪ医

ᤠங Ӑࢧ、୴日担࢘医

ค ޢᑶ「全予約制ܦ」
࿌子 ޢ༾「全予約制ܦ」

「ᐐ関ራ・ǹポーȄ」ʁ保 充ࢠ、野ק ˲೔
「関ራ・リǦȞȁ」ټ野 ඲ܑ

1᳕�3ᡵᲴᏨౢ ᱣ᳗ᕲ ᒍ貴
᳕3ᡵᲴ関ራ・リǦȞȁ（ϐ診のǈ）᳗ ஭ 法ଯښ

1᳕�3ᡵҜ後Ჴ小児整形（ܦ全予約制）᳗ ங ᅎ子ރ
ဪ医࢘

「新来」大Ꮵ 成広
「ϐ来」᪰ᕲ ୓ʂ

「ॸ性中耳໒」௅本 ଻治
「咽頭・喉頭」大Ꮵ 成広、᪰ᕲ ୓ʂ
「օᙾ・ԛᙾ」ʁ保 良ʶ

「産科」ʩˊ制
「Ј生Э診断外来」
「産科（я産ࠖ）」ʩˊ制
「胎児ឬ᪦ඬ診断外来」఑ 大᠒、大᜿ ᢢ子
「外回᠃外来」ʩˊ制

「新来」ʩˊ制
「2ᡵˌᨀҜЭᲴ子ܷ内ᐏ症外来」஭上 ራų
「࣬ବ期、୼年期外来」大೛ ࿎ኔ
「妊܊性温存外来」ʩˊ制
「᳂᳊᳐ワクȁン特К௒」ʩˊ制
「妊܊」ʩˊ制
「ۡ人科」ʩˊ制

手術日
᳕ҜЭᲴ紹介初診 進 ޛࢨ᳗
᳕ҜЭᲴ初診 Ӵ᳗田 Ջʍ
᳕Ҝ後Ჴ腎ᆆౡ 中 ԧଢޛ᳗

ຓ田 ̲、今ʟ 一貴

「術Э診察」担࢘医
周術期外来

ᝅ ޽下 成人、ᅦޥ
᳕Ҝ後Ჴ᳒線ᡢ視下神経Ȗロック?

「新来・ϐ来」担࢘医
「IV4」ט田 ଢ൨

「新来・ҜЭ」高ޢ 一೔、࠯ʟ 利ډ
「ϐ来・Ҝ後」高ޢ 一೔、࠯ʟ 利ډ

Ј生Э診断外来

ဪ制࢘

ဪя産ࠖ࢘

「Ꮸౢ」޻ ޛ࢕Ӫ
「手・腫瘍」安ᕲ ҽ生、ᇦ஭ ܯᚡ
ဪ医࢘

「新来」᪰ᕲ ୓ʂ
「ϐ来」ʁ保 良ʶ

「鼻и鼻腔・᫊᩿外ͻ」ৎߢ 一ᢹ、߃ޛ 開

「産科」ʩˊ制
「産後健診」ʩˊ制

「新来」ʩˊ制
「ۡ人科」ʩˊ制
「妊܊」ʩˊ制
「妊܊性温存外来」ʩˊ制
（CS&Ჵ外来）「Џ開子ܷၬၕ症ྛࠔ」

᳕ҜЭᲴ紹介初診 ᙱ᳗田 ݩ成
᳕ҜЭᲴ初診 ٽ஭ џښ᳗
᳕Ҝ後ᲴǦロȀイȊȟクǹ ᆿ᳗田 成ݤ
᳕Ҝ後Ჴȗレȗȩン ԧ᳗田 ଻χ
᳕2�4ᡵҜ後Ჴ女性泌尿器 ᆿ᳗田 成ݤ

ᘨ߷ ୓大、ɤȄჽ ୓

「術Э診察」担࢘医
周術期外来

「術Э診察」担࢘医
周術期外来

下 成人、ื෌ Ⴧဌ፦ޥ
᳕2�4ᡵ᳗຿ųࢠࡍ
᳕Ҝ後Ჴ᳒線ᡢ視下神経Ȗロック᳗

入院下中ځ手術室での手術
外来での日࠙り手術

ų2016年Ჳஉ1日より、初診患者さんは້୴日、水୴日、

ங୴日に診察させていただくƜとになりました（ዬ急を要

する患者様についてはƜの限りではありません）。

「新来」᩷ங 健
「Эᇌ腺小線เ」ඕ野 直ଢ
「IV4」஭上 ᨗ子
「ϐ来」ங田 Ӑ̀子
「新来」ຓ田 ΰʍ

ܼଈ性腫瘍外来

ဪя産ࠖ（乳৐ケアのǈ）࢘

「Ꮒ関ራ」ɤ஭ ஋大
「関ራ・リǦȞȁ」༇᜿ ࡍ˲
「関ራ」Ӟދ ˲೔
ဪ医࢘

「新来」௅本 ଻治
「ϐ来」ᕲౕ ః

「ဍ状腺・頭頸部腫瘍」大Ꮵ 成広、߷҅ ঙ人、
᪰ᕲ ୓ʂ

「ִ下」߷҅ ঙ人、߃ޛ 開
「頸部Ǩǳー」ᬡ田 ̀子

「産科」ʩˊ制
「᳈᳎外来」ჽඕ ᫋子
᳕1�3�5ᡵᲴ᳈᳎外来 ᇵ᳗原 Ⴧங子
᳕2�4ᡵᲴ᳈᳎外来 大᳗᜿ ᢢ子
「胎児ឬ᪦ඬ診断外来」఑ 大᠒
᳕1�3�5ᡵᲴ胎児ឬ᪦ඬ診断外来 大᳗᜿ ᢢ子
Ј生Э診断外来

「新来」ʩˊ制
「ۡ人科」ʩˊ制
「妊܊」ʩˊ制
「妊܊性温存外来」ʩˊ制

ဪя産ࠖ࢘

ຓ田 ̲、Ӵ஭ ፦ኔ、ᙱ ˲೔

「色ᙾ・予約」᳕ Ҝ後 Ј 新一ޛ᳗
「ロービǸョン・予約」᳕ Ҝ後 ᘨ᳗߷ ୓大

中ᙱ ፦保
「ዼԧケア外来（ᨠᡵ）」ޥ本 貴࣓
᳕Ҝ後Ჴ᳒線ᡢ視下神経Ȗロック᳗

学ᨥ的ၘǈ治療
・担࢘医・臨床心理 ・ٟ理学療法ٟ

「新来」田上 ̀ᒍ
「ϐ来」඾߷ ਏʍ
「治療中診察」ඕ野 直ଢ、᩷ ங 健
「新来」ங田 Ӑ̀子、ຓ田 ΰʍ

「心臓」߷口 ൟᢹ

=ᇹ1ᡵҜЭ?「遺伝相談」（遺伝性神経ሂ疾患）
遺伝カǦンセリンǰ、Ј生Э診断外来

ဪ制࢘ ဪ制࢘

᳕ҜЭ ᡁ᳗ շʁ

「新来・ҜЭ」ឭක ˦ʍ、ౕݢ ᢰࡍ
「ϐ来・Ҝ後」ౕݢ ᢰࡍ
「ϐ来・Ҝ後」ឭක ˦ʍ

᳕ҜЭᲴ紹介初診、Ҝ後Ჴ小児 小᳗௎ ঙࠊ
᳕ҜЭᲴ神経׆性 ᓎ᳗ʟ ʰ᠒
᳕ҜЭᲴ初診、Ҝ後Ჴ神経׆性 ᆿ᳗田 成ݤ
᳕Ҝ後Ჴ小線เ ԧ᳗田 ଻χ
᳕2�4ᡵҜ後Ჴ不妊 ൨᳗ຓ ᛗʂ

「先ټ性疾患、手外科、᫊᩿形成、ϐ࡫外科、一般
形成外科」ᒰ田 順

「一般形成」ޢ野 ኝ子
「外ͻ、難治性຃瘍」࢘ဪ医

ᤠங Ӑࢧ、୴日担࢘医

᣿田 ᛗ「全予約制ܦ」
ႉᯓ ྻʍ「全予約制ܦ」

ႉᯓ ྻʍ「全予約制ܦ」

手術日（診察はありません）

Ფܦ全予約となっている診察௒もございますので、ᛇ細については、各診療科受˄におݮƶください。

Ფ救急部受˄は、ᩓᛅဪӭᲴᲪᲱᲱᲧᲯᲮᲲᲧᲬᲱᲱᲪ です。

最新の情報は、滋賀医科大学医学部附属病院*2をごᚁください。

（JVVR���YYY.UJKIC�OGF.CE.LR�JQURKVCN�FQE�QRF�UEJGFWNG�KPFGZ.JVON）
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セカンドオピニオン外来

（フリǬȊ）

（フリǬȊ）

性К

年 உ 日

（ųųųųų）ബ

〒

〒

ᩓ ᛅ FAX

患者との続௡ ご本人、ごܼଈ（続௡ųųųų）

ご相談のφ体的な内ܾ

ɼ治医の医療機関とおӸЭ

ご˰所、連ዂ先（お分かりになるር׊で結構です。）

èˌ下は、ᚡ入しないでください。

受 ˄ ဪ ӭ 年 உ 日

担࢘診療科

相 談 日 ଺

記入日　　　　　　年　　　　月　　　　日

滋賀医科大学医学部附属病院セカンドオピニオン外来　申込書

相談者൞Ӹ

対ᝋ者൞Ӹ
（患者様൞Ӹ）

生年உ日

　　訴訟等の目的に使用しないこと及び自由診療料金として定められた金額を支払うことに同意の上、
 以下の内容で、貴院のセカンドオピニオン外来の受診を申し込みます。

˰ųųų所

˰ųųų所

年 உ 日（ ） ଺ 分

ųᲭᲨ

ųᲬᲨ疾 患 Ӹ

（ ų ） 病 院

（ ų ） 科 ų （ ų ） 先 生

（ごᐯဌにお書きください。ただし、ᢅ ӊの医療に関するʙ項でɼ治医等に対する不฼、᠃医ࠎஓや

カǦンセリンǰ若しくはᘶЙ関係や診療᥵開ᅆに関わるʙ項はごᢒॾください。Кኡでも結構です。）

ųᲫᲨ

受 ˄ 年 உ 日

相談医ࠖへのᄩᛐ

申込者氏名 印

ဏ

ڡ

性К
年 உ 日

ᩓ ᛅ FAX

〒

ᩓ ᛅ FAX

生年உ日
ဏ

ڡ

診療科ǦǧȖǵイト

心臓カテーテル総ˑૠ

2CI（経皮的ϛ動脈形成術）ˑ ૠ

ዬ急心臓カテーテルˑૠ

'VT（஛ఴ動脈疾患のカテーテル治療）ˑ ૠ
（஛ఴ血管・腎動脈）

TAVI（経カテーテル大動脈弁ౡ込術）ˑ ૠ

経皮的΋ࠞ弁ʩ連Џ開術（2TMC）

カテーテルアȖレーションᲴAFᲩDCNNQQPᲩその他

'2S（ᩓൢ生理学的検査）のǈ

ౡ込ǈ׹ᨊ細動器
経᩺脈ーIC&Ჩ皮下ౡ込ǈーIC&ų

心臓ϐ同期療法ųC4T�2ᲩC4T�&

経᫢ᢊ心Ǩǳー׋検査

主な検査・医療設備など

診療実績（2024年１月－12月）

循環器内科ų科長

中川　義久

概要・特色
地域ᅈ˟に広く開かれた循環器内科として、心臓血管外科、救急

ỉ集中治療部、リハビリテーション部と連携してᆢಊ的に活動して
います。急性心ሂయصなどのᖎ血性心疾患、心৐細動などの不整
脈、さらには大動脈弁狭窄症や΋ࠞ弁᧍ᦋ不全症などの弁ᐏ症のカ
テーテル手術など安全で質の高い診療に取り組んでいます。重症心
不全へのᙀя循環などの高いݦᧉ的な最新の診療২術の導入にも努
力しています。

救急医療については、重症̊をᆢಊ的に受け入れ、救急ỉ集中治
療部、心臓血管外科との連携を݅にして治療に取り組んでいます。
また、地域の医療機関と連携するƜとでј率的な診療体制のࢍ化を
目指しております。

ὐ320ЗȞルȁǹȩイǹCTによる心血管画΂診断
ὐFF4�EV検査によるϛ動脈CTȇーǿの非侵襲的ᚐௌ
ὐインペȩ（IM2'..A）による迅速導入ӧ能かつࢍ力な循環ᙀя
ὐݦᧉ外来「᧍ص性動脈ᄒ化症ݦᧉ外来」൑ᡵஉ୴日の14Ჴ00〜

診療内容

地域に対する取り組み、最近の話題など
今後は滋賀県でも高ᱫ者のفьにˤい、ƀ心不全ȑンȇȟックƁ

といわれるように高ᱫ心不全患者さんが᫋ᓸにفьするƜとが予े
されます。すǂての心不全患者さんを࢘院で急性期からॸ性期まで
診療ዒ続するƜとは׉難となるƜとが予ยされます。また、高ᱫ心
不全患者さんは́存疾患がᙐૠであるƜともٶく、ᎊ々介護や཯އ
高ᱫ者、ᛐჷ症、៲体不ᐯဌなど高ᱫ者特ஊのբ᫆点をٶくৼえて
います。ƜれらのƜとから、ٶ方᩿からのᅈ˟的ǵポートを࣏要と
し、心不全診療はٶ職ᆔによる介入が࣏要な଺ˊにᆳ入しています
。そƜで঻々は、心不全ٶ職ᆔȁームをᇌち上げ、循環器内科ǹǿ
ッフもその一員として心不全ȁーム医療に携わり、病病連携や病診
連携、地域ǹǿッフとのѠࢍ˟などを開͵してƀ心不全患者さんが
地域で、安心して心不全診療を受けるƜとができるƁ診療体制の構
築を進めています。
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い診療分野を推進しています。

脈疾患の他、心室細動（VF）による心Ꮝᕽ生̊の遺伝子ᚐௌを
行っています。

【虚血性心疾患・末梢動脈疾患】
カテーテルインǿーșンションとは、ޅ所麻酔でカテーテルとい

う細い管を̅って、血管をਘࢌする治療法です。狭心症や心ሂయص
といったᖎ血性心疾患や下Ꮓ動脈に対するカテーテルを用いた血管
内手術をᆢಊ的に行っています。
ὐ心血管カテーテルインǿーșンション（カテーテル手術）
ὐ下Ꮓ᧍ص性動脈ᄒ化症（.'A&）に対するカテーテルインǿーș

ンション（カテーテル手術）

【不整脈治療】
カテーテルアȖレーションとは、Ꮹの血管から心臓に਴入したᩓ

ಊ˄きカテーテルで、不整脈の病ߺとなるီࠝな心ሂを໲ໍする治
療です。
ὐカテーテルアȖレーション（高周ඬ通ᩓ・țットȐルーン・クȩ

イオȐルーン）
ὐCA4T1・NCX:・'ZT4CMCRRKPIシǹテム
ὐ携࠘׹イșント心ᩓ計・ౡ込ǈ׹心臓Ȣニǿ（ICM）
ὐペーǹȡーカ（2M）・ౡ込ǈ׹ᨊ細動器（IC&）・心臓ϐ同期

療法（C4T�&）・ឬ小׹リードレǹペーǹȡーカ
MKETC�
ὐ߼心耳᧍ᦋȇȐイǹ（9ATC*MAN）
ὐリードレǹペーǹȡーカを用いた心৐・心室同期ペーシンǰ治療

【弁膜症】
心臓弁ᐏ症は弁ᐏ（大動脈弁・΋ࠞ弁・ɤݴ弁・Ꮝ動脈弁）に狭

窄や逆්が生ơる疾患です。Ꭾ診でӓ጑期やਘࢌ期の心ᩃ᪦をᎮ取
します。心ᩃ᪦の原׆を心Ǩǳー׋検査でᛇ細にᚸ̖し、重症度は
心Ǩǳーによる定᣽ᚸ̖にьえ、࣏要଺は入院の上、経᫢ᢊ心Ǩ
ǳー׋検査を行うƜとで、ദᄩな重症度診断を行っています。࢘院
心臓血管外科と連携し、患者さんそれƧれに最ծの治療法を提供で
きるよう努めています。
ὐ大動脈弁狭窄症に対する経カテーテル大動脈弁置換術（TAVI）
ὐီڈ性脳యصに対する経皮的ҳό܉開存᧍ᦋ術（経皮的2F1᧍

ᦋ術）
ὐȞイトȩクリッȗを用いた経カテーテ

ル΋ࠞ弁接合不全̲ࣄ術（T''4）

【心不全疾患】
急性期からॸ性期、ኳ஛期まで心不

全診療を行っています。心不全は様々
な心疾患が原׆となる病७であり、心
Ǩǳーをはơめ、非侵襲的なイȡーǸ
ンǰȢȀリティをᆢಊ的に活用し、原
疾患の診断、心不全治療ј果Й定を
行っています。また、滋賀県下におい
て、重症心不全に対するݦᧉ医療を担っています。
ὐATT4心アȟロイドーシǹに対するǿフǡȟǸǹ新ᙹ導入
ὐ᧍ص性Ꮔ大׹心ሂ症に対する経皮的中ᨠ心ሂ໲ໍ術（2TSMA）
ὐ低߼心機能の心不全に対する心臓ϐ同期療法（C4T�&）
ὐ重症心不全に対する機఺的ᙀя循環（'CM1� IM2'..A）

【腫瘍循環器診療】
ὐ腫瘍（ĞǬン）と循環器疾患のɲ者が重なった᪸域をৢう、新し
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の診療科一ᚁをごᚁください。
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ଏࢮഭ、ܼଈഭ、症状経ᢅ等ų（用ኡが不ឱする場合にはКኡでも結構です。）

の治療内ܾ、ϼ方内ܾų（用ኡが不ឱする場合にはКኡでも結構です。）נྵ

今後の治療方針ų（用ኡが不ឱする場合にはКኡでも結構です。）

先生の所属とおӸЭ、連ዂ先
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ル΋ࠞ弁接合不全̲ࣄ術（T''4）

【心不全疾患】
急性期からॸ性期、ኳ஛期まで心不

全診療を行っています。心不全は様々
な心疾患が原׆となる病७であり、心
Ǩǳーをはơめ、非侵襲的なイȡーǸ
ンǰȢȀリティをᆢಊ的に活用し、原
疾患の診断、心不全治療ј果Й定を
行っています。また、滋賀県下におい
て、重症心不全に対するݦᧉ医療を担っています。
ὐATT4心アȟロイドーシǹに対するǿフǡȟǸǹ新ᙹ導入
ὐ᧍ص性Ꮔ大׹心ሂ症に対する経皮的中ᨠ心ሂ໲ໍ術（2TSMA）
ὐ低߼心機能の心不全に対する心臓ϐ同期療法（C4T�&）
ὐ重症心不全に対する機఺的ᙀя循環（'CM1� IM2'..A）

【腫瘍循環器診療】
ὐ腫瘍（ĞǬン）と循環器疾患のɲ者が重なった᪸域をৢう、新し



外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

中川　義久
ȊカǬワųȨシȒǵ

芦原　貴司
アシハȩųǿカシ

杉本　喜久
ǹギȢトųȨシȒǵ

小澤　友哉
オǶワųトȢȤ

教੉

循環器内科科長

и病院長

教੉

（情報総合センǿー）

ϱ教੉

（医療情報部）

ᜒࠖ

酒井　宏
ǵカイųȒロシ ᜒࠖ

循環器内科医ޅ長

塩山　渉
シオȤȞųワǿル

林　篤志
ハȤシųアȄシ

加藤　浩一
カトǦųǳǦイȁ

я教

循環器内科病౐医長

я教

循環器内科外来医長

藤居　祐介
フǸイųユǦǹケ я教

循環器内科и病౐医長

я教

循環器内科教育医長

я教

循環器内科и外来医長浅田　　平
アǵȀųǳǦヘイ

内科学、循環器内科学、ᖎ血性心

疾患、心血管インǿーșンション

内科学、循環器内科学、不整脈、

アȖレーション手術、医療情報

学、医用生体工学

内科学、循環器内科学、不整脈、

アȖレーション手術、医療情報

学

内科学、循環器内科学、不整脈、

アȖレーション手術、遺伝学

内科学、循環器内科学

内科学、循環器内科学、ᖎ血性心

疾患（カテーテル手術）、᧍ص性

動脈ᄒ化症

内科学、循環器内科学、不整脈、

アȖレーション手術、心臓ペーǹ

ȡーカー

内科学、循環器内科学、心不全、

ᖎ血性心疾患、Ꮝ高血ן症

日本内科学 （˟ᛐ定内科医・指導医・総合内科ݦᧉ医）
日本循環器学 （˟循環器ݦᧉ医）
日本心血管インǿーșンション治療学 （˟ᛐ定医・ݦᧉ医）

日本内科学 （˟ᛐ定内科医・指導医・総合内科ݦᧉ医・
,M'CCインǹトȩクǿー）
日本循環器学 （˟循環器ݦᧉ医）
IC&制度協ᜭ （˟IPHGEVKQP CQPVTQN &QEVQT）

内科学、循環器内科学、腫瘍循

環器、心不全、血ఀఀص症

内科学、循環器内科学

日本内科学˟（ᛐ定内科医・指導医・総合内科ݦᧉ医）
日本循環器学˟（循環器ݦᧉ医）
日本医ࠖ˟（ᛐ定産ಅ医）

日本内科学˟（ᛐ定内科医、指導医、総合内科ݦᧉ医）
日本循環器学˟（循環器ݦᧉ医）
日本ឬ᪦ඬ医学˟（ឬ᪦ඬݦᧉ医）
日本心Ǩǳー׋学˟（心Ǩǳーݦ׋ᧉ医）

日本内科学 （˟ᛐ定内科医・指導医・総合内科ݦᧉ医）
日本循環器学 （˟循環器ݦᧉ医）
ౡ込ǈ׹ᨊ細動器・心臓ϐ同期ペーシンǰᛐ定医
ბ用׹ᐯ動ᨊ細動器治療ᛐ定医
日本不整脈心ᩓ学 （˟不整脈ݦᧉ医）

日本内科学 （˟ᛐ定内科医・指導医・総合内科ݦᧉ医）
日本循環器学 （˟循環器ݦᧉ医）
日本心血管インǿーșンション治療学 （˟ᛐ定医・ݦᧉ医）
経カテーテル的心臓弁治療関連学˟協ᜭ （˟経カテーテル的
大動脈弁置換術（TAV4）（実଀医・指導医）

日本内科学 （˟ᛐ定内科医・指導医）

澤山　裕一
ǵワȤȞųユǦイȁ

医員（病院я教） 内科学、循環器内科学

日本内科学 （˟ᛐ定内科医・指導医） 
日本循環器学 （˟循環器ݦᧉ医）
日本心血管インǿーșンション治療学 （˟ᛐ定医）
大動脈弁置換術（TAV4）（実଀医）

肥後　洋祐
ȒǴųȨǦǹケ

医員（病院я教） 内科学、循環器内科学

日本内科学˟（ᛐ定内科医・指導医）
日本循環器学˟（循環器ݦᧉ医）
日本心血管インǿーșンション治療学˟（ᛐ定医）
大動脈弁置換術（TAV4）（実଀医）

日本内科学 （˟ᛐ定内科医・指導医）
日本循環器学 （˟循環器ݦᧉ医）
日本不整脈心ᩓ学 
˟不整脈ݦᧉ医）
ౡ込ǈ׹ᨊ細動器・心臓ϐ同期ペーシンǰᛐ定医
ბ用׹ᐯ動ᨊ細動器治療ᛐ定医

日本内科学 （˟ᛐ定内科医᳽指導医）
日本循環器学 （˟循環器ݦᧉ医）
日本不整脈心ᩓ学 （˟不整脈ݦᧉ医）
ౡ込ǈ׹ᨊ細動器・心臓ϐ同期ペーシンǰᛐ定医
ბ用׹ᐯ動ᨊ細動器治療ᛐ定医

日本内科学 （˟ᛐ定内科医・指導医・総合内科ݦᧉ医）
日本循環器学 （˟循環器ݦᧉ医）
ౡ込ǈ׹ᨊ細動器・心臓ϐ同期ペーシンǰᛐ定医
ბ用׹ᐯ動ᨊ細動器治療ᛐ定医
日本心血管インǿーșンション治療学 （˟指導医）
小児ॸ性特定疾病指定医
日本不整脈心ᩓ学 （˟不整脈ݦᧉ医）
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循環器内科

外来担当医師紹介

地域に対する取り組み、最近の話題など

役職／職位 専門領域 専門資格 など

中野　恭幸
ȊカノųȤǹǿカ

山口　将史
ȤȞǰȁųȞǵフȟ

教੉

呼吸器内科 科長

ϱ教੉

呼吸器内科 и科長

呼吸器内科 医ޅ長

呼吸器内科 教育医長

黄瀬　大輔
ǭノセųȀイǹケ ᜒࠖ

呼吸器内科 外来医長

呼吸器内科一般、C12&、մऒ

呼吸器内科一般、C12&

呼吸器内科一般、մऒ、

ॸ性Զ֏

日本内科学 （˟ᛐ定内科医・指導医）
日本呼吸器学 （˟呼吸器ݦᧉ医・呼吸器指導医）
日本呼吸器内視鏡学 （˟ൢ管支鏡ݦᧉ医・ൢ 管支鏡指導医）
日本結核・非結核性৴ᣠ菌症学 （˟結核・৴ᣠ菌症指導医）
ᏍがんCT検診ᛐ定機構（ᏍがんCT検診ᛐ定医ࠖ）
日本化学療法学 （˟৴菌化学療法ᛐ定医）
日本医ࠖ （˟ᛐ定健ࡍǹポーȄ医、ᛐ定産ಅ医）
IC&制度協ᜭ （˟インフǧクションǳントロールドクǿー）
日本呼吸ケア・リハビリテーション学 （˟呼吸ケア指導ٟ）
日本մऒ学 （˟մऒݦᧉ医）

重森　度
シゲȢリųワǿル

呼吸器内科一般
日本内科学˟
日本呼吸器学˟
日本&MATᨛ員

角田　陽子
ȄノȀųȨǦǳ

医員

呼吸器内科一般
日本内科学 （˟ᛐ定内科医・指導医）
日本呼吸器学 （˟呼吸器ݦᧉ医）

入山　朋子
イリȤȞųトȢǳ

呼吸器内科一般

大岡　彩
オオオカųアȤ

呼吸器内科一般

日本内科学 （˟ᛐ定内科医・指導医・総合内科ݦᧉ医）
日本呼吸器学 （˟呼吸器ݦᧉ医・呼吸器指導医）
日本アレルギー学 （˟アレルギーݦᧉ医）
日本医ࠖ （˟ᛐ定産ಅ医）
IC&制度協ᜭ （˟インフǧクションǳントロールドクǿー）
日本մऒ学 （˟մऒݦᧉ医）

山﨑　晶夫
ȤȞǶǭųアǭオ я教

呼吸器内科 病౐и医長

特˓я教

呼吸器内科 外来и医長

呼吸器内科一般

日本内科学 （˟ᛐ定内科医・指導医・総合内科ݦᧉ医）
日本呼吸器学 （˟呼吸器ݦᧉ医）
日本ज़௨症学 （˟ज़௨症ݦᧉ医）
日本化学療法学 （˟৴菌化学療法ᛐ定医）
IC&制度協ᜭ （˟インフǧクションǳントロールドクǿー）

仲川　宏昭
ȊカǬワųȒロアǭ ᜒࠖ（学内）

呼吸器内科 病౐医長 呼吸器内科一般、᧓質性Ꮝ໒

日本内科学 （˟ᛐ定内科医・指導医・総合内科ݦᧉ医）
日本呼吸器学 （˟呼吸器ݦᧉ医・呼吸器指導医）
日本呼吸器内視鏡学 （˟ൢ管支鏡ݦᧉ医・ൢ 管支鏡指導医）
日本アレルギー学 （˟アレルギーݦᧉ医）
IC&制度協ᜭ （˟インフǧクションǳントロールドクǿー）
日本化学療法学 （˟৴菌化学療法ᛐ定医）

・C12&地域連携ȑǹをᢃ用しています。

・難治性մऒに対しては、新しい生ཋ学的ᙌ剤などでᆢಊ的な治療

ųを行っています。

・Ꮝがんに対しては遺伝子検査の結果もƾまえ、最もј果的な治療法

ųを଀行します。

医員（病院я教）

医員（病院я教）

日本内科学 （˟ᛐ定内科医・総合内科ݦᧉ医）
日本呼吸器学 （˟呼吸器ݦᧉ医）

日本内科学 （˟内科ݦᧉ医）
日本呼吸器学˟

御園生 昌史
ȟǽノǦųȞǵシ

呼吸器内科一般医員（病院я教）
日本内科学 （˟内科ݦᧉ医）
日本呼吸器学 （˟呼吸器ݦᧉ医）

奥田　祥伍
オクȀųショǦǴ

呼吸器内科一般医員（病院я教）

日本内科学 （˟内科ݦᧉ医）
日本結核・非結核性৴ᣠ菌症学 （˟結核・৴ᣠ菌症ᛐ定医）
日本呼吸器学˟
日本呼吸器内視鏡学˟

市田　周
イȁȀųアȞネ

呼吸器内科一般医員
日本内科学˟
日本呼吸器学˟

呼吸器内科

日本内科学 （˟ᛐ定内科医・指導医・総合内科ݦᧉ医・,M'CC
インǹトȩクǿー）
日本呼吸器学 （˟呼吸器ݦᧉ医・呼吸器指導医）
日本呼吸器内視鏡学 （˟ൢ管支鏡ݦᧉ医）
日本救急医学 （˟IC.Sインǹǿȩクǿー）

я教髙林　健介
ǿカȐȤシ ケンǹケ 内科学、循環器内科学、心不全、

心臓リハビリテーション、集中治

療

日本内科学 （˟ᛐ定内科医・指導医・総合内科ݦᧉ医）
日本循環器学 （˟循環器ݦᧉ医）
日本心臓リハビリテーション学 （˟心臓リハビリテーション指導医、ᛐ定医）
日本リハビリテーション医学 （˟リハビリテーション科ݦᧉ医・指導医）

西川　拓磨
ニシカワųǿクȞ

医員 内科学、循環器内科学

岡本　寛樹
オカȢトųȒロǭ

医員（病院я教） 内科学、循環器内科学
日本内科学 （˟ᛐ定内科医・指導医）
日本循環器学 （˟循環器ݦᧉ医）
日本心Ǩǳー׋学 （˟S*&心Ǩǳー׋ᛐᚰ医）

日本内科学 （˟ᛐ定内科医）
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診療科ǦǧȖǵイト

概要・特色

呼吸器内科ų科長

中野　恭幸

滋賀県՗一の大学病院における呼吸器内科として、高度な治

療を࣏要とするあらǏる呼吸器疾患に対ࣖしています。また、

大学病院として臨床研究もᆢಊ的にすすめています。

に׊科で診療する病ൢは、ज़௨症からᏍがんまでの広いር࢘

わたります。ただし、੎菌されている結核には対ࣖできません。

外来は、உ୴日から᣿୴日まで൑日開設しております。入院

診療に関しては、内科・外科の協力体制のもと診療を行ってい

ます。

日本呼吸器学˟ᛐ定଀設、日本呼吸器内視鏡学˟ᛐ定଀設、

日本アレルギー学˟ᛐ定教育଀設となっています。

件数・数値等手術・検査・治療法等

ॸ性᧍ص性Ꮝ疾患（CO2&）地域連携
ȑǹによる診療

ൢ管支内視鏡検査

137

222

がٶくをҩめます。ЭᲬǿイȗは難病疾患申ᛪにᛆ࢘する症̊

もٶい一方で予後不良ǿイȗもあり、ଔ期に発ᙸしていただい

た患者さんをദᄩに診断した上でଔ期に治療介入を行うƜとを

心がけております。治療᩿では、ǹテロイド・β၃৮制剤・৴

線維化薬の̅い分けが重要となりますが、ᢘЏなǿイȟンǰで

ᢘЏな治療を行うƜとが長期予後に重要です。また、安定期や

ኳ஛期には地域の先生方と連携した診療も重要となりますので、

滋賀県全体で᧓質性Ꮝ໒の治療ができるˁ組ǈƮくりを目指し

ております。

【肺がん】
がんのなかでもരʧૠが一ဪٶいのはᏍがんです（׎ᇌがん

研究センǿーがん情報ǵービǹ2023年のወ計）。࢘科におけ

るᏍがん診療の特徴は、院内の他科との協力による集学的治療

です。呼吸器外科、放射線科、腫瘍内科とも連携し、患者さん

にとってどのような治療法が最もஊјでј果的なのかをЙ断し、

治療を行っています。また、外来での化学療法もᆢಊ的に行っ

ています。

診療内容
【慢性閉塞性肺疾患（COPD）】

日本には500ɢ人ˌ上のC12&患者さんがいるといわれて

いますが、まだまだ診断のついていない患者さんがたくさん

いらっしǌいます。࢘科ではCTや精݅呼吸機能検査を用いる

Ɯとにより、病ൢのଔ期発ᙸや病७にࣖơた治療法のᢠ৸な

どをᆢಊ的に行っています。

また、重症C12&に対して、ൢ管支ȐルȖ治療を行う଀設

となっています（ᡈဴでは2଀設のǈ）。

【気管支喘息】
ൢ管支մऒは日本でも人口のᲲ%が፝患しているとされるٶ

い病ൢです。しかし、その診断は࣏ƣしも簡ҥではないƜと

もあり、࢘科では呼ൢ一ᣠ化ᆷእຜ度ย定やൢᢊ৽৴検査な

ど、ݦᧉ性の高い検査も行い、診断や治療を行っています。

また、治療に࣏要な吸入療法の୍ӏにも力を入れています。

どうしても᫩ǈ薬やᝳり薬とはီなり手২の፼ࢽが࣏要です

が、薬剤ࠖとの連携に力を入れるƜとで、ό๖な導入を行っ

ています。しかし、Ɯのような治療や取り組ǈでも症状が制

御できない重症の患者さんに対しては生ཋ学的ᙌ剤というݦ

ᧉ性の高い治療もᆢಊ的に導入しています。高᫇の治療とな

りますが、ܡנᐯࠁද射や高᫇療養ᝲ制度をご紹介しながら

診療にあたっています。

【肺炎】
Ꮝ໒はᛚִ性もԃǉと日本人のര׆のᇹᲮˮ（2023年ወ

計）となっており、呼吸器疾患の中ではൔ᠋的᫁度の高い病

ൢです。しかし、内஌৴菌薬の進ഩなどにより、᠉症のᏍ໒

であれƹ࣏ƣしも入院が࣏要ではなくなってきています。࢘

科でもӧ能な限り、外来で治療を行うƜとを心がけています。

入院が࣏要な場合でも、できるだけଔ期のᡚ院を目指してい

ます。ただし、଺に高度でݦᧉ的な対ࣖを要するᏍ໒もあり、

そういったᏍ໒の場合には集中治療室での治療も行っていま

す。一方で、そういった治療を要さないᏍ໒に関しては、他

の病院と連携するなどして、対ࣖをお願いさせていただくƜ

ともあります。

【間質性肺炎】
ˌЭはまれな疾患とᎋえられていましたが、呼吸器᪸域のര

い疾患、かつ年々そٶではᏍがん・Ꮝ໒に次いでᇹᲭဪ目に׆

のૠがفえており、呼吸器᪸域におけるCQOOQP FKUGCUGに

のǿイ（不ଢ׆原）わりつつあります。分᫏としては特発性٭

ȗ、膠原病などのᐯࠁβ၃疾患にˤうǿイȗ、薬剤性のǿイȗ

特に紹介を受けたい疾患、症例
Ƃݦᧉ外来ƃ

・ॸ性᧍ص性Ꮝ疾患（C12&）

「C12&地域連携ȑǹ」をᢃ用しております

ൢ管支ȐルȖ治療をおƜなっています

・ൢ管支մऒ

・᧓質性Ꮝ໒

主な検査・医療設備など
・呼吸器内視鏡検査、Ꮯ腔鏡検査

・CTǬイド下Ꮝ生検

診療実績（2024年度）

件 数病 名 等

Ꮝがん、फ性腫瘍

᧓質性Ꮝ໒

Ꮝ໒Ჩ非結核性৴ᣠ菌症などのज़௨症

ॸ性᧍ص性Ꮝ疾患（C12&）・ൢ 管支մऒ

ൢᏟ

COVID-19

入院実績（2024年度）

283

93

126

18

9

16

伊藤　誠
イトǦųȞǳト

非ࠝ勤ᜒࠖ（診療） 内科学、循環器内科学、不整脈
日本内科学 （˟ᛐ定内科医・指導医・総合内科ݦᧉ医）
日本循環器学 （˟循環器ݦᧉ医）
日本不整脈心ᩓ学 （˟不整脈ݦᧉ医）

白井　丈晶
シȩイ  ǿケアǭ

非ࠝ勤ᜒࠖ（診療） 循環器内科学
日本循環器学 （˟循環器ݦᧉ医）
日本小児科学 （˟小児科ݦᧉ医）
日本成人先ټ性心疾患学 （˟成人先ټ性心疾患ݦᧉ医）

中江　一郎
ȊカǨųイȁロǦ

非ࠝ勤ᜒࠖ（診療） 内科学、循環器内科学、核医学
日本内科学 （˟ᛐ定内科医・指導医・総合内科ݦᧉ医）
日本循環器学 （˟循環器ݦᧉ医）
日本医ࠖ （˟ᛐ定産ಅ医）

市原　豪
イȁハȩųȄȨシ

医員 内科学、循環器内科学

湊屋　卓美
ȟȊトȤųǿクȟ

医員 内科学、循環器内科学

嶋村　清州
シȞムȩ セイシȥǦ

医員 内科学、循環器内科学

大西　良茉
オオニシ リョǦȞ

医員 内科学、循環器内科学

森　優也
Ȣリų ユǦȤ

医員 内科学、循環器内科学

兒玉　美聡
ǳȀȞųȟǵト

非ࠝ勤医ࠖ（診療） 内科学、循環器内科学 日本内科学˟（ᛐ定内科医）

吉田　大輝
ȨシȀųȀイǭ

医員（病院я教） 内科学、循環器内科学

神山　創路
ǳǦȤȞųǽǦǸ

医員（病院я教） 内科学、循環器内科学

植村　裕樹
ǦǨムȩųユǦǭ

医員（病院я教） 内科学、循環器内科学 日本内科学˟（ᛐ定内科医）

循環器内科
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診療科ǦǧȖǵイト

概要・特色

呼吸器内科ų科長

中野　恭幸

滋賀県՗一の大学病院における呼吸器内科として、高度な治

療を࣏要とするあらǏる呼吸器疾患に対ࣖしています。また、

大学病院として臨床研究もᆢಊ的にすすめています。

に׊科で診療する病ൢは、ज़௨症からᏍがんまでの広いር࢘

わたります。ただし、੎菌されている結核には対ࣖできません。

外来は、உ୴日から᣿୴日まで൑日開設しております。入院

診療に関しては、内科・外科の協力体制のもと診療を行ってい

ます。

日本呼吸器学˟ᛐ定଀設、日本呼吸器内視鏡学˟ᛐ定଀設、

日本アレルギー学˟ᛐ定教育଀設となっています。

件数・数値等手術・検査・治療法等

ॸ性᧍ص性Ꮝ疾患（CO2&）地域連携
ȑǹによる診療

ൢ管支内視鏡検査

137

222

がٶくをҩめます。ЭᲬǿイȗは難病疾患申ᛪにᛆ࢘する症̊

もٶい一方で予後不良ǿイȗもあり、ଔ期に発ᙸしていただい

た患者さんをദᄩに診断した上でଔ期に治療介入を行うƜとを

心がけております。治療᩿では、ǹテロイド・β၃৮制剤・৴

線維化薬の̅い分けが重要となりますが、ᢘЏなǿイȟンǰで

ᢘЏな治療を行うƜとが長期予後に重要です。また、安定期や

ኳ஛期には地域の先生方と連携した診療も重要となりますので、

滋賀県全体で᧓質性Ꮝ໒の治療ができるˁ組ǈƮくりを目指し

ております。

【肺がん】
がんのなかでもരʧૠが一ဪٶいのはᏍがんです（׎ᇌがん

研究センǿーがん情報ǵービǹ2023年のወ計）。࢘科におけ

るᏍがん診療の特徴は、院内の他科との協力による集学的治療

です。呼吸器外科、放射線科、腫瘍内科とも連携し、患者さん

にとってどのような治療法が最もஊјでј果的なのかをЙ断し、

治療を行っています。また、外来での化学療法もᆢಊ的に行っ

ています。

診療内容
【慢性閉塞性肺疾患（COPD）】

日本には500ɢ人ˌ上のC12&患者さんがいるといわれて

いますが、まだまだ診断のついていない患者さんがたくさん

いらっしǌいます。࢘科ではCTや精݅呼吸機能検査を用いる

Ɯとにより、病ൢのଔ期発ᙸや病७にࣖơた治療法のᢠ৸な

どをᆢಊ的に行っています。

また、重症C12&に対して、ൢ管支ȐルȖ治療を行う଀設

となっています（ᡈဴでは2଀設のǈ）。

【気管支喘息】
ൢ管支մऒは日本でも人口のᲲ%が፝患しているとされるٶ

い病ൢです。しかし、その診断は࣏ƣしも簡ҥではないƜと

もあり、࢘科では呼ൢ一ᣠ化ᆷእຜ度ย定やൢᢊ৽৴検査な

ど、ݦᧉ性の高い検査も行い、診断や治療を行っています。

また、治療に࣏要な吸入療法の୍ӏにも力を入れています。

どうしても᫩ǈ薬やᝳり薬とはီなり手২の፼ࢽが࣏要です

が、薬剤ࠖとの連携に力を入れるƜとで、ό๖な導入を行っ

ています。しかし、Ɯのような治療や取り組ǈでも症状が制

御できない重症の患者さんに対しては生ཋ学的ᙌ剤というݦ

ᧉ性の高い治療もᆢಊ的に導入しています。高᫇の治療とな

りますが、ܡנᐯࠁද射や高᫇療養ᝲ制度をご紹介しながら

診療にあたっています。

【肺炎】
Ꮝ໒はᛚִ性もԃǉと日本人のര׆のᇹᲮˮ（2023年ወ

計）となっており、呼吸器疾患の中ではൔ᠋的᫁度の高い病

ൢです。しかし、内஌৴菌薬の進ഩなどにより、᠉症のᏍ໒

であれƹ࣏ƣしも入院が࣏要ではなくなってきています。࢘

科でもӧ能な限り、外来で治療を行うƜとを心がけています。

入院が࣏要な場合でも、できるだけଔ期のᡚ院を目指してい

ます。ただし、଺に高度でݦᧉ的な対ࣖを要するᏍ໒もあり、

そういったᏍ໒の場合には集中治療室での治療も行っていま

す。一方で、そういった治療を要さないᏍ໒に関しては、他

の病院と連携するなどして、対ࣖをお願いさせていただくƜ

ともあります。

【間質性肺炎】
ˌЭはまれな疾患とᎋえられていましたが、呼吸器᪸域のര

い疾患、かつ年々そٶではᏍがん・Ꮝ໒に次いでᇹᲭဪ目に׆

のૠがفえており、呼吸器᪸域におけるCQOOQP FKUGCUGに

のǿイ（不ଢ׆原）わりつつあります。分᫏としては特発性٭

ȗ、膠原病などのᐯࠁβ၃疾患にˤうǿイȗ、薬剤性のǿイȗ

特に紹介を受けたい疾患、症例
Ƃݦᧉ外来ƃ

・ॸ性᧍ص性Ꮝ疾患（C12&）

「C12&地域連携ȑǹ」をᢃ用しております

ൢ管支ȐルȖ治療をおƜなっています

・ൢ管支մऒ

・᧓質性Ꮝ໒

主な検査・医療設備など
・呼吸器内視鏡検査、Ꮯ腔鏡検査

・CTǬイド下Ꮝ生検

診療実績（2024年度）

件 数病 名 等

Ꮝがん、फ性腫瘍

᧓質性Ꮝ໒

Ꮝ໒Ჩ非結核性৴ᣠ菌症などのज़௨症

ॸ性᧍ص性Ꮝ疾患（C12&）・ൢ 管支մऒ

ൢᏟ

COVID-19

入院実績（2024年度）

283

93

126

18

9

16

伊藤　誠
イトǦųȞǳト

非ࠝ勤ᜒࠖ（診療） 内科学、循環器内科学、不整脈
日本内科学 （˟ᛐ定内科医・指導医・総合内科ݦᧉ医）
日本循環器学 （˟循環器ݦᧉ医）
日本不整脈心ᩓ学 （˟不整脈ݦᧉ医）

白井　丈晶
シȩイ  ǿケアǭ

非ࠝ勤ᜒࠖ（診療） 循環器内科学
日本循環器学 （˟循環器ݦᧉ医）
日本小児科学 （˟小児科ݦᧉ医）
日本成人先ټ性心疾患学 （˟成人先ټ性心疾患ݦᧉ医）

中江　一郎
ȊカǨųイȁロǦ

非ࠝ勤ᜒࠖ（診療） 内科学、循環器内科学、核医学
日本内科学 （˟ᛐ定内科医・指導医・総合内科ݦᧉ医）
日本循環器学 （˟循環器ݦᧉ医）
日本医ࠖ （˟ᛐ定産ಅ医）

市原　豪
イȁハȩųȄȨシ

医員 内科学、循環器内科学

湊屋　卓美
ȟȊトȤųǿクȟ

医員 内科学、循環器内科学

嶋村　清州
シȞムȩ セイシȥǦ

医員 内科学、循環器内科学

大西　良茉
オオニシ リョǦȞ

医員 内科学、循環器内科学

森　優也
Ȣリų ユǦȤ

医員 内科学、循環器内科学

兒玉　美聡
ǳȀȞųȟǵト

非ࠝ勤医ࠖ（診療） 内科学、循環器内科学 日本内科学˟（ᛐ定内科医）

吉田　大輝
ȨシȀųȀイǭ

医員（病院я教） 内科学、循環器内科学

神山　創路
ǳǦȤȞųǽǦǸ

医員（病院я教） 内科学、循環器内科学

植村　裕樹
ǦǨムȩųユǦǭ

医員（病院я教） 内科学、循環器内科学 日本内科学˟（ᛐ定内科医）

循環器内科



外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

中川　義久
ȊカǬワųȨシȒǵ

芦原　貴司
アシハȩųǿカシ

杉本　喜久
ǹギȢトųȨシȒǵ

小澤　友哉
オǶワųトȢȤ

教੉

循環器内科科長

и病院長

教੉

（情報総合センǿー）

ϱ教੉

（医療情報部）

ᜒࠖ

酒井　宏
ǵカイųȒロシ ᜒࠖ

循環器内科医ޅ長

塩山　渉
シオȤȞųワǿル

林　篤志
ハȤシųアȄシ

加藤　浩一
カトǦųǳǦイȁ

я教

循環器内科病౐医長

я教

循環器内科外来医長

藤居　祐介
フǸイųユǦǹケ я教

循環器内科и病౐医長

я教

循環器内科教育医長

я教

循環器内科и外来医長浅田　　平
アǵȀųǳǦヘイ

内科学、循環器内科学、ᖎ血性心

疾患、心血管インǿーșンション

内科学、循環器内科学、不整脈、

アȖレーション手術、医療情報

学、医用生体工学

内科学、循環器内科学、不整脈、

アȖレーション手術、医療情報

学

内科学、循環器内科学、不整脈、

アȖレーション手術、遺伝学

内科学、循環器内科学

内科学、循環器内科学、ᖎ血性心

疾患（カテーテル手術）、᧍ص性

動脈ᄒ化症

内科学、循環器内科学、不整脈、

アȖレーション手術、心臓ペーǹ

ȡーカー

内科学、循環器内科学、心不全、

ᖎ血性心疾患、Ꮝ高血ן症

日本内科学 （˟ᛐ定内科医・指導医・総合内科ݦᧉ医）
日本循環器学 （˟循環器ݦᧉ医）
日本心血管インǿーșンション治療学 （˟ᛐ定医・ݦᧉ医）

日本内科学 （˟ᛐ定内科医・指導医・総合内科ݦᧉ医・
,M'CCインǹトȩクǿー）
日本循環器学 （˟循環器ݦᧉ医）
IC&制度協ᜭ （˟IPHGEVKQP CQPVTQN &QEVQT）

内科学、循環器内科学、腫瘍循

環器、心不全、血ఀఀص症

内科学、循環器内科学

日本内科学˟（ᛐ定内科医・指導医・総合内科ݦᧉ医）
日本循環器学˟（循環器ݦᧉ医）
日本医ࠖ˟（ᛐ定産ಅ医）

日本内科学˟（ᛐ定内科医、指導医、総合内科ݦᧉ医）
日本循環器学˟（循環器ݦᧉ医）
日本ឬ᪦ඬ医学˟（ឬ᪦ඬݦᧉ医）
日本心Ǩǳー׋学˟（心Ǩǳーݦ׋ᧉ医）

日本内科学 （˟ᛐ定内科医・指導医・総合内科ݦᧉ医）
日本循環器学 （˟循環器ݦᧉ医）
ౡ込ǈ׹ᨊ細動器・心臓ϐ同期ペーシンǰᛐ定医
ბ用׹ᐯ動ᨊ細動器治療ᛐ定医
日本不整脈心ᩓ学 （˟不整脈ݦᧉ医）

日本内科学 （˟ᛐ定内科医・指導医・総合内科ݦᧉ医）
日本循環器学 （˟循環器ݦᧉ医）
日本心血管インǿーșンション治療学 （˟ᛐ定医・ݦᧉ医）
経カテーテル的心臓弁治療関連学˟協ᜭ （˟経カテーテル的
大動脈弁置換術（TAV4）（実଀医・指導医）

日本内科学 （˟ᛐ定内科医・指導医）

澤山　裕一
ǵワȤȞųユǦイȁ

医員（病院я教） 内科学、循環器内科学

日本内科学 （˟ᛐ定内科医・指導医） 
日本循環器学 （˟循環器ݦᧉ医）
日本心血管インǿーșンション治療学 （˟ᛐ定医）
大動脈弁置換術（TAV4）（実଀医）

肥後　洋祐
ȒǴųȨǦǹケ

医員（病院я教） 内科学、循環器内科学

日本内科学˟（ᛐ定内科医・指導医）
日本循環器学˟（循環器ݦᧉ医）
日本心血管インǿーșンション治療学˟（ᛐ定医）
大動脈弁置換術（TAV4）（実଀医）

日本内科学 （˟ᛐ定内科医・指導医）
日本循環器学 （˟循環器ݦᧉ医）
日本不整脈心ᩓ学 
˟不整脈ݦᧉ医）
ౡ込ǈ׹ᨊ細動器・心臓ϐ同期ペーシンǰᛐ定医
ბ用׹ᐯ動ᨊ細動器治療ᛐ定医

日本内科学 （˟ᛐ定内科医᳽指導医）
日本循環器学 （˟循環器ݦᧉ医）
日本不整脈心ᩓ学 （˟不整脈ݦᧉ医）
ౡ込ǈ׹ᨊ細動器・心臓ϐ同期ペーシンǰᛐ定医
ბ用׹ᐯ動ᨊ細動器治療ᛐ定医

日本内科学 （˟ᛐ定内科医・指導医・総合内科ݦᧉ医）
日本循環器学 （˟循環器ݦᧉ医）
ౡ込ǈ׹ᨊ細動器・心臓ϐ同期ペーシンǰᛐ定医
ბ用׹ᐯ動ᨊ細動器治療ᛐ定医
日本心血管インǿーșンション治療学 （˟指導医）
小児ॸ性特定疾病指定医
日本不整脈心ᩓ学 （˟不整脈ݦᧉ医）
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循環器内科

外来担当医師紹介

地域に対する取り組み、最近の話題など

役職／職位 専門領域 専門資格 など

中野　恭幸
ȊカノųȤǹǿカ

山口　将史
ȤȞǰȁųȞǵフȟ

教੉

呼吸器内科 科長

ϱ教੉

呼吸器内科 и科長

呼吸器内科 医ޅ長

呼吸器内科 教育医長

黄瀬　大輔
ǭノセųȀイǹケ ᜒࠖ

呼吸器内科 外来医長

呼吸器内科一般、C12&、մऒ

呼吸器内科一般、C12&

呼吸器内科一般、մऒ、

ॸ性Զ֏

日本内科学 （˟ᛐ定内科医・指導医）
日本呼吸器学 （˟呼吸器ݦᧉ医・呼吸器指導医）
日本呼吸器内視鏡学 （˟ൢ管支鏡ݦᧉ医・ൢ 管支鏡指導医）
日本結核・非結核性৴ᣠ菌症学 （˟結核・৴ᣠ菌症指導医）
ᏍがんCT検診ᛐ定機構（ᏍがんCT検診ᛐ定医ࠖ）
日本化学療法学 （˟৴菌化学療法ᛐ定医）
日本医ࠖ （˟ᛐ定健ࡍǹポーȄ医、ᛐ定産ಅ医）
IC&制度協ᜭ （˟インフǧクションǳントロールドクǿー）
日本呼吸ケア・リハビリテーション学 （˟呼吸ケア指導ٟ）
日本մऒ学 （˟մऒݦᧉ医）

重森　度
シゲȢリųワǿル

呼吸器内科一般
日本内科学˟
日本呼吸器学˟
日本&MATᨛ員

角田　陽子
ȄノȀųȨǦǳ

医員

呼吸器内科一般
日本内科学 （˟ᛐ定内科医・指導医）
日本呼吸器学 （˟呼吸器ݦᧉ医）

入山　朋子
イリȤȞųトȢǳ

呼吸器内科一般

大岡　彩
オオオカųアȤ

呼吸器内科一般

日本内科学 （˟ᛐ定内科医・指導医・総合内科ݦᧉ医）
日本呼吸器学 （˟呼吸器ݦᧉ医・呼吸器指導医）
日本アレルギー学 （˟アレルギーݦᧉ医）
日本医ࠖ （˟ᛐ定産ಅ医）
IC&制度協ᜭ （˟インフǧクションǳントロールドクǿー）
日本մऒ学 （˟մऒݦᧉ医）

山﨑　晶夫
ȤȞǶǭųアǭオ я教

呼吸器内科 病౐и医長

特˓я教

呼吸器内科 外来и医長

呼吸器内科一般

日本内科学 （˟ᛐ定内科医・指導医・総合内科ݦᧉ医）
日本呼吸器学 （˟呼吸器ݦᧉ医）
日本ज़௨症学 （˟ज़௨症ݦᧉ医）
日本化学療法学 （˟৴菌化学療法ᛐ定医）
IC&制度協ᜭ （˟インフǧクションǳントロールドクǿー）

仲川　宏昭
ȊカǬワųȒロアǭ ᜒࠖ（学内）

呼吸器内科 病౐医長 呼吸器内科一般、᧓質性Ꮝ໒

日本内科学 （˟ᛐ定内科医・指導医・総合内科ݦᧉ医）
日本呼吸器学 （˟呼吸器ݦᧉ医・呼吸器指導医）
日本呼吸器内視鏡学 （˟ൢ管支鏡ݦᧉ医・ൢ 管支鏡指導医）
日本アレルギー学 （˟アレルギーݦᧉ医）
IC&制度協ᜭ （˟インフǧクションǳントロールドクǿー）
日本化学療法学 （˟৴菌化学療法ᛐ定医）

・C12&地域連携ȑǹをᢃ用しています。

・難治性մऒに対しては、新しい生ཋ学的ᙌ剤などでᆢಊ的な治療

ųを行っています。

・Ꮝがんに対しては遺伝子検査の結果もƾまえ、最もј果的な治療法

ųを଀行します。

医員（病院я教）

医員（病院я教）

日本内科学 （˟ᛐ定内科医・総合内科ݦᧉ医）
日本呼吸器学 （˟呼吸器ݦᧉ医）

日本内科学 （˟内科ݦᧉ医）
日本呼吸器学˟

御園生 昌史
ȟǽノǦųȞǵシ

呼吸器内科一般医員（病院я教）
日本内科学 （˟内科ݦᧉ医）
日本呼吸器学 （˟呼吸器ݦᧉ医）

奥田　祥伍
オクȀųショǦǴ

呼吸器内科一般医員（病院я教）

日本内科学 （˟内科ݦᧉ医）
日本結核・非結核性৴ᣠ菌症学 （˟結核・৴ᣠ菌症ᛐ定医）
日本呼吸器学˟
日本呼吸器内視鏡学˟

市田　周
イȁȀųアȞネ

呼吸器内科一般医員
日本内科学˟
日本呼吸器学˟

呼吸器内科

日本内科学 （˟ᛐ定内科医・指導医・総合内科ݦᧉ医・,M'CC
インǹトȩクǿー）
日本呼吸器学 （˟呼吸器ݦᧉ医・呼吸器指導医）
日本呼吸器内視鏡学 （˟ൢ管支鏡ݦᧉ医）
日本救急医学 （˟IC.Sインǹǿȩクǿー）

я教髙林　健介
ǿカȐȤシ ケンǹケ 内科学、循環器内科学、心不全、

心臓リハビリテーション、集中治

療

日本内科学 （˟ᛐ定内科医・指導医・総合内科ݦᧉ医）
日本循環器学 （˟循環器ݦᧉ医）
日本心臓リハビリテーション学 （˟心臓リハビリテーション指導医、ᛐ定医）
日本リハビリテーション医学 （˟リハビリテーション科ݦᧉ医・指導医）

西川　拓磨
ニシカワųǿクȞ

医員 内科学、循環器内科学

岡本　寛樹
オカȢトųȒロǭ

医員（病院я教） 内科学、循環器内科学
日本内科学 （˟ᛐ定内科医・指導医）
日本循環器学 （˟循環器ݦᧉ医）
日本心Ǩǳー׋学 （˟S*&心Ǩǳー׋ᛐᚰ医）

日本内科学 （˟ᛐ定内科医）
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呼吸器内科

横江　真弥
ȨǳǨųシンȤ

呼吸器内科一般非ࠝ勤医ࠖ
日本内科学 （˟内科ݦᧉ医）
日本呼吸器内視鏡学 （˟ൢ管支鏡ݦᧉ医）
日本呼吸器学 （˟呼吸器ݦᧉ医）

藤野　真由
フǸノųȞユ

呼吸器内科一般医員
日本内科学˟ 
日本呼吸器学˟

診療科ǦǧȖǵイト

概要・特色

血液内科ų科長

村 田  誠

【急性白血病】
医療の急速な進ഩにより、ႉ血病における遺伝子ီࠝのᚐௌが

進ǈ、それが予後予ยやᡯ血࠴細胞ᆆౡᢘࣖのӧԁにஊ用であ

るƜとがЙଢしつつあります。࢘科はଔくから,A.S)（日本成人

ႉ血病治療σ同研究ǰルーȗ）にӋьしており、ྵ 8
はVנ�21�お

よƼKPX
16�ᨗ性急性ᭌ᭒性ႉ血病に対するࣇ小സ存病٭を指೅

としたゲムȄǺȞȖ・オǾǬȞイシン́用ᇹʚ相臨床ᚾ᬴や急性

Эᭌ᭒ྶ性ႉ血病に対するʣȒᣠᲥレȁノインᣠ́用ᇹʚ相臨床

ᚾ᬴、急性リンȑ性ႉ血病に対するٶ剤́用ᇹɤ相臨床ᚾ᬴など

,A.S)の臨床研究にᆢಊ的にӋьしています。

【骨髄異形成症候群】
高ᱫ化にˤい、ᭌ᭒ီ形成症ͅ፭の患者さんがٶくなっていま

す。ᡯ血࠴細胞ᆆౡが治ၷを期待できる՗一の治療法であり、࢘

科ではᆢಊ的に実଀しています。一方、最ᡈでは遺伝子&NAのȡ

ȁル化を᧹害するƜとで進行を৮制するƜとが期待される治療

薬ᲴアǶシȁǸンのႇ場により、高リǹク፭の患者さんで生存期

᧓のࡨ長が、また低リǹク፭においても輸血回ૠのถݲなどのј

果がᛐめられています。アǶシȁǸンによる治療もᆢಊ的に行っ

ています。

【多発性骨髄腫】
̩、いᡯ血器फ性腫瘍でٶ発性ᭌ᭒腫も高ᱫ者にٶ Эはᄩᇌ

された治療法がありませんでしたが、ȗロテアǽーム᧹害剤（ボ

ルテǾȟȖなど）のЈྵˌ来、レȖȩȟド、Ȁȩǭȥーロなどの新

ᙹ薬剤が相次いで発٥され、それら治療薬を組ǈ合わせるƜとで

治療成ጚが᫠៫的にોծしています。࢘科では新ᙹ薬剤を᠆とし

た化学療法の治療৆ဦを実ោしています。またᐯܼ஛ఴ血࠴細胞

ᆆౡを取り入れたࢍ力な化学療法を計画的に実଀しています。

【悪性リンパ腫】
年᧓、最もٶくの患者さんが受診され、治療を受けておられま

す。ྵ その分᫏は約100ᆔ᫏にもおよƼ、さらに病७の進行、נ

により、患者さんへの治療方法もီなります。࢘科では、ʚ重特

ီ性৴体など新しい治療法をᆢಊ的に導入しています。また、

CA4�T療法も滋賀県内で՗一実଀ӧ能な଀設です。

診療内容
【造血幹細胞移植】

日本血液学˟ᛐ定研̲଀設、日本輸血・細胞治療学˟ᛐ定研̲

଀設であり、さらに日本ᭌ᭒Ȑンクを介した非血ጂ者᧓ᡯ血࠴細

胞ᆆౡがӧ能な日本ᡯ血・β၃細胞療法学˟ᛐ定のᆆౡᛐ定଀

設ならƼに੔取ᛐ定଀設です。1991年から2023年までのᆆౡ

総ૠは約445̊です。

病౐には高݅度無菌管理̾室5室をͳえており、今年度中に4

室のف室を計画しています。ᭌ᭒ᆆౡでは大᣽の৴がん剤と全៲

放射線ༀ射を行うƜとから、̩ Эは若年（50ബˌ下）でൔ᠋的状

७の良い患者さんが対ᝋとされてきました。しかし、ᡈ年はЭϼ

置を᠉ถしたࢍ度ถࢊЭϼ置を用いたᡯ血࠴細胞ᆆౡ（ᭌ᭒非ᄊ

ْ的ᡯ血࠴細胞ᆆౡなど）が導入され、ᆆౡ対ᝋ年ᱫも70ബЭ

後にまで引き上げられ、また合́症のためにࢼ来のᆆౡが受けら

れなかった方にも受けていただくƜとができるようになりました。

ᆆౡ療法は、ᆆౡするƜとが最ኳのǴールではなく、その後の

患者さんの経ᢅがとても大Џです。そのようなᎋえから、ᆆౡ後

10年20年経った患者さんについて定期的に外来で検診させてい

ただくと同଺に、同ᆔᡯ血細胞ᆆౡ後フǩローアッȗのための研

̲ฎǈの看護ࠖとともにᆆౡ後長期フǩローアッȗ外来を開設し

ています。また、ॸ性)V*&に対する体外フǩトフǧレーシǹ

（'C2）治療を滋賀県内で՗一実଀ӧ能な଀設になっています。

件 数疾 患 Ӹ 等

急性ᭌ᭒性ႉ血病

急性リンȑ性ႉ血病

ᭌ᭒ီ形成症ͅ፭

फ性リンȑ腫

発性ᭌ᭒腫ٶ

ॸ性ᭌ᭒性ႉ血病

ॸ性ᭌ᭒ف殖性疾患

ϐ生不良性ᝢ血

β၃性血小ெถݲ症

先ټ性血Ӑ病

診療実績（2024年度）

11

4

7

49

7

3

5

4

10

2

血液内科カンフǡレンǹ᫘୎

外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

2022年10உ、滋賀医科大学血液内科は新しく཯ᇌしたᜒࡈ

としてᛓ生しました。ᅶたちのビǸョン、すなわち目指すݩ来は

「一人一人の患者さんに݃り添う心を持ち、最新・最ᢘな治療法

を提供するƜとで、地域の全ての血液内科患者さんに、滋賀医科

大学で治療を受けて良かった、とᚕっていただける血液内科」で

す。

血液内科でৢう疾患は、腫瘍性疾患（ႉ血病、ᭌ᭒ီ形成症ͅ 

፭、फ性リンȑ腫、ٶ発性ᭌ᭒腫など）、非腫瘍性疾患（ϐ生不良

性ᝢ血、๋ 血性ᝢ血、β၃性血小ெถݲ症など）、遺伝性疾患

（ヘȢǰロビンီࠝ症、XQP 9KNNGDTCPF病、血Ӑ病など）、ज़௨

性疾患（伝௨性ҥ核ྶ症、後ټ性β၃不全症ͅ፭など）とޟٶに

わたります。

2025年4உྵנ、஭田ᛗ（血液内科教੉、輸血・細胞治療部

長）、Ҥ口ʶ （࣓輸血・細胞治療部病院ϱ教੉）、ޥ˱ᄶ˱ኔ（血

液内科学内ᜒࠖ）、෌ʟग़（血液内科я教）、ᙱ஭理ि（輸血・細

胞治療部特˓я教）、ᕲ؉ዩ（血液内科特˓я教）、൨ʟᚿᆞ

（血液内科病院я教）、口分田፦ډ（同）、ᑱ本࣋（血液内科医

員）、ᅦ൨ᛮ（同）、小ඡᅎ介（非ࠝ勤ᜒࠖ）、᧺部ԧ೔（非ࠝ勤

医ࠖ）の血液ݦᧉ医8Ӹをԃǉ医ࠖ12Ӹと、ɤිဌࠋ子ᡯ血細

胞ᆆౡǳーȇィネーǿー1Ӹを合わせた計13Ӹで、Ɯれら血液疾

患の診療に࢘たっています。

お׉りの症̊がご

ざいましたら、いつ

でもᢒॾなくご紹介

ください。

小川 惠美子
オǬワųǨȟǳ ϱ教੉

（保健管理センǿー） 呼吸器内科一般、C12&
日本内科学 （˟ᛐ定内科医・指導医）
日本呼吸器学 （˟呼吸器ݦᧉ医・呼吸器指導医）
日本医ࠖ （˟ᛐ定健ࡍǹポーȄ医・ᛐ定産ಅ医）

植木　康光
ǦǨǭųȤǹȟȄ

呼吸器内科一般非ࠝ勤医ࠖ

日本内科学 （˟内科ݦᧉ医）
日本呼吸器学˟
日本呼吸器内視鏡学˟
日本結核・非結核性৴ᣠ菌症学˟
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消化器内科

地域に対する取り組み、最近の話題など
近年、胆膵内視鏡分野の進歩がめざましく、当科でもEUSや

胆道鏡を用いた診療を積極的に実施しています。

EUS-HGS

特に、実施可能な施設が限られている超音波内視鏡下肝内胆

管胃吻合術（EUS-HGS）や重症膵炎の壊死性膵膿瘍に対する

超音波内視鏡下ドレナージ術も多数施行しております。

　また、当科では、長年腸内細菌の研究を行って参りましたが、

臨床応用としてClostridioidesdifficile関連腸炎に対する糞便

移植が先進医療として実施可能になっております。

Ȁンベル型大口径金属ステントを用いた
経胃的超音波内視鏡下膵膿瘍ドレナージ

外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

西田　淳史
ニシȀ　アツシ

内科学、消化器内科学

日本内科学会（総合内科専門医・指導医）
日本消化器病学会（専門医・指導医）
日本消化器内視鏡学会（専門医・指導医）
日本膵臓学会（指導医）
日本消化管学会（専門医・指導医）
日本肝臓学会（専門医）
日本がん治療認定医機構（がん治療認定医）

大野　将司
オオノ　マサシ 助教

消化器内科 病棟医長

消化器内科

胆膵疾患、肝疾患

日本内科学会（総合内科専門医）
日本消化器病学会（消化器病専門医・指導医）
日本消化器内視鏡学会（消化器内視鏡専門医・指導医）
日本消化管学会（専門医・指導医）

今井　隆行
イマイ　ǿカユキ 助教

消化器内科 病棟副医長
消化器内科 教育医長

消化器内科
日本内科学会（総合内科専門医）
日本消化器病学会（消化器病専門医・指導医）
日本消化器内視鏡学会（消化器内視鏡専門医）

松本　寛史
マツモト　ヒロシ 助教

（消化器内科）

内科学、消化器内科学、

がん化学療法

日本内科学会（総合内科専門医）
日本消化器病学会（消化器病専門医・指導医）
日本消化器内視鏡学会（消化器内視鏡専門医）
日本臨床腫瘍学会（がん薬物療法専門医）
日本がん治療認定医機構（がん治療認定医）

井上　博登
イノウエ　ヒロト 特任助教

（光学医療診療部）
消化器内科、がん化学療法

日本内科学会（総合内科専門医）
日本消化器病学会（消化器病専門医）
日本消化器内視鏡学会（消化器内視鏡専門医）
日本臨床腫瘍学会（がん薬物療法専門医）
日本がん治療認定医機構（がん治療認定医）

稲富　理
イナトミ　オサム

准教授

光学医療診療部 副部長

医師臨床教育センǿー 副センǿー長

消化器内科 副科長

消化器内科、胆膵疾患、

消化器内視鏡

日本内科学会（総合内科専門医・指導医）
日本消化器病学会（消化器病専門医・指導医）
日本消化器内視鏡学会（消化器内視鏡専門医・指導医）
日本臨床腫瘍学会（がん薬物療法指導医）
日本膵臓学会（指導医）
日本肝臓学会（専門医）

岩下　拓司
イワシǿ　ǿクジ 教授

光学医療診療部 部長

消化器内科 科長

消化器内科、消化器内視鏡、

胆膵疾患

日本内科学会（総合内科専門医・指導医）
日本消化器病学会（消化器病専門医・指導医）
日本消化器内視鏡学会（消化器内視鏡専門医・指導医）
日本胆道学会（指導医）
日本膵臓学会（指導医）

新谷　修平
シンǿニ　シュウヘイ 特任助教

消化器内科 外来医長

日本内科学会（総合内科専門医）
日本消化器病学会（消化器病専門医・指導医）
日本消化器内視鏡学会（消化器内視鏡専門医・指導医）
日本肝臓学会（肝臓専門医）
日本がん治療認定医機構（がん治療認定医）
日本超音波医学会（超音波専門医）
日本膵臓学会（指導医）

木村　英憲
キムラ　ヒデノリ 講師

（光学医療診療部）

日本内科学会（認定内科医）
日本消化器病学会（消化器病専門医）
日本消化器内視鏡学会（専門医）
日本がん治療認定医機構（がん治療認定医）

講師

消化器内科 医局長

診療科ウェブサイト

消化器内科　科長

岩下　拓司

概要・特色
年々増加の一途にあるIBDの難病診療連携拠点病院として、栄

養治療部・消化器外科等関連診療科と連携して「炎症性腸疾患

（IBD）センǿー」を設置しています。県内外から多くの症例を御紹

介いただき、滋賀県のIBD診療の拠点としての役割を果たすととも

に、その体制のさらなる充実を図っています。

消化管内視鏡診療については、年々件数が増加しており、現在年

間7,000件を超える内視鏡診療を行っており、特に、早期消化管が

んに対する内視鏡治療に積極的に取り組んでいます。

胆膵疾患に関しては超音波内視鏡検査（EUS）、超音波内視鏡

下穿刺吸引細胞診（EUS-FNA）、胆道鏡を用いた診断を積極的

に実施しています。特に、超音波内視鏡下肝内胆管胃吻合術

（EUS-HGS）や重症膵炎の壊死性膵膿瘍に対する超音波内視鏡

下ドレナージ術など、最新の高難度内視鏡治療について多数の施行

実績があります。

がん診療に関しては、当科では県内最多の４名のがん薬物療法

専門医が進行がん治療を最新のエビデンスに基づいて実践してい

ます。消化器外科、放射線科と連携し、化学療法のみではなく外科

手術や放射線治療を組み合わせた集学的治療を実施しています。

治療については、腫瘍センǿーと連携し外来化学療法室で行っ

ています。専門認定看護師、専門薬剤師とともに、がん患者さ

んの生活の質にも配慮した上で、適正で安全な治療を心掛けて

います。

【肝疾患】
院内外の患者さんやそのご家族の方々からの電話相談を受け

付けているほか、定期的に肝臓病教室を開催し、治療を含めた

情報提供を行っております。診療面では、C型肝炎に対するイ

ンǿーフェロンフリー治療や肝がんに対するラジオ波焼灼術、

化学塞栓療法、分子標的薬による治療、手術療法など、主に放

射線科や消化器外科、腫瘍センǿーとも連携して、患者さんそ

れぞれの状態に最適な治療を行っております。

診療内容
【炎症性腸疾患センター】

月曜から金曜までの午後にIBD外来を開設し、常に専門医が

紹介・セカンドオピニオンへの対応ができる体制を敷いていま

す。新規薬剤も積極的に紹介・導入しており、臨床治験にも積

極的に取り組んでいます。

【消化管内視鏡診療】
内視鏡的粘膜下層切開剥離術（ESD）を中心に早期消化管が

んに対する内視鏡治療を積極的に推進しております。また、

ESDに限らず、より低侵襲な消化管がん治療の実践と開発を目

指し、消化器外科・放射線部との集学的診療体制を構築してい

ます。

【バルーン小腸内視鏡】
小腸がんや小腸悪性リンパ腫などの早期診断だけでなく、ク

ローン病による小腸狭窄に対する内視鏡的バルーン拡張術など

治療内視鏡施行症例も多数実施しております。カプセル内視鏡

も施行可能で、出血性小腸病変に対する止血処置も行っており

ます。

【胆膵疾患の診断・治療】
超音波内視鏡検査（EUS）、超音波内視鏡下穿刺吸引細胞診

（EUS-FNA）、胆道鏡など最新の内視鏡機器を用いた診断を

積極的に実施しています。また、進行がんによる閉塞性黄疸に

対して超音波内視鏡下肝内胆管胃吻合術（EUS-HGS）や重症

膵炎の壊死性膵膿瘍に対する超音波内視鏡下ドレナージ術など、

最新の高難度内視鏡治療について多数の施行実績があります。

【消化器がん診療】
がん薬物療法専門医が主体となり、消化器外科、放射線科と

連携し集学的治療を実践しています。通院で行うことができる

特に紹介を受けたい疾患、症例

・炎症性腸疾患（潰瘍性大腸炎、クローン病）

・早期食道がん、早期胃がん、早期大腸がん

・消化器進行がん

・原因不明の消化管出血

・内視鏡治療が必要な膵臓がん、胆道がん

・膵がんリスクが特に高い方の精査（糖尿病増悪、膵がん家族

歴、慢性膵炎、背部痛など）

・肝疾患全般

主な検査・医療設備など

・上・下部消化管内視鏡

・超音波内視鏡（治療含む）

・胆道鏡

・バルーン小腸内視鏡

・カプセル小腸内視鏡

・バイポーラRFAシステム

診療実績（2024年度）

件数・数値等手術・検査・治療法等

上部消化管内視鏡検査

下部消化管内視鏡検査

胆膵内視鏡検査

小腸内視鏡検査

内視鏡的粘膜下層剥離術

内視鏡的粘膜切除術

3,960

2,179

690

253

71

349

消化器内科、消化管がん

消化器内科

がん化学療法
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消化器内科

地域に対する取り組み、最近の話題など
近年、胆膵内視鏡分野の進歩がめざましく、当科でもEUSや

胆道鏡を用いた診療を積極的に実施しています。

EUS-HGS

特に、実施可能な施設が限られている超音波内視鏡下肝内胆

管胃吻合術（EUS-HGS）や重症膵炎の壊死性膵膿瘍に対する

超音波内視鏡下ドレナージ術も多数施行しております。

　また、当科では、長年腸内細菌の研究を行って参りましたが、

臨床応用としてClostridioidesdifficile関連腸炎に対する糞便

移植が先進医療として実施可能になっております。

Ȁンベル型大口径金属ステントを用いた
経胃的超音波内視鏡下膵膿瘍ドレナージ

外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

西田　淳史
ニシȀ　アツシ

内科学、消化器内科学

日本内科学会（総合内科専門医・指導医）
日本消化器病学会（専門医・指導医）
日本消化器内視鏡学会（専門医・指導医）
日本膵臓学会（指導医）
日本消化管学会（専門医・指導医）
日本肝臓学会（専門医）
日本がん治療認定医機構（がん治療認定医）

大野　将司
オオノ　マサシ 助教

消化器内科 病棟医長
消化器内科

日本内科学会（総合内科専門医）
日本消化器病学会（消化器病専門医・指導医）
日本消化器内視鏡学会（消化器内視鏡専門医・指導医）
日本消化管学会（専門医・指導医）

今井　隆行
イマイ　ǿカユキ 助教

消化器内科 病棟副医長
消化器内科 教育医長

消化器内科
日本内科学会（総合内科専門医）
日本消化器病学会（消化器病専門医・指導医）
日本消化器内視鏡学会（消化器内視鏡専門医）

松本　寛史
マツモト　ヒロシ 助教

（消化器内科）

内科学、消化器内科学、

がん化学療法

日本内科学会（総合内科専門医）
日本消化器病学会（消化器病専門医・指導医）
日本消化器内視鏡学会（消化器内視鏡専門医）
日本臨床腫瘍学会（がん薬物療法専門医）
日本がん治療認定医機構（がん治療認定医）

井上　博登
イノウエ　ヒロト 特任助教

（光学医療診療部）
消化器内科、がん化学療法

日本内科学会（総合内科専門医）
日本消化器病学会（消化器病専門医）
日本消化器内視鏡学会（消化器内視鏡専門医）
日本臨床腫瘍学会（がん薬物療法専門医）
日本がん治療認定医機構（がん治療認定医）

稲富　理
イナトミ　オサム

准教授

光学医療診療部 副部長

医師臨床教育センǿー 副センǿー長

消化器内科 副科長

消化器内科、胆膵疾患、

消化器内視鏡

日本内科学会（総合内科専門医・指導医）
日本消化器病学会（消化器病専門医・指導医）
日本消化器内視鏡学会（消化器内視鏡専門医・指導医）
日本臨床腫瘍学会（がん薬物療法指導医）
日本膵臓学会（指導医）
日本肝臓学会（専門医）

岩下　拓司
イワシǿ　ǿクジ 教授

光学医療診療部 部長

消化器内科 科長

消化器内科、消化器内視鏡、

胆膵疾患

日本内科学会（総合内科専門医・指導医）
日本消化器病学会（消化器病専門医・指導医）
日本消化器内視鏡学会（消化器内視鏡専門医・指導医）
日本胆道学会（指導医）
日本膵臓学会（指導医）

新谷　修平
シンǿニ　シュウヘイ 特任助教

消化器内科 外来医長

日本内科学会（総合内科専門医）
日本消化器病学会（消化器病専門医・指導医）
日本消化器内視鏡学会（消化器内視鏡専門医・指導医）
日本肝臓学会（肝臓専門医）
日本がん治療認定医機構（がん治療認定医）
日本超音波医学会（超音波専門医）
日本膵臓学会（指導医）

木村　英憲
キムラ　ヒデノリ 講師

（光学医療診療部）

日本内科学会（認定内科医）
日本消化器病学会（消化器病専門医）
日本消化器内視鏡学会（専門医）
日本がん治療認定医機構（がん治療認定医）

講師

消化器内科 医局長

診療科ウェブサイト

消化器内科　科長

岩下　拓司

概要・特色
年々増加の一途にあるIBDの難病診療連携拠点病院として、栄

養治療部・消化器外科等関連診療科と連携して「炎症性腸疾患

（IBD）センǿー」を設置しています。県内外から多くの症例を御紹

介いただき、滋賀県のIBD診療の拠点としての役割を果たすととも

に、その体制のさらなる充実を図っています。

消化管内視鏡診療については、年々件数が増加しており、現在年

間7,000件を超える内視鏡診療を行っており、特に、早期消化管が

んに対する内視鏡治療に積極的に取り組んでいます。

胆膵疾患に関しては超音波内視鏡検査（EUS）、超音波内視鏡

下穿刺吸引細胞診（EUS-FNA）、胆道鏡を用いた診断を積極的

に実施しています。特に、超音波内視鏡下肝内胆管胃吻合術

（EUS-HGS）や重症膵炎の壊死性膵膿瘍に対する超音波内視鏡

下ドレナージ術など、最新の高難度内視鏡治療について多数の施行

実績があります。

がん診療に関しては、当科では県内最多の４名のがん薬物療法

専門医が進行がん治療を最新のエビデンスに基づいて実践してい

ます。消化器外科、放射線科と連携し、化学療法のみではなく外科

手術や放射線治療を組み合わせた集学的治療を実施しています。

治療については、腫瘍センǿーと連携し外来化学療法室で行っ

ています。専門認定看護師、専門薬剤師とともに、がん患者さ

んの生活の質にも配慮した上で、適正で安全な治療を心掛けて

います。

【肝疾患】
院内外の患者さんやそのご家族の方々からの電話相談を受け

付けているほか、定期的に肝臓病教室を開催し、治療を含めた

情報提供を行っております。診療面では、C型肝炎に対するイ

ンǿーフェロンフリー治療や肝がんに対するラジオ波焼灼術、

化学塞栓療法、分子標的薬による治療、手術療法など、主に放

射線科や消化器外科、腫瘍センǿーとも連携して、患者さんそ

れぞれの状態に最適な治療を行っております。

診療内容
【炎症性腸疾患センター】

月曜から金曜までの午後にIBD外来を開設し、常に専門医が

紹介・セカンドオピニオンへの対応ができる体制を敷いていま

す。新規薬剤も積極的に紹介・導入しており、臨床治験にも積

極的に取り組んでいます。

【消化管内視鏡診療】
内視鏡的粘膜下層切開剥離術（ESD）を中心に早期消化管が

んに対する内視鏡治療を積極的に推進しております。また、

ESDに限らず、より低侵襲な消化管がん治療の実践と開発を目

指し、消化器外科・放射線部との集学的診療体制を構築してい

ます。

【バルーン小腸内視鏡】
小腸がんや小腸悪性リンパ腫などの早期診断だけでなく、ク

ローン病による小腸狭窄に対する内視鏡的バルーン拡張術など

治療内視鏡施行症例も多数実施しております。カプセル内視鏡

も施行可能で、出血性小腸病変に対する止血処置も行っており

ます。

【胆膵疾患の診断・治療】
超音波内視鏡検査（EUS）、超音波内視鏡下穿刺吸引細胞診

（EUS-FNA）、胆道鏡など最新の内視鏡機器を用いた診断を

積極的に実施しています。また、進行がんによる閉塞性黄疸に

対して超音波内視鏡下肝内胆管胃吻合術（EUS-HGS）や重症

膵炎の壊死性膵膿瘍に対する超音波内視鏡下ドレナージ術など、

最新の高難度内視鏡治療について多数の施行実績があります。

【消化器がん診療】
がん薬物療法専門医が主体となり、消化器外科、放射線科と

連携し集学的治療を実践しています。通院で行うことができる

特に紹介を受けたい疾患、症例

・炎症性腸疾患（潰瘍性大腸炎、クローン病）

・早期食道がん、早期胃がん、早期大腸がん

・消化器進行がん

・原因不明の消化管出血

・内視鏡治療が必要な膵臓がん、胆道がん

・膵がんリスクが特に高い方の精査（糖尿病増悪、膵がん家族

歴、慢性膵炎、背部痛など）

・肝疾患全般

主な検査・医療設備など

・上・下部消化管内視鏡

・超音波内視鏡（治療含む）

・胆道鏡

・バルーン小腸内視鏡

・カプセル小腸内視鏡

・バイポーラRFAシステム

診療実績（2024年度）

件数・数値等手術・検査・治療法等

上部消化管内視鏡検査

下部消化管内視鏡検査

胆膵内視鏡検査

小腸内視鏡検査

内視鏡的粘膜下層剥離術

内視鏡的粘膜切除術

3,960

2,179

690

253

71

349

消化器内科、消化管がん

消化器内科

肝胆膵疾患
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呼吸器内科

横江　真弥
ȨǳǨųシンȤ

呼吸器内科一般非ࠝ勤医ࠖ
日本内科学 （˟内科ݦᧉ医）
日本呼吸器内視鏡学 （˟ൢ管支鏡ݦᧉ医）
日本呼吸器学 （˟呼吸器ݦᧉ医）

藤野　真由
フǸノųȞユ

呼吸器内科一般医員
日本内科学˟ 
日本呼吸器学˟

診療科ǦǧȖǵイト

概要・特色

血液内科ų科長

村 田  誠

【急性白血病】
医療の急速な進ഩにより、ႉ血病における遺伝子ီࠝのᚐௌが

進ǈ、それが予後予ยやᡯ血࠴細胞ᆆౡᢘࣖのӧԁにஊ用であ

るƜとがЙଢしつつあります。࢘科はଔくから,A.S)（日本成人

ႉ血病治療σ同研究ǰルーȗ）にӋьしており、ྵ 8
はVנ�21�お

よƼKPX
16�ᨗ性急性ᭌ᭒性ႉ血病に対するࣇ小സ存病٭を指೅

としたゲムȄǺȞȖ・オǾǬȞイシン́用ᇹʚ相臨床ᚾ᬴や急性

Эᭌ᭒ྶ性ႉ血病に対するʣȒᣠᲥレȁノインᣠ́用ᇹʚ相臨床

ᚾ᬴、急性リンȑ性ႉ血病に対するٶ剤́用ᇹɤ相臨床ᚾ᬴など

,A.S)の臨床研究にᆢಊ的にӋьしています。

【骨髄異形成症候群】
高ᱫ化にˤい、ᭌ᭒ီ形成症ͅ፭の患者さんがٶくなっていま

す。ᡯ血࠴細胞ᆆౡが治ၷを期待できる՗一の治療法であり、࢘

科ではᆢಊ的に実଀しています。一方、最ᡈでは遺伝子&NAのȡ

ȁル化を᧹害するƜとで進行を৮制するƜとが期待される治療

薬ᲴアǶシȁǸンのႇ場により、高リǹク፭の患者さんで生存期

᧓のࡨ長が、また低リǹク፭においても輸血回ૠのถݲなどのј

果がᛐめられています。アǶシȁǸンによる治療もᆢಊ的に行っ

ています。

【多発性骨髄腫】
̩、いᡯ血器फ性腫瘍でٶ発性ᭌ᭒腫も高ᱫ者にٶ Эはᄩᇌ

された治療法がありませんでしたが、ȗロテアǽーム᧹害剤（ボ

ルテǾȟȖなど）のЈྵˌ来、レȖȩȟド、Ȁȩǭȥーロなどの新

ᙹ薬剤が相次いで発٥され、それら治療薬を組ǈ合わせるƜとで

治療成ጚが᫠៫的にોծしています。࢘科では新ᙹ薬剤を᠆とし

た化学療法の治療৆ဦを実ោしています。またᐯܼ஛ఴ血࠴細胞

ᆆౡを取り入れたࢍ力な化学療法を計画的に実଀しています。

【悪性リンパ腫】
年᧓、最もٶくの患者さんが受診され、治療を受けておられま

す。ྵ その分᫏は約100ᆔ᫏にもおよƼ、さらに病७の進行、נ

により、患者さんへの治療方法もီなります。࢘科では、ʚ重特

ီ性৴体など新しい治療法をᆢಊ的に導入しています。また、

CA4�T療法も滋賀県内で՗一実଀ӧ能な଀設です。

診療内容
【造血幹細胞移植】

日本血液学˟ᛐ定研̲଀設、日本輸血・細胞治療学˟ᛐ定研̲

଀設であり、さらに日本ᭌ᭒Ȑンクを介した非血ጂ者᧓ᡯ血࠴細

胞ᆆౡがӧ能な日本ᡯ血・β၃細胞療法学˟ᛐ定のᆆౡᛐ定଀

設ならƼに੔取ᛐ定଀設です。1991年から2023年までのᆆౡ

総ૠは約445̊です。

病౐には高݅度無菌管理̾室5室をͳえており、今年度中に4

室のف室を計画しています。ᭌ᭒ᆆౡでは大᣽の৴がん剤と全៲

放射線ༀ射を行うƜとから、̩ Эは若年（50ബˌ下）でൔ᠋的状

७の良い患者さんが対ᝋとされてきました。しかし、ᡈ年はЭϼ

置を᠉ถしたࢍ度ถࢊЭϼ置を用いたᡯ血࠴細胞ᆆౡ（ᭌ᭒非ᄊ

ْ的ᡯ血࠴細胞ᆆౡなど）が導入され、ᆆౡ対ᝋ年ᱫも70ബЭ

後にまで引き上げられ、また合́症のためにࢼ来のᆆౡが受けら

れなかった方にも受けていただくƜとができるようになりました。

ᆆౡ療法は、ᆆౡするƜとが最ኳのǴールではなく、その後の

患者さんの経ᢅがとても大Џです。そのようなᎋえから、ᆆౡ後

10年20年経った患者さんについて定期的に外来で検診させてい

ただくと同଺に、同ᆔᡯ血細胞ᆆౡ後フǩローアッȗのための研

̲ฎǈの看護ࠖとともにᆆౡ後長期フǩローアッȗ外来を開設し

ています。また、ॸ性)V*&に対する体外フǩトフǧレーシǹ

（'C2）治療を滋賀県内で՗一実଀ӧ能な଀設になっています。

件 数疾 患 Ӹ 等

急性ᭌ᭒性ႉ血病

急性リンȑ性ႉ血病

ᭌ᭒ီ形成症ͅ፭

फ性リンȑ腫

発性ᭌ᭒腫ٶ

ॸ性ᭌ᭒性ႉ血病

ॸ性ᭌ᭒ف殖性疾患

ϐ生不良性ᝢ血

β၃性血小ெถݲ症

先ټ性血Ӑ病

診療実績（2024年度）

11

4

7

49

7

3

5

4

10

2

血液内科カンフǡレンǹ᫘୎

外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

2022年10உ、滋賀医科大学血液内科は新しく཯ᇌしたᜒࡈ

としてᛓ生しました。ᅶたちのビǸョン、すなわち目指すݩ来は

「一人一人の患者さんに݃り添う心を持ち、最新・最ᢘな治療法

を提供するƜとで、地域の全ての血液内科患者さんに、滋賀医科

大学で治療を受けて良かった、とᚕっていただける血液内科」で

す。

血液内科でৢう疾患は、腫瘍性疾患（ႉ血病、ᭌ᭒ီ形成症ͅ 

፭、फ性リンȑ腫、ٶ発性ᭌ᭒腫など）、非腫瘍性疾患（ϐ生不良

性ᝢ血、๋ 血性ᝢ血、β၃性血小ெถݲ症など）、遺伝性疾患

（ヘȢǰロビンီࠝ症、XQP 9KNNGDTCPF病、血Ӑ病など）、ज़௨

性疾患（伝௨性ҥ核ྶ症、後ټ性β၃不全症ͅ፭など）とޟٶに

わたります。

2025年4உྵנ、஭田ᛗ（血液内科教੉、輸血・細胞治療部

長）、Ҥ口ʶ （࣓輸血・細胞治療部病院ϱ教੉）、ޥ˱ᄶ˱ኔ（血

液内科学内ᜒࠖ）、෌ʟग़（血液内科я教）、ᙱ஭理ि（輸血・細

胞治療部特˓я教）、ᕲ؉ዩ（血液内科特˓я教）、൨ʟᚿᆞ

（血液内科病院я教）、口分田፦ډ（同）、ᑱ本࣋（血液内科医

員）、ᅦ൨ᛮ（同）、小ඡᅎ介（非ࠝ勤ᜒࠖ）、᧺部ԧ೔（非ࠝ勤

医ࠖ）の血液ݦᧉ医8Ӹをԃǉ医ࠖ12Ӹと、ɤිဌࠋ子ᡯ血細

胞ᆆౡǳーȇィネーǿー1Ӹを合わせた計13Ӹで、Ɯれら血液疾

患の診療に࢘たっています。

お׉りの症̊がご

ざいましたら、いつ

でもᢒॾなくご紹介

ください。

小川 惠美子
オǬワųǨȟǳ ϱ教੉

（保健管理センǿー） 呼吸器内科一般、C12&
日本内科学 （˟ᛐ定内科医・指導医）
日本呼吸器学 （˟呼吸器ݦᧉ医・呼吸器指導医）
日本医ࠖ （˟ᛐ定健ࡍǹポーȄ医・ᛐ定産ಅ医）

植木　康光
ǦǨǭųȤǹȟȄ

呼吸器内科一般非ࠝ勤医ࠖ

日本内科学 （˟内科ݦᧉ医）
日本呼吸器学˟
日本呼吸器内視鏡学˟
日本結核・非結核性৴ᣠ菌症学˟
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血液内科

外来担当医師紹介

地域に対する取り組み、最近の話題など

氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

藤城　綾
フǸシロųアȤ 血液内科 特˓я教

血液内科 教育医長

内科学、血液内科学、

HIV/AIDS

日本内科学 （˟ᛐ定内科医・総合内科ݦᧉ医）
日本血液学 （˟血液ݦᧉ医・指導医）
日本ᡯ血・β၃細胞療法学 （˟ᡯ血細胞ᆆౡᛐ定医）

岩佐 磨佐紀
イワǵųȞǵǭ 血液内科 学内ᜒࠖ

血液内科 病౐医長

内科学、血液内科学、血ఀ・

ഥ血�&IC

日本内科学 （˟ᛐ定内科医・総合内科ݦᧉ医）
日本血液学 （˟血液ݦᧉ医）

浅井　愛
アǵイųアイ

血液内科 я教 血液内科学
日本内科学 （˟ᛐ定内科医・総合内科ݦᧉ医）
日本血液学 （˟血液ݦᧉ医）
日本ᡯ血・β၃細胞療法学 （˟ᡯ血細胞ᆆౡᛐ定医）

永井　詩穂
ȊǬイųシț

血液内科 病院я教 血液内科学
日本内科学 （˟ᛐ定内科医）
日本血液学 （˟血液ݦᧉ医）

特に紹介を受けたい疾患、症例

外来௒をݲしƣつفやすƜとで、地域の先生方からのご紹介

症̊を速やかに受け入れるように努めてきました。また2022

年から血液内科外来の診察室を新たにᆆ᠃・ف設し、よりٶく

の患者さんをご紹介いただけるようになりました。

本院は*IV・ǨイǺ症̊についても中核拠点病院として診療

にあたっています。そして県内の各医療機関のȡȇィカルǹ

ǿッフの方々、一般ࠊൟの方々へのգ発ᢃ動も行っています。

西村　理惠
ニシムȩųリǨ 輸血・細胞治療部 特˓я教

血液内科 外来医長
内科学、血液内科学、輸血

日本内科学 （˟総合内科ݦᧉ医・指導医）
日本血液学 （˟血液ݦᧉ医・指導医）
日本がん治療ᛐ定医機構（がん治療ᛐ定医）

村田　誠
ムȩǿųȞǳト

血液内科 教੉

輸血・細胞治療部 部長

無菌治療部 部長

血液内科 診療科長

内科学、血液内科学、輸血、

ᡯ血細胞ᆆౡ

日本内科学 （˟ᛐ定内科医・指導医）
日本血液学 （˟血液ݦᧉ医・指導医）
日本ᡯ血・β၃細胞療法学 （˟ᡯ血細胞ᆆౡᛐ定医）
日本輸血・細胞治療学 （˟ᛐ定医・細胞治療ᛐ定管理ࠖ）
日本医ࠖ （˟ᛐ定産ಅ医）

南口　仁志
ȟȊȟǰȁųȒトシ

輸血・細胞治療部 病院ϱ教੉

輸血・細胞治療部 и部長

無菌治療部 и部長

血液内科 医ޅ長

内科学、血液内科学、輸血、

ᡯ血細胞ᆆౡ、*IVᲩAI&S

日本内科学 （˟総合内科ݦᧉ医・指導医）
日本血液学 （˟血液ݦᧉ医・指導医）
日本輸血・細胞治療学 （˟ᛐ定医・細胞治療ᛐ定管理ࠖ）
日本ᡯ血・β၃細胞療法学 （˟ᡯ血細胞ᆆౡᛐ定医）
日本ǨイǺ学 （˟ᛐ定医）
日本血ఀഥ血学 （˟ᛐ定医）

小泉　祐介
ǳイǺȟųユǦǹケ

非ࠝ勤ᜒࠖ（診療）
消化器内科、ज़௨症、

HIV/AIDS

日本内科学 （˟総合内科ݦᧉ医）
日本ज़௨症学 （˟ज़௨症指導医）
日本消化器病学 （˟消化器病ݦᧉ医）
日本消化器内視鏡学 （˟消化器内視鏡ݦᧉ医）
日本化学療法学 （˟৴菌化学療法指導医）
日本がん治療ᛐ定医機構（がん治療ᛐ定医）

合計2018ˌЭ

非血ጂ者᧓

血ጂ者᧓

ᭌ᭒ᆆౡ

（うちࢍ度ถࢊЭϼ置）

஛ఴ血࠴細胞ᆆౡ

（うちࢍ度ถࢊЭϼ置）

ᐣ࠘血ᆆౡ

（うちࢍ度ถࢊЭϼ置）

ᭌ᭒ᆆౡ

（うちࢍ度ถࢊЭϼ置）

஛ఴ血࠴細胞ᆆౡ

（うちࢍ度ถࢊЭϼ置）

ᐯܼ஛ఴ血࠴細胞ᆆౡ

年᧓総ᆆౡˑૠ

302

128

（54）

29

（13）

30

（15）

55

（15）

60

（27）

128

430

223

105

（44）

4

（3）

14

（10）

51

（15）

49

（24）

99

322

同ᆔᆆౡ
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4
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3
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4
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6
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6
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2
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0
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4
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4
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5
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5
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ᆢಊ的にᡯ血࠴細胞ᆆౡを実଀しております。非血ጂ者᧓ᭌ᭒

ᆆౡ、஛ఴ血࠴細胞ᆆౡ、ᐣ࠘血ᆆౡ、さらには*.AҞ合ᐲ血ጂ

者᧓ᡯ血࠴細胞ᆆౡをࠎஓされる患者さんがおられましたら、是

非ご紹介ください。また、࢘科では滋賀県内で՗一、ॸ性)V*&に

対する体外フǩトフǧレーシǹ（'C2）が実଀ӧ能です。

化学療法で治ၷが期待できるV（8�21）およƼKPX（16）ᨗ 性急

性ᭌ᭒性ႉ血病、急性Эᭌ᭒ྶ性ႉ血病や急

性リンȑ性ႉ血病症̊についても、臨床研究

を進めています。

さらにफ性リンȑ腫に対するCA4�T療法

も滋賀県内で՗一実଀ӧ能です。どうƧご相

談ください。

診療科ǦǧȖǵイト

概要・特色

腎臓内科ų科長

久米　真司

では約35ɢ人ᡈくの患者さんが、ॸ性ᡢௌ療׎঻が、נྵ

法を受けられています。腎臓の病ൢは、症状がʅしいため、健

診で血尿やᖨႉ尿などの尿所ᙸီࠝや᠉度の腎機能低下

（G)F460ச฼）を指ઇされても、「症状が無いから、どうも

ないから」と放置されてしまい、ൢ˄いた଺には஛期腎不全に

なっておられる患者さんがݲなくありません。また、最ᡈで

は、腎໒ˌ外に、高血ן、糖尿病、Ꮔ฼などの生活፼ॹ病を原

、科では࢘。えてきていますفとして஛期腎不全にᐱる方が׆

腎໒などのᲫ次性腎疾患、腎ᨦ害をˤう膠原病、ᩓᚐ質ီࠝだ

けではなく、生活፼ॹ病の治療をԃめ腎臓に関連したࠢ広い疾

患の診療・治療に取り組んでいます。

特に、ᡢௌ患者さんの原׆疾患のᇹ一ˮである糖尿病性腎臓

病の研究・診療では、全׎的に高いᚸ̖を受けています。࢘科

の特色は、ҥに腎臓病に対する治療だけではなく、同଺に糖尿

病治療もݦᧉ的に診療を行っている全׎的にもૠݲない大学病

院の腎臓内科であるƜとです。そのため、腎臓だけを治療する

のではなく、ᢘЏな血糖管理、全៲の動脈ᄒ化病٭などの合́

症ᚸ̖を行い、糖尿病患者さんの予後ોծを目指した診療に取

り組んでいます。最ᡈでは、ٶくの糖尿病治療薬が利用できる

ようになり、糖尿病治療成ጚが向上してきています。ただ、腎

機能が低下してきますと、薬剤調整が࣏要となり、̅用ᅠ࣐と

なる薬剤もݲなくありません。そのため、腎症の病期にࣖơた

ᢘЏな薬剤ᢠ৸を行い、血糖・血ן・Ꮲ質ီࠝなどのリǹク׆

子をѼਙ的に管理する集学的治療を実ោしています。

その他、膠原病に合́した腎ᨦ害などに対するβ၃৮制治療

などをᆢಊ的に行っています。また、カリǦム、ȊトリǦム、

カルシǦムなどのᩓᚐ質ီࠝの原׆検ኧと治療にも取り組んで

います。

診療内容
急性腎ᨦ害などの急性腎疾患、血尿やᖨႉ尿などの尿所ᙸီ

ࠝ、ॸ性ነྶ体腎໒やネフローǼ症ͅ፭などのॸ性腎疾患から

஛期腎不全にᐱるまで、膠原病、ᩓᚐ質ီࠝ、生活፼ॹ病をԃ

めた腎疾患全てを対ᝋにしたݦᧉ外来をஉ୴日から᣿୴日まで

൑日行っています。୴日による対ᝋ疾患の取りৢいにᢌいはご

ざいませんが、ᐃᐏᡢௌݦᧉ外来のǈ、൑ᡵங୴日に行ってい

ます。

஛期腎不全に対してはᢘЏな଺期に腎ˊஆ療法（血液ᡢௌ、

ᐃᐏᡢௌ、腎ᆆౡの導入を行うとともに、ॸ性ᡢௌ療法による

血管合́症の検査・治療を行い、予後のોծに努めています。

滋賀医科大学では、手術あるいは˴らかの治療を目的として

入院されている患者さんのᡢௌ療法を腎臓内科と血液浄化部が

協力して行っています。そのため、ᐃᐏᡢௌˌ外の維持血液ᡢ

ௌは行っていません。

ˑૠ・ૠ͌等手術・検査・治療法等

診療実績（2024年度）

特に紹介を受けたい疾患、症例
１）CKD教育入院

ॸ性腎臓病（C-&）治療の基本として、᫢ʙ療法が重要で

す。しかしながら、᫢ʙ療法を実ោするための診療଺᧓がឱり

ない、ݦᧉの管理栄養ٟが勤務していないなどの理ဌで、᫢ʙ

指導をԃǉ生活指導が難しいとज़ơられておられる先生方もݲ

なくないのではないかと࣬います。そのため、࢘科では、患者

さんに腎臓病についてのദしいჷᜤと᫢ʙ療法などの生活指導

を学んでいただくためにC-&教育入院を行っています。入院

期᧓はᲫᡵ᧓ǳーǹとᲬᡵ᧓ǳーǹ（推ڜ）を設定していま

す。また、Ɯの教育入院では、腎臓に関する学፼・検査のǈだ

けではなく、心機能ᚸ̖、動脈ᄒ化のஊ無などもᚸ̖します。

そして、̾々の患者さんの病७や生活Ꮡ୎などにࣖơたᢘЏな

治療法をᢠ৸するために、ٶ職ᆔによるカンフǡレンǹを行い

治療方針を検᚛します。C-&の重症化を予᧸するためには、

病初期からのᢘЏな生活指導が重要です。腎臓に関するദしい

ჷᜤと生活፼ॹを፼ࢽいただくためにC-&教育入院を御利用

ください。

２）多発性嚢胞腎（ADPKD）
ᡈ年、ٶ発性ֳ胞腎の新しい治療薬が開発されています。ٶ

発性ֳ胞腎は遺伝性疾患でありますが、患者さんがごܼଈに病

ൢについてദしく伝えていないƜとがあり、ごᐯ分がٶ発性ֳ

胞腎を発症するӧ能性があるƜとをご存ơない方や病ൢについ

て᠉くᎋえておられる方がݲなくありません。また、新たな治

療薬が利用ӧ能になっているƜとをご存ơない方もٶいため、

せっかくの治療機˟をڂっているƜとがݲなくありません。Ɯ

の治療薬の஌薬開始には、一定のவˑがありますが、健診等で

ɲ腎にのう胞がᙐૠᙸつかった場合、あるいはଏにٶ発性ֳ胞

腎と診断されているものの新たな治療薬の存נをご存ơでない

患者さんがいらっしǌいましたら、ଔ期診断・治療のために

も、ƥƻご紹介ください。

３）腎移植
泌尿器科と協力し、腎ᆆౡを行っています。腎ᆆౡをࠎஓさ

れる患者さんがいらっしǌいましたらƥƻご紹介ください。

C-&地域連携ȑǹ実଀ૠ（新ᙹ）

外来維持ᐃᐏᡢௌ患者ૠ（新ᙹ導入）

新ᙹ血液ᡢௌ導入患者ૠ

血液ᡢௌフǩローアッȗ入院ˑૠ

腎生検実଀ˑૠ

C-&教育入院（ȑǹ）ˑ ૠ

糖尿病性腎症検査入院ˑૠ

FCDT[病ᣞእᙀ充療法患者ૠ

発性ֳ胞腎・トルȐȗǿン療法患者ૠٶ

201（93）

15（5）

18

37

35

39

9

1

18
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診療科ǦǧȖǵイト

概要・特色

糖尿病内分泌内科ų科長

久米　真司

診療内容
糖尿病合́症やଔ期動脈ᄒ化症のᚸ̖と予᧸に力を入れてい

ます。ឱ病٭のᚸ̖とケアを行うフットケア外来も行っていま

す。フットケア外来では、ݦᧉ看護ࠖ、࢘科医ࠖ、皮膚科医ࠖ

とȁーム医療を行っています。糖尿病性腎症重症化予᧸対ሊと

して、医ࠖ、看護ࠖ、管理栄養ٟが同日に集中的に指導を行う

ᡢௌ導入予᧸指導を行っています。

入院では、重症糖尿病患者さんの血糖管理とともに心血管、

脳血管、஛ఴ循環ᨦ害の精݅検査を行い、血管合́症の集学的

管理を行っています。地域から治療に難ฑする糖尿病患者さん

をお引き受けし、病७をݦᧉ的にᚸ̖し、治療方法などを提案

し、結果報告をさせていただいています。また、周術期の血糖

管理をᆢಊ的に行っております。

血糖ǳントロール׉難なᲫ׹糖尿病では、インǹリンポンȗ

や、持続ǰルǳーǹȢニǿーを組ǈ合わせたSA2療法をᆢಊ的

に行っています。

内分泌ˊᜓ性疾患としては、ဍ状腺疾患、内分泌性高血ן症

（原発性アルドǹテロン症など）、下׶体疾患、и腎疾患、Ꮔ

฼症、高血ן症、高尿ᣠ血症などの診療を行っています。

内科的に治療׉難な高度Ꮔ฼症患者に対し、ǹリーȖ状ᏎЏ

ᨊ術を行っています。消化器外科、栄養治療部、精神科、麻酔

科からなるถ᣽ȁームでᢘࣖをᙸಊめ、良ڤな成ጚをࢽていま

す。（日本Ꮔ฼症治療学˟手術ᛐ定଀設）

その他、生活፼ॹ病センǿー外来では、生活፼ॹ介入外来な

どのݦᧉ外来で᫢ʙやᢃ動など生活፼ॹોծのφ体的方法の指

導を行っています。

・ǳントロール׉難な糖尿病患者の管理

ų（インǹリンポンȗԃǉ）

・糖尿病の合́症精査

・持続ǰルǳーǹȢニǿー（C)MᲩ᧓എǹǭャンC)M）を用

いた血糖管理

・内分泌疾患の診断、治療

・Ꮔ฼症診療（外科治療ԃǉ）

人ૠ・ˑૠ等入院した患者ૠ

治療・教育・合́症精査で入院した糖尿病

ȐセドǦ眼症ǹテロイドȑルǹ療法

原発性アルドǹテロン症をԃǉи腎疾患

下׶体疾患

高度Ꮔ฼症

診療実績（2024年度）

169Ӹ

6Ӹ

19Ӹ

10Ӹ

8Ӹ

人ૠ・ˑૠ等通院中の外来患者ૠ

Ძ׹糖尿病インǹリンポンȗ療法

Წ׹糖尿病

糖尿病ᡢௌ予᧸指導

フットケア

29Ӹ

1�661Ӹ

126ˑ

501ˑ

人ૠ・ˑૠ等新たに紹介をうけた患者ૠ

妊۔糖尿病Ჩ糖尿病合́妊۔

ဍ状腺疾患

75Ӹ

187Ӹ

ȩイフǹǿイルの഑቟化や高ᱫ化にˤい、

糖尿病をはơめとする生活፼ॹ病が急فし、

動脈ᄒ化性疾患の発症を予᧸するƜとが重要

なᛢ᫆です。

科は、「生活፼ॹ病センǿー」のᲫ部ᧉ࢘

として、糖尿病、Ꮲ質ီࠝ症、高血ן、Ꮔ฼

症の患者さんを診療し、心ሂయص、脳血管ᨦ

害、஛ఴ循環ᨦ害などの動脈ᄒ化性疾患の発

症予᧸およƼ糖尿病ዡᐏ症や糖尿病性腎症な

どの糖尿病性合́症の予᧸のための診療を行っています。

特に、糖尿病᪸域では、新しい治療薬やȇȐイǹの発展がめ

ざましく、ᆢಊ的にそれらを導入し、最先ᇢの治療を行ってい

ます。また、県内最大ૠのݦᧉ医を擁する日本内分泌学˟ᛐ定

教育଀設として、ݦᧉ的な診療を行っています。

特に紹介を受けたい疾患、症例
ỉ血糖ǳントロールに難ฑする糖尿病

ỉ発症᧓もない糖尿病教育を࣏要とする症̊

ỉインǹリン導入の࣏要な糖尿病症̊

ỉ糖尿病性腎症を合́する症̊

ỉឱ病٭の精査が࣏要な症̊

ỉ糖尿病を合́した妊۔症̊

ỉ内分泌疾患全般（すǂての内分泌疾患に対ࣖします）

ỉဍ状腺眼症の症̊

ỉ内科でǳントロール׉難な高度Ꮔ฼症̊

主な検査・医療設備など
・糖尿病合́症精査

・糖尿病の病७ᚐௌųインǹリン分泌能・インǹリン৽৴性の

ย定

・インǹリンポンȗ法、持続ǰルǳーǹȢニǿー（C)MᲩ᧓

എǹǭャンC)M）

・各ᆔ内分泌᝟ᒵᚾ᬴

・原発性アルドǹテロン症に対するи腎᩺脈ǵンȗリンǰ

（25̊ᲩᲯ年᧓）

糖尿病内分泌内科

外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

鍬田　菜摘
クワǿųȊȄȟ

特˓я教 糖尿病、内分泌疾患

小杉　和希
ǳǹギųカǺǭ

医員（病院я教） 糖尿病、内分泌疾患

美好　舞
ȟȨシųȞイ

医員（ݦૌ医） 糖尿病、内分泌疾患

西村　公宏
ニシムȩųǭȟȒロ

я教 糖尿病、内分泌疾患

日本内科学 （˟ᛐ定内科医・総合内科ݦᧉ医・指導医）

日本糖尿病学 （˟糖尿病ݦᧉ医・研̲指導医）

日本内分泌学 （˟内分泌ˊᜓ科ݦᧉ医・指導医）

内分泌ˊ ・ᜓ糖尿病内科᪸域 ݦᧉ研̲指導医

川原　良介
カワハȩ リョǦǹケ

非ࠝ勤医ࠖ 糖尿病、内分泌疾患

日本内科学 （˟ᛐ定内科医）

日本糖尿病学 （˟糖尿病ݦᧉ医）

日本内分泌学 （˟内分泌ˊᜓ科ݦᧉ医）

日本ݦᧉ医機構（内科ݦᧉ医）

日本糖尿病学 （˟糖尿病ݦᧉ医）

内分泌ˊ ・ᜓ糖尿病内科᪸域 ݦᧉ医

日本ݦᧉ医機構（内科ݦᧉ医）

楠井 進之介
クǹイųシンノǹケ

非ࠝ勤医ࠖ 糖尿病、内分泌疾患
日本内科学 （˟ᛐ定内科医）

日本糖尿病学 （˟糖尿病ݦᧉ医）

菅原 礼知安
ǹǬワȩųルȁア

非ࠝ勤医ࠖ 糖尿病、内分泌疾患 日本内科学 （˟ᛐ定内科医）

鈴江　隆志
ǹǺǨų ǿカシ

非ࠝ勤医ࠖ 糖尿病、内分泌疾患 日本ݦᧉ医機構（内科ݦᧉ医）

井田　昌吾
イȀųショǦǴ

я教 糖尿病、内分泌疾患

日本内科学 （˟ᛐ定内科医・総合内科ݦᧉ医・指導医）

日本糖尿病学 （˟糖尿病ݦᧉ医・研̲指導医）

日本内分泌学 （˟内分泌ˊᜓ科ݦᧉ医）

村田 幸一郎
ムȩǿ ǳǦイȁロǦ

特˓ᜒࠖ 糖尿病、内分泌疾患

日本内科学 （˟ᛐ定内科医・総合内科ݦᧉ医・指導医）

日本糖尿病学 （˟糖尿病ݦᧉ医・研̲指導医）

日本内分泌学 （˟内分泌ˊᜓ科ݦᧉ医・指導医）

内分泌ˊ ・ᜓ糖尿病内科᪸域 ݦᧉ研̲指導医

大橋　夏子
オオハシųȊȄǳ

ᜒࠖ（学内） 糖尿病、内分泌疾患、Ꮔ฼

日本内科学 （˟ᛐ定内科医・総合内科ݦᧉ医・指導医）

日本糖尿病学 （˟糖尿病ݦᧉ医）

日本内分泌学 （˟内分泌ˊᜓ科ݦᧉ医）

日本Ꮔ฼学 （˟Ꮔ฼ݦᧉ医）

内分泌ˊ ・ᜓ糖尿病内科᪸域 ݦᧉ研̲指導医

宮澤 伊都子
ȟȤǶワųイȄǳ

特˓ϱ教੉ 糖尿病、内分泌疾患

日本内科学 （˟ᛐ定内科医、総合内科ݦᧉ医・指導医）

日本糖尿病学 （˟糖尿病ݦᧉ医）

日本内分泌学 （˟内分泌ˊᜓ科ݦᧉ医）

内分泌ˊ ・ᜓ糖尿病内科᪸域 ݦᧉ研̲指導医

日本ᡢௌ医学 （ᧉ医ݦ˟）

糖尿病᪸域では、経口薬やインǹリンᙌ剤、).2�1ᙌ剤な

ど、新しい治療薬が次々に発٥されており、患者の予後や合́

症৮制ј果についての新しいǨビȇンǹが発表されています。

̾々の患者さんの病७に合わせて、Ǩビȇンǹに基Ʈいた最

新かつ最ᢘな治療を行っています。

地域に対する取り組み、最近の話題など
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診療科ǦǧȖǵイト

概要・特色

糖尿病内分泌内科ų科長

久米　真司

診療内容
糖尿病合́症やଔ期動脈ᄒ化症のᚸ̖と予᧸に力を入れてい

ます。ឱ病٭のᚸ̖とケアを行うフットケア外来も行っていま

す。フットケア外来では、ݦᧉ看護ࠖ、࢘科医ࠖ、皮膚科医ࠖ

とȁーム医療を行っています。糖尿病性腎症重症化予᧸対ሊと

して、医ࠖ、看護ࠖ、管理栄養ٟが同日に集中的に指導を行う

ᡢௌ導入予᧸指導を行っています。

入院では、重症糖尿病患者さんの血糖管理とともに心血管、

脳血管、஛ఴ循環ᨦ害の精݅検査を行い、血管合́症の集学的

管理を行っています。地域から治療に難ฑする糖尿病患者さん

をお引き受けし、病७をݦᧉ的にᚸ̖し、治療方法などを提案

し、結果報告をさせていただいています。また、周術期の血糖

管理をᆢಊ的に行っております。

血糖ǳントロール׉難なᲫ׹糖尿病では、インǹリンポンȗ

や、持続ǰルǳーǹȢニǿーを組ǈ合わせたSA2療法をᆢಊ的

に行っています。

内分泌ˊᜓ性疾患としては、ဍ状腺疾患、内分泌性高血ן症

（原発性アルドǹテロン症など）、下׶体疾患、и腎疾患、Ꮔ

฼症、高血ן症、高尿ᣠ血症などの診療を行っています。

内科的に治療׉難な高度Ꮔ฼症患者に対し、ǹリーȖ状ᏎЏ

ᨊ術を行っています。消化器外科、栄養治療部、精神科、麻酔

科からなるถ᣽ȁームでᢘࣖをᙸಊめ、良ڤな成ጚをࢽていま

す。（日本Ꮔ฼症治療学˟手術ᛐ定଀設）

その他、生活፼ॹ病センǿー外来では、生活፼ॹ介入外来な

どのݦᧉ外来で᫢ʙやᢃ動など生活፼ॹોծのφ体的方法の指

導を行っています。

・ǳントロール׉難な糖尿病患者の管理

ų（インǹリンポンȗԃǉ）

・糖尿病の合́症精査

・持続ǰルǳーǹȢニǿー（C)MᲩ᧓എǹǭャンC)M）を用

いた血糖管理

・内分泌疾患の診断、治療

・Ꮔ฼症診療（外科治療ԃǉ）

人ૠ・ˑૠ等入院した患者ૠ

治療・教育・合́症精査で入院した糖尿病

ȐセドǦ眼症ǹテロイドȑルǹ療法

原発性アルドǹテロン症をԃǉи腎疾患

下׶体疾患

高度Ꮔ฼症

診療実績（2024年度）

169Ӹ

6Ӹ

19Ӹ

10Ӹ

8Ӹ

人ૠ・ˑૠ等通院中の外来患者ૠ

Ძ׹糖尿病インǹリンポンȗ療法

Წ׹糖尿病

糖尿病ᡢௌ予᧸指導

フットケア

29Ӹ

1�661Ӹ

126ˑ

501ˑ

人ૠ・ˑૠ等新たに紹介をうけた患者ૠ

妊۔糖尿病Ჩ糖尿病合́妊۔

ဍ状腺疾患

75Ӹ

187Ӹ

ȩイフǹǿイルの഑቟化や高ᱫ化にˤい、

糖尿病をはơめとする生活፼ॹ病が急فし、

動脈ᄒ化性疾患の発症を予᧸するƜとが重要

なᛢ᫆です。

科は、「生活፼ॹ病センǿー」のᲫ部ᧉ࢘

として、糖尿病、Ꮲ質ီࠝ症、高血ן、Ꮔ฼

症の患者さんを診療し、心ሂయص、脳血管ᨦ

害、஛ఴ循環ᨦ害などの動脈ᄒ化性疾患の発

症予᧸およƼ糖尿病ዡᐏ症や糖尿病性腎症な

どの糖尿病性合́症の予᧸のための診療を行っています。

特に、糖尿病᪸域では、新しい治療薬やȇȐイǹの発展がめ

ざましく、ᆢಊ的にそれらを導入し、最先ᇢの治療を行ってい

ます。また、県内最大ૠのݦᧉ医を擁する日本内分泌学˟ᛐ定

教育଀設として、ݦᧉ的な診療を行っています。

特に紹介を受けたい疾患、症例
ỉ血糖ǳントロールに難ฑする糖尿病

ỉ発症᧓もない糖尿病教育を࣏要とする症̊

ỉインǹリン導入の࣏要な糖尿病症̊

ỉ糖尿病性腎症を合́する症̊

ỉឱ病٭の精査が࣏要な症̊

ỉ糖尿病を合́した妊۔症̊

ỉ内分泌疾患全般（すǂての内分泌疾患に対ࣖします）

ỉဍ状腺眼症の症̊

ỉ内科でǳントロール׉難な高度Ꮔ฼症̊

主な検査・医療設備など
・糖尿病合́症精査

・糖尿病の病७ᚐௌųインǹリン分泌能・インǹリン৽৴性の

ย定

・インǹリンポンȗ法、持続ǰルǳーǹȢニǿー（C)MᲩ᧓

എǹǭャンC)M）

・各ᆔ内分泌᝟ᒵᚾ᬴

・原発性アルドǹテロン症に対するи腎᩺脈ǵンȗリンǰ

（25̊ᲩᲯ年᧓）

糖尿病内分泌内科

外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

鍬田　菜摘
クワǿųȊȄȟ

特˓я教 糖尿病、内分泌疾患

小杉　和希
ǳǹギųカǺǭ

医員（病院я教） 糖尿病、内分泌疾患

美好　舞
ȟȨシųȞイ

医員（ݦૌ医） 糖尿病、内分泌疾患

西村　公宏
ニシムȩųǭȟȒロ

я教 糖尿病、内分泌疾患

日本内科学 （˟ᛐ定内科医・総合内科ݦᧉ医・指導医）

日本糖尿病学 （˟糖尿病ݦᧉ医・研̲指導医）

日本内分泌学 （˟内分泌ˊᜓ科ݦᧉ医・指導医）

内分泌ˊ ・ᜓ糖尿病内科᪸域 ݦᧉ研̲指導医

川原　良介
カワハȩ リョǦǹケ

非ࠝ勤医ࠖ 糖尿病、内分泌疾患

日本内科学 （˟ᛐ定内科医）

日本糖尿病学 （˟糖尿病ݦᧉ医）

日本内分泌学 （˟内分泌ˊᜓ科ݦᧉ医）

日本ݦᧉ医機構（内科ݦᧉ医）

日本糖尿病学 （˟糖尿病ݦᧉ医）

内分泌ˊ ・ᜓ糖尿病内科᪸域 ݦᧉ医

日本ݦᧉ医機構（内科ݦᧉ医）

楠井 進之介
クǹイųシンノǹケ

非ࠝ勤医ࠖ 糖尿病、内分泌疾患
日本内科学 （˟ᛐ定内科医）

日本糖尿病学 （˟糖尿病ݦᧉ医）

菅原 礼知安
ǹǬワȩųルȁア

非ࠝ勤医ࠖ 糖尿病、内分泌疾患 日本内科学 （˟ᛐ定内科医）

鈴江　隆志
ǹǺǨų ǿカシ

非ࠝ勤医ࠖ 糖尿病、内分泌疾患 日本ݦᧉ医機構（内科ݦᧉ医）

井田　昌吾
イȀųショǦǴ

я教 糖尿病、内分泌疾患

日本内科学 （˟ᛐ定内科医・総合内科ݦᧉ医・指導医）

日本糖尿病学 （˟糖尿病ݦᧉ医・研̲指導医）

日本内分泌学 （˟内分泌ˊᜓ科ݦᧉ医）

村田 幸一郎
ムȩǿ ǳǦイȁロǦ

特˓ᜒࠖ 糖尿病、内分泌疾患

日本内科学 （˟ᛐ定内科医・総合内科ݦᧉ医・指導医）

日本糖尿病学 （˟糖尿病ݦᧉ医・研̲指導医）

日本内分泌学 （˟内分泌ˊᜓ科ݦᧉ医・指導医）

内分泌ˊ ・ᜓ糖尿病内科᪸域 ݦᧉ研̲指導医

大橋　夏子
オオハシųȊȄǳ

ᜒࠖ（学内） 糖尿病、内分泌疾患、Ꮔ฼

日本内科学 （˟ᛐ定内科医・総合内科ݦᧉ医・指導医）

日本糖尿病学 （˟糖尿病ݦᧉ医）

日本内分泌学 （˟内分泌ˊᜓ科ݦᧉ医）

日本Ꮔ฼学 （˟Ꮔ฼ݦᧉ医）

内分泌ˊ ・ᜓ糖尿病内科᪸域 ݦᧉ研̲指導医

宮澤 伊都子
ȟȤǶワųイȄǳ

特˓ϱ教੉ 糖尿病、内分泌疾患

日本内科学 （˟ᛐ定内科医、総合内科ݦᧉ医・指導医）

日本糖尿病学 （˟糖尿病ݦᧉ医）

日本内分泌学 （˟内分泌ˊᜓ科ݦᧉ医）

内分泌ˊ ・ᜓ糖尿病内科᪸域 ݦᧉ研̲指導医

日本ᡢௌ医学 （ᧉ医ݦ˟）

糖尿病᪸域では、経口薬やインǹリンᙌ剤、).2�1ᙌ剤な

ど、新しい治療薬が次々に発٥されており、患者の予後や合́

症৮制ј果についての新しいǨビȇンǹが発表されています。

̾々の患者さんの病७に合わせて、Ǩビȇンǹに基Ʈいた最

新かつ最ᢘな治療を行っています。

地域に対する取り組み、最近の話題など
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血液内科

外来担当医師紹介

地域に対する取り組み、最近の話題など

氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

藤城　綾
フジシロ　アヤ 血液内科 特任助教

血液内科 教育医長

内科学、血液内科学、

HIV/AIDS

日本内科学会（認定内科医・総合内科専門医）
日本血液学会（血液専門医・指導医）
日本造血・免疫細胞療法学会（造血細胞移植認定医）

岩佐 磨佐紀
イワサ　マサキ 血液内科 学内講師

血液内科 病棟医長

内科学、血液内科学、血栓・

止血/DIC

日本内科学会（認定内科医・総合内科専門医）
日本血液学会（血液専門医）

浅井　愛
アサイ　アイ

血液内科 助教 血液内科学
日本内科学会（認定内科医・総合内科専門医）
日本血液学会（血液専門医）
日本造血・免疫細胞療法学会（造血細胞移植認定医）

永井　詩穂
ナガイ　シホ

血液内科 病院助教 血液内科学
日本内科学会（認定内科医）
日本血液学会（血液専門医）

特に紹介を受けたい疾患、症例

外来枠を少しずつ増やすことで、地域の先生方からのご紹介

症例を速やかに受け入れるように努めてきました。また2022

年から血液内科外来の診察室を新たに移転・増設し、より多く

の患者さんをご紹介いただけるようになりました。

本院はHIV・エイズ症例についても中核拠点病院として診療

にあたっています。そして県内の各医療機関のメディカルス

タッフの方々、一般市民の方々への啓発運動も行っています。

西村　理惠
ニシムラ　リエ 輸血・細胞治療部 特任助教

血液内科 外来医長
内科学、血液内科学、輸血

日本内科学会（総合内科専門医・指導医）
日本血液学会（血液専門医・指導医）
日本がん治療認定医機構（がん治療認定医）

村田　誠
ムラタ　マコト

血液内科 教授

輸血・細胞治療部 部長

無菌治療部 部長

血液内科 診療科長

内科学、血液内科学、輸血、

造血細胞移植

日本内科学会（認定内科医・指導医）
日本血液学会（血液専門医・指導医）
日本造血・免疫細胞療法学会（造血細胞移植認定医）
日本輸血・細胞治療学会（認定医・細胞治療認定管理師）
日本医師会（認定産業医）

南口　仁志
ミナミグチ　ヒトシ

輸血・細胞治療部 病院准教授

輸血・細胞治療部 副部長

無菌治療部 副部長

血液内科 医局長

内科学、血液内科学、輸血、

造血細胞移植、HIV／AIDS

日本内科学会（総合内科専門医・指導医）
日本血液学会（血液専門医・指導医）
日本輸血・細胞治療学会（認定医・細胞治療認定管理師）
日本造血・免疫細胞療法学会（造血細胞移植認定医）
日本エイズ学会（認定医）
日本血栓止血学会（認定医）

小泉　祐介
コイズミ　ユウスケ

非常勤講師（診療）
消化器内科、感染症、

HIV/AIDS

日本内科学会（総合内科専門医）
日本感染症学会（感染症指導医）
日本消化器病学会（消化器病専門医）
日本消化器内視鏡学会（消化器内視鏡専門医）
日本化学療法学会（抗菌化学療法指導医）
日本がん治療認定医機構（がん治療認定医）

合計2018以前

非血縁者間

血縁者間

骨髄移植

（うち強度減弱前処置）

末梢血幹細胞移植

（うち強度減弱前処置）

臍帯血移植

（うち強度減弱前処置）

骨髄移植

（うち強度減弱前処置）

末梢血幹細胞移植

（うち強度減弱前処置）

自家末梢血幹細胞移植

年間総移植件数

302

128

（54）

29

（13）

30

（15）

55

（15）

60

（27）

128

430

223

105

（44）

4

（3）

14

（10）

51

（15）

49

（24）

99

322

同種移植

202120202019

12

4

（１）

2

（0）

3

（1）

2

（０）

１

（1）

6

18

2022

13

3

（1）

5

（2）

1

（0）

1

（0）

3

（2）

4

17

2023

18

6

（1）

6

（3）

2

（1）

0

（0）

4

（0）

4

22

2024

17

5

（4）

6

（2）

5

（2）

0

（0）

1

（0）

4

21

11

３

（１）

５

（２）

２

（０）

０

（０）

１

（０）

７

18

８

２

（２）

１

（１）

３

（１）

１

（０）

１

（０）

４

12

積極的に造血幹細胞移植を実施しております。非血縁者間骨髄

移植、末梢血幹細胞移植、臍帯血移植、さらにはHLA半合致血縁

者間造血幹細胞移植を希望される患者さんがおられましたら、是

非ご紹介ください。また、当科では滋賀県内で唯一、慢性GVHDに

対する体外フォトフェレーシス（ECP）が実施可能です。

化学療法で治癒が期待できるt（8;21）およびinv（16）陽性急

性骨髄性白血病、急性前骨髄球性白血病や急

性リンパ性白血病症例についても、臨床研究

を進めています。

さらに悪性リンパ腫に対するCAR-T療法

も滋賀県内で唯一実施可能です。どうぞご相

談ください。

診療科ウェブサイト

概要・特色

腎臓内科　科長

久米　真司

現在、我が国では約35万人近くの患者さんが、慢性透析療

法を受けられています。腎臓の病気は、症状が乏しいため、健

診で血尿や蛋白尿などの尿所見異常や軽度の腎機能低下

（eGFR60未満）を指摘されても、「症状が無いから、どうも

ないから」と放置されてしまい、気付いた時には末期腎不全に

なっておられる患者さんが少なくありません。また、最近で

は、腎炎以外に、高血圧、糖尿病、肥満などの生活習慣病を原

因として末期腎不全に至る方が増えてきています。当科では、

腎炎などの１次性腎疾患、腎障害を伴う膠原病、電解質異常だ

けではなく、生活習慣病の治療を含め腎臓に関連した幅広い疾

患の診療・治療に取り組んでいます。

特に、透析患者さんの原因疾患の第一位である糖尿病性腎臓

病の研究・診療では、全国的に高い評価を受けています。当科

の特色は、単に腎臓病に対する治療だけではなく、同時に糖尿

病治療も専門的に診療を行っている全国的にも数少ない大学病

院の腎臓内科であることです。そのため、腎臓だけを治療する

のではなく、適切な血糖管理、全身の動脈硬化病変などの合併

症評価を行い、糖尿病患者さんの予後改善を目指した診療に取

り組んでいます。最近では、多くの糖尿病治療薬が利用できる

ようになり、糖尿病治療成績が向上してきています。ただ、腎

機能が低下してきますと、薬剤調整が必要となり、使用禁忌と

なる薬剤も少なくありません。そのため、腎症の病期に応じた

適切な薬剤選択を行い、血糖・血圧・脂質異常などのリスク因

子を包括的に管理する集学的治療を実践しています。

その他、膠原病に合併した腎障害などに対する免疫抑制治療

などを積極的に行っています。また、カリウム、ナトリウム、

カルシウムなどの電解質異常の原因検索と治療にも取り組んで

います。

診療内容
急性腎障害などの急性腎疾患、血尿や蛋白尿などの尿所見異

常、慢性糸球体腎炎やネフローゼ症候群などの慢性腎疾患から

末期腎不全に至るまで、膠原病、電解質異常、生活習慣病を含

めた腎疾患全てを対象にした専門外来を月曜日から金曜日まで

毎日行っています。曜日による対象疾患の取り扱いに違いはご

ざいませんが、腹膜透析専門外来のみ、毎週木曜日に行ってい

ます。

末期腎不全に対しては適切な時期に腎代替療法（血液透析、

腹膜透析、腎移植）の導入を行うとともに、慢性透析療法によ

る血管合併症の検査・治療を行い、予後の改善に努めていま

す。

滋賀医科大学では、手術あるいは何らかの治療を目的として

入院されている患者さんの透析療法を腎臓内科と血液浄化部が

協力して行っています。そのため、腹膜透析以外の維持血液透

析は行っていません。

件数・数値等手術・検査・治療法等

診療実績（2024年度）

特に紹介を受けたい疾患、症例
１）CKD教育入院

慢性腎臓病（CKD）治療の基本として、食事療法が重要で

す。しかしながら、食事療法を実践するための診療時間が足り

ない、専門の管理栄養士が勤務していないなどの理由で、食事

指導を含む生活指導が難しいと感じられておられる先生方も少

なくないのではないかと思います。そのため、当科では、患者

さんに腎臓病についての正しい知識と食事療法などの生活指導

を学んでいただくためにCKD教育入院を行っています。入院

期間は１週間コースと２週間コース（推奨）を設定していま

す。また、この教育入院では、腎臓に関する学習・検査のみだ

けではなく、心機能評価、動脈硬化の有無なども評価します。

そして、個々の患者さんの病態や生活背景などに応じた適切な

治療法を選択するために、多職種によるカンファレンスを行い

治療方針を検討します。CKDの重症化を予防するためには、

病初期からの適切な生活指導が重要です。腎臓に関する正しい

知識と生活習慣を習得いただくためにCKD教育入院を御利用

ください。

２）多発性嚢胞腎（ADPKD）
近年、多発性嚢胞腎の新しい治療薬が開発されています。多

発性嚢胞腎は遺伝性疾患でありますが、患者さんがご家族に病

気について正しく伝えていないことがあり、ご自分が多発性嚢

胞腎を発症する可能性があることをご存じない方や病気につい

て軽く考えておられる方が少なくありません。また、新たな治

療薬が利用可能になっていることをご存じない方も多いため、

せっかくの治療機会を失っていることが少なくありません。こ

の治療薬の服薬開始には、一定の条件がありますが、健診等で

両腎にのう胞が複数見つかった場合、あるいは既に多発性嚢胞

腎と診断されているものの新たな治療薬の存在をご存じでない

患者さんがいらっしゃいましたら、早期診断・治療のために

も、ぜひご紹介ください。

３）腎移植
泌尿器科と協力し、腎移植を行っています。腎移植を希望さ

れる患者さんがいらっしゃいましたらぜひご紹介ください。

CKD地域連携パス実施数（新規）

外来維持腹膜透析患者数（新規導入）

新規血液透析導入患者数

血液透析フォローアップ入院件数

腎生検実施件数

CKD教育入院（パス）件数

糖尿病性腎症検査入院件数

Fabry病酵素補充療法患者数

多発性嚢胞腎・トルバプタン療法患者数

201（93）

15（5）

18

37

35

39

9

1

18
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腎臓内科

外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

金崎　雅美
カȊǵǭųȞǵȟ

腎臓病、糖尿病、血液浄化療法
日本内科学 （˟総合内科ݦᧉ医・ᛐ定内科医・指導医）
日本ᡢௌ医学 （ᧉ医・指導医ݦ˟）
日本腎臓学 （ᧉ医・指導医ݦ˟）

杉本　俊郎
ǹギȢトųトシロǦ 教੉

（総合内科学ᜒࡈ）
腎臓病、糖尿病、高血ן

日本内科学 （˟総合内科ݦᧉ医・ᛐ定内科医・指導医）
日本腎臓学 （ᧉ医・指導医ݦ˟）
日本リǦȞȁ学 （ᧉ医ݦ˟）

山原　真子
ȤȞハȩųȞǳ 特˓ϱ教੉

（医ࠖ臨床教育センǿー）
腎臓病、糖尿病、血液浄化療法

日本内科学 （˟総合内科ݦᧉ医・ᛐ定内科医・指導医）
日本腎臓学 （ᧉ医・指導医ݦ˟）
日本ᡢௌ医学 （ᧉ医ݦ˟）
日本糖尿病学 （ᧉ医ݦ˟）

関　浩道
セǭųȒロȟȁ

非ࠝ勤ᜒࠖ（診療）
日本内科学 （˟総合内科ݦᧉ医・ᛐ定内科医・指導医）
日本腎臓学 （ᧉ医・指導医ݦ˟）
日本ᡢௌ医学 （ᧉ医・指導医ݦ˟）

菅原　翔
ǹǬハȩųショǦ

я教 腎臓病、糖尿病、血液浄化療法
日本内科学 （˟総合内科ݦᧉ医・ᛐ定内科医・指導医）
日本腎臓学 （ᧉ医ݦ˟）
日本ᡢௌ医学 （ᧉ医ݦ˟）

山原　康佑
ȤȞハȩųǳǦǹケ

ᜒࠖ 腎臓病、糖尿病、血液浄化療法
日本内科学 （˟総合内科ݦᧉ医・ᛐ定内科医・指導医）
日本腎臓学 （ᧉ医・指導医ݦ˟）
日本ᡢௌ医学 （ᧉ医ݦ˟）

桑形　尚吾
クワǬǿųショǦǴ 特˓ᜒࠖ

腎臓内科 и病౐医長
腎臓病、糖尿病、血液浄化療法

日本内科学 （˟総合内科ݦᧉ医・ᛐ定内科医・指導医）
日本腎臓学 （ᧉ医・指導医ݦ˟）
日本ᡢௌ医学 （ᧉ医・指導医ݦ˟）
日本糖尿病学 （ᧉ医ݦ˟）

久米　真司
クȡųシンǸ 教੉

腎臓内科 科長 腎臓病、糖尿病、血液浄化療法

日本内科学 （˟総合内科ݦᧉ医・ᛐ定内科医・指導医）
日本腎臓学 （ᧉ医・指導医ݦ˟）
日本糖尿病学 （ᧉ医・指導医ݦ˟）
日本内分泌学 ᪸・ᧉ医ݦ˟） 域指導医）

榮　智徳
ǵカǨųトȢノリ

医員（病院я教） 日本ݦᧉ医機構（内科ݦᧉ医）

田川 安都子
ǿǬワųアȄǳ

非ࠝ勤ᜒࠖ（診療） 腎臓病、糖尿病、血液浄化療法

腎臓病、糖尿病、血液浄化療法

腎臓病、糖尿病、血液浄化療法

山田　安希
ȤȞȀųアǭ

医員（病院я教） 腎臓病、糖尿病、血液浄化療法

病院ϱ教੉

（血液浄化部）

Ĭ2024年4உより、࢘院泌尿器科や院内関係部ፙと協力

し、腎ᆆౡの診療体制をᇌち上げました。Ɯれにより、すǂ

ての腎ˊஆ療法（血液ᡢௌ・ᐃᐏᡢௌ・腎ᆆౡ）がӧ能な଀

設となり、患者さんにࠢ広いᢠ৸Ꮓや医療を提供できるよう

になりました。今後、県内腎疾患患者さんの腎ᆆౡ機˟が担

保できるよう、腎ᆆౡを推進していきます。

ĭॸ性腎臓病（C-&）は、腎臓のǈではなく心血管疾患の発

症リǹクであるƜとがჷられています。そのため、尿所ᙸီ

ࠝのǈのଔ期െ᨞から、病診連携を行った診療が重要視され

ています。

科では、滋賀県下ወ一C-&ȑǹを用いて病診連携を推進࢘

しています。尿所ᙸီࠝ、腎機能低下など腎ᨦ害がွわれる

患者さんをご紹介いただけましたら、࣏要な検査を実଀した

うえで、࣏要にࣖơて検査入院（腎生検をԃǉ）、あるいは

先にもᡓǂましたC-&教育入院をご提案しています。

どのような患者さんを紹介した方がよいのか目安をჷりた

いというお٣がٶいため、ご紹介いただくᨥの目安（表）を

˺成していますので、ごӋᎋいただけれƹと࣬います。もち

ǖん、Ɯのૠ͌はあくまでも目安ですので、Ɯのር׊ˌ外の

患者さんでもおൢ᠉にご相談ください。

その後は、β၃৮制薬など特ഷな治療が࣏要な場合をᨊ

き、基本的には、かかりつけの先生のもとへ患者さんをお返

しさせていただき、診療・治療ዒ続をお願いいたしますが、

先生（あるいは患者さん）のごࠎஓにࣖơてC-&地域連携ȑ

ǹを用いた病診連携を行っていきます。その場合、治療薬の

定期ϼ方と日ࠝの診療をかかりつけの先生のもとで行ってい

ただきながら、࢘科にᲭ〜６かஉ൑に受診いただき、先生方

とC-&地域連携ȑǹを用いてॖᙸʩ換をしながら、ʚ人ɼ治

医制で患者さんの腎機能保護のために最ᢘな治療をዒ続して

いきます。

また、ॸ性維持ᡢௌ療法を受けられている患者さんを対ᝋ

に、心機能、動脈ᄒ化の状७をᚸ̖するᡢௌフǩローアッȗ

入院（Ძᡵ᧓）を行っています。࢘院では、ᐃᐏᡢௌ́用療

法ˌ外の維持血液ᡢௌ療法を実଀しておりませんが、࢘院で

血液ᡢௌを導入された患者さんに、年にᲫ回のᡢௌフǩロー

アッȗ入院や、外来でのフǩローアッȗ検査をおѰめしてお

り、ٶくの患者さんが൑年定期的に検査を受けておられま

す。ᡢௌクリニックで、動脈ᄒ化性疾患の検査等の実଀が難

しい患者さんや心機能ᚸ̖が࣏要な患者さんがいらっしǌい

ましたら、ご相談ください。

地域に対する取り組み、最近の話題など

Ĭ 腎機能低下ᲴG)F4（ONᲩOKPᲩ1.73ɜ）

50〜59ബä60ச฼

60〜69ബä50ச฼

70ബˌ上ä40ச฼

èG)F4低下速度Ჴ年᧓Ჯˌ上低下も要検᚛

ĭ ・ᖨႉ尿（Ქ）かつų๼血（Ქ）

・ᖨႉ尿のǈä（ᲬᲥ）ˌ上または（Ქ）が持続

・血尿のǈä若年者（30ബӨまでが目安）

èᎹ眼的血尿は泌尿器科への紹介がஓましい

Į 高カリǦム血症Ჴ5.5O'SᲩ.ˌ上

診療科ǦǧȖǵイト

概要・特色

腫瘍内科ų科長

醍醐　弥太郎

がんに対する最新の೅準薬ཋ療法を基本に、新しい分子೅的

療法を展開しています。また、新ᙹの分子診断法に基Ʈいたが

んの̾性診断により、薬ཋ療法開始Эにそのј果を予ยし、最

ᢘながん治療を患者さんに提供する̾К化（ȗレシǸョン）

医療を推進しています。

診療科長は臨床腫瘍学ᜒࡈ教੉、附属病院腫瘍センǿー長、

ዼԧケアセンǿー長ӏƼ大学附属先ᇢがん研究センǿー長を́

˓しており、がん治療に関わるݦᧉ診療科と連携して、がんの

೅準治療、高度医療からがん患者さんのQO.（生活の質）の

維持をԃめたࠎஓのЏれ目のない総合的がん医療に取り組んで

います。

本院は日本内科学˟、日本臨床腫瘍学˟、日本がん治療ᛐ定

医機構、日本人᫏遺伝学˟およƼ日本ዼԧ医療学˟のᛐ定研̲

଀設です。また、特定機能病院、ҽ生і働Ⴞ地域がん診療連携

拠点病院（高度׹）、がんゲノム医療拠点病院ならƼに滋賀県

がん診療高度中核拠点病院とがん診療連携拠点病院の指定を受

けており、࢘科はがん医療のרてん化と先進的がん医療開発の

役割を担っています。

診療内容
腫瘍内科においては、腫瘍内科医による各ᆔの臓器のがん全

般に対する最新の診断、病७ᚸ̖、がん薬ཋ療法、がんゲノム

医療（遺伝子ȑネル検査）、ዼԧケア、先進的がん医療等を外

来ӏƼ入院で実଀しています。また、がん医療に関わるセカン

ドオピニオンを受け˄けています。

Ɯれらにьえて、新しい治療法の開発のために、Ɯれまで、

治᬴・先進医療や各ᆔのȗレシǸョン医療等を通ơた特色ある

がん医療を提供してきており、全׎のがん患者さんや病院から

の先進的がん医療に関する相談・診療依頼を受け入れていま

す。また、滋賀県がん診療高度中核拠点病院の指定を受けて、

滋賀県内やᡈᨩࡅ県のがん診療連携拠点病院およƼ全׎の大

学・病院と連携したがんの新薬とȗレシǸョン医療の開発に関

わる各ᆔの臨床研究や治᬴等を実଀しています。ྵנは、新し

い分子・β၃療法等の開発を進めています。

特に紹介を受けたい疾患、症例
各ᆔの難治性׍形がん

・Ꮝがん

・消化器がん

・原発不ଢがん

ỉٶ重がん

がん（Ꮉ腫、神経内分泌腫瘍等をԃǉ）ݲࠎ・

・遺伝性腫瘍症ͅ፭

・がんゲノム医療（がん遺伝子ȑネル検査）の対ᝋफ性腫瘍

・がん医療に関わるセカンドオピニオン（᨟଺受け˄け）

主な検査・医療設備など
・फ性腫瘍に関わる血液検査、画΂検査

・がん遺伝子ȑネル検査

・外来化学療法室（腫瘍センǿーᲴ2Ჯ床）

・ዬ急ዼԧケア病床（Ძ床）、腫瘍内科病床（Წ床）

件数・数値等手術・検査・治療法等

外来化学療法室対ࣖˑૠ

無菌調剤ˑૠ

9�193

入院ዼԧケア介入ˑૠ（ьምᲥ非ьም） 2�313

外来ዼԧケア介入ˑૠ（ьምᲥ非ьም） 93

リンȑූ腫外来利用ˑૠ 438

レǸȡンݙ査ˑૠ 311

がん遺伝子ȑネル検査ˑૠ 171

医ࠖɼ導治᬴ Ძ

入院Ჴ5�286
外来Ჴ29�322

診療実績（2024年度）

表ų腎臓内科への紹介の目安

日本ݦᧉ医機構（内科ݦᧉ医）

日本内科学 （˟総合内科ݦᧉ医・ᛐ定内科医・指導医）
日本腎臓学 （ᧉ医ݦ˟）
日本ᡢௌ医学 （ᧉ医ݦ˟）
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脳神経内科

Ĭ滋賀医科大学医学部附属病院脳神経内科は、脳卒中、神経難 

病、ᛐჷ症をᲭ大重点᪸域にਫ਼げています。

ĭ2021年8உに脳卒中ケアユニット（SCU）が開設されまし 

た（6床）。脳神経外科と協力し365日・24଺᧓体制で  

V2Aや血ఀ回ӓ術を進めています。࢘科は脳血管内科治療ݦ

ᧉ医をஊしています。

Į滋賀県の難病医療連携を神経難病診療拠点として推進し、患

者さんやごܼଈが˰ǈॹれた地域で療養できる様、病病連

携、病診連携の構築を進めてӋります。

į神経難病、ᛐჷ症の先進医療の機˟提供に本年も努めます。 

治᬴情報につきましては臨床研究開発センǿーにおբい合わ 

せください。

地域に対する取り組み、最近の話題など

診療科ǦǧȖǵイト

脳神経内科ų科長

漆 谷  真

概要・特色

診療内容
Ū脳యص

（脳Ј血やクȢᐏ下Ј血は脳神経外科が担࢘します。）

Ū神経٭性疾患

（A.S、Ꮸ᭒小脳٭性症、ȑーǭンǽン病など）

Ūᛐჷ症

（アルȄハイȞー病、レビー小体׹ᛐჷ症など）

Ū神経β၃疾患

（重症ሂ無力症・ギȩンȐレー症ͅ፭・ٶ発性ᄒ化症、視神経 

Ꮸ᭒໒、ॸ性໒症性Ꮾ᭒性ٶ発神経໒など）

Ūてんかん

Ū஛ఴ神経ᨦ害

（糖尿病や膠原病にˤうニȥーロȑȁー、アȟロイドーシǹな

ど）

Ūሂ疾患

（ሂ໒、ሂǸǹトロフィーなど）

Ū頭ၘ・めまい・ƾらつき・しƼれ等の初期診断

ŪボȄリȌǹ治療対ᝋ疾患

（᫊᩿ၗી・眼წી጑・ၗ性૲頸）

特に紹介を受けたい疾患、症例

ŪA.S、Ꮸ᭒小脳٭性症、ȑーǭンǽン病などの神経難病

Ū重症ሂ無力症、ٶ発性ᄒ化症などの神経β၃疾患

Ū遺伝性疾患

Ūȟトǳンドリア脳ሂ症

Ūၗ性対麻ၡ

Ū診断׉難̊

主な検査・医療設備など

Ūᩓൢ生理学的検査Ჴ

脳ඬ、ሂᩓ׋、神経伝導検査、各ᆔᛔ発ᩓˮ

Ū神経放射線Ჴ

CT、M4I、脳血්シンȁǰȩフィー、&ATǹǭャン、

MI$)心ሂシンȁǰȩフィー、頸動脈・神経ሂǨǳー、脳

血管જࢨ

Ū病理学的検査Ჴ

神経・ሂ・皮膚生検

Ūᐯࢷ神経機能検査Ჴ

心血管ኒᐯࢷ神経検査、発൱検査、皮膚ʩज़神経活動ᩓˮ

Ū遺伝子検査Ჴ

遺伝性஛ఴ神経ᨦ害、A.S、Ꮸ᭒小脳٭性症など

特殊診療内容

手術・検査・治療法等

Ꮸ᭒小脳٭性症集中リハビリテーション（入院）

A.Sへのロボティクǹ（S'MǰローȖ）を用いた上Ꮓリハ

ビリテーション（入院）

進行期ȑーǭンǽン病に対するレボドȑ持続ද入療法（入院）

脳యصឬ急性期の血ఀ๋ᚐ療法（V2Aないし血管内治療）

ၗ性対麻ၡに対する᭒腔内Ȑクロフǧンද入療法（脳神経外

科とσ同）（入院）

᫊᩿ၗીやǸǹトニアに対するボトックǹ療法（外来）

ሂᓨ጑性ͨኧᄒ化症に対する医ࠖɼ導治᬴

アルȄハイȞー病に対する׎ᨥᇹᲭ相治᬴

ሂۀ጑性ͨኧᄒ化症に対する׎ᨥᇹᲭ相治᬴

脳神経内科は、脳卒中にˊ表される救急疾患から、原׆や治

療法がいまだᄩ定・ᄩᇌしていない、いわǏる難病まで、神経

ኒの疾患（精神疾患をᨊく）の診断と治療に携わる診療科です。

診断・治療ともに׉難であったƜの分野でもᡈ年目ᙾしい進

ഩがあり、診断ӧ能な、あるいは治療ӧ能な疾患がفえてきて

います。また、ᅈ˟の高ᱫ化とともに、脳卒中・ȑーǭンǽン

病・ᛐჷ症がفえ、脳神経内科に対するᅈ˟的ニーǺも高まっ

ています。Ɯれらの疾患に対して、ଔ期診断・ଔ期治療がഎか

せません。

滋賀医科大学医学部附属病院脳神経内科は、救急疾患から神

経難病まで、あらǏる疾患を対ᝋとし、高度な診断・治療২術

だけではなく、患者さんお一人お一人のニーǺに対するよりき

め細かな対ࣖができるよう、

各地域の中核病院・診療所・

医院の先生方や地域・ܡנに

関わるٶ職ᆔの皆様と連携し、

˰ǈॹれた地Ψで安心して療

養がЈ来るよう、診療を進め

てӋります。

外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

塚本　剛士
ȄカȢトųǿカȒト 特˓я教

脳神経内科 病౐и医長

漆谷　真
ǦルシǿニųȞǳト

教੉

脳神経内科 科長

医学科 学科長

患者支援センǿー長ᙀ˱

脳神経内科全般、神経難病、特

にᛐჷ症・ሂᓨ጑性ͨኧᄒ化症

日本内科学 （˟ᚸᜭ員・ᛐ定内科医・総合内科ݦᧉ医・指導医）
日本神経学 （˟理ʙ・神経内科ݦᧉ医・指導医、ᡈဴ支部ˊ表）
日本ᛐჷ症学 （˟ˊᜭ員・ݦᧉ医・指導医） 
日本難病医療ネットワーク学 （˟理ʙ、ᚸᜭ員） 
日本஛ఴ神経学 （˟理ʙ、ᚸᜭ員）
日本神経ज़௨症学 （˟ᚸᜭ員）
日本神経治療学 （˟ᚸᜭ員）
日本脳卒中協˟滋賀県支部и支部長

脳神経内科全般、てんかん

日本内科学 （˟ᛐ定内科医・総合内科ݦᧉ医・指導医）
日本神経学 （˟神経内科ݦᧉ医）
日本てんかん学 （˟てんかんݦᧉ医）
日本臨床神経生理学 （˟脳ඬ分野ݦᧉ医）

真田　充
ǵȊȀ  ȟȄル 非ࠝ勤ᜒࠖ

ᇌ病院機構ų׎

ųከᬐಏ病院病院長

脳神経内科全般、஛ఴ神経疾患、

神経β၃疾患

日本内科学 （˟ᛐ定内科医・指導医）
日本神経学 （˟ˊᜭ員・神経内科ݦᧉ医・指導医）
日本஛ఴ神経学 （˟ᚸᜭ員）
日本糖尿病合́症学 （˟ᚸᜭ員）
日本医ࠖ˟ᛐ定産ಅ医

小川　暢弘
オǬワųノȖȒロ ᜒࠖ

脳神経内科 病౐医長 脳神経内科全般、脳卒中

日本内科学 （˟ᛐ定内科医・総合内科ݦᧉ医・指導医）
日本神経学 （˟神経内科ݦᧉ医・指導医）
日本脳卒中学 （˟脳卒中ݦᧉ医・指導医）
日本脳神経血管内治療学 （˟脳血管内治療ݦᧉ医）

山川　勇
ȤȞカワųイǵム ᜒࠖ

脳神経内科 教育医長

脳神経内科全般、஛ఴ神経、

ሂ疾患ᩓൢ生理診断

日本内科学 （˟ᛐ定内科医・総合内科ݦᧉ医・指導医・,M'CCインǹトȩクǿー）
日本神経学 （˟神経内科ݦᧉ医・指導医）
日本臨床神経生理学 （˟ሂᩓ׋・神経伝ᢋ分野ݦᧉ医）
日本ᛐჷ症学 （˟ᛐჷ症ݦᧉ医）

北村　彰浩
ǭǿムȩųアǭȒロ 特˓ϱ教੉

（神経難病研究センǿー）

脳神経内科 外来医長

脳神経内科全般、脳卒中、

ᛐჷ症

日本内科学 （˟ᛐ定内科医・総合内科ݦᧉ医・指導医）
日本神経学 （˟神経内科ݦᧉ医・指導医）
日本脳卒中学 （˟脳卒中ݦᧉ医・指導医）
日本ᛐჷ症学 （ᧉ医・指導医ݦ˟）

小橋　修平
ǳȐシųシȥǦヘイ 特˓я教

脳神経内科 研̲医教育
脳神経内科全般、神経٭性疾患

日本内科学 （˟ᛐ定内科医・総合内科ݦᧉ医・指導医）

日本神経学 （˟神経内科ݦᧉ医）

川合　寛道
カワイųȒロȟȁ ϱ教੉

（地域医療教育研究拠点）
脳神経内科全般

日本内科学 （˟ᛐ定内科医・指導医）

日本神経学 （˟神経内科ݦᧉ医・指導医）

矢端　博行
ȤȐǿ  Ȓロユǭ

特˓я教 脳神経内科全般、神経病理
日本内科学 （˟ᛐ定内科医、指導医）

日本神経学 （˟神経内科ݦᧉ医）
日本神経病理学 （˟神経病理ᛐ定医、指導医）

田村　亮太
ǿムȩųリョǦǿ

病院я教 脳神経内科全般、神経救急
日本内科学 （˟ᛐ定内科医）

日本神経学 （˟神経内科ݦᧉ医）

玉木　良高
ǿȞǭ  Ȩシǿカ 特˓я教

脳神経内科 外来и医長

脳神経内科全般、神経٭性疾患、

ሂᓨ጑性ͨኧᄒ化症

日本内科学 （˟ᛐ定内科医・総合内科ݦᧉ医、指導医）

日本神経学 （˟神経内科ݦᧉ医・指導医）

寺島　智也
テȩシȞ  トȢȤ ϱ教੉

脳神経内科 и科長

脳神経内科 医ޅ長

脳神経内科全般、臨床遺伝学、

神経疾患のϐ生治療

日本内科学 （˟ᛐ定内科医・総合内科ݦᧉ医・指導医）
日本神経学 （˟神経内科ݦᧉ医・指導医） 
日本ϐ生医療学 （˟ˊᜭ員、ᛐ定医）
日本人᫏遺伝学 （ᧉ医・指導医ݦ˟）
日本医ࠖ （˟ᛐ定産ಅ医）



39滋賀医科大学医学部附属病院診療案内38 滋賀医科大学医学部附属病院診療案内

脳神経内科

Ĭ滋賀医科大学医学部附属病院脳神経内科は、脳卒中、神経難 

病、ᛐჷ症をᲭ大重点᪸域にਫ਼げています。

ĭ2021年8உに脳卒中ケアユニット（SCU）が開設されまし 

た（6床）。脳神経外科と協力し365日・24଺᧓体制で  

V2Aや血ఀ回ӓ術を進めています。࢘科は脳血管内科治療ݦ

ᧉ医をஊしています。

Į滋賀県の難病医療連携を神経難病診療拠点として推進し、患

者さんやごܼଈが˰ǈॹれた地域で療養できる様、病病連

携、病診連携の構築を進めてӋります。

į神経難病、ᛐჷ症の先進医療の機˟提供に本年も努めます。 

治᬴情報につきましては臨床研究開発センǿーにおբい合わ 

せください。

地域に対する取り組み、最近の話題など

診療科ǦǧȖǵイト

脳神経内科ų科長

漆 谷  真

概要・特色

診療内容
Ū脳యص

（脳Ј血やクȢᐏ下Ј血は脳神経外科が担࢘します。）

Ū神経٭性疾患

（A.S、Ꮸ᭒小脳٭性症、ȑーǭンǽン病など）

Ūᛐჷ症

（アルȄハイȞー病、レビー小体׹ᛐჷ症など）

Ū神経β၃疾患

（重症ሂ無力症・ギȩンȐレー症ͅ፭・ٶ発性ᄒ化症、視神経 

Ꮸ᭒໒、ॸ性໒症性Ꮾ᭒性ٶ発神経໒など）

Ūてんかん

Ū஛ఴ神経ᨦ害

（糖尿病や膠原病にˤうニȥーロȑȁー、アȟロイドーシǹな

ど）

Ūሂ疾患

（ሂ໒、ሂǸǹトロフィーなど）

Ū頭ၘ・めまい・ƾらつき・しƼれ等の初期診断

ŪボȄリȌǹ治療対ᝋ疾患

（᫊᩿ၗી・眼წી጑・ၗ性૲頸）

特に紹介を受けたい疾患、症例

ŪA.S、Ꮸ᭒小脳٭性症、ȑーǭンǽン病などの神経難病

Ū重症ሂ無力症、ٶ発性ᄒ化症などの神経β၃疾患

Ū遺伝性疾患

Ūȟトǳンドリア脳ሂ症

Ūၗ性対麻ၡ

Ū診断׉難̊

主な検査・医療設備など

Ūᩓൢ生理学的検査Ჴ

脳ඬ、ሂᩓ׋、神経伝導検査、各ᆔᛔ発ᩓˮ

Ū神経放射線Ჴ

CT、M4I、脳血්シンȁǰȩフィー、&ATǹǭャン、

MI$)心ሂシンȁǰȩフィー、頸動脈・神経ሂǨǳー、脳

血管જࢨ

Ū病理学的検査Ჴ

神経・ሂ・皮膚生検

Ūᐯࢷ神経機能検査Ჴ

心血管ኒᐯࢷ神経検査、発൱検査、皮膚ʩज़神経活動ᩓˮ

Ū遺伝子検査Ჴ

遺伝性஛ఴ神経ᨦ害、A.S、Ꮸ᭒小脳٭性症など

特殊診療内容

手術・検査・治療法等

Ꮸ᭒小脳٭性症集中リハビリテーション（入院）

A.Sへのロボティクǹ（S'MǰローȖ）を用いた上Ꮓリハ

ビリテーション（入院）

進行期ȑーǭンǽン病に対するレボドȑ持続ද入療法（入院）

脳యصឬ急性期の血ఀ๋ᚐ療法（V2Aないし血管内治療）

ၗ性対麻ၡに対する᭒腔内Ȑクロフǧンද入療法（脳神経外

科とσ同）（入院）

᫊᩿ၗીやǸǹトニアに対するボトックǹ療法（外来）

ሂᓨ጑性ͨኧᄒ化症に対する医ࠖɼ導治᬴

アルȄハイȞー病に対する׎ᨥᇹᲭ相治᬴

ሂۀ጑性ͨኧᄒ化症に対する׎ᨥᇹᲭ相治᬴

脳神経内科は、脳卒中にˊ表される救急疾患から、原׆や治

療法がいまだᄩ定・ᄩᇌしていない、いわǏる難病まで、神経

ኒの疾患（精神疾患をᨊく）の診断と治療に携わる診療科です。

診断・治療ともに׉難であったƜの分野でもᡈ年目ᙾしい進

ഩがあり、診断ӧ能な、あるいは治療ӧ能な疾患がفえてきて

います。また、ᅈ˟の高ᱫ化とともに、脳卒中・ȑーǭンǽン

病・ᛐჷ症がفえ、脳神経内科に対するᅈ˟的ニーǺも高まっ

ています。Ɯれらの疾患に対して、ଔ期診断・ଔ期治療がഎか

せません。

滋賀医科大学医学部附属病院脳神経内科は、救急疾患から神

経難病まで、あらǏる疾患を対ᝋとし、高度な診断・治療২術

だけではなく、患者さんお一人お一人のニーǺに対するよりき

め細かな対ࣖができるよう、

各地域の中核病院・診療所・

医院の先生方や地域・ܡנに

関わるٶ職ᆔの皆様と連携し、

˰ǈॹれた地Ψで安心して療

養がЈ来るよう、診療を進め

てӋります。

外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

塚本　剛士
ȄカȢトųǿカȒト 特˓я教

脳神経内科 病౐и医長

漆谷　真
ǦルシǿニųȞǳト

教੉

脳神経内科 科長

医学科 学科長

患者支援センǿー長ᙀ˱

脳神経内科全般、神経難病、特

にᛐჷ症・ሂᓨ጑性ͨኧᄒ化症

日本内科学 （˟ᚸᜭ員・ᛐ定内科医・総合内科ݦᧉ医・指導医）
日本神経学 （˟理ʙ・神経内科ݦᧉ医・指導医、ᡈဴ支部ˊ表）
日本ᛐჷ症学 （˟ˊᜭ員・ݦᧉ医・指導医） 
日本難病医療ネットワーク学 （˟理ʙ、ᚸᜭ員） 
日本஛ఴ神経学 （˟理ʙ、ᚸᜭ員）
日本神経ज़௨症学 （˟ᚸᜭ員）
日本神経治療学 （˟ᚸᜭ員）
日本脳卒中協˟滋賀県支部и支部長

脳神経内科全般、てんかん

日本内科学 （˟ᛐ定内科医・総合内科ݦᧉ医・指導医）
日本神経学 （˟神経内科ݦᧉ医）
日本てんかん学 （˟てんかんݦᧉ医）
日本臨床神経生理学 （˟脳ඬ分野ݦᧉ医）

真田　充
ǵȊȀ  ȟȄル 非ࠝ勤ᜒࠖ

ᇌ病院機構ų׎

ųከᬐಏ病院病院長

脳神経内科全般、஛ఴ神経疾患、

神経β၃疾患

日本内科学 （˟ᛐ定内科医・指導医）
日本神経学 （˟ˊᜭ員・神経内科ݦᧉ医・指導医）
日本஛ఴ神経学 （˟ᚸᜭ員）
日本糖尿病合́症学 （˟ᚸᜭ員）
日本医ࠖ˟ᛐ定産ಅ医

小川　暢弘
オǬワųノȖȒロ ᜒࠖ

脳神経内科 病౐医長 脳神経内科全般、脳卒中

日本内科学 （˟ᛐ定内科医・総合内科ݦᧉ医・指導医）
日本神経学 （˟神経内科ݦᧉ医・指導医）
日本脳卒中学 （˟脳卒中ݦᧉ医・指導医）
日本脳神経血管内治療学 （˟脳血管内治療ݦᧉ医）

山川　勇
ȤȞカワųイǵム ᜒࠖ

脳神経内科 教育医長

脳神経内科全般、஛ఴ神経、

ሂ疾患ᩓൢ生理診断

日本内科学 （˟ᛐ定内科医・総合内科ݦᧉ医・指導医・,M'CCインǹトȩクǿー）
日本神経学 （˟神経内科ݦᧉ医・指導医）
日本臨床神経生理学 （˟ሂᩓ׋・神経伝ᢋ分野ݦᧉ医）
日本ᛐჷ症学 （˟ᛐჷ症ݦᧉ医）

北村　彰浩
ǭǿムȩųアǭȒロ 特˓ϱ教੉

（神経難病研究センǿー）

脳神経内科 外来医長

脳神経内科全般、脳卒中、

ᛐჷ症

日本内科学 （˟ᛐ定内科医・総合内科ݦᧉ医・指導医）
日本神経学 （˟神経内科ݦᧉ医・指導医）
日本脳卒中学 （˟脳卒中ݦᧉ医・指導医）
日本ᛐჷ症学 （ᧉ医・指導医ݦ˟）

小橋　修平
ǳȐシųシȥǦヘイ 特˓я教

脳神経内科 研̲医教育
脳神経内科全般、神経٭性疾患

日本内科学 （˟ᛐ定内科医・総合内科ݦᧉ医・指導医）

日本神経学 （˟神経内科ݦᧉ医）

川合　寛道
カワイųȒロȟȁ ϱ教੉

（地域医療教育研究拠点）
脳神経内科全般

日本内科学 （˟ᛐ定内科医・指導医）

日本神経学 （˟神経内科ݦᧉ医・指導医）

矢端　博行
ȤȐǿ  Ȓロユǭ

特˓я教 脳神経内科全般、神経病理
日本内科学 （˟ᛐ定内科医、指導医）

日本神経学 （˟神経内科ݦᧉ医）
日本神経病理学 （˟神経病理ᛐ定医、指導医）

田村　亮太
ǿムȩųリョǦǿ

病院я教 脳神経内科全般、神経救急
日本内科学 （˟ᛐ定内科医）

日本神経学 （˟神経内科ݦᧉ医）

玉木　良高
ǿȞǭ  Ȩシǿカ 特˓я教

脳神経内科 外来и医長

脳神経内科全般、神経٭性疾患、

ሂᓨ጑性ͨኧᄒ化症

日本内科学 （˟ᛐ定内科医・総合内科ݦᧉ医、指導医）

日本神経学 （˟神経内科ݦᧉ医・指導医）

寺島　智也
テȩシȞ  トȢȤ ϱ教੉

脳神経内科 и科長

脳神経内科 医ޅ長

脳神経内科全般、臨床遺伝学、

神経疾患のϐ生治療

日本内科学 （˟ᛐ定内科医・総合内科ݦᧉ医・指導医）
日本神経学 （˟神経内科ݦᧉ医・指導医） 
日本ϐ生医療学 （˟ˊᜭ員、ᛐ定医）
日本人᫏遺伝学 （ᧉ医・指導医ݦ˟）
日本医ࠖ （˟ᛐ定産ಅ医）
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腎臓内科

外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

金崎　雅美
カȊǵǭųȞǵȟ

腎臓病、糖尿病、血液浄化療法
日本内科学 （˟総合内科ݦᧉ医・ᛐ定内科医・指導医）
日本ᡢௌ医学 （ᧉ医・指導医ݦ˟）
日本腎臓学 （ᧉ医・指導医ݦ˟）

杉本　俊郎
ǹギȢトųトシロǦ 教੉

（総合内科学ᜒࡈ）
腎臓病、糖尿病、高血ן

日本内科学 （˟総合内科ݦᧉ医・ᛐ定内科医・指導医）
日本腎臓学 （ᧉ医・指導医ݦ˟）
日本リǦȞȁ学 （ᧉ医ݦ˟）

山原　真子
ȤȞハȩųȞǳ 特˓ϱ教੉

（医ࠖ臨床教育センǿー）
腎臓病、糖尿病、血液浄化療法

日本内科学 （˟総合内科ݦᧉ医・ᛐ定内科医・指導医）
日本腎臓学 （ᧉ医・指導医ݦ˟）
日本ᡢௌ医学 （ᧉ医ݦ˟）
日本糖尿病学 （ᧉ医ݦ˟）

関　浩道
セǭųȒロȟȁ

非ࠝ勤ᜒࠖ（診療）
日本内科学 （˟総合内科ݦᧉ医・ᛐ定内科医・指導医）
日本腎臓学 （ᧉ医・指導医ݦ˟）
日本ᡢௌ医学 （ᧉ医・指導医ݦ˟）

菅原　翔
ǹǬハȩųショǦ

я教 腎臓病、糖尿病、血液浄化療法
日本内科学 （˟総合内科ݦᧉ医・ᛐ定内科医・指導医）
日本腎臓学 （ᧉ医ݦ˟）
日本ᡢௌ医学 （ᧉ医ݦ˟）

山原　康佑
ȤȞハȩųǳǦǹケ

ᜒࠖ 腎臓病、糖尿病、血液浄化療法
日本内科学 （˟総合内科ݦᧉ医・ᛐ定内科医・指導医）
日本腎臓学 （ᧉ医・指導医ݦ˟）
日本ᡢௌ医学 （ᧉ医ݦ˟）

桑形　尚吾
クワǬǿųショǦǴ 特˓ᜒࠖ

腎臓内科 и病౐医長
腎臓病、糖尿病、血液浄化療法

日本内科学 （˟総合内科ݦᧉ医・ᛐ定内科医・指導医）
日本腎臓学 （ᧉ医・指導医ݦ˟）
日本ᡢௌ医学 （ᧉ医・指導医ݦ˟）
日本糖尿病学 （ᧉ医ݦ˟）

久米　真司
クȡųシンǸ 教੉

腎臓内科 科長 腎臓病、糖尿病、血液浄化療法

日本内科学 （˟総合内科ݦᧉ医・ᛐ定内科医・指導医）
日本腎臓学 （ᧉ医・指導医ݦ˟）
日本糖尿病学 （ᧉ医・指導医ݦ˟）
日本内分泌学 ᪸・ᧉ医ݦ˟） 域指導医）

榮　智徳
ǵカǨųトȢノリ

医員（病院я教） 日本ݦᧉ医機構（内科ݦᧉ医）

田川 安都子
ǿǬワųアȄǳ

非ࠝ勤ᜒࠖ（診療） 腎臓病、糖尿病、血液浄化療法

腎臓病、糖尿病、血液浄化療法

腎臓病、糖尿病、血液浄化療法

山田　安希
ȤȞȀųアǭ

医員（病院я教） 腎臓病、糖尿病、血液浄化療法

病院ϱ教੉

（血液浄化部）

Ĭ2024年4உより、࢘院泌尿器科や院内関係部ፙと協力

し、腎ᆆౡの診療体制をᇌち上げました。Ɯれにより、すǂ

ての腎ˊஆ療法（血液ᡢௌ・ᐃᐏᡢௌ・腎ᆆౡ）がӧ能な଀

設となり、患者さんにࠢ広いᢠ৸Ꮓや医療を提供できるよう

になりました。今後、県内腎疾患患者さんの腎ᆆౡ機˟が担

保できるよう、腎ᆆౡを推進していきます。

ĭॸ性腎臓病（C-&）は、腎臓のǈではなく心血管疾患の発

症リǹクであるƜとがჷられています。そのため、尿所ᙸီ

ࠝのǈのଔ期െ᨞から、病診連携を行った診療が重要視され

ています。

科では、滋賀県下ወ一C-&ȑǹを用いて病診連携を推進࢘

しています。尿所ᙸီࠝ、腎機能低下など腎ᨦ害がွわれる

患者さんをご紹介いただけましたら、࣏要な検査を実଀した

うえで、࣏要にࣖơて検査入院（腎生検をԃǉ）、あるいは

先にもᡓǂましたC-&教育入院をご提案しています。

どのような患者さんを紹介した方がよいのか目安をჷりた

いというお٣がٶいため、ご紹介いただくᨥの目安（表）を

˺成していますので、ごӋᎋいただけれƹと࣬います。もち

ǖん、Ɯのૠ͌はあくまでも目安ですので、Ɯのር׊ˌ外の

患者さんでもおൢ᠉にご相談ください。

その後は、β၃৮制薬など特ഷな治療が࣏要な場合をᨊ

き、基本的には、かかりつけの先生のもとへ患者さんをお返

しさせていただき、診療・治療ዒ続をお願いいたしますが、

先生（あるいは患者さん）のごࠎஓにࣖơてC-&地域連携ȑ

ǹを用いた病診連携を行っていきます。その場合、治療薬の

定期ϼ方と日ࠝの診療をかかりつけの先生のもとで行ってい

ただきながら、࢘科にᲭ〜６かஉ൑に受診いただき、先生方

とC-&地域連携ȑǹを用いてॖᙸʩ換をしながら、ʚ人ɼ治

医制で患者さんの腎機能保護のために最ᢘな治療をዒ続して

いきます。

また、ॸ性維持ᡢௌ療法を受けられている患者さんを対ᝋ

に、心機能、動脈ᄒ化の状७をᚸ̖するᡢௌフǩローアッȗ

入院（Ძᡵ᧓）を行っています。࢘院では、ᐃᐏᡢௌ́用療

法ˌ外の維持血液ᡢௌ療法を実଀しておりませんが、࢘院で

血液ᡢௌを導入された患者さんに、年にᲫ回のᡢௌフǩロー

アッȗ入院や、外来でのフǩローアッȗ検査をおѰめしてお

り、ٶくの患者さんが൑年定期的に検査を受けておられま

す。ᡢௌクリニックで、動脈ᄒ化性疾患の検査等の実଀が難

しい患者さんや心機能ᚸ̖が࣏要な患者さんがいらっしǌい

ましたら、ご相談ください。

地域に対する取り組み、最近の話題など

Ĭ 腎機能低下ᲴG)F4（ONᲩOKPᲩ1.73ɜ）

50〜59ബä60ச฼

60〜69ബä50ச฼

70ബˌ上ä40ச฼

èG)F4低下速度Ჴ年᧓Ჯˌ上低下も要検᚛

ĭ ・ᖨႉ尿（Ქ）かつų๼血（Ქ）

・ᖨႉ尿のǈä（ᲬᲥ）ˌ上または（Ქ）が持続

・血尿のǈä若年者（30ബӨまでが目安）

èᎹ眼的血尿は泌尿器科への紹介がஓましい

Į 高カリǦム血症Ჴ5.5O'SᲩ.ˌ上

診療科ǦǧȖǵイト

概要・特色

腫瘍内科ų科長

醍醐　弥太郎

がんに対する最新の೅準薬ཋ療法を基本に、新しい分子೅的

療法を展開しています。また、新ᙹの分子診断法に基Ʈいたが

んの̾性診断により、薬ཋ療法開始Эにそのј果を予ยし、最

ᢘながん治療を患者さんに提供する̾К化（ȗレシǸョン）

医療を推進しています。

診療科長は臨床腫瘍学ᜒࡈ教੉、附属病院腫瘍センǿー長、

ዼԧケアセンǿー長ӏƼ大学附属先ᇢがん研究センǿー長を́

˓しており、がん治療に関わるݦᧉ診療科と連携して、がんの

೅準治療、高度医療からがん患者さんのQO.（生活の質）の

維持をԃめたࠎஓのЏれ目のない総合的がん医療に取り組んで

います。

本院は日本内科学˟、日本臨床腫瘍学˟、日本がん治療ᛐ定

医機構、日本人᫏遺伝学˟およƼ日本ዼԧ医療学˟のᛐ定研̲

଀設です。また、特定機能病院、ҽ生і働Ⴞ地域がん診療連携

拠点病院（高度׹）、がんゲノム医療拠点病院ならƼに滋賀県

がん診療高度中核拠点病院とがん診療連携拠点病院の指定を受

けており、࢘科はがん医療のרてん化と先進的がん医療開発の

役割を担っています。

診療内容
腫瘍内科においては、腫瘍内科医による各ᆔの臓器のがん全

般に対する最新の診断、病७ᚸ̖、がん薬ཋ療法、がんゲノム

医療（遺伝子ȑネル検査）、ዼԧケア、先進的がん医療等を外

来ӏƼ入院で実଀しています。また、がん医療に関わるセカン

ドオピニオンを受け˄けています。

Ɯれらにьえて、新しい治療法の開発のために、Ɯれまで、

治᬴・先進医療や各ᆔのȗレシǸョン医療等を通ơた特色ある

がん医療を提供してきており、全׎のがん患者さんや病院から

の先進的がん医療に関する相談・診療依頼を受け入れていま

す。また、滋賀県がん診療高度中核拠点病院の指定を受けて、

滋賀県内やᡈᨩࡅ県のがん診療連携拠点病院およƼ全׎の大

学・病院と連携したがんの新薬とȗレシǸョン医療の開発に関

わる各ᆔの臨床研究や治᬴等を実଀しています。ྵנは、新し

い分子・β၃療法等の開発を進めています。

特に紹介を受けたい疾患、症例
各ᆔの難治性׍形がん

・Ꮝがん

・消化器がん

・原発不ଢがん

ỉٶ重がん

がん（Ꮉ腫、神経内分泌腫瘍等をԃǉ）ݲࠎ・

・遺伝性腫瘍症ͅ፭

・がんゲノム医療（がん遺伝子ȑネル検査）の対ᝋफ性腫瘍

・がん医療に関わるセカンドオピニオン（᨟଺受け˄け）

主な検査・医療設備など
・फ性腫瘍に関わる血液検査、画΂検査

・がん遺伝子ȑネル検査

・外来化学療法室（腫瘍センǿーᲴ2Ჯ床）

・ዬ急ዼԧケア病床（Ძ床）、腫瘍内科病床（Წ床）

件数・数値等手術・検査・治療法等

外来化学療法室対ࣖˑૠ

無菌調剤ˑૠ

9�193

入院ዼԧケア介入ˑૠ（ьምᲥ非ьም） 2�313

外来ዼԧケア介入ˑૠ（ьምᲥ非ьም） 93

リンȑූ腫外来利用ˑૠ 438

レǸȡンݙ査ˑૠ 311

がん遺伝子ȑネル検査ˑૠ 171

医ࠖɼ導治᬴ Ძ

入院Ჴ5�286
外来Ჴ29�322

診療実績（2024年度）

表ų腎臓内科への紹介の目安

日本ݦᧉ医機構（内科ݦᧉ医）

日本内科学 （˟総合内科ݦᧉ医・ᛐ定内科医・指導医）
日本腎臓学 （ᧉ医ݦ˟）
日本ᡢௌ医学 （ᧉ医ݦ˟）
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腫瘍内科小児科

今日のがん治療においては、病ൢの進行െ᨞に対ࣖしたȗレ

シǸョン医療とٶ職ᆔȁームによる総合的かつ全人的な医療が

൭められています。わが׎ではƜれら先進的がん医療を担い臓

器್断的ながん診療のȞネーǸȡントができる腫瘍内科医（臨

床腫瘍医）や体と心のɲ᩿からがん特ஊの症状に対するケアを

行うዼԧ医療医が不ឱしています。また、೅準的ながん治療の

ј果がなかった患者さんは新しい治療法を൭め、「がん難ൟ」

というᅈ˟的բ᫆が生ơています。ᅶたちは高い͒理性と科学

性に基Ʈいた最新の೅準的がん治療とዼԧケアを提供し、さら

には新しいがん医療の開発を推進するƜとによって、Ɯのよう

な患者さんへ医療を提供するƜとも大きなᛢ᫆の一つとᎋえて

います。࢘科は、がんと診断されたときからЏれ目なく続く質

の高いがん医療の推進をめざしています。

地域に対する取り組み、最近の話題など

外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 氏 名 役職／職位

醍醐　弥太郎
ȀイǴųȤǿロǦ 教੉

腫瘍内科ų科長 住本　秀敏
ǹȟȢトųȒȇトシ

特˓ᜒࠖ

寺本　晃治
テȩȢトųǳǦǸ 特˓ϱ教੉

医ޅ長、外来医長 高野　淳
ǿカノųアȄシ

特˓ᜒࠖ

外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

西倉　紀子
ニシクȩųノリǳ я教

小児科 教育医長
小児神経

増田　俊樹
ȞǹȀųトシǭ

医員（病院я教） 小児腎臓

日本小児科学 （˟小児科ݦᧉ医）

日本ᡢௌ医学 （˟ᡢௌݦᧉ医）

日本腎臓学 （˟腎臓ݦᧉ医）

松川　幸弘
ȞȄカワ ユǭȒロ я教

（病理学ᜒࡈ（疾患制御病७学部ᧉ））
小児血液・腫瘍

日本小児科学 （˟小児科ݦᧉ医、ᛐ定指導医）

日本血液学 （˟血液ݦᧉ医・血液指導医）

日本ᡯ血細胞ᆆౡ学 （˟ᡯ血細胞ᆆౡᛐ定医）

佐藤　知実
ǵトǦųトȢȟ 特˓я教

（医ࠖ臨床教育センǿー）
小児科・小児リǦȞȁ

日本小児科学 （˟小児科ݦᧉ医）

日本リǦȞȁ学 （˟リǦȞȁݦᧉ医・指導医）

日本小児栄養消化器Ꮑ臓学 （˟ᛐ定医）

大封　智雄
ȀイフųトȢオ

я教 小児科学・小児血液・がん

日本小児科学 （˟ᛐ定小児科ݦᧉ医）

日本血液学 （˟ᛐ定血液ݦᧉ医）

日本小児血液・がん学 （˟小児血液・がんݦᧉ医）

筒井　英美
ȄȄイųȒȇȟ

特˓я教 小児科一般（内分泌） 日本小児科学 （˟小児科ݦᧉ医）

池田　勇八
イケȀųユǦハȁ я教

小児科 外来医長
小児血液・腫瘍 日本小児科学 （˟小児科ݦᧉ医）

吉田　大輔
ȨシȀųȀイǹケ

特˓я教 ச༌児・新生児
日本小児科学 （˟小児科ݦᧉ医）

日本周産期・新生児医学 （˟新生児指導医）

塚村　篤史
ȄカムȩųアȄシ

я教 小児内分泌・ˊᜓ 日本小児科学 （˟小児科ݦᧉ医・ᛐ定指導医）

大島　理利
オオシȞųȞǵトシ

特˓я教 ச༌児・新生児 日本小児科学 （˟小児科ݦᧉ医）

藤田　聖実
フǸǿųȞǵȟ

非ࠝ勤ᜒࠖ（診療）
小児循環器（先ټ性心疾患・

心ሂ疾患・߷߃病）

日本小児科学 （˟小児科ݦᧉ医・ᛐ定指導医）

日本小児循環器学 （˟小児循環器ݦᧉ医）

一岡　聡子
イȁオカųǵトǳ

特˓я教 小児腎臓
日本小児科学 （˟小児科ݦᧉ医・ᛐ定指導医）

日本腎臓学 （˟腎臓ݦᧉ医）

中島　亮
ȊカǸȞųリョǦ

非ࠝ勤ᜒࠖ（診療）
日本小児科学 （˟小児科ݦᧉ医）

日本アレルギー学 （˟アレルギーݦᧉ医）

弘田 由紀子
Ȓロǿųユǭǳ

非ࠝ勤ᜒࠖ（診療） 小児リǦȞȁ 日本小児科学 （˟小児科ݦᧉ医）

浅井　和輝
アǵイųカǺǭ

医員（病院я教） 小児科学、小児血液・腫瘍科

日本小児科学 （˟小児科ݦᧉ医・ᛐ定指導医）

日本小児神経学 （˟小児神経ݦᧉ医・指導医）

日本人᫏遺伝学 （˟臨床遺伝ݦᧉ医）

日本小児精神神経学 （˟ᛐ定医）

日本てんかん学 （˟てんかんݦᧉ医・指導医）

松井　克之
ȞȄイųカȄユǭ

非ࠝ勤ᜒࠖ（診療）

アレルギー

日本小児科学 （˟小児科ݦᧉ医・ᛐ定指導医）

日本内分泌学 （˟内分泌ˊᜓ科ݦᧉ医・指導医）

日本糖尿病学 （˟糖尿病ݦᧉ医）

日本人᫏遺伝学 （˟臨床遺伝ݦᧉ医）

日本糖尿病協 （˟療養指導医）

小児内分泌・ˊᜓ、糖尿病、

予᧸接ᆔ

傍島　宏貴
ǽȐǸȞųȒロǭ

医員（病院я教）

西澤　侑香
ニシǶワųユカ

医員（病院я教）
日本小児科学 （˟小児科ݦᧉ医）

日本てんかん学 （˟てんかんݦᧉ医）
小児神経

井口　貴文
イǰȁųǿカフȟ

医員（病院я教） 日本小児科学 （˟小児科ݦᧉ医）
小児循環器（先ټ性心疾患、不

整脈、߷߃病、心ሂ症、成人先

（性心疾患などټ

小児神経 日本小児科学 （˟小児科ݦᧉ医）

多賀　崇
ǿǬųǿカシ

非ࠝ勤ᜒࠖ（診療）
小児血液・腫瘍、ᐯࠁβ၃疾患、

ᡯ血࠴細胞ᆆౡ

日本血液学 （˟血液ݦᧉ医・血液指導医）
日本小児科学 （˟小児科ݦᧉ医・ᛐ定指導医）
日本がんᛐ定医機構（୤定教育医・ᛐ定医）
日本小児血液・がん学 （˟ᛐ定小児血液・がんݦᧉ医・指導医）
日本ᡯ血細胞ᆆౡ学 （˟ᡯ血細胞ᆆౡᛐ定医）
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診療科ǦǧȖǵイト

概要・特色

小児科ų科長

丸尾　良浩

【診療方針】
新生児から࣬ବ期にᐱるまで、あらǏる年ᱫの小児に対ࣖし

ます。各分野のݦᧉ医がȁームで診療にあたります。

【外来について】
外来診療はஉ୴日から᣿୴日まで、総合外来と各᪸域ごとの

ᧉ医による外来（予約制）を開いています。滋賀県内をはơݦ

めᡈᨩの医療機関から紹介され、高次医療を࣏要とする患児に

対しては、24଺᧓体制で受け入れています。

【入院について】
ச༌児・新生児、血液・फ性腫瘍、神経、心臓、ˊᜓ内分

泌、腎臓、アレルギー、ज़௨症などの各᪸域の治療だけではな

く、心臓カテーテル検査、腎生検、内分泌疾患の᝟ᒵᚾ᬴な

ど、検査のための入院も行っています。

小児科病౐には院内学ኢ（大඾ࠊᇌແ田ி小学ఄ、同ແ田中

学ఄ）が́設され、子どもたちに良ڤな教育環ؾを提供してい

ます。病౐保育ٟをᣐし、乳࠷児のᅈ˟性発ᢋにもᣐॾしてい

ます。

診療内容

【循環器外来】
先ټ性心疾患、不整脈、߷߃病、心ሂ疾患（心ሂ໒、心ሂ

症）のݦᧉ外来を開設しています。トレッドȟル（ルームȩン

Ȋー）、心Ǩǳー検査、心臓カテーテル検査も定期的に行っ

ています。

【新生児外来】
ハイリǹク新生児のその後の発ᢋ、発育のフǩローアッȗを

行っています。

【アレルギー外来】
ൢ管支մऒ、アトピー性皮膚໒や᫢ཋ

アレルギーなどの治療を行っています。

ٰ期には保護者の方々を対ᝋとした小児

アレルギー疾患π開ᜒࡈを行っています。

【内分泌代謝外来】
日本内分泌学˟の内分泌ˊᜓ科ݦᧉ医、日本糖尿病学˟の糖

尿病ݦᧉ医の᝻఍をもつ小児科ݦᧉ医を中心に、低៲長からま

れな病ൢまでࠢ広い内分泌疾患や糖尿病をはơめとしたˊᜓ疾

患の診療において、質の高い医療の提供を心がけています。ま

た、日本内分泌学˟のᛐ定教育଀設でもあり、小児内分泌ݦᧉ

医の育成を行っています。新生児Ȟǹǹクリーニンǰのʚ次精

査機関として、先ټ性ˊᜓီࠝ症のȞǹǹクリーニンǰでᨗ性

となった新生児の精݅検査や診療も行っています。Ძ׹糖尿病

では、インǹリンポンȗ療法をᆢಊ的に導入しており、さらに

患者さん向けセȟȊーや県内の教育機関向けのѠࢍ˟なども

行っています。遺伝性非ৼ合׹高ビリルビン血症を始めとする

先ټ性ˊᜓီࠝ症や内分泌疾患の遺伝子診断もᆢಊ的に行って

います。

【腎臓外来】
小児腎臓診療をݦᧉとし、小児科ݦᧉ医と腎臓ݦᧉ医のɲ᝻

఍をஊするǹǿッフがᙐૠで診療にあたります。᫁回にϐ発し

たり、β၃৮制剤を̅用する࣏要がある難治性小児ネフローǼ

症ͅ፭の診療経᬴がᝅ݈で、他ࡅ県の଀設からの症̊相談にも

ࣖơています。

小児の急性・ॸ性ᡢௌ（ᐃᐏᡢௌ・血液ᡢௌとも）に対ࣖで

きます。全׎の腎臓ᆆౡ଀設とも連携して、腎ᆆౡЭ後の管理

を行っています。小児ネフローǼ症ͅ፭のよりよい治療法ᄩᇌ

のため、全׎の小児腎疾患ݦᧉ଀設とσ同で臨床研究を行って

います。

【リウマチ・膠原病外来】
全៲性ǨリテȞトーȇǹ、若年性ᆳ発性関ራ໒、߷߃病など

のリǦȞȁ・膠原病疾患（ᐯࠁβ၃疾患）の他に໒症性ᐂ疾

患、β၃不全症、ᐯࠁ໒症症ͅ፭などの診療を行っています。

小児科病౐

【神経外来】
てんかんなどのၗી性疾患、脳໒、脳症、血

管ᨦ害などの急性疾患、遺伝性脳٭性疾患、神

経ሂ疾患の診療を行っています。

【発達外来】
ɼに、දॖഎٶڦ動症、ᐯ᧍症ǹペクトȩムなどの神経発ᢋ

症の診療を行い、地域の発ᢋ支援センǿーや関係機関と連携し

ています。

【血液・腫瘍外来】
小児に発症する全ての血液疾患と腫瘍性疾患の診療を行っ

ています。ᝢ血、血小ெถݲ症、血Ӑ病、Ј血性እ׆などの

良性血液疾患からႉ血病、神経ᑻ腫、್ኚሂᎹ腫、腎ᑻ腫、

ᭌ腫瘍、脳腫瘍などのफ性疾患までࠢ広く診療しています。

院は血Ӑ病診療連携地域中核病院であり、血Ӑ病Ѽਙ外来࢘

として血Ӑ病性関ራ症のᚸ̖を行っています。また、滋賀県

で՗一の小児がん診療଀設として小児がんの治療にあたって

います。日本小児がん研究ǰルーȗ（,CC)）Ӌь଀設でも

あり、様々な臨床ᚾ᬴にӋьしており、ᡯ血࠴細胞ᆆౡにつ

いてもᆢಊ的に実଀しております。セカンドオピニオンも受

け˄けています。

成長ホルモン治療とは？

低៲長のうち成長țルȢン分泌不全症など

に行う治療ですが、ᢘЏな診断と治療が重

要なためݦᧉ଀設の受診がѰめられます。

小児科

外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

坂井　智行
ǵカイųトȢユǭ

ᜒࠖ（学内）

丸尾　良浩
ȞルオųȨシȒロ 教੉

小児科 科長

小児腎臓、ᡢௌ、腎ᆆౡ

小児内分泌・ˊᜓ、体質性᰾၈
日本小児科学 （˟小児科ݦᧉ医・ᛐ定指導医）
日本人᫏遺伝学 （˟臨床遺伝ݦᧉ医・指導医）
日本内分泌学 （˟内分泌ˊᜓ科ݦᧉ医・指導医）

阪上　由子
ǵカǦǨųユǦǳ

特˓ϱ教੉ 小児神経（発ᢋᨦ害）

日本小児科学 （˟小児科ݦᧉ医）
日本小児精神神経学 （˟ᛐ定医）
子どものƜƜǖݦᧉ医・指導医
日本小児心៲医学 （˟ᛐ定医・指導医）

澤井　俊宏
ǵワイųトシȒロ

ᜒࠖ 小児腎臓
日本腎臓学 （˟腎臓ݦᧉ医・腎臓指導医）
日本小児科学 （˟小児科ݦᧉ医・ᛐ定指導医）
日本人᫏遺伝学 （˟臨床遺伝ݦᧉ医）

越田　繁樹
ǳシȀųシゲǭ 特˓ᜒࠖ

（総合周産期母子医療

ųセンǿー）
ச༌児・新生児

日本小児科学 （˟小児科ݦᧉ医・ᛐ定指導医）
日本周産期・新生児医学 （˟新生児指導医）
日本人᫏遺伝学 （˟臨床遺伝ݦᧉ医）

柳　貴英
ȤȊギųǿカȒȇ

ᜒࠖ ச༌児・新生児

日本小児科学 （˟小児科ݦᧉ医・ᛐ定指導医）
日本人᫏遺伝学 （˟臨床遺伝ݦᧉ医）
日本周産期・新生児医学 （˟新生児指導医）

澤井 ちひろ
ǵワイųȁȒロ

特˓ᜒࠖ 発ᢋᨦ害、発ᢋ支援

日本小児科学 （˟小児科ݦᧉ医・ᛐ定指導医）
日本小児心៲医学 （˟ᛐ定医・指導医）
日本小児精神神経学 （˟ᛐ定医）
子どものƜƜǖݦᧉ医・指導医

星野　真介
țシノųシンǹケ

ᜒࠖ（学内）
日本小児科学 （˟小児科ݦᧉ医・ᛐ定指導医）
日本小児循環器学 （˟小児循環器ݦᧉ医）

日本腎臓学 （˟腎臓ݦᧉ医・腎臓指導医）
日本小児科学 （˟小児科ݦᧉ医・ᛐ定指導医）
日本ᡢௌ医学 （˟ᡢௌݦᧉ医・指導医）
日本ᆆౡ学 （˟ᆆౡᛐ定医）
日本臨床腎ᆆౡ学 （˟日本臨床腎ᆆౡ学˟ݦᧉ医）

特に紹介を受けたい疾患、症例
Ū高次医療・集中医療を࣏要とする小児内科疾患

Ū血液फ性腫瘍（ႉ血病やリンȑ腫）、׍形腫瘍（神経ᑻ腫、
脳腫瘍、Ǧィルムǹ腫瘍、್ኚሂᎹ腫など）の小児がん全
般、ᡯ血࠴細胞ᆆౡが࣏要な疾患全般、その他、血液疾患
（IT2、ϐ生不良性ᝢ血、血Ӑ病など）

Ū遺伝性非ৼ合׹高ビリルビン血症（Crigler-NajjaT症ͅ፭、
)KNDeTV症ͅ፭、母乳性᰾၈）

ŪネフローǼ症ͅ፭（ǹテロイド৽৴性、ǹテロイド依存性、
᫁回ϐ発׹など）でβ၃৮制剤の̅用が࣏要な症̊

Ū๋血性尿൒症症ͅ፭（șロ൒እに関連するHUS、非χ๋׹血
性尿൒症症ͅ፭）

Ū小児糖尿病

主な検査・医療設備など
Ū心臓カテーテル検査

Ū心臓ឬ᪦ඬ検査

Ū腎生検

Ūᭌ᭒検査・ᭌ᭒生検

Ū無菌室（1室）、無菌ᘺ置（3Ө）

Ū長଺᧓ビȇオ脳ඬȢニǿリンǰ検査

Ū持続性血糖Ȣニǿリンǰ

Ū内分泌᝟ᒵᚾ᬴

診療実績（2024年度）

ˑૠ・ૠ͌等手術・検査・治療法等

（通院中の患者ૠ）᫁回ϐ発׹

৽৴性ネフローǼ症ͅ፭

新ᙹ小児がん診療

ᡯ血࠴細胞ᆆౡ

長଺᧓ビȇオ脳ඬȢニǿリンǰ検査

心臓カテーテル検査

心臓カテーテル治療

心臓ឬ᪦ඬ検査

新生児重症心疾患受け入れ

（通院中の患者ૠ）小児期発症1׹糖尿病

（通院中の患者ૠ）うちインǹリンポンȗ療法

血Ӑ病Ѽਙ外来

16人

4人

67̊

年᧓40�60̊

年᧓5�10̊

年᧓700Ყ1000̊

年᧓10�20̊

地域に対する取り組み、最近の話題など
医ࠖɼ導ᚾ᬴・臨床ᚾ᬴をᆢಊ的に行っています。

長井 静世
ȊǬイ シǺȨ

я教 小児内分泌・ˊᜓ

日本小児科学 （˟小児科ݦᧉ医・ᛐ定指導医）
日本内分泌学 （˟内分泌ˊᜓ科ݦᧉ医・指導医）
日本糖尿病学 
˟糖尿病ݦᧉ医小児科᪸域�
日本人᫏遺伝学 （˟臨床遺伝ݦᧉ医）

小児循環器（先ټ性心疾患、

不整脈、߷߃病、心ሂ症、成人

先ټ性心疾患など）

25人

10人

10人

50人

古川 央樹
フルカワ   オǦǭ

я教

小児循環器（成人先ټ性心疾患

ԃǉ）、新生児・ச༌児、新生児

集中治療、胎児診断（先ټ性心

疾患）

日本小児科学 （˟小児科ݦᧉ医・ᛐ定指導医）
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診療科ǦǧȖǵイト

概要・特色

小児科ų科長

丸尾　良浩

【診療方針】
新生児から࣬ବ期にᐱるまで、あらǏる年ᱫの小児に対ࣖし

ます。各分野のݦᧉ医がȁームで診療にあたります。

【外来について】
外来診療はஉ୴日から᣿୴日まで、総合外来と各᪸域ごとの

ᧉ医による外来（予約制）を開いています。滋賀県内をはơݦ

めᡈᨩの医療機関から紹介され、高次医療を࣏要とする患児に

対しては、24଺᧓体制で受け入れています。

【入院について】
ச༌児・新生児、血液・फ性腫瘍、神経、心臓、ˊᜓ内分

泌、腎臓、アレルギー、ज़௨症などの各᪸域の治療だけではな

く、心臓カテーテル検査、腎生検、内分泌疾患の᝟ᒵᚾ᬴な

ど、検査のための入院も行っています。

小児科病౐には院内学ኢ（大඾ࠊᇌແ田ி小学ఄ、同ແ田中

学ఄ）が́設され、子どもたちに良ڤな教育環ؾを提供してい

ます。病౐保育ٟをᣐし、乳࠷児のᅈ˟性発ᢋにもᣐॾしてい

ます。

診療内容

【循環器外来】
先ټ性心疾患、不整脈、߷߃病、心ሂ疾患（心ሂ໒、心ሂ

症）のݦᧉ外来を開設しています。トレッドȟル（ルームȩン

Ȋー）、心Ǩǳー検査、心臓カテーテル検査も定期的に行っ

ています。

【新生児外来】
ハイリǹク新生児のその後の発ᢋ、発育のフǩローアッȗを

行っています。

【アレルギー外来】
ൢ管支մऒ、アトピー性皮膚໒や᫢ཋ

アレルギーなどの治療を行っています。

ٰ期には保護者の方々を対ᝋとした小児

アレルギー疾患π開ᜒࡈを行っています。

【内分泌代謝外来】
日本内分泌学˟の内分泌ˊᜓ科ݦᧉ医、日本糖尿病学˟の糖

尿病ݦᧉ医の᝻఍をもつ小児科ݦᧉ医を中心に、低៲長からま

れな病ൢまでࠢ広い内分泌疾患や糖尿病をはơめとしたˊᜓ疾

患の診療において、質の高い医療の提供を心がけています。ま

た、日本内分泌学˟のᛐ定教育଀設でもあり、小児内分泌ݦᧉ

医の育成を行っています。新生児Ȟǹǹクリーニンǰのʚ次精

査機関として、先ټ性ˊᜓီࠝ症のȞǹǹクリーニンǰでᨗ性

となった新生児の精݅検査や診療も行っています。Ძ׹糖尿病

では、インǹリンポンȗ療法をᆢಊ的に導入しており、さらに

患者さん向けセȟȊーや県内の教育機関向けのѠࢍ˟なども

行っています。遺伝性非ৼ合׹高ビリルビン血症を始めとする

先ټ性ˊᜓီࠝ症や内分泌疾患の遺伝子診断もᆢಊ的に行って

います。

【腎臓外来】
小児腎臓診療をݦᧉとし、小児科ݦᧉ医と腎臓ݦᧉ医のɲ᝻

఍をஊするǹǿッフがᙐૠで診療にあたります。᫁回にϐ発し

たり、β၃৮制剤を̅用する࣏要がある難治性小児ネフローǼ

症ͅ፭の診療経᬴がᝅ݈で、他ࡅ県の଀設からの症̊相談にも

ࣖơています。

小児の急性・ॸ性ᡢௌ（ᐃᐏᡢௌ・血液ᡢௌとも）に対ࣖで

きます。全׎の腎臓ᆆౡ଀設とも連携して、腎ᆆౡЭ後の管理

を行っています。小児ネフローǼ症ͅ፭のよりよい治療法ᄩᇌ

のため、全׎の小児腎疾患ݦᧉ଀設とσ同で臨床研究を行って

います。

【リウマチ・膠原病外来】
全៲性ǨリテȞトーȇǹ、若年性ᆳ発性関ራ໒、߷߃病など

のリǦȞȁ・膠原病疾患（ᐯࠁβ၃疾患）の他に໒症性ᐂ疾

患、β၃不全症、ᐯࠁ໒症症ͅ፭などの診療を行っています。

小児科病౐

【神経外来】
てんかんなどのၗી性疾患、脳໒、脳症、血

管ᨦ害などの急性疾患、遺伝性脳٭性疾患、神

経ሂ疾患の診療を行っています。

【発達外来】
ɼに、දॖഎٶڦ動症、ᐯ᧍症ǹペクトȩムなどの神経発ᢋ

症の診療を行い、地域の発ᢋ支援センǿーや関係機関と連携し

ています。

【血液・腫瘍外来】
小児に発症する全ての血液疾患と腫瘍性疾患の診療を行っ

ています。ᝢ血、血小ெถݲ症、血Ӑ病、Ј血性እ׆などの

良性血液疾患からႉ血病、神経ᑻ腫、್ኚሂᎹ腫、腎ᑻ腫、

ᭌ腫瘍、脳腫瘍などのफ性疾患までࠢ広く診療しています。

院は血Ӑ病診療連携地域中核病院であり、血Ӑ病Ѽਙ外来࢘

として血Ӑ病性関ራ症のᚸ̖を行っています。また、滋賀県

で՗一の小児がん診療଀設として小児がんの治療にあたって

います。日本小児がん研究ǰルーȗ（,CC)）Ӌь଀設でも

あり、様々な臨床ᚾ᬴にӋьしており、ᡯ血࠴細胞ᆆౡにつ

いてもᆢಊ的に実଀しております。セカンドオピニオンも受

け˄けています。

成長ホルモン治療とは？

低៲長のうち成長țルȢン分泌不全症など

に行う治療ですが、ᢘЏな診断と治療が重

要なためݦᧉ଀設の受診がѰめられます。

小児科

外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

坂井　智行
ǵカイųトȢユǭ

ᜒࠖ（学内）

丸尾　良浩
ȞルオųȨシȒロ 教੉

小児科 科長

小児腎臓、ᡢௌ、腎ᆆౡ

小児内分泌・ˊᜓ、体質性᰾၈
日本小児科学 （˟小児科ݦᧉ医・ᛐ定指導医）
日本人᫏遺伝学 （˟臨床遺伝ݦᧉ医・指導医）
日本内分泌学 （˟内分泌ˊᜓ科ݦᧉ医・指導医）

阪上　由子
ǵカǦǨųユǦǳ

特˓ϱ教੉ 小児神経（発ᢋᨦ害）

日本小児科学 （˟小児科ݦᧉ医）
日本小児精神神経学 （˟ᛐ定医）
子どものƜƜǖݦᧉ医・指導医
日本小児心៲医学 （˟ᛐ定医・指導医）

澤井　俊宏
ǵワイųトシȒロ

ᜒࠖ 小児腎臓
日本腎臓学 （˟腎臓ݦᧉ医・腎臓指導医）
日本小児科学 （˟小児科ݦᧉ医・ᛐ定指導医）
日本人᫏遺伝学 （˟臨床遺伝ݦᧉ医）

越田　繁樹
ǳシȀųシゲǭ 特˓ᜒࠖ

（総合周産期母子医療

ųセンǿー）
ச༌児・新生児

日本小児科学 （˟小児科ݦᧉ医・ᛐ定指導医）
日本周産期・新生児医学 （˟新生児指導医）
日本人᫏遺伝学 （˟臨床遺伝ݦᧉ医）

柳　貴英
ȤȊギųǿカȒȇ

ᜒࠖ ச༌児・新生児

日本小児科学 （˟小児科ݦᧉ医・ᛐ定指導医）
日本人᫏遺伝学 （˟臨床遺伝ݦᧉ医）
日本周産期・新生児医学 （˟新生児指導医）

澤井 ちひろ
ǵワイųȁȒロ

特˓ᜒࠖ 発ᢋᨦ害、発ᢋ支援

日本小児科学 （˟小児科ݦᧉ医・ᛐ定指導医）
日本小児心៲医学 （˟ᛐ定医・指導医）
日本小児精神神経学 （˟ᛐ定医）
子どものƜƜǖݦᧉ医・指導医

星野　真介
țシノųシンǹケ

ᜒࠖ（学内）
日本小児科学 （˟小児科ݦᧉ医・ᛐ定指導医）
日本小児循環器学 （˟小児循環器ݦᧉ医）

日本腎臓学 （˟腎臓ݦᧉ医・腎臓指導医）
日本小児科学 （˟小児科ݦᧉ医・ᛐ定指導医）
日本ᡢௌ医学 （˟ᡢௌݦᧉ医・指導医）
日本ᆆౡ学 （˟ᆆౡᛐ定医）
日本臨床腎ᆆౡ学 （˟日本臨床腎ᆆౡ学˟ݦᧉ医）

特に紹介を受けたい疾患、症例
Ū高次医療・集中医療を࣏要とする小児内科疾患

Ū血液फ性腫瘍（ႉ血病やリンȑ腫）、׍形腫瘍（神経ᑻ腫、
脳腫瘍、Ǧィルムǹ腫瘍、್ኚሂᎹ腫など）の小児がん全
般、ᡯ血࠴細胞ᆆౡが࣏要な疾患全般、その他、血液疾患
（IT2、ϐ生不良性ᝢ血、血Ӑ病など）

Ū遺伝性非ৼ合׹高ビリルビン血症（Crigler-NajjaT症ͅ፭、
)KNDeTV症ͅ፭、母乳性᰾၈）

ŪネフローǼ症ͅ፭（ǹテロイド৽৴性、ǹテロイド依存性、
᫁回ϐ発׹など）でβ၃৮制剤の̅用が࣏要な症̊

Ū๋血性尿൒症症ͅ፭（șロ൒እに関連するHUS、非χ๋׹血
性尿൒症症ͅ፭）

Ū小児糖尿病

主な検査・医療設備など
Ū心臓カテーテル検査

Ū心臓ឬ᪦ඬ検査

Ū腎生検

Ūᭌ᭒検査・ᭌ᭒生検

Ū無菌室（1室）、無菌ᘺ置（3Ө）

Ū長଺᧓ビȇオ脳ඬȢニǿリンǰ検査

Ū持続性血糖Ȣニǿリンǰ

Ū内分泌᝟ᒵᚾ᬴

診療実績（2024年度）

ˑૠ・ૠ͌等手術・検査・治療法等

（通院中の患者ૠ）᫁回ϐ発׹

৽৴性ネフローǼ症ͅ፭

新ᙹ小児がん診療

ᡯ血࠴細胞ᆆౡ

長଺᧓ビȇオ脳ඬȢニǿリンǰ検査

心臓カテーテル検査

心臓カテーテル治療

心臓ឬ᪦ඬ検査

新生児重症心疾患受け入れ

（通院中の患者ૠ）小児期発症1׹糖尿病

（通院中の患者ૠ）うちインǹリンポンȗ療法

血Ӑ病Ѽਙ外来

16人

4人

67̊

年᧓40�60̊

年᧓5�10̊

年᧓700Ყ1000̊

年᧓10�20̊

地域に対する取り組み、最近の話題など
医ࠖɼ導ᚾ᬴・臨床ᚾ᬴をᆢಊ的に行っています。

長井 静世
ȊǬイ シǺȨ

я教 小児内分泌・ˊᜓ

日本小児科学 （˟小児科ݦᧉ医・ᛐ定指導医）
日本内分泌学 （˟内分泌ˊᜓ科ݦᧉ医・指導医）
日本糖尿病学 
˟糖尿病ݦᧉ医小児科᪸域�
日本人᫏遺伝学 （˟臨床遺伝ݦᧉ医）

小児循環器（先ټ性心疾患、

不整脈、߷߃病、心ሂ症、成人

先ټ性心疾患など）

25人

10人

10人

50人

古川 央樹
フルカワ   オǦǭ

я教

小児循環器（成人先ټ性心疾患

ԃǉ）、新生児・ச༌児、新生児

集中治療、胎児診断（先ټ性心

疾患）

日本小児科学 （˟小児科ݦᧉ医・ᛐ定指導医）
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腫瘍内科小児科

今日のがん治療においては、病気の進行段階に対応したプレ

シジョン医療と多職種ȁームによる総合的かつ全人的な医療が

求められています。わが国ではこれら先進的がん医療を担い臓

器横断的ながん診療のマネージメントができる腫瘍内科医（臨

床腫瘍医）や体と心の両面からがん特有の症状に対するケアを

行う緩和医療医が不足しています。また、標準的ながん治療の

効果がなかった患者さんは新しい治療法を求め、「がん難民」

という社会的問題が生じています。私たちは高い倫理性と科学

性に基づいた最新の標準的がん治療と緩和ケアを提供し、さら

には新しいがん医療の開発を推進することによって、このよう

な患者さんへ医療を提供することも大きな課題の一つと考えて

います。当科は、がんと診断されたときから切れ目なく続く質

の高いがん医療の推進をめざしています。

地域に対する取り組み、最近の話題など

外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 氏 名 役職／職位

醍醐　弥太郎
Ȁイゴ　ヤǿロウ 教授

腫瘍内科　科長 住本　秀敏
スミモト　ヒデトシ

特任講師

寺本　晃治
テラモト　コウジ 特任准教授

医局長、外来医長 高野　淳
ǿカノ　アツシ

特任講師

外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

西倉　紀子
ニシクラ　ノリコ 助教

小児科 教育医長
小児神経

増田　俊樹
マスȀ　トシキ

医員（病院助教） 小児腎臓

日本小児科学会（小児科専門医）

日本透析医学会（透析専門医）

日本腎臓学会（腎臓専門医）

松川　幸弘
マツカワ ユキヒロ 助教

（病理学講座（疾患制御病態学部門））
小児血液・腫瘍

日本小児科学会（小児科専門医、認定指導医）

日本血液学会（血液専門医・血液指導医）

日本造血細胞移植学会（造血細胞移植認定医）

佐藤　知実
サトウ　トモミ 特任助教

（医師臨床教育センǿー）
小児科・小児リウマȁ

日本小児科学会（小児科専門医）

日本リウマȁ学会（リウマȁ専門医・指導医）

日本小児栄養消化器肝臓学会（認定医）

大封　智雄
Ȁイフ　トモオ

助教 小児科学・小児血液・がん

日本小児科学会（認定小児科専門医）

日本血液学会（認定血液専門医）

日本小児血液・がん学会（小児血液・がん専門医）

筒井　英美
ツツイ　ヒデミ

特任助教 小児科一般（内分泌） 日本小児科学会（小児科専門医）

池田　勇八
イケȀ　ユウハȁ 助教

小児科 外来医長
小児血液・腫瘍 日本小児科学会（小児科専門医）

吉田　大輔
ヨシȀ　Ȁイスケ

特任助教 未熟児・新生児
日本小児科学会（小児科専門医）

日本周産期・新生児医学会（新生児指導医）

塚村　篤史
ツカムラ　アツシ

医員（病院助教） 小児内分泌・代謝 日本小児科学会（小児科専門医・認定指導医）

大島　理利
オオシマ　マサトシ

特任助教 未熟児・新生児 日本小児科学会（小児科専門医）

藤田　聖実
フジǿ　マサミ

非常勤講師（診療）
小児循環器（先天性心疾患・

心筋疾患・川崎病）

日本小児科学会（小児科専門医・認定指導医）

日本小児循環器学会（小児循環器専門医）

一岡　聡子
イȁオカ　サトコ

特任助教 小児腎臓
日本小児科学会（小児科専門医・認定指導医）

日本腎臓学会（腎臓専門医）

中島　亮
ナカジマ　リョウ

非常勤講師（診療）
日本小児科学会（小児科専門医）

日本アレルギー学会（アレルギー専門医）

弘田 由紀子
ヒロǿ　ユキコ

非常勤講師（診療） 小児リウマȁ 日本小児科学会（小児科専門医）

浅井　和輝
アサイ　カズキ

医員（病院助教） 小児科学、小児血液・腫瘍科

日本小児科学会（小児科専門医・認定指導医）

日本小児神経学会（小児神経専門医・指導医）

日本人類遺伝学会（臨床遺伝専門医）

日本小児精神神経学会（認定医）

日本てんかん学会（てんかん専門医・指導医）

松井　克之
マツイ　カツユキ

非常勤講師（診療）

アレルギー

日本小児科学会（小児科専門医・認定指導医）

日本内分泌学会（内分泌代謝科専門医・指導医）

日本糖尿病学会（糖尿病専門医）

日本人類遺伝学会（臨床遺伝専門医）

日本糖尿病協会（療養指導医）

小児内分泌・代謝、糖尿病、

予防接種

傍島　宏貴
ソバジマ　ヒロキ

医員（病院助教）

西澤　侑香
ニシザワ　ユカ

医員（病院助教）
日本小児科学会（小児科専門医）

日本てんかん学会（てんかん専門医）
小児神経

井口　貴文
イグȁ　ǿカフミ

医員（病院助教） 日本小児科学会（小児科専門医）
小児循環器（先天性心疾患、不

整脈、川崎病、心筋症、成人先

天性心疾患など）

小児神経 日本小児科学会（小児科専門医）

多賀　崇
ǿガ　ǿカシ

非常勤講師（診療）
小児血液・腫瘍、自己免疫疾患、

造血幹細胞移植

日本血液学会（血液専門医・血液指導医）
日本小児科学会（小児科専門医・認定指導医）
日本がん認定医機構（暫定教育医・認定医）
日本小児血液・がん学会（認定小児血液・がん専門医・指導医）
日本造血細胞移植学会（造血細胞移植認定医）
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皮膚科

診療実績（2024年度）

ˑૠ・ૠ͌等手術・検査・治療法等

2024年度 疾患К入院患者ૠ

手術ˑૠ

皮膚फ性腫瘍手術ˑૠ

アレルギー検査ˑૠ（外来Ჩ皮内テǹト）

皮膚病理組ጢ検査ˑૠ

ᲯᲫᲬˑ

Ძ６Ჳˑ

ᲫᲯᲯˑ

1�ᲭᲲᲯˑ

ᡈ年皮膚फ性腫瘍の፝患患者がفьしています。࢘院は滋

賀県のがん治療拠点病院であり、県のがんႇ᥵ˑૠ情報によ

ると、県内の皮膚फ性腫瘍治療ˑૠの 40Ჟᆉ度を࢘院がҩめ

ています。滋賀県全域から紹介を受け入れており、また、ᛐ

ჷ症や基ᄽ疾患などから手術が׉難な症̊などもᆢಊ的に治

療を行っています。皮膚फ性腫瘍がွわしい症̊などありま

したら、是非࢘科へ御紹介ください。

また、Ɯの10年ほどで皮膚科᪸域でも生ཋ学的ᙌ剤による

治療が急速に広がってきています。ʑႁやアトピー性皮膚

໒、難治性ᔽ麻၉やْ။性ᐝ皮症、膠原病など、各ᆔ疾患に

対してྵנ保ᨖᢘ用ӧ能な薬剤は、ほǅ全て࢘院で治療ӧ能

です。難治の患者さんなど、お׉りの症̊がありましたら࢘

科をご紹介ください。また、膠原病センǿーも開設しました

ので、ᆢಊ的にご活用ください。

地域に対する取り組み、最近の話題など

悪性腫瘍
342件

良性腫瘍
129件

感染症 35件

膠原病 31件

水疱症 42件

薬疹 36件

その他 61件

外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

塚本　雄大
ȄカȢトųユǦȀイ

医ࠖ（非ࠝ勤） レーǶー

小林　佳道
ǳȐȤシųȨシȟȁ

я教 皮膚科一般

ᜒࠖ
皮膚科 病౐医長

アレルギー
日本皮膚科学 （˟皮膚科ݦᧉ医）
ҽ生і働Ⴞ（臨床研̲指導医）

小池　隆弘
ǳイケųǿカȒロ

я教
皮膚科一般、皮膚腫瘍、
皮膚外科

前田　泰広
ȞǨȀųȤǹȒロ

я教
皮膚科一般、皮膚腫瘍、
皮膚外科

平野　慎悟
ȒȩノųシンǴ

医員 皮膚科一般

山田　昌弘
ȤȞȀųȞǵȒロ

医員 皮膚科一般

杉浦　周嗣
ǹギǦȩųシȥǦǸ

医ࠖ（非ࠝ勤） Ꮾൗ症

生野　泰彬
イクノųȤǹアǭ

я教 皮膚科一般、ьᱫ皮膚医学

藤井　紀和
フǸイųノリカǺ

非ࠝ勤ᜒࠖ（診療） レーǶー 日本皮膚科学 （˟皮膚科ݦᧉ医、皮膚फ性腫瘍指導ݦᧉ医）

山口　明彦
ȤȞǰȁųアǭȒǳ я教

皮膚科 外来医長
皮膚科一般、ʑႁ

日本皮膚科学 （˟皮膚科ݦᧉ医）
ҽ生і働Ⴞų（臨床研̲指導医）

日本皮膚科学 （˟皮膚科ݦᧉ医）

日本皮膚科学 （˟皮膚科ݦᧉ医）

若林 麻記子
ワカȐȤシųȞǭǳ

非ࠝ勤ᜒࠖ（診療） レーǶー
日本皮膚科学˟
（皮膚科ݦᧉ医、፦ܾ皮膚科・レーǶー指導ݦᧉ医）

荒川　明子
アȩカワųアǭǳ

ϱ教੉ Ꮾൗ、ʑႁ、Ⴧ菌
日本皮膚科学 （˟皮膚科ݦᧉ医）
ҽ生і働Ⴞ（臨床研̲指導医）
ȟȥンヘン大学ܲ員ϱ教੉

藤本　徳毅
フǸȢトųノリǭ 教੉

皮膚科 科長
膠原病、皮膚外科

日本皮膚科学 （˟皮膚科ݦᧉ医、皮膚फ性腫瘍指導ݦᧉ医）
日本アレルギー学 （˟アレルギーݦᧉ医）
日本人᫏遺伝学 （˟臨床遺伝ݦᧉ医）
ҽ生і働Ⴞ（臨床研̲指導医）
日本がん治療ᛐ定医機構（がん治療ᛐ定医）
膠原病センǿーセンǿー長

加藤　威
カトǦųǿケシ

非ࠝ勤ᜒࠖ（診療） Ꮾൗ症、皮膚外科

日本皮膚科学 （˟皮膚科ݦᧉ医）
ҽ生і働Ⴞ（臨床研̲指導医）
日本がん治療ᛐ定医機構（がん治療ᛐ定医）
日本ϐ生医療学 （˟ϐ生医療ᛐ定医）

診療科ǦǧȖǵイト

精神科ų科長

尾関　祐二

概要・特色
精神科が対ᝋとする疾患は脳の生理学的機能に関連したもの

であり、科学的にᆳきᛄめてਵえるƜとがとても大Џです。し

かし同଺に、ƜƜǖの病という表ྵにᙸられるように、ᛯ理的

ỉ機఺的に理ែ整໱と対ϼするだけでは上手くいかない᩿ͨも

あります。࢘科ではどちらかに͞りすƗるƜとがないようにॖ

ᜤをして、患者さんỉごܼଈ関係者の皆さんがज़ơているᠲさ

ỉ大٭さをᚐ消していくƜとを目೅としています。

では、そうしたᠲいൢ持ちỉ大٭さは実ᨥどのようになって

いるのでしǐうか。精神科の疾患は外ᙸでその内ܾがわからな

いƜとがٶ々あります。病ൢになってしまうƜとᐯ体が大٭な

上に、周׊にそのᠲさを上手く伝え、その本質を理ᚐしてもら

うƜとも難しい疾患がٶいため、そのᠲさはさらにࢍくなって

しまう場合があります。また、場合によってはᐯ分がज़ơてい

る大٭さの理ဌをᐯ分ではっきり৭੮するƜとが難しかった

り、଺にはᐯ分が大٭な状७にあるƜとをᐯᙾするのが難し

かったりする場合もあります。

Ɯうした状७からݲしでもᠲさをԧらげる方法は˴か。それ

は環ؾを٭えていくƜとであったり、生活を支援したり、上手

く対ϼできるようなᎋえỉ行動を៲にბけるƜと、もしくは薬

を஌用するƜとであったりします。患者さんが持っている̾人

の特徴と疾患をᎋえ、どのようなかかわり方が状७をݲしでも

良いものに٭えていけるのかが、精神科診療の基ᄽにありま

す。Ɯうしたᎋえの基、঻々は日々の診療にあたっています。

診療内容
対ᝋとする疾患は、うつ病やӑಊ症（៥うつ病）、ወ合ڂ調

症、不安症、ࢍᡐ症、અ᫢症などޟٶにわたります。Ɯうした

疾患の中でも特に最ᡈはზ჈の重要性がࢍくᛐᜤされています

が、࢘院ではზ჈଺無呼吸症ͅ፭やレムზ჈଺行動ᨦ害をはơ

めとしたზ჈ᨦ害の診療にᆢಊ的に取り組んでおり、ზ჈学˟

ᛐ定଀設Aを取ࢽしています。また、ൢ分症等では難治性疾患

にもஊјなᩓൢけいれん療法を実଀しています。ወ合ڂ調症に

対しては、治療৽৴性ወ合ڂ調症に対する治療薬クロǶピン

（ՠԼӸクロǶリル）を̅用できる଀設です。

年ᱫといったᚇ点でᙸますと、精神科ではᛐჷ症など高ᱫ者

を対ᝋとした疾患から小児࣬ବ期にわたるまで、ࠢ広い年ᱫ層

の患者さんに対ࣖしています。また、ᡈ年は精神疾患をˤう患

者さんにおける៲体疾患への取り組ǈの重要性がોめてᛐᜤさ

れています。࢘科でも妊産ۡのȡンǿルヘルǹ、៲体疾患と精

神疾患の合́症̊（ǳンǵルテーションỉリǨǾン）、ዼԧケ

アなどの診療を行っています。

地域に対する取り組み、最近の話題など
ᚠを受け、他診療科ۀ診療科では滋賀県からの下ᚡのʙಅ࢘

などとσ同で各ᆔ研̲˟や医療のྵ状調査ỉ報告などの活動を

行っています。

ỉ神経発ᢋ症ỉ児ᇜ࣬ବ期に対する一次医療体制ࢍ化ʙಅ

院小児科とσ同࢘

ᧉ医等うつ病治療向上研̲ʙಅ（妊産ۡのȡンǿルヘルݦ・

ǹ）滋賀県産科ۡ人科医˟とσ同

滋賀医科大学における精神疾患合́妊産ۡの向精神薬஌薬状

ඞとそのࢨ᪪に関するᛯ૨がਫ਼᠍されました。࢘院母子女性

科とσᓸ、FWLKK -� TUWLK S� 1PQ M� ;COC\CMK *� MWTCMC-

OK T� 1\GMK ;. 9QOGPÞU *GCNVJ 4GR 
NGY 4QEJGNNG�. 

2024

特に紹介を受けたい疾患、症例
Ūზ჈଺無呼吸症ͅ፭

Ūレムზ჈଺行動ᨦ害（ზ჈中にᐯᙾなく行動してしまう）

Ūወ合ڂ調症（難治性の場合、クロǶリルを導入します）

Ūうつ病、ӑಊ症（៥うつ病）（ᩓൢけいれん療法ᢘࣖ症̊）

主な検査・医療設備など
Ū精神科病床ૠ34床（開放12床᧍ᦋ22床）

Ūኳ夜ზ჈ポリǽムノǰȩフィー検査

ŪӒࣄზ჈๼଺検査（MSLT）

Ūȑルǹඬ治療器ǵイȞトロン（ᩓൢけいれん療法治療器）

診療実績（2024年度）

ˑૠ・ૠ͌等手術・検査・治療法等

ኳ夜ზ჈ポリǰȩフ検査（2S)検査）

Ӓࣄზ჈๼଺検査（MSLT検査）

小児・࣬ବ期症̊初診

新ᙹ精神科合́妊産ۡ

ᛐჷ症ケアȁーム活動実ጚ

精神科急性期医ࠖᣐ置ьምにかかる実ጚ

精神科リǨǾンȁーム活動実ጚ

141

54

405

89

43

524

68

67

551

279

4B&（レムზ჈行動ᨦ害）外来通院患者
（ზ჈中にᐯᙾなく行動してしまう）

ዼԧケア
ƜƜǖ�外来での
がん患者さんݦᧉ外来での診察

ᩓൢけいれん療法

高橋　聡文
ǿカハシųトシフȟ
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診療科ǦǧȖǵイト

概要・特色

皮膚科ų科長

藤本　徳毅

病院となりうる、総合病院の一部ᧉとして࠴科は地域の基࢘

の性఍をॖᜤしたᢃփを行っています。すなわち、医学的なᚇ

点から「皮膚科学」をዡ፠的にカȐーできるƜとをᇹ一の目೅

としています。Ɯれにより、地域のさまざまな病院、診療所な

どからの診断依頼や治療依頼にࣖえるƜとができるとᎋえてお

り、あらǏる皮膚科疾患に対して「೅準治療を提供するƜと」

がᇹ一のᢃփ目೅です。ᡈ年の治療法の進ഩにより、Ǭイドȩ

インにᚡ᠍されている「೅準治療」をࣙ実に提供するには、高

い২術力が࣏要となります。໒症性疾患（アトピー性皮膚໒、

ʑႁなど）でも腫瘍性疾患（良性、फ性の皮膚腫瘍、皮膚फ性

リンȑ腫）でもᐯࠁβ၃・ᐯࠁ໒症性疾患（膠原病、水၄症な

ど）でも೅準治療を提供できるよう、ჷᜤ・২術の維持と向上

に努めています。

また、ྵנ勤務しているǹǿッフの疾病に対する関心度のຜ

෺にࣖơて、それƧれがǵȖǹペシャリティを持つようにして

います。ǵȖǹペシャリティ᪸域のݦᧉ医᝻఍を各医ࠖが取ࢽ

し、大学病院として相ࣖしいݦᧉ的治療を提供できるよう努め

ています。

外来はஉ୴日から᣿୴日まで൑日ᲭないしᲮ診を開設してい

ます。予約制ですので予約のある患者さんをΟ先しています。

新来患者さんは、原Щ紹介状をお持ちの方のǈを診察します。

各患者さんの臨床経ᢅを的ᄩに৭੮できるように、外来ɼ治医

制をとっています。

診療内容
・アトピー性皮膚໒、ơんましん、᫢ཋアレルギー

・ᚌ化症と໒症性ᚌ化症、特にʑႁ・水၄症、ᐝ၄症

・腫瘍性疾患（良性腫瘍、皮膚फ性腫瘍、母૮など）、皮膚外

科を࣏要とする疾患፭、ならƼに皮膚फ性リンȑ腫

・膠原病（ǨリテȞトーȇǹ、全៲性ࢍ皮症、皮膚ሂ໒）や膠

原病᫏ጂ疾患（シǧーǰレン症ͅ፭、成人ǹティル病、șー

ȁǧット病、全៲性血管໒など）

・ᐯࠁ໒症性疾患（ܼଈ性地中ෙ༏など）

・ό形Ꮾൗ症（一部ᐯᝲ診療をԃǉ）

・ॸ性ᐝ皮症（手術、生ཋ学的ᙌ剤）

・重症細菌ज़௨症（ْര性ሂᐏ໒、Ǭǹْ။など）

・৴ᣠ菌ज़௨症（Ȗルーリ຃瘍など）

・医療፦ܾ皮膚科（レーǶー治療）など

【接触皮膚炎、アトピー性皮膚炎、じんましん、薬疹】
ȑッȁテǹト（ᝳ˄ᚾ᬴）・光ȑッȁテǹト（光ᝳ˄ᚾ᬴）

やȗリックテǹトなどを行い、接ᚑ皮膚໒・薬၉の原׆や外׆

性ơんましんの原׆ཋ質を੕す検査をしています。重症の฻၉

やアトピー性皮膚໒では、Წᡵ᧓ᆉ度の入院ь療を行うƜとも

あります。生ཋ学的ᙌ剤、,A-᧹害薬などによるアトピー性皮

膚໒やơんましんの治療も行っています

【乾癬】
生ཋ学的ᙌ剤は଀設ᛐӧと̾人ᛐӧのɲ方が੤っている଀設

でのǈᛐめられていますが、࢘科はそのɲ者のᛐӧを取ࢽして

おり、各ᆔ生ཋ学的ᙌ剤による治療がӧ能です。光線治療も

行っています。

特に紹介を受けたい疾患、症例
・関ራリǦȞȁをᨊく膠原病、膠原病᫏ጂ疾患、血管໒

・皮膚腫瘍（良फ性、大小、部ˮをբいません）

・難治性アトピー性皮膚໒、ᔽ麻၉

・᫢ཋアレルギー

・重症ʑႁ

主な検査・医療設備など
・ȑッȁテǹトᚾ薬᣿属ᯓއ薬Լᅈᙌ各ᆔ᣿属アレルギーの診

断に用います。

・ȑッȁテǹトᚾ薬˱ᕲᙌ薬ᅈᙌȑッȁテǹトȑネル（S）

ų᫁度の高い各ᆔアレルギーの診断に用います。

・ឬ᪦ඬ診断シǹテムǳニカȟノルǿSQPKOCIG*S2

・ȀーȢカȡȩカシオᅈᙌ&<�&100

・ከ外線ༀ射ᘺ置CAN&'.Aᅈ&CCXNKP3 SGTKGU NGQ.WZ

ų全៲にUVAとPCNNQYDCPF UV$をༀ射ӧ能

・ከ外線ༀ射ᘺ置஭中医療器機ᅈᙌȇルȞレイ�200

ųޅ所にUVAとUV$をༀ射ӧ能

・໗ᣠǬǹレーǶーǸǧイȡックᅈᙌ'S24IT

ųᨙឪ性病٭の治療に用いるレーǶー

・色እレーǶーǭャンȇȩᅈᙌVDGCO II

ųហいアǶの治療に用いるレーǶー

・ルビーレーǶー,M'CᅈᙌǶ・ルビー <1ネクǵǹ

ų᱅いアǶの治療に用いるレーǶー

血小ெ血๶用器機,MSᅈᙌセルǨイド2ǿイȗٶ・

ųϐ生医療の1ᆔであるٶ血小ெ血๶ϼ置に用います。

・ό形Ꮾൗ症に対するޅ所β၃療法 &2C2

ų（&KRJGP[NE[ENQRTQRGPQPG）を用います。

【水疱症】
水၄症の治療法はٶくのᆔ᫏があります。࢘科ではࢢٶな治

療法のほとんどを行います。ǹテロイド、血๶ʩ換、β၃ǰロ

Ȗリン大᣽᩺ද療法、β၃৮制剤などの全てに経᬴があり、Ɯ

れまでٶくの症̊の治療を行ってきました

【皮膚外科・腫瘍】
良性、फ性にかかわらƣ各ᆔ腫瘍性疾患の治療を行っていま

す。難治性の຃瘍性病٭は皮膚फ性腫瘍のƜとがありදॖが࣏

要です。ȀーȢǹǳピー検査や皮膚生検（病理組ጢ診断）でᄩ

定診断をした後に、ᢘЏな治療を行います。皮膚फ性腫瘍に対

しては、外科的治療、放射線治療、৴がん剤、β၃ȁǧックポ

イント᧹害薬などを組ǈ合わせて治療します。その他、ᨋ入༯

の外科的治療や、皮膚຃瘍に対するౡ皮術、ၬၕ形成術等も

行っています。小׹の皮膚腫瘍に対しては日࠙り手術を行って

います。फ性であったりౡ皮、皮弁、リンȑራᣀฌなどが࣏要

な患者さんには、入院で手術を଀行しています。高ᱫ者でもᆢ

ಊ的に手術を଀行しています。

【美容皮膚科】
保ᨖᢘࣖ内で᩷いアǶ、ហいアǶ、᱅いアǶのレーǶ�治療

をしています。

【膠原病・自己炎症性疾患】
関ራリǦȞȁをᨊく膠原病、膠原病᫏ጂ疾患、血管໒、不ଢ

༏などをᆢಊ的に紹介してください。他科と協力して基本的に

は࢘科で治療しています。不ଢ༏の原׆が皮膚病٭からЙଢす

るƜとがٶ々あります

外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

角谷　寛
カドǿニųȒロシ

特˓教੉ ზ჈ᨦ害

増田　史
ȞǹȀųフȟ я教

精神科 外来医長
精神医学

ҽ生і働Ⴞ（精神保健指定医）
日本精神神経学 （ᧉ医・指導医ݦ˟）
日本医ࠖ （˟ᛐ定産ಅ医）
日本児ᇜ᩷年精神医学 （˟ᛐ定医）
子どものƜƜǖݦᧉ医・指導医（子どものƜƜǖݦᧉ医機構）

山崎　遥
ȤȞǶǭ ハルカ

医員（ݦૌ医） 精神医学

松田　有史
ȞȄȀųアリȁカ

я教

日本ზ჈学 （ᧉ医ݦ˟）
日本ზ჈歯科学 （˟ᛐ定医・指導医）
日本総合病院精神医学 （˟特定指導医）
日本医ࠖ （˟ᛐ定産ಅ医）
日本ǹポーȄ協 （˟πᛐǹポーȄドクǿー）

藤井 久彌子
フǸイųクȟǳ

ϱ教੉

精神科 и科長 

精神科 医ޅ長

精神科 教育医長

精神医学、ወ合ڂ調症

ҽ生і働Ⴞ（精神保健指定医・精神保健Й定医・臨床研̲指導医）
日本精神神経学 （ᧉ医・指導医ݦ˟）
日本総合病院精神医学 （ᧉ医・指導医ݦ˟）
日本医ࠖ （˟ᛐ定産ಅ医）
日本ǹポーȄ協 （˟πᛐǹポーȄドクǿー）

吉村　篤
ȨシムȩųアȄシ

非ࠝ勤ᜒࠖ（診療） 精神医学

ҽ生і働Ⴞ（精神保健指定医・精神保健Й定医・臨床研̲指導医）
日本精神神経学 （ᧉ医・指導医ݦ˟）
日本ᎊ年精神医学 （ᧉ医・指導医ݦ˟）
日本ზ჈学 （ᧉ医ݦ˟）
日本臨床精神神経薬理学 （ᧉ医ݦ˟）
日本総合病院精神医学 （ᧉ医・指導医ݦ˟）

森田　幸代
ȢリǿųǵȁȨ 特˓ᜒࠖ

（腫瘍センǿー）

精神医学、ǵイǳオンǳロǸー、

臨床精神薬理、ዼԧ医療

ҽ生і働Ⴞ（精神保健指定医）
日本精神神経学 （ᧉ医・指導医ݦ˟）
日本臨床精神神経薬理学 （ᧉ医・指導医ݦ˟）
日本医ࠖ （˟ᛐ定産ಅ医）
日本総合病院精神医学 （˟特定指導医）
日本ዼԧ医療学 （˟ᛐ定医）
日本ȨーǬ療法学 （˟ᛐ定ȨーǬ療法ٟ）

尾関　祐二
オǼǭųユǦǸ 教੉

精神科 科長

精神医学、臨床精神薬理、

ወ合ڂ調症

ҽ生і働Ⴞ（精神保健指定医・精神保健Й定医・臨床研̲指導医）
日本精神神経学 （ᧉ医・指導医ݦ˟）
日本臨床精神神経薬理学 （ᧉ医ݦ˟）
日本総合病院精神医学 （ᧉ医・指導医ݦ˟）

精神医学

須藤　智志
ǹドǦųǵトシ я教

精神科 病౐医長
精神医学

山本 真梨乃
ȤȞȢトųȞリノ

医員 精神医学

朝倉　大志
アǵクȩųȀイǸ

医員（ݦૌ医） 精神医学

岩井　修平
イワイųシȥǦヘイ

医員（ݦૌ医） 精神医学

宇野　辰悟
ǦノųシンǴ

医員（ݦૌ医） 精神医学

柴田　和輝
シȐǿųカǺǭ

医員（ݦૌ医） 精神医学

浅見　怜奈
アǵȟųレイȊ

医員（ݦૌ医） 精神医学

椿尾 太加志
ȄȐǭオųǿカシ

医員（ݦૌ医） 精神医学

村上 純一
ムȩカȟųǸȥンイȁ

非ࠝ勤ᜒࠖ（診療）
ზ჈医学、

精神科リハビリテーション

ҽ生і働Ⴞ（精神保健指定医）
日本精神神経学 （ᧉ医・指導医ݦ˟）

日本精神神経学 �ᧉ医ݦ˟）

ҽ生і働Ⴞ（精神保健指定医）
日本精神神経学 （ᧉ医ݦ˟）

精神科
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診療科ǦǧȖǵイト

概要・特色

皮膚科ų科長

藤本　徳毅

病院となりうる、総合病院の一部ᧉとして࠴科は地域の基࢘

の性఍をॖᜤしたᢃփを行っています。すなわち、医学的なᚇ

点から「皮膚科学」をዡ፠的にカȐーできるƜとをᇹ一の目೅

としています。Ɯれにより、地域のさまざまな病院、診療所な

どからの診断依頼や治療依頼にࣖえるƜとができるとᎋえてお

り、あらǏる皮膚科疾患に対して「೅準治療を提供するƜと」

がᇹ一のᢃփ目೅です。ᡈ年の治療法の進ഩにより、Ǭイドȩ

インにᚡ᠍されている「೅準治療」をࣙ実に提供するには、高

い২術力が࣏要となります。໒症性疾患（アトピー性皮膚໒、

ʑႁなど）でも腫瘍性疾患（良性、फ性の皮膚腫瘍、皮膚फ性

リンȑ腫）でもᐯࠁβ၃・ᐯࠁ໒症性疾患（膠原病、水၄症な

ど）でも೅準治療を提供できるよう、ჷᜤ・২術の維持と向上

に努めています。

また、ྵנ勤務しているǹǿッフの疾病に対する関心度のຜ

෺にࣖơて、それƧれがǵȖǹペシャリティを持つようにして

います。ǵȖǹペシャリティ᪸域のݦᧉ医᝻఍を各医ࠖが取ࢽ

し、大学病院として相ࣖしいݦᧉ的治療を提供できるよう努め

ています。

外来はஉ୴日から᣿୴日まで൑日ᲭないしᲮ診を開設してい

ます。予約制ですので予約のある患者さんをΟ先しています。

新来患者さんは、原Щ紹介状をお持ちの方のǈを診察します。

各患者さんの臨床経ᢅを的ᄩに৭੮できるように、外来ɼ治医

制をとっています。

診療内容
・アトピー性皮膚໒、ơんましん、᫢ཋアレルギー

・ᚌ化症と໒症性ᚌ化症、特にʑႁ・水၄症、ᐝ၄症

・腫瘍性疾患（良性腫瘍、皮膚फ性腫瘍、母૮など）、皮膚外

科を࣏要とする疾患፭、ならƼに皮膚फ性リンȑ腫

・膠原病（ǨリテȞトーȇǹ、全៲性ࢍ皮症、皮膚ሂ໒）や膠

原病᫏ጂ疾患（シǧーǰレン症ͅ፭、成人ǹティル病、șー

ȁǧット病、全៲性血管໒など）

・ᐯࠁ໒症性疾患（ܼଈ性地中ෙ༏など）

・ό形Ꮾൗ症（一部ᐯᝲ診療をԃǉ）

・ॸ性ᐝ皮症（手術、生ཋ学的ᙌ剤）

・重症細菌ज़௨症（ْര性ሂᐏ໒、Ǭǹْ။など）

・৴ᣠ菌ज़௨症（Ȗルーリ຃瘍など）

・医療፦ܾ皮膚科（レーǶー治療）など

【接触皮膚炎、アトピー性皮膚炎、じんましん、薬疹】
ȑッȁテǹト（ᝳ˄ᚾ᬴）・光ȑッȁテǹト（光ᝳ˄ᚾ᬴）

やȗリックテǹトなどを行い、接ᚑ皮膚໒・薬၉の原׆や外׆

性ơんましんの原׆ཋ質を੕す検査をしています。重症の฻၉

やアトピー性皮膚໒では、Წᡵ᧓ᆉ度の入院ь療を行うƜとも

あります。生ཋ学的ᙌ剤、,A-᧹害薬などによるアトピー性皮

膚໒やơんましんの治療も行っています

【乾癬】
生ཋ学的ᙌ剤は଀設ᛐӧと̾人ᛐӧのɲ方が੤っている଀設

でのǈᛐめられていますが、࢘科はそのɲ者のᛐӧを取ࢽして

おり、各ᆔ生ཋ学的ᙌ剤による治療がӧ能です。光線治療も

行っています。

特に紹介を受けたい疾患、症例
・関ራリǦȞȁをᨊく膠原病、膠原病᫏ጂ疾患、血管໒

・皮膚腫瘍（良फ性、大小、部ˮをբいません）

・難治性アトピー性皮膚໒、ᔽ麻၉

・᫢ཋアレルギー

・重症ʑႁ

主な検査・医療設備など
・ȑッȁテǹトᚾ薬᣿属ᯓއ薬Լᅈᙌ各ᆔ᣿属アレルギーの診

断に用います。

・ȑッȁテǹトᚾ薬˱ᕲᙌ薬ᅈᙌȑッȁテǹトȑネル（S）

ų᫁度の高い各ᆔアレルギーの診断に用います。

・ឬ᪦ඬ診断シǹテムǳニカȟノルǿSQPKOCIG*S2

・ȀーȢカȡȩカシオᅈᙌ&<�&100

・ከ外線ༀ射ᘺ置CAN&'.Aᅈ&CCXNKP3 SGTKGU NGQ.WZ

ų全៲にUVAとPCNNQYDCPF UV$をༀ射ӧ能

・ከ外線ༀ射ᘺ置஭中医療器機ᅈᙌȇルȞレイ�200

ųޅ所にUVAとUV$をༀ射ӧ能

・໗ᣠǬǹレーǶーǸǧイȡックᅈᙌ'S24IT

ųᨙឪ性病٭の治療に用いるレーǶー

・色እレーǶーǭャンȇȩᅈᙌVDGCO II

ųហいアǶの治療に用いるレーǶー

・ルビーレーǶー,M'CᅈᙌǶ・ルビー <1ネクǵǹ

ų᱅いアǶの治療に用いるレーǶー

血小ெ血๶用器機,MSᅈᙌセルǨイド2ǿイȗٶ・

ųϐ生医療の1ᆔであるٶ血小ெ血๶ϼ置に用います。

・ό形Ꮾൗ症に対するޅ所β၃療法 &2C2

ų（&KRJGP[NE[ENQRTQRGPQPG）を用います。

【水疱症】
水၄症の治療法はٶくのᆔ᫏があります。࢘科ではࢢٶな治

療法のほとんどを行います。ǹテロイド、血๶ʩ換、β၃ǰロ

Ȗリン大᣽᩺ද療法、β၃৮制剤などの全てに経᬴があり、Ɯ

れまでٶくの症̊の治療を行ってきました

【皮膚外科・腫瘍】
良性、फ性にかかわらƣ各ᆔ腫瘍性疾患の治療を行っていま

す。難治性の຃瘍性病٭は皮膚फ性腫瘍のƜとがありදॖが࣏

要です。ȀーȢǹǳピー検査や皮膚生検（病理組ጢ診断）でᄩ

定診断をした後に、ᢘЏな治療を行います。皮膚फ性腫瘍に対

しては、外科的治療、放射線治療、৴がん剤、β၃ȁǧックポ

イント᧹害薬などを組ǈ合わせて治療します。その他、ᨋ入༯

の外科的治療や、皮膚຃瘍に対するౡ皮術、ၬၕ形成術等も

行っています。小׹の皮膚腫瘍に対しては日࠙り手術を行って

います。फ性であったりౡ皮、皮弁、リンȑራᣀฌなどが࣏要

な患者さんには、入院で手術を଀行しています。高ᱫ者でもᆢ

ಊ的に手術を଀行しています。

【美容皮膚科】
保ᨖᢘࣖ内で᩷いアǶ、ហいアǶ、᱅いアǶのレーǶ�治療

をしています。

【膠原病・自己炎症性疾患】
関ራリǦȞȁをᨊく膠原病、膠原病᫏ጂ疾患、血管໒、不ଢ

༏などをᆢಊ的に紹介してください。他科と協力して基本的に

は࢘科で治療しています。不ଢ༏の原׆が皮膚病٭からЙଢす

るƜとがٶ々あります

外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

角谷　寛
カドǿニųȒロシ

特˓教੉ ზ჈ᨦ害

増田　史
ȞǹȀųフȟ я教

精神科 外来医長
精神医学

ҽ生і働Ⴞ（精神保健指定医）
日本精神神経学 （ᧉ医・指導医ݦ˟）
日本医ࠖ （˟ᛐ定産ಅ医）
日本児ᇜ᩷年精神医学 （˟ᛐ定医）
子どものƜƜǖݦᧉ医・指導医（子どものƜƜǖݦᧉ医機構）

山崎　遥
ȤȞǶǭ ハルカ

医員（ݦૌ医） 精神医学

松田　有史
ȞȄȀųアリȁカ

я教

日本ზ჈学 （ᧉ医ݦ˟）
日本ზ჈歯科学 （˟ᛐ定医・指導医）
日本総合病院精神医学 （˟特定指導医）
日本医ࠖ （˟ᛐ定産ಅ医）
日本ǹポーȄ協 （˟πᛐǹポーȄドクǿー）

藤井 久彌子
フǸイųクȟǳ

ϱ教੉

精神科 и科長 

精神科 医ޅ長

精神科 教育医長

精神医学、ወ合ڂ調症

ҽ生і働Ⴞ（精神保健指定医・精神保健Й定医・臨床研̲指導医）
日本精神神経学 （ᧉ医・指導医ݦ˟）
日本総合病院精神医学 （ᧉ医・指導医ݦ˟）
日本医ࠖ （˟ᛐ定産ಅ医）
日本ǹポーȄ協 （˟πᛐǹポーȄドクǿー）

吉村　篤
ȨシムȩųアȄシ

非ࠝ勤ᜒࠖ（診療） 精神医学

ҽ生і働Ⴞ（精神保健指定医・精神保健Й定医・臨床研̲指導医）
日本精神神経学 （ᧉ医・指導医ݦ˟）
日本ᎊ年精神医学 （ᧉ医・指導医ݦ˟）
日本ზ჈学 （ᧉ医ݦ˟）
日本臨床精神神経薬理学 （ᧉ医ݦ˟）
日本総合病院精神医学 （ᧉ医・指導医ݦ˟）

森田　幸代
ȢリǿųǵȁȨ 特˓ᜒࠖ

（腫瘍センǿー）

精神医学、ǵイǳオンǳロǸー、

臨床精神薬理、ዼԧ医療

ҽ生і働Ⴞ（精神保健指定医）
日本精神神経学 （ᧉ医・指導医ݦ˟）
日本臨床精神神経薬理学 （ᧉ医・指導医ݦ˟）
日本医ࠖ （˟ᛐ定産ಅ医）
日本総合病院精神医学 （˟特定指導医）
日本ዼԧ医療学 （˟ᛐ定医）
日本ȨーǬ療法学 （˟ᛐ定ȨーǬ療法ٟ）

尾関　祐二
オǼǭųユǦǸ 教੉

精神科 科長

精神医学、臨床精神薬理、

ወ合ڂ調症

ҽ生і働Ⴞ（精神保健指定医・精神保健Й定医・臨床研̲指導医）
日本精神神経学 （ᧉ医・指導医ݦ˟）
日本臨床精神神経薬理学 （ᧉ医ݦ˟）
日本総合病院精神医学 （ᧉ医・指導医ݦ˟）

精神医学

須藤　智志
ǹドǦųǵトシ я教

精神科 病౐医長
精神医学

山本 真梨乃
ȤȞȢトųȞリノ

医員 精神医学

朝倉　大志
アǵクȩųȀイǸ

医員（ݦૌ医） 精神医学

岩井　修平
イワイųシȥǦヘイ

医員（ݦૌ医） 精神医学

宇野　辰悟
ǦノųシンǴ

医員（ݦૌ医） 精神医学

柴田　和輝
シȐǿųカǺǭ

医員（ݦૌ医） 精神医学

浅見　怜奈
アǵȟųレイȊ

医員（ݦૌ医） 精神医学

椿尾 太加志
ȄȐǭオųǿカシ

医員（ݦૌ医） 精神医学

村上 純一
ムȩカȟųǸȥンイȁ

非ࠝ勤ᜒࠖ（診療）
ზ჈医学、

精神科リハビリテーション

ҽ生і働Ⴞ（精神保健指定医）
日本精神神経学 （ᧉ医・指導医ݦ˟）

日本精神神経学 �ᧉ医ݦ˟）

ҽ生і働Ⴞ（精神保健指定医）
日本精神神経学 （ᧉ医ݦ˟）

精神科
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皮膚科

診療実績（2024年度）

ˑૠ・ૠ͌等手術・検査・治療法等

2024年度 疾患К入院患者ૠ

手術ˑૠ

皮膚फ性腫瘍手術ˑૠ

アレルギー検査ˑૠ（外来Ჩ皮内テǹト）

皮膚病理組ጢ検査ˑૠ

ᲯᲫᲬˑ

Ძ６Ჳˑ

ᲫᲯᲯˑ

1�ᲭᲲᲯˑ

ᡈ年皮膚फ性腫瘍の፝患患者がفьしています。࢘院は滋

賀県のがん治療拠点病院であり、県のがんႇ᥵ˑૠ情報によ

ると、県内の皮膚फ性腫瘍治療ˑૠの 40Ჟᆉ度を࢘院がҩめ

ています。滋賀県全域から紹介を受け入れており、また、ᛐ

ჷ症や基ᄽ疾患などから手術が׉難な症̊などもᆢಊ的に治

療を行っています。皮膚फ性腫瘍がွわしい症̊などありま

したら、是非࢘科へ御紹介ください。

また、Ɯの10年ほどで皮膚科᪸域でも生ཋ学的ᙌ剤による

治療が急速に広がってきています。ʑႁやアトピー性皮膚

໒、難治性ᔽ麻၉やْ။性ᐝ皮症、膠原病など、各ᆔ疾患に

対してྵנ保ᨖᢘ用ӧ能な薬剤は、ほǅ全て࢘院で治療ӧ能

です。難治の患者さんなど、お׉りの症̊がありましたら࢘

科をご紹介ください。また、膠原病センǿーも開設しました

ので、ᆢಊ的にご活用ください。

地域に対する取り組み、最近の話題など

悪性腫瘍
342件

良性腫瘍
129件

感染症 35件

膠原病 31件

水疱症 42件

薬疹 36件

その他 61件

外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

塚本　雄大
ȄカȢトųユǦȀイ

医ࠖ（非ࠝ勤） レーǶー

小林　佳道
ǳȐȤシųȨシȟȁ

я教 皮膚科一般

ᜒࠖ
皮膚科 病౐医長

アレルギー
日本皮膚科学 （˟皮膚科ݦᧉ医）
ҽ生і働Ⴞ（臨床研̲指導医）

小池　隆弘
ǳイケųǿカȒロ

я教
皮膚科一般、皮膚腫瘍、
皮膚外科

前田　泰広
ȞǨȀųȤǹȒロ

я教
皮膚科一般、皮膚腫瘍、
皮膚外科

平野　慎悟
ȒȩノųシンǴ

医員 皮膚科一般

山田　昌弘
ȤȞȀųȞǵȒロ

医員 皮膚科一般

杉浦　周嗣
ǹギǦȩųシȥǦǸ

医ࠖ（非ࠝ勤） Ꮾൗ症

生野　泰彬
イクノųȤǹアǭ

я教 皮膚科一般、ьᱫ皮膚医学

藤井　紀和
フǸイųノリカǺ

非ࠝ勤ᜒࠖ（診療） レーǶー 日本皮膚科学 （˟皮膚科ݦᧉ医、皮膚फ性腫瘍指導ݦᧉ医）

山口　明彦
ȤȞǰȁųアǭȒǳ я教

皮膚科 外来医長
皮膚科一般、ʑႁ

日本皮膚科学 （˟皮膚科ݦᧉ医）
ҽ生і働Ⴞų（臨床研̲指導医）

日本皮膚科学 （˟皮膚科ݦᧉ医）

日本皮膚科学 （˟皮膚科ݦᧉ医）

若林 麻記子
ワカȐȤシųȞǭǳ

非ࠝ勤ᜒࠖ（診療） レーǶー
日本皮膚科学˟
（皮膚科ݦᧉ医、፦ܾ皮膚科・レーǶー指導ݦᧉ医）

荒川　明子
アȩカワųアǭǳ

ϱ教੉ Ꮾൗ、ʑႁ、Ⴧ菌
日本皮膚科学 （˟皮膚科ݦᧉ医）
ҽ生і働Ⴞ（臨床研̲指導医）
ȟȥンヘン大学ܲ員ϱ教੉

藤本　徳毅
フǸȢトųノリǭ 教੉

皮膚科 科長
膠原病、皮膚外科

日本皮膚科学 （˟皮膚科ݦᧉ医、皮膚फ性腫瘍指導ݦᧉ医）
日本アレルギー学 （˟アレルギーݦᧉ医）
日本人᫏遺伝学 （˟臨床遺伝ݦᧉ医）
ҽ生і働Ⴞ（臨床研̲指導医）
日本がん治療ᛐ定医機構（がん治療ᛐ定医）
膠原病センǿーセンǿー長

加藤　威
カトǦųǿケシ

非ࠝ勤ᜒࠖ（診療） Ꮾൗ症、皮膚外科

日本皮膚科学 （˟皮膚科ݦᧉ医）
ҽ生і働Ⴞ（臨床研̲指導医）
日本がん治療ᛐ定医機構（がん治療ᛐ定医）
日本ϐ生医療学 （˟ϐ生医療ᛐ定医）

診療科ǦǧȖǵイト

精神科ų科長

尾関　祐二

概要・特色
精神科が対ᝋとする疾患は脳の生理学的機能に関連したもの

であり、科学的にᆳきᛄめてਵえるƜとがとても大Џです。し

かし同଺に、ƜƜǖの病という表ྵにᙸられるように、ᛯ理的

ỉ機఺的に理ែ整໱と対ϼするだけでは上手くいかない᩿ͨも

あります。࢘科ではどちらかに͞りすƗるƜとがないようにॖ

ᜤをして、患者さんỉごܼଈ関係者の皆さんがज़ơているᠲさ

ỉ大٭さをᚐ消していくƜとを目೅としています。

では、そうしたᠲいൢ持ちỉ大٭さは実ᨥどのようになって

いるのでしǐうか。精神科の疾患は外ᙸでその内ܾがわからな

いƜとがٶ々あります。病ൢになってしまうƜとᐯ体が大٭な

上に、周׊にそのᠲさを上手く伝え、その本質を理ᚐしてもら

うƜとも難しい疾患がٶいため、そのᠲさはさらにࢍくなって

しまう場合があります。また、場合によってはᐯ分がज़ơてい

る大٭さの理ဌをᐯ分ではっきり৭੮するƜとが難しかった

り、଺にはᐯ分が大٭な状७にあるƜとをᐯᙾするのが難し

かったりする場合もあります。

Ɯうした状७からݲしでもᠲさをԧらげる方法は˴か。それ

は環ؾを٭えていくƜとであったり、生活を支援したり、上手

く対ϼできるようなᎋえỉ行動を៲にბけるƜと、もしくは薬

を஌用するƜとであったりします。患者さんが持っている̾人

の特徴と疾患をᎋえ、どのようなかかわり方が状७をݲしでも

良いものに٭えていけるのかが、精神科診療の基ᄽにありま

す。Ɯうしたᎋえの基、঻々は日々の診療にあたっています。

診療内容
対ᝋとする疾患は、うつ病やӑಊ症（៥うつ病）、ወ合ڂ調

症、不安症、ࢍᡐ症、અ᫢症などޟٶにわたります。Ɯうした

疾患の中でも特に最ᡈはზ჈の重要性がࢍくᛐᜤされています

が、࢘院ではზ჈଺無呼吸症ͅ፭やレムზ჈଺行動ᨦ害をはơ

めとしたზ჈ᨦ害の診療にᆢಊ的に取り組んでおり、ზ჈学˟

ᛐ定଀設Aを取ࢽしています。また、ൢ分症等では難治性疾患

にもஊјなᩓൢけいれん療法を実଀しています。ወ合ڂ調症に

対しては、治療৽৴性ወ合ڂ調症に対する治療薬クロǶピン

（ՠԼӸクロǶリル）を̅用できる଀設です。

年ᱫといったᚇ点でᙸますと、精神科ではᛐჷ症など高ᱫ者

を対ᝋとした疾患から小児࣬ବ期にわたるまで、ࠢ広い年ᱫ層

の患者さんに対ࣖしています。また、ᡈ年は精神疾患をˤう患

者さんにおける៲体疾患への取り組ǈの重要性がોめてᛐᜤさ

れています。࢘科でも妊産ۡのȡンǿルヘルǹ、៲体疾患と精

神疾患の合́症̊（ǳンǵルテーションỉリǨǾン）、ዼԧケ

アなどの診療を行っています。

地域に対する取り組み、最近の話題など
ᚠを受け、他診療科ۀ診療科では滋賀県からの下ᚡのʙಅ࢘

などとσ同で各ᆔ研̲˟や医療のྵ状調査ỉ報告などの活動を

行っています。

ỉ神経発ᢋ症ỉ児ᇜ࣬ବ期に対する一次医療体制ࢍ化ʙಅ

院小児科とσ同࢘

ᧉ医等うつ病治療向上研̲ʙಅ（妊産ۡのȡンǿルヘルݦ・

ǹ）滋賀県産科ۡ人科医˟とσ同

滋賀医科大学における精神疾患合́妊産ۡの向精神薬஌薬状

ඞとそのࢨ᪪に関するᛯ૨がਫ਼᠍されました。࢘院母子女性

科とσᓸ、FWLKK -� TUWLK S� 1PQ M� ;COC\CMK *� MWTCMC-

OK T� 1\GMK ;. 9QOGPÞU *GCNVJ 4GR 
NGY 4QEJGNNG�. 

2024

特に紹介を受けたい疾患、症例
Ūზ჈଺無呼吸症ͅ፭

Ūレムზ჈଺行動ᨦ害（ზ჈中にᐯᙾなく行動してしまう）

Ūወ合ڂ調症（難治性の場合、クロǶリルを導入します）

Ūうつ病、ӑಊ症（៥うつ病）（ᩓൢけいれん療法ᢘࣖ症̊）

主な検査・医療設備など
Ū精神科病床ૠ34床（開放12床᧍ᦋ22床）

Ūኳ夜ზ჈ポリǽムノǰȩフィー検査

ŪӒࣄზ჈๼଺検査（MSLT）

Ūȑルǹඬ治療器ǵイȞトロン（ᩓൢけいれん療法治療器）

診療実績（2024年度）

ˑૠ・ૠ͌等手術・検査・治療法等

ኳ夜ზ჈ポリǰȩフ検査（2S)検査）

Ӓࣄზ჈๼଺検査（MSLT検査）

小児・࣬ବ期症̊初診

新ᙹ精神科合́妊産ۡ

ᛐჷ症ケアȁーム活動実ጚ

精神科急性期医ࠖᣐ置ьምにかかる実ጚ

精神科リǨǾンȁーム活動実ጚ

141

54

405

89

43

524

68

67

551

279

4B&（レムზ჈行動ᨦ害）外来通院患者
（ზ჈中にᐯᙾなく行動してしまう）

ዼԧケア
ƜƜǖ�外来での
がん患者さんݦᧉ外来での診察

ᩓൢけいれん療法

高橋　聡文
ǿカハシųトシフȟ



49滋賀医科大学医学部附属病院診療案内52 滋賀医科大学医学部附属病院診療案内

消化器外科

診療科ǦǧȖǵイト

概要・特色

消化器外科ų科長

谷  眞 至

消化器外科はᐃ部の疾患に対する手術治療を行っている診療科
です。上部消化管外科・下部消化管外科・ᏁᏐᐘ外科のᲭ部ᧉによ
るݦᧉ診療を行っています。最新の೅準治療を基Ⴔに患者さん一
人一人にᢘЏな治療方法をᎋえるƜとにද力しています。

また、消化器内科など他の診療科と݅に連携をとりながら、ٶૠ
のݦᧉ医がჷऔをЈし合って、治療方針をൿめるようにしています。
さらに、消化器内科医・放射線科医およƼ病理医との合同の検᚛
˟も行っており、どの診療科を受診しても同ơ病 ・ൢ同ơ病७であ
れƹ同ơ治療方針となるように᫘通しの良い病院内の連携を行っ
ています。

消化器外科がৢう疾患は、᫢ᢊがんや直ᐂがん、ᏁᏐᐘ᪸域の
がんなど、非ࠝにफ性度が高く、手術侵襲も高い、高度なݦᧉჷᜤ
が࣏要な疾患から、Ꮠჽ症やヘルニア、ᖓ׶໒など一般的な疾患ま
で、ޟٶにわたります。消化器外科全員で、すǂての患者さん・すǂ
ての疾患に対し、全力で取り組んでいます。

診療内容
【食道疾患】

᫢ᢊၶの外科的Џᨊは、ᐃ腔鏡やᏟ腔鏡を利用した最新の低侵
襲手術を提供しています。Ǩビȇンǹに基Ʈいたၶ治療を行い、Џ
ᨊ不能とᎋえられたၶがЏᨊӧ能になれƹ、ǵルșーǸ手術（救ฎ
手術）をᆢಊ的に行っています。さらに、᫢ᢊをЏᨊした଺に、通ࠝ
はᏎをロール状にしたᏎ管で᫢ཋの通りᢊを˺成（ϐ࡫）しますが、
不ӧ能な場合は結ᐂを̅用します。結ᐂでのϐ࡫は滋賀県内の他
の病院ではあまり行っていませんが、ᅶたちはᝅ݈な経᬴と実ጚを
ஊしています。その他、᫢ᢊቬᐏ下腫瘍、ᆳ発性᫢ᢊᄊᘷ、᫢ᢊア
カȩシア、᫢ᢊᘷ܉ヘルニアなどの手術も行っています。
【胃十二指腸疾患】

ᏎၶのЏᨊ̊のうち約Ҟૠをҩめるଔ期Ꮞၶやቬᐏ下腫瘍に対
しては、ᐃ腔鏡下Џᨊ術を、進行Ꮞၶに対してはロボット支援手術
に取り組んでいます。Ꮞの入りጮり （ͨ֩ᧉͨ）のᏎがんがᡈ年ف
えてきています。̩ ЭはᏎ全ઇが行われるƜとがٶかったですが、
ᅶたちはᏎを温存する֩ᧉͨᏎЏᨊをᆢಊ的に取り組んでおり、
良ڤな成ጚをࢽています。また進行ၶには、手術だけでなく৴がん
薬治療が重要です。予後向上を目指した集学的治療を行っています。
【病的肥満症】

ถ᣽ј果のǈならƣ、ȡǿボリック症ͅ፭に対して、ᓸଢなોծ
ј果をもつᐃ腔鏡下ǹリーȖ状ᏎЏᨊを保ᨖ診療として行っていま
す。本治療は、内科・精神科・麻酔科・集中治療部などٶくの診療
科と、NSTや心理療法ٟ、各ᆔݦᧉ看護ࠖからなるȁームをዻ成し、
Ꮔ฼症治療の一環として行っています。
【大腸疾患】

初発の結ᐂၶ・直ᐂၶのほとんどはᐃ腔鏡下手術を行っていま
す。下部直ᐂでは、Ꮐᧉਙ約ሂ温存手術である内Ꮐᧉਙ約ሂЏᨊ
術・結ᐂᏀᧉԊ合により、ಊめてᏀᧉにᡈい腫瘍についてもᐯ໱Ꮐ
ᧉをസす手術がӧ能となっています。さらにᏀᧉからの鏡視下手術
を́用するƜとで今までˌ上に精度の高い手術を安全に行うƜと
に取り組んでいます。ᅶたちはƜの手術方法により直ᐂၶのޅ所ϐ
発率を下げるƜとがӧ能とᎋえています。高度進行大ᐂၶ、Ꮑ᠃ᆆ
やϐ発症̊については、৴がん薬や放射線治療と外科手術を́用
するƜとでఌ治をめざした治療を行っています。
【炎症性腸疾患】

໒症性ᐂ疾患は日本ではفьしている疾患です。薬ཋ療法が基
本ですが、手術が࣏要となる場合があります。ᅶたちは消化器内科
と連携して຃瘍性大ᐂ໒・クローン病などの໒症性疾患の手術を
行っています。຃瘍性大ᐂ໒は大ᐂをすǂてЏᨊし、小ᐂとᏀᧉを
Ԋ合する手術が࣏要ですが、経᬴ૠのٶい病院はݲないのがྵ状
です。ᅶたちはƜれまでの経᬴がᝅ݈でٶくのノǦハǦを持ってい
ます。またクローン病は手術後のϐ発がٶい疾患であり、ϐ狭窄を

特に紹介を受けたい疾患、症例
Ū᫢ᢊၶ
ŪᏎၶ
Ū大ᐂၶとくに直ᐂၶやᏀᧉၶ
ŪᏁがんਘ大ᏁᓶЏᨊが࣏要なᏐᢊၶ（Ꮠ管ၶ・Ꮠֳၶ）
Ūᐘၶ
ŪᏐ管ၶ
ŪᏐֳၶ・血管合́ЏᨊをˤうᏁЏᨊ術など、病院の総合力が

բわれる疾患はご紹介ください。

主な検査・医療設備など
ᐃ腔鏡やȀ・ヴィンȁロボット支援シǹテムを用いた低侵

襲手術を行っています。また、がん遺伝子ȑネル検査による
̾К化治療を推進しています。

来しにくいԊ合法を導入しています。その他の良性疾患の手術もᝅ
݈な治療実ጚがあります。
【肝、胆、膵疾患】

原発性Ꮑၶ、᠃ᆆ性ᏁၶなどのᏁ腫瘍に対し、ᏁЏᨊを行ってい
ます。最ᡈは、ᐃ腔鏡下ᏁЏᨊがҞૠをឬえています。Ꮑ細胞ၶで
はᏁ臓ᐯ体がॸ性的に໒症をˤっているƜとがよくあるため、ദᄩ
にᏁ臓の力（Ꮑ予ͳ能）をᚸ̖して治療にあたっています。すなわ
ち、Ꮑ細胞ၶの治療は消化器外科だけでなく消化器内科や放射線
科とともに病院としての総合力が重要です。ų

ᐘ頭部ၶ、Ꮠ管ၶ、җʚ指ᐂ乳頭部ၶに対し、ʣ全Ꮞ温存ᐘ頭җ
ʚ指ᐂЏᨊ術を実଀しています。とくにᐘၶは予後不良なၶですが、
ᐘၶの外科治療は化学療法により大きく٭わりつつあります。術Э
化学療法をԃめた集学的治療が重要な疾患です。化学療法と外科
治療のᗡ合にьえて、化学療法にڌыしたᐘၶに対するǳンȐー
Ǹョン手術にも消化器内科と合同で取り組んでいます。また៲体へ
の侵襲を低下させるためにロボット支援下ᐃ腔鏡下ᐘ体ރ部Џᨊ
術も଀行しています。

その他、ᐃ腔鏡下ᏐֳઇЈ術、ॸ性ᐘ໒に対するᐘ管ᆰᐂԊ合
術（2CTVKPIVQP手術、FTG[手術など）、重ͻ急性ᐘ໒に対するドレ
ȊーǸ術なども行います。

院は日本ᏁᏐᐘ外科学˟高度২能医̲ጀ଀設にᛐ定されてお࢘
り、ᏁᏐᐘ᪸域においても特にݦᧉ性の高い高難度手術を中心に
行っています。ᏁᏐᐘ᪸域の手術は合́症発生率が高いƜとが特
徴ですが、病院の総合力が大ЏであるƜとがわかってきました。手
術後の病७管理能力が不ឱしている଀設で手術するƜとは命にか
かわるբ᫆です。࢘院は、消化器外科だけでなく各科の「24଺᧓
体制」に基Ʈく病院全体の総合力で、速やかに対ࣖできるƜとが特
徴の一つとなっています。

診療実績（2024年）

ˑૠ・ૠ͌等手術・検査・治療法等

᫢ᢊၶ手術 ᲭᲯ（内、Ꮯ腔鏡下ᲭᲬ̊）

Ჳ６̊
（内、ロボット支援下ᲭᲬ̊

ᐃ腔鏡下６Ჭ̊）

大ᐂၶ手術

໒症性ᐂ疾患手術 ᲫᲯ̊

ᐘЏᨊ ᲬᲮ̊

ᏁЏᨊ Ჯ６̊

Ꮞၶ手術
ᲮᲯ̊

（内、ロボット支援下ᲬᲱ̊、
ᐃ腔鏡下 1Წ̊）

診療科ǦǧȖǵイト

概要・特色

乳腺・小児・一般外科ų科長

三 宅  亨

診療内容

各臓器൑にݦᧉ医が担࢘し、きめ細かい診療を心ੑけています。

。科は、乳腺外科・小児外科・一般外科の診療を行っています࢘

対 ᝋ部 ᧉ

乳腺外科部ᧉ

小児外科部ᧉ

一般外科部ᧉ

乳腺疾患の診療を行っています。

Ცബから15ബまでのほǅすǂての小児

外科疾患の診療を行っています。

ヘルニアの診療を行っています。

【乳腺外科】
乳がんについては、手術・薬ཋ療法・放射線治療を組ǈ合わ

せた集学的治療を行っています。形成外科、放射線科、病理診

断科、臨床遺伝相談૰、化学療法室などと連携し、ٶ職ᆔによ

るȁーム体Ѭで患者さんを支援しています。

乳がんに対するЏᨊ術は年᧓約100̊行っています。乳がん

の手術は、乳৐部分Џᨊ術（温存術）、乳৐全Џᨊ術（全ઇ

術）に大Кされますが、高性能の乳৐ȀイȊȟックM4Iにより、

がんの取りസしのない術ࡸを提案しています。乳৐全Џᨊ術で

は、一次（乳がん手術と同଺）・ʚ次（乳がん手術とКの଺

期）բわƣ各ᆔϐ࡫術が保ᨖ診療でӧ能です。乳৐部分Џᨊ術

では、ఌ治性のǈならƣ整ܾ性も重視しています。またƈЏら

ない乳がん治療ƉであるȩǸオඬ໲ໍ療法を導入しており、ᢘ

ࣖのある方にはᢠ৸Ꮓの一つとしておᅆししています。センȁ

ネルリンȑራ生検では放射線ᘮƹくがなく、同定率の高いƀᖩ

光法Ɓを੔用しています。また、ٶくの乳がんの手術後は、ᡚ

院後ૠᡵ᧓にわたって放射線治療を行いますが、おᡈくの総合

病院の放射線科で受けるƜともӧ能です。通院の᝟担を᠉ถす

るようにᣐॾしています。

化学療法（৴がん剤治療）では、術後だけでなく術Э化学療

法もᆢಊ的に行い、乳৐温存率の向上と術後ϐ発率の低下を

っています。進行ϐ発乳がんに対しての内׋

分泌療法、化学療法、分子೅的治療等につい

てはǨビȇンǹに基Ʈいた治療をᢠ৸してお

りますが、最ኳ的なॖ࣬ൿ定においては、患

者さんの「ᐯ分らしく生きる」をݭ重してい

ます（UJCTGF FGEKUKQP OCMKPI）。

そのほか、若年の乳がん患者さんの妊よう

性温存（妊۔するための力をസしておくϼ置

など）や、妊۔中の乳がん治療にも対ࣖしています。

ܼଈ性腫瘍外来（乳がん）を開設しています。対ᝋの患者さ

んには遺伝性乳がんҳߺがん症ͅ፭の遺伝子検査をご案内し、

保ᨖᢘࣖとなったうえでごࠎஓの方には、予᧸的乳৐Џᨊ・ϐ

ҳ管Џᨊ術を乳がん手術とߺ術を行います。また、予᧸的ҳ࡫

同଺に行うƜともあります。

乳腺良性腫瘍では、፦しい乳৐とその機能をസすための手術

手২に努めています。

【小児外科】
し、脳神経࢘ᧉ医がすǂての診療を担ݦ科では小児外科࢘

外科・整形外科・心臓血管外科᪸域をᨊく、16ബச฼の小児

の外科的疾患を受け入れ、年᧓約130�150̊の手術を行っ

ています。

小児外科で最もٶい疾患であるᱝࢲヘルニア（Ꮾᐂ）や、

ᨏֳ・精ኧ水腫、ᐣヘルニア（でǂそ）、ͣသ精ߺなどにつ

いては、一ජʚ日での手術を行っています。特にᱝࢲヘルニ

アに対しては、ᱝࢲ部小Џ開で行うࢼ来法にьえ、ᐃ腔鏡下

ᱝࢲヘルニア̲ࣄ術（.2'C法）を導入しています。ᐃ腔内か

らᚇ察するƜとで、対ͨのヘルニアのஊ無をᄩᛐし、予᧸的

に対ͨの手術を行うƜとがӧ能です。また、重症便ᅼやᏀᧉ

周׊ᐝ瘍やၔၱ・ၔ核など、治療に難ฑする症̊や、どの診

療科が診れƹよいか分からない小児症̊についても、ご相談

ください。

ᖓ׶໒やᐂ᧍صなどのᐃ部救急疾患や、小児外科特ஊのᏁ

Ꮠᢊኒ疾患、先ټ性Ꮝֳ胞性疾患、消化管ڈ形、小児腫瘍な

どࠢ広く治療しております。फ性腫瘍については、小児腫瘍

科医を中心としたȁーム医療を行っており、腫瘍ઇЈや治療

に࣏要な؈め込めࡸ中心᩺脈カテーテルのသ置は小児外科が

担࢘します。腫瘍ˌ外にも、診断目的の各ᆔ生検（リンȑ

ራ・Ꮑ・腎など）や、重症心៲ᨦ害児に対するᏎၱ・ᐂၱᡯ

設術なども行っています。

。院は総合周産期母子医療センǿーにᛐ定されています࢘

小児科・産ۡ人科医ࠖと݅に連携し診療を行っています。胎

児診断̊については、Ј産ЭからЈ生後にे定される病状な

どをܼଈにᛟଢさせていただき、ݲしでも不安を᠉ถし、Ј

生後の治療もό๖に進ǉよう心がけています。先ټ性疾患だ

けでなく、ឬ・ಊ低Ј生体重児、ଔ産児のᐂ᧍ص、消化管ᆲ

。などに対する外科的治療も行っています܉

手術を受ける子供たちの心៲ɲ᩿での成長・発ᢋをҗ分に

ᎋॾし、ごܼଈにとってもЈ来る限り᝟担のݲない診療を行

うように努めております。

HPのご紹介
【講座HP＞診療案内＞乳腺外科】

JVVR���YYY.UJKIC�OGF.CE.LR�`JSUWTIG1�OGFKECN�

RI2002.JVON

【講座HP＞診療案内＞小児外科】
JVVR���YYY.UJKIC�OGF.CE.LR�`JSUWTIG1�OGFKECN�

RI2071.JVON

【一般外科】
成人ᱝࢲ部ヘルニアは、ዬࢌのかからない手術を行ってい

るため、術後のሂᎹの引きつれज़がなく、ଔ期ᡚ院がӧ能に

なっています。その他に、ᐃُヘルニア、ᐃُၬၕ（ƾくへ

きはんƜん）ヘルニアなどに対する手術も行っています。

特に紹介を受けたい疾患、症例
乳腺外科Ჴ乳ၶ、乳腺疾患

小児外科Ჴ小児ᱝࢲヘルニア、ᨏֳ水腫、ᐣヘルニア、ͣသ精

、小児腫瘍、（などص໒、ᐂ᧍׶ᖓ）急性ᐃ症、ߺ

新生児外科疾患

一般外科Ჴ成人ᱝࢲ部ヘルニア、ᐃُヘルニア、ᐃُၬၕヘル

ニア
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消化器外科消化器外科

【がん遺伝子パネル検査】
がん遺伝子ȑネル検査は、がんの遺伝子のီ٭を調ǂ、その

後の治療に役ᇌてるƜとを目的としています。
がん遺伝子ȑネル検査により遺伝子ီ٭に基Ʈいた治療につ

ながる割合はおよそ10Ჟとされており、ൿして฼ឱできる結
果ではありませんが、Ɯれまでの検査ではわからなかった新し
い治療の発ᙸにつながるӧ能性があります。がん遺伝子ȑネル
検査はᛐӧされた଀設でのǈ受けていただける検査です。滋賀
医科大学医学部附属病院は2023年度から全׎に32଀設しか
ᛐ定されていないがんゲノム医療拠点病院になりました。

【家族性腫瘍関連遺伝子検査（リンチ症候群）について】
大ᐂがんのなかに、遺伝性に発症するリンȁ症ͅ፭ 

（*N2CC、遺伝性非ポリポーシǹ大ᐂがん）と呼ƹれるもの
があります。リンȁ症ͅ፭は大ᐂがんだけでなく、その他のが
んを発症するリǹクが高いƜとがჷられています。࢘院では、
検査の内ܾ、結果をݩ来に役ᇌてていただくための遺伝カǦン
セリンǰとともに、ܼଈ性腫瘍関連遺伝子検査を導入しました。

ᛇ細はˌ下のU4.をごӋༀください。
(http://www.shiga-med.ac.jp/hospital/doc/feature/
 IGPGVKEAVGUVKPI.JVON�
消化器がんでは、遺伝子に基Ʈいた治療が今後のɼ්になり

つつあります。わたしたちもᆢಊ的に関わっています。

地域に対する取り組み、最近の話題など

ųわたしたち消化器外科医は外科治療が࣏要なすǂての消化器疾患に対し、șǹトな治療を
提供できるように日々がんƹっています。どのような症̊でも、ᢒॾなくご紹介ください。

外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

谷　眞至
ǿニųȞǵǸ

教੉

и病院長

消化器外科 科長

手術部長

消化器外科、

ᏁᏐᐘ外科

日本外科学 （˟ᛐ定医・外科ݦᧉ医・指導医）
日本消化器外科学 （˟ᛐ定医・ݦᧉ医・指導医・消化器がん外科治療ᛐ定医）
日本がん治療ᛐ定医機構（がん治療ᛐ定医・୤定教育医）
日本消化器病学 （˟ᛐ定医・ݦᧉ医・指導医）
日本ᏁᏐᐘ外科学 （˟ᏁᏐᐘ外科高度২能指導医）
日本消化器内視鏡学 （ᧉ医ݦ˟）
日本ᐘ臓学 （˟ᛐ定指導医）
日本Ꮠᢊ学 （˟指導医）
日本ᐃ部救急医学 （˟ᐃ部救急୤定教育医・ᐃ部救急ᛐ定医）

三宅　亨
ȟȤケųトオル ᜒࠖ

消化器外科 医ޅ長

消化器外科 外来医長

下部消化管外科

日本外科学 （˟ᛐ定医・外科ݦᧉ医・指導医）
日本消化器外科学 （ᧉ医・消化器がん外科治療ᛐ定医・指導医ݦ˟）
日本消化器病学 （ᧉ医ݦ˟）
日本遺伝性腫瘍学 （˟遺伝性腫瘍ݦᧉ医）
日本がん治療ᛐ定医機構（がん治療ᛐ定医）
ȞンȢǰȩフィ検診制度管理中ۀځ員 （˟ȞンȢǰȩフィー検診ᛠࢨᛐ定医）
日本ロボット外科学 （˟4QDQ�&QE 2KNQVᛐ定׎内$ኢ）
日本大ᐂᏀᧉ病学 （˟大ᐂᏀᧉ病ݦᧉ医・指導医）
IC&制度協ᜭ （˟インフǧクションǳントロールドクǿー）
日本外科ज़௨症学 （˟外科周術期ज़௨管理ᛐ定医・外科周術期ज़௨管理教育医）
日本内視鏡外科学 （˟২術ᛐ定医Ჴ大ᐂ・ロボット支援手術ȗロクǿー（FC
VKPEK）・ロボット支援手術ȗロクǿー（JKPQVQTK））
CGTVKHKECVG QH FC VKPEK CQPUQNG SWTIGQP（手術支援ロボットFC VKPEKᛐ定᝻఍）
CGTVKHKECVG QH JKPQVQTK CQEMRKV SWTIGQP（手術支援ロボットJKPQVQTKᛐ定᝻఍）
CGTVKHKECVG QH FUS'（FWPFCOGPVCN UUG QH SWTIKECN 'PGTI[）

清水　智治
シȟǺųトȢハル 教੉

（医療安全管理部）

下部消化管外科、

一般外科

日本外科学 （˟ᛐ定医・外科ݦᧉ医・指導医）
日本消化器外科学 （˟ᛐ定医・ݦᧉ医・指導医・消化器がん外科治療ᛐ定医）
日本大ᐂᏀᧉ病学 （˟大ᐂᏀᧉ病ݦᧉ医・指導医）
日本アフǧレシǹ学 （˟ᛐ定ݦᧉ医・ᛐ定血๶ʩ換療法ݦᧉ医）
日本がん治療ᛐ定医機構（がん治療ᛐ定医・୤定教育医）
日本内視鏡外科学 （˟২術ᛐ定医・大ᐂ）
日本乳ၶ学 （˟ᛐ定医）
ȞンȢǰȩフィ検診制度管理中ۀځ員 （˟ȞンȢǰȩフィー検診ᛠࢨᛐ定医）
日本ᐃ部救急医学 （˟ᐃ部救急୤定教育医・ᐃ部救急ᛐ定医）
日本外科ज़௨症学 （˟外科周術期ज़௨管理ᛐ定医・外科周術期ज़௨管理教育医）
IC&制度協ᜭ （˟インフǧクションǳントロールドクǿー）
CGTVKHKECVG QH FC VKPEK UWTIGT[（CQPUQNG SWTIGQP手術ᛐ定医）

山口　剛
ȤȞǰȁųȄȨシ ϱ教੉

（総合外科学ᜒࡈ）
上部消化管外科

日本外科学 （˟ᛐ定医・外科ݦᧉ医・指導医）
日本消化器外科学 （ᧉ医・消化器がん外科治療ᛐ定医・指導医ݦ˟）
日本᫢ᢊ学 （˟᫢ᢊ科ᛐ定医）

目片　英治
ȡカǿųǨイǸ 教੉

（総合外科学ᜒࡈ）
下部消化管外科

日本外科学 （˟ᛐ定医・ݦᧉ医・指導医）
日本消化器外科学 （˟ᛐ定医・ݦᧉ医・指導医・消化器がん外科治療ᛐ定医） 
日本大ᐂᏀᧉ病学 （ᧉ医・指導医ݦ˟）
日本がん治療ᛐ定医機構（がん治療ᛐ定医）

貝田 佐知子
カイȀųǵȁǳ

ᜒࠖ 上部消化管外科

日本外科学 （˟外科ݦᧉ医・指導医）
日本消化器外科学 （ᧉ医・指導医・消化器がん外科治療ᛐ定医ݦ˟）
日本消化器病学 （ᧉ医ݦ˟）
日本᫢ᢊ学 （˟᫢ᢊ科ᛐ定医）
日本臨床栄養ˊᜓ学 （˟ Ჴྵ日本栄養治療学˟）（ᛐ定医）
日本がん治療ᛐ定医機構（がん治療ᛐ定医）
日本内視鏡外科学 （˟২術ᛐ定医・ロボット支援手術ȗロクǿー（FC VKPEK）
・学˟ᛐ定୤定ȗロクǿーᛐ定ᚰ・ロボット支援手術ȗロクǿー（JKPQVQTK））
ȞンȢǰȩフィ検診制度管理中ۀځ員 （˟検診ȞンȢǰȩフィᛠࢨᛐ定医）
日本ロボット外科学 （˟4QDQ�&QE 2KNQVᛐ定ų׎内$ኢ・׎内Aኢ）
日本ᐃ部救急医学 （˟ᐃ部救急教育医・ᐃ部救急ᛐ定医）
IC&制度協ᜭ （˟インフǧクションǳントロールドクǿー）
CGTVKHKECVG QH FC VKPEK CQPUQNG SWTIGQP（手術支援ロボットFC VKPEKᛐ定᝻఍）
CGTVKHKECVG QH FUS'（FWPFCOGPVCN UUG QH SWTIKECN 'PGTI[）
CGTVKHKECVG QH JKPQVQTK CQEMRKV SWTIGQP（手術支援ロボットJKPQVQTKᛐ定᝻఍）

外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

赤堀　浩也
アカボリųȒロȤ ᜒࠖ

（総合外科学ᜒࡈ） ᏁᏐᐘ外科

日本外科学 （˟ᛐ定医・外科ݦᧉ医・指導医）
日本消化器外科学 （˟ᛐ定医・ݦᧉ医・消化器がん外科治療ᛐ定医）
日本がん治療ᛐ定医機構（がん治療ᛐ定医）
日本ᐃ部救急医学 （˟୤定教育医・ᛐ定医）
日本内視鏡外科学 （˟২術ᛐ定医・Ꮠᢊ）
日本ᏁᏐᐘ外科学 （˟高度২能ݦᧉ医）
日本ᐘ臓学 （˟指導医）
日本Ꮠᢊ学 （˟指導医）

前平　博充
ȞǨȒȩųȒロȟȄ ᜒࠖ

消化器外科 病౐и医長
ᏁᏐᐘ外科

日本外科学 （˟外科ݦᧉ医・指導医）
日本消化器外科学 （˟指導医・ݦᧉ医・消化器がん外科治療ᛐ定医）
日本がん治療ᛐ定医機構（がん治療ᛐ定医）
日本Ꮑ臓学 （˟Ꮑ臓ݦᧉ医・指導医）
日本ᐘ臓学 （˟ᛐ定指導医）
日本ᏁᏐᐘ外科学 （˟高度২能ݦᧉ医）
日本Ꮠᢊ学 （˟指導医）
日本内視鏡外科学 （˟২術ᛐ定医）
日本臨床栄養ˊᜓ学 （˟ Ჴྵ日本栄養治療学˟）（ᛐ定医）
IC&制度協ᜭ （˟インフǧクションǳントロールドクǿー）
日本外科ज़௨症学 （˟外科周術期ज़௨管理ᛐ定医・外科周術期ज़௨管理教育医）
CGTVKHKECVG QH FC VKPEK CQPUQNG SWTIGQP（手術支援ロボットFC VKPEKᛐ定᝻఍）

竹林　克士
ǿケȐȤシųカȄシ ᜒࠖ

（栄養治療部）
上部消化管外科

日本外科学 （˟外科ݦᧉ医・指導医）
日本消化器外科学 （ᧉ医・消化器がん外科治療ᛐ定医・指導医ݦ˟）
日本がん治療ᛐ定医機構（がん治療ᛐ定医）
日本消化器病学 （ᧉ医・指導医ݦ˟）
日本᫢ᢊ学 （˟᫢ᢊ外科ݦᧉ医・᫢ᢊ科ᛐ定医）
ȞンȢǰȩフィ検診制度管理中ۀځ員 （˟ȞンȢǰȩフィー検診ᛠࢨᛐ定医） 
日本消化管学 （˟Ꮞᐂ科ᛐ定医・Ꮞᐂ科ݦᧉ医・Ꮞᐂ科指導医）
日本ロボット外科学 （˟4QDQ�&QE 2KNQVᛐ定׎内$ኢ）
日本栄養治療学 （˟ᛐ定医・指導医）

小島　正継
ǳǸȞųȞǵȄǰ я教

消化器外科 教育医長
下部消化管外科

日本外科学 （˟外科ݦᧉ医・指導医）
日本臨床栄養ˊᜓ学 （˟ Ჴྵ日本栄養治療学˟）（ᛐ定医）
日本消化器外科学 （ᧉ医・指導医・消化器がん外科治療ᛐ定医ݦ˟）
日本消化器病学 （ᧉ医・指導医ݦ˟）
日本遺伝性腫瘍学 （˟遺伝性腫瘍ݦᧉ医）
日本ዼԧ医療学 （˟ዼԧ医療ᛐ定医）
ȞンȢǰȩフィ検診制度管理中ۀځ員 （˟ȞンȢǰȩフィー検診ᛠࢨᛐ定医）
日本ロボット外科学 （˟4QDQ�&QE 2KNQVᛐ定׎内$ኢ）
日本がん治療ᛐ定医機構（がん治療ᛐ定医）
IC&制度協ᜭ （˟インフǧクションǳントロールドクǿー）
日本大ᐂᏀᧉ病学 （˟大ᐂᏀᧉ病ݦᧉ医）
日本ᐃ部救急医学 （˟ᐃ部救急ᛐ定医）日本乳ၶ学 （˟ᛐ定医）
日本内視鏡外科学 （˟২術ᛐ定医・大ᐂ）
CGTVKHKECVG QH FC VKPEK CQPUQNG SWTIGQP（手術支援ロボットFC VKPEKᛐ定᝻఍）
CGTVKHKECVG QH JKPQVQTK CQEMRKV SWTIGQP（手術支援ロボットJKPQVQTKᛐ定᝻఍）
日本外科ज़௨症学 （˟外科周術期ज़௨管理ᛐ定医・外科周術期ज़௨管理教育医）

森　治樹
Ȣリųハルǭ

я教 ᏁᏐᐘ外科

大竹　玲子
オオǿケųレイǳ я教

消化器外科 病౐医長
上部消化管外科

日本外科学 （˟外科ݦᧉ医）
日本᫢ᢊ学 （˟᫢ᢊ科ᛐ定医）
日本消化器外科学 （ᧉ医・消化器がん外科治療ᛐ定医ݦ˟）
日本ᐃ部救急医学 （˟ᐃ部救急ᛐ定医）
IC&制度協ᜭ （˟インフǧクションǳントロールドクǿー）
CGTVKHKECVG QH FC VKPEK CQPUQNG SWTIGQP（手術支援ロボットFC VKPEKᛐ定᝻఍）
日本栄養治療学 （˟ᛐ定医）

新田　信人
ニッǿųノȖȒト 特˓я教

（腫瘍センǿー）
ᏁᏐᐘ外科

日本外科学 （˟外科ݦᧉ医）
日本消化器外科学 （ᧉ医・消化器がん外科治療ᛐ定医ݦ˟）
日本消化器病学 （ᧉ医ݦ˟）
日本Ꮑ臓学 （ᧉ医ݦ˟）
日本ᐃ部救急医学 （˟ᐃ部救急ᛐ定医）
日本がん治療ᛐ定医機構（がん治療ᛐ定医）

谷　総一郎
ǿニųǽǦイȁロǦ я教

消化器外科 外来и医長
下部消化管外科

日本外科学 （˟外科ݦᧉ医）
日本消化器外科学 （ᧉ医ݦ˟）
日本消化器病学 （ᧉ医ݦ˟）
日本がん治療ᛐ定医機構（がん治療ᛐ定医）

村田　聡
ムȩǿųǵトシ ᜒࠖ

（腫瘍センǿー）
消化器外科、

一般外科

日本外科学 （˟ᛐ定医・外科ݦᧉ医・指導医）
日本消化器外科学 （˟ᛐ定医・ݦᧉ医・指導医・消化器がん外科治療ᛐ定医）
日本がん治療ᛐ定医機構（がん治療ᛐ定医・୤定教育医）
日本内視鏡外科学 （˟২術ᛐ定医、消化器・一般外科）
日本᫢ᢊ学 （˟᫢ᢊ科ᛐ定医）
日本ハイȑーǵーȟア学 （˟ᛐ定医）

日本外科学 （˟外科ݦᧉ医）
日本Ꮑ臓学 （˟ᛐ定Ꮑ臓ݦᧉ医）
日本消化器外科学 （ᧉ医・消化器がん外科治療ᛐ定医ݦ˟）
日本がん治療ᛐ定医機構（がん治療ᛐ定医）
日本ᏁᏐᐘ外科学 （˟高度২能ݦᧉ医）
日本ᐃ部救急医学 （˟ᐃ部救急ᛐ定医）
日本麻酔科学 （˟೅ಚ医）
日本内視鏡外科学 （˟২術ᛐ定医ᲴᏁ臓）
日本ᐘ臓学 （˟ᛐ定指導医）
日本Ꮠᢊ学 （˟指導医）
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消化器外科消化器外科

【がん遺伝子パネル検査】
がん遺伝子ȑネル検査は、がんの遺伝子のီ٭を調ǂ、その

後の治療に役ᇌてるƜとを目的としています。
がん遺伝子ȑネル検査により遺伝子ီ٭に基Ʈいた治療につ

ながる割合はおよそ10Ჟとされており、ൿして฼ឱできる結
果ではありませんが、Ɯれまでの検査ではわからなかった新し
い治療の発ᙸにつながるӧ能性があります。がん遺伝子ȑネル
検査はᛐӧされた଀設でのǈ受けていただける検査です。滋賀
医科大学医学部附属病院は2023年度から全׎に32଀設しか
ᛐ定されていないがんゲノム医療拠点病院になりました。

【家族性腫瘍関連遺伝子検査（リンチ症候群）について】
大ᐂがんのなかに、遺伝性に発症するリンȁ症ͅ፭ 

（*N2CC、遺伝性非ポリポーシǹ大ᐂがん）と呼ƹれるもの
があります。リンȁ症ͅ፭は大ᐂがんだけでなく、その他のが
んを発症するリǹクが高いƜとがჷられています。࢘院では、
検査の内ܾ、結果をݩ来に役ᇌてていただくための遺伝カǦン
セリンǰとともに、ܼଈ性腫瘍関連遺伝子検査を導入しました。

ᛇ細はˌ下のU4.をごӋༀください。
(http://www.shiga-med.ac.jp/hospital/doc/feature/
 IGPGVKEAVGUVKPI.JVON�
消化器がんでは、遺伝子に基Ʈいた治療が今後のɼ්になり

つつあります。わたしたちもᆢಊ的に関わっています。

地域に対する取り組み、最近の話題など

ųわたしたち消化器外科医は外科治療が࣏要なすǂての消化器疾患に対し、șǹトな治療を
提供できるように日々がんƹっています。どのような症̊でも、ᢒॾなくご紹介ください。

外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

谷　眞至
ǿニųȞǵǸ

教੉

и病院長

消化器外科 科長

手術部長

消化器外科、

ᏁᏐᐘ外科

日本外科学 （˟ᛐ定医・外科ݦᧉ医・指導医）
日本消化器外科学 （˟ᛐ定医・ݦᧉ医・指導医・消化器がん外科治療ᛐ定医）
日本がん治療ᛐ定医機構（がん治療ᛐ定医・୤定教育医）
日本消化器病学 （˟ᛐ定医・ݦᧉ医・指導医）
日本ᏁᏐᐘ外科学 （˟ᏁᏐᐘ外科高度২能指導医）
日本消化器内視鏡学 （ᧉ医ݦ˟）
日本ᐘ臓学 （˟ᛐ定指導医）
日本Ꮠᢊ学 （˟指導医）
日本ᐃ部救急医学 （˟ᐃ部救急୤定教育医・ᐃ部救急ᛐ定医）

三宅　亨
ȟȤケųトオル ᜒࠖ

消化器外科 医ޅ長

消化器外科 外来医長

下部消化管外科

日本外科学 （˟ᛐ定医・外科ݦᧉ医・指導医）
日本消化器外科学 （ᧉ医・消化器がん外科治療ᛐ定医・指導医ݦ˟）
日本消化器病学 （ᧉ医ݦ˟）
日本遺伝性腫瘍学 （˟遺伝性腫瘍ݦᧉ医）
日本がん治療ᛐ定医機構（がん治療ᛐ定医）
ȞンȢǰȩフィ検診制度管理中ۀځ員 （˟ȞンȢǰȩフィー検診ᛠࢨᛐ定医）
日本ロボット外科学 （˟4QDQ�&QE 2KNQVᛐ定׎内$ኢ）
日本大ᐂᏀᧉ病学 （˟大ᐂᏀᧉ病ݦᧉ医・指導医）
IC&制度協ᜭ （˟インフǧクションǳントロールドクǿー）
日本外科ज़௨症学 （˟外科周術期ज़௨管理ᛐ定医・外科周術期ज़௨管理教育医）
日本内視鏡外科学 （˟২術ᛐ定医Ჴ大ᐂ・ロボット支援手術ȗロクǿー（FC
VKPEK）・ロボット支援手術ȗロクǿー（JKPQVQTK））
CGTVKHKECVG QH FC VKPEK CQPUQNG SWTIGQP（手術支援ロボットFC VKPEKᛐ定᝻఍）
CGTVKHKECVG QH JKPQVQTK CQEMRKV SWTIGQP（手術支援ロボットJKPQVQTKᛐ定᝻఍）
CGTVKHKECVG QH FUS'（FWPFCOGPVCN UUG QH SWTIKECN 'PGTI[）

清水　智治
シȟǺųトȢハル 教੉

（医療安全管理部）

下部消化管外科、

一般外科

日本外科学 （˟ᛐ定医・外科ݦᧉ医・指導医）
日本消化器外科学 （˟ᛐ定医・ݦᧉ医・指導医・消化器がん外科治療ᛐ定医）
日本大ᐂᏀᧉ病学 （˟大ᐂᏀᧉ病ݦᧉ医・指導医）
日本アフǧレシǹ学 （˟ᛐ定ݦᧉ医・ᛐ定血๶ʩ換療法ݦᧉ医）
日本がん治療ᛐ定医機構（がん治療ᛐ定医・୤定教育医）
日本内視鏡外科学 （˟২術ᛐ定医・大ᐂ）
日本乳ၶ学 （˟ᛐ定医）
ȞンȢǰȩフィ検診制度管理中ۀځ員 （˟ȞンȢǰȩフィー検診ᛠࢨᛐ定医）
日本ᐃ部救急医学 （˟ᐃ部救急୤定教育医・ᐃ部救急ᛐ定医）
日本外科ज़௨症学 （˟外科周術期ज़௨管理ᛐ定医・外科周術期ज़௨管理教育医）
IC&制度協ᜭ （˟インフǧクションǳントロールドクǿー）
CGTVKHKECVG QH FC VKPEK UWTIGT[（CQPUQNG SWTIGQP手術ᛐ定医）

山口　剛
ȤȞǰȁųȄȨシ ϱ教੉

（総合外科学ᜒࡈ）
上部消化管外科

日本外科学 （˟ᛐ定医・外科ݦᧉ医・指導医）
日本消化器外科学 （ᧉ医・消化器がん外科治療ᛐ定医・指導医ݦ˟）
日本᫢ᢊ学 （˟᫢ᢊ科ᛐ定医）

目片　英治
ȡカǿųǨイǸ 教੉

（総合外科学ᜒࡈ）
下部消化管外科

日本外科学 （˟ᛐ定医・ݦᧉ医・指導医）
日本消化器外科学 （˟ᛐ定医・ݦᧉ医・指導医・消化器がん外科治療ᛐ定医） 
日本大ᐂᏀᧉ病学 （ᧉ医・指導医ݦ˟）
日本がん治療ᛐ定医機構（がん治療ᛐ定医）

貝田 佐知子
カイȀųǵȁǳ

ᜒࠖ 上部消化管外科

日本外科学 （˟外科ݦᧉ医・指導医）
日本消化器外科学 （ᧉ医・指導医・消化器がん外科治療ᛐ定医ݦ˟）
日本消化器病学 （ᧉ医ݦ˟）
日本᫢ᢊ学 （˟᫢ᢊ科ᛐ定医）
日本臨床栄養ˊᜓ学 （˟ Ჴྵ日本栄養治療学˟）（ᛐ定医）
日本がん治療ᛐ定医機構（がん治療ᛐ定医）
日本内視鏡外科学 （˟২術ᛐ定医・ロボット支援手術ȗロクǿー（FC VKPEK）
・学˟ᛐ定୤定ȗロクǿーᛐ定ᚰ・ロボット支援手術ȗロクǿー（JKPQVQTK））
ȞンȢǰȩフィ検診制度管理中ۀځ員 （˟検診ȞンȢǰȩフィᛠࢨᛐ定医）
日本ロボット外科学 （˟4QDQ�&QE 2KNQVᛐ定ų׎内$ኢ・׎内Aኢ）
日本ᐃ部救急医学 （˟ᐃ部救急教育医・ᐃ部救急ᛐ定医）
IC&制度協ᜭ （˟インフǧクションǳントロールドクǿー）
CGTVKHKECVG QH FC VKPEK CQPUQNG SWTIGQP（手術支援ロボットFC VKPEKᛐ定᝻఍）
CGTVKHKECVG QH FUS'（FWPFCOGPVCN UUG QH SWTIKECN 'PGTI[）
CGTVKHKECVG QH JKPQVQTK CQEMRKV SWTIGQP（手術支援ロボットJKPQVQTKᛐ定᝻఍）

外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

赤堀　浩也
アカボリųȒロȤ ᜒࠖ

（総合外科学ᜒࡈ） ᏁᏐᐘ外科

日本外科学 （˟ᛐ定医・外科ݦᧉ医・指導医）
日本消化器外科学 （˟ᛐ定医・ݦᧉ医・消化器がん外科治療ᛐ定医）
日本がん治療ᛐ定医機構（がん治療ᛐ定医）
日本ᐃ部救急医学 （˟୤定教育医・ᛐ定医）
日本内視鏡外科学 （˟২術ᛐ定医・Ꮠᢊ）
日本ᏁᏐᐘ外科学 （˟高度২能ݦᧉ医）
日本ᐘ臓学 （˟指導医）
日本Ꮠᢊ学 （˟指導医）

前平　博充
ȞǨȒȩųȒロȟȄ ᜒࠖ

消化器外科 病౐и医長
ᏁᏐᐘ外科

日本外科学 （˟外科ݦᧉ医・指導医）
日本消化器外科学 （˟指導医・ݦᧉ医・消化器がん外科治療ᛐ定医）
日本がん治療ᛐ定医機構（がん治療ᛐ定医）
日本Ꮑ臓学 （˟Ꮑ臓ݦᧉ医・指導医）
日本ᐘ臓学 （˟ᛐ定指導医）
日本ᏁᏐᐘ外科学 （˟高度২能ݦᧉ医）
日本Ꮠᢊ学 （˟指導医）
日本内視鏡外科学 （˟২術ᛐ定医）
日本臨床栄養ˊᜓ学 （˟ Ჴྵ日本栄養治療学˟）（ᛐ定医）
IC&制度協ᜭ （˟インフǧクションǳントロールドクǿー）
日本外科ज़௨症学 （˟外科周術期ज़௨管理ᛐ定医・外科周術期ज़௨管理教育医）
CGTVKHKECVG QH FC VKPEK CQPUQNG SWTIGQP（手術支援ロボットFC VKPEKᛐ定᝻఍）

竹林　克士
ǿケȐȤシųカȄシ ᜒࠖ

（栄養治療部）
上部消化管外科

日本外科学 （˟外科ݦᧉ医・指導医）
日本消化器外科学 （ᧉ医・消化器がん外科治療ᛐ定医・指導医ݦ˟）
日本がん治療ᛐ定医機構（がん治療ᛐ定医）
日本消化器病学 （ᧉ医・指導医ݦ˟）
日本᫢ᢊ学 （˟᫢ᢊ外科ݦᧉ医・᫢ᢊ科ᛐ定医）
ȞンȢǰȩフィ検診制度管理中ۀځ員 （˟ȞンȢǰȩフィー検診ᛠࢨᛐ定医） 
日本消化管学 （˟Ꮞᐂ科ᛐ定医・Ꮞᐂ科ݦᧉ医・Ꮞᐂ科指導医）
日本ロボット外科学 （˟4QDQ�&QE 2KNQVᛐ定׎内$ኢ）
日本栄養治療学 （˟ᛐ定医・指導医）

小島　正継
ǳǸȞųȞǵȄǰ я教

消化器外科 教育医長
下部消化管外科

日本外科学 （˟外科ݦᧉ医・指導医）
日本臨床栄養ˊᜓ学 （˟ Ჴྵ日本栄養治療学˟）（ᛐ定医）
日本消化器外科学 （ᧉ医・指導医・消化器がん外科治療ᛐ定医ݦ˟）
日本消化器病学 （ᧉ医・指導医ݦ˟）
日本遺伝性腫瘍学 （˟遺伝性腫瘍ݦᧉ医）
日本ዼԧ医療学 （˟ዼԧ医療ᛐ定医）
ȞンȢǰȩフィ検診制度管理中ۀځ員 （˟ȞンȢǰȩフィー検診ᛠࢨᛐ定医）
日本ロボット外科学 （˟4QDQ�&QE 2KNQVᛐ定׎内$ኢ）
日本がん治療ᛐ定医機構（がん治療ᛐ定医）
IC&制度協ᜭ （˟インフǧクションǳントロールドクǿー）
日本大ᐂᏀᧉ病学 （˟大ᐂᏀᧉ病ݦᧉ医）
日本ᐃ部救急医学 （˟ᐃ部救急ᛐ定医）日本乳ၶ学 （˟ᛐ定医）
日本内視鏡外科学 （˟২術ᛐ定医・大ᐂ）
CGTVKHKECVG QH FC VKPEK CQPUQNG SWTIGQP（手術支援ロボットFC VKPEKᛐ定᝻఍）
CGTVKHKECVG QH JKPQVQTK CQEMRKV SWTIGQP（手術支援ロボットJKPQVQTKᛐ定᝻఍）
日本外科ज़௨症学 （˟外科周術期ज़௨管理ᛐ定医・外科周術期ज़௨管理教育医）

森　治樹
Ȣリųハルǭ

я教 ᏁᏐᐘ外科

大竹　玲子
オオǿケųレイǳ я教

消化器外科 病౐医長
上部消化管外科

日本外科学 （˟外科ݦᧉ医）
日本᫢ᢊ学 （˟᫢ᢊ科ᛐ定医）
日本消化器外科学 （ᧉ医・消化器がん外科治療ᛐ定医ݦ˟）
日本ᐃ部救急医学 （˟ᐃ部救急ᛐ定医）
IC&制度協ᜭ （˟インフǧクションǳントロールドクǿー）
CGTVKHKECVG QH FC VKPEK CQPUQNG SWTIGQP（手術支援ロボットFC VKPEKᛐ定᝻఍）
日本栄養治療学 （˟ᛐ定医）

新田　信人
ニッǿųノȖȒト 特˓я教

（腫瘍センǿー）
ᏁᏐᐘ外科

日本外科学 （˟外科ݦᧉ医）
日本消化器外科学 （ᧉ医・消化器がん外科治療ᛐ定医ݦ˟）
日本消化器病学 （ᧉ医ݦ˟）
日本Ꮑ臓学 （ᧉ医ݦ˟）
日本ᐃ部救急医学 （˟ᐃ部救急ᛐ定医）
日本がん治療ᛐ定医機構（がん治療ᛐ定医）

谷　総一郎
ǿニųǽǦイȁロǦ я教

消化器外科 外来и医長
下部消化管外科

日本外科学 （˟外科ݦᧉ医）
日本消化器外科学 （ᧉ医ݦ˟）
日本消化器病学 （ᧉ医ݦ˟）
日本がん治療ᛐ定医機構（がん治療ᛐ定医）

村田　聡
ムȩǿųǵトシ ᜒࠖ

（腫瘍センǿー）
消化器外科、

一般外科

日本外科学 （˟ᛐ定医・外科ݦᧉ医・指導医）
日本消化器外科学 （˟ᛐ定医・ݦᧉ医・指導医・消化器がん外科治療ᛐ定医）
日本がん治療ᛐ定医機構（がん治療ᛐ定医・୤定教育医）
日本内視鏡外科学 （˟২術ᛐ定医、消化器・一般外科）
日本᫢ᢊ学 （˟᫢ᢊ科ᛐ定医）
日本ハイȑーǵーȟア学 （˟ᛐ定医）

日本外科学 （˟外科ݦᧉ医）
日本Ꮑ臓学 （˟ᛐ定Ꮑ臓ݦᧉ医）
日本消化器外科学 （ᧉ医・消化器がん外科治療ᛐ定医ݦ˟）
日本がん治療ᛐ定医機構（がん治療ᛐ定医）
日本ᏁᏐᐘ外科学 （˟高度২能ݦᧉ医）
日本ᐃ部救急医学 （˟ᐃ部救急ᛐ定医）
日本麻酔科学 （˟೅ಚ医）
日本内視鏡外科学 （˟২術ᛐ定医ᲴᏁ臓）
日本ᐘ臓学 （˟ᛐ定指導医）
日本Ꮠᢊ学 （˟指導医）
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消化器外科

診療科ǦǧȖǵイト

概要・特色

消化器外科ų科長

谷  眞 至

消化器外科はᐃ部の疾患に対する手術治療を行っている診療科
です。上部消化管外科・下部消化管外科・ᏁᏐᐘ外科のᲭ部ᧉによ
るݦᧉ診療を行っています。最新の೅準治療を基Ⴔに患者さん一
人一人にᢘЏな治療方法をᎋえるƜとにද力しています。

また、消化器内科など他の診療科と݅に連携をとりながら、ٶૠ
のݦᧉ医がჷऔをЈし合って、治療方針をൿめるようにしています。
さらに、消化器内科医・放射線科医およƼ病理医との合同の検᚛
˟も行っており、どの診療科を受診しても同ơ病 ・ൢ同ơ病७であ
れƹ同ơ治療方針となるように᫘通しの良い病院内の連携を行っ
ています。

消化器外科がৢう疾患は、᫢ᢊがんや直ᐂがん、ᏁᏐᐘ᪸域の
がんなど、非ࠝにफ性度が高く、手術侵襲も高い、高度なݦᧉჷᜤ
が࣏要な疾患から、Ꮠჽ症やヘルニア、ᖓ׶໒など一般的な疾患ま
で、ޟٶにわたります。消化器外科全員で、すǂての患者さん・すǂ
ての疾患に対し、全力で取り組んでいます。

診療内容
【食道疾患】

᫢ᢊၶの外科的Џᨊは、ᐃ腔鏡やᏟ腔鏡を利用した最新の低侵
襲手術を提供しています。Ǩビȇンǹに基Ʈいたၶ治療を行い、Џ
ᨊ不能とᎋえられたၶがЏᨊӧ能になれƹ、ǵルșーǸ手術（救ฎ
手術）をᆢಊ的に行っています。さらに、᫢ᢊをЏᨊした଺に、通ࠝ
はᏎをロール状にしたᏎ管で᫢ཋの通りᢊを˺成（ϐ࡫）しますが、
不ӧ能な場合は結ᐂを̅用します。結ᐂでのϐ࡫は滋賀県内の他
の病院ではあまり行っていませんが、ᅶたちはᝅ݈な経᬴と実ጚを
ஊしています。その他、᫢ᢊቬᐏ下腫瘍、ᆳ発性᫢ᢊᄊᘷ、᫢ᢊア
カȩシア、᫢ᢊᘷ܉ヘルニアなどの手術も行っています。
【胃十二指腸疾患】

ᏎၶのЏᨊ̊のうち約Ҟૠをҩめるଔ期Ꮞၶやቬᐏ下腫瘍に対
しては、ᐃ腔鏡下Џᨊ術を、進行Ꮞၶに対してはロボット支援手術
に取り組んでいます。Ꮞの入りጮり （ͨ֩ᧉͨ）のᏎがんがᡈ年ف
えてきています。̩ ЭはᏎ全ઇが行われるƜとがٶかったですが、
ᅶたちはᏎを温存する֩ᧉͨᏎЏᨊをᆢಊ的に取り組んでおり、
良ڤな成ጚをࢽています。また進行ၶには、手術だけでなく৴がん
薬治療が重要です。予後向上を目指した集学的治療を行っています。
【病的肥満症】

ถ᣽ј果のǈならƣ、ȡǿボリック症ͅ፭に対して、ᓸଢなોծ
ј果をもつᐃ腔鏡下ǹリーȖ状ᏎЏᨊを保ᨖ診療として行っていま
す。本治療は、内科・精神科・麻酔科・集中治療部などٶくの診療
科と、NSTや心理療法ٟ、各ᆔݦᧉ看護ࠖからなるȁームをዻ成し、
Ꮔ฼症治療の一環として行っています。
【大腸疾患】

初発の結ᐂၶ・直ᐂၶのほとんどはᐃ腔鏡下手術を行っていま
す。下部直ᐂでは、Ꮐᧉਙ約ሂ温存手術である内Ꮐᧉਙ約ሂЏᨊ
術・結ᐂᏀᧉԊ合により、ಊめてᏀᧉにᡈい腫瘍についてもᐯ໱Ꮐ
ᧉをസす手術がӧ能となっています。さらにᏀᧉからの鏡視下手術
を́用するƜとで今までˌ上に精度の高い手術を安全に行うƜと
に取り組んでいます。ᅶたちはƜの手術方法により直ᐂၶのޅ所ϐ
発率を下げるƜとがӧ能とᎋえています。高度進行大ᐂၶ、Ꮑ᠃ᆆ
やϐ発症̊については、৴がん薬や放射線治療と外科手術を́用
するƜとでఌ治をめざした治療を行っています。
【炎症性腸疾患】

໒症性ᐂ疾患は日本ではفьしている疾患です。薬ཋ療法が基
本ですが、手術が࣏要となる場合があります。ᅶたちは消化器内科
と連携して຃瘍性大ᐂ໒・クローン病などの໒症性疾患の手術を
行っています。຃瘍性大ᐂ໒は大ᐂをすǂてЏᨊし、小ᐂとᏀᧉを
Ԋ合する手術が࣏要ですが、経᬴ૠのٶい病院はݲないのがྵ状
です。ᅶたちはƜれまでの経᬴がᝅ݈でٶくのノǦハǦを持ってい
ます。またクローン病は手術後のϐ発がٶい疾患であり、ϐ狭窄を

特に紹介を受けたい疾患、症例
Ū᫢ᢊၶ
ŪᏎၶ
Ū大ᐂၶとくに直ᐂၶやᏀᧉၶ
ŪᏁがんਘ大ᏁᓶЏᨊが࣏要なᏐᢊၶ（Ꮠ管ၶ・Ꮠֳၶ）
Ūᐘၶ
ŪᏐ管ၶ
ŪᏐֳၶ・血管合́ЏᨊをˤうᏁЏᨊ術など、病院の総合力が

բわれる疾患はご紹介ください。

主な検査・医療設備など
ᐃ腔鏡やȀ・ヴィンȁロボット支援シǹテムを用いた低侵

襲手術を行っています。また、がん遺伝子ȑネル検査による
̾К化治療を推進しています。

来しにくいԊ合法を導入しています。その他の良性疾患の手術もᝅ
݈な治療実ጚがあります。
【肝、胆、膵疾患】

原発性Ꮑၶ、᠃ᆆ性ᏁၶなどのᏁ腫瘍に対し、ᏁЏᨊを行ってい
ます。最ᡈは、ᐃ腔鏡下ᏁЏᨊがҞૠをឬえています。Ꮑ細胞ၶで
はᏁ臓ᐯ体がॸ性的に໒症をˤっているƜとがよくあるため、ദᄩ
にᏁ臓の力（Ꮑ予ͳ能）をᚸ̖して治療にあたっています。すなわ
ち、Ꮑ細胞ၶの治療は消化器外科だけでなく消化器内科や放射線
科とともに病院としての総合力が重要です。ų

ᐘ頭部ၶ、Ꮠ管ၶ、җʚ指ᐂ乳頭部ၶに対し、ʣ全Ꮞ温存ᐘ頭җ
ʚ指ᐂЏᨊ術を実଀しています。とくにᐘၶは予後不良なၶですが、
ᐘၶの外科治療は化学療法により大きく٭わりつつあります。術Э
化学療法をԃめた集学的治療が重要な疾患です。化学療法と外科
治療のᗡ合にьえて、化学療法にڌыしたᐘၶに対するǳンȐー
Ǹョン手術にも消化器内科と合同で取り組んでいます。また៲体へ
の侵襲を低下させるためにロボット支援下ᐃ腔鏡下ᐘ体ރ部Џᨊ
術も଀行しています。

その他、ᐃ腔鏡下ᏐֳઇЈ術、ॸ性ᐘ໒に対するᐘ管ᆰᐂԊ合
術（2CTVKPIVQP手術、FTG[手術など）、重ͻ急性ᐘ໒に対するドレ
ȊーǸ術なども行います。

院は日本ᏁᏐᐘ外科学˟高度২能医̲ጀ଀設にᛐ定されてお࢘
り、ᏁᏐᐘ᪸域においても特にݦᧉ性の高い高難度手術を中心に
行っています。ᏁᏐᐘ᪸域の手術は合́症発生率が高いƜとが特
徴ですが、病院の総合力が大ЏであるƜとがわかってきました。手
術後の病७管理能力が不ឱしている଀設で手術するƜとは命にか
かわるբ᫆です。࢘院は、消化器外科だけでなく各科の「24଺᧓
体制」に基Ʈく病院全体の総合力で、速やかに対ࣖできるƜとが特
徴の一つとなっています。

診療実績（2024年）

ˑૠ・ૠ͌等手術・検査・治療法等

᫢ᢊၶ手術 ᲭᲯ（内、Ꮯ腔鏡下ᲭᲬ̊）

Ჳ６̊
（内、ロボット支援下ᲭᲬ̊

ᐃ腔鏡下６Ჭ̊）

大ᐂၶ手術

໒症性ᐂ疾患手術 ᲫᲯ̊

ᐘЏᨊ ᲬᲮ̊

ᏁЏᨊ Ჯ６̊

Ꮞၶ手術
ᲮᲯ̊

（内、ロボット支援下ᲬᲱ̊、
ᐃ腔鏡下 1Წ̊）

診療科ǦǧȖǵイト

概要・特色

乳腺・小児・一般外科ų科長

三 宅  亨

診療内容

各臓器൑にݦᧉ医が担࢘し、きめ細かい診療を心ੑけています。

。科は、乳腺外科・小児外科・一般外科の診療を行っています࢘

対 ᝋ部 ᧉ

乳腺外科部ᧉ

小児外科部ᧉ

一般外科部ᧉ

乳腺疾患の診療を行っています。

Ცബから15ബまでのほǅすǂての小児

外科疾患の診療を行っています。

ヘルニアの診療を行っています。

【乳腺外科】
乳がんについては、手術・薬ཋ療法・放射線治療を組ǈ合わ

せた集学的治療を行っています。形成外科、放射線科、病理診

断科、臨床遺伝相談૰、化学療法室などと連携し、ٶ職ᆔによ

るȁーム体Ѭで患者さんを支援しています。

乳がんに対するЏᨊ術は年᧓約100̊行っています。乳がん

の手術は、乳৐部分Џᨊ術（温存術）、乳৐全Џᨊ術（全ઇ

術）に大Кされますが、高性能の乳৐ȀイȊȟックM4Iにより、

がんの取りസしのない術ࡸを提案しています。乳৐全Џᨊ術で

は、一次（乳がん手術と同଺）・ʚ次（乳がん手術とКの଺

期）բわƣ各ᆔϐ࡫術が保ᨖ診療でӧ能です。乳৐部分Џᨊ術

では、ఌ治性のǈならƣ整ܾ性も重視しています。またƈЏら

ない乳がん治療ƉであるȩǸオඬ໲ໍ療法を導入しており、ᢘ

ࣖのある方にはᢠ৸Ꮓの一つとしておᅆししています。センȁ

ネルリンȑራ生検では放射線ᘮƹくがなく、同定率の高いƀᖩ

光法Ɓを੔用しています。また、ٶくの乳がんの手術後は、ᡚ

院後ૠᡵ᧓にわたって放射線治療を行いますが、おᡈくの総合

病院の放射線科で受けるƜともӧ能です。通院の᝟担を᠉ถす

るようにᣐॾしています。

化学療法（৴がん剤治療）では、術後だけでなく術Э化学療

法もᆢಊ的に行い、乳৐温存率の向上と術後ϐ発率の低下を

っています。進行ϐ発乳がんに対しての内׋

分泌療法、化学療法、分子೅的治療等につい

てはǨビȇンǹに基Ʈいた治療をᢠ৸してお

りますが、最ኳ的なॖ࣬ൿ定においては、患

者さんの「ᐯ分らしく生きる」をݭ重してい

ます（UJCTGF FGEKUKQP OCMKPI）。

そのほか、若年の乳がん患者さんの妊よう

性温存（妊۔するための力をസしておくϼ置

など）や、妊۔中の乳がん治療にも対ࣖしています。

ܼଈ性腫瘍外来（乳がん）を開設しています。対ᝋの患者さ

んには遺伝性乳がんҳߺがん症ͅ፭の遺伝子検査をご案内し、

保ᨖᢘࣖとなったうえでごࠎஓの方には、予᧸的乳৐Џᨊ・ϐ

ҳ管Џᨊ術を乳がん手術とߺ術を行います。また、予᧸的ҳ࡫

同଺に行うƜともあります。

乳腺良性腫瘍では、፦しい乳৐とその機能をസすための手術

手২に努めています。

【小児外科】
し、脳神経࢘ᧉ医がすǂての診療を担ݦ科では小児外科࢘

外科・整形外科・心臓血管外科᪸域をᨊく、16ബச฼の小児

の外科的疾患を受け入れ、年᧓約130�150̊の手術を行っ

ています。

小児外科で最もٶい疾患であるᱝࢲヘルニア（Ꮾᐂ）や、

ᨏֳ・精ኧ水腫、ᐣヘルニア（でǂそ）、ͣသ精ߺなどにつ

いては、一ජʚ日での手術を行っています。特にᱝࢲヘルニ

アに対しては、ᱝࢲ部小Џ開で行うࢼ来法にьえ、ᐃ腔鏡下

ᱝࢲヘルニア̲ࣄ術（.2'C法）を導入しています。ᐃ腔内か

らᚇ察するƜとで、対ͨのヘルニアのஊ無をᄩᛐし、予᧸的

に対ͨの手術を行うƜとがӧ能です。また、重症便ᅼやᏀᧉ

周׊ᐝ瘍やၔၱ・ၔ核など、治療に難ฑする症̊や、どの診

療科が診れƹよいか分からない小児症̊についても、ご相談

ください。

ᖓ׶໒やᐂ᧍صなどのᐃ部救急疾患や、小児外科特ஊのᏁ

Ꮠᢊኒ疾患、先ټ性Ꮝֳ胞性疾患、消化管ڈ形、小児腫瘍な

どࠢ広く治療しております。फ性腫瘍については、小児腫瘍

科医を中心としたȁーム医療を行っており、腫瘍ઇЈや治療

に࣏要な؈め込めࡸ中心᩺脈カテーテルのသ置は小児外科が

担࢘します。腫瘍ˌ外にも、診断目的の各ᆔ生検（リンȑ

ራ・Ꮑ・腎など）や、重症心៲ᨦ害児に対するᏎၱ・ᐂၱᡯ

設術なども行っています。

。院は総合周産期母子医療センǿーにᛐ定されています࢘

小児科・産ۡ人科医ࠖと݅に連携し診療を行っています。胎

児診断̊については、Ј産ЭからЈ生後にे定される病状な

どをܼଈにᛟଢさせていただき、ݲしでも不安を᠉ถし、Ј

生後の治療もό๖に進ǉよう心がけています。先ټ性疾患だ

けでなく、ឬ・ಊ低Ј生体重児、ଔ産児のᐂ᧍ص、消化管ᆲ

。などに対する外科的治療も行っています܉

手術を受ける子供たちの心៲ɲ᩿での成長・発ᢋをҗ分に

ᎋॾし、ごܼଈにとってもЈ来る限り᝟担のݲない診療を行

うように努めております。

HPのご紹介
【講座HP＞診療案内＞乳腺外科】

JVVR���YYY.UJKIC�OGF.CE.LR�`JSUWTIG1�OGFKECN�

RI2002.JVON

【講座HP＞診療案内＞小児外科】
JVVR���YYY.UJKIC�OGF.CE.LR�`JSUWTIG1�OGFKECN�

RI2071.JVON

【一般外科】
成人ᱝࢲ部ヘルニアは、ዬࢌのかからない手術を行ってい

るため、術後のሂᎹの引きつれज़がなく、ଔ期ᡚ院がӧ能に

なっています。その他に、ᐃُヘルニア、ᐃُၬၕ（ƾくへ

きはんƜん）ヘルニアなどに対する手術も行っています。

特に紹介を受けたい疾患、症例
乳腺外科Ჴ乳ၶ、乳腺疾患

小児外科Ჴ小児ᱝࢲヘルニア、ᨏֳ水腫、ᐣヘルニア、ͣသ精

、小児腫瘍、（などص໒、ᐂ᧍׶ᖓ）急性ᐃ症、ߺ

新生児外科疾患

一般外科Ჴ成人ᱝࢲ部ヘルニア、ᐃُヘルニア、ᐃُၬၕヘル

ニア
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乳腺・小児・一般外科

外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

河合　由紀
カワイųユǭ

非ࠝ勤ᜒࠖ（診療） 乳腺・一般外科

坂井　幸子
ǵカイųǵȁǳ

я教
乳腺・小児・一般外科 病౐医長
乳腺・小児・一般外科 外来医長
乳腺・小児・一般外科 教育医長

小児外科

日本外科学 （˟外科ݦᧉ医）
日本小児外科学 （˟小児外科指導医・ݦᧉ医）
日本周産期・新生児医学 （˟ᛐ定外科医）
小児ॸ性特定疾病（指定医）

北村　美奈
ǭǿムȩųȟȊ

非ࠝ勤ᜒࠖ（診療） 乳腺・一般外科

日本外科学 （˟外科ݦᧉ医）
日本がん治療ᛐ定医機構（がん治療ᛐ定医）
日本乳ၶ学 
˟乳腺ݦᧉ医・ᛐ定医）
日本乳がん検診精度管理中ځ機構（検診ȞンȢǰȩフィ）

冨田　香
トȟȀųカオリ

я教

乳腺・小児・一般外科 外来и医長

乳腺・小児・一般外科 病౐и医長

乳腺・一般外科

日本外科学 （˟外科ݦᧉ医）
日本乳ၶ学 
˟乳腺ݦᧉ医・ᛐ定医・乳腺指導医）
日本乳がん検診精度管理中ځ機構（検診ȞンȢǰȩフィ）
日本がん治療ᛐ定医機構（がん治療ᛐ定医）

久保田 良浩
クボǿųȨシȒロ

非ࠝ勤ᜒࠖ（診療） 小児外科
日本外科学 （˟外科ݦᧉ医・指導医）
日本小児外科学 （ᧉ医・指導医ݦ˟）
日本小児血液・がん学 （˟小児がんᛐ定外科医）

 辰巳　征浩
ǿȄȟųȞǵȒロ

医員（病院я教）  乳腺ỉ一般外科
日本ݦᧉ医機構（外科ݦᧉ医）
日本乳がん検診精度管理中ځ機構（検診ȞンȢǰȩフィ） 
日本乳ၶ学 （˟乳腺ݦᧉ医）

辻　亮多
ȄǸųリョǦǿ

特˓я教 小児外科
日本外科学 （˟外科ݦᧉ医）
日本小児外科学 （ᧉ医ݦ˟）

森　毅
ȢリųȄȨシ

非ࠝ勤ᜒࠖ（診療） 乳腺・一般外科
日本外科学 （˟外科ݦᧉ医・指導医）
日本乳ၶ学 
˟乳腺ݦᧉ医・指導医）
日本乳がん検診精度管理中ځ機構（検診ȞンȢǰȩフィ）

日本外科学 （˟ᛐ定医・外科ݦᧉ医）
日本乳ၶ学 （˟ᛐ定医・乳腺ݦᧉ医・指導医）
日本がん治療ᛐ定医機構（がん治療ᛐ定医）
日本乳がん検診精度管理中ځ機構（検診ȞンȢǰȩフィ）
日本臨床腫瘍学 （˟がん薬ཋ療法ݦᧉ医・指導医）
日本遺伝性腫瘍学 （˟遺伝性腫瘍ݦᧉ医）

梅田　朋子
ǦȡȀųトȢǳ ϱ教੉

（地域医療教育研究拠点）

日本外科学 （˟ᛐ定医・外科ݦᧉ医・指導医） 
日本消化器外科学 （˟ᛐ定医）
日本がん治療ᛐ定医機構（がん治療ᛐ定医）
日本乳がん検診精度管理中ځ機構（検診ȞンȢǰȩフィ・乳がん検診ឬ᪦ඬ検査実଀・Й定医ࠖ）

主な検査・医療設備など
【超音波検査】

乳腺ឬ᪦ඬ検査は、࢘科外来で年᧓500ˑにӏんでいま

す。腫瘍のǨǳー下ᆲХによる検査（ȞンȢトーム生検） 

などを行っています。

【家族性腫瘍関連遺伝子検査（乳がん・卵巣がん）】
乳がん・ҳߺがんには遺伝性のものがあります。

来に役ݩ、院では、検査の内ܾや検査結果をよく理ᚐし࢘

ᇌてていただくための遺伝カǦンセリンǰとともに、ܼଈ性

腫瘍関連遺伝子検査を導入しました。

ᛇしくはˌ下のU4.をごӋༀください。

https://www.shiga-med.ac.jp/

hospital/doc/feature/hboc.html?

OUENMKF�80H339FEEH7011GEDC2H07DCDCE0GE3H

診療実績（2024年）

ˑૠ手術・検査・治療法等

化学療法ˑૠ（内஌をᨊく）

乳がん手術

センȁネルリンȑራ生検

同଺乳৐ϐ࡫

乳৐良性腫瘍手術

腫瘍関連遺伝子検査ૠ（保ᨖ診療内）

小児外科年᧓総手術ૠ

小児ヘルニアఌ治術・精׍ߺ定術

新生児手術

फ性疾患関連手術（؈込ǈࡸカテーテル਴入をԃǉ）

ᲱᲫᲳ

ᲫᲬᲫ

ᲳᲲ

1Ძ

ᲫᲬ

ᲯᲫ

144

69

3

16

乳腺・一般外科

三宅　亨
ȟȤケųトオル ᜒࠖ

（消化器外科）

乳腺・小児・一般外科 科長

日本外科学 （˟外科ݦᧉ医・指導医）
日本消化器外科学 （ᧉ医・指導医・消化器がん外科治療ᛐ定医ݦ˟）
日本消化器病学 （ᧉ医ݦ˟）
日本外科ज़௨症学 （˟外科周術期ज़௨管理ᛐ定医・外科周術期ज़௨管理教育医）
日本大ᐂᏀᧉ病学 （˟大ᐂᏀᧉ病ݦᧉ医・指導医）
日本内視鏡外科学 （˟২術ᛐ定医Ჴ大ᐂ・ロボット支援手術ȗロクǿー（FC VKPEK）
・ロボット支援手術ȗロクǿー（JKPQVQTK））
日本遺伝性腫瘍学 （˟遺伝性腫瘍ݦᧉ医）
日本ロボット外科学 （˟4QDQ�&QE 2KNQVᛐ定ų׎内$ኢ）
日本がん治療ᛐ定医機構（がん治療ᛐ定医）
IC&制度協ᜭ （˟インフǧクションǳントロールドクǿー）
CGTVKHKECVG QH FC VKPEK CQPUQNG SWTIGQP（手術支援ロボットFC VKPEKᛐ定᝻఍）
CGTVKHKECVG QH JKPQVQTK CQEMRKV SWTIGQP（手術支援ロボットJKPQVQTKᛐ定᝻఍）
CGTVKHKECVG QH FUS'（FWPFCOGPVCN UUG QH SWTIKECN 'PGTI[）
ȞンȢǰȩフィ検診制度管理中ۀځ員 （˟ȞンȢǰȩフィー検診ᛠࢨᛐ定医）

下部消化管外科

診療科ǦǧȖǵイト

概要・特色

心臓血管外科ų科長

鈴木　友彰

診療内容

ਊ動下ϛ動脈Ȑイȑǹ術を行っています。人工心Ꮝを̅用する

手術よりも、術後の回ࣄがଔく、入院期᧓がჺ጑できます。

【僧帽弁閉鎖不全症】
΋ࠞ弁手術には、人工弁ᆆౡと弁形成術があります。特に、

΋ࠞ弁᧍ᦋ不全症に対しては、ᐯࠁ弁を温存できる弁形成術を

ᇹ一ᢠ৸としており、長期的にᙸても生命予後をોծし、合́

症発生も৮えるƜとができます。́存疾患さえなけれƹ、内஌

が不要となるため、患者さんの31.（生活の質）も向上させる

Ɯとができます。

【大動脈弁狭窄症に対する人工弁置換、
　経カテーテル大動脈弁置換術（TAVI）】
ឬ高ᱫᅈ˟となり、فьͼ向にあるのが大動脈弁狭窄症です。

な成ڤ来の大動脈弁置換術をᇹ一ᢠ৸として、良ࢼ、科では࢘

ጚをЈしてきました。

ご高ᱫのため体力が低下した方や、́存疾患のため開Ꮯ手術

のリǹクが非ࠝに高い患者さんに対しては、経カテーテル大動

脈弁置換術（TAVI）もᢠ৸できます。治療は、循環器内科と

協力し、ハイȖリッド手術室で行います。

【低侵襲心臓手術（MICS）】
Ꮊ᧓小開Ꮯ（6�8EOᆉ度）による低侵襲心臓手術（MICS）

も行っています。通ࠝのᏟᭌദ中Џ開にൔǂ、術後の上Ҟ៲の

ᢃ動制限がݲなく、回ࣄがଔく、ଔ期ᡚ院、ଔ期ᅈ˟࠙ࣄなど、

患者さんの᝟担᠉ถが期待できます。日本では,�MICS（日本

低侵襲心臓手術学˟）という学˟がᇌち上がっており、安全性

やஊј性などが検ᚰされ、ᄩᇌされたものとして保ᨖም定もさ

れています。

MICSで行える症̊は、ҥ཯の΋ࠞ弁手術や大動脈弁手術、

心৐中ᨠഎ੷（AS&）、ϛ動脈Ȑイȑǹ術などですが、患者さ

んのࠎஓやリǹクにࣖơて臨機ࣖ٭に対ࣖいたします。࢘科の

心臓手術は安全ᇹ一を心がけております。MICS手術をࠎஓさ

れる方はൢ᠉にご相談いただけれƹとᎋえます。

【緊急手術対応】
急性大動脈ᚐᩉ、大動脈ၭᄊᘷ、急性心ሂయصなどはᆳ໱発

症し、ૠ分で生命をᓳとすӧ能性のあるឬዬ急疾患です。ឬ高

ᱫᅈ˟となり、その発症᫁度もفьしています。

一Цもଔく手術をするƜとが救命に重要であるため、࢘科で

は他院で診断された患者さんを救急でӓܾし、そのまま手術室

に੿入する方法をとっています。

【大動脈疾患に対するステントグラフト内挿術】
ǹテントといわれる᣿属ᭌ఍とǰȩフトといわれる人工血管

を組ǈ合わせたȇȐイǹを、ឱの˄けఌから਴入し、大動脈内

にသ置します。それにより、ၭ内に直接血ןがかからないよう

になり、ᄊᘷが予᧸できます。また、最ᡈでは大動脈ᚐᩉのǨ

ントリー᧍ᦋにも̅用し、ͬ腔のଔ期᧍ᦋに活用しています。

滋賀県の心臓血管外科診療をリードするとともに、地域医療

にఌࠀした診療科として活動しています。循環器内科・麻酔

科・救急集中治療部などの診療科や、看護部・リハビリテー

ション部・臨床工学部などとも連携して、「ハートȁーム」を

形成し、患者さんに質の高い医療を提供できるように努力して

います。

患者さんと病ൢをσஊし、ɠݗなᛟଢをもとに医療を提供し、

不安やᒊၘからᚐ放されるよう、「2CVKGPVHKTUV（まƣは患者

さんのために）」の精神で診療を行います。

心臓血管外科の場合、ឬዬ急手術症̊が一定の割合で発生し

ます。心臓血管外科をӸʈるˌ上、いかなる଺も患者さんを受

け入れるƜとが重要とᎋえています。

特にዬ急を要する場合は、ˌ下のțットȩインにご連ዂくだ

さい。24଺᧓365日、心臓血管外科ǹǿッフが待機していま

す。

心臓血管外科țットȩインᲴ077�548�3524

（心臓血管外科医ࠖ直通）

心臓血管外科ȡールᲴEXUUJKIC"DGNNG.UJKIC�OGF.CE.LR

【虚血性心疾患】
ϛ動脈に狭窄や᧍صが生ơ、ऒЏれやᏟၘをឪƜす、狭心症

や急性心ሂయصに対して、ϛ動脈Ȑイȑ

ǹ術を行っています。Ɯれは、患者さん

ごᐯ៲の血管（内Ꮯ動脈、Ꮞ大ዡ動脈、

下Ꮓの大˜᩺נ脈）を̅用して、新しく

血液の通りᢊ（Ȑイȑǹ）を˺成する手

術です。特に、࢘科では人工心Ꮝを̅用

せƣ、心臓を動かしたまま手術をする心
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形成外科

診療科ǦǧȖǵイト

概要・特色

形成外科ų科長

荒 田  順

診療内容

【リンパ浮腫】
乳がんや子ܷがんЏᨊ後に発症し、ॸ性的にឱや手がǉくǉ

Ɯとで日ࠝ生活に支ᨦを来たす難治性の病ൢです。リンȑූ腫

外来と連携し、保存的治療にьえて、ȞイクロǵーǸャリーの

২術をᬝ̅し、᩺脈と්れのफくなったリンȑ管をԊ合する手

術（リンȑ管細᩺脈Ԋ合術）をᆢಊ的に行うƜとで症状のોծ

を׋っています。

【醜状変形に対する治療】
治ၷしたあとのͻួが目ᇌったり、٭形したり、ƻきつった

りするとᅈ˟生活に支ᨦをきたすƜとがあります。࢘科ではၬ

ၕ਒጑、Ꮔҽ性ၬၕ、ケロイドなどにより生ơた機能的、整ܾ

的なբ᫆に対し、きれいなጐ合により、ોծさせる治療を提供

しています。

【皮膚皮下腫瘍、軟部腫瘍】
良性皮膚・皮下腫瘍（ほくǖ、Ꮲ๨性ᚌ化症、ብၭなど）、

फ性皮膚腫瘍、᠂部腫瘍（ᏢᏆ腫など）に対してᢘЏなЏᨊを

行い、かつ整ܾ᩿をॖᜤした手術を行っています。

【あざに対するレーザー治療】
血管腫、ီ所性ᔎӞ૮、ٽ田母૮、外ͻ性色እආბなどは、

レーǶー治療により色調をᕓくしていていくƜとがӧ能です。

生まれたてのហちǌんから高ᱫの方まで治療対ᝋとなる年ᱫ層

はࠢ広いですが、ଔ期に治療を開始した方がよい場合もありま

すので、あざがൢになれƹおଔめに受診してください。

院ではҽ生і働ႾよりᛐӧされたレーǶー治療機器（3ǹ࢘

イッȁルビーレーǶー・Vビーム）をஊし、安全なレーǶー治

療を心がけています。

【頭のかたち外来】
病的ではない頭のかたちの٭形に対してヘルȡットによる頭 

のかたちჼദを行っています。病的な٭形ではないかもしっか 

りと調ǂてから治療を開始しています。

【診療方針】
先ټ性（生まれつき）、外ͻ（けが）、腫瘍などで生ơた

「機能」や「ᙸた目」のբ᫆により、ᒊၘをज़ơている患者

さんはݲなくありません。形成外科では、機能的・整ܾ的に

पまれている方々がݲしでもᇰ᫊でᅈ˟生活をփǉƜとがで

きるように、฼ឱ度の高い医療を目指します。᫊᩿や手ឱな

ど、人目につく部ˮをৢうƜとがٶいため、፦ܾ২術を取り

入れたきめ細やかな治療を提供します。

【対象疾患】
眼წ形成（眼წ下׶・მൗ内Ӓ）、᫊᩿・手ឱ外ͻ（ᭌ৵・

神経麻ၡ）、先ࠝီټ（᫊᩿・手ឱ・体࠴）、皮膚຃瘍、乳

৐ϐ࡫、皮膚皮下᠂部腫瘍、༏ͻ

【先天性疾患】
手ឱの先ࠝီټは࢘科でᆢಊ的に取り組んでいる分野の一つ

です。特にჺ指症に対しては整ܾを重視した཯ᐯの治療を行

なっています。Ց᫈口ᔟᘷもൔ᠋的᫁度の高い疾患であり、乳

児期から学ᇜ期にかけてᙐૠ回の手術を࣏要としますが、࢘科

では全ての଺期の手術に対ࣖしています。また、小耳症・؈ඐ

耳・и耳などの耳介٭形やᐣヘルニア、大Ꮯሂഎ੷といった体

を行っていま࡫に対しては、外ᙸӏƼ機能のϐࠝီټの先࠴

す。

【眼瞼下垂・睫毛内反】
眼წ下׶は、上眼წがദࠝより׶れ下がり、視野が狭くな 

り、ཋがᙸにくくなる疾患です。ьᱫ・ハードǳンǿクトが原

となるƜともあれƹ、生まれつきの場合もあります。症状に׆

ࣖơた手術方法をᢠ৸します。ٶくはޅ所麻酔で手術ӧ能で

す。

მൗ・眼წ内Ӓ（逆まつげ）に対しては、წጂを外Ӓさせる

Ɯとにより、მൗによる眼ྶへのХນを᠉ถさせます。

【顔面、手足外傷・顔面神経麻痺】
᫊᩿・手ឱの外ͻによりᭌ৵や神経麻ၡが生ơるƜとがあり

ます。ᢘЏな଺期に手術を଀行しなけれƹ、൨続的な٭形をസ

すƜとがあります。࢘科では初期治療のǈならƣ、ᢅӊの外ͻ

により生ơた٭形に対しても、ᭌЏり術、神経ᆆ行などのϐ࡫

術を行なっています。ࣇ小血管Ԋ合（ȞイクロǵーǸャリー）

をॖࢽとしており、Џ断指のϐ接ბや指のᆆౡも行っていま

す。

᫊᩿神経麻ၡに対しても、Ⴢൗ、眼წ、口ᚌなどの٭形に対

し形成術を行なっています。ሂᎹᆆౡにより動きをϐ࡫するƜ

ともӧ能です。Ɯれらはᇰ᫊のϐ࡫と呼ƹれています。

【乳房再建】
乳がんにより乳৐Џᨊを受けた方に、乳৐のϐ࡫を行って

います。ᐯܼ組ጢによるϐ࡫と、シリǳンインȗȩント（人

工ཋ）を用いたϐ࡫を行っています。乳腺外科としっかりと

連携をとり、患者さんにșǹトの治療法を提供します。

特に紹介を受けたい疾患、症例
Ū先ټ性疾患（ჺ指症、手ឱのٶ指・合指症、Ց᫈口ᔟᘷ、耳

介٭形、ᐣヘルニア）

Ū眼წ下׶、მൗ内Ӓ

Ū᫊᩿・手ឱ外ͻ

Ū᫊᩿٭形、᫊᩿神経麻ၡ

Ū乳がんЏᨊ後、頭頸部がんЏᨊ後の組ጢഎ੷

Ūリンȑූ腫

Ū頭のかたち外来

主な検査・医療設備など
Ū超音波診断装置（ARITTA750LE:HITACHI）

最新ࡸの高性能なឬ᪦ඬ診断ᘺ置を導入し、ᐯܼ組ጢᆆౡ

術などのᨥに࣏要なࣇ細な血管の੕ኧがӧ能となりました。

Ū脂肪吸引・注入機器（Tulip®）
ᏢᏆ吸引、ᏢᏆᆆౡがӧ能となりました。

外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など
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診療実績（2024年度）

ˑૠ・ૠ͌等手術・検査・治療法等

乳がんЏᨊ後の乳৐ϐ࡫

（ᐯܼ組ጢᲩシリǳンԃǉ）

Ց᫈口ᔟᘷ・ٶ合指（ឳ）症

眼წ下׶

᫊᩿ᭌᭌ৵

फ性腫瘍後のϐ࡫（乳ၶᨊく）

リンȑූ腫（リンȑ管細᩺脈Ԋ合）

ၬၕ਒጑・ケロイドに対する手術

17

123

39

16

6

38

地域に対する取り組み、最近の話題など

25

乳がんのインȗȩントによる乳৐ϐ࡫がϐ開され、ྵנ、人

工ཋおよƼᐯܼ組ጢでのϐ࡫がӧ能です。

形成外科学˟ɼ導となる፦ܾ外科治療が発展しており、形成

外科疾患においても眼წ、鼻を中心に፦ܾをॖᜤした治療が進

ഩしており、࢘科でも取り組んでいます。

滋賀医科大学医学部附属病院形成外科は、ȞイクロǵーǸャ

リーの২術をᬝ̅したЏ断指ϐ接ბをԃǉ組ጢᆆౡ・ϐ接ბ術 

などの高度な治療を行っています。

2023年4உより、色እ病٭に対するレーǶー治療を開始し 

ております。

2024年7உより、ហちǌんの頭のかたち外来を開始しまし 

た。

今までˌ上に地域連携を大Џにしていきながら、滋賀県の医 

療の発展に貢献していきたいと࣬います。
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形成外科

診療科ǦǧȖǵイト

概要・特色

形成外科ų科長

荒 田  順

診療内容
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ၕ਒጑、Ꮔҽ性ၬၕ、ケロイドなどにより生ơた機能的、整ܾ

的なբ᫆に対し、きれいなጐ合により、ોծさせる治療を提供
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イッȁルビーレーǶー・Vビーム）をஊし、安全なレーǶー治
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病的ではない頭のかたちの٭形に対してヘルȡットによる頭 

のかたちჼദを行っています。病的な٭形ではないかもしっか 
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【先天性疾患】
手ឱの先ࠝီټは࢘科でᆢಊ的に取り組んでいる分野の一つ

です。特にჺ指症に対しては整ܾを重視した཯ᐯの治療を行

なっています。Ց᫈口ᔟᘷもൔ᠋的᫁度の高い疾患であり、乳

児期から学ᇜ期にかけてᙐૠ回の手術を࣏要としますが、࢘科

では全ての଺期の手術に対ࣖしています。また、小耳症・؈ඐ

耳・и耳などの耳介٭形やᐣヘルニア、大Ꮯሂഎ੷といった体

を行っていま࡫に対しては、外ᙸӏƼ機能のϐࠝီټの先࠴

す。

【眼瞼下垂・睫毛内反】
眼წ下׶は、上眼წがദࠝより׶れ下がり、視野が狭くな 

り、ཋがᙸにくくなる疾患です。ьᱫ・ハードǳンǿクトが原

となるƜともあれƹ、生まれつきの場合もあります。症状に׆

ࣖơた手術方法をᢠ৸します。ٶくはޅ所麻酔で手術ӧ能で

す。

მൗ・眼წ内Ӓ（逆まつげ）に対しては、წጂを外Ӓさせる

Ɯとにより、მൗによる眼ྶへのХນを᠉ถさせます。

【顔面、手足外傷・顔面神経麻痺】
᫊᩿・手ឱの外ͻによりᭌ৵や神経麻ၡが生ơるƜとがあり

ます。ᢘЏな଺期に手術を଀行しなけれƹ、൨続的な٭形をസ
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により生ơた٭形に対しても、ᭌЏり術、神経ᆆ行などのϐ࡫

術を行なっています。ࣇ小血管Ԋ合（ȞイクロǵーǸャリー）

をॖࢽとしており、Џ断指のϐ接ბや指のᆆౡも行っていま

す。

᫊᩿神経麻ၡに対しても、Ⴢൗ、眼წ、口ᚌなどの٭形に対

し形成術を行なっています。ሂᎹᆆౡにより動きをϐ࡫するƜ

ともӧ能です。Ɯれらはᇰ᫊のϐ࡫と呼ƹれています。

【乳房再建】
乳がんにより乳৐Џᨊを受けた方に、乳৐のϐ࡫を行って

います。ᐯܼ組ጢによるϐ࡫と、シリǳンインȗȩント（人

工ཋ）を用いたϐ࡫を行っています。乳腺外科としっかりと

連携をとり、患者さんにșǹトの治療法を提供します。

特に紹介を受けたい疾患、症例
Ū先ټ性疾患（ჺ指症、手ឱのٶ指・合指症、Ց᫈口ᔟᘷ、耳

介٭形、ᐣヘルニア）

Ū眼წ下׶、მൗ内Ӓ
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Ū頭のかたち外来

主な検査・医療設備など
Ū超音波診断装置（ARITTA750LE:HITACHI）

最新ࡸの高性能なឬ᪦ඬ診断ᘺ置を導入し、ᐯܼ組ጢᆆౡ

術などのᨥに࣏要なࣇ細な血管の੕ኧがӧ能となりました。

Ū脂肪吸引・注入機器（Tulip®）
ᏢᏆ吸引、ᏢᏆᆆౡがӧ能となりました。
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ˑૠ・ૠ͌等手術・検査・治療法等

乳がんЏᨊ後の乳৐ϐ࡫

（ᐯܼ組ጢᲩシリǳンԃǉ）

Ց᫈口ᔟᘷ・ٶ合指（ឳ）症

眼წ下׶

᫊᩿ᭌᭌ৵

फ性腫瘍後のϐ࡫（乳ၶᨊく）

リンȑූ腫（リンȑ管細᩺脈Ԋ合）

ၬၕ਒጑・ケロイドに対する手術

17

123

39

16

6

38

地域に対する取り組み、最近の話題など

25

乳がんのインȗȩントによる乳৐ϐ࡫がϐ開され、ྵנ、人

工ཋおよƼᐯܼ組ጢでのϐ࡫がӧ能です。

形成外科学˟ɼ導となる፦ܾ外科治療が発展しており、形成

外科疾患においても眼წ、鼻を中心に፦ܾをॖᜤした治療が進

ഩしており、࢘科でも取り組んでいます。

滋賀医科大学医学部附属病院形成外科は、ȞイクロǵーǸャ

リーの২術をᬝ̅したЏ断指ϐ接ბをԃǉ組ጢᆆౡ・ϐ接ბ術 

などの高度な治療を行っています。

2023年4உより、色እ病٭に対するレーǶー治療を開始し 

ております。

2024年7உより、ហちǌんの頭のかたち外来を開始しまし 

た。

今までˌ上に地域連携を大Џにしていきながら、滋賀県の医 

療の発展に貢献していきたいと࣬います。
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乳腺・小児・一般外科

外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

河合　由紀
カワイųユǭ

非ࠝ勤ᜒࠖ（診療） 乳腺・一般外科

坂井　幸子
ǵカイųǵȁǳ

я教
乳腺・小児・一般外科 病౐医長
乳腺・小児・一般外科 外来医長
乳腺・小児・一般外科 教育医長

小児外科

日本外科学 （˟外科ݦᧉ医）
日本小児外科学 （˟小児外科指導医・ݦᧉ医）
日本周産期・新生児医学 （˟ᛐ定外科医）
小児ॸ性特定疾病（指定医）

北村　美奈
ǭǿムȩųȟȊ

非ࠝ勤ᜒࠖ（診療） 乳腺・一般外科

日本外科学 （˟外科ݦᧉ医）
日本がん治療ᛐ定医機構（がん治療ᛐ定医）
日本乳ၶ学 
˟乳腺ݦᧉ医・ᛐ定医）
日本乳がん検診精度管理中ځ機構（検診ȞンȢǰȩフィ）

冨田　香
トȟȀųカオリ

я教

乳腺・小児・一般外科 外来и医長

乳腺・小児・一般外科 病౐и医長

乳腺・一般外科

日本外科学 （˟外科ݦᧉ医）
日本乳ၶ学 
˟乳腺ݦᧉ医・ᛐ定医・乳腺指導医）
日本乳がん検診精度管理中ځ機構（検診ȞンȢǰȩフィ）
日本がん治療ᛐ定医機構（がん治療ᛐ定医）

久保田 良浩
クボǿųȨシȒロ

非ࠝ勤ᜒࠖ（診療） 小児外科
日本外科学 （˟外科ݦᧉ医・指導医）
日本小児外科学 （ᧉ医・指導医ݦ˟）
日本小児血液・がん学 （˟小児がんᛐ定外科医）

 辰巳　征浩
ǿȄȟųȞǵȒロ

医員（病院я教）  乳腺ỉ一般外科
日本ݦᧉ医機構（外科ݦᧉ医）
日本乳がん検診精度管理中ځ機構（検診ȞンȢǰȩフィ） 
日本乳ၶ学 （˟乳腺ݦᧉ医）

辻　亮多
ȄǸųリョǦǿ

特˓я教 小児外科
日本外科学 （˟外科ݦᧉ医）
日本小児外科学 （ᧉ医ݦ˟）

森　毅
ȢリųȄȨシ

非ࠝ勤ᜒࠖ（診療） 乳腺・一般外科
日本外科学 （˟外科ݦᧉ医・指導医）
日本乳ၶ学 
˟乳腺ݦᧉ医・指導医）
日本乳がん検診精度管理中ځ機構（検診ȞンȢǰȩフィ）

日本外科学 （˟ᛐ定医・外科ݦᧉ医）
日本乳ၶ学 （˟ᛐ定医・乳腺ݦᧉ医・指導医）
日本がん治療ᛐ定医機構（がん治療ᛐ定医）
日本乳がん検診精度管理中ځ機構（検診ȞンȢǰȩフィ）
日本臨床腫瘍学 （˟がん薬ཋ療法ݦᧉ医・指導医）
日本遺伝性腫瘍学 （˟遺伝性腫瘍ݦᧉ医）

梅田　朋子
ǦȡȀųトȢǳ ϱ教੉

（地域医療教育研究拠点）

日本外科学 （˟ᛐ定医・外科ݦᧉ医・指導医） 
日本消化器外科学 （˟ᛐ定医）
日本がん治療ᛐ定医機構（がん治療ᛐ定医）
日本乳がん検診精度管理中ځ機構（検診ȞンȢǰȩフィ・乳がん検診ឬ᪦ඬ検査実଀・Й定医ࠖ）

主な検査・医療設備など
【超音波検査】

乳腺ឬ᪦ඬ検査は、࢘科外来で年᧓500ˑにӏんでいま

す。腫瘍のǨǳー下ᆲХによる検査（ȞンȢトーム生検） 

などを行っています。

【家族性腫瘍関連遺伝子検査（乳がん・卵巣がん）】
乳がん・ҳߺがんには遺伝性のものがあります。

来に役ݩ、院では、検査の内ܾや検査結果をよく理ᚐし࢘

ᇌてていただくための遺伝カǦンセリンǰとともに、ܼଈ性

腫瘍関連遺伝子検査を導入しました。

ᛇしくはˌ下のU4.をごӋༀください。

https://www.shiga-med.ac.jp/

hospital/doc/feature/hboc.html?

OUENMKF�80H339FEEH7011GEDC2H07DCDCE0GE3H

診療実績（2024年）

ˑૠ手術・検査・治療法等

化学療法ˑૠ（内஌をᨊく）

乳がん手術

センȁネルリンȑራ生検

同଺乳৐ϐ࡫

乳৐良性腫瘍手術

腫瘍関連遺伝子検査ૠ（保ᨖ診療内）

小児外科年᧓総手術ૠ

小児ヘルニアఌ治術・精׍ߺ定術

新生児手術

फ性疾患関連手術（؈込ǈࡸカテーテル਴入をԃǉ）

ᲱᲫᲳ

ᲫᲬᲫ

ᲳᲲ

1Ძ

ᲫᲬ

ᲯᲫ

144

69

3

16

乳腺・一般外科

三宅　亨
ȟȤケųトオル ᜒࠖ

（消化器外科）

乳腺・小児・一般外科 科長

日本外科学 （˟外科ݦᧉ医・指導医）
日本消化器外科学 （ᧉ医・指導医・消化器がん外科治療ᛐ定医ݦ˟）
日本消化器病学 （ᧉ医ݦ˟）
日本外科ज़௨症学 （˟外科周術期ज़௨管理ᛐ定医・外科周術期ज़௨管理教育医）
日本大ᐂᏀᧉ病学 （˟大ᐂᏀᧉ病ݦᧉ医・指導医）
日本内視鏡外科学 （˟২術ᛐ定医Ჴ大ᐂ・ロボット支援手術ȗロクǿー（FC VKPEK）
・ロボット支援手術ȗロクǿー（JKPQVQTK））
日本遺伝性腫瘍学 （˟遺伝性腫瘍ݦᧉ医）
日本ロボット外科学 （˟4QDQ�&QE 2KNQVᛐ定ų׎内$ኢ）
日本がん治療ᛐ定医機構（がん治療ᛐ定医）
IC&制度協ᜭ （˟インフǧクションǳントロールドクǿー）
CGTVKHKECVG QH FC VKPEK CQPUQNG SWTIGQP（手術支援ロボットFC VKPEKᛐ定᝻఍）
CGTVKHKECVG QH JKPQVQTK CQEMRKV SWTIGQP（手術支援ロボットJKPQVQTKᛐ定᝻఍）
CGTVKHKECVG QH FUS'（FWPFCOGPVCN UUG QH SWTIKECN 'PGTI[）
ȞンȢǰȩフィ検診制度管理中ۀځ員 （˟ȞンȢǰȩフィー検診ᛠࢨᛐ定医）

下部消化管外科

診療科ǦǧȖǵイト

概要・特色

心臓血管外科ų科長

鈴木　友彰

診療内容

ਊ動下ϛ動脈Ȑイȑǹ術を行っています。人工心Ꮝを̅用する

手術よりも、術後の回ࣄがଔく、入院期᧓がჺ጑できます。

【僧帽弁閉鎖不全症】
΋ࠞ弁手術には、人工弁ᆆౡと弁形成術があります。特に、

΋ࠞ弁᧍ᦋ不全症に対しては、ᐯࠁ弁を温存できる弁形成術を

ᇹ一ᢠ৸としており、長期的にᙸても生命予後をોծし、合́

症発生も৮えるƜとができます。́存疾患さえなけれƹ、内஌

が不要となるため、患者さんの31.（生活の質）も向上させる

Ɯとができます。

【大動脈弁狭窄症に対する人工弁置換、
　経カテーテル大動脈弁置換術（TAVI）】
ឬ高ᱫᅈ˟となり、فьͼ向にあるのが大動脈弁狭窄症です。

な成ڤ来の大動脈弁置換術をᇹ一ᢠ৸として、良ࢼ、科では࢘

ጚをЈしてきました。

ご高ᱫのため体力が低下した方や、́存疾患のため開Ꮯ手術

のリǹクが非ࠝに高い患者さんに対しては、経カテーテル大動

脈弁置換術（TAVI）もᢠ৸できます。治療は、循環器内科と

協力し、ハイȖリッド手術室で行います。

【低侵襲心臓手術（MICS）】
Ꮊ᧓小開Ꮯ（6�8EOᆉ度）による低侵襲心臓手術（MICS）

も行っています。通ࠝのᏟᭌദ中Џ開にൔǂ、術後の上Ҟ៲の

ᢃ動制限がݲなく、回ࣄがଔく、ଔ期ᡚ院、ଔ期ᅈ˟࠙ࣄなど、

患者さんの᝟担᠉ถが期待できます。日本では,�MICS（日本

低侵襲心臓手術学˟）という学˟がᇌち上がっており、安全性

やஊј性などが検ᚰされ、ᄩᇌされたものとして保ᨖም定もさ

れています。

MICSで行える症̊は、ҥ཯の΋ࠞ弁手術や大動脈弁手術、

心৐中ᨠഎ੷（AS&）、ϛ動脈Ȑイȑǹ術などですが、患者さ

んのࠎஓやリǹクにࣖơて臨機ࣖ٭に対ࣖいたします。࢘科の

心臓手術は安全ᇹ一を心がけております。MICS手術をࠎஓさ

れる方はൢ᠉にご相談いただけれƹとᎋえます。

【緊急手術対応】
急性大動脈ᚐᩉ、大動脈ၭᄊᘷ、急性心ሂయصなどはᆳ໱発

症し、ૠ分で生命をᓳとすӧ能性のあるឬዬ急疾患です。ឬ高

ᱫᅈ˟となり、その発症᫁度もفьしています。

一Цもଔく手術をするƜとが救命に重要であるため、࢘科で

は他院で診断された患者さんを救急でӓܾし、そのまま手術室

に੿入する方法をとっています。

【大動脈疾患に対するステントグラフト内挿術】
ǹテントといわれる᣿属ᭌ఍とǰȩフトといわれる人工血管

を組ǈ合わせたȇȐイǹを、ឱの˄けఌから਴入し、大動脈内

にသ置します。それにより、ၭ内に直接血ןがかからないよう

になり、ᄊᘷが予᧸できます。また、最ᡈでは大動脈ᚐᩉのǨ

ントリー᧍ᦋにも̅用し、ͬ腔のଔ期᧍ᦋに活用しています。

滋賀県の心臓血管外科診療をリードするとともに、地域医療

にఌࠀした診療科として活動しています。循環器内科・麻酔

科・救急集中治療部などの診療科や、看護部・リハビリテー

ション部・臨床工学部などとも連携して、「ハートȁーム」を

形成し、患者さんに質の高い医療を提供できるように努力して

います。

患者さんと病ൢをσஊし、ɠݗなᛟଢをもとに医療を提供し、

不安やᒊၘからᚐ放されるよう、「2CVKGPVHKTUV（まƣは患者

さんのために）」の精神で診療を行います。

心臓血管外科の場合、ឬዬ急手術症̊が一定の割合で発生し

ます。心臓血管外科をӸʈるˌ上、いかなる଺も患者さんを受

け入れるƜとが重要とᎋえています。

特にዬ急を要する場合は、ˌ下のțットȩインにご連ዂくだ

さい。24଺᧓365日、心臓血管外科ǹǿッフが待機していま

す。

心臓血管外科țットȩインᲴ077�548�3524

（心臓血管外科医ࠖ直通）

心臓血管外科ȡールᲴEXUUJKIC"DGNNG.UJKIC�OGF.CE.LR

【虚血性心疾患】
ϛ動脈に狭窄や᧍صが生ơ、ऒЏれやᏟၘをឪƜす、狭心症

や急性心ሂయصに対して、ϛ動脈Ȑイȑ

ǹ術を行っています。Ɯれは、患者さん

ごᐯ៲の血管（内Ꮯ動脈、Ꮞ大ዡ動脈、

下Ꮓの大˜᩺נ脈）を̅用して、新しく

血液の通りᢊ（Ȑイȑǹ）を˺成する手

術です。特に、࢘科では人工心Ꮝを̅用

せƣ、心臓を動かしたまま手術をする心
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心臓血管外科

特に紹介を受けたい疾患、症例
すǂての成人心臓血管疾患を受け入れています。高ᱫや́存

疾患がٶいため、紹介・受診をためらわれる方もおられるか

もしれませんが、まƣはᛅだけでも構いませんので、紹介い

ただけましたら心臓血管外科ݦᧉ医が対ࣖいたします。

〈対象疾患〉
Ὑᖎ血性心疾患（狭心症、心ሂయص）

Ὑ弁ᐏ症（大動脈弁狭窄症、大動脈弁᧍ᦋ不全症、΋ࠞ弁᧍

ᦋ不全症、ɤݴ弁᧍ᦋ不全症など）

ὙᏟ部大動脈疾患（急性大動脈ᚐᩉ、Ꮯ部大動脈ၭなど）

Ὑᐃ部大動脈ၭ

Ὑ弁ᐏ症にˤう心৐細動

Ὑ心臓腫瘍

Ὑ成人先ټ性心疾患（心৐中ᨠഎ੷、心室中ᨠഎ੷など）

Ὑ下Ꮓ᧍ص性動脈ᄒ化症

Ὑ外ͻなどによる動脈੷ͻ

Ὑそのほか、心臓血管に関するすǂての疾患

診療実績（2024年1月～12月）

ˑૠ手術・検査・治療法等

６Წ６

ᲭᲲᲭ

Წ６

６６

ᲫᲪᲯ

ᲲᲱ

６６

ᲬᲮ

ᲱᲱ

ᲱᲳ

è同一症̊内で重ᙐあり

総手術ૠ

心臓Ꮯ部大血管

TEVAR

TAVI

ዬ急手術

ᐃ部大動脈ၭ

開ᐃ

EVAR

஛ఴ動脈

その他のNC&ႇ᥵症̊

外来担当医師紹介
氏名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

髙島　範之
ǿカシȞųノリユǭ

ᜒࠖ

心臓血管外科 и科長

心臓血管外科 医ޅ長

心臓血管外科 病౐医長

心臓血管外科 教育医長

心臓血管外科 外来и医長

心臓血管外科全般

日本外科学 （˟外科ݦᧉ医）

日本心臓血管外科学 （˟心臓血管外科ݦᧉ医）

心臓血管外科ݦᧉ医ᛐ定機構̲ጀ指導者

日本ǹテントǰȩフト実଀基準管理ۀ員 （˟ᐃ部ǹテントǰȩフト指

導医・Ꮯ部ǹテントǰȩフト指導医）

下Ꮓ᩺脈ၭ血管内໲ໍ術実଀管理ۀ員 （˟下Ꮓ᩺脈ၭ血管内໲ໍ術指導医）

宮下　史寛
ȟȤシǿųフȟȒロ

я教

心臓血管外科 病౐и医長

心臓血管外科 外来医長

心臓血管外科全般

日本外科学 （˟外科ݦᧉ医）

日本心臓血管外科学 （˟心臓血管外科ݦᧉ医）

心臓血管外科ݦᧉ医ᛐ定機構̲ጀ指導者

日本ǹテントǰȩフト実଀基準管理ۀ員 （˟ᐃ部ǹテントǰȩフト指

導医・Ꮯ部ǹテントǰȩフト実଀医）

下Ꮓ᩺脈ၭ血管内໲ໍ術実଀管理ۀ員 （˟下Ꮓ᩺脈ၭ血管内໲ໍ術指導医）

鈴木　友彰
ǹǺǭųトȢアǭ 教੉

心臓血管外科 科長

心臓血管外科（心ਊ動下ϛ動

脈Ȑイȑǹ、΋ࠞ弁ϐ࡫、弁

置換、大動脈疾患）、஛ఴ血

管外科（᧍ص性動脈ᄒ化症、

下Ꮓ᩺脈ၭ）

奥田  進太郎 я教 心臓血管外科全般

日本外科学 （˟外科ݦᧉ医・外科指導医）

日本心臓血管外科学 （˟心臓血管外科ݦᧉ医）

心臓血管外科ݦᧉ医ᛐ定機構̲ጀ指導者

診療科ǦǧȖǵイト

概要・特色

整形外科ų科長

今井　晋二

診療内容

を行っています。腫瘍ઇЈ後には、᫋ࣇ鏡手術২術をᬝ̅し

た高度な২術を要する腫瘍ઇЈ後ϐ࡫術を実଀しています。

その他、ᏹ神経Ӝ੷ͻの神経ϐ࡫・機能ϐ࡫、஛ఴ神経ᨦ害

に対する小侵襲手術や機能ϐ࡫などを手がけています。
救急医療の場ではഎかせないᭌ৵やᏨ᭒੷ͻ、31.（生活の

質）の向上にˤいٶ様化しつƮけるǹポーȄᨦ害、高ᱫ化にˤ

いفえ続けるᢃ動器ᨦ害。整形外科疾患の分野はਘ大し続けて

います。「׎ൟ生活基ᄽ調査のಒඞ」でも、ဏ女とも᏿ၘ・Ꮕ

Ɯり・手ឱの関ራၘなどのׄᏃ・体࠴の整形外科関連のॏᚫが

。く、整形外科᪸域の疾病の重要性が˨われますٶ的に͂ן

整形外科は、ׄᏃ、Ꮸౢをԃんだᢃ動器の広൮なር׊をѼਙ

する診療科です。Ꮸౢ・Ꮸ᭒疾患、リǦȞȁ性疾患、஛ఴ神経

ᨦ害、上Ꮓの疾患、٭形性関ራ症などのᡚ行性関ራ疾患、ǹ

ポーȄ外ͻ・ᨦ害、ᭌ᠂部腫瘍、ᭌ৵・Ꮾᐵなどの外ͻ性疾患

の保存的およƼ外科的治療を行うᢃ動器の総合診療科です。

9*1は、21ɭኔの初頭を「ᭌ・関ራの10年」としてᭌ・

関ራ疾患の予᧸・治療が全ɭမ的に重要であると活動を展開し

ています。঻が׎でも高ᱫᅈ˟をᡇえて31.の向上に関心が݃

せられています。ᅶたちの診療科では、診療においては患者さ

んのᇌ場と心をよく理ᚐし、一人でもٶくの方の機能の回ࣄが

。られるように努めておりますࢽ

科では、ᢅӊ40年にわたる実ጚのあるリǦȞȁ性疾患に࢘

対する外科的治療（人工関ራ、๖ᐏЏᨊ、関ራ٭形のჼദな

ど）の活動を温存しつつ、ᭌ・᠂ᭌᆆౡ術、関ራ鏡手術にもそ

の活動域をਘ大しています。また、ǹポーȄ外ͻ性疾患や関ራ

疾患、Ꮸౢ疾患などのفьによるᩔ要に対ࣖするため、それƧ

れの分野にҗ分な২᣽を持ったݦᧉ医をᣐ置しています。

総手術ˑૠでは、ˋԧ６年（2024年）は672ˑにのǅりま

す。特に関ራ鏡手術、人工関ራの手術ૠがٶく、ˋԧ６年には

87ˑの関ራ鏡手術、236ˑの人工関ራ手術、158ˑのᏨౢ外

科手術が実଀されています。関ራ疾患、ᭌ᠂部腫瘍、Ꮸౢ疾患、

Ꮕ関ራ・ǹポーȄ疾患がɼな症̊です。

【スポーツ傷害外来】
ᭌ᠂ᭌᆆౡ術（ȢǶイク形成術）や鏡視下җ܌᪅࠘ϐ࡫をは

ơめ、関ራ鏡を用いた小侵襲治療をૠٶく手がけています。ଔ

期のǹポーȄやᅈ˟࠙ࣄをӧ能にしています。

【関節外科外来】
形性関ራ症を中心に患者さんにᢘした治療法（保存療٭

法・手術療法）の提供を行っています。関ራ鏡手術や人工関

ራ手術をɼとしています。

【リウマチ外来】
薬ཋ療法において、生ཋ学的ᙌ剤をԃめた治療法の提供を

行っています。高度にᄊْ・٭形した関ራに対して、人工関

ራを用いたϐ࡫をٶく行っています。

【脊椎外来】
高度に٭形した症̊を始め、広ርなᏨౢ疾患の手術療法を

手がけています。特に高度な২術を要する上ˮ頸ౢ׍定術は

本院で導入されたᲭ&Ȋビゲーションシǹテムでの手術を実ྵ

しています。

【肩・肘関節外科外来】
᐀ெ断ᘷやӒࣄ性Ꮾᐵに対する一般的な鏡視下手術をはơ

め、̲ࣄ不ӧ能な広ር׊᐀ெ断ᘷには広Ꮡሂᆆ行術や鏡視下

ȑッȁ形成術、上方関ራѼ形成術、リȐーǹ׹人工Ꮕ関ራ置

換術を行っています。

【手外科・腫瘍再建外科外来】
腫瘍Џᨊ、化学療法、放射線療法など一連の腫瘍外科治療

特に紹介を受けたい疾患、症例
ŪǹポーȄͻ害（ᐐҞஉ・᪅࠘੷ͻ、৲ྶᏅ）

Ū٭形性関ራ症およƼ関ራ᠂ᭌ੷ͻᲴ᠂ᭌᆆౡや低侵襲人工関

ራ手術症̊

Ū関ራリǦȞȁ

ŪᏨ௵管狭窄症

Ū᪹ౢ症、リǦȞȁ性Ꮸౢ໒

ŪӒࣄ性Ꮕ関ራᏮᐵ、৲ྶᨦ害Ꮕ（S.A2ᨦ害）

Ū高度٭形性Ꮕ関ራ症、広ር׊Ꮕ᐀ெ断ᘷ

診療実績（2024年）

ˑૠ・ૠ͌等手術・検査・治療法等

फ性ᭌ᠂部腫瘍手術

ᐐ関ራ周׊ᭌЏり手術

リȐーǹ׹人工Ꮕ関ራ置換手術

上ˮ᪹ౢ׍定手術

症手術ࢉͨ

ᲬᲭ

Ძ

ᲬᲳ

Ჯ

Ჳ

難とされてきた関ራ᠂ᭌ੷ͻに対する᠂ᭌᆆ׉来治療がࢼ

ౡ術（ȢǶイク形成術）は、ٶくの症̊を手がけております。

᐀ெがなくてもᏅਞ上がӧ能なリȐーǹ人工関ራ置換術のᛐ

ӧが࠯成25年Ხஉに本ᢰで初めて下りたʙは、人工Ꮕ関ራを

要する患者さんにとって画期的なニȥーǹでした。࢘院およ

Ƽ関連଀設ではƜの手術を導入しています。

なく、術後にขいݲ形性ᐐ関ራ症に対しては、Ј血᣽も٭

୺がӧ能な人工関ራ手術を行っています。その結果、術後މ

のၘǈの᠉ถやଔ期のリハビリテーションがӧ能になってい

ます。

Ꮸౢןᡐᭌ৵後の高度٭形やᏨౢ٭形、ͨᏑをˤった高度

Ꮸౢ٭形に対し、ᏨౢᭌЏりとᏨౢインǹȄルȡンテーショ

ンを́用した手術を行っています。また、Ȋビゲーション২

術を利用したᏨౢ手術を導入しています。

地域に対する取り組み、最近の話題など

オクȀ  シンǿロǦ

松岡  健太郎 я教 心臓血管外科全般
ȞȄオカ ケンǿロǦ

日本ǹテントǰȩフト実଀基準管理ۀ員 （˟ᐃ部ǹテントǰȩフト実

଀医・Ꮯ部ǹテントǰȩフト実଀医）
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呼吸器外科

診療科ǦǧȖǵイト

概要・特色

呼吸器外科ų科長

花 岡  淳

診療内容

【縦隔腫瘍】
ጏᨠ腫瘍は良性からफ性までᆔ々の腫瘍がԃまれており、手

術により診断およƼ治療を行います。ൔ᠋的大きい腫瘍もԃ

め、ほとんどの症̊は鏡視下手術（ロボット支援下手術もӧ

能）を行っています。ේ๾等がᙸられる場合は、術Э・術後の

薬ཋ療法や放射線治療を́用した開Ꮯ下のਘ大Џᨊ術にも取り

組んでいます。

【重症筋無力症】
脳神経内科と協力し、ᢘࣖがあれƹᏟ腔鏡下ਘ大Ꮯ腺ઇЈ術

（ロボット支援下手術もӧ能）を行っています。

【漏斗胸】
低侵襲かつ፦ܾ᩿にもΟれたNWUU法を用いて๨૯Ꮯのჼദ

を行っています。一般的には小児期の治療が基本ですが、一部

の成人̊も工پをьえるƜとで対ࣖしています。

その他の外科治療のᢘࣖがあるᏟ部疾患にも対ࣖしておりま

す。治療についておपǈの方は、セカンドオピニオンも行って

おりますので、おൢ᠉にご相談ください。

滋賀医科大学医学部附属病院呼吸器外科では、ɼに呼吸に関

連するᏍ、ൢ管・ൢ管支に発生する疾患に対して外科手術を中

心とした治療を行っています。また、心臓・大血管・᫢ᢊをᨊ

くᏟ腔内臓器（ጏᨠ、Ꮯ腺、神経など）や್ᨠᐏ・Ꮯُもԃめ

たᏟ部疾患も取りৢっています。

生命を維持するために࣏要不ӧഎな「呼吸」という機能を行

う臓器に対する医療には、ദᄩなݦᧉჷᜤと২術が࣏要不ӧഎ

です。さらに、術後管理においてもᝅ݈なჷᜤときめ細やかな

経ᢅᚇ察が࣏要となります。࢘科では、ᝅ݈な経᬴と২術をͳ

えたǹǿッフと、関連各科との良ڤな関係により、最ծ・最良

な医療をご提供します。

【肺癌】
Ꮝၶはྵנもفьͼ向にあるफ性腫瘍であり、ΰ஌（ఌ治）

するために手術療法が࣏要な疾患です。࢘科では病状にࣖơて

೅準手術から጑小・ਘ大手術に取り組んでおります。

źଔ期ᏍၶŻ

ほǅ全̊で低侵襲なᏟ腔鏡下手術（ロボット支援下手術・ҥ

。手術もӧ能）を行っていますࡸ܉

ź小׹ᏍၶŻ

Ꮝ機能の温存・ఌ治性をᎋॾしたᏟ腔鏡下Ꮝғ域Џᨊ術を

行っています。

ź進行ᏍၶŻ

周術期に薬ཋd放射線による

ᙀя療法を́用しЏᨊを行って

います。大血管など周׊構ᡯཋ

にේ๾がある場合、他科と協力

しఌ治性を高めたਘ大手術も

行っています。

źൢᢊ病٭を合́したޅ所進行ᏍၶŻ

ൢᢊのᄩ保を目的とした᠂性Ჩᄒ性ൢ管支鏡下での腫瘍Џᨊ

およƼǹテントသ置などの対症療法もᆢಊ的に行っています。

【転移性肺腫瘍】
ҥ発̊からٶᓶまたはɲͨにおよƿٶ発症̊まで対ࣖしてい

ます。鏡視下手術をɼに行っていますが、᠃ᆆߺのЏᨊ率が高

まるように病状に合わせて手術術ࡸをᢠ৸しています。

【悪性胸膜中皮腫】
ச診断症̊にはᏟᐏ生検による診断、手術ᢘࣖのある症̊に

は外科Џᨊ（ᏟᐏᏍ全ઇ術やᏟᐏЏᨊ術）およƼ術Э・術後の

薬ཋ療法や放射線治療など、集学的治療を行っています。

【気胸／嚢胞性肺疾患】
若年者には、ϐ発᧸ഥ目的に吸ӓ性シートを̅用した鏡視下

手術を行っています。また、Ꮝൢ腫などの基ᄽ疾患のあるʚ次

性ൢᏟや高ᱫ者症̊では、病状により手術のǈでなくᏟᐏၷბ

術あるいはൢ管支充ظ術などの保存的治療も行っています。

特に紹介を受けたい疾患、症例
Ꮯ部ီࠝᨏࢨを指ઇされᏟ部外科手術が࣏要な症̊はѸᛯの

Ɯと、ச診断をはơめ診断׉難症̊や治療難ฑ症̊など、様々

な患者さんをご紹介ください。

Ꮝၶに対する鏡視下手術（ロボット支援下手術・ҥࡸ܉手

術）あるいはਘ大手術、ൢᢊ病٭（狭窄・Ј血・ီཋなど）に

対するൢ管支インǿーșンション、๨૯Ꮯに対するჼദ手術な

どにも広く対ࣖしています。また、他院からのセカンドオピニ

オンもᆢಊ的に受け入れております。

主な検査・医療設備など
Ūൢ管支鏡検査Ჴஉ・水୴日

Ūޅ所麻酔下Ꮯ腔鏡検査Ჴ᨟଺

Ūޅ所麻酔下生検（CTǬイド下生検）Ჴ᨟଺

基本的には入院で行っています。

診療実績（2024年度）

ˑૠ・ૠ͌等手術・検査・治療法等

呼吸器外科手術ˑૠ

原発性Ꮝၶ手術

188

83

ֳ胞性Ꮝ疾患 4

᠃ᆆ性Ꮝ腫瘍 31

ጏᨠ腫瘍 19

๨૯Ꮯ 6

81
10

Ꮯ腔鏡下Ꮝၶ手術
ųうちロボット支援下Ꮝၶ手術

外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

花岡　淳
ハȊオカųǸȥン 病院教੉

呼吸器外科 科長

Ꮯ部外科一般（Ꮝၶ、

Ꮝ腫瘍、ֳ胞性疾患、

ጏᨠ腫瘍、ज़௨性Ꮝ疾

患等々）

日本外科学˟（外科指導医・外科ݦᧉ医・外科ᛐ定医）
日本Ꮯ部外科学˟（Ꮯ部外科指導医・Ꮯ部外科ᛐ定医）
日本呼吸器外科学˟（呼吸器外科指導医・呼吸器外科ݦᧉ医・Ꮯ
腔鏡安全২術ᛐ定）
日本呼吸器学˟（呼吸器ݦᧉ医）
日本呼吸器内視鏡学˟（ൢ管支鏡指導医・ൢ管支鏡ݦᧉ医）
日本がん治療ᛐ定医機構（がん治療ᛐ定医）
ᏍがんCT検診ᛐ定機構（ᏍがんCT検診ᛐ定医ࠖ）
日本結核・非結核性৴ᣠ菌症学˟（結核Ჩ৴ᣠ菌症ᛐ定医）
CGTVKHKECVG QH FC VKPEK CQPUQNG SWTIGQP（手術支援ロボット
FC VKPEK ᛐ定᝻఍）
ҽ生і働Ⴞ（臨床研̲指導医）

シȩトリųǿクȤ я教

呼吸器外科 病౐и医長
呼吸器外科一般

日本外科学˟（外科ݦᧉ医）
日本呼吸器外科学˟（呼吸器外科ݦᧉ医）
日本呼吸器内視鏡学˟（ൢ管支鏡ݦᧉ医）
,TC4（日本外ͻ診療研究機構）,AT'Cǳーǹ

片岡　瑛子
カǿオカųȨǦǳ я教

呼吸器外科 外来医長
呼吸器外科一般

日本外科学˟（外科指導医・外科ݦᧉ医）
日本呼吸器外科学˟（呼吸器外科ݦᧉ医・Ꮯ腔鏡安全২術ᛐ定）
日本呼吸器内視鏡学˟（ൢ管支鏡指導医・ൢ管支鏡ݦᧉ医）
日本がん治療ᛐ定医機構（がん治療ᛐ定医）
日本内科学˟（ᛐ定内科医） 
ҽ生і働Ⴞ（臨床研̲指導医）

川口　庸
カワǰȁųȨǦ

ᜒࠖ

呼吸器外科 病౐医長

呼吸器外科 医ޅ長

呼吸器外科 教育医長

呼吸器外科一般

日本外科学˟（外科指導医・外科ݦᧉ医）
日本呼吸器外科学˟（呼吸器外科ݦᧉ医）
日本呼吸器内視鏡学˟（ൢ管支鏡指導医・ൢ管支鏡ݦᧉ医）
日本がん治療ᛐ定医機構（がん治療ᛐ定医）
ҽ生і働Ⴞ（臨床研̲指導医）
CGTVKHKECVG QH FC VKPEK CQPUQNG SWTIGQP（手術支援ロボット
FC VKPEK ᛐ定᝻఍）

余田　誠
ȨȇンųȞǳト

я教 呼吸器外科一般
日本外科学˟（外科ݦᧉ医）
日本呼吸器外科学˟（呼吸器外科ݦᧉ医）
日本呼吸器内視鏡学˟（ൢ管支鏡ݦᧉ医）

くの病院に呼吸器外科医ࠖを෉ᢔしていまٶ科ではʮ滋の࢘

す（ӫ׋Ӌༀ）。おʝいに連携を݅にとり、患者さんに最ծ・

最良の治療が提供できるようにしております。

地域に対する取り組み、最近の話題など ᅈ˟医療法人ᛗ光˟෺ෙ医療センǿー 呼吸器外科

白鳥　琢也

滋賀医科大学呼吸器外科　手術症例推移
250
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0
2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

原発性Ꮝがん ᠃ᆆ性Ꮝ腫瘍 ֳ胞性Ꮝ疾患 ጏᨠ腫瘍 呼吸器外科手術総ૠ

රԧ˟᪦፶病院 呼吸器外科

ɤᓛʮᣃ病院
呼吸器外科

π益ᝠׇ法人ᡈ൶ΩࢂᅈヴǩーリǺᚡ念病院
呼吸器外科

ᇌ病院機構Ҥʮᣃ病院׎
呼吸器外科

ᇌ病院機構ʮᣃ医療センǿー׎
呼吸器外科

ᇌ病院機構ிᡈ൶医療センǿー׎
呼吸器外科

πᇌဍ賀病院 呼吸器外科

医ʶ˟ന田総合病院 呼吸器外科

滋賀医科大学医学部附属病院
呼吸器外科

2024
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呼吸器外科

診療科ǦǧȖǵイト

概要・特色

呼吸器外科ų科長

花 岡  淳

診療内容

【縦隔腫瘍】
ጏᨠ腫瘍は良性からफ性までᆔ々の腫瘍がԃまれており、手

術により診断およƼ治療を行います。ൔ᠋的大きい腫瘍もԃ

め、ほとんどの症̊は鏡視下手術（ロボット支援下手術もӧ

能）を行っています。ේ๾等がᙸられる場合は、術Э・術後の

薬ཋ療法や放射線治療を́用した開Ꮯ下のਘ大Џᨊ術にも取り

組んでいます。

【重症筋無力症】
脳神経内科と協力し、ᢘࣖがあれƹᏟ腔鏡下ਘ大Ꮯ腺ઇЈ術

（ロボット支援下手術もӧ能）を行っています。

【漏斗胸】
低侵襲かつ፦ܾ᩿にもΟれたNWUU法を用いて๨૯Ꮯのჼദ

を行っています。一般的には小児期の治療が基本ですが、一部

の成人̊も工پをьえるƜとで対ࣖしています。

その他の外科治療のᢘࣖがあるᏟ部疾患にも対ࣖしておりま

す。治療についておपǈの方は、セカンドオピニオンも行って

おりますので、おൢ᠉にご相談ください。

滋賀医科大学医学部附属病院呼吸器外科では、ɼに呼吸に関

連するᏍ、ൢ管・ൢ管支に発生する疾患に対して外科手術を中

心とした治療を行っています。また、心臓・大血管・᫢ᢊをᨊ

くᏟ腔内臓器（ጏᨠ、Ꮯ腺、神経など）や್ᨠᐏ・Ꮯُもԃめ

たᏟ部疾患も取りৢっています。

生命を維持するために࣏要不ӧഎな「呼吸」という機能を行

う臓器に対する医療には、ദᄩなݦᧉჷᜤと২術が࣏要不ӧഎ

です。さらに、術後管理においてもᝅ݈なჷᜤときめ細やかな

経ᢅᚇ察が࣏要となります。࢘科では、ᝅ݈な経᬴と২術をͳ

えたǹǿッフと、関連各科との良ڤな関係により、最ծ・最良

な医療をご提供します。

【肺癌】
Ꮝၶはྵנもفьͼ向にあるफ性腫瘍であり、ΰ஌（ఌ治）

するために手術療法が࣏要な疾患です。࢘科では病状にࣖơて

೅準手術から጑小・ਘ大手術に取り組んでおります。

źଔ期ᏍၶŻ

ほǅ全̊で低侵襲なᏟ腔鏡下手術（ロボット支援下手術・ҥ

。手術もӧ能）を行っていますࡸ܉

ź小׹ᏍၶŻ

Ꮝ機能の温存・ఌ治性をᎋॾしたᏟ腔鏡下Ꮝғ域Џᨊ術を

行っています。

ź進行ᏍၶŻ

周術期に薬ཋd放射線による

ᙀя療法を́用しЏᨊを行って

います。大血管など周׊構ᡯཋ

にේ๾がある場合、他科と協力

しఌ治性を高めたਘ大手術も

行っています。

źൢᢊ病٭を合́したޅ所進行ᏍၶŻ

ൢᢊのᄩ保を目的とした᠂性Ჩᄒ性ൢ管支鏡下での腫瘍Џᨊ

およƼǹテントသ置などの対症療法もᆢಊ的に行っています。

【転移性肺腫瘍】
ҥ発̊からٶᓶまたはɲͨにおよƿٶ発症̊まで対ࣖしてい

ます。鏡視下手術をɼに行っていますが、᠃ᆆߺのЏᨊ率が高

まるように病状に合わせて手術術ࡸをᢠ৸しています。

【悪性胸膜中皮腫】
ச診断症̊にはᏟᐏ生検による診断、手術ᢘࣖのある症̊に

は外科Џᨊ（ᏟᐏᏍ全ઇ術やᏟᐏЏᨊ術）およƼ術Э・術後の

薬ཋ療法や放射線治療など、集学的治療を行っています。

【気胸／嚢胞性肺疾患】
若年者には、ϐ発᧸ഥ目的に吸ӓ性シートを̅用した鏡視下

手術を行っています。また、Ꮝൢ腫などの基ᄽ疾患のあるʚ次

性ൢᏟや高ᱫ者症̊では、病状により手術のǈでなくᏟᐏၷბ

術あるいはൢ管支充ظ術などの保存的治療も行っています。

特に紹介を受けたい疾患、症例
Ꮯ部ီࠝᨏࢨを指ઇされᏟ部外科手術が࣏要な症̊はѸᛯの

Ɯと、ச診断をはơめ診断׉難症̊や治療難ฑ症̊など、様々

な患者さんをご紹介ください。

Ꮝၶに対する鏡視下手術（ロボット支援下手術・ҥࡸ܉手

術）あるいはਘ大手術、ൢᢊ病٭（狭窄・Ј血・ီཋなど）に

対するൢ管支インǿーșンション、๨૯Ꮯに対するჼദ手術な

どにも広く対ࣖしています。また、他院からのセカンドオピニ

オンもᆢಊ的に受け入れております。

主な検査・医療設備など
Ūൢ管支鏡検査Ჴஉ・水୴日

Ūޅ所麻酔下Ꮯ腔鏡検査Ჴ᨟଺

Ūޅ所麻酔下生検（CTǬイド下生検）Ჴ᨟଺

基本的には入院で行っています。

診療実績（2024年度）

ˑૠ・ૠ͌等手術・検査・治療法等

呼吸器外科手術ˑૠ

原発性Ꮝၶ手術

188

83

ֳ胞性Ꮝ疾患 4

᠃ᆆ性Ꮝ腫瘍 31

ጏᨠ腫瘍 19

๨૯Ꮯ 6

81
10

Ꮯ腔鏡下Ꮝၶ手術
ųうちロボット支援下Ꮝၶ手術

外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

花岡　淳
ハȊオカųǸȥン 病院教੉

呼吸器外科 科長

Ꮯ部外科一般（Ꮝၶ、

Ꮝ腫瘍、ֳ胞性疾患、

ጏᨠ腫瘍、ज़௨性Ꮝ疾

患等々）

日本外科学˟（外科指導医・外科ݦᧉ医・外科ᛐ定医）
日本Ꮯ部外科学˟（Ꮯ部外科指導医・Ꮯ部外科ᛐ定医）
日本呼吸器外科学˟（呼吸器外科指導医・呼吸器外科ݦᧉ医・Ꮯ
腔鏡安全২術ᛐ定）
日本呼吸器学˟（呼吸器ݦᧉ医）
日本呼吸器内視鏡学˟（ൢ管支鏡指導医・ൢ管支鏡ݦᧉ医）
日本がん治療ᛐ定医機構（がん治療ᛐ定医）
ᏍがんCT検診ᛐ定機構（ᏍがんCT検診ᛐ定医ࠖ）
日本結核・非結核性৴ᣠ菌症学˟（結核Ჩ৴ᣠ菌症ᛐ定医）
CGTVKHKECVG QH FC VKPEK CQPUQNG SWTIGQP（手術支援ロボット
FC VKPEK ᛐ定᝻఍）
ҽ生і働Ⴞ（臨床研̲指導医）

シȩトリųǿクȤ я教

呼吸器外科 病౐и医長
呼吸器外科一般

日本外科学˟（外科ݦᧉ医）
日本呼吸器外科学˟（呼吸器外科ݦᧉ医）
日本呼吸器内視鏡学˟（ൢ管支鏡ݦᧉ医）
,TC4（日本外ͻ診療研究機構）,AT'Cǳーǹ

片岡　瑛子
カǿオカųȨǦǳ я教

呼吸器外科 外来医長
呼吸器外科一般

日本外科学˟（外科指導医・外科ݦᧉ医）
日本呼吸器外科学˟（呼吸器外科ݦᧉ医・Ꮯ腔鏡安全২術ᛐ定）
日本呼吸器内視鏡学˟（ൢ管支鏡指導医・ൢ管支鏡ݦᧉ医）
日本がん治療ᛐ定医機構（がん治療ᛐ定医）
日本内科学˟（ᛐ定内科医） 
ҽ生і働Ⴞ（臨床研̲指導医）

川口　庸
カワǰȁųȨǦ

ᜒࠖ

呼吸器外科 病౐医長

呼吸器外科 医ޅ長

呼吸器外科 教育医長

呼吸器外科一般

日本外科学˟（外科指導医・外科ݦᧉ医）
日本呼吸器外科学˟（呼吸器外科ݦᧉ医）
日本呼吸器内視鏡学˟（ൢ管支鏡指導医・ൢ管支鏡ݦᧉ医）
日本がん治療ᛐ定医機構（がん治療ᛐ定医）
ҽ生і働Ⴞ（臨床研̲指導医）
CGTVKHKECVG QH FC VKPEK CQPUQNG SWTIGQP（手術支援ロボット
FC VKPEK ᛐ定᝻఍）

余田　誠
ȨȇンųȞǳト

я教 呼吸器外科一般
日本外科学˟（外科ݦᧉ医）
日本呼吸器外科学˟（呼吸器外科ݦᧉ医）
日本呼吸器内視鏡学˟（ൢ管支鏡ݦᧉ医）

くの病院に呼吸器外科医ࠖを෉ᢔしていまٶ科ではʮ滋の࢘

す（ӫ׋Ӌༀ）。おʝいに連携を݅にとり、患者さんに最ծ・

最良の治療が提供できるようにしております。

地域に対する取り組み、最近の話題など ᅈ˟医療法人ᛗ光˟෺ෙ医療センǿー 呼吸器外科

白鳥　琢也

滋賀医科大学呼吸器外科　手術症例推移
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原発性Ꮝがん ᠃ᆆ性Ꮝ腫瘍 ֳ胞性Ꮝ疾患 ጏᨠ腫瘍 呼吸器外科手術総ૠ

රԧ˟᪦፶病院 呼吸器外科

ɤᓛʮᣃ病院
呼吸器外科

π益ᝠׇ法人ᡈ൶ΩࢂᅈヴǩーリǺᚡ念病院
呼吸器外科

ᇌ病院機構Ҥʮᣃ病院׎
呼吸器外科

ᇌ病院機構ʮᣃ医療センǿー׎
呼吸器外科

ᇌ病院機構ிᡈ൶医療センǿー׎
呼吸器外科

πᇌဍ賀病院 呼吸器外科

医ʶ˟ന田総合病院 呼吸器外科

滋賀医科大学医学部附属病院
呼吸器外科
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心臓血管外科

特に紹介を受けたい疾患、症例
すǂての成人心臓血管疾患を受け入れています。高ᱫや́存

疾患がٶいため、紹介・受診をためらわれる方もおられるか

もしれませんが、まƣはᛅだけでも構いませんので、紹介い

ただけましたら心臓血管外科ݦᧉ医が対ࣖいたします。

〈対象疾患〉
Ὑᖎ血性心疾患（狭心症、心ሂయص）

Ὑ弁ᐏ症（大動脈弁狭窄症、大動脈弁᧍ᦋ不全症、΋ࠞ弁᧍

ᦋ不全症、ɤݴ弁᧍ᦋ不全症など）

ὙᏟ部大動脈疾患（急性大動脈ᚐᩉ、Ꮯ部大動脈ၭなど）

Ὑᐃ部大動脈ၭ

Ὑ弁ᐏ症にˤう心৐細動

Ὑ心臓腫瘍

Ὑ成人先ټ性心疾患（心৐中ᨠഎ੷、心室中ᨠഎ੷など）

Ὑ下Ꮓ᧍ص性動脈ᄒ化症

Ὑ外ͻなどによる動脈੷ͻ

Ὑそのほか、心臓血管に関するすǂての疾患

診療実績（2024年1月～12月）

ˑૠ手術・検査・治療法等
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è同一症̊内で重ᙐあり

総手術ૠ

心臓Ꮯ部大血管

TEVAR

TAVI

ዬ急手術

ᐃ部大動脈ၭ

開ᐃ

EVAR

஛ఴ動脈

その他のNC&ႇ᥵症̊

外来担当医師紹介
氏名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

髙島　範之
ǿカシȞųノリユǭ

ᜒࠖ

心臓血管外科 и科長

心臓血管外科 医ޅ長

心臓血管外科 病౐医長

心臓血管外科 教育医長

心臓血管外科 外来и医長

心臓血管外科全般

日本外科学 （˟外科ݦᧉ医）

日本心臓血管外科学 （˟心臓血管外科ݦᧉ医）

心臓血管外科ݦᧉ医ᛐ定機構̲ጀ指導者

日本ǹテントǰȩフト実଀基準管理ۀ員 （˟ᐃ部ǹテントǰȩフト指

導医・Ꮯ部ǹテントǰȩフト指導医）

下Ꮓ᩺脈ၭ血管内໲ໍ術実଀管理ۀ員 （˟下Ꮓ᩺脈ၭ血管内໲ໍ術指導医）

宮下　史寛
ȟȤシǿųフȟȒロ

я教

心臓血管外科 病౐и医長

心臓血管外科 外来医長

心臓血管外科全般

日本外科学 （˟外科ݦᧉ医）

日本心臓血管外科学 （˟心臓血管外科ݦᧉ医）

心臓血管外科ݦᧉ医ᛐ定機構̲ጀ指導者

日本ǹテントǰȩフト実଀基準管理ۀ員 （˟ᐃ部ǹテントǰȩフト指

導医・Ꮯ部ǹテントǰȩフト実଀医）

下Ꮓ᩺脈ၭ血管内໲ໍ術実଀管理ۀ員 （˟下Ꮓ᩺脈ၭ血管内໲ໍ術指導医）

鈴木　友彰
ǹǺǭųトȢアǭ 教੉

心臓血管外科 科長

心臓血管外科（心ਊ動下ϛ動

脈Ȑイȑǹ、΋ࠞ弁ϐ࡫、弁

置換、大動脈疾患）、஛ఴ血

管外科（᧍ص性動脈ᄒ化症、

下Ꮓ᩺脈ၭ）

奥田  進太郎 я教 心臓血管外科全般

日本外科学 （˟外科ݦᧉ医・外科指導医）

日本心臓血管外科学 （˟心臓血管外科ݦᧉ医）

心臓血管外科ݦᧉ医ᛐ定機構̲ጀ指導者

診療科ǦǧȖǵイト

概要・特色

整形外科ų科長

今井　晋二

診療内容

を行っています。腫瘍ઇЈ後には、᫋ࣇ鏡手術২術をᬝ̅し

た高度な২術を要する腫瘍ઇЈ後ϐ࡫術を実଀しています。

その他、ᏹ神経Ӝ੷ͻの神経ϐ࡫・機能ϐ࡫、஛ఴ神経ᨦ害

に対する小侵襲手術や機能ϐ࡫などを手がけています。
救急医療の場ではഎかせないᭌ৵やᏨ᭒੷ͻ、31.（生活の

質）の向上にˤいٶ様化しつƮけるǹポーȄᨦ害、高ᱫ化にˤ

いفえ続けるᢃ動器ᨦ害。整形外科疾患の分野はਘ大し続けて

います。「׎ൟ生活基ᄽ調査のಒඞ」でも、ဏ女とも᏿ၘ・Ꮕ

Ɯり・手ឱの関ራၘなどのׄᏃ・体࠴の整形外科関連のॏᚫが

。く、整形外科᪸域の疾病の重要性が˨われますٶ的に͂ן

整形外科は、ׄᏃ、Ꮸౢをԃんだᢃ動器の広൮なር׊をѼਙ

する診療科です。Ꮸౢ・Ꮸ᭒疾患、リǦȞȁ性疾患、஛ఴ神経

ᨦ害、上Ꮓの疾患、٭形性関ራ症などのᡚ行性関ራ疾患、ǹ

ポーȄ外ͻ・ᨦ害、ᭌ᠂部腫瘍、ᭌ৵・Ꮾᐵなどの外ͻ性疾患

の保存的およƼ外科的治療を行うᢃ動器の総合診療科です。

9*1は、21ɭኔの初頭を「ᭌ・関ራの10年」としてᭌ・

関ራ疾患の予᧸・治療が全ɭမ的に重要であると活動を展開し

ています。঻が׎でも高ᱫᅈ˟をᡇえて31.の向上に関心が݃

せられています。ᅶたちの診療科では、診療においては患者さ

んのᇌ場と心をよく理ᚐし、一人でもٶくの方の機能の回ࣄが

。られるように努めておりますࢽ

科では、ᢅӊ40年にわたる実ጚのあるリǦȞȁ性疾患に࢘

対する外科的治療（人工関ራ、๖ᐏЏᨊ、関ራ٭形のჼദな

ど）の活動を温存しつつ、ᭌ・᠂ᭌᆆౡ術、関ራ鏡手術にもそ

の活動域をਘ大しています。また、ǹポーȄ外ͻ性疾患や関ራ

疾患、Ꮸౢ疾患などのفьによるᩔ要に対ࣖするため、それƧ

れの分野にҗ分な২᣽を持ったݦᧉ医をᣐ置しています。

総手術ˑૠでは、ˋԧ６年（2024年）は672ˑにのǅりま

す。特に関ራ鏡手術、人工関ራの手術ૠがٶく、ˋԧ６年には

87ˑの関ራ鏡手術、236ˑの人工関ራ手術、158ˑのᏨౢ外

科手術が実଀されています。関ራ疾患、ᭌ᠂部腫瘍、Ꮸౢ疾患、

Ꮕ関ራ・ǹポーȄ疾患がɼな症̊です。

【スポーツ傷害外来】
ᭌ᠂ᭌᆆౡ術（ȢǶイク形成術）や鏡視下җ܌᪅࠘ϐ࡫をは

ơめ、関ራ鏡を用いた小侵襲治療をૠٶく手がけています。ଔ

期のǹポーȄやᅈ˟࠙ࣄをӧ能にしています。

【関節外科外来】
形性関ራ症を中心に患者さんにᢘした治療法（保存療٭

法・手術療法）の提供を行っています。関ራ鏡手術や人工関

ራ手術をɼとしています。

【リウマチ外来】
薬ཋ療法において、生ཋ学的ᙌ剤をԃめた治療法の提供を

行っています。高度にᄊْ・٭形した関ራに対して、人工関

ራを用いたϐ࡫をٶく行っています。

【脊椎外来】
高度に٭形した症̊を始め、広ርなᏨౢ疾患の手術療法を

手がけています。特に高度な২術を要する上ˮ頸ౢ׍定術は

本院で導入されたᲭ&Ȋビゲーションシǹテムでの手術を実ྵ

しています。

【肩・肘関節外科外来】
᐀ெ断ᘷやӒࣄ性Ꮾᐵに対する一般的な鏡視下手術をはơ

め、̲ࣄ不ӧ能な広ር׊᐀ெ断ᘷには広Ꮡሂᆆ行術や鏡視下

ȑッȁ形成術、上方関ራѼ形成術、リȐーǹ׹人工Ꮕ関ራ置

換術を行っています。

【手外科・腫瘍再建外科外来】
腫瘍Џᨊ、化学療法、放射線療法など一連の腫瘍外科治療

特に紹介を受けたい疾患、症例
ŪǹポーȄͻ害（ᐐҞஉ・᪅࠘੷ͻ、৲ྶᏅ）

Ū٭形性関ራ症およƼ関ራ᠂ᭌ੷ͻᲴ᠂ᭌᆆౡや低侵襲人工関

ራ手術症̊

Ū関ራリǦȞȁ

ŪᏨ௵管狭窄症

Ū᪹ౢ症、リǦȞȁ性Ꮸౢ໒

ŪӒࣄ性Ꮕ関ራᏮᐵ、৲ྶᨦ害Ꮕ（S.A2ᨦ害）

Ū高度٭形性Ꮕ関ራ症、広ር׊Ꮕ᐀ெ断ᘷ

診療実績（2024年）

ˑૠ・ૠ͌等手術・検査・治療法等

फ性ᭌ᠂部腫瘍手術

ᐐ関ራ周׊ᭌЏり手術

リȐーǹ׹人工Ꮕ関ራ置換手術

上ˮ᪹ౢ׍定手術

症手術ࢉͨ

ᲬᲭ

Ძ

ᲬᲳ

Ჯ

Ჳ

難とされてきた関ራ᠂ᭌ੷ͻに対する᠂ᭌᆆ׉来治療がࢼ

ౡ術（ȢǶイク形成術）は、ٶくの症̊を手がけております。

᐀ெがなくてもᏅਞ上がӧ能なリȐーǹ人工関ራ置換術のᛐ

ӧが࠯成25年Ხஉに本ᢰで初めて下りたʙは、人工Ꮕ関ራを

要する患者さんにとって画期的なニȥーǹでした。࢘院およ

Ƽ関連଀設ではƜの手術を導入しています。

なく、術後にขいݲ形性ᐐ関ራ症に対しては、Ј血᣽も٭

୺がӧ能な人工関ራ手術を行っています。その結果、術後މ

のၘǈの᠉ถやଔ期のリハビリテーションがӧ能になってい

ます。

Ꮸౢןᡐᭌ৵後の高度٭形やᏨౢ٭形、ͨᏑをˤった高度

Ꮸౢ٭形に対し、ᏨౢᭌЏりとᏨౢインǹȄルȡンテーショ

ンを́用した手術を行っています。また、Ȋビゲーション২

術を利用したᏨౢ手術を導入しています。

地域に対する取り組み、最近の話題など

オクȀ  シンǿロǦ

松岡  健太郎 я教 心臓血管外科全般
ȞȄオカ ケンǿロǦ

日本ǹテントǰȩフト実଀基準管理ۀ員 （˟ᐃ部ǹテントǰȩフト実

଀医・Ꮯ部ǹテントǰȩフト実଀医）
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整形外科

外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

熊谷　康佑
クマガイ　コウスケ 特任講師

整形外科 病棟医長
関節外科、リウマȁ性疾患

竹村　宜記
ǿケムラ　ヨシノリ

助教
手の外科、足の外科、腫瘍、

末梢神経疾患

今井　晋二
イマイ　シンジ

教授

副病院長

整形外科 科長

リハビリテーション部 部長

肩関節外科（内視鏡手術及び
人工肩関節置換術）、骨代謝
障害（骨粗鬆症）、末梢神経
と運動器の疼痛性疾患、運動
器・脳血管リハビリテーション

日本整形外科学会（整形外科専門医・指導医）
日本リハビリテーション医学会
（リハビリテーション科専門医・指導医）

川崎　拓
カワサキ　ǿク 教授

（医師臨床教育センǿー）

運動器リハビリ

リウマȁ性疾患

人工関節手術

日本整形外科学会（整形外科専門医・指導医・認定運動器リハビリテー
ション医・認定スポーツ医・認定リウマȁ医）
日本リハビリテーション医学会（リハビリテーション科専門医・指導医）
日本リウマȁ学会（リウマȁ指導医）
日本リウマȁ財団（登録医）/日本股関節学会（股関節鏡技術認定取得医）

児玉　成人
コȀマ　ナリヒト

非常勤講師（診療）
手の外科、足の外科、腫瘍、

末梢神経疾患

日本整形外科学会（整形外科専門医・指導医・認定リウマȁ医・認
定脊椎脊髄病医・認定運動器リハビリテーション医）
日本リウマȁ学会（リウマȁ専門医）
日本手外科学会（手外科専門医）
日本リハビリテーション医学会（リハビリテーション科専門医・指導医）
日本整形外科学会認定骨・軟部腫瘍医
日本がん治療認定医機構（がん治療認定医）

彌山　峰史
ヤヤマ　ǿカフミ 准教授

整形外科 副科長
脊椎外科

日本整形外科学会（整形外科専門医・指導医・認定運動器リハビリテー
ション医・認定脊椎脊髄病医）/ 日本リウマȁ学会（リウマȁ指導医）
日本リハビリテーション医学会（リハビリテーション科認定臨床医）
日本スポーツ協会（公認スポーツドクǿー）
日本脊椎脊髄病学会（脊椎脊髄外科指導医）

齋藤　英貴
サイトウ　ヒデキ 助教

整形外科 教育医長
脊椎外科

日本整形外科学会（整形外科専門医・指導医・認定リウマȁ医・認
定脊椎脊髄病医）
日本リウマȁ学会（リウマȁ専門医）
日本スポーツ協会（公認スポーツドクǿー）
厚生労働省（義肢装具等適合判定医）
滋賀県競技力向上対策本部（医･科学サポートスǿッフ・スポーツド
クǿー部門スǿッフ）

森　幹士
モリ　カンジ 特任教授

（脊椎・関節機能再建学講座）
脊椎外科

日本整形外科学会（整形外科専門医・指導医・認定リウマȁ医・認
定運動器リハビリテーション医・認定脊椎脊髄病医）
日本リウマȁ学会（リウマȁ専門医）
日本脊椎脊髄病学会（脊椎脊髄外科指導医）
日本リウマȁ財団（登録医）
日本リハビリテーション医学会（リハビリテーション科指導医）

米田　真悟
ヨネǿ　シンゴ

非常勤講師（診療）

古屋　佑樹
フルヤ　ユウキ 助教

整形外科 外来医長
関節外科（股関節）

肩関節外科

野坂　佑樹
ノサカ　ユウキ

助教

尾木　祐子
オギ　ユウコ

非常勤講師（診療） 小児整形外科

上中　一泰
ウエナカ　カズヒロ

非常勤講師（診療） 整形外科

関節外科（膝関節）

奥村　法昭
オクムラ　ノリアキ

非常勤講師（診療） リウマȁ性疾患、関節外科
日本整形外科学会（整形外科専門医・指導医・認定リウマȁ医）
日本リウマȁ学会（リウマȁ専門医・リウマȁ指導医）

久保　充彦
クボ　ミツヒコ 特任教授

（スポーツ・運動器科
　学共同研究講座）

スポーツ医学、膝関節外科
日本整形外科学会（整形外科専門医・指導医・認定スポーツ医・認定脊椎脊髄病医）
日本人工関節学会（認定医）

三村　朋大
ミムラ　トモヒロ 特任教授

（脊椎・関節機能再建学講座）
関節外科（股関節）

リウマȁ

日本整形外科学会（整形外科専門医・指導医・認定運動器リハビリテー
ション医・認定リウマȁ医）/ 日本人工関節学会（認定医）

日本整形外科学会（整形外科専門医・指導医・認定リウマȁ医）
日本リウマȁ学会（リウマȁ指導医）/日本リウマȁ財団（登録医）

安藤　厚生
アンドウ　コウセイ 講師

整形外科 医局長

リハビリテーション

腫瘍、手の外科

日本整形外科学会（整形外科専門医・指導医）
がん治療認定医
日本リハビリテーション医学会（リハビリテーション科専門医）

日本整形外科学会（整形外科専門医・指導医）/日本手外科学会（手外
科専門医）/ がん治療認定医 / 認定・骨軟部腫瘍医

日本整形外科学会（整形外科専門医・指導医・認定スポーツ医）

日本整形外科学会（整形外科専門医・指導医・認定スポーツ医・認定リウ
マȁ医）/ 認定運動器リハビリテーション医/日本人工関節学会認定医

天野　泰孝
アマノ　ヤスǿカ

助教 関節外科、リウマȁ性疾患
日本整形外科学会（整形外科専門医・認定リウマȁ医・認定運動器
リハビリテーション医）/日本リウマȁ学会（リウマȁ専門医）

日本整形外科学会（整形外科専門医）

梅田　康平
ウメȀ　コウヘイ 助教

（リハビリテーション科）

日本整形外科学会（整形外科専門医）
日本スポーツ協会（公認スポーツドクǿー）

日本整形外科学会（整形外科専門医・指導医）

日本整形外科学会（整形外科専門医・指導医）

関節外科（肩関節）

診療科ウェブサイト

概要・特色

耳鼻咽喉科・頭頸部外科　科長

大脇　成広

診療内容

2021年５月より当科の名称が耳鼻咽喉科・頭頸部外科に

なりました。当科では従来の中耳炎、咽喉頭炎、副鼻腔炎な

どの一般的な耳鼻咽喉科疾患、難聴、めまい、アレルギー性

鼻炎などの内科的疾患の診療とともに口腔・咽喉頭や甲状腺を

含む頭頸部癌に対して外科手術を中心とした集学的治療を行っ

ています。

外来診療では、初診・再診外来とともに専門外来を設けて、

手術や専門的な検査、長期間の経過観察を必要とする症例につ

いて、より高度な診療を実践しています。以下の専門外来を開

設しています。

●難聴・めまい

●補聴器

●人工内耳

●慢性中耳炎

●アレルギー性鼻炎

●鼻副鼻腔・顔面外傷

●嗅覚味覚

●睡眠時無呼吸

●音声

●嚥下

●甲状腺・頭頸部腫瘍

入院診療では手術治療を中心に、中耳炎手術は短期間の入院

で耳漏停止、聴力改善を達成しています。副鼻腔炎は好酸球性

副鼻腔炎など難治性症例に内視鏡を用いた低侵襲手術を実践し

ています。

頭頸部癌治療は根治性の高さだけでなく、構音、発声、嚥下

機能などQOLを重視した治療を心掛け、手術治療だけでなく、

放射線治療・化学療法を組み合わせた集学的治療を行っていま

す。早期咽頭癌には外切開を加えない低侵襲な経口的腫瘍切除

術を取り入れ、進行口腔・咽頭癌には遊離組織移植による再建

手術を行っています。化学療法では従来の抗がん剤治療に加

え、近年分子標的薬や免疫ȁェックポイント阻害剤などの新し

い薬剤治療も導入しています。

▶難聴：

標準聴力検査他各種自覚的聴力検査、遊戯聴力検査、聴

性脳幹反応、各種他覚的聴力検査、補聴器適合検査、人工

内耳関連検査、耳管機能検査

▶めまい：

平衡機能検査

▶顔面神経検査：

ENoG、NET

▶嗅覚味覚：

基準嗅力検査、電気味覚検査、味覚定量検査

▶音声：

喉頭ファイバースコープ、ストロボスコープ、音声機能

検査

▶嚥下：

嚥下内視鏡検査、嚥下造影検査

▶頭頸部腫瘍・甲状腺：

頸部超音波検査、穿刺細胞診

▶睡眠時無呼吸：

終夜睡眠ポリグラフィー、簡易検査

▶鼻・副鼻腔：

CTによるナビゲーションシステムを用いた手術

特に紹介を受けたい疾患、症例
●手術治療を要する中耳炎疾患

●人工内耳の適応となる両側高度感音難聴

●アレルギー性鼻炎に対する舌下免疫療法

●好酸球性副鼻腔炎など難治性副鼻腔炎

●睡眠時無呼吸症候群

●声帯ポリープや反回神経麻痺などに対する音声改善手術症例

●手術、放射線、抗がん剤治療による集学的治療が必要な頭頸

部癌

診療実績（2023年度）

件数・数値等手術・検査・治療法等

鼓室形成術

嗅覚・味覚外来新規患者数

睡眠時無呼吸外来新規患者数

めまい・難聴外来新規患者数

補聴器外来新規患者数

鼻科手術

頭頸部癌新規入院患者数

頭頸部癌（口腔癌を含む）手術

人工内耳埋め込み術・アブミ骨手術・内耳

窓閉鎖術・顔面神経管開放術

舌下免疫療法新規導入患者数（アレルギー

外来）

31件

10名

44名

204名

63名

189件

160名

135件

19件

25名

●滋賀県下唯一の大学病院であるため、特定の疾患のみに特化

することなく、すべての耳鼻咽喉科疾患の治療に対応しま

す。

●鼻出血やめまい、頸部膿瘍や急性喉頭蓋炎など耳鼻咽喉科救

急疾患に24時間対応します。

地域に対する取り組み、最近の話題など

主な検査・医療設備など
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脳神経外科

診療科ǦǧȖǵイト

脳神経外科ų科長

吉田　和道

概要・特色
1979年に開設ˌ来40年᧓にࡨǂ13�000Ӹをឬえる入院

患者さんの治療にあたってきました。その内ᚪは約ᲫᲩᲭが脳

血管ᨦ害、ᲫᲩᲭが脳腫瘍で、ᏨౢᏨ᭒疾患や小児先ڈټ形、

機能的疾患、ദࠝן水頭症、外ͻの治療にも成果をあげていま

す。それƧれの疾患Кにݦᧉのǹǿッフがおり、ƻǖく脳神経

外科疾患に対し診断治療がӧ能です。

科では24଺᧓救急に対ࣖしております。2021年度から࢘

は脳卒中に対する診療機能をさらに充実させるため、SCU（脳

卒中ケアユニット）を開設しました。脳卒中がွわれる場合や

ዬ急手術を要する場合は下ᚡにご連ዂください。

Ŧ077�548�2111（࠯日8�30〜17�15）

Ŧ077�548�2770（࠯日17�15〜፻8�30、˞日）

患者さんの機能予後を最も重視し、同଺にఌ治性を高めるた

めに脳機能イȡーǸンǰ、術中ᩓൢ生理学Ȣニǿリンǰ、Ȋビ

ゲーションシǹテム、ᙾᣧ下手術、内視鏡下手術、術中脳血管

ᡯࢨ検査（ハイȖリッド手術室）などをܦͳし、治療׉難な大

脳腫瘍、फ性脳腫瘍ࡁ形、ข部・頭ᔟڈ脳動脈ၭ、脳動᩺脈׹

などの集学的治療を提供しています。また、他科との連携をᆢ

ಊ的に行うƜとでそれƧれの患者さんに最ᢘな医療を提供でき

るように努めております。

診療内容

対ᝋ疾患

Ū脳腫瘍

神経膠腫、᭒ᐏ腫、Ꭾ神経腫瘍、頭ᔟࡁ腫瘍、௅果体部腫

瘍、下׶体腫瘍など

Ū脳血管ᨦ害

脳動脈ၭ、脳動᩺脈ڈ形、᪹動脈狭窄・᧍ص、もやもや病、

ᄒᐏ動᩺脈ၱ、脳Ј血などに対する外科治療・血管内治療

ŪᏨౢᏨ᭒疾患

Ꮸ᭒腫瘍、Ꮸ᭒血管ڈ形、Ꮸ᭒ᆰ඼症、٭形性᪹ౢ症、᪹ౢ

ౢ᧓ெヘルニア、٭形性᏿ౢ症、᏿ౢౢ᧓ெヘルニア、Ꮸ௵

管狭窄症など

Ū機能疾患

ɤӎ神経ၘ、᫊᩿ၗી、ၗ性対麻ၡ、てんかんの外科治療な

ど

Ū先ڈټ形

水頭症、᭒ᐏၭ、ʚ分Ꮸౢ、ǭアリڈ形など

Ū小児脳神経外科

小児の脳腫瘍や水頭症、ʚ分Ꮸౢなどの小児先ڈټ形につい

て小児科や泌尿器科と協働して診療しています。

Ū無症ͅ性脳యص

中年ˌᨀ、症状のЈない無症ͅ性脳యصがᙸつかるƜとがٶ

主な検査・医療設備など
SCU（脳卒中ケアユニット）、術中脳血管ᡯࢨᘺ置（ハイȖリ

ッド手術室）、 MRI、CT、 PET�CT、 脳血管જࢨᘺ置、核医

学検査、術中ᩓൢ生理学Ȣニǿリンǰ、 術中脳腫瘍ᖩ光診断、

術中Ȋビゲーションシǹテム

対象疾患

診療実績（2023/2024年度）

2023年 2024年手術・検査・治療法等
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開頭脳動脈ၭ᪹部クリッピンǰ術
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᭒液シャント術

39

2

14

12

23

3

3

7

2

10

16

30

15

38

0

14

7

24

6

10

2

10

6

5

36

30

くなります。Ძ年ごとの検診、予᧸的治療などを行っており

ます。

Ūദࠝן水頭症

高ᱫになって次ᇹにഩくのが᡿くなり、ഩࠢが小Цǈで、す

りឱのようなഩき方となり、よく᠃͂するようになった、ь

えてཋࣔれやᐯ発性の低下（ᛐჷ機能ᨦ害）や尿๨れ（尿ڂ

ᅠ）がЈてきて、年のせいと᛹めてしまっている方の中に

は、特発性ദࠝן水頭症がᨨれているӧ能性があります。

外来担当医師紹介
氏名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

高木　健治
ǿカギųケンǸ

я教

Ꮸౢ・Ꮸ᭒外科、小児脳神

経外科、ၗ性麻ၡ、脳Ꮸ᭒

液ถݲ症

日本脳神経外科学˟（ݦᧉ医・指導医）

日本Ꮸ᭒外科学˟（ᛐ定医）

日本小児神経外科学˟（ᛐ定医）

河野　浩人
カワノųȒロト

я教 脳血管ᨦ害

深見　忠輝
フカȟųǿȀテル

ϱ教੉

脳腫瘍、᧓脳下׶体、

内視鏡手術、ᙾᣧ下手術、

化学療法

日本脳神経外科学˟（ݦᧉ医・指導医）

日本神経内視鏡学˟（২術ᛐ定医）

日本がん治療ᛐ定医機構（ᛐ定医）

日本小児神経外科学˟（ᛐ定医）

吉田　和道
ȨシȀųカǺȟȁ 教੉

脳神経外科 科長

脳血管ᨦ害、脳血管外科、

脳血管内治療、頭ᔟࡁ腫瘍

機能的脳外科

日本脳神経外科学˟（ݦᧉ医・指導医）

日本脳神経血管内治療学˟（ݦᧉ医）

日本脳卒中学˟（ݦᧉ医・指導医）

日本脳卒中の外科学˟（২術指導医）

北村　智章
ǭǿムȩųトȢアǭ

я教 小児脳神経外科
日本脳神経外科学˟（ݦᧉ医・指導医）

日本脳神経血管内治療学˟（ݦᧉ医）

藤本　優貴
フǸȢトųユǭ

я教 ദࠝן水頭症
日本脳神経外科学˟（ݦᧉ医）

日本脳神経血管内治療学˟（ݦᧉ医）

新田　直樹
ニッǿųȊオǭ ᜒࠖ

脳神経外科 外来医長

脳神経外科学、てんかん、

脳腫瘍、ᙾᣧ下手術

日本脳神経外科学˟（ݦᧉ医・指導医）

日本がん治療ᛐ定医機構（ᛐ定医）

日本神経内視鏡学˟（২術ᛐ定医）

日本てんかん学˟（ݦᧉ医・指導医）

日本臨床神経生理学˟（ݦᧉ医（脳ඬ））

宮田　悠
ȟȤǿųハルカ я教

脳神経外科 病౐и医長

脳血管ᨦ害、Ꮸ᭒外科

脳血管内治療、

神経内視鏡手術

日本脳神経外科学˟（ݦᧉ医）

日本脳卒中学˟（ݦᧉ医・指導医）

日本脳神経血管内治療学˟（ݦᧉ医・指導医）

日本Ꮸ᭒外科学˟（ᛐ定医）

ᏨౢᏨ᭒外科（ݦᧉ医）

日本内分泌学˟（内分泌ˊᜓ科ݦᧉ医（脳神経外科））

日本神経内視鏡学˟（২術ᛐ定医）

日本がん治療ᛐ定医機構（ᛐ定医）

設楽　智史
シǿȩųǵトシ я教

脳神経外科 病౐医長

脳血管ᨦ害、脳血管外科

脳血管内治療

日本脳神経外科学˟（ݦᧉ医・指導医）

日本脳神経血管内治療学˟（ݦᧉ医・指導医）

日本脳卒中学˟（ݦᧉ医・指導医）

日本脳卒中の外科学˟（২術ᛐ定医）

日本神経内視鏡学˟（২術ᛐ定医）

日本がん治療ᛐ定機構（ᛐ定医）

Ū脳機能温存を目指したᙾᣧ下手術

脳Ꮸ᭒機能温存のためᙾᣧ下手術を行っております。Ɯれ

は、脳の手術の最中に患者さんにᙾᣧしてもらい、手術部ˮ

の機能ᄩᛐを行いながら、手術を行うものです。

Ūசᄊᘷ動脈ၭに対するフローȀイȐーǿーသ置術

動脈ၭに対する最新治療とし׹難であった大׉まで治療נྵ

てフローȀイȐーǿーသ置を導入しています。ዡ目の細かい

特ഷなǹテントをသ置するƜとで、動脈ၭの血ఀ化と動脈ُ

の̲ࣄを期待する画期的な治療方法です。

地域に対する取り組み、最近の話題など
Ū特発性ദࠝן水頭症の診断・治療

ǿッȗテǹトやシャント手術Э後にリハビリ室でiPhoneア

ȗリケーションを̅った最先ᇢのഩ行・ᢃ動機能の計ยや、

ᛐჷ機能検査を行っています。画΂検査では、ᲭテǹȩMRI

とᲭ&ワークǹテーションVINCENTを̅って、Ჭ次Ψ的な

脳室やくもᐏ下腔の形や᭒液の動きをᚇ察して診断に役ᇌて

ています。

日本脳神経外科学˟（ݦᧉ医・指導医）

日本脳神経血管内治療学˟（ݦᧉ医）

日本脳卒中学˟（ݦᧉ医）

日本神経内視鏡学˟（২術ᛐ定医）
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脳神経外科

診療科ǦǧȖǵイト

脳神経外科ų科長

吉田　和道

概要・特色
1979年に開設ˌ来40年᧓にࡨǂ13�000Ӹをឬえる入院

患者さんの治療にあたってきました。その内ᚪは約ᲫᲩᲭが脳

血管ᨦ害、ᲫᲩᲭが脳腫瘍で、ᏨౢᏨ᭒疾患や小児先ڈټ形、

機能的疾患、ദࠝן水頭症、外ͻの治療にも成果をあげていま

す。それƧれの疾患Кにݦᧉのǹǿッフがおり、ƻǖく脳神経

外科疾患に対し診断治療がӧ能です。

科では24଺᧓救急に対ࣖしております。2021年度から࢘

は脳卒中に対する診療機能をさらに充実させるため、SCU（脳

卒中ケアユニット）を開設しました。脳卒中がွわれる場合や

ዬ急手術を要する場合は下ᚡにご連ዂください。

Ŧ077�548�2111（࠯日8�30〜17�15）

Ŧ077�548�2770（࠯日17�15〜፻8�30、˞日）

患者さんの機能予後を最も重視し、同଺にఌ治性を高めるた

めに脳機能イȡーǸンǰ、術中ᩓൢ生理学Ȣニǿリンǰ、Ȋビ

ゲーションシǹテム、ᙾᣧ下手術、内視鏡下手術、術中脳血管

ᡯࢨ検査（ハイȖリッド手術室）などをܦͳし、治療׉難な大

脳腫瘍、फ性脳腫瘍ࡁ形、ข部・頭ᔟڈ脳動脈ၭ、脳動᩺脈׹

などの集学的治療を提供しています。また、他科との連携をᆢ

ಊ的に行うƜとでそれƧれの患者さんに最ᢘな医療を提供でき

るように努めております。

診療内容

対ᝋ疾患

Ū脳腫瘍

神経膠腫、᭒ᐏ腫、Ꭾ神経腫瘍、頭ᔟࡁ腫瘍、௅果体部腫

瘍、下׶体腫瘍など

Ū脳血管ᨦ害

脳動脈ၭ、脳動᩺脈ڈ形、᪹動脈狭窄・᧍ص、もやもや病、

ᄒᐏ動᩺脈ၱ、脳Ј血などに対する外科治療・血管内治療

ŪᏨౢᏨ᭒疾患

Ꮸ᭒腫瘍、Ꮸ᭒血管ڈ形、Ꮸ᭒ᆰ඼症、٭形性᪹ౢ症、᪹ౢ

ౢ᧓ெヘルニア、٭形性᏿ౢ症、᏿ౢౢ᧓ெヘルニア、Ꮸ௵

管狭窄症など

Ū機能疾患

ɤӎ神経ၘ、᫊᩿ၗી、ၗ性対麻ၡ、てんかんの外科治療な

ど

Ū先ڈټ形

水頭症、᭒ᐏၭ、ʚ分Ꮸౢ、ǭアリڈ形など

Ū小児脳神経外科

小児の脳腫瘍や水頭症、ʚ分Ꮸౢなどの小児先ڈټ形につい

て小児科や泌尿器科と協働して診療しています。

Ū無症ͅ性脳యص

中年ˌᨀ、症状のЈない無症ͅ性脳యصがᙸつかるƜとがٶ

主な検査・医療設備など
SCU（脳卒中ケアユニット）、術中脳血管ᡯࢨᘺ置（ハイȖリ

ッド手術室）、 MRI、CT、 PET�CT、 脳血管જࢨᘺ置、核医

学検査、術中ᩓൢ生理学Ȣニǿリンǰ、 術中脳腫瘍ᖩ光診断、

術中Ȋビゲーションシǹテム

対象疾患

診療実績（2023/2024年度）

2023年 2024年手術・検査・治療法等
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᪹動脈ǹテントသ置術
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くなります。Ძ年ごとの検診、予᧸的治療などを行っており

ます。

Ūദࠝן水頭症

高ᱫになって次ᇹにഩくのが᡿くなり、ഩࠢが小Цǈで、す

りឱのようなഩき方となり、よく᠃͂するようになった、ь

えてཋࣔれやᐯ発性の低下（ᛐჷ機能ᨦ害）や尿๨れ（尿ڂ

ᅠ）がЈてきて、年のせいと᛹めてしまっている方の中に

は、特発性ദࠝן水頭症がᨨれているӧ能性があります。

外来担当医師紹介
氏名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

高木　健治
ǿカギųケンǸ

я教

Ꮸౢ・Ꮸ᭒外科、小児脳神

経外科、ၗ性麻ၡ、脳Ꮸ᭒

液ถݲ症

日本脳神経外科学˟（ݦᧉ医・指導医）

日本Ꮸ᭒外科学˟（ᛐ定医）

日本小児神経外科学˟（ᛐ定医）

河野　浩人
カワノųȒロト

я教 脳血管ᨦ害

深見　忠輝
フカȟųǿȀテル

ϱ教੉

脳腫瘍、᧓脳下׶体、

内視鏡手術、ᙾᣧ下手術、

化学療法

日本脳神経外科学˟（ݦᧉ医・指導医）

日本神経内視鏡学˟（২術ᛐ定医）

日本がん治療ᛐ定医機構（ᛐ定医）

日本小児神経外科学˟（ᛐ定医）

吉田　和道
ȨシȀųカǺȟȁ 教੉

脳神経外科 科長

脳血管ᨦ害、脳血管外科、

脳血管内治療、頭ᔟࡁ腫瘍

機能的脳外科

日本脳神経外科学˟（ݦᧉ医・指導医）

日本脳神経血管内治療学˟（ݦᧉ医）

日本脳卒中学˟（ݦᧉ医・指導医）

日本脳卒中の外科学˟（২術指導医）

北村　智章
ǭǿムȩųトȢアǭ

я教 小児脳神経外科
日本脳神経外科学˟（ݦᧉ医・指導医）

日本脳神経血管内治療学˟（ݦᧉ医）

藤本　優貴
フǸȢトųユǭ

я教 ദࠝן水頭症
日本脳神経外科学˟（ݦᧉ医）

日本脳神経血管内治療学˟（ݦᧉ医）

新田　直樹
ニッǿųȊオǭ ᜒࠖ

脳神経外科 外来医長

脳神経外科学、てんかん、

脳腫瘍、ᙾᣧ下手術

日本脳神経外科学˟（ݦᧉ医・指導医）

日本がん治療ᛐ定医機構（ᛐ定医）

日本神経内視鏡学˟（২術ᛐ定医）

日本てんかん学˟（ݦᧉ医・指導医）

日本臨床神経生理学˟（ݦᧉ医（脳ඬ））

宮田　悠
ȟȤǿųハルカ я教

脳神経外科 病౐и医長

脳血管ᨦ害、Ꮸ᭒外科

脳血管内治療、

神経内視鏡手術

日本脳神経外科学˟（ݦᧉ医）

日本脳卒中学˟（ݦᧉ医・指導医）

日本脳神経血管内治療学˟（ݦᧉ医・指導医）

日本Ꮸ᭒外科学˟（ᛐ定医）

ᏨౢᏨ᭒外科（ݦᧉ医）

日本内分泌学˟（内分泌ˊᜓ科ݦᧉ医（脳神経外科））

日本神経内視鏡学˟（২術ᛐ定医）

日本がん治療ᛐ定医機構（ᛐ定医）

設楽　智史
シǿȩųǵトシ я教

脳神経外科 病౐医長
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日本神経内視鏡学˟（২術ᛐ定医）

日本がん治療ᛐ定機構（ᛐ定医）

Ū脳機能温存を目指したᙾᣧ下手術

脳Ꮸ᭒機能温存のためᙾᣧ下手術を行っております。Ɯれ

は、脳の手術の最中に患者さんにᙾᣧしてもらい、手術部ˮ

の機能ᄩᛐを行いながら、手術を行うものです。

Ūசᄊᘷ動脈ၭに対するフローȀイȐーǿーသ置術

動脈ၭに対する最新治療とし׹難であった大׉まで治療נྵ

てフローȀイȐーǿーသ置を導入しています。ዡ目の細かい

特ഷなǹテントをသ置するƜとで、動脈ၭの血ఀ化と動脈ُ

の̲ࣄを期待する画期的な治療方法です。

地域に対する取り組み、最近の話題など
Ū特発性ദࠝן水頭症の診断・治療

ǿッȗテǹトやシャント手術Э後にリハビリ室でiPhoneア

ȗリケーションを̅った最先ᇢのഩ行・ᢃ動機能の計ยや、

ᛐჷ機能検査を行っています。画΂検査では、ᲭテǹȩMRI

とᲭ&ワークǹテーションVINCENTを̅って、Ჭ次Ψ的な

脳室やくもᐏ下腔の形や᭒液の動きをᚇ察して診断に役ᇌて

ています。

日本脳神経外科学˟（ݦᧉ医・指導医）

日本脳神経血管内治療学˟（ݦᧉ医）

日本脳卒中学˟（ݦᧉ医）

日本神経内視鏡学˟（২術ᛐ定医）



61滋賀医科大学医学部附属病院診療案内64 滋賀医科大学医学部附属病院診療案内

整形外科

外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

熊谷　康佑
クȞǬイųǳǦǹケ 特˓ᜒࠖ

整形外科 病౐医長
関ራ外科、リǦȞȁ性疾患

竹村　宜記
ǿケムȩųȨシノリ

я教
手の外科、ឱの外科、腫瘍、

஛ఴ神経疾患

今井　晋二
イȞイųシンǸ

教੉

и病院長

整形外科 科長

リハビリテーション部 部長

Ꮕ関ራ外科（内視鏡手術ӏƼ
人工Ꮕ関ራ置換術）、ᭌˊᜓ
ᨦ害（ᭌቫ᭨症）、஛ఴ神経
とᢃ動器の၊ၘ性疾患、ᢃ動
器・脳血管リハビリテーション

日本整形外科学 （˟整形外科ݦᧉ医・指導医）
日本リハビリテーション医学˟
（リハビリテーション科ݦᧉ医・指導医）

川崎　拓
カワǵǭųǿク 病院教੉

（医ࠖ臨床教育センǿー）

ᢃ動器リハビリ

リǦȞȁ性疾患

人工関ራ手術

日本整形外科学 （˟整形外科ݦᧉ医・指導医・ᛐ定ᢃ動器リハビリテー
ション医・ᛐ定ǹポーȄ医・ᛐ定リǦȞȁ医）
日本リハビリテーション医学 （˟リハビリテーション科ݦᧉ医・指導医）
日本リǦȞȁ学 （˟リǦȞȁ指導医）
日本リǦȞȁᝠ （ׇႇ᥵医）�日本Ꮒ関ራ学 （˟Ꮒ関ራ鏡২術ᛐ定取ࢽ医）

児玉　成人
ǳȀȞųȊリȒト

非ࠝ勤ᜒࠖ（診療）
手の外科、ឱの外科、腫瘍、

஛ఴ神経疾患

日本整形外科学 （˟整形外科ݦᧉ医・指導医・ᛐ定リǦȞȁ医・ᛐ
定ᏨౢᏨ᭒病医・ᛐ定ᢃ動器リハビリテーション医）
日本リǦȞȁ学 （˟リǦȞȁݦᧉ医）
日本手外科学 （˟手外科ݦᧉ医）
日本リハビリテーション医学 （˟リハビリテーション科ݦᧉ医・指導医）
日本整形外科学˟ᛐ定ᭌ・᠂部腫瘍医
日本がん治療ᛐ定医機構（がん治療ᛐ定医）

彌山　峰史
ȤȤȞųǿカフȟ

ᜒࠖ Ꮸౢ外科

日本整形外科学 （˟整形外科ݦᧉ医・指導医・ᛐ定ᢃ動器リハビリテー
ション医・ᛐ定ᏨౢᏨ᭒病医）� 日本リǦȞȁ学 （˟リǦȞȁ指導医）
日本リハビリテーション医学 （˟リハビリテーション科ᛐ定臨床医）
日本ǹポーȄ協 （˟πᛐǹポーȄドクǿー）
日本ᏨౢᏨ᭒病学 （˟ᏨౢᏨ᭒外科指導医）

齋藤　英貴
ǵイトǦųȒȇǭ

я教 Ꮸౢ外科

日本整形外科学 （˟整形外科ݦᧉ医・指導医・ᛐ定リǦȞȁ医・ᛐ
定ᏨౢᏨ᭒病医）
日本リǦȞȁ学 （˟リǦȞȁݦᧉ医）
日本ǹポーȄ協 （˟πᛐǹポーȄドクǿー）
ҽ生і働Ⴞ（፯Ꮓᘺφ等ᢘ合Й定医）
滋賀県ᇤ২力向上対ሊ本部（医᳽科学ǵポートǹǿッフ・ǹポーȄド
クǿー部ᧉǹǿッフ）

森　幹士
ȢリųカンǸ 特˓教੉

（Ꮸ ・ౢ関ራ機能ϐ࡫学ᜒࡈ）
Ꮸౢ外科

日本整形外科学 （˟整形外科ݦᧉ医・指導医・ᛐ定リǦȞȁ医・ᛐ
定ᢃ動器リハビリテーション医・ᛐ定ᏨౢᏨ᭒病医）
日本リǦȞȁ学 （˟リǦȞȁݦᧉ医）
日本ᏨౢᏨ᭒病学 （˟ᏨౢᏨ᭒外科指導医）
日本リǦȞȁᝠ （ׇႇ᥵医）
日本リハビリテーション医学 （˟リハビリテーション科指導医）

米田　真悟
ȨネǿųシンǴ

非ࠝ勤ᜒࠖ（診療）

古屋　佑樹
フルȤųユǦǭ

я教 関ራ外科（Ꮒ関ራ）

Ꮕ関ራ外科

野坂　佑樹
ノǵカųユǦǭ

я教

尾木　祐子
オギųユǦǳ

非ࠝ勤ᜒࠖ（診療） 小児整形外科

上中　一泰
ǦǨȊカųカǺȒロ

非ࠝ勤ᜒࠖ（診療） 整形外科

関ራ外科（ᐐ関ራ）

奥村　法昭
オクムȩųノリアǭ

非ࠝ勤ᜒࠖ（診療） リǦȞȁ性疾患、関ራ外科
日本整形外科学 （˟整形外科ݦᧉ医・指導医・ᛐ定リǦȞȁ医）
日本リǦȞȁ学 （˟リǦȞȁݦᧉ医・リǦȞȁ指導医）

久保　充彦
クボųȟȄȒǳ 特˓教੉

（ǹポーȄ・ᢃ動器科
ų学σ同研究ᜒࡈ）

ǹポーȄ医学、ᐐ関ራ外科
日本整形外科学 （˟整形外科ݦᧉ医・指導医・ᛐ定ǹポーȄ医・ᛐ定ᏨౢᏨ᭒病医）
日本人工関ራ学 （˟ᛐ定医）

三村　朋大
ȟムȩųトȢȒロ 特˓教੉

（Ꮸౢ・関ራ機能ϐ࡫学ᜒࡈ）
関ራ外科（Ꮒ関ራ）

リǦȞȁ

日本整形外科学 （˟整形外科ݦᧉ医・指導医・ᛐ定ᢃ動器リハビリテー
ション医・ᛐ定リǦȞȁ医）� 日本人工関ራ学 （˟ᛐ定医）

日本整形外科学 （˟整形外科ݦᧉ医・指導医・ᛐ定リǦȞȁ医）
日本リǦȞȁ学 （˟リǦȞȁ指導医）�日本リǦȞȁᝠ （ׇႇ᥵医）

安藤　厚生
アンドǦųǳǦセイ

ᜒࠖ
リハビリテーション

腫瘍、手の外科

日本整形外科学 （˟整形外科ݦᧉ医・指導医）
がん治療ᛐ定医
日本リハビリテーション医学 （˟リハビリテーション科ݦᧉ医）

日本整形外科学 （˟整形外科ݦᧉ医・指導医）�日本手外科学 （˟手外
科ݦᧉ医）� がん治療ᛐ定医 � ᛐ定・ᭌ᠂部腫瘍医

日本整形外科学 （˟整形外科ݦᧉ医・指導医・ᛐ定ǹポーȄ医）

日本整形外科学 （˟整形外科ݦᧉ医・指導医・ᛐ定ǹポーȄ医・ᛐ定リǦ
Ȟȁ医）� ᛐ定ᢃ動器リハビリテーション医�日本人工関ራ学˟ᛐ定医

天野　泰孝
アȞノųȤǹǿカ

я教 関ራ外科、リǦȞȁ性疾患
日本整形外科学 （˟整形外科ݦᧉ医・ᛐ定リǦȞȁ医・ᛐ定ᢃ動器
リハビリテーション医）�日本リǦȞȁ学 （˟リǦȞȁݦᧉ医）

日本整形外科学 （˟整形外科ݦᧉ医）

梅田　康平
ǦȡȀųǳǦヘイ я教

（リハビリテーション科）

日本整形外科学 （˟整形外科ݦᧉ医）
日本ǹポーȄ協 （˟πᛐǹポーȄドクǿー）

日本整形外科学 （˟整形外科ݦᧉ医・指導医）

日本整形外科学 （˟整形外科ݦᧉ医・指導医）

関ራ外科（Ꮕ関ራ）

診療科ǦǧȖǵイト

概要・特色

耳鼻咽喉科・頭頸部外科ų科長

大脇　成広

診療内容

2021年Ჯஉより࢘科のӸᆅが耳鼻咽喉科・頭頸部外科に

なりました。࢘科ではࢼ来の中耳໒、咽喉頭໒、и鼻腔໒な

どの一般的な耳鼻咽喉科疾患、難Ꭾ、めまい、アレルギー性

鼻໒などの内科的疾患の診療とともに口腔・咽喉頭やဍ状腺を

ԃǉ頭頸部ၶに対して外科手術を中心とした集学的治療を行っ

ています。

外来診療では、初診・ϐ診外来とともにݦᧉ外来を設けて、

手術やݦᧉ的な検査、長期᧓の経ᢅᚇ察を࣏要とする症̊につ

いて、より高度な診療を実ោしています。ˌ下のݦᧉ外来を開

設しています。

Ū難Ꭾ・めまい

ŪᙀᎮ器

Ū人工内耳

Ūॸ性中耳໒

Ūアレルギー性鼻໒

Ū鼻и鼻腔・᫊᩿外ͻ

Ūօᙾԛᙾ

Ūზ჈଺無呼吸

Ū᪦٣

Ūִ下

Ūဍ状腺・頭頸部腫瘍

入院診療では手術治療を中心に、中耳໒手術はჺ期᧓の入院

で耳๨ͣഥ、Ꭾ力ોծをᢋ成しています。и鼻腔໒はڤᣠྶ性

и鼻腔໒など難治性症̊に内視鏡を用いた低侵襲手術を実ោし

ています。

頭頸部ၶ治療はఌ治性の高さだけでなく、構᪦、発٣、ִ下

機能など31.を重視した治療を心ੑけ、手術治療だけでなく、

放射線治療・化学療法を組ǈ合わせた集学的治療を行っていま

す。ଔ期咽頭ၶには外Џ開をьえない低侵襲な経口的腫瘍Џᨊ

術を取り入れ、進行口腔・咽頭ၶにはᢂᩉ組ጢᆆౡによるϐ࡫

手術を行っています。化学療法ではࢼ来の৴がん剤治療にь

え、ᡈ年分子೅的薬やβ၃ȁǧックポイント᧹害剤などの新し

い薬剤治療も導入しています。

ὐ難ᎮᲴ

೅準Ꭾ力検査他各ᆔᐯᙾ的Ꭾ力検査、ᢂ৉Ꭾ力検査、Ꭾ

性脳࠴Ӓࣖ、各ᆔ他ᙾ的Ꭾ力検査、ᙀᎮ器ᢘ合検査、人工

内耳関連検査、耳管機能検査

ὐめまいᲴ

ᘖ機能検査࠯

ὐ᫊᩿神経検査Ჴ

'NQ)、N'T

ὐօᙾԛᙾᲴ

基準օ力検査、ᩓൢԛᙾ検査、ԛᙾ定᣽検査

ὐ᪦٣Ჴ

喉頭フǡイȐーǹǳーȗ、ǹトロボǹǳーȗ、᪦٣機能

検査

ὐִ下Ჴ

ִ下内視鏡検査、ִ下ᡯࢨ検査

ὐ頭頸部腫瘍・ဍ状腺Ჴ

頸部ឬ᪦ඬ検査、ᆲХ細胞診

ὐზ჈଺無呼吸Ჴ

ኳ夜ზ჈ポリǰȩフィー、簡ତ検査

ὐ鼻・и鼻腔Ჴ

CTによるȊビゲーションシǹテムを用いた手術

特に紹介を受けたい疾患、症例
Ū手術治療を要する中耳໒疾患

Ū人工内耳のᢘࣖとなるɲͨ高度ज़᪦難Ꭾ

Ūアレルギー性鼻໒に対するᐾ下β၃療法

Ūڤᣠྶ性и鼻腔໒など難治性и鼻腔໒

Ūზ჈଺無呼吸症ͅ፭

Ū٣࠘ポリーȗやӒ回神経麻ၡなどに対する᪦٣ોծ手術症̊

Ū手術、放射線、৴がん剤治療による集学的治療が࣏要な頭頸

部ၶ

診療実績（2023年度）

ˑૠ・ૠ͌等手術・検査・治療法等

ᱛ室形成術

օᙾ・ԛᙾ外来新ᙹ患者ૠ

ზ჈଺無呼吸外来新ᙹ患者ૠ

めまい・難Ꭾ外来新ᙹ患者ૠ

ᙀᎮ器外来新ᙹ患者ૠ

鼻科手術

頭頸部ၶ新ᙹ入院患者ૠ

頭頸部ၶ（口腔ၶをԃǉ）手術

人工内耳؈め込ǈ術・アȖȟᭌ手術・内耳

ᆸ᧍ᦋ術・᫊᩿神経管開放術

ᐾ下β၃療法新ᙹ導入患者ૠ（アレルギー

外来）

31ˑ

10Ӹ

44Ӹ

204Ӹ

63Ӹ

189ˑ

160Ӹ

135ˑ

19ˑ

25Ӹ

Ū滋賀県下՗一の大学病院であるため、特定の疾患のǈに特化

するƜとなく、すǂての耳鼻咽喉科疾患の治療に対ࣖしま

す。

Ū鼻Ј血やめまい、頸部ᐝ瘍や急性喉頭ᔟ໒など耳鼻咽喉科救

急疾患に24଺᧓対ࣖします。

地域に対する取り組み、最近の話題など

主な検査・医療設備など
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耳鼻咽喉科・頭頸部外科

外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

大脇 成広
オオワǭųシゲȒロ ϱ教੉

耳鼻咽喉科・頭頸部外科

診療科長

᪦٣、頭頸部腫瘍、ဍ状腺
日本耳鼻咽喉科・頭頸部外科学˟（耳鼻咽喉科ݦᧉ医・ᙀᎮ器相談医）

日本ൢ管᫢ᢊ科学˟（ൢ管᫢ᢊ科ݦᧉ医）

日本がん治療ᛐ定医機構（がん治療ᛐ定医）

戸嶋　一郎
トǸȞųイȁロǦ ᜒࠖ

耳鼻咽喉科・頭頸部外科

外来医長・教育医長

鼻・и鼻腔疾患、

アレルギー性鼻໒

日本耳鼻咽喉科・頭頸部外科学˟（耳鼻咽喉科ݦᧉ医・ᙀᎮ器相談医）

日本アレルギー学˟（アレルギーݦᧉ医・指導医）

日本鼻科学˟ᛐ定鼻科手術୤定指導医

中山　潤
ȊカȞųǸȥン

非ࠝ勤ᜒࠖ（診療）
難Ꭾ・めまい

ᙀᎮ器、小児難Ꭾ、遺伝性難Ꭾ

松本　晃治
ȞȄȢトųǳǦǸ

я教

耳鼻咽喉科・頭頸部外科

病౐医長

耳鼻咽喉科一般、中耳໒
日本耳鼻咽喉科・頭頸部外科学˟（耳鼻咽喉科ݦᧉ医・ᙀᎮ器相談医）

日本アレルギー学˟（アレルギーݦᧉ医）

伊藤　千尋
イトǦųȁȒロ

非ࠝ勤ᜒࠖ（診療） 日本耳鼻咽喉科・頭頸部外科学˟（耳鼻咽喉科ݦᧉ医）

я教
耳鼻咽喉科一般、᪦٣

ဍ状腺、頭頸部腫瘍
日本耳鼻咽喉科・頭頸部外科学˟（耳鼻咽喉科ݦᧉ医）

医員（ݦૌ医）
耳鼻咽喉科一般

ဍ状腺・頭頸部腫瘍ųִ下

医員（ݦૌ医）
耳鼻咽喉科一般

օᙾ・ԛᙾųִ下

医員（ݦૌ医）
耳鼻咽喉科一般、難Ꭾ・めまい

ᙀᎮ器

非ࠝ勤ᜒࠖ（診療） 難Ꭾ・めまい

駒田　一郎
ǳȞȀųイȁロǦ

非ࠝ勤ᜒࠖ（診療） ზ჈呼吸ᨦ害

ზ჈଺無呼吸

医員（ݦૌ医） 耳鼻咽喉科一般、鼻・и鼻腔

非ࠝ勤ᜒࠖ（診療）

非ࠝ勤ᜒࠖ（診療） ဍ状腺・頸部Ǩǳー検査

日本耳鼻咽喉科・頭頸部外科学˟（耳鼻咽喉科ݦᧉ医・ᙀᎮ器相談医・

ᬳ᪦性難Ꭾ担࢘医）

日本ზ჈学˟（ᛐ定医）

日本耳鼻咽喉科・頭頸部外科学˟（耳鼻咽喉科ݦᧉ医・ᙀᎮ器相談医）

日本人᫏遺伝学˟（臨床遺伝ݦᧉ医）

日本めまい࠯ᘖ医学˟（めまい相談医）

日本ൢ管᫢ᢊ科学˟（ൢ管᫢ᢊ科ݦᧉ医）

日本耳鼻咽喉科・頭頸部外科学˟（耳鼻咽喉科ݦᧉ医・ᙀᎮ器相談医）

日本めまい࠯ᘖ医学˟（めまい相談医）

日本耳鼻咽喉科・頭頸部外科学˟（耳鼻咽喉科ݦᧉ医・ᙀᎮ器相談医）

須藤　智之
ǹドǦųトȢユǭ

川北　憲人
カワǭǿųケント

久保　良仁
クボųȨシȒト

西口　達治
ニシǰȁųǿȄǸ

山崎　開
ȤȞǶǭųカイ

医員（ݦૌ医）
耳鼻咽喉科一般ųზ჈଺無呼吸

ִ下池田　智紀
イケȀųトȢノリ

樋上　雅子
ȒノǦǨųȞǵǳ

安岡 公美子
Ȥǹオカųクȟǳ

駒田　佳子
ǳȞȀųケイǳ

難Ꭾ・めまい

日本耳鼻咽喉科・頭頸部外科学˟（耳鼻咽喉科ݦᧉ医）

日本耳鼻咽喉科・頭頸部外科学˟（耳鼻咽喉科ݦᧉ医）

日本耳鼻咽喉科・頭頸部外科学˟（耳鼻咽喉科ݦᧉ医）

日本耳鼻咽喉科・頭頸部外科学˟（耳鼻咽喉科ݦᧉ医）

日本耳鼻咽喉科・頭頸部外科学˟（耳鼻咽喉科ݦᧉ医）

診療科ǦǧȖǵイト

概要・特色

診療内容

病院で࠴院は滋賀県の産ۡ人科医療の最後のᄇを担う基࢘
あるƜとをǹǿッフ全員がᏁに᥄ơ、女性に関するࠢ広い疾
患、疾病に関して、いつでもどƜからでもᆢಊ的に受け入れ
る体制を整えています。

ǹǿッフは各々、ۡ人科腫瘍・不妊症・内視鏡・ᭌႴ臓器
Ꮾ・尿ڂᅠ・୼年期・࣬ବ期・உ経不順・アǹリートの無உ
経などのݦᧉ性をᄶき、特に、進行फ性腫瘍、難治性不妊症
やがんと診断された方の妊܊性温存療法などに対しては、大
学病院としての総合力を結集して対ࣖいたします。

もちǖん、重大な疾患の患者さんだけでなく、子ܷሂ腫や
ᏺ໒などのよくǈられる疾患や、さらには子ܷがん検診や子
ܷ頸がんワクȁン接ᆔ、接ᆔ後の၊ၘなどもご相談ください。

【婦人科悪性腫瘍】
センȁネルリンȑራ生検Ყƀ࣏要なとƜǖだけƁをᙸಊめる新
しいがん手術Ყ

子ܷ体ၶ・子ܷ頸ၶ・ҳߺၶを中心に、ۡ人科फ性腫瘍の診
断・治療をݦᧉ的に行っています。特にᡈ年ද目されているセ
ンȁネルリンȑራ生検をᆢಊ的に導入し、患者さんの᝟担を最
小限に৮えながら、よりദᄩな進行期診断と治療方針のൿ定を
目指しています。センȁネルリンȑራ生検は、腫瘍が最初に᠃
ᆆするӧ能性の高いリンȑራ（センȁネルリンȑራ）を同定・
ઇЈするƜとで、広ር׊なリンȑራᣀฌを回ᢤしつつ、がんの
᠃ᆆ状ඞを的ᄩにᚸ̖できる২術です。࢘院では、ᖩ光色እ
（IC)）や放射性同ˮΨእ（4I）を用いたハイȖリッド法によ
り、子ܷがんにおけるセンȁネルリンȑራの高精度な検Јを実
ྵしています。Ɯの手法は、手術の安全性を高めるとともに、
術後合併症（リンパ浮腫など）のリスク軽減にもつながり、患
者さんのQOL（生活の質）向上に大きく貢献しています。また、
ロボット支援手術やᐃ腔鏡手術と組ǈ合わせるƜとで、より低
侵襲でඹጀされた治療を提供しています。一方で、センȁネル
リンȑራ生検のᢘࣖとならない方々には、神経温存手術やリン
ȑȞッǵーǸ指導など、術後後遺症の予᧸も行っています。進
行やϐ発子ܷ頸がんに対しては放射線療法、化学放射線同଺療
法を଀行しています。また患者さんそれƧれに最ᢘな治療（̾
К化治療）を提供するためၶの遺伝子検査やၶȑネル検査もᆢ
ಊ的に行っています。

【婦人科良性腫瘍】
子ܷሂ腫やҳֳߺ腫など良性のۡ人科腫瘍に対してはᐃ腔鏡

下手術、ロボット支援下手術などの低侵襲手術を取り入れてい
ます。また2021年からは、症̊をᢠんで全くᐃ部にͻができ
ない経ᏺ的ᐃ腔鏡手術（X�N1T'�も導入しました。

【不妊治療】
ǿイȟンǰ法や人工੉精による一般不妊治療と、体外受精な

どの生殖ᙀя医療およƼ、妊۔率の向上を目指した手術療法も
ᆢಊ的に行っています。生殖ᙀя医療では、「Ꮥによる子ܷ内
ᐏბ床能へのࢨ᪪」は࢘科の長年の研究テーȞであり、そƜか
らS''T法（子ܷ内ᐏХນ法）といった新しい治療法がᛓ生し、
医学の発展に大きく݃ɨしてきました。その他、ბ床ᨦ害をᛔ
発するॸ性子ܷ内ᐏ໒に対するბ床能ોծや、ҳߺ予ͳ能低下
に対するҳ胞発育・ҳ質ોծなどにᆢಊ的に取り組んでいます。
また、不妊症の原׆となる子ܷ内ᐏ症や子ܷሂ腫に対するᐃ腔
鏡下手術、ბ床不全の原׆となるቬᐏ下子ܷሂ腫や子ܷ内ᐏポ
リーȗに対する子ܷ鏡下手術、ҳ管᧍صに対するҳ管鏡手術な
ど、ᢘࣖがある患者さんには、内視鏡手術を一般不妊治療や生
殖ᙀя医療に組ǈ合わせるƜとで、より高い妊۔率が期待でき
ます。また、生殖ᙀя医療と先進医療とを組ǈ合わせた治療を
ᢠ৸するƜともӧ能です。

女性診療科ų科長

辻 俊一郎

【妊孕性温存療法】
がんなどに対する手術療法や৴がん剤治療、放射線治療に

よって、妊۔するための能力（妊܊能）が低下・ࡑዌするƜと
があります。妊۔ӧ能な年ᱫやそれよりも若い患者さんでは、
妊܊能を温存するために、治療開始Эまたは治療中にそれƧれ
のᏑ୎にࣖơᏕ（受精ҳ）ϵ結・ҳ子ϵ結・精子ϵ結・ҳߺ組
ጢのϵ結保存を行っています。ϵ結保存を行うƜとで、原疾患
の治療後に妊۔するӧ能性がസせます。特にҳߺ組ጢϵ結保存
を࢘院では2013年1உから開始し、日本でトッȗクȩǹの実
ጚ（50̊ˌ上）があります。

【粘膜下子宮筋腫】
ቬᐏ下子ܷሂ腫に対する子ܷ鏡下手術、子ܷ内ᐏ症や子ܷ外

妊۔などに対するᐃ腔鏡下手術、ҳ管᧍صに対するҳ管鏡下手
術に取り組ǈ、入院期᧓のჺ጑や手術оの጑小に努めています。

【子宮内膜症・子宮腺筋症】
உ経にまつわるࢍい症状や不妊・不育などおपǈのٶい子ܷ

内ᐏ症・子ܷ腺ሂ症に対して、2011年Ხஉより子ܷ内ᐏ症外
来を開設し、ご相談にࣖơています。

【骨盤臓器脱】
高ᱫ化とともに、पǈをかかえる患者さんのفえている分野

です。初期の方には生活指導をԃǉ保存的管理、進んだ症状の
方にはᐃ腔鏡下Ჩロボット支援下˅ᭌᐒ׍定術やᏺࡸ子ܷ全ઇ
をԃǉᭌႴ臓器支持組ጢのᙀࢍを行う手術を行っています。産
ۡ人科ˌ外の診療科とσ同して、合́症（いわǏる持病）のあ
る方の手術にも対ࣖします。

【思春期・アスリート】
࣬ବ期ˌᨀ女子、特に女性ǹポーȄᢠ手の中にはஉ経不順、

無உ経がٶくǈられます。無உ経は、利用ӧ能Ǩネルギーの
不ឱが一׆であるƜとがٶく、無உ経を経ᢅしてᭌ᣽の低下、
ᭌቫ᭨症につながっていきます。࢘院ではݦᧉ外来にてțル
Ȣン検査やᭌط定᣽を行いながら、ᇤ২生活にあわせてஉ経
をǳントロールしてǹポーȄのȑフǩーȞンǹをあげるƜと
をࣖ援しています。またஉ経׉難症、உ経Э症ͅ፭で生活や
ᇤ২がڳげられている場合のご相談にもࣖơています。

地域に対する取り組み、最近の話題など

診療実績（2024年度）

ˑૠ手術・検査・治療法等

104

329

79

40.5

開ᐃ手術

ᐃ腔鏡下手術（ԃロボット手術）

ᏺࡸ手術（ԃ子ܷ鏡下手術）

ϵ結ᏕႴ胞ᆆౡあたりの妊۔（Ჟ）

【専門外来と相談窓口】
と薬外来のほか滋賀県と連携してȗレǳンセ۔科では、妊࢘

ȗション外来や不妊・不育ݦᧉ相談センǿーを設置していま
す。病院țームペーǸă診療科一ᚁăݦᧉ外来等、をごᚁくだ
さい。不妊・不育ݦᧉ相談センǿーではȡール相談を受˄けて
おり、予約制となる᩿談やᩓᛅ相談はݦ用フǩームからお申し
込ǈいただけます。

なお、水୴日のǈ、直通ᩓᛅ077�548�9083でもご相談
いただけます（ᲳᲴ00〜16Ჴ00）。
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診療科ǦǧȖǵイト

母子診療科ų科長

辻 俊一郎

概要・特色
ᡈ年、ݲ子ݲ産化というᅈ˟情Ѭの٭化をᏑ୎に高ᱫЈ産な

ど妊ۡᐯ៲が๼נ的にஊするリǹクがفьしています。しかし、

その一方でЈ産に対する安全神ᛅがᅈ˟に広く୍ӏし、妊۔・

Ј産に対するࣛᢘ性を൭める妊ۡのニーǺのٶ様化というྵᝋ

が生ơています。

Ɯのようなྵ状をᦷǈ、࢘科では大学病院として各科ݦᧉ医

ࠖらと連携してᆔ々の合́症をஊするハイリǹク妊ۡの妊۔・

分ۖ管理を行うため、高度周産期医療ȁームとして重症疾患を

ஊする母体に対して集中治療部・救急部・麻酔科・外科などの

他科のݦᧉ医ࠖと協力して高度な集学的治療を提供し、県下の

ү機的状ඞの妊産ۡの救命に務めています。

2013年Ხஉより総合周産期母子医療センǿーのᛐ定を受け

ており、2018年ᲮஉにはNICU（新生児集中治療室）をᲭ床

MFICU（母児胎児集中治療室）６床、NICU12נྵ、床しف

床、)CU（回ࣄ治療室）12床をஊし24଺᧓体制で母体੿送

の受け入れはもちǖん、Ј生後からϼ置が࣏要な新生児に対し

ても、胎児診断を行い、小児科、小児外科およƼ形成外科と連

携をとりながらᢘЏな母体・胎児管理からЈ産後の新生児管

理・治療につなげています。

また、2012年より胎児の状७が急速にफ化し、一Цもଔく

児をۖЈする࣏要がある場合に、ྛࠔЏ開のൿ定から児ۖЈま

でを約15分とするឬዬ急ྛࠔЏ開術（ǰレードA）という院内

救急シǹテムをᄩᇌしዬ急ʙ७の胎児救命にނ力しています。

診療内容
Ū妊ۡ健診

Ū妊۔合́症、合́症妊۔の管理

Ūٶ胎妊۔の管理

Ū胎児診断と管理、胎児治療

ŪЈ生Э診断（ឬ᪦ඬǹクリーニンǰ、NT計ย、NI2T、፤水

検査）

Ū遺伝カǦンセリンǰ

Ū胎児ᭌႴˮ外回᠃術（成ы率は2024年4உྵ89%נです）

Ū経᩺脈的患者ᐯࠁ調ራᦒၘ法を用いたԧၘ分ۖ

ŪNT計ยをԃǉ妊۔初期ǹクリーニンǰは妊11۔から13ᡵ

頃にご紹介ください。

Ū下ᚡவˑを฼たした場合、ଏྛࠔࢮЏ開後妊۔の経ᏺ分ۖ

（T1.AC）も行っております。

主な検査・医療設備など
胎児ឬ᪦ඬ検査、NI2T、፤水検査、NT検査等

MFICU6床、NICU12床、)CU12床

.&4（.abor-Delivery-RecoveT[）Ძ室

当院におけるTOLAC許可条件
ὐ母体年ᱫġ40ৗ、$MIᲶ35

ὐଏྛࠔࢮЏ開がᲫ回かつᲫ年ˌ上Эであり、Წ層ጐ合の子ܷ

下部್Џ開子ܷ体部ሂ層までᢋする手術ଏࢮがない。

ὐ子ܷᄊᘷのଏࢮがない。

ὐ胎ˮီࠝや胎児発育不全といった経ᏺ分ۖのᨦ害となる合́

症のないҥ胎

妊۔合́症Ჴ

高ᱫ妊ٶ、۔胎妊۔、重症妊۔फ᧹、Џᡐ්産、

Џᡐଔ産、妊۔高血ן症ͅ፭、Э置胎Ⴔ、፤水ᢅٶ、

፤水ᢅݲ、胎Ⴔ腫瘍、胎児発育不全、

胎児疾患（胎児構ᡯီࠝ、胎児Ꮯ水、胎児ᝢ血等）

合́症妊۔Ჴ

循環器ኒ疾患（心疾患、不整脈、高血ן等）

血液疾患（血小ெถݲ、ϐ生不良性ᝢ血、ႉ血病等）

腎尿ែ疾患（腎不全、ネフローǼ症ͅ፭、༾腎等）

内分泌ˊᜓ疾患（糖尿病、ဍ状腺機能ီࠝ等）

ᐯࠁβ၃性疾患（全៲性ǨリテȞトーȇǹ、৴リンᏢ質৴

体症ͅ፭、シǧーǰレン症ͅ፭、リǦȞȁ等）

呼吸器疾患（ൢ管支մऒ等）

精神疾患（ወ合ڂ調症、៥うつ病、ȑニックᨦ害等）

神経疾患（てんかん、脳動᩺脈ڈ形、脳腫瘍、脳యص等）

特に紹介を受けたい疾患、症例

診療実績（2024年度）

ˑૠ・ૠ͌等手術・検査・治療法等

総分ۖૠ

総Ј生ૠ

۔胎妊ٶ

፤水検査

外回᠃術

胎児ឬ᪦ඬ外来

胎児治療（ȩǸオඬ໲ໍ術、፤水ද入）

子ܷ頸管ጐ጑術

（Џ開率ྛࠔ）Џ開ˑૠྛࠔ

ឬዬ急ྛࠔЏ開術（)TCFeA）

救急੿送受け入れˑૠ（産後ԃ）

Ხ６Ჯ

ᲯᲬᲫ

ᲯᲯ

ᲬᲮ

ᲫᲮ

ᲫᲫᲯ

６

ᲫᲱ

217（46.6Ჟ）

Ჲ

ᲫᲭᲱ

母子診療科

Ū2016年10உより母体血中EGNN�HTGG&NAを用いた無侵襲

的Ј生Э遺伝学的検査（NI2T検査）を行っております。

受検についてのᛇ細は࢘院*2をごӋༀください。 

Ū2007年Წஉより胎児ឬ᪦ඬ外来を開設し、胎児ီࠝのǹ

クリーニンǰや治療相談を行っています。

Ū2017年よりᭌႴˮに対する外回᠃術を開始しました。妊

34ỻ35ᡵでᭌႴˮであった場合にご紹介いただき、妊۔

院にてϼ置を行います。（原Щとして一ජ入࢘36ᡵで۔

院）

地域に対する取り組み、最近の話題など

外来担当医師紹介
氏名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

稲富　絢子
イȊトȟųアȤǳ

я教 周産期
日本産科ۡ人科学 （ᧉ医ݦ˟）
日本周産期・新生児医学 （˟周産期（母体・胎児）ݦᧉ医）

岡田 奈津実
オカȀųȊȄȟ

医員（病院я教） 周産期

小川 智恵美
オǬワųȁǨȟ

医員（病院я教） 周産期 日本産科ۡ人科学 （ᧉ医ݦ˟）

大谷　遼子
オオǿニ リョǦǳ

医員（病院я教） 周産期 日本産科ۡ人科学 （ᧉ医ݦ˟）

大橋　瑞紀
オオハシųȟǺǭ

非ࠝ勤ᜒࠖ（診療） 女性医学 日本産科ۡ人科学 （ᧉ医ݦ˟）

日本産科ۡ人科学 （ᧉ医ݦ˟）

喜多　伸幸
ǭǿųノȖユǭ 教੉

（臨床看護学ᜒࡈ）
周産期、尿ڂᅠ、୼年期 日本産科ۡ人科学 （ᧉ医ݦ˟）

伊藤　祐弥
イトǦųユǦȤ

周産期 日本産科ۡ人科学 （ᧉ医ݦ˟）

左古　寛知
ǵǳųȒロトシ

生殖医学 日本産科ۡ人科学 （ᧉ医ݦ˟）

辻　俊一郎
ȄǸ シȥンイȁロǦ ϱ教੉

母子診療科 科長 周産期、生殖医学

母体保護法指定医ࠖ
日本産科ۡ人科学 （ᧉ医・指導医ݦ˟）
日本周産期新生児医学 （˟周産期（母体・胎児）ݦᧉ医・指導医）
日本遺伝カǦンセリンǰ学 （˟臨床遺伝ݦᧉ医）
日本生殖医学 （˟生殖医療ݦᧉ医）
日本胎児心臓病学 （˟胎児心Ǩǳーᛐᚰ医）
&C VKPEK CGTVKHKECVG

所　伸介
トǳロųシンǹケ я教

母子診療科 и病౐医長
周産期

母体保護法指定医ࠖ
日本産科ۡ人科学 （ᧉ医・指導医ݦ˟）
日本周産期・新生児医学 （˟周産期（母体・胎児）ݦᧉ医・指導医）
日本胎児心臓病学 （˟胎児心Ǩǳーᛐᚰ医）

桂　大輔
カȄȩųȀイǹケ ᜒࠖ（学内）

母子診療科 病౐医長
周産期

母体保護法指定医ࠖ
日本産科ۡ人科学 （ᧉ医・指導医ݦ˟）
日本周産期᳽新生児医学 （˟周産期（母体・胎児）ݦᧉ医・指導医）
日本ឬ᪦ඬ医学 （˟ឬ᪦ඬݦᧉ医）
日本胎児心臓病学 （˟胎児心Ǩǳーᛐᚰ医）
日本産科ۡ人科遺伝診療学˟ᛐ定医（周産期）

高橋　顕雅
ǿカハシ アǭȞǵ ᜒࠖ

母子診療科 教育医長

母体保護法指定医ࠖ
日本産科ۡ人科学 （ᧉ医・指導医ݦ˟）
日本産科ۡ人科内視鏡学 （˟২術ᛐ定医）
日本がん治療ᛐ定医機構（がん治療ᛐ定医）
日本ۡ人科腫瘍学 
�ᧉ医ݦ˟
日本遺伝性腫瘍学 （ᧉ医ݦ˟）
日本遺伝カǦンセリンǰ学 （˟臨床遺伝ݦᧉ医）
日本女性医学 （˟女性ヘルǹケアݦᧉ医）
日本ዼԧ医療学 （˟ᛐ定医）
日本ロボット外科学 （˟4QDQ�&QE 2KNQVᛐ定 ׎内$ኢ）    
日本周産期・新生児医学 （˟周産期（母体・胎児）ݦᧉ医）
CGTVKHKECVG QH FC VKPEK CQPUQNG SWTIGQP（手術支援ロボット FG VKPEK ᛐ定᝻఍）
CGTVKHKECVG QH FUS'（FWPFCOGPVCN UUG QH SWTIKECN 'PGTI[）

石河　顕子
イシǳųアǭǳ

非ࠝ勤ᜒࠖ（診療）
母体保護法指定医ࠖ
日本産科ۡ人科学 （ᧉ医ݦ˟）
日本遺伝カǦンセリンǰ学 （˟臨床遺伝ݦᧉ医）

ۡ人科腫瘍

内視鏡手術

ロボット支援下手術

遺伝性腫瘍

周産期

無心体双胎妊娠に対する経皮的ラジオ波焼灼療法とは？
ų妊ۡさんのおᐃから無心体（心臓や頭部が形成

されていない存נ）へ細い針をХし、高周ඬᩓ්

により血්をഥめる手術です。

胎児胸腔羊水腔シャント術とは？
ųおᐃの中のហちǌんのᏟ腔と፤水腔にȁȥーȖをသ置するƜ

とで、Ꮯにใまった水が持続的に፤水腔の方に්れていくため、

水でן੎されていたᏍがᐔらǈ、心臓の機能がોծします。

胎児輸血とは？
ųǦイルǹज़௨や血液׹不ᢘ合などでおᐃの中のហちǌんがᝢ

血になるƜとがあります。ហちǌんに輸血を行い、ᝢ血をોծ

させます。

医員（病院я教）

医員（病院я教）
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診療科ǦǧȖǵイト

母子診療科ų科長

辻 俊一郎

概要・特色
ᡈ年、ݲ子ݲ産化というᅈ˟情Ѭの٭化をᏑ୎に高ᱫЈ産な

ど妊ۡᐯ៲が๼נ的にஊするリǹクがفьしています。しかし、

その一方でЈ産に対する安全神ᛅがᅈ˟に広く୍ӏし、妊۔・

Ј産に対するࣛᢘ性を൭める妊ۡのニーǺのٶ様化というྵᝋ

が生ơています。

Ɯのようなྵ状をᦷǈ、࢘科では大学病院として各科ݦᧉ医

ࠖらと連携してᆔ々の合́症をஊするハイリǹク妊ۡの妊۔・

分ۖ管理を行うため、高度周産期医療ȁームとして重症疾患を

ஊする母体に対して集中治療部・救急部・麻酔科・外科などの

他科のݦᧉ医ࠖと協力して高度な集学的治療を提供し、県下の

ү機的状ඞの妊産ۡの救命に務めています。

2013年Ხஉより総合周産期母子医療センǿーのᛐ定を受け

ており、2018年ᲮஉにはNICU（新生児集中治療室）をᲭ床

MFICU（母児胎児集中治療室）６床、NICU12נྵ、床しف

床、)CU（回ࣄ治療室）12床をஊし24଺᧓体制で母体੿送

の受け入れはもちǖん、Ј生後からϼ置が࣏要な新生児に対し

ても、胎児診断を行い、小児科、小児外科およƼ形成外科と連

携をとりながらᢘЏな母体・胎児管理からЈ産後の新生児管

理・治療につなげています。

また、2012年より胎児の状७が急速にफ化し、一Цもଔく

児をۖЈする࣏要がある場合に、ྛࠔЏ開のൿ定から児ۖЈま

でを約15分とするឬዬ急ྛࠔЏ開術（ǰレードA）という院内

救急シǹテムをᄩᇌしዬ急ʙ७の胎児救命にނ力しています。

診療内容
Ū妊ۡ健診

Ū妊۔合́症、合́症妊۔の管理

Ūٶ胎妊۔の管理

Ū胎児診断と管理、胎児治療

ŪЈ生Э診断（ឬ᪦ඬǹクリーニンǰ、NT計ย、NI2T、፤水

検査）

Ū遺伝カǦンセリンǰ

Ū胎児ᭌႴˮ外回᠃術（成ы率は2024年4உྵ89%נです）

Ū経᩺脈的患者ᐯࠁ調ራᦒၘ法を用いたԧၘ分ۖ

ŪNT計ยをԃǉ妊۔初期ǹクリーニンǰは妊11۔から13ᡵ

頃にご紹介ください。

Ū下ᚡவˑを฼たした場合、ଏྛࠔࢮЏ開後妊۔の経ᏺ分ۖ

（T1.AC）も行っております。

主な検査・医療設備など
胎児ឬ᪦ඬ検査、NI2T、፤水検査、NT検査等

MFICU6床、NICU12床、)CU12床

.&4（.abor-Delivery-RecoveT[）Ძ室

当院におけるTOLAC許可条件
ὐ母体年ᱫġ40ৗ、$MIᲶ35

ὐଏྛࠔࢮЏ開がᲫ回かつᲫ年ˌ上Эであり、Წ層ጐ合の子ܷ

下部್Џ開子ܷ体部ሂ層までᢋする手術ଏࢮがない。

ὐ子ܷᄊᘷのଏࢮがない。

ὐ胎ˮီࠝや胎児発育不全といった経ᏺ分ۖのᨦ害となる合́

症のないҥ胎

妊۔合́症Ჴ

高ᱫ妊ٶ、۔胎妊۔、重症妊۔फ᧹、Џᡐ්産、

Џᡐଔ産、妊۔高血ן症ͅ፭、Э置胎Ⴔ、፤水ᢅٶ、

፤水ᢅݲ、胎Ⴔ腫瘍、胎児発育不全、

胎児疾患（胎児構ᡯီࠝ、胎児Ꮯ水、胎児ᝢ血等）

合́症妊۔Ჴ

循環器ኒ疾患（心疾患、不整脈、高血ן等）

血液疾患（血小ெถݲ、ϐ生不良性ᝢ血、ႉ血病等）

腎尿ែ疾患（腎不全、ネフローǼ症ͅ፭、༾腎等）

内分泌ˊᜓ疾患（糖尿病、ဍ状腺機能ီࠝ等）

ᐯࠁβ၃性疾患（全៲性ǨリテȞトーȇǹ、৴リンᏢ質৴

体症ͅ፭、シǧーǰレン症ͅ፭、リǦȞȁ等）

呼吸器疾患（ൢ管支մऒ等）

精神疾患（ወ合ڂ調症、៥うつ病、ȑニックᨦ害等）

神経疾患（てんかん、脳動᩺脈ڈ形、脳腫瘍、脳యص等）

特に紹介を受けたい疾患、症例

診療実績（2024年度）

ˑૠ・ૠ͌等手術・検査・治療法等

総分ۖૠ

総Ј生ૠ

۔胎妊ٶ

፤水検査

外回᠃術

胎児ឬ᪦ඬ外来

胎児治療（ȩǸオඬ໲ໍ術、፤水ද入）

子ܷ頸管ጐ጑術

（Џ開率ྛࠔ）Џ開ˑૠྛࠔ

ឬዬ急ྛࠔЏ開術（)TCFeA）

救急੿送受け入れˑૠ（産後ԃ）

Ხ６Ჯ

ᲯᲬᲫ

ᲯᲯ

ᲬᲮ

ᲫᲮ

ᲫᲫᲯ

６

ᲫᲱ

217（46.6Ჟ）

Ჲ

ᲫᲭᲱ

母子診療科

Ū2016年10உより母体血中EGNN�HTGG&NAを用いた無侵襲

的Ј生Э遺伝学的検査（NI2T検査）を行っております。

受検についてのᛇ細は࢘院*2をごӋༀください。 

Ū2007年Წஉより胎児ឬ᪦ඬ外来を開設し、胎児ီࠝのǹ

クリーニンǰや治療相談を行っています。

Ū2017年よりᭌႴˮに対する外回᠃術を開始しました。妊

34ỻ35ᡵでᭌႴˮであった場合にご紹介いただき、妊۔

院にてϼ置を行います。（原Щとして一ජ入࢘36ᡵで۔

院）

地域に対する取り組み、最近の話題など

外来担当医師紹介
氏名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

稲富　絢子
イȊトȟųアȤǳ

я教 周産期
日本産科ۡ人科学 （ᧉ医ݦ˟）
日本周産期・新生児医学 （˟周産期（母体・胎児）ݦᧉ医）

岡田 奈津実
オカȀųȊȄȟ

医員（病院я教） 周産期

小川 智恵美
オǬワųȁǨȟ

医員（病院я教） 周産期 日本産科ۡ人科学 （ᧉ医ݦ˟）

大谷　遼子
オオǿニ リョǦǳ

医員（病院я教） 周産期 日本産科ۡ人科学 （ᧉ医ݦ˟）

大橋　瑞紀
オオハシųȟǺǭ

非ࠝ勤ᜒࠖ（診療） 女性医学 日本産科ۡ人科学 （ᧉ医ݦ˟）

日本産科ۡ人科学 （ᧉ医ݦ˟）

喜多　伸幸
ǭǿųノȖユǭ 教੉

（臨床看護学ᜒࡈ）
周産期、尿ڂᅠ、୼年期 日本産科ۡ人科学 （ᧉ医ݦ˟）

伊藤　祐弥
イトǦųユǦȤ

周産期 日本産科ۡ人科学 （ᧉ医ݦ˟）

左古　寛知
ǵǳųȒロトシ

生殖医学 日本産科ۡ人科学 （ᧉ医ݦ˟）

辻　俊一郎
ȄǸ シȥンイȁロǦ ϱ教੉

母子診療科 科長 周産期、生殖医学

母体保護法指定医ࠖ
日本産科ۡ人科学 （ᧉ医・指導医ݦ˟）
日本周産期新生児医学 （˟周産期（母体・胎児）ݦᧉ医・指導医）
日本遺伝カǦンセリンǰ学 （˟臨床遺伝ݦᧉ医）
日本生殖医学 （˟生殖医療ݦᧉ医）
日本胎児心臓病学 （˟胎児心Ǩǳーᛐᚰ医）
&C VKPEK CGTVKHKECVG

所　伸介
トǳロųシンǹケ я教

母子診療科 и病౐医長
周産期

母体保護法指定医ࠖ
日本産科ۡ人科学 （ᧉ医・指導医ݦ˟）
日本周産期・新生児医学 （˟周産期（母体・胎児）ݦᧉ医・指導医）
日本胎児心臓病学 （˟胎児心Ǩǳーᛐᚰ医）

桂　大輔
カȄȩųȀイǹケ ᜒࠖ（学内）

母子診療科 病౐医長
周産期

母体保護法指定医ࠖ
日本産科ۡ人科学 （ᧉ医・指導医ݦ˟）
日本周産期᳽新生児医学 （˟周産期（母体・胎児）ݦᧉ医・指導医）
日本ឬ᪦ඬ医学 （˟ឬ᪦ඬݦᧉ医）
日本胎児心臓病学 （˟胎児心Ǩǳーᛐᚰ医）
日本産科ۡ人科遺伝診療学˟ᛐ定医（周産期）

高橋　顕雅
ǿカハシ アǭȞǵ ᜒࠖ

母子診療科 教育医長

母体保護法指定医ࠖ
日本産科ۡ人科学 （ᧉ医・指導医ݦ˟）
日本産科ۡ人科内視鏡学 （˟২術ᛐ定医）
日本がん治療ᛐ定医機構（がん治療ᛐ定医）
日本ۡ人科腫瘍学 
�ᧉ医ݦ˟
日本遺伝性腫瘍学 （ᧉ医ݦ˟）
日本遺伝カǦンセリンǰ学 （˟臨床遺伝ݦᧉ医）
日本女性医学 （˟女性ヘルǹケアݦᧉ医）
日本ዼԧ医療学 （˟ᛐ定医）
日本ロボット外科学 （˟4QDQ�&QE 2KNQVᛐ定 ׎内$ኢ）    
日本周産期・新生児医学 （˟周産期（母体・胎児）ݦᧉ医）
CGTVKHKECVG QH FC VKPEK CQPUQNG SWTIGQP（手術支援ロボット FG VKPEK ᛐ定᝻఍）
CGTVKHKECVG QH FUS'（FWPFCOGPVCN UUG QH SWTIKECN 'PGTI[）

石河　顕子
イシǳųアǭǳ

非ࠝ勤ᜒࠖ（診療）
母体保護法指定医ࠖ
日本産科ۡ人科学 （ᧉ医ݦ˟）
日本遺伝カǦンセリンǰ学 （˟臨床遺伝ݦᧉ医）

ۡ人科腫瘍

内視鏡手術

ロボット支援下手術

遺伝性腫瘍

周産期

無心体双胎妊娠に対する経皮的ラジオ波焼灼療法とは？
ų妊ۡさんのおᐃから無心体（心臓や頭部が形成

されていない存נ）へ細い針をХし、高周ඬᩓ්

により血්をഥめる手術です。

胎児胸腔羊水腔シャント術とは？
ųおᐃの中のហちǌんのᏟ腔と፤水腔にȁȥーȖをသ置するƜ

とで、Ꮯにใまった水が持続的に፤水腔の方に්れていくため、

水でן੎されていたᏍがᐔらǈ、心臓の機能がોծします。

胎児輸血とは？
ųǦイルǹज़௨や血液׹不ᢘ合などでおᐃの中のហちǌんがᝢ

血になるƜとがあります。ហちǌんに輸血を行い、ᝢ血をોծ

させます。

医員（病院я教）

医員（病院я教）
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耳鼻咽喉科・頭頸部外科

外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

大脇 成広
オオワキ　シゲヒロ 准教授

耳鼻咽喉科・頭頸部外科

診療科長

音声、頭頸部腫瘍、甲状腺
日本耳鼻咽喉科・頭頸部外科学会（耳鼻咽喉科専門医・補聴器相談医）

日本気管食道科学会（気管食道科専門医）

日本がん治療認定医機構（がん治療認定医）

戸嶋　一郎
トジマ　イȁロウ 講師

耳鼻咽喉科・頭頸部外科

外来医長・教育医長

鼻・副鼻腔疾患、

アレルギー性鼻炎

日本耳鼻咽喉科・頭頸部外科学会（耳鼻咽喉科専門医・補聴器相談医）

日本アレルギー学会（アレルギー専門医・指導医）

日本鼻科学会認定鼻科手術暫定指導医

中山　潤
ナカマ　ジュン

非常勤講師（診療）
難聴・めまい

補聴器、小児難聴、遺伝性難聴

松本　晃治
マツモト　コウジ

助教

耳鼻咽喉科・頭頸部外科

病棟医長

耳鼻咽喉科一般、中耳炎
日本耳鼻咽喉科・頭頸部外科学会（耳鼻咽喉科専門医・補聴器相談医）

日本アレルギー学会（アレルギー専門医）

伊藤　千尋
イトウ　ȁヒロ

非常勤講師（診療） 日本耳鼻咽喉科・頭頸部外科学会（耳鼻咽喉科専門医）

助教
耳鼻咽喉科一般、音声

甲状腺、頭頸部腫瘍
日本耳鼻咽喉科・頭頸部外科学会（耳鼻咽喉科専門医）

医員（専攻医）
耳鼻咽喉科一般

甲状腺・頭頸部腫瘍　嚥下

医員（専攻医）
耳鼻咽喉科一般

嗅覚・味覚　嚥下

医員（専攻医）
耳鼻咽喉科一般、難聴・めまい

補聴器

非常勤講師（診療） 難聴・めまい

駒田　一郎
コマȀ　イȁロウ

非常勤講師（診療） 睡眠呼吸障害

睡眠時無呼吸

医員（専攻医） 耳鼻咽喉科一般、鼻・副鼻腔

非常勤講師（診療）

非常勤講師（診療） 甲状腺・頸部エコー検査

日本耳鼻咽喉科・頭頸部外科学会（耳鼻咽喉科専門医・補聴器相談医・

騒音性難聴担当医）

日本睡眠学会（認定医）

日本耳鼻咽喉科・頭頸部外科学会（耳鼻咽喉科専門医・補聴器相談医）

日本人類遺伝学会（臨床遺伝専門医）

日本めまい平衡医学会（めまい相談医）

日本気管食道科学会（気管食道科専門医）

日本耳鼻咽喉科・頭頸部外科学会（耳鼻咽喉科専門医・補聴器相談医）

日本めまい平衡医学会（めまい相談医）

日本耳鼻咽喉科・頭頸部外科学会（耳鼻咽喉科専門医・補聴器相談医）

須藤　智之
スドウ　トモユキ

川北　憲人
カワキǿ　ケント

久保　良仁
クボ　ヨシヒト

西口　達治
ニシグȁ　ǿツジ

山崎　開
ヤマザキ　カイ

医員（専攻医）
耳鼻咽喉科一般　睡眠時無呼吸

嚥下池田　智紀
イケȀ　トモノリ

樋上　雅子
ヒノウエ　マサコ

安岡 公美子
ヤスオカ　クミコ

駒田　佳子
コマȀ　ケイコ

難聴・めまい

日本耳鼻咽喉科・頭頸部外科学会（耳鼻咽喉科専門医）

日本耳鼻咽喉科・頭頸部外科学会（耳鼻咽喉科専門医）

日本耳鼻咽喉科・頭頸部外科学会（耳鼻咽喉科専門医）

日本耳鼻咽喉科・頭頸部外科学会（耳鼻咽喉科専門医）

日本耳鼻咽喉科・頭頸部外科学会（耳鼻咽喉科専門医）

診療科ウェブサイト

概要・特色

診療内容

当院は滋賀県の産婦人科医療の最後の砦を担う基幹病院で
あることをスǿッフ全員が肝に銘じ、女性に関する幅広い疾
患、疾病に関して、いつでもどこからでも積極的に受け入れ
る体制を整えています。

スǿッフは各々、婦人科腫瘍・不妊症・内視鏡・骨盤臓器
脱・尿失禁・更年期・思春期・月経不順・アスリートの無月
経などの専門性を磨き、特に、進行悪性腫瘍、難治性不妊症
やがんと診断された方の妊孕性温存療法などに対しては、大
学病院としての総合力を結集して対応いたします。

もちろん、重大な疾患の患者さんだけでなく、子宮筋腫や
腟炎などのよくみられる疾患や、さらには子宮がん検診や子
宮頸がんワクȁン接種、接種後の疼痛などもご相談ください。

【婦人科悪性腫瘍】
センȁネルリンパ節生検－『必要なところだけ』を見極める新
しいがん手術－

子宮体癌・子宮頸癌・卵巣癌を中心に、婦人科悪性腫瘍の診
断・治療を専門的に行っています。特に近年注目されているセ
ンȁネルリンパ節生検を積極的に導入し、患者さんの負担を最
小限に抑えながら、より正確な進行期診断と治療方針の決定を
目指しています。センȁネルリンパ節生検は、腫瘍が最初に転
移する可能性の高いリンパ節（センȁネルリンパ節）を同定・
摘出することで、広範なリンパ節郭清を回避しつつ、がんの転
移状況を的確に評価できる技術です。当院では、蛍光色素
（ICG）や放射性同位元素（RI）を用いたハイブリッド法によ
り、子宮がんにおけるセンȁネルリンパ節の高精度な検出を実
現しています。この手法は、手術の安全性を高めるとともに、
術後合併症（リンパ浮腫など）のリスク軽減にもつながり、患
者さんのQOL（生活の質）向上に大きく貢献しています。また、
ロボット支援手術や腹腔鏡手術と組み合わせることで、より低
侵襲で洗練された治療を提供しています。一方で、センȁネル
リンパ節生検の適応とならない方々には、神経温存手術やリン
パマッサージ指導など、術後後遺症の予防も行っています。進
行や再発子宮頸がんに対しては放射線療法、化学放射線同時療
法を施行しています。また患者さんそれぞれに最適な治療（個
別化治療）を提供するため癌の遺伝子検査や癌パネル検査も積
極的に行っています。

【婦人科良性腫瘍】
子宮筋腫や卵巣嚢腫など良性の婦人科腫瘍に対しては腹腔鏡

下手術、ロボット支援下手術などの低侵襲手術を取り入れてい
ます。また2021年からは、症例を選んで全く腹部に傷ができ
ない経腟的腹腔鏡手術（v-NOTE)も導入しました。

【不妊治療】
ǿイミング法や人工授精による一般不妊治療と、体外受精な

どの生殖補助医療および、妊娠率の向上を目指した手術療法も
積極的に行っています。生殖補助医療では、「胚による子宮内
膜着床能への影響」は当科の長年の研究テーマであり、そこか
らSEET法（子宮内膜刺激法）といった新しい治療法が誕生し、
医学の発展に大きく寄与してきました。その他、着床障害を誘
発する慢性子宮内膜炎に対する着床能改善や、卵巣予備能低下
に対する卵胞発育・卵質改善などに積極的に取り組んでいます。
また、不妊症の原因となる子宮内膜症や子宮筋腫に対する腹腔
鏡下手術、着床不全の原因となる粘膜下子宮筋腫や子宮内膜ポ
リープに対する子宮鏡下手術、卵管閉塞に対する卵管鏡手術な
ど、適応がある患者さんには、内視鏡手術を一般不妊治療や生
殖補助医療に組み合わせることで、より高い妊娠率が期待でき
ます。また、生殖補助医療と先進医療とを組み合わせた治療を
選択することも可能です。

女性診療科　科長

辻 俊一郎

【妊孕性温存療法】
がんなどに対する手術療法や抗がん剤治療、放射線治療に

よって、妊娠するための能力（妊孕能）が低下・廃絶すること
があります。妊娠可能な年齢やそれよりも若い患者さんでは、
妊孕能を温存するために、治療開始前または治療中にそれぞれ
の背景に応じ胚（受精卵）凍結・卵子凍結・精子凍結・卵巣組
織の凍結保存を行っています。凍結保存を行うことで、原疾患
の治療後に妊娠する可能性が残せます。特に卵巣組織凍結保存
を当院では2013年1月から開始し、日本でトップクラスの実
績（50例以上）があります。

【粘膜下子宮筋腫】
粘膜下子宮筋腫に対する子宮鏡下手術、子宮内膜症や子宮外

妊娠などに対する腹腔鏡下手術、卵管閉塞に対する卵管鏡下手
術に取り組み、入院期間の短縮や手術創の縮小に努めています。

【子宮内膜症・子宮腺筋症】
月経にまつわる強い症状や不妊・不育などお悩みの多い子宮

内膜症・子宮腺筋症に対して、2011年４月より子宮内膜症外
来を開設し、ご相談に応じています。

【骨盤臓器脱】
高齢化とともに、悩みをかかえる患者さんの増えている分野

です。初期の方には生活指導を含む保存的管理、進んだ症状の
方には腹腔鏡下／ロボット支援下仙骨膣固定術や腟式子宮全摘
を含む骨盤臓器支持組織の補強を行う手術を行っています。産
婦人科以外の診療科と共同して、合併症（いわゆる持病）のあ
る方の手術にも対応します。

【思春期・アスリート】
思春期以降女子、特に女性スポーツ選手の中には月経不順、

無月経が多くみられます。無月経は、利用可能エネルギーの
不足が一因であることが多く、無月経を経過して骨量の低下、
骨粗鬆症につながっていきます。当院では専門外来にてホル
モン検査や骨塩定量を行いながら、競技生活にあわせて月経
をコントロールしてスポーツのパフォーマンスをあげること
を応援しています。また月経困難症、月経前症候群で生活や
競技が妨げられている場合のご相談にも応じています。

地域に対する取り組み、最近の話題など

診療実績（2024年度）

件数手術・検査・治療法等

104

329

79

40.5

開腹手術

腹腔鏡下手術（含ロボット手術）

腟式手術（含子宮鏡下手術）

凍結胚盤胞移植あたりの妊娠（％）

【専門外来と相談窓口】
当科では、妊娠と薬外来のほか滋賀県と連携してプレコンセ

プション外来や不妊・不育専門相談センǿーを設置していま
す。病院ホームページ→診療科一覧→専門外来等、をご覧くだ
さい。不妊・不育専門相談センǿーではメール相談を受付けて
おり、予約制となる面談や電話相談は専用フォームからお申し
込みいただけます。

なお、月曜日・水曜日・金曜日は、直通電話077-548-9083
でもご相談いただけます（９：00〜16：00）。
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女性診療科

外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

辻　俊一郎
ツジ シュンイȁロウ 准教授

女性診療科 副科長
ԗ産஖、生഻医学

൐体保ᜱ法指定医師

日本産科ۡ人科学会（専門医・指導医）

日本ԗ産஖新生児医学会（ԗ産஖（൐体・Ꮢ児）専門医・指導医）

日本生഻医学会（生഻医療専門医）

日本ᢡˡカウンǻリンǰ学会（臨床ᢡˡ専門医）

FC�VKPEK SWTIKECN S[UVGO（:K, SK）EGTVKHKECVG

天野　創
アマノ　ツクル 講師

女性診療科 病棟医長

ۡ人科腫瘍

ロボット支援下手術

ᢡˡ性腫瘍

日本産科ۡ人科学会（専門医・指導医）

日本ۡ人科腫瘍学会（専門医・指導医）

日本ۡ人科ロボット手術学会（プロクǿー）

日本がん治療認定医機構（がん治療認定医）

JKPoVoTK EGTVKHKECVG

田中　佑治
ǿナカ　ユウジ

特任助教
ۡ人科腫瘍

内視鏡手術

竹林　明枝
ǿケバヤシ　アキエ

᩼常Ѯ講師（診療） 生഻医学

出口　真理
ȇǰȁ　マリ

助教 産ۡ人科
日本産科ۡ人科学会（専門医）

日本がん治療認定医機構（がん治療認定医）

中村　暁子
ナカムラ　アキコ

特任助教 産ۡ人科
日本産科ۡ人科学会（専門医）

日本産科ۡ人科内視鏡学会（技術認定医）

山中　弘之
ヤマナカ　ヒロユキ

助教 産ۡ人科
日本産科ۡ人科学会（専門医）

FC�VKPEK SWTIKECN S[UVGO（:K, SK）EGTVKHKECVG

松田　淑恵
マツȀ　ヨシエ

医員（病院助教） 産ۡ人科 日本産科ۡ人科学会（専門医）

賀勢　諒
カǻイ　リョウ

医員（病院助教） 産ۡ人科 日本産科ۡ人科学会（専門医）

村頭　温
ȟラカȟ　アツシ

医員（病院助教） ۡ人科腫瘍
日本産科ۡ人科学会（専門医）

日本ۡ人科腫瘍学会（専門医）

日本がん治療認定医機構（がん治療認定医）

平田 貴美子
ヒラǿ　キȟコ

᩼常Ѯ講師（診療） 生഻医学
日本産科ۡ人科学会（専門医）

日本生഻医学会（生഻医療専門医）

花田　哲郎
ȏナȀ　テツロウ

助教 生഻医学

൐体保ᜱ法指定医師

日本産科ۡ人科学会（専門医・指導医）

日本女性医学学会（女性Șルスケア専門医）

日本がん・生഻医療学会（がん・生഻医療ナȓゲーǿー）

日本生഻医学会（生഻医療専門医）

難病指定医

米岡　完
ヨȍオカ　ユǿカ

特任助教 ۡ人科腫瘍

日本専門医機構産ۡ人科専門医Ჩ日本産科ۡ人科学会（指導医）

日本ۡ人科腫瘍学会（専門医）

日本がん治療認定医機構（がん治療認定医）

FC�VKPEK SWTIKECN S[UVGO（:K, SK）EGTVKHKECVG�JKPoVoTK EGTVKHKECVG

信田　侑里
ノブǿ　ユリ

特任助教 ۡ人科
日本専門医機構産ۡ人科専門医Ჩ日本産科ۡ人科学会（指導医）

日本産科ۡ人科内視鏡学会（腹腔鏡技術認定医）

JKPoVoTK EGTVKHKECVG

日本専門医機構産ۡ人科専門医Ჩ日本産科ۡ人科学会（指導医）

日本ۡ人科腫瘍学会（専門医）

日本がん治療認定医機構（がん治療認定医）

日本臨床ኬᏘ学会（ኬᏘ診専門医）

日本産科ۡ人科内視鏡学会（腹腔鏡技術認定医）

日本内視鏡外科学会（技術認定医）

日本ᢡˡ性腫瘍学会（専門医）

FC�VKPEK SWTIKECN S[UVGO（:K, SK）EGTVKHKECVG�JKPoVoTK EGTVKHKECVG

൐体保ᜱ法指定医師 � 日本産科ۡ人科学会（専門医・指導医）

日本生഻医学会（生഻医療専門医）

日本がん治療認定医機構（がん治療認定医）

日本がん・生഻医療学会（୤定がん生഻医療ナȓゲーǿー）

診療科ウェブサイト

概要・特色

ა科　科長

澤 田  修

人は外မからのऴإの約80Ჟをžᙸるſことからࢽていま

す。高いQWCNiV[oHViUioPのોծ・ዜਤをᡫじて、高いQWaNi-

V[oHLiHG（QOL）を提供することがა科の使命です。ႉ内障

などの一般診療を高い水準で提供することに加えて、大学病

院の使命として重症ა疾患・難治性ა疾患の治療にも重ໜを

おき、患者さんに݃りชい、不安を取り除く医療をႸ指してい

ます。

診療内容
一般外来は紹介またはʖ約患者さんをΟ先に診ݑしていま

す。

長஖にǘたり治療が࣏要な疾患や、専門性の高い治療を要す

る疾患を対象とした専門外来を開ᚨしており、ዡᐏᄏ子体、ዯ

内障、ࢊ視૲視、ა໒症、ᅕ経ა科、色ᙾ異常についてはƦれ

Ƨれ専門医師が担当し、最先ᇢの診療を行なっています。重症

ა疾患の診療をΪ実させるためにも、病診ᡲઃを重視し、近ᨩ

の病院や診療所とのᡲઃをさらにࢍめていきます。

【網膜硝子体外来】
ዡᐏеᩉ、ኄ尿病ዡᐏ症、᰾૮ό܉、᰾૮上ᐏなどを中心

に、経᬴ᝅ݈な術者が手術を行っています。

加齢᰾૮٭性、ኄ尿病᰾૮ූ腫、ዡᐏ静脈᧍ص症にˤう᰾૮

ූ腫、近視性脈ዂᐏ新生ᘉ管などのዡᐏ疾患に対しては、抗

VE)(療法などの薬物治療を行っています。

【斜視・弱視外来】
外૲視や内૲視、外ა筋᰺ၡによる૲視を診ています。小

児・成人をբǘƣ多くの૲視手術を行っています。

また、小児を対象としたࢊ視の検査や治療も行っています。

【緑内障外来】
ໜა薬、内஌薬によるა圧コントロール不ᑣの方や、視᣼障

害のᡶ行する方には、経᬴ᝅ݈な術者がレーǶー手術をԃǉ多

数の手術を積極的に行っています。

【ロービジョン外来】
低視щの方に対して、ਘ大鏡やᢚήა鏡のϼ方、ਘ大ᛠ୿

器、୿᫏ᛠみ上ƛ器などの紹介を行っています。

【色覚外来】
先天色ᙾ異常の診断、ᆉ度分᫏を行っています。色ᙾの特性

を৭੮し、社会生活で不Мが生じないように対ሊを立てるよう

にしています。ᢡˡ子のբ᫆にも取り組んでいます。

特に紹介を受けたい疾患、症例
【網膜硝子体】

加齢᰾૮٭性、ዡᐏ静脈᧍ص症、᰾૮ό܉、᰾૮上ᐏ、ኄ尿

病ዡᐏ症、ዡᐏеᩉ、᰾૮ό܉ዡᐏеᩉ

【眼炎症】
ƿどうᐏ໒一般

【緑内障】
開放ᨘᚌዯ内障、᧍ᨘصᚌዯ内障、ステロイドዯ内障

【弱視・斜視】
૲視一般、࣯性内૲視、ʐ児内૲視、ࢊ視

【神経眼科】
視ᅕ経໒、ᖎᘉ性視ᅕ経症、ဍ状腺ა症

【色覚異常】
先天色ᙾ異常、後天色ᙾ異常

᫋ࣇ鏡ဒ΂をカメラで取りᡂみ、ȇジǿル化して３Dの信

ӭをモニǿーにପし出します。術者は３Dのა鏡をᘺ用して

手術を行います。ဒ΂をȇジǿルϼྸすることで、ༀଢのή

᣽を低くしてもᚇݑがӧ能になるため、ࢼ来の᫋ࣇ鏡下での

手術に対し、低侵襲な手術がӧ能になります。

最先端の治療

件数・数値等手術・検査・治療法等

診療実績（2024年度）

【Heads Up Surgery】

ዡᐏᄏ子体手術

ႉ内障手術

ዯ内障手術

૲視ა筋手術

Ʀの他の手術

ᄏ子体内ද射

339

1,�44

217

56

2

2,�4�
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概要・特色

泌尿器科　科長

影 山  進

超高齢社会を迎え、泌尿器科疾患に罹患する患者さんも増

加し、泌尿器科の存在意義が益々重要となってきています。

当科は、県内唯一の大学病院の泌尿器科として、より高度な

医療を患者さんに提供することを使命としております。特に 

2013年から導入したロボット支援腹腔鏡下手術においては

泌尿器科領域の保険適応術式のほぼ全てを行っており、技術

水準も年々上がっていると自負しております。2022年から

は国産手術支援ロボットであるヒノトリも導入し、Ȁヴィン

ȁとの2台体制で手術を行っております。小児領域診療は当科

の特色の一つであり、尿道下裂手術や気膀胱手術などの高難

度術式を実施しております。女性泌尿器診療では骨盤臓器

脱・腹圧性尿失禁のメッシュ手術・ロボット手術を数多く手

がけております。また、2024年より慢性腎不全に対する腎

移植手術も開始しております。抗がん薬物治療では、近年

次々と開発されている免疫療法薬や分子標的薬などをいち早

く導入し、最新の治療を提供できる体制にしております。

診療内容
【ロボット支援手術（ダヴィンチ、ヒノトリ）】

前立腺全摘術、腎部分切除術、腎全摘術、腎尿管全摘術、膀 

胱全摘術、腎盂形成術、仙骨膣固定術

【小児腹腔鏡手術】
腎盂形成術、腎摘除術、停留

精巣手術、内視鏡下（気膀胱

下）尿管膀胱新吻合術

【人工尿道括約筋手術】
前立腺手術後の男性尿失禁に

対する人工尿道括約筋

（AMS800）手術

【光力学診断を用いた経尿道的膀胱腫瘍切除術】
他にも一般的な腹腔鏡手術、開放手術、経尿道手術、結石治

療、小児手術なども行っています。

特に紹介を受けたい疾患、症例
腎腫瘍外来

担当医：吉田　月曜午後

対　象：腎癌に対する手術治療（腹腔鏡手術、ロボット手術

など）、分子標的薬、免疫ȁェックポイント阻害薬

治療

前立腺腫瘍
担当医：和田　月曜午前

対　象：局所前立腺癌に対する手術治療（放射線治療、ロ

ボット手術など）、転移性前立腺癌に対するホルモ

ン治療、去勢抵抗性前立腺癌に対する新規ホルモン

剤やコンパニオン診断を用いたPARP阻害薬治療

小児外来
担当医：上仁　月曜、火曜　小林　木曜

対　象：先天性水腎症、停留精巣、尿道下裂、膀胱尿管逆流

症をはじめとする尿路性器異常や夜尿症の診断・治

療

小線源外来
担当医：和田　木曜午後

対　象：前立腺癌に対する小線源治療

膀胱腫瘍外来
担当医：影山　水曜

対　象：膀胱がんなどの尿路上皮癌に対する手術治療（経尿

道手術、ロボット手術など）や化学療法、免疫

ȁェックポイント阻害薬治療

神経因性膀胱外来
担当医：窪田　木曜午後

対　象：排尿障害をきたす疾患に対する各種治療（薬物治

療、前立腺肥大症手術、術後高度尿失禁手術、難治

性過活動膀胱に対するボツリヌス治療）

女性泌尿器外来
担当医：窪田　金曜午後

対　象：骨盤臓器脱（性器脱）、腹圧性尿失禁に対するロ

ボット支援仙骨膣固定術およびポリプロピレン性

テープを用いた手術療法（TOT手術）

腎移植外来
担当医：山中  水曜午後

対　象：慢性腎不全（生体腎移植もしくは献腎移植登録）

不妊外来
担当医：永澤  第２、第４木曜午後

対　象：男性不妊、精液検査、精索静脈瘤、精巣内精子採取

診療実績（2024年度）

件数・数値等手術・検査・治療法等

ロボット支援腎部分切除術

ロボット支援腎盂形成術

ロボット支援膀胱全摘除術

ロボット支援前立腺全摘除術

ロボット支援仙骨膣固定術

腹腔鏡下腎（尿管）副腎手術

経尿道的膀胱腫瘍切除術

尿失禁手術（TOT）

前立腺癌に対する密封小線源療法

経尿道的前立腺核出術、切除術（HoLEP,TURP）

前立腺肥大症低侵襲手術（WAVE,PUL）

停留精巣手術

尿道下裂形成術

気膀胱下逆流防止術

生体腎移植

４０

８

２１

１９

１５

２９

７９

１１

３０

１４

１３

４５

２８

５

２

泌尿器科

外来担当医師紹介
氏名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

助教

泌尿器科 副病棟医長
排尿障害、女性泌尿器

日本泌尿器科学会（泌尿器科専門医・泌尿器科指導医）

日本泌尿器内視鏡・ロボティクス学会（泌尿器腹腔鏡技術認定医）

日本泌尿器内視鏡・ロボティクス学会（泌尿器ロボット支援手術プロクǿー）

日本がん治療認定医機構（がん治療認定医）

日本排尿機能学会（専門医）

井上 健太郎
イノウエ ケンǿロウ

助教 泌尿器一般、腎移植

奥村　勇太
オクムラ　ユウǿ

医員（病院助教） 泌尿器一般、男性不妊症

菊井　亮輔
キクイ  リョウスケ

医員（病院助教）
泌尿器一般、排尿障害

女性泌尿器

上仁　数義
ジョウニン カズヨシ 准教授

泌尿器科 副科長

小児泌尿器科、小児腹腔鏡

下手術、夜尿症、漢方医学

日本泌尿器科学会（泌尿器科専門医・泌尿器科指導医）

日本がん治療認定医機構（がん治療認定医）

日本小児泌尿器科学会（認定医）

日本東洋医学会（漢方専門医・指導医）

永澤　誠之
ナガサワ マサユキ 助教

泌尿器科 病棟医長

ロボット手術、腹腔鏡下手

術、男性不妊症、膀胱癌

日本泌尿器科学会（泌尿器科専門医・泌尿器科指導医）

日本泌尿器内視鏡・ロボティクス学会（泌尿器腹腔鏡技術認定医）

日本泌尿器内視鏡・ロボティクス学会（泌尿器ロボット支援手術プロクǿー）

日本がん治療認定医機構（がん治療認定医）

影山　進
カゲヤマ　ススム 教授

泌尿器科 科長

ロボット手術、腹腔鏡下手

術、膀胱癌、前立腺癌

日本泌尿器科学会（泌尿器科専門医・泌尿器科指導医）

日本泌尿器内視鏡・ロボティクス学会（泌尿器腹腔鏡技術認定医）

日本泌尿器内視鏡・ロボティクス学会（泌尿器ロボット支援手術プロクǿー）

日本がん治療認定医機構（がん治療認定医）

日本性感染症学会（認定医）

日本泌尿器科学会（泌尿器科専門医・泌尿器科指導医）

日本泌尿器内視鏡・ロボティクス学会（泌尿器腹腔鏡技術認定医）

日本泌尿器内視鏡・ロボティクス学会（泌尿器ロボット支援手術プロクǿー）

日本がん治療認定医機構（がん治療認定医）

ご紹介いただいた患者さんの状態が安定している場合は積

極的に紹介元の先生に逆紹介させていただくようにしていま

す。最近では腎移植手術を開始し、また患者さんの負担軽減

地域に対する取り組み、最近の話題など
のため前立腺肥大症に対する低侵襲手術を導入しました。新

たな取り組みや手術治療について発信することで多くの患者さ

んが恩恵を受けられるよう心掛けています。

日本泌尿器科学会（泌尿器科専門医・泌尿器科指導医）

日本泌尿器内視鏡・ロボティクス学会（泌尿器腹腔鏡技術認定医）

日本泌尿器内視鏡・ロボティクス学会（泌尿器ロボット支援手術プロクǿー）

日本がん治療認定医機構（がん治療認定医）

窪田　成寿
クボǿ　シゲヒサ

医員（病院助教）
ロボット手術

泌尿器一般

日本泌尿器科学会（泌尿器科専門医・泌尿器科指導医）

日本泌尿器内視鏡・ロボティクス学会（泌尿器ロボット支援手術プロクǿー）

日本がん治療認定医機構（がん治療認定医）西田　将成
ニシȀ　マサナリ

特任准教授

泌尿器科

小児泌尿器科、小児腹腔鏡

下手術

日本泌尿器科学会（泌尿器科専門医・泌尿器科指導医）

日本小児泌尿科学会（認定医）小林　憲市
コバヤシ　ケンイȁ

吉田　哲也
ヨシȀ　テツヤ 講師

泌尿器科 副医局長

ロボット手術、腹腔鏡下手

術、腎癌

日本泌尿器科学会（泌尿器科専門医・泌尿器科指導医）

日本泌尿器内視鏡・ロボティクス学会（泌尿器腹腔鏡技術認定医）

日本がん治療認定医機構（がん治療認定医）

日本移植学会（認定医）

日本臨床腎移植学会（認定医）

ICD制度協議会（インフェクションコントロールドクǿー）

日本化学療法学会（抗菌薬化学療法認定医）

山中　和明
ヤマナカ カズアキ 講師

泌尿器科 外来医長

腎移植、腹腔鏡下手術、感

染症

和田　晃典
ワȀ　アキノリ 講師（学内）

泌尿器科 医局長

ロボット手術、腹腔鏡下手

術、前立腺癌、小線源治療
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概要・特色

泌尿器科　科長

影 山  進

超高齢社会を迎え、泌尿器科疾患に罹患する患者さんも増

加し、泌尿器科の存在意義が益々重要となってきています。

当科は、県内唯一の大学病院の泌尿器科として、より高度な

医療を患者さんに提供することを使命としております。特に 

2013年から導入したロボット支援腹腔鏡下手術においては

泌尿器科領域の保険適応術式のほぼ全てを行っており、技術

水準も年々上がっていると自負しております。2022年から

は国産手術支援ロボットであるヒノトリも導入し、Ȁヴィン

ȁとの2台体制で手術を行っております。小児領域診療は当科

の特色の一つであり、尿道下裂手術や気膀胱手術などの高難

度術式を実施しております。女性泌尿器診療では骨盤臓器

脱・腹圧性尿失禁のメッシュ手術・ロボット手術を数多く手

がけております。また、2024年より慢性腎不全に対する腎

移植手術も開始しております。抗がん薬物治療では、近年

次々と開発されている免疫療法薬や分子標的薬などをいち早

く導入し、最新の治療を提供できる体制にしております。

診療内容
【ロボット支援手術（ダヴィンチ、ヒノトリ）】

前立腺全摘術、腎部分切除術、腎全摘術、腎尿管全摘術、膀 

胱全摘術、腎盂形成術、仙骨膣固定術

【小児腹腔鏡手術】
腎盂形成術、腎摘除術、停留

精巣手術、内視鏡下（気膀胱

下）尿管膀胱新吻合術

【人工尿道括約筋手術】
前立腺手術後の男性尿失禁に

対する人工尿道括約筋

（AMS800）手術

【光力学診断を用いた経尿道的膀胱腫瘍切除術】
他にも一般的な腹腔鏡手術、開放手術、経尿道手術、結石治

療、小児手術なども行っています。

特に紹介を受けたい疾患、症例
腎腫瘍外来

担当医：吉田　月曜午後

対　象：腎癌に対する手術治療（腹腔鏡手術、ロボット手術

など）、分子標的薬、免疫ȁェックポイント阻害薬

治療

前立腺腫瘍
担当医：和田　月曜午前

対　象：局所前立腺癌に対する手術治療（放射線治療、ロ

ボット手術など）、転移性前立腺癌に対するホルモ

ン治療、去勢抵抗性前立腺癌に対する新規ホルモン

剤やコンパニオン診断を用いたPARP阻害薬治療

小児外来
担当医：上仁　月曜、火曜　小林　木曜

対　象：先天性水腎症、停留精巣、尿道下裂、膀胱尿管逆流

症をはじめとする尿路性器異常や夜尿症の診断・治

療

小線源外来
担当医：和田　木曜午後

対　象：前立腺癌に対する小線源治療

膀胱腫瘍外来
担当医：影山　水曜

対　象：膀胱がんなどの尿路上皮癌に対する手術治療（経尿

道手術、ロボット手術など）や化学療法、免疫

ȁェックポイント阻害薬治療

神経因性膀胱外来
担当医：窪田　木曜午後

対　象：排尿障害をきたす疾患に対する各種治療（薬物治

療、前立腺肥大症手術、術後高度尿失禁手術、難治

性過活動膀胱に対するボツリヌス治療）

女性泌尿器外来
担当医：窪田　金曜午後

対　象：骨盤臓器脱（性器脱）、腹圧性尿失禁に対するロ

ボット支援仙骨膣固定術およびポリプロピレン性

テープを用いた手術療法（TOT手術）

腎移植外来
担当医：山中  水曜午後

対　象：慢性腎不全（生体腎移植もしくは献腎移植登録）

不妊外来
担当医：永澤  第２、第４木曜午後

対　象：男性不妊、精液検査、精索静脈瘤、精巣内精子採取

診療実績（2024年度）

件数・数値等手術・検査・治療法等

ロボット支援腎部分切除術

ロボット支援腎盂形成術

ロボット支援膀胱全摘除術

ロボット支援前立腺全摘除術

ロボット支援仙骨膣固定術

腹腔鏡下腎（尿管）副腎手術

経尿道的膀胱腫瘍切除術

尿失禁手術（TOT）

前立腺癌に対する密封小線源療法

経尿道的前立腺核出術、切除術（HoLEP,TURP）

前立腺肥大症低侵襲手術（WAVE,PUL）

停留精巣手術

尿道下裂形成術

気膀胱下逆流防止術

生体腎移植

４０

８

２１

１９

１５

２９

７９

１１

３０

１４

１３

４５

２８

５
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泌尿器科

外来担当医師紹介
氏名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

助教

泌尿器科 副病棟医長
排尿障害、女性泌尿器

日本泌尿器科学会（泌尿器科専門医・泌尿器科指導医）

日本泌尿器内視鏡・ロボティクス学会（泌尿器腹腔鏡技術認定医）

日本泌尿器内視鏡・ロボティクス学会（泌尿器ロボット支援手術プロクǿー）

日本がん治療認定医機構（がん治療認定医）

日本排尿機能学会（専門医）

井上 健太郎
イノウエ ケンǿロウ

助教 泌尿器一般、腎移植

奥村　勇太
オクムラ　ユウǿ

医員（病院助教） 泌尿器一般、男性不妊症

菊井　亮輔
キクイ  リョウスケ

医員（病院助教）
泌尿器一般、排尿障害

女性泌尿器

上仁　数義
ジョウニン カズヨシ 准教授

泌尿器科 副科長

小児泌尿器科、小児腹腔鏡

下手術、夜尿症、漢方医学

日本泌尿器科学会（泌尿器科専門医・泌尿器科指導医）

日本泌尿器内視鏡・ロボティクス学会（泌尿器腹腔鏡技術認定医）

日本がん治療認定医機構（がん治療認定医）

日本小児泌尿器科学会（認定医）

日本東洋医学会（漢方専門医・指導医）

永澤　誠之
ナガサワ マサユキ 助教

泌尿器科 病棟医長

ロボット手術、腹腔鏡下手

術、男性不妊症、膀胱癌

日本泌尿器科学会（泌尿器科専門医・泌尿器科指導医）

日本泌尿器内視鏡・ロボティクス学会（泌尿器腹腔鏡技術認定医）

日本泌尿器内視鏡・ロボティクス学会（泌尿器ロボット支援手術プロクǿー）

日本がん治療認定医機構（がん治療認定医）

影山　進
カゲヤマ　ススム 教授

泌尿器科 科長

ロボット手術、腹腔鏡下手

術、膀胱癌、前立腺癌

日本泌尿器科学会（泌尿器科専門医・泌尿器科指導医）

日本泌尿器内視鏡・ロボティクス学会（泌尿器腹腔鏡技術認定医）

日本泌尿器内視鏡・ロボティクス学会（泌尿器ロボット支援手術プロクǿー）

日本がん治療認定医機構（がん治療認定医）

日本性感染症学会（認定医）

日本泌尿器科学会（泌尿器科専門医・泌尿器科指導医）

日本泌尿器内視鏡・ロボティクス学会（泌尿器腹腔鏡技術認定医）

日本泌尿器内視鏡・ロボティクス学会（泌尿器ロボット支援手術プロクǿー）

日本がん治療認定医機構（がん治療認定医）

ご紹介いただいた患者さんの状態が安定している場合は積

極的に紹介元の先生に逆紹介させていただくようにしていま

す。最近では腎移植手術を開始し、また患者さんの負担軽減

地域に対する取り組み、最近の話題など
のため前立腺肥大症に対する低侵襲手術を導入しました。新

たな取り組みや手術治療について発信することで多くの患者さ

んが恩恵を受けられるよう心掛けています。

日本泌尿器科学会（泌尿器科専門医・泌尿器科指導医）

日本泌尿器内視鏡・ロボティクス学会（泌尿器腹腔鏡技術認定医）

日本泌尿器内視鏡・ロボティクス学会（泌尿器ロボット支援手術プロクǿー）

日本がん治療認定医機構（がん治療認定医）

窪田　成寿
クボǿ　シゲヒサ

医員（病院助教）
ロボット手術

泌尿器一般

日本泌尿器科学会（泌尿器科専門医・泌尿器科指導医）

日本泌尿器内視鏡・ロボティクス学会（泌尿器ロボット支援手術プロクǿー）

日本がん治療認定医機構（がん治療認定医）西田　将成
ニシȀ　マサナリ

特任准教授

泌尿器科

小児泌尿器科、小児腹腔鏡

下手術

日本泌尿器科学会（泌尿器科専門医・泌尿器科指導医）

日本小児泌尿科学会（認定医）小林　憲市
コバヤシ　ケンイȁ

吉田　哲也
ヨシȀ　テツヤ 講師

泌尿器科 副医局長

ロボット手術、腹腔鏡下手

術、腎癌

日本泌尿器科学会（泌尿器科専門医・泌尿器科指導医）

日本泌尿器内視鏡・ロボティクス学会（泌尿器腹腔鏡技術認定医）

日本がん治療認定医機構（がん治療認定医）

日本移植学会（認定医）

日本臨床腎移植学会（認定医）

ICD制度協議会（インフェクションコントロールドクǿー）

日本化学療法学会（抗菌薬化学療法認定医）

山中　和明
ヤマナカ カズアキ 講師

泌尿器科 外来医長

腎移植、腹腔鏡下手術、感

染症

和田　晃典
ワȀ　アキノリ 講師（学内）

泌尿器科 医局長

ロボット手術、腹腔鏡下手

術、前立腺癌、小線源治療
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女性診療科

外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

辻　俊一郎
ȄǸ シȥンイȁロǦ ϱ教੉

女性診療科 и科長
周産期、生殖医学

母体保護法指定医ࠖ

日本産科ۡ人科学˟（ݦᧉ医・指導医）

日本周産期新生児医学˟（周産期（母体・胎児）ݦᧉ医・指導医）

日本生殖医学˟生殖医療ݦᧉ医

日本遺伝カǦンセリンǰ学˟（臨床遺伝ݦᧉ医）

FC�VKPEK SWTIKECN S[UVGO 
:K� SK� EGTVKHKECVG

天野　創
アȞノųȄクル ᜒࠖ

女性診療科 病౐医長

ۡ人科腫瘍

ロボット支援下手術

遺伝性腫瘍

日本産科ۡ人科学˟（ݦᧉ医・指導医）

日本ۡ人科腫瘍学˟（ݦᧉ医・指導医）

日本ۡ人科ロボット手術学˟（ȗロクǿー）

日本がん治療ᛐ定医機構（がん治療ᛐ定医）

JKPQVQTK EGTVKHKECVG

田中　佑治
ǿȊカųユǦǸ

特˓я教
ۡ人科腫瘍

内視鏡手術

竹林　明枝
ǿケȐȤシųアǭǨ

非ࠝ勤ᜒࠖ（診療） 生殖医学

出口　真理
ȇǰȁųȞリ

я教 産ۡ人科
日本産科ۡ人科学˟（ݦᧉ医）

日本がん治療ᛐ定医機構（がん治療ᛐ定医）

中村　暁子
Ȋカムȩųアǭǳ

特˓я教 産ۡ人科
日本産科ۡ人科学˟（ݦᧉ医）

日本産科ۡ人科内視鏡学˟（২術ᛐ定医）

山中　弘之
ȤȞȊカųȒロユǭ

я教 産ۡ人科
日本産科ۡ人科学˟（ݦᧉ医）

FC VKPEK UWTIKECN U[UVGO 
:K� SK� EGTVKHKECVG

松田　淑恵
ȞȄȀųȨシǨ

医員（病院я教） 産ۡ人科 日本産科ۡ人科学˟（ݦᧉ医）     

賀勢　諒
カセイųリョǦ

医員（病院я教） 産ۡ人科 日本産科ۡ人科学˟（ݦᧉ医）

村頭　温
ȟȩカȟųアȄシ

医員（病院я教） ۡ人科腫瘍
日本産ۡ人科学˟ݦᧉ医

日本ۡ人科腫瘍学˟ݦᧉ医

日本がん治療ᛐ定医機構がん治療ᛐ定医

平田 貴美子
Ȓȩǿųǭȟǳ

非ࠝ勤ᜒࠖ（診療） 生殖医学
日本産科ۡ人科学˟（ݦᧉ医）

日本生殖医学˟（生殖医療ݦᧉ医）

花田　哲郎
ハȊȀųテȄロǦ

я教 生殖医学

母体保護法指定医ࠖ

日本産科ۡ人科学˟（ݦᧉ医・指導医）

日本女性医学学˟（女性ヘルǹケアݦᧉ医）

日本がん・生殖医療学˟（がん・生殖医療Ȋビゲーǿー）

日本生殖医学˟（生殖医療ݦᧉ医）

難病指定医

米岡　完
Ȩネオカųユǿカ

特˓я教 ۡ人科腫瘍

日本ݦᧉ医機構産ۡ人科ݦᧉ医Ჩ日本産ۡ人科学˟（指導医）

日本ۡ人科腫瘍学˟（ݦᧉ医）

日本がん治療ᛐ定医機構（がん治療ᛐ定医）

FC VKPEK UWTIKECN U[UVGO 
:K� SK� EGTVKHKECVG�JKPQVQTK EGTVKHKECVG

信田　侑里
ノȖǿųユリ

特˓я教 ۡ人科
日本ݦᧉ医機構産ۡ人科ݦᧉ医Ჩ日本産ۡ人科学˟（指導医）

日本産科ۡ人科内視鏡学˟（ᐃ腔鏡২術ᛐ定医）

JKPQVQTK EGTVKHKECVG

日本ݦᧉ医機構産ۡ人科ݦᧉ医Ჩ日本産ۡ人科学˟（指導医）

日本ۡ人科腫瘍学˟（ݦᧉ医）

日本がん治療ᛐ定医機構（がん治療ᛐ定医）

日本臨床細胞学˟（細胞診ݦᧉ医）

日本産科ۡ人科内視鏡学˟（ᐃ腔鏡২術ᛐ定医）

日本内視鏡外科学˟（২術ᛐ定医）

日本遺伝性腫瘍学˟（ݦᧉ医）

FC VKPEK UWTIKECN U[UVGO 
:K� SK� EGTVKHKECVG�JKPQVQTK EGTVKHKECVG

母体保護法指定医ࠖ � 日本産科ۡ人科学˟（ݦᧉ医・指導医）

日本生殖医学˟（生殖医療ݦᧉ医）

日本がん治療ᛐ定医機構（がん治療ᛐ定医）

日本がん・生殖医療学˟（୤定がん生殖医療Ȋビゲーǿー）

診療科ǦǧȖǵイト

概要・特色

眼科ų科長

澤 田  修

人は外မからの情報の約80Ჟを「ᙸる」Ɯとからࢽていま

す。高いQWCNiV[oHViUiQPのોծ・維持を通ơて、高いQWaNi-

V[oHLiHG（QO.）を提供するƜとが眼科の̅命です。ႉ内ᨦ

などの一般診療を高い水準で提供するƜとにьえて、大学病

院の̅命として重症眼疾患・難治性眼疾患の治療にも重点を

おき、患者さんに݃り添い、不安を取りᨊく医療を目指してい

ます。

診療内容
一般外来は紹介または予約患者さんをΟ先に診察していま

す。

長期にわたり治療が࣏要な疾患や、ݦᧉ性の高い治療を要す

る疾患を対ᝋとしたݦᧉ外来を開設しており、ዡᐏᄏ子体、ዯ

内ᨦ、ࢊ視૲視、眼໒症、神経眼科、色ᙾီࠝについてはそれ

Ƨれݦᧉ医ࠖが担࢘し、最先ᇢの診療を行なっています。重症

眼疾患の診療を充実させるためにも、病診連携を重視し、ᡈᨩ

の病院や診療所との連携をさらにࢍめていきます。

【網膜硝子体外来】
ዡᐏеᩉ、糖尿病ዡᐏ症、᰾૮ό܉、᰾૮上ᐏなどを中心

に、経᬴ᝅ݈な術者が手術を行っています。

ьᱫ᰾૮٭性、糖尿病᰾૮ූ腫、ዡᐏ᩺脈᧍ص症にˤう᰾૮

ූ腫、ᡈ視性脈ዂᐏ新生血管などのዡᐏ疾患に対しては、৴

V')F療法などの薬ཋ治療を行っています。

【斜視・弱視外来】
外૲視や内૲視、外眼ሂ麻ၡによる૲視を診ています。小

児・成人をբわƣٶくの૲視手術を行っています。

また、小児を対ᝋとしたࢊ視の検査や治療も行っています。

【緑内障外来】
点眼薬、内஌薬による眼ןǳントロール不良の方や、視野ᨦ

害の進行する方には、経᬴ᝅ݈な術者がレーǶー手術をԃǉٶ

ૠの手術をᆢಊ的に行っています。

【ロービジョン外来】
低視力の方に対して、ਘ大鏡やᢚ光眼鏡のϼ方、ਘ大ᛠ書

器、書᫏ᛠǈ上げ器などの紹介を行っています。

【色覚外来】
先ټ色ᙾီࠝの診断、ᆉ度分᫏を行っています。色ᙾの特性

を৭੮し、ᅈ˟生活で不利が生ơないように対ሊをᇌてるよう

にしています。遺伝子のբ᫆にも取り組んでいます。

特に紹介を受けたい疾患、症例
【網膜硝子体】

ьᱫ᰾૮٭性、ዡᐏ᩺脈᧍ص症、᰾૮ό܉、᰾૮上ᐏ、糖尿

病ዡᐏ症、ዡᐏеᩉ、᰾૮ό܉ዡᐏеᩉ

【眼炎症】
ƿどうᐏ໒一般

【緑内障】
開放ᨘᚌዯ内ᨦ、᧍ᨘصᚌዯ内ᨦ、ǹテロイドዯ内ᨦ

【弱視・斜視】
૲視一般、急性内૲視、乳児内૲視、ࢊ視

【神経眼科】
視神経໒、ᖎ血性視神経症、ဍ状腺眼症

【色覚異常】
先ټ色ᙾီࠝ、後ټ色ᙾီࠝ

᫋ࣇ鏡画΂をカȡȩで取り込ǈ、ȇǸǿル化してᲭ&の信

ӭをȢニǿーにପしЈします。術者はᲭ&の眼鏡をᘺ用して

手術を行います。画΂をȇǸǿルϼ理するƜとで、ༀଢの光

᣽を低くしてもᚇ察がӧ能になるため、ࢼ来の᫋ࣇ鏡下での

手術に対し、低侵襲な手術がӧ能になります。

最先端の治療

件数・数値等手術・検査・治療法等

診療実績（2024年度）

【Heads Up Surgery】

ዡᐏᄏ子体手術

ႉ内ᨦ手術

ዯ内ᨦ手術

૲視眼ሂ手術

その他の手術

ᄏ子体内ද射

339

1�744

217

56

2

2�549
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診療科ǦǧȖǵイト

概要・特色

ペインクリニック科ų科長

北川　裕利

ペインクリニック科はݦᧉ性の高い診療を行うため、2007

年６உから附属病院の麻酔科から཯ᇌをしました。外来ಅ務

は、特˓я教ˌ上のࠝ勤医およƼૠӸの非ࠝ勤ᜒࠖで行ってい

ます。原Щとしてܦ全予約制としています。初めて受診される

方は紹介状を持ӋしていただくƜと、患者支援センǿーを通し

て受診の予約をしていただくようにお願いいたします。

様々なၘǈの患者さんに対して、神経Ȗロック療法、薬ཋ療

法をȐȩンǹよく組ǈ込ǈ、各々の患者さんにあった治療を提

供しています。

ॸ性のၘǈの医療では、患者さんの精神心理状७、ᅈ˟生活

の状७、日ࠝ生活の活動度をᎋॾして、31.を向上するƜとを

目೅としています。また、様々な先進医療に準ƣる治療や先進

的医療を実଀しています。

診療内容

特に紹介を受けたい疾患、症例
᏿ၘ、᏿下ᏃၘなどのᏨౢ疾患、࠘状၄၉後神経ၘ、ʣ急

性期の࠘状၄၉ၘ、術後ၘ（手術後に長引くၘǈ）。࠘状၄၉

後神経ၘに対しては、神経ᨦ害性၊ၘǬイドȩインにඝった

最新の৲薬治療も行っています。

件数・数値等手術・検査・治療法等

診療実績（2024年度）

■ X線透視下神経ブロック

■ 局所麻酔薬を用いた神経ブロック治療

頸部の神経ఌȖロック、ᏹ神経ӜȖロック等

᏿部の神経ఌȖロック、᏿ౢフǡセットȖロック
（後内ͨ௑Ȗロック）等

ǨǳーǬイド下神経Ȗロック

᏿ౢフǡセットȖロック（後内ͨ௑Ȗロック）等

᏿部の神経ఌ、᏿ౢフǡセット（後内ͨ௑）、
ȑルǹ高周ඬ法、高周ඬ༏Ϲ׍等

Ꮯ部神経ఌȑルǹ高周ඬ法

■ パルス高周波法、高周波熱凝固法

ᲲᲭᲬˑ

件数・数値等手術・検査・治療法等

■ 集学的治療

ᲭᲫᲱˑ

６Ცˑ

ᲫᲬᲬˑ

ᲫᲮᲱˑ

ᲭᲬᲮˑ

ᲫᲱᲮˑ

ᲫᲭᲪˑ

ᲫᲪᲱӸ

ペインクリニック科・学際的痛みセンターでの
チーム医療（2024年4月～2025年3月）

眼科

外来担当医師紹介
氏名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

澤田　修
ǵワȀųオǵム 教੉

眼科 科長
ዡᐏᄏ子体疾患、ႉ内ᨦ

日本眼科学˟（眼科ݦᧉ医・眼科指導医）

眼科᳊Ჾ᳎研究˟（眼科᳊Ჾ᳎ᛐ定医）

今井　一貴
イȞイųカǺǭ я教

眼科 外来и医長
ዯ内ᨦ、色ᙾ、ႉ内ᨦ

小幡　峻平
オȐǿųシȥンペイ ᜒࠖ

眼科 医ޅ長

ዡᐏᄏ子体疾患、ႉ内ᨦ

ச༌児ዡᐏ症

日本眼科学˟（眼科ݦᧉ医・眼科指導医）

眼科᳊Ჾ᳎研究˟（眼科᳊Ჾ᳎ᛐ定医）

西野　紗千
ニシノųǵȁ я教

眼科 病౐医長

૲視、ࢊ視、神経眼科、色ᙾ、

ዯ内ᨦ、ႉ内ᨦ
日本眼科学˟（眼科ݦᧉ医・眼科指導医）

西　佑樹
ニシųユǦǭ я教

眼科 外来医長
ዯ内ᨦ、ႉ内ᨦ

三ツ石　智
ȟȄイシųǵトル

ዡᐏᄏ子体疾患、ႉ内ᨦ

山出　新一
ȤȞȇųシンイȁ

非ࠝ勤ᜒࠖ（診療） 色ᙾ、色ᙾီࠝ 日本眼科学˟（眼科ݦᧉ医）

袖川　智大
ǽȇǬワųȁȒロ

я教
ƿどうᐏ໒、ロービǸョン、

ႉ内ᨦ

村木　早苗
ムȩǭųǵȊǨ

非ࠝ勤ᜒࠖ（診療） 色ᙾ、色ᙾီࠝ 日本眼科学˟（眼科ݦᧉ医）
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я教
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Ȩシムȩųȟǭ
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ȟカȟųアȄǭ

医員（ݦૌ医）
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診療科ǦǧȖǵイト

概要・特色

麻酔科ų科長

北川　裕利

診療内容

術Эに持病のある方や麻酔にբ᫆がある方を対ᝋに、外科ኒ

医ࠖからの紹介により麻酔ǳンǵルトを行っています。さらに

手術Э日には手術を受けるすǂての方を対ᝋに麻酔科医による

術Эᚸ̖と麻酔のᛟଢ同ॖを行っています。また、周術期管理

ȁームによる術Эの医療介入を行い、術後ଔ期回ࣄに努めてい

ます。

麻酔科は小児から高ᱫ者まで、手術における全៲管理、麻酔

管理を行っております。手術Эの麻酔科的ᚸ̖、術中管理、さ

らには術後管理、特に術後၊ၘ管理までԃめた周術期管理を対

ᝋとしています。また、手術における麻酔管理ƹかりではな

く、検査における全៲管理、ᦒ᩺も࣏要にࣖơて行っていま

す。また、麻酔科外来では麻酔科的բ᫆がある症̊での術Эᚸ

̖とアドȐイǹを行っています。

院は、日本麻酔科学˟ᛐ定指導病院であり、麻酔指導医の࢘

ӈ఍なႳ視のもとで研̲医とともに麻酔を担࢘するƜとで、ச

来の麻酔ݦᧉ医を育成しています。さらに、県内の救急救命ٟ

を対ᝋにൢ管਴管実፼を実଀し、地域救急医療を支えていま

す。

滋賀県における地域中核病院の麻酔部ᧉとして、手術麻酔の

他に၊ၘ管理もペインクリニック科にて行っています。

院内で行うすǂての手術診療分野を対ᝋとした麻酔を行って

おります。特に麻酔を受けるᨥにբ᫆のある方、̊えƹᢅӊの

麻酔଺にီࠝが生ơたƜとがある方、մऒなど呼吸器ኒ疾患、

心不全、ޅ所麻酔アレルギー、神経・精神的ᨦ害をஊする方に

もݦᧉ性をもって対ࣖできるようɢ全の体制を整えています。

さらに、M4I室における麻酔、インǿーșンション（カテーテ

ルを血管に਴入して行う治療法）の麻酔など手術室外にも麻酔

医を෉ᢔしております。

診療実績（2024年度）

総手術件数 麻酔科管理症̊ૠ 内、全៲麻酔症̊ૠ

外来担当医師紹介
氏名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

北川　裕利
ǭǿǬワųȒロトシ 教੉

麻酔科 科長 全៲麻酔、心臓麻酔

ҽ生і働Ⴞ（麻酔科೅ಚᚩӧ）

日本麻酔科学˟（指導医）

日本ݦᧉ医機構（麻酔科ݦᧉ医）

日本心臓血管麻酔学˟（指導医）

日本ペインクリニック学˟（ݦᧉ医）

日本集中治療医学˟（ݦᧉ医）

今宿　康彦
イȞシȥク ȤǹȒǳ ᜒࠖ（学内）

麻酔科 и科長
周術期管理

ҽ生і働Ⴞ（麻酔科೅ಚᚩӧ）

日本麻酔科学˟（指導医）

日本ݦᧉ医機構（麻酔科ݦᧉ医）

日本心臓血管麻酔学˟（指導医）

日本ペインクリニック学˟（ݦᧉ医）

日本集中治療医学˟（ݦᧉ医）

日本ᕽ生学˟（指導医）

小嶋 亜希子
ǳǸȞųアǭǳ ᜒࠖ

麻酔科 医ޅ長

ҽ生і働Ⴞ（麻酔科೅ಚᚩӧ）

日本麻酔科学˟（指導医）

日本ݦᧉ医機構（麻酔科ݦᧉ医）

日本ᎊ年麻酔学˟（ᛐ定医）

日本集中治療医学˟（ݦᧉ医）

手術麻酔

小牧　史明
ǳȞǭųフȟアǭ

特˓ϱ教੉

臨床工学部 и部長

医ࠖ臨床教育センǿー иセンǿー長

ҽ生і働Ⴞ（麻酔科೅ಚᚩӧ）

日本麻酔科学˟（指導医）

日本医ࠖ˟（ᛐ定産ಅ医）
手術麻酔、医学教育

外来担当医師紹介
氏名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

湯浅 真由美
ユアǵųȞユȟ

я教
手術麻酔

ペインクリニック

ҽ生і働Ⴞ（麻酔科೅ಚᚩӧ）

日本麻酔科学˟（指導医）

日本ݦᧉ医機構（麻酔科ݦᧉ医）

日本心臓血管麻酔学 （ᧉ医・日本周術期経᫢ᢊ心Ǩǳーᛐ定医ݦ˟）

岩﨑　愛
イワǵǭųアイ

я教 一般手術麻酔

ҽ生і働Ⴞ（麻酔科೅ಚᚩӧ）

日本麻酔科学˟（指導医）

日本ݦᧉ医機構（麻酔科ݦᧉ医）

清水　盛浩
シȟǺųȢリȒロ я教

麻酔科 病౐医長

ҽ生і働Ⴞ（麻酔科೅ಚᚩӧ）

日本麻酔科学˟（指導医）

日本ݦᧉ医機構（麻酔科ݦᧉ医）

日本心臓血管麻酔学˟（日本周術期経᫢ᢊ心Ǩǳーᛐ定医）

日本内科学˟（ᛐ定内科医）

一般麻酔

石原 真理子
イシハȩųȞリǳ

特˓я教

ҽ生і働Ⴞ（麻酔科೅ಚᚩӧ）

日本麻酔科学˟（指導医）

日本ݦᧉ医機構（麻酔科ݦᧉ医）

日本小児麻酔学˟（ᛐ定医）

手術麻酔

ペインクリニック

大岡　直哉
オオオカųȊオȤ

特˓я教

ҽ生і働Ⴞ（麻酔科೅ಚᚩӧ）

日本麻酔科学˟（ᛐ定医）

日本ݦᧉ医機構（麻酔科ݦᧉ医）

日本心臓血管麻酔学˟（日本周術期経᫢ᢊ心Ǩǳーᛐ定医）

手術麻酔
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診療科ǦǧȖǵイト

概要・特色

ペインクリニック科ų科長

北川　裕利

ペインクリニック科はݦᧉ性の高い診療を行うため、2007

年６உから附属病院の麻酔科から཯ᇌをしました。外来ಅ務

は、特˓я教ˌ上のࠝ勤医およƼૠӸの非ࠝ勤ᜒࠖで行ってい

ます。原Щとしてܦ全予約制としています。初めて受診される

方は紹介状を持ӋしていただくƜと、患者支援センǿーを通し

て受診の予約をしていただくようにお願いいたします。

様々なၘǈの患者さんに対して、神経Ȗロック療法、薬ཋ療

法をȐȩンǹよく組ǈ込ǈ、各々の患者さんにあった治療を提

供しています。

ॸ性のၘǈの医療では、患者さんの精神心理状७、ᅈ˟生活

の状७、日ࠝ生活の活動度をᎋॾして、31.を向上するƜとを

目೅としています。また、様々な先進医療に準ƣる治療や先進

的医療を実଀しています。

診療内容

特に紹介を受けたい疾患、症例
᏿ၘ、᏿下ᏃၘなどのᏨౢ疾患、࠘状၄၉後神経ၘ、ʣ急

性期の࠘状၄၉ၘ、術後ၘ（手術後に長引くၘǈ）。࠘状၄၉

後神経ၘに対しては、神経ᨦ害性၊ၘǬイドȩインにඝった

最新の৲薬治療も行っています。

件数・数値等手術・検査・治療法等

診療実績（2024年度）

■ X線透視下神経ブロック

■ 局所麻酔薬を用いた神経ブロック治療

頸部の神経ఌȖロック、ᏹ神経ӜȖロック等

᏿部の神経ఌȖロック、᏿ౢフǡセットȖロック
（後内ͨ௑Ȗロック）等

ǨǳーǬイド下神経Ȗロック

᏿ౢフǡセットȖロック（後内ͨ௑Ȗロック）等

᏿部の神経ఌ、᏿ౢフǡセット（後内ͨ௑）、
ȑルǹ高周ඬ法、高周ඬ༏Ϲ׍等

Ꮯ部神経ఌȑルǹ高周ඬ法

■ パルス高周波法、高周波熱凝固法

ᲲᲭᲬˑ

件数・数値等手術・検査・治療法等

■ 集学的治療

ᲭᲫᲱˑ

６Ცˑ

ᲫᲬᲬˑ

ᲫᲮᲱˑ

ᲭᲬᲮˑ

ᲫᲱᲮˑ

ᲫᲭᲪˑ

ᲫᲪᲱӸ

ペインクリニック科・学際的痛みセンターでの
チーム医療（2024年4月～2025年3月）

眼科

外来担当医師紹介
氏名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

澤田　修
ǵワȀųオǵム 教੉

眼科 科長
ዡᐏᄏ子体疾患、ႉ内ᨦ

日本眼科学˟（眼科ݦᧉ医・眼科指導医）

眼科᳊Ჾ᳎研究˟（眼科᳊Ჾ᳎ᛐ定医）

今井　一貴
イȞイųカǺǭ я教

眼科 外来и医長
ዯ内ᨦ、色ᙾ、ႉ内ᨦ

小幡　峻平
オȐǿųシȥンペイ ᜒࠖ

眼科 医ޅ長

ዡᐏᄏ子体疾患、ႉ内ᨦ

ச༌児ዡᐏ症

日本眼科学˟（眼科ݦᧉ医・眼科指導医）

眼科᳊Ჾ᳎研究˟（眼科᳊Ჾ᳎ᛐ定医）

西野　紗千
ニシノųǵȁ я教

眼科 病౐医長

૲視、ࢊ視、神経眼科、色ᙾ、

ዯ内ᨦ、ႉ内ᨦ
日本眼科学˟（眼科ݦᧉ医・眼科指導医）

西　佑樹
ニシųユǦǭ я教

眼科 外来医長
ዯ内ᨦ、ႉ内ᨦ

三ツ石　智
ȟȄイシųǵトル

ዡᐏᄏ子体疾患、ႉ内ᨦ

山出　新一
ȤȞȇųシンイȁ

非ࠝ勤ᜒࠖ（診療） 色ᙾ、色ᙾီࠝ 日本眼科学˟（眼科ݦᧉ医）

袖川　智大
ǽȇǬワųȁȒロ

я教
ƿどうᐏ໒、ロービǸョン、

ႉ内ᨦ

村木　早苗
ムȩǭųǵȊǨ

非ࠝ勤ᜒࠖ（診療） 色ᙾ、色ᙾီࠝ 日本眼科学˟（眼科ݦᧉ医）

「病診連携の会」
2016年に「病診連携の˟」をᇌち上げ、Ძ年に一度地域の

先生方とともにѠࢍ˟を開͵しています。

病診連携の˟では、ьᱫ᰾૮٭性や糖尿病ዡᐏ症などに対す

る最新の治療についてのჷᜤのσஊを׋り、今後の病診連携の

あり方について活発なॖᙸʩ換を行っています。

地域に対する取り組み、最近の話題など 「滋賀県版スマートサイト：びわこ瞳ネット」
ǹȞートǵイトとは、眼科医が、ロービǸョンケアに関した

情報を、それを࣏要としている患者さんに対し提供するƜとを

目的としたリーフレットです。

滋賀県のロービǸョンケアについて、滋賀県内の眼科医療機

関へアンケート調査を行い、それをもとに滋賀県眼科医˟をԃ

めた各方᩿の協力をࢽて、滋賀県༿ǹȞートǵイトである「Ƽ

わƜშネット」を˺りました。

https://shiga-med-ganka.jp/

docs/common/biwako_ eyenet-leaflet.pdf

я教

眼科 病౐и医長

吉村　美紀
Ȩシムȩųȟǭ

三上　温輝
ȟカȟųアȄǭ

医員（ݦૌ医）

医員（ݦૌ医）

ŪᏨౢ疾患Ჴ

ॸ性᏿ၘ、頸ౢ・᏿ౢのౢ᧓ெヘルニア、Ꮸ௵管狭窄症、٭

形性Ꮸ௵症、Ꮸౢ手術後のၘǈ、など。

Ū神経ᨦ害性၊ၘᲴ

࠘状၄၉ၘ、࠘状၄၉後神経ၘ、開Ꮯ

手術後ၘ、࠶Ꮓၘなど。

Ūその他Ჴ

ɤӎ神経ၘ、CRPS（ᙐ合性ޅ所၊ၘ症ͅ፭）、ॸ性頭ၘ、

ၶのၘǈなど。

Ū:線ᡢ視下の神経Ȗロックを中心とした低侵襲治療

Ūឬ᪦ඬǬイド下の神経Ȗロック治療

Ū๮方療法

Ū学ᨥ的ၘǈ治療センǿー

ங୴日に初診受˄をし、ၘǈの治療のǨǭǹȑートが、ၘ

ǈの៲体的、精神的、ᅈ˟的な相ʝ関係をٶ方᩿からᚸ̖

し、各ݦᧉ医学᪸域と連携して、患者さん一人ƻとりにᢘし

た治療をᢠ৸するƜとで、集学的なアȗローȁを行っていく

Ɯとを目的としており、総合的に体と心のၘǈをዼԧして、

生活の質（31.）を向上するƜとを目指しています。

2011年度から始まった

ҽ生і働Ⴞの「ॸ性のၘǈ

対ሊʙಅ」の指定研究に基

Ʈいて、滋賀医科大学をԃ

めた全׎の拠点大学病院33

଀設が、ॸ性ၘの治療に対

して診療科を್断した学ᨥ

的なၘǈセンǿーを構築し

ています。

日本眼科学˟（眼科ݦᧉ医）
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ペインクリニック科

ҽ生і働Ⴞ

ॸ性၊ၘ診療シǹテムרてん化ʙಅ

Üᡈဴ地ғÜ

ᡈ年、ॸ性のၘǈに対して、集学的なॸ性၊ၘ診療と診療連

携の重要性がᛐᜤされるようになってきました。ҽ生і働Ⴞの

ॸ性၊ၘ診療体制構築Ȣȇルʙಅが日本全׎Ჲ地域でᇌち上が

り、地域の実情にࣖơた診療シǹテムを構築し、人஬育成が始

まっています。

地域に対する取り組み、最近の話題など

外来担当医師紹介
氏名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

北川　裕利
ǭǿǬワ Ȓロトシ 教੉

ペインクリニック科 科長

全៲麻酔、心臓麻酔、

ペインクリニック

ҽ生і働Ⴞ（麻酔科೅ಚᚩӧ）

日本麻酔科学 （˟指導医）

日本ݦᧉ医機構（麻酔科ݦᧉ医）

日本心臓血管麻酔学 （˟指導医）

日本ペインクリニック学 （ᧉ医ݦ˟）

日本集中治療医学 （ᧉ医ݦ˟）

中西　美保
Ȋカニシųȟț ᜒࠖ

麻酔科 外来医長

ペインクリニック科 教育医長

ҽ生і働Ⴞ（麻酔科೅ಚᚩӧ）

日本麻酔科学 （˟指導医）

日本ݦᧉ医機構（麻酔科ݦᧉ医）

日本ペインクリニック学 （ᧉ医ݦ˟）

日本ிබ医学 （˟๮方指導医・๮方ݦᧉ医）

日本ᎊ年麻酔学 （˟ᛐ定医）

日本医ࠖ （˟ᛐ定産ಅ医）

日本ғ域麻酔学 （˟ᛐ定医）

瀧　康彦
ǿǭųȤǹȒǳ

非ࠝ勤ᜒࠖ（診療）
手術麻酔、ᢃ動器၊ၘ、

ペインクリニック

ҽ生і働Ⴞ（麻酔科೅ಚᚩӧ）

日本ݦᧉ医機構（整形外科ݦᧉ医）

日本整形外科学 （˟ᛐ定リǦȞȁ医・ᛐ定ᢃ動器リハビリ

テーション医）

岩下　成人
イワシǿųȊリȒト

ᜒࠖ

ペインクリニック科 и科長

ペインクリニック科 病౐医長

ペインクリニック科 外来医長

ペインクリニック、

ᡢ視下神経Ȗロック療法、

ॸ性၊ၘ、ၘǈの脳機能画΂、

ၘǈの๮方

ҽ生і働Ⴞ（麻酔科೅ಚᚩӧ）

日本麻酔科学 （˟指導医）

日本ݦᧉ医機構（麻酔科ݦᧉ医）

日本ペインクリニック学 （ᧉ医ݦ˟）

日本臨床薬理学 （˟指導医）

日本ிබ医学 （˟๮方ݦᧉ医）

日本ǹポーȄ協 （˟πᛐǹポーȄドクǿー）

岩本　貴志
イワȢトųǿカシ

非ࠝ勤ᜒࠖ（診療）

ペインクリニック

ᡢ視下神経Ȗロック療法

ዼԧケア

松本　富吉
ȞȄȢトųトȟǭȁ

非ࠝ勤ᜒࠖ（診療） 日本ペインクリニック学 （ᧉ医ݦ˟）

石原 真理子
イシハȩųȞリǳ

特˓я教 手術麻酔、ペインクリニック

ҽ生і働Ⴞ（麻酔科೅ಚᚩӧ）

日本麻酔科学 （˟指導医）

日本ݦᧉ医機構（麻酔科ݦᧉ医）

日本小児麻酔学 （˟ᛐ定医）

福島　豊
フクシȞųユǿカ ᜒࠖ（学内）

麻酔科 教育医長

手術麻酔、小児麻酔、

ペインクリニック

ҽ生і働Ⴞ（麻酔科೅ಚᚩӧ�

日本麻酔科学 （˟指導医）

日本ݦᧉ医機構（麻酔科ݦᧉ医）

日本小児麻酔学 （˟ᛐ定医）

湯浅 真由美
ユアǵųȞユȟ

я教 手術麻酔、ペインクリニック

ҽ生і働Ⴞ（麻酔科೅ಚᚩӧ）

日本麻酔科学 （˟指導医）

日本ݦᧉ医機構（麻酔科ݦᧉ医）

日本心臓血管麻酔学 （ᧉ医・日本周術期経᫢ᢊǨǳーᛐ定医ݦ˟）

ペインクリニック、

ᡢ視下ǨǳーǬイド下神経Ȗロッ

ク、ॸ性၊ၘの集学的診療、ၘǈ

の๮方治療、ॸ性၊ၘの脳内ȡカ

ニǺム（ペインイȡーǸンǰ）、

๮方薬のᦒၘ機ࡀ

ᅶたちは集学的ၘǈセンǿーを各地域

に構築し、さらに地域医療機関との連携

をขめるƜとで、ၘǈでᒊしǉ皆さんの

31.（生活の質）がよくなるように取

り組ǈを進めています。

診療科ǦǧȖǵイト

概要・特色

歯科口腔外科ų科長

髙岡　一樹

歯科口腔外科では口腔、᫈ᭌおよƼその周׊の᫊᩿、頸部の
疾患を診療対ᝋとし、総合病院の機能を生かした診療を行って
います。

口腔と口腔周׊の疾患を全៲との関わりでとらえ、Ǩビȇン
ǹに基Ʈいた診断を行い、җ分なインフǩームドǳンセントを
。て治療を進めていますࢽ

また、全៲疾患をஊする患者さんへの対ࣖも関係各科と連携
して行っています。

くのご紹介をٶ地域医療機関の先生方のご協力にてૠ、נྵ
᪬いていますが、今後は、࢘科から地域医療機関の先生方への
逆紹介率をさらに向上させ、「ӑ方向性のある連携シǹテム」
のᄩᇌを目೅にしています。

地域医療機関と݅に連携し、歯科・口腔外科医療の機能分担
とレșルの向上を̟進していきたいとᎋえています。

診療内容

紹介を受けている主な疾患、症例
Ū᫈٭形症ųųųųųųųųųŪ口腔がん

Ū口腔インȗȩントųųųųųŪ᫈ᭌֳ胞、良性腫瘍

Ū᫈ᭌᭌ৵ųųųųųųųųųŪ᫈関ራ症

Ū৷歯（入院・全៲麻酔下のٶૠ歯৷歯、୓歯৷歯）

特に紹介を受けたい対象疾患
Ū歯科インȗȩント治療ųųųŪᭌᡯ成が࣏要な᫈ࠝီء吸ӓ

Ū᫈٭形症ųųųųųųųųųŪ᫈ᭌᭌ᭒໒

Ū᫈ᭌֳ胞、᫈ᭌ腫瘍ųųųųŪ口腔ၶ

Ū৷歯（ჺ期入院下のٶૠ歯৷歯、୓歯৷歯）

Ū᫈ᭌᭌ৵ųųųųųųųųųŪ᫈関ራ症

件数・数値等手術・検査・治療法等

診療実績（2024年度）

外来新患患者ૠ

外来受診患者ૠ

外来手術ˑૠ

周術期口腔機能管理を行った患者ૠ

4,503

16,571

831

2,403

Ū歯の疾患（抜歯）：
歯などの৷歯を行っています。また、重ሶな˜؈・୓歯˜؈
全៲疾患をஊする患者さんの৷歯については関係各科と連携
した上で行っています。ჺ期入院下でのٶૠ歯৷歯や全៲麻
酔下でのϼ置も行っています。

Ū顎骨の疾患：
᫈٭形症に対してჼദ歯科医と݅に連携しながら手術治療を
行っています。その他のᭌኒወ疾患に対する治療も行ってい
ます。

Ū顎顔面領域の外傷・骨折：
᫈ᭌᭌ৵、᫊᩿口腔ᘷо、歯ངᏮᐵ、歯ངᄊ৵に対して、ݙ
፦的にかつ᫈Գ合機能を重視した治療を行っています。

Ū顎口腔領域の感染症：
歯が原׆となるज़௨症、ᖻᆾጢ໒、᫈ᭌᭌ᭒໒に対してݦᧉ
的な治療を行っています。場合によっては入院下に治療を
行っています。

Ū嚢胞および良性腫瘍：
᫈ᭌֳ胞、᫈ᭌ良性腫瘍、᠂部組ጢֳ胞、᠂部組ጢ良性腫
瘍、ቬ液ֳ胞に対し、患者様の31.を重視した外科的治療を
行っています。

Ū口腔粘膜疾患：
ႉெ症、৒࠯ᒀႁ（へんǃいたいせん）、難治性口内໒など
のቬᐏ疾患に対してݦᧉ的な治療を行っています。

Ū口腔がん：
外科的治療、化学療法、放射線療法など、他科と連携した集
学的治療を行っています。また、口腔がんのଔ期発ᙸにも力
を入れています。

Ū顎関節症：
ǹȗリント治療などの保存的治療から外科的治療まで、ࠢ広
く対ࣖしています。

Ūインプラント治療：
かかりつけ歯科との連携でインȗȩント治療を行っておりま
す。また、)$4（ᭌϐ生ᛔ導療法）、上᫈඼ࡁਫ上術（ǵイ
Ȋǹリフト）などの高難ତ度のᭌᡯ成手術も行っています。
腫瘍やʩ通外ͻなどで広ር׊におよƿ歯・᫈ᭌഎ੷に対する
インȗȩント治療は保ᨖᢘ用で広ር׊᫈ᭌ支持ᘺ置による治
療と呼ƹれており、࢘科で対ࣖӧ能です。

▶地域連携インプラントシステム
2006年度より地域連携インȗȩントシǹテムを開始し、ٶ

くの患者さんから「良く֣めるようになった」とշんでいただ
いています。

Ɯのインȗȩント地域連携シǹテムは、ᭌᡯ生などリǹクを
ˤう外科ϼ置は࢘科が行い、その後のᙀዢϼ置は紹介Ψで行う
Ɯとを基本としています（症̊により、すǂての治療を࢘科
で行う、ᭌᡯ生のǈ࢘科で行うなど様々な対ࣖがӧ能 で
す）。本シǹテムの症̊について直接紹介Ψとカンフǡレン
ǹを行い、݅接に連携した治療を行うƜとを特徴としていま
す。

ᛇ細はˌ下のU4.をごӋༀください。
http://www.shiga-med.ac.jp/hospital/doc/medical_  
institution/systems/implant.html

▶地域連携顎矯正システム
᫈のᭌの大きさの不調ԧにより、うまく֣めない患者さん

（᫈٭形症）に対しては、2006年度より地域連携᫈ჼദシǹ
テムとして、ᡈᨩのჼദ歯科ݦᧉ医と連携して、᫈ჼദ手術を
行っています。

治療によりᙸた目のોծだけではなく、良くԳめるようにな
るƜとから、日ࠝ生活において大きなોծがᛐめられます。

下᫈Эᆳ症、上᫈Эᆳ症など᫈٭形に対して外科的ჼദ治療
を行っています。

ᛇ細はˌ下のU4.をごӋༀください。
http://www.shiga-med.ac.jp/hospital/doc/medical_  
institution/systems/othognathics.html

地域に対する取り組み、最近の話題など

ペインクリニック
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診療科ウェブサイト

放射線科　科長

渡邉　嘉之

概要・特色
放射線科専門医が画像診断および放射線治療を担当していま

す。画像診断部門では、単純X線写真、CT、MR、超音波、消

化管や尿路の造影検査等、大部分の画像診断検査の画像診断を

担当し、PACS（画像保存通信システム）によって画像とレ

ポートを院内に配信しています。他院からの画像診断検査の依

頼にも患者支援センǿーを介して対応しています。

また、IVR-CTを使用し、各診療科からの血管造影やイン

ǿーべンショナル・ラジオロジー（IVR）の依頼に対応してい

ます。当放射線科のIVRの特徴として、新しい治療材料や治療

手技の開発に重点を置き、そのための基礎研究を続けながら、

臨床応用を目指している点を挙げることができます。

一方、放射線治療部門では、CTや治療計画用コンピューǿ

を駆使した高精度放射線治療や小線源治療を実施しています。

画像診断部門、放射線治療部門、ともに各診療科と緊密に連

携、合同カンファレンスを定期的に開催し、診療にあたってい

ます。

診療内容
【IVR（インターベンショナル・ラジオロジー：画像下治療）】

肝腫瘍に対しては、CTアンギオなどの精密な画像診断とと

もに、選択的肝動脈塞栓術や抗がん剤動注、あるいはラジオ波

焼灼術を行っています。また、血管狭窄性病変に対する血管形

成術やステント留置術、下肢静脈血栓症に対する下大静脈フィ

ルǿー留置術、その他、交通外傷に対する止血術等、救急症例

を含め、IVRの適応症例には迅速に対応しています。IVR-CT

を用いた各種生検、膿瘍ドレナージ、経皮的椎体形成術などの

IVRも積極的に行っています。

【放射線治療】
頭頸部がん、肺がん、乳がん、泌尿生殖器がんなどの放射線

治療を行っています。特殊な治療として、脳腫瘍に対するリニ

アックを用いた定位放射線治療（エックスナイフ）、肺がんに

対する呼吸同期下での体幹部定位放射線治療、骨髄移植のため

の全身照射も行っています。前立腺がんに対しては、治療計画

用コンピューǿを駆使した強度変調放射線治療（IMRT）や、

ヨウ素125密封小線源永久挿入療法を行っています。

診療実績（2024年度）

件数・数値等手術・検査・治療法等

放射線治療患者数（新患）

前立腺小線源治療

脳定位放射線治療

体幹部定位放射線治療

強度変調放射線治療

CT

MR

ＲＩ

701

29

19

46

242

28,077

10,950

1,887

緊急止血術

経皮的ドレナージ／生検術

27

93

門脈系（TIPS,BRTO）、静脈サンプリ
ング

1

肝動脈塞栓療法／肝動脈化学塞栓療法/ 
ラジオ波治療

27

インǿーベンショナルラジオロジー
（IVR）施行件数

228

●血管造影検査：

血管の造影像により、疾患の状態を診断する検査です。診断

のみならず、カテーテルからの薬剤注入、血管塞栓、血管拡張

なども行います。また、IVR-CTにより、更に正確な治療及び

臓器生検が確実に施行可能となっています。

●核医学（RI）検査：

少量の注射のみで、全身臓器の形態、機能診断が同時に行え

る非侵襲的検査です。PETやSPECTという方法により、X線

CTと同様にRI画像の断層像が得られ、より詳細な診断が可能

です。

●放射線治療：

リニアックによる外部からの照射を行っています。治療計画

専用のCTを用いて正確な治療を行っています。また、前立腺

がんに対しては、強度変調放射線治療や密封小線源永久刺入療

法といった医療ができる体制を整えています。

●X線CT検査：

３台のMDCT（320列CTが2台、高精細CTが1台）に

よって、横断像に加えて種々の三次元画像などを簡単に得るこ

とができ、心臓、肺、腹部など全身の詳細な画像診断が可能で

す。

●MR検査：

最新の1.5Tおよび３T-MR各2台を用いて、全身の臓器

を、多方向からコントラスト高く撮像することが可能です。

X線CTではわかりにくい機能的な画像も提供できます。

●超音波検査：

腹部、頚部、乳腺などの画像を非侵襲的に得ることが可能

で、ドップラー検査により血流の情報も容易に得ることができ

ます。超音波を用いて臓器の生検、腫瘍の薬剤注入も行ってい

ます。

主な検査・医療設備など

放射線科

外来担当医師紹介
氏名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

河野　直明
コウノ　ナオアキ

講師
日本医学放射線学会（放射線治療専門医）

日本放射線腫瘍学会（専門医）

日本インǿーベンショナルラジオロジー学会（専門医）

放射線治療

インǿーベンショナルラジオロジー

村上　陽子
ムラカミ　ヨウコ

助教
日本医学放射線学会（放射線診断専門医）

日本インǿーベンショナルラジオロジー学会（専門医）

日本核医学会（核医学専門医）

画像診断

インǿーベンショナルラジオロジー

津川　拓也
ツガワ　ǿクヤ 助教

放射線科 外来医長
放射線治療

日本医学放射線学会（放射線治療専門医）

日本放射線腫瘍学会（専門医）

青木　健
アオキ　ケン 特任助教

放射線科 病棟医長
放射線治療

日本医学放射線学会（放射線治療専門医）

日本放射線腫瘍学会（専門医）

友澤　裕樹
トモザワ　ユウキ

助教
画像診断（特に腹部領域）

インǿーベンショナルラジオロジー

日本医学放射線学会（放射線診断専門医）

日本インǿーベンショナルラジオロジー学会（専門医）

園田　明永
ソノȀ　アキナガ

准教授
画像診断（特に胸部領域）

インǿーベンショナルラジオロジー

日本医学放射線学会（放射線診断専門医）

日本インǿーベンショナルラジオロジー学会（専門医）

特に紹介を受けたい疾患、症例
全身の画像検査全般（CT、MR、核医学、PET-CT（FDG

）、各種X線検査マンモグラフィーなど）。検査画像と放射線

科診断専門医による検査報告書を紹介元の医療機関にお返しし

ます。（※ 検査の内容により、絶食などが必要となります。お

問い合わせください。）

〈インターベンショナルラジオロジー（IVR）治療〉
まず当該科に紹介して頂いてからの治療となることがありま
すので、事前に放射線科外来にお問い合わせください。

●動脈系
頭頸部腫瘍に対する抗がん剤注入・塞栓術

難治性鼻出血・難治性喀血の塞栓術

肺動脈AVF塞栓術

肝細胞がん、転移性多血腫瘍の塞栓術

脾機能亢進に対する脾動脈塞栓

腎血管性高血圧症のIVR

腎動静脈奇形の塞栓術

胸部・腹部外傷のIVR

下肢の難治性潰瘍治療

腸骨〜下肢の動脈狭窄に対するPTA

●静脈系
ガイドワイヤーなどの血管内異物除去

腫瘍浸潤による静脈閉塞に対するステント留置術

透析患者のシャントPTA

下肢静脈瘤の治療

●門脈系
門脈圧亢進症に対するTIPS、BRTOなどの治療

副腎静脈サンプリング

●非血管系
乳び胸治療目的のリンパ管造影

腫瘍生検、腫瘍のラジオ波、マイクロウェーブ焼灼術

膿瘍ドレナージや経皮的胆道ドレナージ

【放射線治療】
脳腫瘍に対する定位放射線治療（SRS）

肺腫瘍（φ３cm以下１〜２個）に対する体幹部定位放射線

治療

限局性前立腺がんに対するヨード125密封小線源永久刺入治

療

（※まず本院泌尿器科に紹介ください）

限局性前立腺がんに対する強度変調放射線治療（IMRT）

（※まず本院泌尿器科に紹介ください）

限局性前立腺がんに対する体幹部定位放射線治療

（※まず本院泌尿器科に紹介ください）

●令和３年から前立腺がんへの体幹部定位照射を開始しまし

た。

●令和3年度に新規MR装置2台を導入し、既存のMR装置2台 

も最新のソフトに更新し、高画質の画像を提供しています。

●令和4年度に血管造影装置が更新され、高精細な画像を低被

ばくで得ることが可能となっています。

●令和5年度に放射線治療装置を最新のものに更新し、新棟に

移転しています。

地域に対する取り組み、最近の話題など
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診療科ǦǧȖǵイト

放射線科ų科長

渡邉　嘉之

概要・特色
放射線科ݦᧉ医が画΂診断およƼ放射線治療を担࢘していま

す。画΂診断部ᧉでは、ҥኝ:線ϙჇ、CT、MR、ឬ᪦ඬ、消

化管や尿ែのᡯࢨ検査等、大部分の画΂診断検査の画΂診断を

担࢘し、PACS（画΂保存通信シǹテム）によって画΂とレ

ポートを院内にᣐ信しています。他院からの画΂診断検査の依

頼にも患者支援センǿーを介して対ࣖしています。

また、IVR-CTを̅用し、各診療科からの血管ᡯࢨやイン

ǿーǂンショȊル・ȩǸオロǸー（IV4）の依頼に対ࣖしてい

ます。࢘放射線科のIVRの特徴として、新しい治療஬૰や治療

手২の開発に重点を置き、そのための基ᄽ研究を続けながら、

臨床ࣖ用を目指している点をਫげるƜとができます。

一方、放射線治療部ᧉでは、CTや治療計画用ǳンピȥーǿ

をᬝ̅した高精度放射線治療や小線เ治療を実଀しています。

画΂診断部ᧉ、放射線治療部ᧉ、ともに各診療科とዬ݅に連

携、合同カンフǡレンǹを定期的に開͵し、診療にあたってい

ます。

診療内容
【IVR（インターベンショナル・ラジオロジー：画像下治療）】

Ꮑ腫瘍に対しては、CTアンギオなどの精݅な画΂診断とと

もに、ᢠ৸的Ꮑ動脈ఀص術や৴がん剤動ද、あるいはȩǸオඬ

໲ໍ術を行っています。また、血管狭窄性病٭に対する血管形

成術やǹテントသ置術、下Ꮓ᩺脈血ఀ症に対する下大᩺脈フィ

ルǿーသ置術、その他、ʩ通外ͻに対するഥ血術等、救急症̊

をԃめ、IV4のᢘࣖ症̊には迅速に対ࣖしています。IV4�CT

を用いた各ᆔ生検、ᐝ瘍ドレȊーǸ、経皮的ౢ体形成術などの

IV4もᆢಊ的に行っています。

【放射線治療】
頭頸部がん、Ꮝがん、乳がん、泌尿生殖器がんなどの放射線

治療を行っています。特ഷな治療として、脳腫瘍に対するリニ

アックを用いた定ˮ放射線治療（ǨックǹȊイフ）、Ꮝがんに

対する呼吸同期下での体࠴部定ˮ放射線治療、ᭌ᭒ᆆౡのため

の全៲ༀ射も行っています。Эᇌ腺がんに対しては、治療計画

用ǳンピȥーǿをᬝ̅したࢍ度٭調放射線治療（IM4T）や、

ȨǦእ125݅ݥ小線เ൨ʁ਴入療法を行っています。

診療実績（2024年度）

ˑૠ・ૠ͌等手術・検査・治療法等

放射線治療患者ૠ（新患）

Эᇌ腺小線เ治療

脳定ˮ放射線治療

体࠴部定ˮ放射線治療

調放射線治療٭度ࢍ

CT

MR

᳌᳃

701

29

19

46

242

28�077

10�949

1�887

ዬ急ഥ血術

経皮的ドレȊーǸᲩ生検術

27

93

ᧉ脈ኒ（TIPS�BRT1）、᩺脈ǵンȗリ
ンǰ

1

Ꮑ動脈ఀص療法ᲩᏁ動脈化学ఀص療法/ 
ȩǸオඬ治療

27

インǿーșンショȊルȩǸオロǸー
（IVR）଀行ˑૠ

228

Ū血管ᡯࢨ検査Ჴ

血管のᡯࢨ΂により、疾患の状७を診断する検査です。診断

のǈならƣ、カテーテルからの薬剤ද入、血管ఀص、血管ਘࢌ

なども行います。また、IV4�CTにより、୼にദᄩな治療ӏƼ

臓器生検がᄩ実に଀行ӧ能となっています。

Ū核医学（4I）検査Ჴ

᣽のද射のǈで、全៲臓器の形७、機能診断が同଺に行えݲ

る非侵襲的検査です。2'TやS2'CTという方法により、:線

CTと同様に4I画΂の断層΂がࢽられ、よりᛇ細な診断がӧ能

です。

Ū放射線治療Ჴ

リニアックによる外部からのༀ射を行っています。治療計画

用のCTを用いてദᄩな治療を行っています。また、Эᇌ腺ݦ

がんに対しては、ࢍ度٭調放射線治療や݅ݥ小線เ൨ʁХ入療

法といった医療ができる体制を整えています。

Ū:線CT検査Ჴ

ᲭӨのMDCT（320ЗCTが2Ө、高精細CTが1Ө）に

よって、್断΂にьえてᆔ々のɤ次Ψ画΂などを簡ҥにࢽるƜ

とができ、心臓、Ꮝ、ᐃ部など全៲のᛇ細な画΂診断がӧ能で

す。

ŪM4検査Ჴ

最新の1.5TおよƼᲭT�M4各2Өを用いて、全៲の臓器

を、ٶ方向からǳントȩǹト高くજ΂するƜとがӧ能です。

:線CTではわかりにくい機能的な画΂も提供できます。

Ūឬ᪦ඬ検査Ჴ

ᐃ部、᪹部、乳腺などの画΂を非侵襲的にࢽるƜとがӧ能

で、ドッȗȩー検査により血්の情報もܾତにࢽるƜとができ

ます。ឬ᪦ඬを用いて臓器の生検、腫瘍の薬剤ද入も行ってい

ます。

主な検査・医療設備など

放射線科

外来担当医師紹介
氏名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

河野　直明
ǳǦノųȊオアǭ

ᜒࠖ
日本医学放射線学˟（放射線治療ݦᧉ医）

日本放射線腫瘍学˟（ݦᧉ医）

日本インǿーșンショȊルȩǸオロǸー学˟（ݦᧉ医）

放射線治療

インǿーșンショȊルȩǸオロǸー

村上　陽子
ムȩカȟųȨǦǳ

я教
日本医学放射線学˟（放射線診断ݦᧉ医）

日本インǿーșンショȊルȩǸオロǸー学˟（ݦᧉ医）

日本核医学˟（核医学ݦᧉ医）

画΂診断

インǿーșンショȊルȩǸオロǸー

津川　拓也
ȄǬワųǿクȤ я教

放射線科 外来医長
放射線治療

日本医学放射線学˟（放射線治療ݦᧉ医）

日本放射線腫瘍学˟（ݦᧉ医）

青木　健
アオǭųケン 特˓я教

放射線科 病౐医長
放射線治療

日本医学放射線学˟（放射線治療ݦᧉ医）

日本放射線腫瘍学˟（ݦᧉ医）

友澤　裕樹
トȢǶワųユǦǭ

я教
画΂診断（特にᐃ部᪸域）

インǿーșンショȊルȩǸオロǸー

日本医学放射線学˟（放射線診断ݦᧉ医）

日本インǿーșンショȊルȩǸオロǸー学˟（ݦᧉ医）

園田　明永
ǽノȀųアǭȊǬ

ϱ教੉
画΂診断（特にᏟ部᪸域）

インǿーșンショȊルȩǸオロǸー

日本医学放射線学˟（放射線診断ݦᧉ医）

日本インǿーșンショȊルȩǸオロǸー学˟（ݦᧉ医）

特に紹介を受けたい疾患、症例
全៲の画΂検査全般（CT、M4、核医学、2'T�CT（F&)

）、各ᆔ:線検査ȞンȢǰȩフィーなど）。検査画΂と放射線

科診断ݦᧉ医による検査報告書を紹介Ψの医療機関にお返しし

ます。（è 検査の内ܾにより、ዌ᫢などが࣏要となります。お

բい合わせください。）

〈インターベンショナルラジオロジー（IVR）治療〉
まず当該科に紹介して頂いてからの治療となることがありま
すので、事前に放射線科外来にお問い合わせください。

Ū動脈系
頭頸部腫瘍に対する৴がん剤ද入・ఀص術

難治性鼻Ј血・難治性լ血のఀص術

Ꮝ動脈AVFఀص術

Ꮑ細胞がん、᠃ᆆ性ٶ血腫瘍のఀص術

Ᏹ機能ʨ進に対するᏱ動脈ఀص

腎血管性高血ן症のIV4

腎動᩺脈ڈ形のఀص術

Ꮯ部・ᐃ部外ͻのIV4

下Ꮓの難治性຃瘍治療

ᐂᭌ〜下Ꮓの動脈狭窄に対する2TA

Ū静脈系
ǬイドワイȤーなどの血管内ီཋᨊӊ

腫瘍ේ๾による᩺脈᧍صに対するǹテントသ置術

ᡢௌ患者のシャント2TA

下Ꮓ᩺脈ၭの治療

Ū門脈系
ᧉ脈ןʨ進症に対するTI2S、$4T1などの治療

и腎᩺脈ǵンȗリンǰ

Ū非血管系
乳ƼᏟ治療目的のリンȑ管ᡯࢨ

腫瘍生検、腫瘍のȩǸオඬ、ȞイクロǦǧーȖ໲ໍ術

ᐝ瘍ドレȊーǸや経皮的ᏐᢊドレȊーǸ

【放射線治療】
脳腫瘍に対する定ˮ放射線治療（SRS）

Ꮝ腫瘍（�ᲭEOˌ下Ძ〜Წ̾）に対する体࠴部定ˮ放射線

治療

限ޅ性Эᇌ腺がんに対するȨード125݅ݥ小線เ൨ʁХ入治

療

（èまƣ本院泌尿器科に紹介ください）

限ޅ性Эᇌ腺がんに対するࢍ度٭調放射線治療（IM4T）

（èまƣ本院泌尿器科に紹介ください）

限ޅ性Эᇌ腺がんに対する体࠴部定ˮ放射線治療

（èまƣ本院泌尿器科に紹介ください）

ŪˋԧᲭ年からЭᇌ腺がんへの体࠴部定ˮༀ射を開始しまし

た。

Ūˋԧ3年度に新ᙹM4ᘺ置2Өを導入し、ଏ存のM4ᘺ置2Ө 

も最新のǽフトに୼新し、高画質の画΂を提供しています。

Ūˋԧ4年度に血管ᡯࢨᘺ置が୼新され、高精細な画΂を低ᘮ

ƹくでࢽるƜとがӧ能となっています。

Ūˋԧ5年度に放射線治療ᘺ置を最新のものに୼新し、新౐に

ᆆ᠃しています。

地域に対する取り組み、最近の話題など
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ペインクリニック科

ҽ生і働Ⴞ

ॸ性၊ၘ診療シǹテムרてん化ʙಅ

Üᡈဴ地ғÜ

ᡈ年、ॸ性のၘǈに対して、集学的なॸ性၊ၘ診療と診療連

携の重要性がᛐᜤされるようになってきました。ҽ生і働Ⴞの

ॸ性၊ၘ診療体制構築Ȣȇルʙಅが日本全׎Ჲ地域でᇌち上が

り、地域の実情にࣖơた診療シǹテムを構築し、人஬育成が始

まっています。

地域に対する取り組み、最近の話題など

外来担当医師紹介
氏名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

北川　裕利
ǭǿǬワ Ȓロトシ 教੉

ペインクリニック科 科長

全៲麻酔、心臓麻酔、

ペインクリニック

ҽ生і働Ⴞ（麻酔科೅ಚᚩӧ）

日本麻酔科学 （˟指導医）

日本ݦᧉ医機構（麻酔科ݦᧉ医）

日本心臓血管麻酔学 （˟指導医）

日本ペインクリニック学 （ᧉ医ݦ˟）

日本集中治療医学 （ᧉ医ݦ˟）

中西　美保
Ȋカニシųȟț ᜒࠖ

麻酔科 外来医長

ペインクリニック科 教育医長

ҽ生і働Ⴞ（麻酔科೅ಚᚩӧ）

日本麻酔科学 （˟指導医）

日本ݦᧉ医機構（麻酔科ݦᧉ医）

日本ペインクリニック学 （ᧉ医ݦ˟）

日本ிබ医学 （˟๮方指導医・๮方ݦᧉ医）

日本ᎊ年麻酔学 （˟ᛐ定医）

日本医ࠖ （˟ᛐ定産ಅ医）

日本ғ域麻酔学 （˟ᛐ定医）

瀧　康彦
ǿǭųȤǹȒǳ

非ࠝ勤ᜒࠖ（診療）
手術麻酔、ᢃ動器၊ၘ、

ペインクリニック

ҽ生і働Ⴞ（麻酔科೅ಚᚩӧ）

日本ݦᧉ医機構（整形外科ݦᧉ医）

日本整形外科学 （˟ᛐ定リǦȞȁ医・ᛐ定ᢃ動器リハビリ

テーション医）

岩下　成人
イワシǿųȊリȒト

ᜒࠖ

ペインクリニック科 и科長

ペインクリニック科 病౐医長

ペインクリニック科 外来医長

ペインクリニック、

ᡢ視下神経Ȗロック療法、

ॸ性၊ၘ、ၘǈの脳機能画΂、

ၘǈの๮方

ҽ生і働Ⴞ（麻酔科೅ಚᚩӧ）

日本麻酔科学 （˟指導医）

日本ݦᧉ医機構（麻酔科ݦᧉ医）

日本ペインクリニック学 （ᧉ医ݦ˟）

日本臨床薬理学 （˟指導医）

日本ிබ医学 （˟๮方ݦᧉ医）

日本ǹポーȄ協 （˟πᛐǹポーȄドクǿー）

岩本　貴志
イワȢトųǿカシ

非ࠝ勤ᜒࠖ（診療）

ペインクリニック

ᡢ視下神経Ȗロック療法

ዼԧケア

松本　富吉
ȞȄȢトųトȟǭȁ

非ࠝ勤ᜒࠖ（診療） 日本ペインクリニック学 （ᧉ医ݦ˟）

石原 真理子
イシハȩųȞリǳ

特˓я教 手術麻酔、ペインクリニック

ҽ生і働Ⴞ（麻酔科೅ಚᚩӧ）

日本麻酔科学 （˟指導医）

日本ݦᧉ医機構（麻酔科ݦᧉ医）

日本小児麻酔学 （˟ᛐ定医）

福島　豊
フクシȞųユǿカ ᜒࠖ（学内）

麻酔科 教育医長

手術麻酔、小児麻酔、

ペインクリニック

ҽ生і働Ⴞ（麻酔科೅ಚᚩӧ�

日本麻酔科学 （˟指導医）

日本ݦᧉ医機構（麻酔科ݦᧉ医）

日本小児麻酔学 （˟ᛐ定医）

湯浅 真由美
ユアǵųȞユȟ

я教 手術麻酔、ペインクリニック

ҽ生і働Ⴞ（麻酔科೅ಚᚩӧ）

日本麻酔科学 （˟指導医）

日本ݦᧉ医機構（麻酔科ݦᧉ医）

日本心臓血管麻酔学 （ᧉ医・日本周術期経᫢ᢊǨǳーᛐ定医ݦ˟）

ペインクリニック、

ᡢ視下ǨǳーǬイド下神経Ȗロッ

ク、ॸ性၊ၘの集学的診療、ၘǈ

の๮方治療、ॸ性၊ၘの脳内ȡカ

ニǺム（ペインイȡーǸンǰ）、

๮方薬のᦒၘ機ࡀ

ᅶたちは集学的ၘǈセンǿーを各地域

に構築し、さらに地域医療機関との連携

をขめるƜとで、ၘǈでᒊしǉ皆さんの

31.（生活の質）がよくなるように取

り組ǈを進めています。

診療科ǦǧȖǵイト

概要・特色

歯科口腔外科ų科長

髙岡　一樹

歯科口腔外科では口腔、᫈ᭌおよƼその周׊の᫊᩿、頸部の
疾患を診療対ᝋとし、総合病院の機能を生かした診療を行って
います。

口腔と口腔周׊の疾患を全៲との関わりでとらえ、Ǩビȇン
ǹに基Ʈいた診断を行い、җ分なインフǩームドǳンセントを
。て治療を進めていますࢽ

また、全៲疾患をஊする患者さんへの対ࣖも関係各科と連携
して行っています。

くのご紹介をٶ地域医療機関の先生方のご協力にてૠ、נྵ
᪬いていますが、今後は、࢘科から地域医療機関の先生方への
逆紹介率をさらに向上させ、「ӑ方向性のある連携シǹテム」
のᄩᇌを目೅にしています。

地域医療機関と݅に連携し、歯科・口腔外科医療の機能分担
とレșルの向上を̟進していきたいとᎋえています。

診療内容

紹介を受けている主な疾患、症例
Ū᫈٭形症ųųųųųųųųųŪ口腔がん

Ū口腔インȗȩントųųųųųŪ᫈ᭌֳ胞、良性腫瘍

Ū᫈ᭌᭌ৵ųųųųųųųųųŪ᫈関ራ症

Ū৷歯（入院・全៲麻酔下のٶૠ歯৷歯、୓歯৷歯）

特に紹介を受けたい対象疾患
Ū歯科インȗȩント治療ųųųŪᭌᡯ成が࣏要な᫈ࠝီء吸ӓ

Ū᫈٭形症ųųųųųųųųųŪ᫈ᭌᭌ᭒໒

Ū᫈ᭌֳ胞、᫈ᭌ腫瘍ųųųųŪ口腔ၶ

Ū৷歯（ჺ期入院下のٶૠ歯৷歯、୓歯৷歯）

Ū᫈ᭌᭌ৵ųųųųųųųųųŪ᫈関ራ症

件数・数値等手術・検査・治療法等

診療実績（2024年度）

外来新患患者ૠ

外来受診患者ૠ

外来手術ˑૠ

周術期口腔機能管理を行った患者ૠ

4,503

16,571

831

2,403

Ū歯の疾患（抜歯）：
歯などの৷歯を行っています。また、重ሶな˜؈・୓歯˜؈
全៲疾患をஊする患者さんの৷歯については関係各科と連携
した上で行っています。ჺ期入院下でのٶૠ歯৷歯や全៲麻
酔下でのϼ置も行っています。

Ū顎骨の疾患：
᫈٭形症に対してჼദ歯科医と݅に連携しながら手術治療を
行っています。その他のᭌኒወ疾患に対する治療も行ってい
ます。

Ū顎顔面領域の外傷・骨折：
᫈ᭌᭌ৵、᫊᩿口腔ᘷо、歯ངᏮᐵ、歯ངᄊ৵に対して、ݙ
፦的にかつ᫈Գ合機能を重視した治療を行っています。

Ū顎口腔領域の感染症：
歯が原׆となるज़௨症、ᖻᆾጢ໒、᫈ᭌᭌ᭒໒に対してݦᧉ
的な治療を行っています。場合によっては入院下に治療を
行っています。

Ū嚢胞および良性腫瘍：
᫈ᭌֳ胞、᫈ᭌ良性腫瘍、᠂部組ጢֳ胞、᠂部組ጢ良性腫
瘍、ቬ液ֳ胞に対し、患者様の31.を重視した外科的治療を
行っています。

Ū口腔粘膜疾患：
ႉெ症、৒࠯ᒀႁ（へんǃいたいせん）、難治性口内໒など
のቬᐏ疾患に対してݦᧉ的な治療を行っています。

Ū口腔がん：
外科的治療、化学療法、放射線療法など、他科と連携した集
学的治療を行っています。また、口腔がんのଔ期発ᙸにも力
を入れています。

Ū顎関節症：
ǹȗリント治療などの保存的治療から外科的治療まで、ࠢ広
く対ࣖしています。

Ūインプラント治療：
かかりつけ歯科との連携でインȗȩント治療を行っておりま
す。また、)$4（ᭌϐ生ᛔ導療法）、上᫈඼ࡁਫ上術（ǵイ
Ȋǹリフト）などの高難ତ度のᭌᡯ成手術も行っています。
腫瘍やʩ通外ͻなどで広ር׊におよƿ歯・᫈ᭌഎ੷に対する
インȗȩント治療は保ᨖᢘ用で広ር׊᫈ᭌ支持ᘺ置による治
療と呼ƹれており、࢘科で対ࣖӧ能です。

▶地域連携インプラントシステム
2006年度より地域連携インȗȩントシǹテムを開始し、ٶ

くの患者さんから「良く֣めるようになった」とշんでいただ
いています。

Ɯのインȗȩント地域連携シǹテムは、ᭌᡯ生などリǹクを
ˤう外科ϼ置は࢘科が行い、その後のᙀዢϼ置は紹介Ψで行う
Ɯとを基本としています（症̊により、すǂての治療を࢘科
で行う、ᭌᡯ生のǈ࢘科で行うなど様々な対ࣖがӧ能 で
す）。本シǹテムの症̊について直接紹介Ψとカンフǡレン
ǹを行い、݅接に連携した治療を行うƜとを特徴としていま
す。

ᛇ細はˌ下のU4.をごӋༀください。
http://www.shiga-med.ac.jp/hospital/doc/medical_  
institution/systems/implant.html

▶地域連携顎矯正システム
᫈のᭌの大きさの不調ԧにより、うまく֣めない患者さん

（᫈٭形症）に対しては、2006年度より地域連携᫈ჼദシǹ
テムとして、ᡈᨩのჼദ歯科ݦᧉ医と連携して、᫈ჼദ手術を
行っています。

治療によりᙸた目のોծだけではなく、良くԳめるようにな
るƜとから、日ࠝ生活において大きなોծがᛐめられます。

下᫈Эᆳ症、上᫈Эᆳ症など᫈٭形に対して外科的ჼദ治療
を行っています。

ᛇ細はˌ下のU4.をごӋༀください。
http://www.shiga-med.ac.jp/hospital/doc/medical_  
institution/systems/othognathics.html

地域に対する取り組み、最近の話題など

ペインクリニック
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外来担当医師紹介
氏名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

辻　俊一郎
ツジ シュンイȁロウ 准教授

（母子診療科）
周産期

母体保護法指定医師

日本産科婦人科学会（産婦人科専門医・指導医）

日本周産期・新生児医学会（周産期専門医（母体・

胎児）・周産期専門医（母体・胎児）指導医）

日本遺伝カウンセリング学会（臨床遺伝専門医）

西倉　紀子
ニシクラ　ノリコ 助教

（小児科学講座） 小児神経

日本小児科学会（小児科専門医・認定指導医）

日本小児神経学会（小児神経専門医）

日本人類遺伝学会（臨床遺伝専門医）

日本小児精神神経学会（認定医）

日本てんかん学会（てんかん専門医・指導医）

寺島　智也
テラシマ　トモヤ 准教授

（内科学講座 脳神経内科）

臨床遺伝相談科 外来医長

日本内科学会（認定内科医・総合内科専門医）

日本神経学会（専門医・指導医）

日本人類遺伝学会（臨床遺伝専門医・指導医）

日本再生医療学会（再生医療認定医）

神経内科学、臨床遺伝学、再生医学、

遺伝子細胞治療

柳　貴英
ヤナギ　ǿカヒデ 講師

（小児科）

日本小児科学会（小児科専門医・認定指導医）

日本人類遺伝学会（臨床遺伝専門医）

日本周産期・新生児医学会（新生児指導医）
未熟児・新生児

茶野　徳宏
ȁャノ　トクヒロ 准教授

（臨床検査医学講座）

臨床遺伝相談科 副科長

日本整形外科学会（整形外科専門医）

日本人類遺伝学会（臨床遺伝専門医・指導医）
遺伝子診療

丸尾　良浩
マルオ　ヨシヒロ 教授

（小児科学講座）

臨床遺伝相談科 科長

日本小児科学会（小児科専門医・認定指導医）

日本人類遺伝学会（臨床遺伝専門医・指導医）

日本内分泌学会（内分泌代謝科専門医・指導医）
小児内分泌・代謝、体質性黄疸

越田　繁樹
コシȀ　シゲキ 特任講師

（総合周産期母子医療センǿー）

日本小児科学会（小児科専門医・認定指導医）

日本周産期・新生児医学会（新生児指導医）

日本人類遺伝学会（臨床遺伝専門医）
未熟児・新生児

診療科ウェブサイト

概要・特色

臨床遺伝相談科　科長

丸尾　良浩

【診療方針】
臨床遺伝相談科では、臨床遺伝専門医と遺伝カウンセラーに

よる遺伝カウンセリングを行なっています。遺伝カウンセリン

グとは、遺伝に関する悩みや不安などの相談ができる場所で

す。遺伝に関する情報提供をはじめ、今後の方針決定の支援を

させていただきます。また、遺伝性疾患は多診療科が関わる必

要があることも多いため、当科では院内各診療科および地域診

療、他病院との連携にも力を入れています。

診療内容

【他院からの紹介について】

患者支援センǿー経由でご予約いただけます。臨床遺伝相談

科宛に患者支援センǿーへ紹介状をFAXしてください。遺伝カ

ウンセリング希望である旨明記いただくとよりスムーズです。

紹介状をいただいてから、担当医の調整・予定調整を行いま

すので、予約確定まで数日かかる場合があります。ご不明な点

がございましたらお気軽にお問い合わせください。

相談者本人から直接予約をいただくことも可能です。

外来受付（０７７−５４８−３６２０）へご連絡ください。

件数・数値等手術・検査・治療法等

診療実績（2024年度）

相談件数　２０２０年

相談件数　２０２１年

相談件数　２０２２年

相談件数　２０２３年

相談件数　２０２４年

４３４

４３８

５５３

５１２

５２３

【遺伝カウンセリング】
臨床遺伝専門医と遺伝カウンセラーが遺伝に関する様々な不

安や悩みの相談をお受けしています。各診療科と共同で専門外

来を開設しており、必要に応じて遺伝学的検査の対応も行って

おります。

専門外来も含めた診療内容詳細は診療科ホームページ（上記

QRコードまたは下記アドレス）をご参照ください。

http://www.shiga-

med.ac.jp/hospital/doc/department/

department/clinical_heredity/heredity

▶周術期口腔機能管理
全身麻酔で手術を行う患者さんは、スムーズに全身麻酔を行

うため、また術後の肺炎予防のためにも術前に口腔内をȁェッ
クすることが重要です。当院に存在する周術期ȁームと密に連
携しながら、手術前後の患者さんの口腔内管理を行っていま
す。

顎変形症に対する治療は、手術（「外科的矯正手術」といい

ます。）を担当する当院の口腔外科専門医と、歯並びを整える

（「歯列矯正治療」といいます。）を担当する地域の矯正歯科

医院の歯科矯正医とが連携して行います。

顎変形症に対する治療への理解を深めて頂く目的で当院ホー

ムページに「顎変形症治療の手引き」を掲載いたしました。

以下のURLをご参照ください。

http://www.shiga-med.ac.jp/hospital/cms/-

file.php?action_disp&id＝3528fid＝2284

（顎変形症治療担当歯科医師：

火曜日：家森正志

木曜日：越沼伸也）

<口腔機能低下症対策地域連携推進事業>
（令和７年度）地域医療介護総合確保基金活用事業

当科では口腔機能の維持向上のための地域医療連携体制の構

築を目指して県民や医療関係者に対して啓蒙活動を中心に事業

を行っております。地域の歯科医院においての滋賀医大と連携

可能な歯科医院と協働するための、情報共有を行います。

病院を受診する患者さんがシームレスに口腔機能低下症に対

する対策をうけることを推進し、地域全体でオーラルフレイル

に対応することによって、要介護状態の重症化の予防に寄与す

るだけでなく、人生の最後の時まで「食べる楽しみ」を持ち続

けられることを目的として活動を行っています。（担当歯科医

師：越沼伸也）

外来担当医師紹介
氏名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

髙岡 一樹
ǿカオカ　カズキ 教授

歯科口腔外科 科長

歯科口腔外科 教育医長

口腔インプラント、顎骨骨髄炎、

顎口腔腫瘍

日本口腔外科学会（専門医・指導医）

日本口腔インプラント学会（専門医・指導医）

日本口腔科学会（指導医）

日本がん治療認定医機構 がん治療認定医（歯科口腔外科）

口腔顔面神経機能学会 口唇・舌感覚異常判定認定医

越沼 伸也
コシヌマ シンヤ 講師

歯科口腔外科 医局長 

日本口腔外科学会（認定医・専門医・指導医）

日本口腔インプラント学会（専門医）

日本口腔科学会（認定医・指導医）

日本口腔ケア学会（認定医）

口腔インプラント、顎変形症

家森　正志
ヤモリ　マサシ 講師

歯科口腔外科 外来医長

日本口腔外科学会（専門医・指導医）

日本口腔科学会（指導医）

日本小児口腔外科学会（指導医）

口腔腫瘍、顎変形症、顎関節症、

口腔インプラント、顎補綴、

口腔内科

森寺　邦康
モリデラ　クニヤス 特任助教

歯科口腔外科 病棟医長

日本口腔外科学会（専門医・指導医）

日本口腔科学会（認定医・指導医）

日本がん治療認定医機構 がん治療認定医（歯科口腔外科）

Ⅰ．周術期口腔機能管理の連携推進

Ⅱ．口腔機能低下症に関する連携推進

Ⅲ．摂食機能障害に関する連携推進

Ⅳ．在宅口腔ケアに関する連携推進

当科では口腔がんの早期発見・早期治療および地域でがん治

療を完結できる医療連携体制の構築を目指して県民や医療関係

者に対して啓蒙活動を中心に事業を行っており、2020年より

『口腔がん相談窓口』を開設しています。滋賀県下の診療所の

先生方が診断に迷う口腔粘膜疾患に遭遇したときに歯科口腔外

科専門医に相談できるシステムです。滋賀県下の医療情報連携

手段である「びわ湖あさがおネット」のメール機能を利用し、

患者さんの口腔内写真などのデーǿをお送りいただいて、当科

の専門医がその所見や対応について返信するものです。どうぞ

お気軽にご相談ください。（ただし確定診断を行うものではな

いことをご留意ください。）

詳細は以下のURLをご参照ください。

https://www.shiga-med.ac.jp/hospital/cms/file.  

php?action_disp&id＝352&fid＝2252

また、滋賀県口腔がん対策地域連携体制整備事業では、

YouTubeȁャンネルを開設しております。

こちらもぜひ、以下のURLまたはQRコードからご覧くださ

い。

https://www.youtube.com/channel/UCVnuysMj６

Lao９omDgvzdgFQ

（滋賀県下診療所向け口腔がん相談窓口担当歯科医師：家森

正志）

顎顔面外傷、口腔腫瘍

井上 雅喜
イノウエ　マサキ

医員 口腔外科一般、有病者歯科

平井　利奈
ヒライ　リナ

医員 口腔外科一般、有病者歯科

安井　聡臣
ヤスイ　サトシ

医員

松宮　修人
マツミヤ  シュウト

医員

横田 幸志朗
ヨコǿ  コウシロウ

医員

口腔外科一般、有病者歯科

口腔外科一般、有病者歯科

口腔外科一般、有病者歯科

村井　崇人
ムライ　ǿカト

医員 口腔外科一般、有病者歯科

歯科口腔外科

日本口腔外科学会（認定医）

森　敏雄
モリ　トシオ

医員 口腔外科一般、有病者歯科
日本口腔外科学会（認定医）

日本口腔科学会（認定医）

日本口腔外科学会（認定医）
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概要・特色

リハビリテーション科　科長

今井　晋二

近年、リハビリテーションという言葉は医療や福祉の分野で
盛んに用いられ、かなり一般の人にも知られるようになりまし
た。運動麻痺のリハビリテーション、失語症のリハビリテー
ション、スポーツ・リハビリテーションなど、リハビリテー
ションという言葉はさまざまな障害や事柄に対して使われてい
ますが、その本質は一体どこにあると言えるのでしょうか？

医療技術の進歩に伴い、救命・治癒できる疾患が増えてきて
いますが、一方ではいろいろな病気による後遺症や慢性疾患の
ために、ひとりで思うように動けず、日常生活が著しく制限さ
れた患者さんが増加しています。また、高齢社会を迎えて、転
倒などをきっかけにして、“寝たきり”となる患者さんの数も
増える傾向にあります。

従来の臓器別診療型の医療に対して、リハビリテーション医
療では、人間的復権を理念として、障害者の能力を最大限に発
揮させ自立を促し、生活の質（QOL）を高めることを目標とし
ます。本院では2008年にリハビリテーション科が新設されま
した。運動器、脳血管、心血管、がん患者、呼吸器の各分野リ
ハビリテーションにおいて施設基準（Ⅰ）の認定を得て、質の
高いリハビリテーション医療の提供に努めています。

診療内容

診療実績（2024年度）

リハビリテーション科の医師はバイオフィードバック筋時
計、呼気ガス分析装置などの物理医学的診断法を用いながら、
適切な障害の診断、残存機能の評価、機能回復の予測を行いま
す。さらに、薬の処方や運動療法・作業療法・言語療法の処
方、義肢・装具の作製にたずさわります。充分な診断・評価の
もとに、患者さんに効率のよいリハビリテーション・プログラ
ムを提供することができます。

リハビリテーション依頼件数合計

特に紹介を受けたい疾患、症例
原則として入院患者さんが対象ですが、一部の患者さんは

退院後、引き続き外来で経過を診させていただきます。外来
初診の方の紹介に際しては、紹介状（診療情報提供書）を持
参させてください。本院の他の診療科に受診中の場合は、外
来主治医より申込みをして外来初診（対診）の形を取りま
す。リハビリテーション科では、当院の入院患者さんを中心   
に、関連各科との連携を密にとりながら、骨関節疾患、脳血
管疾患、神経筋疾患、脊椎脊髄疾患、循環器疾患、心臓外科
術後、失語症、構音発声障害などに基づく障害の診断・評
価・治療を行っております。急性期治療対象疾患につきまし
ては、各関連診療科とご相談ください。

●足圧分布測定装置：
圧力を感知するシート上を歩行し、歩行解析行います。

●多機能筋力測定装置：
各筋の筋力を測定し、リハビリの効果を定期的に追うことが
できます。

主な検査・医療設備など

●トレッドミル：
ベルトコンベアーの上を歩いて、虚血性心疾患や閉塞性動脈
硬化症の有無を検査します。

●心肺運動負荷試験：
自転車をこいでいただき、酸素消費、
二酸化炭素排出を測定し、安全な運動
強度を求めます。

●標準失語症検査：
失語の型、重症度を評価します。

●日常生活評価：
ADL*の項目別評価を行い、リハビリテーションの効果を判
定します。

●経頭蓋磁気刺激装置：
磁気刺激による脳の障害の診断や予後判定に用います。

心肺運動負荷試験

*ADLとは？
日常生活を営む上での基本的な行動のことで、

具体的には食事・排泄・入浴等をさし、どの

程度自立的な生活が可能かを評価する指標と

して使われます。

診療科別のリハビリテーション処方数

リハビリテーション科

外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

今井 晋二
イマイ　シンジ 教授（整形外科）

リハビリテーション科

科長

肩関節外科、骨代謝障害、

末梢神経と運動器の疼痛性

疾患、運動器・脳血管リハ

ビリテーション

日本整形外科学会（整形外科専門医・指導医）

日本リハビリテーション医学会

（リハビリテーション科専門医・指導医）

川口　民郎
カワグȁ　ǿミロウ

助教

リハビリテーション科

外来医長

リハビリテーション科

教育医長

内科学、循環器内科学、

心臓リハビリテーション

日本内科学会（認定内科医・指導医・総合内科専門医）

日本循環器学会（循環器専門医）

日本医師会（認定産業医・認定健康スポーツ医）

日本心臓リハビリテーション学会（心臓リハビリテーション指導士）

日本リハビリテーション医学会（リハビリテーション科専門医）

厚生労働省（義肢装具等適合判定医）

梅田　康平
ウメȀ　コウヘイ 助教

リハビリテーション科
関節外科（肩関節）

日本整形外科学会（整形外科専門医）

日本スポーツ協会（公認スポーツドクǿー）

各療法士が実施する疾患別リハビリの割合（2024年度）

割合（%）診療報酬項目

理学療法士

呼吸器リハビリテーション

心大血管疾患リハビリテ－ション

がん患者リハビリテーション

運動器リハビリテーション

廃用症候群リハビリテーション

脳血管疾患等リハビリテーション

25.0

20.2

16.5

16.0

11.6

10.7

割合（%）診療報酬項目

作業療法士

脳血管疾患等リハビリテーション

廃用症候群リハビリテーション

運動器リハビリテーション

心大血管疾患リハビリテ－ション

がん患者リハビリテーション

呼吸器リハビリテーション

58.4

12.6

11.9

8.2

5.3

3.6

割合（%）診療報酬項目

言語療法士

脳血管疾患等リハビリテーション

摂食機能療法

呼吸器リハビリテーション

がん患者リハビリテーション

廃用症候群リハビリテーション

運動器リハビリテーション

49.4

44.1

2.8

2.0

1.7

0

地域に対する取り組み、最近の話題など
急性期病院として、急性期リハビリテーションを当院で実

施した後、連携施設、関連施設への回復期リハビリテーショ

ンあるいは維持期リハビリテーションの移行が支障なく速や

かにできるように努めています。通所リハビリテーション、

訪問リハビリテーションなどの介護保険事業、地域リハビリ

テーション等にも力を入れ、積極的に情報交換を行うこと

で、急性期から回復期、維持期における医療・福祉分野にま

たがる地域医療・地域連携が円滑に進むよう取り組んでいま

す。

心臓リハビリテーションでは、「地域の運動施設との維持

期心臓リハビリテーション連携事業」に取り組んでいます

心臓リハビリテーションの効果
１．運動耐容能の向上

２．精神面における改善

３．血管の内プラーク（こぶ）の退縮

４．自律神経のバランスの改善

５．耐糖能（ブドウ糖の処理能力）の改善

６．肥満の改善

７．高血圧症の改善

８．脂質異常の改善

2018年度よりスǿートした新専門医制度では、リハビリ

テーション科は18基本診療科の一つに数えられています。滋

賀県では滋賀医科大学医学部附属病院リハビリテーション科

を基幹施設として専門医プログラムを展開し、地域医療に貢

献できるリハビリテーション専門医の育成に力を入れていま

す。また、今後も基幹病院として診療を行い、患者さんの健

康に大きく寄与するとともに、今後のリハビリテーション診

療に貢献する臨床、基礎研究に邁進していきます。

4,100

4,275

4,450

4,625

4,800

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

0 500 1,000 1,500 2,000

脳神経内科

心臓血管外科

循環器内科

整形外科

脳神経外科

消化器外科

呼吸器内科

小児科

救急科

血液内科

呼吸器外科

消化器内科

耳鼻咽喉科・頭頸部外科

泌尿器科

腎臓内科

皮膚科

精神科

母子診療科・女性診療科

糖尿病内分泌内科

神経内科

形成外科

乳腺・小児・一般外科

リハビリ科

腫瘍内科

眼科

ペインクリニック科

放射線科
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診療科ウェブサイト

概要・特色

リハビリテーション科　科長

今井　晋二

近年、リハビリテーションという言葉は医療や福祉の分野で
盛んに用いられ、かなり一般の人にも知られるようになりまし
た。運動麻痺のリハビリテーション、失語症のリハビリテー
ション、スポーツ・リハビリテーションなど、リハビリテー
ションという言葉はさまざまな障害や事柄に対して使われてい
ますが、その本質は一体どこにあると言えるのでしょうか？

医療技術の進歩に伴い、救命・治癒できる疾患が増えてきて
いますが、一方ではいろいろな病気による後遺症や慢性疾患の
ために、ひとりで思うように動けず、日常生活が著しく制限さ
れた患者さんが増加しています。また、高齢社会を迎えて、転
倒などをきっかけにして、“寝たきり”となる患者さんの数も
増える傾向にあります。

従来の臓器別診療型の医療に対して、リハビリテーション医
療では、人間的復権を理念として、障害者の能力を最大限に発
揮させ自立を促し、生活の質（QOL）を高めることを目標とし
ます。本院では2008年にリハビリテーション科が新設されま
した。運動器、脳血管、心血管、がん患者、呼吸器の各分野リ
ハビリテーションにおいて施設基準（Ⅰ）の認定を得て、質の
高いリハビリテーション医療の提供に努めています。

診療内容

診療実績（2024年度）

リハビリテーション科の医師はバイオフィードバック筋時
計、呼気ガス分析装置などの物理医学的診断法を用いながら、
適切な障害の診断、残存機能の評価、機能回復の予測を行いま
す。さらに、薬の処方や運動療法・作業療法・言語療法の処
方、義肢・装具の作製にたずさわります。充分な診断・評価の
もとに、患者さんに効率のよいリハビリテーション・プログラ
ムを提供することができます。

リハビリテーション依頼件数合計

特に紹介を受けたい疾患、症例
原則として入院患者さんが対象ですが、一部の患者さんは

退院後、引き続き外来で経過を診させていただきます。外来
初診の方の紹介に際しては、紹介状（診療情報提供書）を持
参させてください。本院の他の診療科に受診中の場合は、外
来主治医より申込みをして外来初診（対診）の形を取りま
す。リハビリテーション科では、当院の入院患者さんを中心   
に、関連各科との連携を密にとりながら、骨関節疾患、脳血
管疾患、神経筋疾患、脊椎脊髄疾患、循環器疾患、心臓外科
術後、失語症、構音発声障害などに基づく障害の診断・評
価・治療を行っております。急性期治療対象疾患につきまし
ては、各関連診療科とご相談ください。

●足圧分布測定装置：
圧力を感知するシート上を歩行し、歩行解析行います。

●多機能筋力測定装置：
各筋の筋力を測定し、リハビリの効果を定期的に追うことが
できます。

主な検査・医療設備など

●トレッドミル：
ベルトコンベアーの上を歩いて、虚血性心疾患や閉塞性動脈
硬化症の有無を検査します。

●心肺運動負荷試験：
自転車をこいでいただき、酸素消費、
二酸化炭素排出を測定し、安全な運動
強度を求めます。

●標準失語症検査：
失語の型、重症度を評価します。

●日常生活評価：
ADL*の項目別評価を行い、リハビリテーションの効果を判
定します。

●経頭蓋磁気刺激装置：
磁気刺激による脳の障害の診断や予後判定に用います。

心肺運動負荷試験

*ADLとは？
日常生活を営む上での基本的な行動のことで、

具体的には食事・排泄・入浴等をさし、どの

程度自立的な生活が可能かを評価する指標と

して使われます。

診療科別のリハビリテーション処方数

リハビリテーション科

外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

今井 晋二
イマイ　シンジ 教授（整形外科）

リハビリテーション科

科長

肩関節外科、骨代謝障害、

末梢神経と運動器の疼痛性

疾患、運動器・脳血管リハ

ビリテーション

日本整形外科学会（整形外科専門医・指導医）

日本リハビリテーション医学会

（リハビリテーション科専門医・指導医）

川口　民郎
カワグȁ　ǿミロウ

助教

リハビリテーション科

外来医長

リハビリテーション科

教育医長

内科学、循環器内科学、

心臓リハビリテーション

日本内科学会（認定内科医・指導医・総合内科専門医）

日本循環器学会（循環器専門医）

日本医師会（認定産業医・認定健康スポーツ医）

日本心臓リハビリテーション学会（心臓リハビリテーション指導士）

日本リハビリテーション医学会（リハビリテーション科専門医）

厚生労働省（義肢装具等適合判定医）

梅田　康平
ウメȀ　コウヘイ 助教

リハビリテーション科
関節外科（肩関節）

日本整形外科学会（整形外科専門医）

日本スポーツ協会（公認スポーツドクǿー）

各療法士が実施する疾患別リハビリの割合（2024年度）

割合（%）診療報酬項目

理学療法士

呼吸器リハビリテーション

心大血管疾患リハビリテ－ション

がん患者リハビリテーション

運動器リハビリテーション

廃用症候群リハビリテーション

脳血管疾患等リハビリテーション

25.0

20.2

16.5

16.0

11.6

10.7

割合（%）診療報酬項目

作業療法士

脳血管疾患等リハビリテーション

廃用症候群リハビリテーション

運動器リハビリテーション

心大血管疾患リハビリテ－ション

がん患者リハビリテーション

呼吸器リハビリテーション

58.4

12.6

11.9

8.2

5.3

3.6

割合（%）診療報酬項目

言語療法士

脳血管疾患等リハビリテーション

摂食機能療法

呼吸器リハビリテーション

がん患者リハビリテーション

廃用症候群リハビリテーション

運動器リハビリテーション

49.4

44.1

2.8

2.0

1.7

0

地域に対する取り組み、最近の話題など
急性期病院として、急性期リハビリテーションを当院で実

施した後、連携施設、関連施設への回復期リハビリテーショ

ンあるいは維持期リハビリテーションの移行が支障なく速や

かにできるように努めています。通所リハビリテーション、

訪問リハビリテーションなどの介護保険事業、地域リハビリ

テーション等にも力を入れ、積極的に情報交換を行うこと

で、急性期から回復期、維持期における医療・福祉分野にま

たがる地域医療・地域連携が円滑に進むよう取り組んでいま

す。

心臓リハビリテーションでは、「地域の運動施設との維持

期心臓リハビリテーション連携事業」に取り組んでいます

心臓リハビリテーションの効果
１．運動耐容能の向上

２．精神面における改善

３．血管の内プラーク（こぶ）の退縮

４．自律神経のバランスの改善

５．耐糖能（ブドウ糖の処理能力）の改善

６．肥満の改善

７．高血圧症の改善

８．脂質異常の改善

2018年度よりスǿートした新専門医制度では、リハビリ

テーション科は18基本診療科の一つに数えられています。滋

賀県では滋賀医科大学医学部附属病院リハビリテーション科

を基幹施設として専門医プログラムを展開し、地域医療に貢

献できるリハビリテーション専門医の育成に力を入れていま

す。また、今後も基幹病院として診療を行い、患者さんの健

康に大きく寄与するとともに、今後のリハビリテーション診

療に貢献する臨床、基礎研究に邁進していきます。

4,100

4,275

4,450

4,625

4,800

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

0 500 1,000 1,500 2,000

脳神経内科

心臓血管外科

循環器内科

整形外科

脳神経外科

消化器外科

呼吸器内科

小児科

救急科

血液内科

呼吸器外科

消化器内科

耳鼻咽喉科・頭頸部外科

泌尿器科

腎臓内科

皮膚科

精神科

母子診療科・女性診療科

糖尿病内分泌内科

神経内科

形成外科

乳腺・小児・一般外科

リハビリ科

腫瘍内科

眼科

ペインクリニック科

放射線科
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外来担当医師紹介
氏名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

辻　俊一郎
ȄǸ シȥンイȁロǦ ϱ教੉

（母子診療科）
周産期

母体保護法指定医ࠖ

日本産科ۡ人科学˟（産ۡ人科ݦᧉ医・指導医）

日本周産期・新生児医学 （˟周産期ݦᧉ医（母体・

胎児）・周産期ݦᧉ医（母体・胎児）指導医）

日本遺伝カǦンセリンǰ学˟（臨床遺伝ݦᧉ医）

西倉　紀子
ニシクȩųノリǳ я教

（小児科学ᜒࡈ） 小児神経

日本小児科学˟（小児科ݦᧉ医・ᛐ定指導医）

日本小児神経学˟（小児神経ݦᧉ医）

日本人᫏遺伝学˟（臨床遺伝ݦᧉ医）

日本小児精神神経学˟（ᛐ定医）

日本てんかん学˟（てんかんݦᧉ医・指導医）

寺島　智也
テȩシȞųトȢȤ ϱ教੉

（内科学ᜒࡈ 脳神経内科）

臨床遺伝相談科 外来医長

日本内科学˟（ᛐ定内科医・総合内科ݦᧉ医）

日本神経学˟（ݦᧉ医・指導医）

日本人᫏遺伝学˟（臨床遺伝ݦᧉ医・指導医）

日本ϐ生医療学˟（ϐ生医療ᛐ定医）

神経内科学、臨床遺伝学、ϐ生医学、

遺伝子細胞治療

柳　貴英
ȤȊギųǿカȒȇ ᜒࠖ

（小児科）

日本小児科学˟（小児科ݦᧉ医・ᛐ定指導医）

日本人᫏遺伝学˟（臨床遺伝ݦᧉ医）

日本周産期・新生児医学˟（新生児指導医）
ச༌児・新生児

茶野　徳宏
ȁャノųトクȒロ ϱ教੉

（臨床検査医学ᜒࡈ）

臨床遺伝相談科 и科長

日本整形外科学˟（整形外科ݦᧉ医）

日本人᫏遺伝学˟（臨床遺伝ݦᧉ医・指導医）
遺伝子診療

丸尾　良浩
ȞルオųȨシȒロ 教੉

（小児科学ᜒࡈ）

臨床遺伝相談科 科長

日本小児科学˟（小児科ݦᧉ医・ᛐ定指導医）

日本人᫏遺伝学˟（臨床遺伝ݦᧉ医・指導医）

日本内分泌学˟（内分泌ˊᜓ科ݦᧉ医・指導医）
小児内分泌・ˊᜓ、体質性᰾၈

越田　繁樹
ǳシȀųシゲǭ 特˓ᜒࠖ

（総合周産期母子医療センǿー）

日本小児科学˟（小児科ݦᧉ医・ᛐ定指導医）

日本周産期・新生児医学˟（新生児指導医）

日本人᫏遺伝学˟（臨床遺伝ݦᧉ医）
ச༌児・新生児

診療科ǦǧȖǵイト

概要・特色

臨床遺伝相談科ų科長

丸尾　良浩

【診療方針】
臨床遺伝相談科では、臨床遺伝ݦᧉ医と遺伝カǦンセȩーに

よる遺伝カǦンセリンǰを行なっています。遺伝カǦンセリン

ǰとは、遺伝に関するपǈや不安などの相談ができる場所で

す。遺伝に関する情報提供をはơめ、今後の方針ൿ定の支援を

させていただきます。また、遺伝性疾患はٶ診療科が関わる࣏

要があるƜともٶいため、࢘科では院内各診療科およƼ地域診

療、他病院との連携にも力を入れています。

診療内容

Ƃ他院からの紹介についてƃ

患者支援センǿー経ဌでご予約いただけます。臨床遺伝相談

科ܮに患者支援センǿーへ紹介状をFA:してください。遺伝カ

ǦンセリンǰࠎஓであるଓଢᚡいただくとよりǹムーǺです。

紹介状をいただいてから、担࢘医の調整・予定調整を行いま

すので、予約ᄩ定までૠ日かかる場合があります。ご不ଢな点

がございましたらおൢ᠉におբい合わせください。

相談者本人から直接予約をいただくƜともӧ能です。

外来受˄（ᲪᲱᲱỻᲯᲮᲲỻᲭ６ᲬᲪ）へご連ዂください。

件数・数値等手術・検査・治療法等

診療実績（2024年度）

相談ˑૠųᲬᲪᲬᲪ年

相談ˑૠųᲬᲪᲬᲫ年

相談ˑૠųᲬᲪᲬᲬ年

相談ˑૠųᲬᲪᲬᲭ年

相談ˑૠųᲬᲪᲬᲮ年

ᲮᲭᲮ

ᲮᲭᲲ

ᲯᲯᲭ

ᲯᲫᲬ

ᲯᲬᲭ

【遺伝カウンセリング】
臨床遺伝ݦᧉ医と遺伝カǦンセȩーが遺伝に関する様々な不

安やपǈの相談をお受けしています。各診療科とσ同でݦᧉ外

来を開設しており、࣏要にࣖơて遺伝学的検査の対ࣖも行って

おります。

ᧉ外来もԃめた診療内ܾᛇ細は診療科țームペーǸ（上ᚡݦ

34ǳードまたは下ᚡアドレǹ）をごӋༀください。

http://www.shiga-

med.ac.jp/hospital/doc/department/

department/clinical_heredity/heredity

▶周術期口腔機能管理
全៲麻酔で手術を行う患者さんは、ǹムーǺに全៲麻酔を行

うため、また術後のᏍ໒予᧸のためにも術Эに口腔内をȁǧッ
クするƜとが重要です。࢘院に存נする周術期ȁームと݅に連
携しながら、手術Э後の患者さんの口腔内管理を行っていま
す。

᫈٭形症に対する治療は、手術（「外科的ჼദ手術」といい

ます。）を担࢘する࢘院の口腔外科ݦᧉ医と、歯ɳƼを整える

（「歯Зჼദ治療」といいます。）を担࢘する地域のჼദ歯科

医院の歯科ჼദ医とが連携して行います。

᫈٭形症に対する治療への理ᚐをขめて᪬く目的で࢘院țー

ムペーǸに「᫈٭形症治療の手引き」をਫ਼᠍いたしました。

ˌ下のU4.をごӋༀください。

http://www.shiga-med.ac.jp/hospital/cms/-

HKNG.RJR!CEVKQPAFKUR�KFᲷ3528HKFᲷ2284

（᫈٭形症治療担࢘歯科医ࠖᲴ

້୴日Ჴౕܼദ࣓

ங୴日Ჴឭක˦ʍ）

<口腔機能低下症対策地域連携推進事業>
（令和７年度）地域医療介護総合確保基金活用事業

科では口腔機能の維持向上のための地域医療連携体制の構࢘

築を目指して県ൟや医療関係者に対してգᔎ活動を中心にʙಅ

を行っております。地域の歯科医院においての滋賀医大と連携

ӧ能な歯科医院と協働するための、情報σஊを行います。

病院を受診する患者さんがシームレǹに口腔機能低下症に対

する対ሊをうけるƜとを推進し、地域全体でオーȩルフレイル

に対ࣖするƜとによって、要介護状७の重症化の予᧸に݃ɨす

るだけでなく、人生の最後の଺まで「᫢ǂるಏしǈ」を持ち続

けられるƜとを目的として活動を行っています。（担࢘歯科医

ࠖᲴឭක˦ʍ）

íᲨ周術期口腔機能管理の連携推進

îᲨ口腔機能低下症に関する連携推進

外来担当医師紹介
氏名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

髙岡 一樹
ǿカオカųカǺǭ 教੉

歯科口腔外科 科長

歯科口腔外科 教育医長

口腔インȗȩント、᫈ᭌᭌ᭒໒、

᫈口腔腫瘍

日本口腔外科学˟（ݦᧉ医・指導医）

日本口腔インȗȩント学˟（ݦᧉ医・指導医）

日本口腔科学˟（指導医）

日本がん治療ᛐ定医機構 がん治療ᛐ定医（歯科口腔外科）

口腔᫊᩿神経機能学˟ 口Ց・ᐾज़ᙾီࠝЙ定ᛐ定医

越沼 伸也
ǳシȌȞ シンȤ ᜒࠖ

歯科口腔外科 医ޅ長 

日本口腔外科学˟（ᛐ定医・ݦᧉ医・指導医）

日本口腔インȗȩント学˟（ݦᧉ医）

日本口腔科学˟（ᛐ定医・指導医）

日本口腔ケア学˟（ᛐ定医）

口腔インȗȩント、᫈٭形症

家森　正志
ȤȢリųȞǵシ ᜒࠖ

歯科口腔外科 外来医長

日本口腔外科学˟（ݦᧉ医・指導医）

日本口腔科学˟（指導医）

日本小児口腔外科学˟（指導医）

口腔腫瘍、᫈٭形症、᫈関ራ症、

口腔インȗȩント、᫈ᙀዢ、

口腔内科

森寺　邦康
ȢリȇȩųクニȤǹ 特˓я教

歯科口腔外科 病౐医長

日本口腔外科学˟（ݦᧉ医・指導医）

日本口腔科学˟（ᛐ定医・指導医）

日本がん治療ᛐ定医機構 がん治療ᛐ定医（歯科口腔外科）

ïᲨઅ᫢機能ᨦ害に関する連携推進

ðᲨܡנ口腔ケアに関する連携推進

科では口腔がんのଔ期発ᙸ・ଔ期治療およƼ地域でがん治࢘

療をܦ結できる医療連携体制の構築を目指して県ൟや医療関係

者に対してգᔎ活動を中心にʙಅを行っており、2020年より

ƀ口腔がん相談ᆸ口Ɓを開設しています。滋賀県下の診療所の

先生方が診断にᡕう口腔ቬᐏ疾患にᢙᢀしたときに歯科口腔外

科ݦᧉ医に相談できるシǹテムです。滋賀県下の医療情報連携

手െである「Ƽわฯあさがおネット」のȡール機能を利用し、

患者さんの口腔内ϙჇなどのȇーǿをお送りいただいて、࢘科

のݦᧉ医がその所ᙸや対ࣖについて返信するものです。どうƧ

おൢ᠉にご相談ください。（ただしᄩ定診断を行うものではな

いƜとをごသॖください。）

ᛇ細はˌ下のU4.をごӋༀください。

JVVRU���YYY.UJKIC�OGF.CE.LR�JQURKVCN�EOU�HKNG.  

RJR!CEVKQPAFKUR�KFᲷ352�HKFᲷ2252

また、滋賀県口腔がん対ሊ地域連携体制整ͳʙಅでは、

;QWTWDGȁャンネルを開設しております。

Ɯちらもƥƻ、ˌ下のU4.または34ǳードからごᚁくださ

い。

JVVRU���YYY.[QWVWDG.EQO�EJCPPGN�UCVPW[UML６

.CQᲳQO&IX\FIF3

（滋賀県下診療所向け口腔がん相談ᆸ口担࢘歯科医ࠖᲴౕܼ

ദ࣓）

᫊᩿᫈外ͻ、口腔腫瘍

井上 雅喜
イノǦǨųȞǵǭ

医員 口腔外科一般、ஊ病者歯科

平井　利奈
ȒȩイųリȊ

医員 口腔外科一般、ஊ病者歯科

安井　聡臣
Ȥǹイųǵトシ

医員

松宮　修人
ȞȄȟȤ  シȥǦト

医員

横田 幸志朗
Ȩǳǿ  ǳǦシロǦ

医員

口腔外科一般、ஊ病者歯科

口腔外科一般、ஊ病者歯科

口腔外科一般、ஊ病者歯科

村井　崇人
ムȩイųǿカト

医員 口腔外科一般、ஊ病者歯科

歯科口腔外科

日本口腔外科学˟（ᛐ定医）

日本口腔外科学˟（ᛐ定医）



85滋賀医科大学医学部附属病院診療案内滋賀医科大学医学部附属病院診療案内88 滋賀医科大学医学部附属病院診療案内

臨床遺伝相談科

外来担当医師紹介
氏名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

中山　潤
ȊカȤȞųǸȥン

非ࠝ勤ᜒࠖ（診療）

日本耳鼻咽喉科学˟（耳鼻咽喉科ݦᧉ医・ᙀᎮ器

相談医）

日本人᫏遺伝学˟（臨床遺伝ݦᧉ医）

日本めまい࠯ᘖ医学˟（めまい相談医）

日本ൢ管᫢ᢊ科学˟（ൢ管᫢ᢊ科ݦᧉ医）

めまい・難Ꭾ、ᙀᎮ器、小児難Ꭾ、

遺伝性難Ꭾ

寺本　晃治
テȩȢトųǳǦǸ

特˓ᜒࠖ（臨床腫瘍学ᜒࡈ）

日本外科学˟（外科ᛐ定医・ᛐ定ႇ᥵医）

日本呼吸器学˟（呼吸器ݦᧉ医・呼吸器指導医）

日本臨床腫瘍学˟（がん薬ཋ療法ݦᧉ医）

日本ዼԧ医療学˟（ዼԧ医療ݦᧉ医）

日本人᫏遺伝学˟（臨床遺伝ݦᧉ医）

日本遺伝性腫瘍学˟（遺伝性腫瘍ݦᧉ医）

日本呼吸器内視鏡学˟（ൢ管支鏡ݦᧉ医・ൢ管支

鏡指導医）

日本がん治療ᛐ定機構（がん治療ᛐ定医）

日本ϐ生医療学˟（ϐ生医療ᛐ定医）

日本呼吸器外科学˟（ᛐ定ႇ᥵医）

日本ȐイオインフǩȞティクǹ学˟（Ȑイオイン

フǩȞティクǹ২術者）

腫瘍

遺伝性腫瘍

勝元 さえこ
カȄȢトųǵǨǳ 遺伝カǦンセȩー

я産ࠖ�看護ࠖ

日本遺伝カǦンセリンǰ学˟

日本人᫏遺伝学˟（ᛐ定遺伝カǦンセȩー）
遺伝カǦンセリンǰ

長井　静世
ȊǬイųシǺȨ 特˓я教

（小児科）

日本小児科学˟（小児科ݦᧉ医・ᛐ定指導医）

日本内分泌学˟（内分泌ˊᜓݦᧉ医・指導医）

日本糖尿病学˟（糖尿病ݦᧉ医小児科᪸域）

日本人᫏遺伝学˟（臨床遺伝ݦᧉ医）

小児内分泌・ˊᜓ

石河　顕子
イシǳųアǭǳ 非ࠝ勤ᜒࠖ（診療）

（母子診療科）

母体保護法指定医ࠖ

日本産科ۡ人科学˟（産ۡ人科ݦᧉ医・指導医）

日本遺伝カǦンセリンǰ学˟（臨床遺伝ݦᧉ医）
遺伝子診療

佐藤　智佳
ǵトǦųȁカ 遺伝カǦンセȩー（非ࠝ勤）

臨床検査২ࠖ

日本遺伝カǦンセリンǰ学˟

日本人᫏遺伝学˟（ᛐ定遺伝カǦンセȩー）
遺伝カǦンセリンǰ

外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

重見　拓弥
シゲȟųǿクȤ

医員（ݦૌ医） 救急・集中治療

医員（ݦૌ医） 救急・集中治療
ȊカシȞųǿロǦ

医員（ݦૌ医） 総合診療救急

中島　太郎

稗田　史子
ȒǨȀųフȟǳ

医員（ݦૌ医） 救急・集中治療
ǿテオカųユリ

立岡　佑理

救急科

総合診療ݦᧉ医
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診療科ǦǧȖǵイト

病理診断科ų科長

九嶋　亮治

概要・特色
【基本方針】

病理診断科・病理部は、各診療科からࢽられるᆔ々の情報に

基Ʈいて、病理診断、細胞検査と細胞診断を日ࠝಅ務としてい

ます。さらに、病७の成りᇌちを、ɼに形७学的᩿ͨよりᚐଢ

する部ᧉです。

ᢘЏな治療はദᄩな病理診断に基Ʈいて行われます。病理診

断ˑૠはفьの一ᡦではありますが、病理診断をݦᧉとする

「病理医」の不ឱはಊめてขЦです。࢘科では大学内外、׎内

外の଀設と協力して病理ݦᧉ医、細胞診ݦᧉ医を育成・᠚Јし

たいと࣬っております。また、形७学を基本とした研究を支

援・推進します。

診療内容
Ƃಅ務内ܾƃ

病理ݦᧉ医、病理ݦᧉ医を目指す医ࠖ、細胞検査ٟと細胞検

査ٟを目指す臨床検査২ࠖをᣐ置し、日々の病理検査・病理診

断ಅ務に対ࣖしています。組ጢ検査は年᧓約9�000ˑ、細胞診

検査は約6�000ˑ、術中迅速診断検査は約800ˑ実଀してい

ます。

【病理診断（病理組織診と細胞診）について】
外来、病౐、手術室から提Јされるすǂての検体（臓器、組

ጢ、細胞）を対ᝋとしています。組ጢ検体は「ゲノム研究用・

診療用病理組ጢ検体取ৢいᙹ定（日本病理学˟、2019）」に

したがってϼ理しています。いきなり᫋ࣇ鏡で೅本をǈるのは

病理診断ではなく࢘てཋです。「病理診断」とはҗ分な臨床情

報のもとઇЈされた臓器をレントゲンや内視鏡の画΂と対ൔさ

せながらᎹ眼的にᚇ察するƜとから始まります。その後、臨床

検査২ࠖと臨床医の協力のもと、病理医ɼ導で病٭部やその周

ᡀ部をЏりЈし、೅本化します。病理೅本の˺成は、*'（ヘ

Ȟトǭシリン・ǨオǸン）௨色೅本が基本ですが、࣏要にࣖơ

て特ഷ௨色、β၃組ጢ化学௨色、さらにKP UKVW J[DTKFK\CVKQP

（IS*法）などの特ഷ検査をьえてᛇ細に検᚛し報告する体制

を整えています。

঻々がݦᧉ・ॖࢽとする分野については外部医療機関からǳ

ンǵルテーションを᨟଺受け˄けていますし、ݲࠎがんなど࢘

科でᄩ定診断が׉難な症̊に関してはᐠせƣ外部のݦᧉܼにǳ

ンǵルテーションしています。еᩉ細胞診やᆲХ吸引細胞診な

どの細胞診も病理診断科の重要なಅ務であり、細胞検査ٟとと

もにദᄩで迅速なǹクリーニンǰ結果と診断を提供できるよう

日々努めており、細胞診ݦᧉ医と細胞検査ٟの研̲଀設として

の役割も担っています。

診療実績（2024年度）

実施件数病理診断

組ጢ診

術中迅速診断

細胞診

ᢒᨠ術中迅速診断（連携଀設）

9�383ˑ

570ˑ

5�001ˑ

49ˑ

実施件数年 度

2017年

2018年

2019年

2020年

2021年

2022年

2023年

2024年

35̊

23̊

33̊

19̊

29̊

23̊

19̊

17̊

実施件数外部からのコンサルテーション

消化管᪸域

ۡ人科・乳腺᪸域

約Ჯ0ˑ

約Ჳ0ˑ

病理ᚐа（а検）も病理診断科の大Џなಅ務のƻとつです。

臨床診断・治療の࢘ڲ性を検ᚰするとともに、学生の卒Э・卒

後医学教育にとってもಊめて重要な分野です。病理ᚐаは病理

学ᜒࡈ（人体病理学部ᧉ、疾患制御病७学部ᧉ）と協力して担

。しています࢘

【精度向上・医療安全への取り組み】
診断をするЭに˴よりも重要なƜとは「医療安全」であり、

科では検体取りᢌえをச໱に᧸ƙˁ組ǈを構築し「ᄩᛐ」を࢘

であったか࢘ڲしています。また、病理・細胞診断結果がࡁ࣋

どうか検ᚰする࣏要があります。病理学的な所ᙸと臨床ȇーǿ

との整合性をҗ分に対ൔ・検᚛するため臨床各科や院外とのカ

ンフǡレンǹをᆢಊ的に行っています。

【病理解剖件数の推移】
病理学ᜒࡈと合同で実଀

全̊臨床病理検᚛˟（C2C）を実଀

がん遺伝子パネル検査とは？
ų患者さんのがん組ጢや血液から&NAなどをਁЈ

し、「がん関連遺伝子」にီ٭があるかどうかを

調ǂる検査です。患者さん一人ƻとりにƾさわし

い治療を提供できるƜとが期待されています。࢘

科ではがん遺伝子ȑネル検査に提Јする検体のᢘ

Џなᢠ৸に協力しています。

（全̊、ȀȖルȁǧックまたはトリȗルȁǧックを実଀） 外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

塩見　直人
シオȟųȊオト 教੉

救急科 科長

救急・集中治療部 部長

救急全般、頭部外ͻ、

脳血管ᨦ害、神経集中治療

日本救急医学˟（救急科ݦᧉ医、指導医）

日本集中治療医学˟（ݦᧉ医）

日本外ͻ学˟（ݦᧉ医）

日本脳神経外科学˟（ݦᧉ医）

日本脳神経外ͻ学˟（ݦᧉ医、指導医）

日本脳卒中学˟（ݦᧉ医、指導医）

日本頭ၘ学˟（ݦᧉ医、指導医）

日本ᑋᆰ医療学˟（指導者）

日本଄行医学˟（ᛐ定医）

日本&MAT（ወਙ）ᨛ員

藤野　和典
フǸノųカǺノリ

ᜒࠖ 救急、ٶ発外ͻ、一般外科

水村　直人
ȟǺムȩųȊオト я教

救急・集中治療部病౐医長
救急・集中治療、一般外科

診療科ǦǧȖǵイト

概要・特色

救急科ų科長

塩見　直人

救急科では一次からɤ次救急までの救急៻੿入患者と଺᧓外

外来受診患者に対ࣖしており、24଺᧓体制で初期診療から重

症管理までを行っています。救急țットȩインは救急担࢘医が

直接対ࣖしており、院内だけでなく、院外からの集中治療を࣏

要とする重症症̊もᆢಊ的に受け入れています。

診療内容
心Ꮝͣഥ患者は心Ꮝᕽ生Ǭイドȩインに基Ʈいた治療を行

い、脳低温療法をᆢಊ的に行っています。ʚ次救命ϼ置でӒࣖ

しない急性ϛ疾患患者は、循環器内科、心臓血管外科と協力し

て2C2S（経皮的心Ꮝᙀя）・IA$2（大動脈内Ȑルーンȑン

ピンǰ）、ϛ動脈カテーテル検査・血行ϐ࡫術、心ਊ動下ϛ動

脈Ȑイȑǹ術等を行い、ଔ期でのᅈ˟࠙ࣄを目指しています。

【救急車・時間外外来】
救急៻੿送およƼ17଺15分ˌᨀ፻ஔᲲ଺30分まで

【救急科入院】
心Ꮝͣഥᕽ生後、ٶ発外ͻ、薬ཋ中൒、急性Ꮝ໒、対ᝋ科が

特定׉難な症̊（ज़௨เが不ଢな૗血症、手術ᢘࣖの無い血ఀ

症、腎Ⴅ腎໒、循環が不安定なˊᜓီࠝ、急性血液浄化ᢘࣖ症

̊など）。

特に紹介を受けたい疾患、症例
発外ͻ・心Ꮝͣഥ・ショックٶ

૗血症・ٶ臓器不全・Ϲࠝီ׍

診療実績（2024年度）

人ૠ・ˑ ૠ等患者ૠ・症̊ૠ等

救急科外来受診患者ૠ

救急៻੿入患者

C2A

3�981 Ӹ

èうち、一次救急患者Ჴ2�812 Ӹ

（70.6Ჟ）

ʚ次救急患者Ჴų784 Ӹ

（19.7Ჟ）

ɤ次救急患者Ჴų385 Ӹ

（9.7Ჟ）

3�625 Ӹ（救急科対ࣖのǈ）

104 ̊

最新のǬイドȩインに基Ʈいた、救急疾患対ࣖ・急٭଺対ࣖ

の教育、ᕽ生教育などにも取り組んでいます。

地域に対する取り組み、最近の話題など

日本外科学˟（外科ݦᧉ医）

日本救急医学˟（救急科ݦᧉ医）

田中　智基
ǿȊカųトȢǭ я教

教育医長
救急・集中治療

日本内科学˟（ᛐ定内科医）

日本救急医学˟（救急科ݦᧉ医）

日本集中治療医学˟（ݦᧉ医）

日本&MATᨛ員

日本血ఀഥ血学˟ᛐ定医

ȞȄȢトųユǦǴ 特˓я教

外来医長
救急・集中治療、一般外科

日本救急医学˟（救急科ݦᧉ医）

日本&MATᨛ員 

日本外科学˟（外科ᛐ定医・外科ݦᧉ医）

日本救急医学˟（救急科ݦᧉ医・指導医）

松本　悠吾
セǴǨųユカ

医員（病院я教） 救急・集中治療 日本救急医学˟（救急科ݦᧉ医）瀬越　由佳
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診療科ǦǧȖǵイト

病理診断科ų科長

九嶋　亮治

概要・特色
【基本方針】

病理診断科・病理部は、各診療科からࢽられるᆔ々の情報に

基Ʈいて、病理診断、細胞検査と細胞診断を日ࠝಅ務としてい

ます。さらに、病७の成りᇌちを、ɼに形७学的᩿ͨよりᚐଢ

する部ᧉです。

ᢘЏな治療はദᄩな病理診断に基Ʈいて行われます。病理診

断ˑૠはفьの一ᡦではありますが、病理診断をݦᧉとする

「病理医」の不ឱはಊめてขЦです。࢘科では大学内外、׎内

外の଀設と協力して病理ݦᧉ医、細胞診ݦᧉ医を育成・᠚Јし

たいと࣬っております。また、形७学を基本とした研究を支

援・推進します。

診療内容
Ƃಅ務内ܾƃ

病理ݦᧉ医、病理ݦᧉ医を目指す医ࠖ、細胞検査ٟと細胞検

査ٟを目指す臨床検査২ࠖをᣐ置し、日々の病理検査・病理診

断ಅ務に対ࣖしています。組ጢ検査は年᧓約9�000ˑ、細胞診

検査は約6�000ˑ、術中迅速診断検査は約800ˑ実଀してい

ます。

【病理診断（病理組織診と細胞診）について】
外来、病౐、手術室から提Јされるすǂての検体（臓器、組

ጢ、細胞）を対ᝋとしています。組ጢ検体は「ゲノム研究用・

診療用病理組ጢ検体取ৢいᙹ定（日本病理学˟、2019）」に

したがってϼ理しています。いきなり᫋ࣇ鏡で೅本をǈるのは

病理診断ではなく࢘てཋです。「病理診断」とはҗ分な臨床情

報のもとઇЈされた臓器をレントゲンや内視鏡の画΂と対ൔさ

せながらᎹ眼的にᚇ察するƜとから始まります。その後、臨床

検査২ࠖと臨床医の協力のもと、病理医ɼ導で病٭部やその周

ᡀ部をЏりЈし、೅本化します。病理೅本の˺成は、*'（ヘ

Ȟトǭシリン・ǨオǸン）௨色೅本が基本ですが、࣏要にࣖơ

て特ഷ௨色、β၃組ጢ化学௨色、さらにKP UKVW J[DTKFK\CVKQP

（IS*法）などの特ഷ検査をьえてᛇ細に検᚛し報告する体制

を整えています。

঻々がݦᧉ・ॖࢽとする分野については外部医療機関からǳ

ンǵルテーションを᨟଺受け˄けていますし、ݲࠎがんなど࢘

科でᄩ定診断が׉難な症̊に関してはᐠせƣ外部のݦᧉܼにǳ

ンǵルテーションしています。еᩉ細胞診やᆲХ吸引細胞診な

どの細胞診も病理診断科の重要なಅ務であり、細胞検査ٟとと

もにദᄩで迅速なǹクリーニンǰ結果と診断を提供できるよう

日々努めており、細胞診ݦᧉ医と細胞検査ٟの研̲଀設として

の役割も担っています。

診療実績（2024年度）

実施件数病理診断

組ጢ診

術中迅速診断

細胞診

ᢒᨠ術中迅速診断（連携଀設）

9�383ˑ

570ˑ

5�001ˑ

49ˑ

実施件数年 度

2017年

2018年

2019年

2020年

2021年

2022年

2023年

2024年

35̊

23̊

33̊

19̊

29̊

23̊

19̊

17̊

実施件数外部からのコンサルテーション

消化管᪸域

ۡ人科・乳腺᪸域

約Ჯ0ˑ

約Ჳ0ˑ

病理ᚐа（а検）も病理診断科の大Џなಅ務のƻとつです。

臨床診断・治療の࢘ڲ性を検ᚰするとともに、学生の卒Э・卒

後医学教育にとってもಊめて重要な分野です。病理ᚐаは病理

学ᜒࡈ（人体病理学部ᧉ、疾患制御病७学部ᧉ）と協力して担

。しています࢘

【精度向上・医療安全への取り組み】
診断をするЭに˴よりも重要なƜとは「医療安全」であり、

科では検体取りᢌえをச໱に᧸ƙˁ組ǈを構築し「ᄩᛐ」を࢘

であったか࢘ڲしています。また、病理・細胞診断結果がࡁ࣋

どうか検ᚰする࣏要があります。病理学的な所ᙸと臨床ȇーǿ

との整合性をҗ分に対ൔ・検᚛するため臨床各科や院外とのカ

ンフǡレンǹをᆢಊ的に行っています。

【病理解剖件数の推移】
病理学ᜒࡈと合同で実଀

全̊臨床病理検᚛˟（C2C）を実଀

がん遺伝子パネル検査とは？
ų患者さんのがん組ጢや血液から&NAなどをਁЈ

し、「がん関連遺伝子」にီ٭があるかどうかを

調ǂる検査です。患者さん一人ƻとりにƾさわし

い治療を提供できるƜとが期待されています。࢘

科ではがん遺伝子ȑネル検査に提Јする検体のᢘ

Џなᢠ৸に協力しています。

（全̊、ȀȖルȁǧックまたはトリȗルȁǧックを実଀） 外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

塩見　直人
シオȟųȊオト 教੉

救急科 科長

救急・集中治療部 部長

救急全般、頭部外ͻ、

脳血管ᨦ害、神経集中治療

日本救急医学˟（救急科ݦᧉ医、指導医）

日本集中治療医学˟（ݦᧉ医）

日本外ͻ学˟（ݦᧉ医）

日本脳神経外科学˟（ݦᧉ医）

日本脳神経外ͻ学˟（ݦᧉ医、指導医）

日本脳卒中学˟（ݦᧉ医、指導医）

日本頭ၘ学˟（ݦᧉ医、指導医）

日本ᑋᆰ医療学˟（指導者）

日本଄行医学˟（ᛐ定医）

日本&MAT（ወਙ）ᨛ員

藤野　和典
フǸノųカǺノリ

ᜒࠖ 救急、ٶ発外ͻ、一般外科

水村　直人
ȟǺムȩųȊオト я教

救急・集中治療部病౐医長
救急・集中治療、一般外科

診療科ǦǧȖǵイト

概要・特色

救急科ų科長

塩見　直人

救急科では一次からɤ次救急までの救急៻੿入患者と଺᧓外

外来受診患者に対ࣖしており、24଺᧓体制で初期診療から重

症管理までを行っています。救急țットȩインは救急担࢘医が

直接対ࣖしており、院内だけでなく、院外からの集中治療を࣏

要とする重症症̊もᆢಊ的に受け入れています。

診療内容
心Ꮝͣഥ患者は心Ꮝᕽ生Ǭイドȩインに基Ʈいた治療を行

い、脳低温療法をᆢಊ的に行っています。ʚ次救命ϼ置でӒࣖ

しない急性ϛ疾患患者は、循環器内科、心臓血管外科と協力し

て2C2S（経皮的心Ꮝᙀя）・IA$2（大動脈内Ȑルーンȑン

ピンǰ）、ϛ動脈カテーテル検査・血行ϐ࡫術、心ਊ動下ϛ動

脈Ȑイȑǹ術等を行い、ଔ期でのᅈ˟࠙ࣄを目指しています。

【救急車・時間外外来】
救急៻੿送およƼ17଺15分ˌᨀ፻ஔᲲ଺30分まで

【救急科入院】
心Ꮝͣഥᕽ生後、ٶ発外ͻ、薬ཋ中൒、急性Ꮝ໒、対ᝋ科が

特定׉難な症̊（ज़௨เが不ଢな૗血症、手術ᢘࣖの無い血ఀ

症、腎Ⴅ腎໒、循環が不安定なˊᜓီࠝ、急性血液浄化ᢘࣖ症

̊など）。

特に紹介を受けたい疾患、症例
発外ͻ・心Ꮝͣഥ・ショックٶ

૗血症・ٶ臓器不全・Ϲࠝီ׍

診療実績（2024年度）

人ૠ・ˑ ૠ等患者ૠ・症̊ૠ等

救急科外来受診患者ૠ

救急៻੿入患者

C2A

3�981 Ӹ

èうち、一次救急患者Ჴ2�812 Ӹ

（70.6Ჟ）

ʚ次救急患者Ჴų784 Ӹ

（19.7Ჟ）

ɤ次救急患者Ჴų385 Ӹ

（9.7Ჟ）

3�625 Ӹ（救急科対ࣖのǈ）

104 ̊

最新のǬイドȩインに基Ʈいた、救急疾患対ࣖ・急٭଺対ࣖ

の教育、ᕽ生教育などにも取り組んでいます。

地域に対する取り組み、最近の話題など

日本外科学˟（外科ݦᧉ医）

日本救急医学˟（救急科ݦᧉ医）

田中　智基
ǿȊカųトȢǭ я教

教育医長
救急・集中治療

日本内科学˟（ᛐ定内科医）

日本救急医学˟（救急科ݦᧉ医）

日本集中治療医学˟（ݦᧉ医）

日本&MATᨛ員

日本血ఀഥ血学˟ᛐ定医

ȞȄȢトųユǦǴ 特˓я教

外来医長
救急・集中治療、一般外科

日本救急医学˟（救急科ݦᧉ医）

日本&MATᨛ員 

日本外科学˟（外科ᛐ定医・外科ݦᧉ医）

日本救急医学˟（救急科ݦᧉ医・指導医）

松本　悠吾
セǴǨųユカ

医員（病院я教） 救急・集中治療 日本救急医学˟（救急科ݦᧉ医）瀬越　由佳
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臨床遺伝相談科

外来担当医師紹介
氏名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

中山　潤
ナカヤマ　ジュン

非常勤講師（診療）

日本耳鼻咽喉科学会（耳鼻咽喉科専門医・補聴器

相談医）

日本人類遺伝学会（臨床遺伝専門医）

日本めまい平衡医学会（めまい相談医）

日本気管食道科学会（気管食道科専門医）

めまい・難聴、補聴器、小児難聴、

遺伝性難聴

寺本　晃治
テラモト　コウジ

特任講師（臨床腫瘍学講座）

日本外科学会（外科認定医・認定登録医）

日本呼吸器学会（呼吸器専門医・呼吸器指導医）

日本臨床腫瘍学会（がん薬物療法専門医）

日本緩和医療学会（緩和医療専門医）

日本人類遺伝学会（臨床遺伝専門医）

日本遺伝性腫瘍学会（遺伝性腫瘍専門医）

日本呼吸器内視鏡学会（気管支鏡専門医・気管支

鏡指導医）

日本がん治療認定機構（がん治療認定医）

日本再生医療学会（再生医療認定医）

日本呼吸器外科学会（認定登録医）

日本バイオインフォマティクス学会（バイオイン

フォマティクス技術者）

腫瘍

遺伝性腫瘍

勝元 さえこ
カツモト　サエコ 遺伝カウンセラー

助産師/看護師

日本遺伝カウンセリング学会

日本人類遺伝学会（認定遺伝カウンセラー）
遺伝カウンセリング

長井　静世
ナガイ　シズヨ 特任助教

（小児科）

日本小児科学会（小児科専門医・認定指導医）

日本内分泌学会（内分泌代謝専門医・指導医）

日本糖尿病学会（糖尿病専門医小児科領域）

日本人類遺伝学会（臨床遺伝専門医）

小児内分泌・代謝

石河　顕子
イシコ　アキコ 非常勤講師（診療）

（母子診療科）

母体保護法指定医師

日本産科婦人科学会（産婦人科専門医・指導医）

日本遺伝カウンセリング学会（臨床遺伝専門医）
遺伝子診療

佐藤　智佳
サトウ　ȁカ 遺伝カウンセラー（非常勤）

臨床検査技師

日本遺伝カウンセリング学会

日本人類遺伝学会（認定遺伝カウンセラー）
遺伝カウンセリング

外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

重見　拓弥
シゲミ　ǿクヤ

医員（専攻医） 救急・集中治療

医員（専攻医） 救急・集中治療
ナカシマ　ǿロウ

医員（専攻医） 総合診療・救急

中島　太郎

稗田　史子
ヒエȀ　フミコ

医員（専攻医） 救急・集中治療
ǿテオカ　ユリ

立岡　佑理

救急科

総合診療専門医
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概要・特色

診療内容
初診患者さんはɼとして他の医療機関から紹介を受けて受診される方を対ᝋとしております。医療᩿接や៲体診察を行い、࣏要とЙ

断される検査を行ったうえで、診断や治療方針によって、状ඞに相ࣖしい診療科や他の医療機関などに紹介するƜととなります。

受診する患者さんの症状は、˴ᡵ᧓も高༏が続く不ଢ༏や頭ၘ、᫊やᏟ、おなかやᏑ中などのၘǈ、手ឱのしƼれ、ǉくǈ、めま

い、便ᅼ、下ၚ、不჈や不安症状などޟٶにわたります。Ɯのような、どの科を受診したらよいかわからない症状をお持ちの方の診療

や、ᢘЏなݦᧉ科への紹介を行います。

なお、総合診療科は入院病床をஊしておりませんので、外来診察のǈで、救急対ࣖおよƼ入院診療は行なっておりません。また診療

科の特性上、࢘科での定期通院は原Щ行っておりません。

地域に対する取り組み、最近の話題など
総合診療科は地域医療において重要な役割を果たしています。地域への取り組ǈとして、総合診療教育、全人的医療、地域クリニッ

クとの連携に໰点を࢘てています。

まƣ、総合診療教育は、地域の医療ニーǺに合わせた医ࠖの養成を目指しています。研̲医が地域で実ោ的な医療を学ƿƜとで地域

医療に貢献できる医ࠖとなるよう、ฯ҅地域、ဍ賀地域などで研̲を行っております。また、地域の医療機関との協力により、地域の

特性にࣖơた研̲ȗロǰȩムを提供しています。

次に、全人的医療は、患者の៲体的、精神的、ᅈ˟的な᩿ͨをᎋॾした医療を提供するƜとを目指しています。そのために、学生଺

ˊから実ᨥの患者にᚑれるよう滋賀県域のクリニックと協力して地域実፼を行っております。その地域クリニックとのつながりは、地

域の医療᝻เを理ᚐするƜとにも役ᇌち、学生や研̲医のƜǖから地域目線の医ࠖとなるのに重要とᎋえます。

最後に総合診療科では、地域クリニックと連携し、地域の医療ニーǺにࣖえるための取り組ǈを行っています。定期的な連ዂ˟ᜭや

σ同研̲などを通ơて、地域の医療連携をࢍ化しています。

ᅶたち総合診療科は、全人的な医療をॖᜤし、疾患だけでなくその患者さんのᅈ˟Ӫをᎋえ、患者さんの心と生活に݃り添った医療

を目೅にしております。ྵנ高ᱫ化ᅈ˟をǉかえ、一人の患者さんがᙐૠの疾患を持っているƜともݲなくない中で、ᙐૠの疾患をȐ

ȩンǹよく、総合的にЙ断して、患者さんのբ᫆点を整理しᢘЏなݦᧉ科への೛บしするƜとも重要な診療としてˮ置˄けておりま

す。

特に঻々がॖࢽとするƜとは、患者さんからのᛅをしっかり଺᧓を取ってᎥくƜとです。次に៲体診察を行い、症状をኜᚐき原׆を

ᙸಊめ、ǈなさまのお役にᇌてる診療を心がけたいと࣬っております。

உ୴のҜЭ中に外来診療を行なっております。ό๖な診療を行うために、ܦ全予約制となっております。初診患者さまも、紹介Ψの

医療機関さまからの紹介状�診療情報提供書と医療機関さまを通してのʙЭ予約が࣏要です。また、不要な受診や通院による患者さん

の不利益をᢤけるために、受診受˄をするЭに患者さんのおᛅを˨い、࢘院受診ˌ外のより良いアドȐイǹを行う場合もあります。

総合診療科  科長

辻　喜久

総合診療科

外来担当医師紹介
氏名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

ȄǸ ȨシȒǵ
特˓教੉

科長

外来医長

教育医長

総合診療

依田　広

辻　喜久

イȀųȒロシ
ᜒࠖ

и科長

医ޅ長

病౐医長

日本内科学˟（ᛐ定内科医、総合内科ݦᧉ医、ᡈ

ဴ支部ᚸᜭ員）

日本消化器病学˟（消化器病ݦᧉ医・指導医）

日本Ꮑ臓学˟（Ꮑ臓ݦᧉ医・指導医�

日本ݦᧉ医機構 総合診療ݦᧉ研̲（特˓指導医）

日本内科学˟（ᛐ定内科医）

日本ᐘ臓学˟（ᛐ定指導医）

日本ݦᧉ医機構 総合診療ݦᧉ研̲（特˓指導医）

内科学

消化器病学

Ꮑ臓病学

部ᧉǦǧȖǵイト

概要・特色

光学医療診療部ų部長

岩下　拓司

光学医療診療部ではさまざまな内視鏡を用いて消化器疾患や

呼吸器疾患の診断や治療を行っています。࢘院は特定機能病院

であり、滋賀県下でも先進的な精査内視鏡検査や治療内視鏡検

査をᆢಊ的に取り入れています。他院で対ϼが׉難であった内

視鏡治療、セカンドオピニオンなどにも対ࣖしています。上部

消化管内視鏡検査（Ꮞカȡȩ）、下部消化管内視鏡検査（大ᐂ

カȡȩ）といった一般的な検査だけでなく、Ꮠᢊやᐘ臓の疾患

に対する内視鏡的逆行性Ꮠ管ᐘ管ᡯࢨ（'4C2）やឬ᪦ඬ内視

鏡検査、小ᐂ疾患に対しては小ᐂ内視鏡検査やカȗセル内視鏡

検査などを行っております。また、呼吸器疾患の検査・治療の

ためのൢ管支鏡検査も同診療部ᧉで行っています。ൢ管支鏡で

は通ࠝの生検（細胞の検査）のǈならƣ、ጏᨠリンȑራ腫Ᏸの

ᄩ定診断などに対してឬ᪦ඬൢ管支鏡Ǭイド下生検を஛ఴの小

の診断向上を目的にǬイドシーǹ́用ൢ管支腔内ឬ᪦ࢨ腫ၭ׹

ඬ断層法を用いています。

診療内容

光学医療診療部で行われる消化器内視鏡検査は消化器内科

およƼ光学医療診療部医ࠖが担࢘し、ൢ管支鏡検査は呼吸器

内科およƼ呼吸器外科医ࠖが担࢘しています。

上部消化管内視鏡検査は年᧓約4�000ˑ、下部消化管内視

鏡検査は年᧓約2�200ˑ、小ᐂ内視鏡検査は年᧓260ˑ、Ꮠ

ᐘኒの内視鏡検査は年690ˑ、 ൢ管支内視鏡検査は約220ˑ

で年᧓に7�300ˑᆉ度の診断・治療を行っています。

検査実ጚのᛇ細については、消化器内科診療実ጚӏƼ呼吸

器内科診療実ጚをごᚁください。

診療・業務実績

ஓされる場合にࠎ院での内視鏡による精݅検査や治療を࢘

は、かかりつけ医からの紹介状を持って、消化器内科・呼吸器

内科・呼吸器外科の外来を受診してください。患者さんから直

接光学医療診療部への検査の申込ǈは受け˄けておりませんの

でごදॖください。ご不ଢな点は患者支援センǿーにご相談く

ださい。

ஓ者にはᦒ᩺薬を用いた内視鏡検査を行っております。たࠎ

だし、その場合には検査ኳʕ後一定଺᧓は病院内で待機してい

ただきます。検査ኳʕ後は患者さん本人による៻のᢃ᠃はでき

ません。また、病院からᐯܡまでのᆆ動଺に˄添の方の同ˤを

。ƣお願いしております࣏

地域に対する取り組み、最近の話題など

部ᧉǦǧȖǵイト

【業務内容】
・早期癌（食道・胃・大腸）に対する内視鏡治療

ଔ期ၶに対する内視鏡的ቬᐏ下層

еᩉ術（'S&）をᆢಊ的に取り組ん

でおり、年᧓90̊ᆉ度実଀しており

ます。治療方針は各学˟から発Бさ

れる治療Ǭイドȩインに準拠してൿ

定し、安全かつᢘЏな治療を心がけ

ています。

・小腸疾患の診断・治療
院は小ᐂ内視鏡の開発に携わっ࢘

た経ዾより、いちଔくシンǰルȐルーン小ᐂ内視鏡を導入し、

診断や਴入手২のᄩᇌに貢献してまいりました。また、小ᐂカ

ȗセル内視鏡検査もଔ期から導入しており、地域およƼʚ次医

療חからの依頼も受けて検査を଀行しております。上部消化管

内視鏡検査や下部消化管内視鏡検査を行っても原׆不ଢの消化

管Ј血（1)I$）に対するЈ血เ検ኧやഥ血ϼ置に対ࣖをして

います。また、࢘院消化器内科の特色である໒症性ᐂ疾患の関

連で、クローン病患者に対するシンǰルȐルーン小ᐂ内視鏡を

用いた診断や内視鏡的Ȑルーンਘࢌ術による小ᐂ狭窄の内視鏡

治療も実ጚを重ƶています。

・胆膵疾患の診断・治療
小ᐘၶやଔ期ॸ性ᐘ໒、Ꮠ管ၶなどのᏐᐘ疾患は通ࠝの画ࣇ

΂検査では発ᙸされにくい特徴があり、࢘院ではឬ᪦ඬ内視鏡

検査（'US）、ឬ᪦ඬ内視鏡を用いた針生検（'US�FNA）、

Ꮠᢊ鏡など最新の内視鏡機器を用いた診断をᆢಊ的に実଀して

います。また、進行がんの᧍ص性᰾၈に対してឬ᪦ඬ内視鏡

下Ꮑ内Ꮠ管ᏎԊ合術（'US�H)S）や重症ᐘ໒のْര性ᐘᐝ

早期胃癌に対する
内視鏡的粘膜下層剥離術

瘍に対するឬ᪦ඬ内視鏡下ドレȊーǸ術など最新の高難度内

視鏡治療についてٶૠの଀行実ጚがあります。

・重症COPDに対する新たな治療

超音波内視鏡下胆管-胃瘻孔形成術（EUS-HGS）

主な検査・医療設備など
上部内視鏡、下部内視鏡、ൢ管支鏡、ǳンșックǹ׹ឬ᪦ඬ

内視鏡、ȩǸアル׹ឬ᪦ඬ内視鏡、シンǰルȐルーン小ᐂ内視

鏡、ȀȖルȐルーン小ᐂ内視鏡、カȗセル内視鏡検査、Ꮠᢊ

鏡、経Ꮞၱ内視鏡、内視鏡਴入形状ᚇยᘺ置

薬剤治療を̅用しても症状がࢍ

くസるC12&患者さんに対して、

ൢ管支ȐルȖ治療を行うƜとにな

りました。経ൢ管支鏡的に、߼ᚡ

の׋のような一方弁のఀص子を਴

入し、Ꮝ内にᝪသしたᆰൢを体外

にЈすƜとが目的です。
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部ᧉǦǧȖǵイト

救急・集中治療部ų部長

塩見　直人

概要・特色
救急・集中治療部（ICU・CCU12床、救急科一般病౐11 

床）は一次からɤ次までの救急患者、଺᧓外外来受診患者と集

中治療室入室患者に対ࣖしており、24଺᧓体制で初期診療か

ら重症管理までを行っています。救急部（'4）と集中治療部

ᧉ（ICU）に1Ӹƣつの࢘直医をᣐ置しています。

集中治療室では、外科術後、CCU、SCU（ॖᜤᨦ害、V�2A 

による血ఀ๋ᚐ後など）、脳低温療法、急性血液浄化法、小児

ICUなどの重症症̊の治療を24଺᧓体制で担࢘しています。

重症患者は࣏ƣࣖᩔして対ࣖしており、病院全体の医療レș

ルの維持に貢献しています。൑ஔカンフǡレンǹを行って入院

患者の状७をᄩᛐするとともに、治療方針をൿ定しています。

ICUではஔ2ٲ回ٶ職ᆔでカンフǡレンǹを開͵し、患者の全

៲状७およƼ治療方針をきめ細やかにᄩᛐしています。

診療内容
心Ꮝͣഥ患者は心Ꮝᕽ生Ǭイドȩインに基Ʈいた治療にьえ、

ᆢಊ的に脳低温療法を行っています。ʚ次救命ϼ置でӒࣖしな

い急性ϛ疾患患者は、循環器内科、心臓血管外科と協力して

2C2S（経皮的心Ꮝᙀя）・IA$2（大動脈内Ȑルーンȑンピ

ンǰ）、ϛ動脈カテーテル検査・血行ϐ࡫術、心ਊ動下ϛ動脈

Ȑイȑǹ術等を行い、ICUで全៲管理を行っています。

A4&S（急性呼吸ᇀᡐ症ͅ፭）症̊に対しては、'CM1（体

外ࡸ೉׹人工Ꮝ）、*F1（高᫁度ਰ動換ൢ）、A24V（ൢᢊ

N1療法、（換ൢ療法ן非侵襲的ᨗ）開放換ൢ）、N22Vןᨗ

（一ᣠ化ᆷእ吸入療法）を導入しています。一般病౐における

人工呼吸器の管理・指導は、呼吸ケアȁームと協力して行って

います。

૗血症性ショック・&IC（છᆔ性血管内Ϲ׍症፭）・ٶ臓器

不全に対しɭမ೅準に準拠した治療法にьえ、&IC対ሊのࢍ化

とともに঻々が開発し、2015年Ჭஉより保ᨖᢘ用となった

2NCUOCFKNVTCVKQPYKVJ&KCN[UKU（2&F）法をԃǉ急性血液浄化

法を行っています。

急性血液浄化療法は、Ꮑ不全、腎不全、重症ᐘ໒およƼ૗血

症 の ᙀ я 治 療 と し て C * & F （ 持 続 的 血 液 ຯ ᢅ ᡢ ௌ ） 、

2M:�&*2（Ǩンドトǭシン吸ბ療法）、2'（血๶ʩ換）、

2&Fなどをᆢಊ的に行っています。

診療実績（2024年度）

人ૠ・ˑ ૠ等患者ૠ・症̊ૠ等

救急部外来受診患者

ųうち、一次救急患者

ʚ次救急患者

ɤ次救急患者

救急៻੿入患者

3�981 Ӹ

2�812 Ӹ（70.6Ჟ）

784 Ӹ（19.7Ჟ）

385 Ӹ（9.7Ჟ）

急性血液浄化法

C*&F

2M:�&*2

2'

2&F

191 ̊

181 ̊

31 ̊

14 ̊

0 ̊

4�629 Ӹ（全科）

ヘリǳȗǿー੿送

心Ꮝͣഥ症̊

13 Ӹ

ICU・CCU入室症̊ 961 Ӹ

2C2S（経皮的心Ꮝᙀя）

VV�'CM1

22 ̊

2 ̊

N1療法（一ᣠ化ᆷእ吸入療法） 214 ̊

104 Ӹ

IA$2（大動脈内Ȑルーンȑンピンǰ）

IORGNNC

18 ̊

29 ̊

地域に対する取り組み、最近の話題など

特に紹介を受けたい疾患、症例
重症૗血症、A4&S、&IC、Ϲࠝီ׍、重症Ꮑ不全、重症腎不 

全、ٶ発外ͻ、༏ͻなど

●集中治療室入室対象疾患
ᛆ科入院患者を対࢘

ᝋとし、呼吸、循環、

ˊᜓ、その他重ሶかつ

ӧ逆的な急性機能不全

をஊするか、またはそ

の発生のऀれのある症

̊、特に2C2S（経皮

的心Ꮝᙀя）、IA$2（大動脈内Ȑルーンȑンピンǰ）ᙀя下

のϛ疾患症̊、V�2Aによる血ఀ๋ᚐ療法や脳低温療法、૗血

症性ٶ臓器不全・&IC（છᆔ性血管内Ϲ׍症ͅ፭）、およƼ急

性血液浄化療法などに重点を置いています。
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部門ウェブサイト

救急・集中治療部　部長

塩見　直人

概要・特色
救急・集中治療部（ICU・CCU12床、救急科一般病棟11 

床）は一次から三次までの救急患者、時間外外来受診患者と集

中治療室入室患者に対応しており、24時間体制で初期診療か

ら重症管理までを行っています。救急部（ER）と集中治療部

門（ICU）に1名ずつの当直医を配置しています。

集中治療室では、外科術後、CCU、SCU（意識障害、t-PA 

による血栓溶解後など）、脳低温療法、急性血液浄化法、小児

ICUなどの重症症例の治療を24時間体制で担当しています。

重症患者は必ず応需して対応しており、病院全体の医療レベ

ルの維持に貢献しています。毎朝カンファレンスを行って入院

患者の状態を確認するとともに、治療方針を決定しています。

ICUでは朝夕2回多職種でカンファレンスを開催し、患者の全

身状態および治療方針をきめ細やかに確認しています。

診療内容
心肺停止患者は心肺蘇生ガイドラインに基づいた治療に加え、

積極的に脳低温療法を行っています。二次救命処置で反応しな

い急性冠疾患患者は、循環器内科、心臓血管外科と協力して

PCPS（経皮的心肺補助）・IABP（大動脈内バルーンパンピ

ング）、冠動脈カテーテル検査・血行再建術、心拍動下冠動脈

バイパス術等を行い、ICUで全身管理を行っています。

ARDS（急性呼吸窮迫症候群）症例に対しては、ECMO（体

外式模型人工肺）、HFO（高頻度振動換気）、APRV（気道

陽圧開放換気）、NPPV（非侵襲的陽圧換気療法）、NO療法

（一酸化窒素吸入療法）を導入しています。一般病棟における

人工呼吸器の管理・指導は、呼吸ケアチームと協力して行って

います。

敗血症性ショック・DIC（播種性血管内凝固症群）・多臓器

不全に対し世界標準に準拠した治療法に加え、DIC対策の強化

とともに我々が開発し、2015年３月より保険適用となった

PlasmaFiltrationwithDialysis（PDF）法を含む急性血液浄化

法を行っています。

急性血液浄化療法は、肝不全、腎不全、重症膵炎および敗血

症 の 補 助 治 療 と し て C H D F （ 持 続 的 血 液 濾 過 透 析 ） 、

PMX-DHP（エンドトキシン吸着療法）、PE（血漿交換）、

PDFなどを積極的に行っています。

診療実績（2024年度）

人数・件数等患者数・症例数等

救急部外来受診患者

　うち、一次救急患者

二次救急患者

三次救急患者

救急車搬入患者

3,981 名

2,812 名（70.6％）

784 名（19.7％）

385 名（9.7％）

急性血液浄化法

CHDF

PMX-DHP

PE

PDF

191 例

181 例

31 例

14 例

0 例

4,629 名（全科）

ヘリコプター搬送

心肺停止症例

35 名

ICU・CCU入室症例 961 名

PCPS（経皮的心肺補助）

VV-ECMO

22 例

2 例

NO療法（一酸化窒素吸入療法） 214 例

104 名

IABP（大動脈内バルーンパンピング）

Impella

18 例

29 例

地域に対する取り組み、最近の話題など

特に紹介を受けたい疾患、症例
重症敗血症、ARDS、DIC、凝固異常、重症肝不全、重症腎不 

全、多発外傷、熱傷など

●集中治療室入室対象疾患
当該科入院患者を対

象とし、呼吸、循環、

代謝、その他重篤かつ

可逆的な急性機能不全

を有するか、またはそ

の発生の恐れのある症

例、特にPCPS（経皮

的心肺補助）、IABP（大動脈内バルーンパンピング）補助下

の冠疾患症例、t-PAによる血栓溶解療法や脳低温療法、敗血

症性多臓器不全・DIC（播種性血管内凝固症候群）、および急

性血液浄化療法などに重点を置いています。
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概要・特色

診療内容
初診患者さんはɼとして他の医療機関から紹介を受けて受診される方を対ᝋとしております。医療᩿接や៲体診察を行い、࣏要とЙ

断される検査を行ったうえで、診断や治療方針によって、状ඞに相ࣖしい診療科や他の医療機関などに紹介するƜととなります。

受診する患者さんの症状は、˴ᡵ᧓も高༏が続く不ଢ༏や頭ၘ、᫊やᏟ、おなかやᏑ中などのၘǈ、手ឱのしƼれ、ǉくǈ、めま

い、便ᅼ、下ၚ、不჈や不安症状などޟٶにわたります。Ɯのような、どの科を受診したらよいかわからない症状をお持ちの方の診療

や、ᢘЏなݦᧉ科への紹介を行います。

なお、総合診療科は入院病床をஊしておりませんので、外来診察のǈで、救急対ࣖおよƼ入院診療は行なっておりません。また診療

科の特性上、࢘科での定期通院は原Щ行っておりません。

地域に対する取り組み、最近の話題など
総合診療科は地域医療において重要な役割を果たしています。地域への取り組ǈとして、総合診療教育、全人的医療、地域クリニッ

クとの連携に໰点を࢘てています。

まƣ、総合診療教育は、地域の医療ニーǺに合わせた医ࠖの養成を目指しています。研̲医が地域で実ោ的な医療を学ƿƜとで地域

医療に貢献できる医ࠖとなるよう、ฯ҅地域、ဍ賀地域などで研̲を行っております。また、地域の医療機関との協力により、地域の

特性にࣖơた研̲ȗロǰȩムを提供しています。

次に、全人的医療は、患者の៲体的、精神的、ᅈ˟的な᩿ͨをᎋॾした医療を提供するƜとを目指しています。そのために、学生଺

ˊから実ᨥの患者にᚑれるよう滋賀県域のクリニックと協力して地域実፼を行っております。その地域クリニックとのつながりは、地

域の医療᝻เを理ᚐするƜとにも役ᇌち、学生や研̲医のƜǖから地域目線の医ࠖとなるのに重要とᎋえます。

最後に総合診療科では、地域クリニックと連携し、地域の医療ニーǺにࣖえるための取り組ǈを行っています。定期的な連ዂ˟ᜭや

σ同研̲などを通ơて、地域の医療連携をࢍ化しています。

ᅶたち総合診療科は、全人的な医療をॖᜤし、疾患だけでなくその患者さんのᅈ˟Ӫをᎋえ、患者さんの心と生活に݃り添った医療

を目೅にしております。ྵנ高ᱫ化ᅈ˟をǉかえ、一人の患者さんがᙐૠの疾患を持っているƜともݲなくない中で、ᙐૠの疾患をȐ

ȩンǹよく、総合的にЙ断して、患者さんのբ᫆点を整理しᢘЏなݦᧉ科への೛บしするƜとも重要な診療としてˮ置˄けておりま

す。

特に঻々がॖࢽとするƜとは、患者さんからのᛅをしっかり଺᧓を取ってᎥくƜとです。次に៲体診察を行い、症状をኜᚐき原׆を

ᙸಊめ、ǈなさまのお役にᇌてる診療を心がけたいと࣬っております。

உ୴のҜЭ中に外来診療を行なっております。ό๖な診療を行うために、ܦ全予約制となっております。初診患者さまも、紹介Ψの

医療機関さまからの紹介状�診療情報提供書と医療機関さまを通してのʙЭ予約が࣏要です。また、不要な受診や通院による患者さん

の不利益をᢤけるために、受診受˄をするЭに患者さんのおᛅを˨い、࢘院受診ˌ外のより良いアドȐイǹを行う場合もあります。

総合診療科  科長

辻　喜久

総合診療科

外来担当医師紹介
氏名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

ȄǸ ȨシȒǵ
特˓教੉

科長

外来医長

教育医長

総合診療

依田　広

辻　喜久

イȀųȒロシ
ᜒࠖ

и科長

医ޅ長

病౐医長

日本内科学˟（ᛐ定内科医、総合内科ݦᧉ医、ᡈ

ဴ支部ᚸᜭ員）

日本消化器病学˟（消化器病ݦᧉ医・指導医）

日本Ꮑ臓学˟（Ꮑ臓ݦᧉ医・指導医�

日本ݦᧉ医機構 総合診療ݦᧉ研̲（特˓指導医）

日本内科学˟（ᛐ定内科医）

日本ᐘ臓学˟（ᛐ定指導医）

日本ݦᧉ医機構 総合診療ݦᧉ研̲（特˓指導医）

内科学

消化器病学

Ꮑ臓病学

部ᧉǦǧȖǵイト

概要・特色

光学医療診療部ų部長

岩下　拓司

光学医療診療部ではさまざまな内視鏡を用いて消化器疾患や

呼吸器疾患の診断や治療を行っています。࢘院は特定機能病院

であり、滋賀県下でも先進的な精査内視鏡検査や治療内視鏡検

査をᆢಊ的に取り入れています。他院で対ϼが׉難であった内

視鏡治療、セカンドオピニオンなどにも対ࣖしています。上部

消化管内視鏡検査（Ꮞカȡȩ）、下部消化管内視鏡検査（大ᐂ

カȡȩ）といった一般的な検査だけでなく、Ꮠᢊやᐘ臓の疾患

に対する内視鏡的逆行性Ꮠ管ᐘ管ᡯࢨ（'4C2）やឬ᪦ඬ内視

鏡検査、小ᐂ疾患に対しては小ᐂ内視鏡検査やカȗセル内視鏡

検査などを行っております。また、呼吸器疾患の検査・治療の

ためのൢ管支鏡検査も同診療部ᧉで行っています。ൢ管支鏡で

は通ࠝの生検（細胞の検査）のǈならƣ、ጏᨠリンȑራ腫Ᏸの

ᄩ定診断などに対してឬ᪦ඬൢ管支鏡Ǭイド下生検を஛ఴの小

の診断向上を目的にǬイドシーǹ́用ൢ管支腔内ឬ᪦ࢨ腫ၭ׹

ඬ断層法を用いています。

診療内容

光学医療診療部で行われる消化器内視鏡検査は消化器内科

およƼ光学医療診療部医ࠖが担࢘し、ൢ管支鏡検査は呼吸器

内科およƼ呼吸器外科医ࠖが担࢘しています。

上部消化管内視鏡検査は年᧓約4�000ˑ、下部消化管内視

鏡検査は年᧓約2�200ˑ、小ᐂ内視鏡検査は年᧓260ˑ、Ꮠ

ᐘኒの内視鏡検査は年690ˑ、 ൢ管支内視鏡検査は約220ˑ

で年᧓に7�300ˑᆉ度の診断・治療を行っています。

検査実ጚのᛇ細については、消化器内科診療実ጚӏƼ呼吸

器内科診療実ጚをごᚁください。

診療・業務実績

ஓされる場合にࠎ院での内視鏡による精݅検査や治療を࢘

は、かかりつけ医からの紹介状を持って、消化器内科・呼吸器

内科・呼吸器外科の外来を受診してください。患者さんから直

接光学医療診療部への検査の申込ǈは受け˄けておりませんの

でごදॖください。ご不ଢな点は患者支援センǿーにご相談く

ださい。

ஓ者にはᦒ᩺薬を用いた内視鏡検査を行っております。たࠎ

だし、その場合には検査ኳʕ後一定଺᧓は病院内で待機してい

ただきます。検査ኳʕ後は患者さん本人による៻のᢃ᠃はでき

ません。また、病院からᐯܡまでのᆆ動଺に˄添の方の同ˤを

。ƣお願いしております࣏

地域に対する取り組み、最近の話題など

部ᧉǦǧȖǵイト

【業務内容】
・早期癌（食道・胃・大腸）に対する内視鏡治療

ଔ期ၶに対する内視鏡的ቬᐏ下層

еᩉ術（'S&）をᆢಊ的に取り組ん

でおり、年᧓90̊ᆉ度実଀しており

ます。治療方針は各学˟から発Бさ

れる治療Ǭイドȩインに準拠してൿ

定し、安全かつᢘЏな治療を心がけ

ています。

・小腸疾患の診断・治療
院は小ᐂ内視鏡の開発に携わっ࢘

た経ዾより、いちଔくシンǰルȐルーン小ᐂ内視鏡を導入し、

診断や਴入手২のᄩᇌに貢献してまいりました。また、小ᐂカ

ȗセル内視鏡検査もଔ期から導入しており、地域およƼʚ次医

療חからの依頼も受けて検査を଀行しております。上部消化管

内視鏡検査や下部消化管内視鏡検査を行っても原׆不ଢの消化

管Ј血（1)I$）に対するЈ血เ検ኧやഥ血ϼ置に対ࣖをして

います。また、࢘院消化器内科の特色である໒症性ᐂ疾患の関

連で、クローン病患者に対するシンǰルȐルーン小ᐂ内視鏡を

用いた診断や内視鏡的Ȑルーンਘࢌ術による小ᐂ狭窄の内視鏡

治療も実ጚを重ƶています。

・胆膵疾患の診断・治療
小ᐘၶやଔ期ॸ性ᐘ໒、Ꮠ管ၶなどのᏐᐘ疾患は通ࠝの画ࣇ

΂検査では発ᙸされにくい特徴があり、࢘院ではឬ᪦ඬ内視鏡

検査（'US）、ឬ᪦ඬ内視鏡を用いた針生検（'US�FNA）、

Ꮠᢊ鏡など最新の内視鏡機器を用いた診断をᆢಊ的に実଀して

います。また、進行がんの᧍ص性᰾၈に対してឬ᪦ඬ内視鏡

下Ꮑ内Ꮠ管ᏎԊ合術（'US�H)S）や重症ᐘ໒のْര性ᐘᐝ

早期胃癌に対する
内視鏡的粘膜下層剥離術

瘍に対するឬ᪦ඬ内視鏡下ドレȊーǸ術など最新の高難度内

視鏡治療についてٶૠの଀行実ጚがあります。

・重症COPDに対する新たな治療

超音波内視鏡下胆管-胃瘻孔形成術（EUS-HGS）

主な検査・医療設備など
上部内視鏡、下部内視鏡、ൢ管支鏡、ǳンșックǹ׹ឬ᪦ඬ

内視鏡、ȩǸアル׹ឬ᪦ඬ内視鏡、シンǰルȐルーン小ᐂ内視

鏡、ȀȖルȐルーン小ᐂ内視鏡、カȗセル内視鏡検査、Ꮠᢊ

鏡、経Ꮞၱ内視鏡、内視鏡਴入形状ᚇยᘺ置

薬剤治療を̅用しても症状がࢍ

くസるC12&患者さんに対して、

ൢ管支ȐルȖ治療を行うƜとにな

りました。経ൢ管支鏡的に、߼ᚡ

の׋のような一方弁のఀص子を਴

入し、Ꮝ内にᝪသしたᆰൢを体外

にЈすƜとが目的です。
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部ᧉǦǧȖǵイト

血液浄化部ų部長

金崎　雅美

概要・特色
঻が׎では、約34ɢ人の患者さんがॸ性ᡢௌ療法を受けて

おられます。ᡈ年、医療の進ഩにより、ᡢௌ患者さんの高ᱫ化

が進ǉとともに、ᡢௌ患者さんのݤר࠯命もࡨ˦してきていま

す。そのため、ᡢௌ患者さんが、高度な手術や治療を受けられ

る機˟もفえています。滋賀医科大学医学部附属病院血液浄化

部では、࢘院に手術・治療のために入院された患者さんの血液

浄化療法を行います。周術期など重症患者さんのᡢௌ療法を行

うƜとがٶく、人工呼吸器をᘺბした患者さんのᡢௌ療法にも

対ࣖしています。

重症患者さんに安全でᢘЏなᡢௌ療法を実ោしていくため、

様々な工پを行っています。その一つがᡢௌ液のカリǦムᙀദ

です。一般的に、ᡢௌ患者さんでは血中カリǦムຜ度が高いƜ

とがٶいため、ᡢௌ中に˷分なカリǦムをᨊくためにᡢௌ液カ

リǦムຜ度を2.0O'SᲩ.と低く設定しています。しかし、手

術や検査、体調不良のため᫢ʙがઅ取できない場合には、逆に

血中のカリǦム͌が低くなるƜとがあり、通ࠝのᡢௌではさら

に血中のカリǦム͌が下がり、不整脈やけいれんの原׆となり

ます。࢘院ではそういった患者さんには、患者さんの同ॖのも

と、ᡢௌ液のカリǦムຜ度を3.0O'SᲩ.に調整しています。

また、ᡢௌ患者さんは心血管ᨦ害や脳血管ᨦ害などの動脈ᄒ

化性疾患や下Ꮓ஛ఴ動脈疾患を合́する᫁度が高いƜとがჷら

れています。下Ꮓ஛ఴ動脈疾患はឱのϬえやၡれ、຃瘍形成の

原׆となり、ज़௨を合́するƜともあります。ឱの຃瘍が重症

化すると、ឱのЏ断のリǹクが非ࠝに高まるため、࢘院入院中

のᡢௌ患者さんの31.（生活の質）を維持・向上させるため

に、看護ࠖが中心となってឱのトȩȖルをச໱に᧸ƙフットケ

アにᆢಊ的に取り組んでいます。さらに、周術期や体調不良に

より、ᡢௌ中にごᐯ៲でᐯဌに体ˮ٭換できない患者さんのた

めに、高機能ǨアȞットレǹを導入しています。Ɯれは、ᐯ動

体ˮ٭換機能をͳえており、体ןを分૝するƜとでᙙၫを予᧸

します。

Ɯのように࢘院では、高度先進医療を受けられるᡢௌ患者さ

んに、安心・安全でより良い血液浄化医療を提供できるよう

に、医ࠖ・看護ࠖ・臨床工学২ٟ・医療ʙ務などのٶ職ᆔが連

携し、定期的なᡢௌカンフǡレンǹによる治療方針の検᚛や情

報のσஊ、ᡢௌ開始Эの患者ᄩᛐやǿイムアǦトのࡁ࣋、急٭

଺・災害଺にͳえた対ࣖ᚞ጀなどにも取り組んでいます。

透析療法とは？
腎臓は、尿を੎ඟするƜとで、体液のȐȩンǹ（ँࠝ性）を

保っていますが、腎機能の低下した腎不全状७では、尿൒እや

水分を尿に੎ඟできなくなるためँࠝ性が保たれなくなりま

す。Ɯの状७をોծするために、腎機能をˊ行する治療（腎ˊ

ஆ療法）が࣏要となります。腎ˊஆ療法には、血液ᡢௌ、ᐃᐏ

ᡢௌ、腎ᆆౡのɤつがあります。血液ᡢௌは、ȀイアȩイǶー

と呼ƹれるҞᡢᐏ（水やᩓᚐ質をᢠ৸的にᡢᢅするᐏ）を̅用

して体液のီࠝを̲ദするもので、ᡵᲭ回Ხ᳸Ჯ଺᧓ᆉ度の治

療が࣏要です。ᐃᐏᡢௌは、患者さんのᐃᐏをҞᡢᐏとして利

用するもので、患者さんᐯ៲が一日に˴回かᐃᐏᡢௌ液の入れ

ஆえを行います。ᡵᲫ回の血液ᡢௌとᐃᐏᡢௌの́用療法を行

う場合もあり、࢘院でも対ࣖしております。

なお、࢘院では2024年度より腎ᆆౡをϐ開いたしました。

診療内容
血液浄化部では、初めてᡢௌを受ける患者さんや、手術や治

療のために入院されているᡢௌ患者さんのᡢௌ療法を腎臓内科

と協力して担࢘しています。そのほか、大学病院で実଀される

高度な手術や薬ཋ療法により発症した急性腎ᨦ害への対ࣖや、

Ꮑ臓疾患、神経疾患、ᐯࠁβ၃疾患、໒症性ᐂ疾患などの治療

としての血๶ʩ換・吸ბ療法等の血液浄化療法を行っていま

す。

件数・数値等手術・検査・治療法等

診療実績（2024年1月～12月）

血液ᡢௌ（オンȩイン*&Fԃǉ）

᫄ቩྶ吸ბ療法

2�197

33

25

31

39

院では、ᐃᐏᡢௌ́用療法ˌ外の維持血液ᡢௌを実଀し࢘

ておりませんが、ॸ性維持ᡢௌ療法を受けておられる患者さ

んを対ᝋに、ᡢௌフǩローアッȗ入院（Ძᡵ᧓）を行ってい

ます。Ɯれは、腎臓内科と協力してᡢௌவˑのᄩᛐ、᫢ʙ療

法などの生活指導、心機能や動脈ᄒ化病٭の状७をᚸ̖し、

より良いᡢௌ療法をዒ続していくための検査・教育入院であ

り、൑年ٶくの患者さんにご利用᪬いております。そのほか

にも、ᡢௌクリニックで動脈ᄒ化性疾患の検査等の実଀が難

しい場合や、心機能やシャント血්᣽のᚸ̖が࣏要な患者さ

んがいらっしǌいましたら、検査・教育入院がӧ能ですので

是非ご相談ください。

地域に対する取り組み、最近の話題など

主な検査・医療設備など
ᡢௌșッドૠᲴ10 床

血液ᡢௌᲴᡵᲭ日（உ、水、᣿）ҜЭ・Ҝ後のᲬクール

Ძ日最大ᡢௌӧ能人ૠ 20 Ӹ

特ഷ療法Ჴ້、ங（血๶ʩ換やᐃᡢௌ患者の血液ᡢௌ́用療法）

血๶ʩ換療法（ᢠ৸的血๶ʩ換・ʚ重ຯ
ᢅ血๶ʩ換療法をԃǉ）

ᐃ水ຯᢅຜ጑ϐ᩺ද法

体外フǩトフǧレーシǹ（'C2）

部ᧉǦǧȖǵイト

腫瘍センǿーųセンǿー長

醍醐　弥太郎

概要・特色
腫瘍センǿーは、附属病院と地域のがん医療を活性化し、高

度がん医療の推進とרてん化ӏƼ集約化を進める組ጢとして活
動しており、ᅈ˟の要ᛪであるがんݦᧉ医・医療ǹǿッフの育
成と先進的ながん医療の୍ӏに貢献できる基Ⴔを構築していま
す。࢘センǿーは、がん医療をѼਙ的に支えるᲲ部ᧉ（化学療
法、ዼԧケア（ԃǉዼԧケアȁーム）、がんႇ᥵、がん相談支
援、診療連携、教育・研̲、先進医療推進、がんゲノム医療の
各部ᧉ）で構成され、関係するᲯۀ員˟（腫瘍センǿー˟ᜭ、
化学療法ȗロトǳールݙ査ۀ員˟、化学療法ۀ員˟、ዼԧケア
・員˟）とともに、本学のがん診療・教育ۀ員˟、がんႇ᥵ۀ
研究を分野್断的に連携させ、県内外の医療機関と協力して、
がんと診断されたときからЏれ目なく続く質の高いがん医療の
推進をめざしています。また、本学の先進的がん医療に取り組
んでいます。

診療内容

診療実績（2024年度）

ˑૠ・ૠ͌等手術・検査・治療法等

外来化学療法室対ࣖˑૠ

無菌調剤ˑૠ

入院ዼԧケア介入ˑૠ（ьም
非ьም）

外来ዼԧケア介入ˑૠ（ьም
非ьም）

リンȑූ腫外来利用ˑૠ

ᜒ๫˟・研̲˟開͵ˑૠ（ɼ͵・σ͵）

9�193

2�313

93

438

45

Ū教育・啓発活動
医療ࢼʙ者対ᝋのᜒ๫˟、ࠊൟπ開ᜒࡈを年᧓40回ᆉ度開

͵しています。（部ᧉǦǧȖǵイトӋༀ）

Ū化学療法室の活動展開
外来がん化学療法を受ける患者さんに対する、管理栄養ٟに

よるዒ続的な患者̾々の状ඞに合わせた栄養管理や、地域の薬
。薬剤ࠖとの連携体制の整ͳに取り組んでいますޅ

Ūがん相談・支援部門（がん相談支援センター）
がん患者さんとごܼଈが治療を受ける上での不安やपǈ、

ˁʙや୥らしのƜとについて、がんݦᧉ相談員がご相談をお
受けしています。

=おբい合わせ先?
ᩓųᛅᲴ077�548�2859
ȡールᲴIsoudan@bellG.shKIC�Oed.CE.jp

Ūがん看護外来
がん患者さんとごܼଈの不安や心ᣐʙ、पǈなどがᚐൿでき、

安心して療養生活を送れるように、ݦᧉ看護ࠖやᛐ定看護ࠖが
ǵポートさせていただきます。（部ᧉǦǧȖǵイトӋༀ）

Ūリンパ浮腫外来
がん治療のࢨ᪪でឪƜるリンȑූ腫の支援を行っています。

Ɯの外来は、保ᨖ外診療となるためᐯᝲ診療となります。（一
部、対ᝋ疾患のǈ保ᨖ診療となります）（部ᧉǦǧȖǵイトӋ
ༀ）

地域に対する取り組み、最近の話題など

連携拠点病院およƼ׎内外の大学・病院と連携したがんの新薬
と̾К化医療の開発に関わる各ᆔの治᬴などを実଀しています。
（JVVRU���YYY.UJKIC�OGF.CE.LR�JQURKVCN�FQE�HGCVWTG�
ųECPEGT.JVON）

Ūがんゲノム医療開発推進とエキスパートパネルの運営
がんゲノム医療拠点病院として、がんゲノム医療を担う全׎

の大学・病院と連携したがんの̾К化医療（ȗレシǸョン医
療）と遺伝性腫瘍に関わる医療の提供と診療支援を行っていま
す。腫瘍センǿーと腫瘍内科ӏƼがん診療科の医ࠖ、病理医、
分子遺伝学ݦᧉܼ、臨床遺伝ݦᧉ医、ᛐ定遺伝カǦンセȩー、
薬剤ࠖ、看護ࠖ、臨床検査২ࠖなどで構成されるǨǭǹȑート
ȑネルを定期的に開͵し、がん遺伝子ȑネル検査を実଀してい
ます。
（JVVRU���YYY.UJKIC�OGF.CE.LR�JQURKVCN�FQE�HGCVWTG�

IGPQOG）

Ū化学療法室の運営とがん薬物療法、高度集学的医療の提供
腫瘍センǿーと腫瘍内科のがん治療に携わるݦᧉ医療ȁーム

が化学療法室をᢃփしており、がん治療に関わる診療科と連携
して、質の高い高度がん医療を提供しています。

Ū化学療法プロトコール審査委員会・化学療法委員会活動
腫瘍センǿーと腫瘍内科ӏƼがん診療科の医ࠖ、薬剤ࠖ、看

護ࠖなどが、本院で行うがん薬ཋ療法と支持療法について、そ
の࢘ڲ性、安全性、最ᢘなᢃ用方法をݙ査、検᚛しています。

Ū緩和ケア委員会・緩和ケアチーム・緩和ケアセンター活動
腫瘍センǿーと腫瘍内科ӏƼがん診療科の医ࠖ、薬剤ࠖ、看

護ࠖ、理学療法ٟ、臨床心理ٟ、ǽーシャルワーカーなどで構
成されるዼԧケアȁームが、がんの診断଺より、がん性၊ၘと
៲体症状や患者・ܼଈがৼえる精神的ᒊၘへの対ϼを行い、生
活の質（31.）の維持・向上に向けたǵポートをしています。
また、ዼԧケアセンǿーが地域ዼԧ医療連携を推進しています。

Ūがん登録委員会活動・がん登録の実施
がん診療の向上や׎等の行૎機関ががん対ሊをᇌ案するため

の情報を提供するƜとを目的として、本院で行った診断や治療
に関する情報を法ˋに基Ʈいてႇ᥵しています。

Ūキャンサーボードミーティングの開催
腫瘍センǿー、腫瘍内科ӏƼがん診療科の医ࠖ、放射線科医、

病理医、薬剤ࠖ、看護ࠖ、地域連携に関わるǹǿッフなどがٶ
᩿的な病状৭੮により治療׉難症̊の方針を検᚛しています。

Ūがんプロフェッショナル養成プランの支援
がんݦᧉ医療人を育成する「がんȗロフǧッショȊル養成ȗ

ȩン」を実଀しています。腫瘍センǿーはがん薬ཋ療法、がん
ゲノム医療ӏƼዼԧケアの実଀と開発に臨床ӏƼ研究᩿で活៫
する人஬の養成に向けて、学内外より医療職・医療ኒ学生・大
学院生を受け入れて地域のがん医療に貢献できるݦᧉ医およƼ
医療ǹǿッフを育成しています。（部ᧉǦǧȖǵイトӋༀ）

Ūがん拠点病院活動
ҽ生і働Ⴞ地域がん診療連携拠点病院、がんゲノム医療拠点

病院、特定機能病院、滋賀県がん診療連携協ᜭ˟構成病院、滋
賀県がん診療連携拠点病院・がん診療高度中核拠点病院として、
がんႇ᥵、最新のがん医療情報とセカンドオピニオンの提供、
がん診療連携クリニカルȑǹのᢃ用、がん患者ǵロンのᢃփ支
援、医療ࢼʙ者ӏƼࠊൟ向けの各ᆔ教育研̲の開͵、がんゲノ
ム医療の提供と支援、先ᇢ的がん薬ཋ療法の提供と支援、地域
Ѽਙ的ዼԧケア活動支援などを行い、滋賀県の地域がん医療に
おける人஬育成とרてん化、高度医療の୍ӏに関わる活動を
行っています。（部ᧉǦǧȖǵイトӋༀ）

Ū先進医療開発推進
滋賀県がん診療高度中核病院として、県内外の地域がん診療

外来化学療法室（病床Ჴ25床）、薬剤ฆද室、ዼԧケア室、
がん看護外来、リンȑූ腫外来など

主な検査・医療設備など

入院Ჴ5�286
外来Ჴ29�322

周術期のᡢௌや血液׹不ᢘ合ᆆౡ଺の血๶ʩ換療法など、泌尿

器科と連携して腎ᆆౡ医療にもނ力させていただきます
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部ᧉǦǧȖǵイト

概要・特色
本院は2013年Ხஉより総合周産期センǿーにᛐ定され、大

඾ហҗ܌病院、ᡈ൶οࠪࠊᇌ総合医療センǿー、長ාហҗ܌病

院とともに滋賀県の周産期医療体制の中核を担っております。

また、滋賀県՗一の大学病院でもあるƜとから、各᪸域のݦᧉ

医の協力をࢽて、あらǏる症̊に対ࣖするƜとがӧ能であり、

24଺᧓体制で他の周産期医療機関からの救急患者等の受け入

れを行っております。本院では、産科医と新生児科医が合同で

症̊検᚛˟を開͵するなどして、݅に連携をとりながらハイリ

ǹク妊۔・分ۖの管理ӏƼ新生児治療を行っております。

ŪNICU（新生児集中治療室）／GCU（継続保育室）
2003年にNICU６床、)CUᲪ床としてദࡸにᛐӧを受けま

した。その後ف床を経て、ྵנNICU12床、)CU12床で稼

働しております。院内の小児科医ࠖとも連携し、よりݦᧉ的な

診療体制を維持しています。特に、ዬ急性の高い新生児先ټ性

心疾患に対する小児循環器ݦᧉ医ࠖと連携した内科的管理は、

県内ஊૠの実ጚをᛍります。また、他の診療科（小児外科、眼

科、脳神経外科、形成外科など）と協力し、高度かつ集学的医

療の提供を行っています。

ŪMFICU（母体胎児集中治療室）
、院のMFICUは、総合周産期母子医療センǿーのᛐӧˌᨀ࢘

６床でᢃ用されています。ɼに、ٶ胎妊۔、妊۔高血ן症ͅ፭、

Џᡐଔ産、Э置胎Ⴔ、胎児ီࠝなどハイリǹク妊۔の方に高度

医療を提供しております。

診療内容
Ū新生児搬送

新生児ˎര、先ټ性心疾患、消化管ڈ形などዬ急の対ࣖを要

する疾患については、他院でЈ生した児も24଺᧓体制で੿送

を受入れています。

さらに高度な医療（心臓手術など）を要する症̊に関して

は、他県の高次医療機関へ੿送しています。

Ū胎児超音波外来
外来診療においては、地域の各周産期医療機関の先生方にも

ご利用いただけるよう、胎児ឬ᪦ඬ外来を開設し、胎児ီࠝの

ǹクリーニンǰ・診断を行っております。胎児診断するƜとで

分ۖの଺期や方法をൿめ、Ј生後のᢘЏな内科・外科的管理へ

つなげるなど治療環ؾを整えます。

ŪNIPT外来
NI2Tは母体血を用いて非侵襲的に胎児௨色体を調ǂる検査

ですが、2015年までʮ滋地ғで検査ができるNI2Tᛐӧ଀設

はありませんでした。࢘院では2015年にᛐӧを受け、まƣは

院内向けの検査としてNI2Tを開始し、2016年からは広く院

外紹介を受˄けて、遺伝カǦンセリンǰを重視したЈ生Э診断

に取り組んできました。検査を行う年ᱫ基準がありましたが、

2022年4உからは年ᱫ基準を設けƣ、җ分なカǦンセリンǰ

を行った上でごࠎஓにࣖơた対ࣖを行っております。

診療実績（2024年度）

人ૠNICU実ᆢ

総入院ૠ

ឬ低Ј生体重児（<1000g）

ಊ低Ј生体重児（1000g-1500g）

院外Ј生

人工換ൢ症̊

新生児੿送受入ૠ

രʧ（新生児രʧ）

257

17

33

32

74

29

3 （3）

総分ۖૠ

総Ј生ૠ

Џ開ˑૠྛࠔ

ឬዬ急ྛࠔЏ開術（)TadeA）

救急੿送受け入れˑૠ（産後ԃ）

465

521

217

8

137

ˑૠ産科診療実ᆢ

Ū滋賀県新生児空床情報システム
インǿーネット上に滋賀県下のNICUᆰ床状ඞをπ開し、迅

速な母体新生児੿送に݃ɨしています。

Ū滋賀県周産期死亡調査
県内の後期ര産およƼ新生児രʧ全̊を分ௌし、രʧ回ᢤの

方ሊを検᚛して滋賀県における周産期രʧの低下に貢献してい

ます。

地域に対する取り組み、最近の話題など

総合周産期母子医療センǿーųセンǿー長

丸尾　良浩

Ū高度周産期医療チーム
産科DIC（છᆔ性血管内Ϲ׍症ͅ፭）にˊ表されるዬ急଺の

母体救命のため、1994年に産科DIC救急ྰ、2002年からは

高度周産期医療ȁームを発ឱし、救急・集中治療部、麻酔科、

救急科、外科、などと協力し、重症母体੿送を受け入れていま

す。また、2012年より胎児の状७が急速にफ化し、一Цも

ଔく児をۖЈする࣏要がある場合に、ྛࠔЏ開のൿ定から児ۖ

Јまでを約15分とするឬዬ急ྛࠔЏ開術（ǰレードA）とい

う院内救急シǹテムをᄩᇌしました。

部ᧉǦǧȖǵイト

概要・特色

診療内容
ᢃփには、血液内科、小児科医ࠖが࢘たっており、ᡯ血࠴細

胞ᆆౡを中心に無菌室を̅用している他、ᭌ᭒細胞の੔取、஛

ఴ血࠴細胞の੔取や分ᩉ、保存などのϼ理も行っています。

・院は1991年日本ᭌ᭒Ȑンク発ឱˌ来の非血ጂ者᧓ᭌ᭒࢘

஛ఴ血࠴細胞ᆆౡᛐ定଀設およƼᭌ᭒・஛ఴ血࠴細胞੔取ᛐ定

଀設です。血ጂドȊーおよƼ非血ጂドȊーからのᭌ᭒ᆆౡ、஛

ఴ血࠴細胞ᆆౡ、そしてᐣ࠘血ᆆౡを合わせ、年᧓20̊ほど

のᡯ血࠴細胞ᆆౡを実଀しています。

診療実績（2024年度）

ˑૠ治療

非血ጂ者᧓ᭌ᭒ᆆౡ

非血ጂ者᧓஛ఴ血࠴細胞ᆆౡ

ᐣ࠘血ᆆౡ

血ጂ者᧓ᭌ᭒ᆆౡ

血ጂ者᧓஛ఴ血࠴細胞ᆆౡ

ᐯܼ஛ఴ血࠴細胞ᆆౡ

Ჯ

６

Ხ

Ც

Ძ

Ხ

஛ఴ血࠴細胞ᆆౡ

ᭌ᭒ᆆౡ

ᐣ࠘血ᆆౡ

Ძ

Ც

1

ˑૠ治療

2020年度よりҽ生і働Ⴞᡯ血࠴細胞ᆆౡ医療体制整ͳʙಅ

のᡯ血࠴細胞ᆆౡ推進地域拠点病院となりました。

ᆆౡȁームは、ȁーム医療をȢットーとしており、ᆆౡカン

フǡレンǹを൑ᡵ開͵しています。すǂてのᆆౡ患者さんに関

して、すǂてのǹǿッフ（血液内科医ࠖ、小児科医ࠖ、病౐看

護ࠖ、ᆆౡǳーȇィネーǿーなど）と病ൢ特ஊの症状、治療内

ܾ、ј果とи˺用、栄養、ზ჈、さらにはܼࡊ環ؾ、ˁʙ、学

ಅなどに関して患者さんの情報をσஊし、一人ƻとりの患者さ

んを全人的にǵポートしています。

また、ᆆౡ療法は、ᆆౡするƜとが最ኳのǴールではなく、

その後の患者さんの経ᢅがとても大Џです。そのようなᎋえか

ら、ᆆౡ後10年20年経った患者さんについて定期的に外来で

検診させていただくと同଺に担࢘看護ࠖによるカǦンセリンǰ

を行うᆆౡ後長期フǩローアッȗ外来を実଀しています。すな

わち、ҥに生存率をᚸ̖するのではなく、31.を維持した上で

の生存率を大Џにᎋえています。

地域に対する取り組み、最近の話題など

無菌治療部ų部長

村 田  誠

ˌЭから設置されている無菌室2床と、2024年度に新しく

設置した無菌室3床は、クȩǹ100（IS1ᙹ఍クȩǹ5）で

す。クȩǹ100とは、約30EOのᇌ方体の中の0.5�Oˌ上の

ቩ子ૠが100̾ˌ下であり、非ࠝにฌ๹なᆰ᧓のƜとです。ち

なǈに通ࠝの˟ᜭ室では10ɢ̾ˌ上のቩ子があります。

2025年度には病౐のさらなるفો築を計画しています。そ

の結果、クȩǹ100の無菌室が9床にفえる予定です。また、

各無菌室Эのࡔ下をクȩǹ10000（IS1ᙹ఍クȩǹ7）とし、

病౐の一部を無菌Ǿーン化します。そのǾーン内には談ᛅ室や

ඹຩǹペーǹなども設置します。Ɯれらにより、患者さんに

とっても病౐ǹǿッフにとっても、よりᓳちბいたᆆౡ環ؾが

整うものと期待しています。

主な医療設備

・日本ᡯ血・β၃細胞療法学˟ᡯ血細胞ᆆౡᛐ定医

・日本ᡯ血・β၃細胞療法学˟看護部˟ɼ͵同ᆔᡯ血細胞ᆆౡ

後フǩローアッȗのための研̲˟̲ʕฎ看護ࠖ

・日本ᡯ血・β၃細胞療法学˟ᛐ定ᡯ血細胞ᆆౡǳーȇィネー

ǿー

・日本輸血・細胞治療学˟ᛐ定医・細胞治療ᛐ定管理ࠖ

・日本血液学˟血液ݦᧉ医・指導医など

スタッフの主な資格など

小児科の2024年度造血幹細胞移植関連診療実績

血液内科の2024年度造血幹細胞移植関連診療実績

஛ఴ血࠴細胞੔取
（内ᚪᲴ非血ጂᲩ血ጂドȊーᲩᐯܼ）

Ჳ
（内ᚪᲴ4�1�4）

無菌治療部は、1997年に設置された特ഷ診療଀設で、急

性ႉ血病に対する化学療法や、ᭌ᭒ᆆౡなどのᡯ血࠴細胞ᆆ

ౡを受ける患者さん、そのほかಊ度にβ၃機能が低下した患

者さんが、無菌的な環ؾ下で管理を受けるための଀設（無菌

室Ჴクリーンルーム）です。

ᭌ᭒৮制（৽৴力がᓸしく低下した状७）によるज़௨を予

᧸するため、病室内全体をฌ浄なᆰ᧓になるように管理して

います。

2008年６உには病院ϐ開発計画に

ˤって、血液内科のあるᲮC病౐にᆆ

築されました。

2024年度に無菌室をᲬ床ف室、

2025年度にもさらにفો築を計画し

ています。
Ჯ

（内ᚪᲴ5�0）
ᭌ᭒੔取（内ᚪᲴ非血ጂᲩ血ጂドȊー）
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部ᧉǦǧȖǵイト

概要・特色
本院は2013年Ხஉより総合周産期センǿーにᛐ定され、大

඾ហҗ܌病院、ᡈ൶οࠪࠊᇌ総合医療センǿー、長ාហҗ܌病

院とともに滋賀県の周産期医療体制の中核を担っております。

また、滋賀県՗一の大学病院でもあるƜとから、各᪸域のݦᧉ

医の協力をࢽて、あらǏる症̊に対ࣖするƜとがӧ能であり、

24଺᧓体制で他の周産期医療機関からの救急患者等の受け入

れを行っております。本院では、産科医と新生児科医が合同で

症̊検᚛˟を開͵するなどして、݅に連携をとりながらハイリ

ǹク妊۔・分ۖの管理ӏƼ新生児治療を行っております。

ŪNICU（新生児集中治療室）／GCU（継続保育室）
2003年にNICU６床、)CUᲪ床としてദࡸにᛐӧを受けま

した。その後ف床を経て、ྵנNICU12床、)CU12床で稼

働しております。院内の小児科医ࠖとも連携し、よりݦᧉ的な

診療体制を維持しています。特に、ዬ急性の高い新生児先ټ性

心疾患に対する小児循環器ݦᧉ医ࠖと連携した内科的管理は、

県内ஊૠの実ጚをᛍります。また、他の診療科（小児外科、眼

科、脳神経外科、形成外科など）と協力し、高度かつ集学的医

療の提供を行っています。

ŪMFICU（母体胎児集中治療室）
、院のMFICUは、総合周産期母子医療センǿーのᛐӧˌᨀ࢘

６床でᢃ用されています。ɼに、ٶ胎妊۔、妊۔高血ן症ͅ፭、

Џᡐଔ産、Э置胎Ⴔ、胎児ီࠝなどハイリǹク妊۔の方に高度

医療を提供しております。

診療内容
Ū新生児搬送

新生児ˎര、先ټ性心疾患、消化管ڈ形などዬ急の対ࣖを要

する疾患については、他院でЈ生した児も24଺᧓体制で੿送

を受入れています。

さらに高度な医療（心臓手術など）を要する症̊に関して

は、他県の高次医療機関へ੿送しています。

Ū胎児超音波外来
外来診療においては、地域の各周産期医療機関の先生方にも

ご利用いただけるよう、胎児ឬ᪦ඬ外来を開設し、胎児ီࠝの

ǹクリーニンǰ・診断を行っております。胎児診断するƜとで

分ۖの଺期や方法をൿめ、Ј生後のᢘЏな内科・外科的管理へ

つなげるなど治療環ؾを整えます。

ŪNIPT外来
NI2Tは母体血を用いて非侵襲的に胎児௨色体を調ǂる検査

ですが、2015年までʮ滋地ғで検査ができるNI2Tᛐӧ଀設

はありませんでした。࢘院では2015年にᛐӧを受け、まƣは

院内向けの検査としてNI2Tを開始し、2016年からは広く院

外紹介を受˄けて、遺伝カǦンセリンǰを重視したЈ生Э診断

に取り組んできました。検査を行う年ᱫ基準がありましたが、

2022年4உからは年ᱫ基準を設けƣ、җ分なカǦンセリンǰ

を行った上でごࠎஓにࣖơた対ࣖを行っております。

診療実績（2024年度）

人ૠNICU実ᆢ

総入院ૠ

ឬ低Ј生体重児（<1000g）

ಊ低Ј生体重児（1000g-1500g）

院外Ј生

人工換ൢ症̊

新生児੿送受入ૠ

രʧ（新生児രʧ）

257

17

33

32

74

29

3 （3）

総分ۖૠ

総Ј生ૠ

Џ開ˑૠྛࠔ

ឬዬ急ྛࠔЏ開術（)TadeA）

救急੿送受け入れˑૠ（産後ԃ）

465

521

217

8

137

ˑૠ産科診療実ᆢ

Ū滋賀県新生児空床情報システム
インǿーネット上に滋賀県下のNICUᆰ床状ඞをπ開し、迅

速な母体新生児੿送に݃ɨしています。

Ū滋賀県周産期死亡調査
県内の後期ര産およƼ新生児രʧ全̊を分ௌし、രʧ回ᢤの

方ሊを検᚛して滋賀県における周産期രʧの低下に貢献してい

ます。

地域に対する取り組み、最近の話題など

総合周産期母子医療センǿーųセンǿー長

丸尾　良浩

Ū高度周産期医療チーム
産科DIC（છᆔ性血管内Ϲ׍症ͅ፭）にˊ表されるዬ急଺の

母体救命のため、1994年に産科DIC救急ྰ、2002年からは

高度周産期医療ȁームを発ឱし、救急・集中治療部、麻酔科、

救急科、外科、などと協力し、重症母体੿送を受け入れていま

す。また、2012年より胎児の状७が急速にफ化し、一Цも

ଔく児をۖЈする࣏要がある場合に、ྛࠔЏ開のൿ定から児ۖ

Јまでを約15分とするឬዬ急ྛࠔЏ開術（ǰレードA）とい

う院内救急シǹテムをᄩᇌしました。

部ᧉǦǧȖǵイト

概要・特色

診療内容
ᢃփには、血液内科、小児科医ࠖが࢘たっており、ᡯ血࠴細

胞ᆆౡを中心に無菌室を̅用している他、ᭌ᭒細胞の੔取、஛

ఴ血࠴細胞の੔取や分ᩉ、保存などのϼ理も行っています。

・院は1991年日本ᭌ᭒Ȑンク発ឱˌ来の非血ጂ者᧓ᭌ᭒࢘

஛ఴ血࠴細胞ᆆౡᛐ定଀設およƼᭌ᭒・஛ఴ血࠴細胞੔取ᛐ定

଀設です。血ጂドȊーおよƼ非血ጂドȊーからのᭌ᭒ᆆౡ、஛

ఴ血࠴細胞ᆆౡ、そしてᐣ࠘血ᆆౡを合わせ、年᧓20̊ほど

のᡯ血࠴細胞ᆆౡを実଀しています。

診療実績（2024年度）

ˑૠ治療

非血ጂ者᧓ᭌ᭒ᆆౡ

非血ጂ者᧓஛ఴ血࠴細胞ᆆౡ

ᐣ࠘血ᆆౡ

血ጂ者᧓ᭌ᭒ᆆౡ

血ጂ者᧓஛ఴ血࠴細胞ᆆౡ

ᐯܼ஛ఴ血࠴細胞ᆆౡ

Ჯ

６

Ხ

Ც

Ძ

Ხ

஛ఴ血࠴細胞ᆆౡ

ᭌ᭒ᆆౡ

ᐣ࠘血ᆆౡ

Ძ

Ც

1

ˑૠ治療

2020年度よりҽ生і働Ⴞᡯ血࠴細胞ᆆౡ医療体制整ͳʙಅ

のᡯ血࠴細胞ᆆౡ推進地域拠点病院となりました。

ᆆౡȁームは、ȁーム医療をȢットーとしており、ᆆౡカン

フǡレンǹを൑ᡵ開͵しています。すǂてのᆆౡ患者さんに関

して、すǂてのǹǿッフ（血液内科医ࠖ、小児科医ࠖ、病౐看

護ࠖ、ᆆౡǳーȇィネーǿーなど）と病ൢ特ஊの症状、治療内

ܾ、ј果とи˺用、栄養、ზ჈、さらにはܼࡊ環ؾ、ˁʙ、学

ಅなどに関して患者さんの情報をσஊし、一人ƻとりの患者さ

んを全人的にǵポートしています。

また、ᆆౡ療法は、ᆆౡするƜとが最ኳのǴールではなく、

その後の患者さんの経ᢅがとても大Џです。そのようなᎋえか

ら、ᆆౡ後10年20年経った患者さんについて定期的に外来で

検診させていただくと同଺に担࢘看護ࠖによるカǦンセリンǰ

を行うᆆౡ後長期フǩローアッȗ外来を実଀しています。すな

わち、ҥに生存率をᚸ̖するのではなく、31.を維持した上で

の生存率を大Џにᎋえています。

地域に対する取り組み、最近の話題など

無菌治療部ų部長

村 田  誠

ˌЭから設置されている無菌室2床と、2024年度に新しく

設置した無菌室3床は、クȩǹ100（IS1ᙹ఍クȩǹ5）で

す。クȩǹ100とは、約30EOのᇌ方体の中の0.5�Oˌ上の

ቩ子ૠが100̾ˌ下であり、非ࠝにฌ๹なᆰ᧓のƜとです。ち

なǈに通ࠝの˟ᜭ室では10ɢ̾ˌ上のቩ子があります。

2025年度には病౐のさらなるفો築を計画しています。そ

の結果、クȩǹ100の無菌室が9床にفえる予定です。また、

各無菌室Эのࡔ下をクȩǹ10000（IS1ᙹ఍クȩǹ7）とし、

病౐の一部を無菌Ǿーン化します。そのǾーン内には談ᛅ室や

ඹຩǹペーǹなども設置します。Ɯれらにより、患者さんに

とっても病౐ǹǿッフにとっても、よりᓳちბいたᆆౡ環ؾが

整うものと期待しています。

主な医療設備

・日本ᡯ血・β၃細胞療法学˟ᡯ血細胞ᆆౡᛐ定医

・日本ᡯ血・β၃細胞療法学˟看護部˟ɼ͵同ᆔᡯ血細胞ᆆౡ

後フǩローアッȗのための研̲˟̲ʕฎ看護ࠖ

・日本ᡯ血・β၃細胞療法学˟ᛐ定ᡯ血細胞ᆆౡǳーȇィネー

ǿー

・日本輸血・細胞治療学˟ᛐ定医・細胞治療ᛐ定管理ࠖ

・日本血液学˟血液ݦᧉ医・指導医など

スタッフの主な資格など

小児科の2024年度造血幹細胞移植関連診療実績

血液内科の2024年度造血幹細胞移植関連診療実績

஛ఴ血࠴細胞੔取
（内ᚪᲴ非血ጂᲩ血ጂドȊーᲩᐯܼ）

Ჳ
（内ᚪᲴ4�1�4）

無菌治療部は、1997年に設置された特ഷ診療଀設で、急

性ႉ血病に対する化学療法や、ᭌ᭒ᆆౡなどのᡯ血࠴細胞ᆆ

ౡを受ける患者さん、そのほかಊ度にβ၃機能が低下した患

者さんが、無菌的な環ؾ下で管理を受けるための଀設（無菌

室Ჴクリーンルーム）です。

ᭌ᭒৮制（৽৴力がᓸしく低下した状७）によるज़௨を予

᧸するため、病室内全体をฌ浄なᆰ᧓になるように管理して

います。

2008年６உには病院ϐ開発計画に

ˤって、血液内科のあるᲮC病౐にᆆ

築されました。

2024年度に無菌室をᲬ床ف室、

2025年度にもさらにفો築を計画し

ています。
Ჯ

（内ᚪᲴ5�0）
ᭌ᭒੔取（内ᚪᲴ非血ጂᲩ血ጂドȊー）
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部ᧉǦǧȖǵイト

血液浄化部ų部長

金崎　雅美

概要・特色
঻が׎では、約34ɢ人の患者さんがॸ性ᡢௌ療法を受けて

おられます。ᡈ年、医療の進ഩにより、ᡢௌ患者さんの高ᱫ化

が進ǉとともに、ᡢௌ患者さんのݤר࠯命もࡨ˦してきていま

す。そのため、ᡢௌ患者さんが、高度な手術や治療を受けられ

る機˟もفえています。滋賀医科大学医学部附属病院血液浄化

部では、࢘院に手術・治療のために入院された患者さんの血液

浄化療法を行います。周術期など重症患者さんのᡢௌ療法を行

うƜとがٶく、人工呼吸器をᘺბした患者さんのᡢௌ療法にも

対ࣖしています。

重症患者さんに安全でᢘЏなᡢௌ療法を実ោしていくため、

様々な工پを行っています。その一つがᡢௌ液のカリǦムᙀദ

です。一般的に、ᡢௌ患者さんでは血中カリǦムຜ度が高いƜ

とがٶいため、ᡢௌ中に˷分なカリǦムをᨊくためにᡢௌ液カ

リǦムຜ度を2.0O'SᲩ.と低く設定しています。しかし、手

術や検査、体調不良のため᫢ʙがઅ取できない場合には、逆に

血中のカリǦム͌が低くなるƜとがあり、通ࠝのᡢௌではさら

に血中のカリǦム͌が下がり、不整脈やけいれんの原׆となり

ます。࢘院ではそういった患者さんには、患者さんの同ॖのも

と、ᡢௌ液のカリǦムຜ度を3.0O'SᲩ.に調整しています。

また、ᡢௌ患者さんは心血管ᨦ害や脳血管ᨦ害などの動脈ᄒ

化性疾患や下Ꮓ஛ఴ動脈疾患を合́する᫁度が高いƜとがჷら

れています。下Ꮓ஛ఴ動脈疾患はឱのϬえやၡれ、຃瘍形成の

原׆となり、ज़௨を合́するƜともあります。ឱの຃瘍が重症

化すると、ឱのЏ断のリǹクが非ࠝに高まるため、࢘院入院中

のᡢௌ患者さんの31.（生活の質）を維持・向上させるため

に、看護ࠖが中心となってឱのトȩȖルをச໱に᧸ƙフットケ

アにᆢಊ的に取り組んでいます。さらに、周術期や体調不良に

より、ᡢௌ中にごᐯ៲でᐯဌに体ˮ٭換できない患者さんのた

めに、高機能ǨアȞットレǹを導入しています。Ɯれは、ᐯ動

体ˮ٭換機能をͳえており、体ןを分૝するƜとでᙙၫを予᧸

します。

Ɯのように࢘院では、高度先進医療を受けられるᡢௌ患者さ

んに、安心・安全でより良い血液浄化医療を提供できるよう

に、医ࠖ・看護ࠖ・臨床工学২ٟ・医療ʙ務などのٶ職ᆔが連

携し、定期的なᡢௌカンフǡレンǹによる治療方針の検᚛や情

報のσஊ、ᡢௌ開始Эの患者ᄩᛐやǿイムアǦトのࡁ࣋、急٭

଺・災害଺にͳえた対ࣖ᚞ጀなどにも取り組んでいます。

透析療法とは？
腎臓は、尿を੎ඟするƜとで、体液のȐȩンǹ（ँࠝ性）を

保っていますが、腎機能の低下した腎不全状७では、尿൒እや

水分を尿に੎ඟできなくなるためँࠝ性が保たれなくなりま

す。Ɯの状७をોծするために、腎機能をˊ行する治療（腎ˊ

ஆ療法）が࣏要となります。腎ˊஆ療法には、血液ᡢௌ、ᐃᐏ

ᡢௌ、腎ᆆౡのɤつがあります。血液ᡢௌは、ȀイアȩイǶー

と呼ƹれるҞᡢᐏ（水やᩓᚐ質をᢠ৸的にᡢᢅするᐏ）を̅用

して体液のီࠝを̲ദするもので、ᡵᲭ回Ხ᳸Ჯ଺᧓ᆉ度の治

療が࣏要です。ᐃᐏᡢௌは、患者さんのᐃᐏをҞᡢᐏとして利

用するもので、患者さんᐯ៲が一日に˴回かᐃᐏᡢௌ液の入れ

ஆえを行います。ᡵᲫ回の血液ᡢௌとᐃᐏᡢௌの́用療法を行

う場合もあり、࢘院でも対ࣖしております。

なお、࢘院では2024年度より腎ᆆౡをϐ開いたしました。

診療内容
血液浄化部では、初めてᡢௌを受ける患者さんや、手術や治

療のために入院されているᡢௌ患者さんのᡢௌ療法を腎臓内科

と協力して担࢘しています。そのほか、大学病院で実଀される

高度な手術や薬ཋ療法により発症した急性腎ᨦ害への対ࣖや、

Ꮑ臓疾患、神経疾患、ᐯࠁβ၃疾患、໒症性ᐂ疾患などの治療

としての血๶ʩ換・吸ბ療法等の血液浄化療法を行っていま

す。

件数・数値等手術・検査・治療法等

診療実績（2024年1月～12月）

血液ᡢௌ（オンȩイン*&Fԃǉ）

᫄ቩྶ吸ბ療法

2�197

33

25

31

39

院では、ᐃᐏᡢௌ́用療法ˌ外の維持血液ᡢௌを実଀し࢘

ておりませんが、ॸ性維持ᡢௌ療法を受けておられる患者さ

んを対ᝋに、ᡢௌフǩローアッȗ入院（Ძᡵ᧓）を行ってい

ます。Ɯれは、腎臓内科と協力してᡢௌவˑのᄩᛐ、᫢ʙ療

法などの生活指導、心機能や動脈ᄒ化病٭の状७をᚸ̖し、

より良いᡢௌ療法をዒ続していくための検査・教育入院であ

り、൑年ٶくの患者さんにご利用᪬いております。そのほか

にも、ᡢௌクリニックで動脈ᄒ化性疾患の検査等の実଀が難

しい場合や、心機能やシャント血්᣽のᚸ̖が࣏要な患者さ

んがいらっしǌいましたら、検査・教育入院がӧ能ですので

是非ご相談ください。

地域に対する取り組み、最近の話題など

主な検査・医療設備など
ᡢௌșッドૠᲴ10 床

血液ᡢௌᲴᡵᲭ日（உ、水、᣿）ҜЭ・Ҝ後のᲬクール

Ძ日最大ᡢௌӧ能人ૠ 20 Ӹ

特ഷ療法Ჴ້、ங（血๶ʩ換やᐃᡢௌ患者の血液ᡢௌ́用療法）

血๶ʩ換療法（ᢠ৸的血๶ʩ換・ʚ重ຯ
ᢅ血๶ʩ換療法をԃǉ）

ᐃ水ຯᢅຜ጑ϐ᩺ද法

体外フǩトフǧレーシǹ（'C2）

部ᧉǦǧȖǵイト

腫瘍センǿーųセンǿー長

醍醐　弥太郎

概要・特色
腫瘍センǿーは、附属病院と地域のがん医療を活性化し、高

度がん医療の推進とרてん化ӏƼ集約化を進める組ጢとして活
動しており、ᅈ˟の要ᛪであるがんݦᧉ医・医療ǹǿッフの育
成と先進的ながん医療の୍ӏに貢献できる基Ⴔを構築していま
す。࢘センǿーは、がん医療をѼਙ的に支えるᲲ部ᧉ（化学療
法、ዼԧケア（ԃǉዼԧケアȁーム）、がんႇ᥵、がん相談支
援、診療連携、教育・研̲、先進医療推進、がんゲノム医療の
各部ᧉ）で構成され、関係するᲯۀ員˟（腫瘍センǿー˟ᜭ、
化学療法ȗロトǳールݙ査ۀ員˟、化学療法ۀ員˟、ዼԧケア
・員˟）とともに、本学のがん診療・教育ۀ員˟、がんႇ᥵ۀ
研究を分野್断的に連携させ、県内外の医療機関と協力して、
がんと診断されたときからЏれ目なく続く質の高いがん医療の
推進をめざしています。また、本学の先進的がん医療に取り組
んでいます。

診療内容

診療実績（2024年度）

ˑૠ・ૠ͌等手術・検査・治療法等

外来化学療法室対ࣖˑૠ

無菌調剤ˑૠ

入院ዼԧケア介入ˑૠ（ьም
非ьም）

外来ዼԧケア介入ˑૠ（ьም
非ьም）

リンȑූ腫外来利用ˑૠ

ᜒ๫˟・研̲˟開͵ˑૠ（ɼ͵・σ͵）

9�193

2�313

93

438

45

Ū教育・啓発活動
医療ࢼʙ者対ᝋのᜒ๫˟、ࠊൟπ開ᜒࡈを年᧓40回ᆉ度開

͵しています。（部ᧉǦǧȖǵイトӋༀ）

Ū化学療法室の活動展開
外来がん化学療法を受ける患者さんに対する、管理栄養ٟに

よるዒ続的な患者̾々の状ඞに合わせた栄養管理や、地域の薬
。薬剤ࠖとの連携体制の整ͳに取り組んでいますޅ

Ūがん相談・支援部門（がん相談支援センター）
がん患者さんとごܼଈが治療を受ける上での不安やपǈ、

ˁʙや୥らしのƜとについて、がんݦᧉ相談員がご相談をお
受けしています。

=おբい合わせ先?
ᩓųᛅᲴ077�548�2859
ȡールᲴIsoudan@bellG.shKIC�Oed.CE.jp

Ūがん看護外来
がん患者さんとごܼଈの不安や心ᣐʙ、पǈなどがᚐൿでき、

安心して療養生活を送れるように、ݦᧉ看護ࠖやᛐ定看護ࠖが
ǵポートさせていただきます。（部ᧉǦǧȖǵイトӋༀ）

Ūリンパ浮腫外来
がん治療のࢨ᪪でឪƜるリンȑූ腫の支援を行っています。

Ɯの外来は、保ᨖ外診療となるためᐯᝲ診療となります。（一
部、対ᝋ疾患のǈ保ᨖ診療となります）（部ᧉǦǧȖǵイトӋ
ༀ）

地域に対する取り組み、最近の話題など

連携拠点病院およƼ׎内外の大学・病院と連携したがんの新薬
と̾К化医療の開発に関わる各ᆔの治᬴などを実଀しています。
（JVVRU���YYY.UJKIC�OGF.CE.LR�JQURKVCN�FQE�HGCVWTG�
ųECPEGT.JVON）

Ūがんゲノム医療開発推進とエキスパートパネルの運営
がんゲノム医療拠点病院として、がんゲノム医療を担う全׎

の大学・病院と連携したがんの̾К化医療（ȗレシǸョン医
療）と遺伝性腫瘍に関わる医療の提供と診療支援を行っていま
す。腫瘍センǿーと腫瘍内科ӏƼがん診療科の医ࠖ、病理医、
分子遺伝学ݦᧉܼ、臨床遺伝ݦᧉ医、ᛐ定遺伝カǦンセȩー、
薬剤ࠖ、看護ࠖ、臨床検査২ࠖなどで構成されるǨǭǹȑート
ȑネルを定期的に開͵し、がん遺伝子ȑネル検査を実଀してい
ます。
（JVVRU���YYY.UJKIC�OGF.CE.LR�JQURKVCN�FQE�HGCVWTG�

IGPQOG）

Ū化学療法室の運営とがん薬物療法、高度集学的医療の提供
腫瘍センǿーと腫瘍内科のがん治療に携わるݦᧉ医療ȁーム

が化学療法室をᢃփしており、がん治療に関わる診療科と連携
して、質の高い高度がん医療を提供しています。

Ū化学療法プロトコール審査委員会・化学療法委員会活動
腫瘍センǿーと腫瘍内科ӏƼがん診療科の医ࠖ、薬剤ࠖ、看

護ࠖなどが、本院で行うがん薬ཋ療法と支持療法について、そ
の࢘ڲ性、安全性、最ᢘなᢃ用方法をݙ査、検᚛しています。

Ū緩和ケア委員会・緩和ケアチーム・緩和ケアセンター活動
腫瘍センǿーと腫瘍内科ӏƼがん診療科の医ࠖ、薬剤ࠖ、看

護ࠖ、理学療法ٟ、臨床心理ٟ、ǽーシャルワーカーなどで構
成されるዼԧケアȁームが、がんの診断଺より、がん性၊ၘと
៲体症状や患者・ܼଈがৼえる精神的ᒊၘへの対ϼを行い、生
活の質（31.）の維持・向上に向けたǵポートをしています。
また、ዼԧケアセンǿーが地域ዼԧ医療連携を推進しています。

Ūがん登録委員会活動・がん登録の実施
がん診療の向上や׎等の行૎機関ががん対ሊをᇌ案するため

の情報を提供するƜとを目的として、本院で行った診断や治療
に関する情報を法ˋに基Ʈいてႇ᥵しています。

Ūキャンサーボードミーティングの開催
腫瘍センǿー、腫瘍内科ӏƼがん診療科の医ࠖ、放射線科医、

病理医、薬剤ࠖ、看護ࠖ、地域連携に関わるǹǿッフなどがٶ
᩿的な病状৭੮により治療׉難症̊の方針を検᚛しています。

Ūがんプロフェッショナル養成プランの支援
がんݦᧉ医療人を育成する「がんȗロフǧッショȊル養成ȗ

ȩン」を実଀しています。腫瘍センǿーはがん薬ཋ療法、がん
ゲノム医療ӏƼዼԧケアの実଀と開発に臨床ӏƼ研究᩿で活៫
する人஬の養成に向けて、学内外より医療職・医療ኒ学生・大
学院生を受け入れて地域のがん医療に貢献できるݦᧉ医およƼ
医療ǹǿッフを育成しています。（部ᧉǦǧȖǵイトӋༀ）

Ūがん拠点病院活動
ҽ生і働Ⴞ地域がん診療連携拠点病院、がんゲノム医療拠点

病院、特定機能病院、滋賀県がん診療連携協ᜭ˟構成病院、滋
賀県がん診療連携拠点病院・がん診療高度中核拠点病院として、
がんႇ᥵、最新のがん医療情報とセカンドオピニオンの提供、
がん診療連携クリニカルȑǹのᢃ用、がん患者ǵロンのᢃփ支
援、医療ࢼʙ者ӏƼࠊൟ向けの各ᆔ教育研̲の開͵、がんゲノ
ム医療の提供と支援、先ᇢ的がん薬ཋ療法の提供と支援、地域
Ѽਙ的ዼԧケア活動支援などを行い、滋賀県の地域がん医療に
おける人஬育成とרてん化、高度医療の୍ӏに関わる活動を
行っています。（部ᧉǦǧȖǵイトӋༀ）

Ū先進医療開発推進
滋賀県がん診療高度中核病院として、県内外の地域がん診療

外来化学療法室（病床Ჴ25床）、薬剤ฆද室、ዼԧケア室、
がん看護外来、リンȑූ腫外来など

主な検査・医療設備など

入院Ჴ5�286
外来Ჴ29�322

周術期のᡢௌや血液׹不ᢘ合ᆆౡ଺の血๶ʩ換療法など、泌尿

器科と連携して腎ᆆౡ医療にもނ力させていただきます
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部門ウェブサイト

概要・特色

診療内容
・月୴日から᣿୴日まで担࢘医を1-2Ӹᣐ置します。

・୴日Ɲとに担࢘する診療科・医師は٭わりますが、膠原病

（ွいをԃǉ）であれƹ症ཞやᨦܹ臓器によらず、И診担࢘

医師が診療科に関̞なくИׅの診療にあたりますので、患者

さんのࠎ望の୴日でƝኰʼ下さい。

・ʖኖ時間は୴日によりီなりますので、ʖኖの際にƝ確認下

さい。

・И診担࢘医のЙ断のもと、Ʀのࢸは従来通り、院内診療科で

ᡲઃをとり診療にあたります。

・ᨦܹ臓器がଢ確なئ合には、従来通り、特定の診療科をʖኖ

いたƩくか、外来担࢘医ʖ定ᘙよりž膠原病センǿーſ内で

医を指定してʖኖしていたƩいても結構で࢘ᛆ診療科の担࢘

す。

・関節リウマȁの診療に関しては、ங・᣿୴日にƝኰʼ下さい。

整形外科が担࢘します。

Ƃ外来ƃTE.Ჴ077-548-2565

（皮膚科外来受˄）

Ƃ外来ƃTE.Ჴ077-548-2540

（循環器内科、呼吸器内科外来受˄）

Ƃ外来ƃTE.Ჴ077-548-2588

（脳神経内科外来受˄）

Ƃ外来ƃTE.Ჴ077-548-2562

（整形外科外来受˄）

Ƃ外来ƃTE.Ჴ077-548-2408

（総合診療科外来受˄）

Ƃ外来ƃTE.Ჴ077-548-2547

（腎臓内科外来受˄）

Ƃ患者支援センǿーƃTE.Ჴ077-548-2515　

　(#:� 077-548-2792

・従来通り、患者支援センǿーを通してʖኖを取得してくƩさ

い。

・診療・検査 ̔᫂୿ ࠎ望診療科ž膠原病センǿーſをᢠ৸し

てくƩさい。

問い合わせ先

予約方法

膠原病センǿー　センǿー長

藤本 徳毅

滋賀医科大学附属病院では従来より、঺ʴの膠原病患者さん

に対しては、ᨦܹ臓器に応じてӲ診療科がᡲઃし診療をᡶめて

きました。しかし、ኰʼすべき診療科がଢらかでなけれƹ࢘院

にኰʼしにくいཞඞにありました。Ʀのため、঺ʴの膠原病

（ွいをԃǉ）患者さんをより࢘院ǁኰʼしやすい体制をつく

ることをႸ的に、ž膠原病センǿーſを2025年4月より᧏ᚨ

しました。࢘センǿーは、院外からの঺ʴの膠原病（ွいをԃ

ǉ）患者さんのૼ規ኰʼをႸ的としたものです。

膠原病センター

外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

藤本　徳毅
フジモト　ノリキ

センǿー長
教授
材料部 部長
ϐ生医療室 室長
皮膚科 科長

膠原病
皮膚外科

日本皮膚科学会（皮膚科専門医、皮膚फ性腫瘍指導専門医）
日本アレルギー学会（アレルギー専門医）
日本ʴ᫏遺伝学会（臨床遺伝専門医）
厚生労働省（臨床研̲指導医）
日本がん治療認定医機構（がん治療認定医）

今井　晋二
イマイ　シンジ

副センǿー長
教授
教育・臨床研究᧏発担࢘
副病院長
リハビリテーション部 部長
病ഭ部 部長
医療研̲部 部長
整形外科 科長
リハビリテーション科 科長

Ꮕ関節外科（内視鏡手術及び
ʴ߻Ꮕ関節置੭術）
骨ˊᜓᨦܹ（骨ቫ᭨症）
末梢神経と運動器の၊ၘ性疾患
運動器・脳血管リハビリテーション

日本整形外科学会（整形外科専門医）
日本リハビリテーション医学会（リハビリテーション科
専門医・指導医）

久米　真司
クメ　シンジ

副センǿー長
教授
௿᫱治療部 部長
ኄ尿病内分泌内科 科長
腎臓内科 科長

腎臓病
ኄ尿病
血液෋化療法
内分泌

日本内科学会（総合内科専門医・認定内科医・指導医）
日本腎臓学会（腎臓専門医・指導医）
日本ኄ尿病学会（ኄ尿病専門医・指導医）
日本内分泌学会（内分泌ˊᜓ科専門医・᪸域指導医）

部門ウェブサイト

線部　部長ݧ્

渡邉　嘉之

概要・特色
ᅶ達は、本院の理ࣞž̮᫂と฼ឱをᡙ൭する全ʴ的医療ſを

達঺するため、ž્ݧ線医療の質とܤ全を担保した診療支援を
Ⴘ指します。ſを࢘部の理ࣞとしています。患者さんのׅͤࡍ
線の技術の提供をݧをᫍい、日々、質の高い診療とૼしい્ࣄ
Ⴘ指しています。また、ࠝにܤ全な્ݧ線診療の提供と્ݧ線
ᘮƹくの˯ถに心がけ、ܤ心して検査を受けていたƩけること
を望んでいます。

、線技師ݧ線部のスǿッフは、事務Ꮀ員、Ⴣᜱ師、診療્ݧ્
、で組織されており（線治療医ݧဒ像診断医と્）線科医師ݧ્
Ⴛʝᡲઃして検査や治療を行っています。多くの検査や治療は
ʖኖ検査として行われますが、急を要する救ԡ救急的な検査・
治療ǁの対応も行っており、24時間365日のዌƑ間ない医療
ȋーǺに応Ƒる組織として、診療を行う体制にあります。

また、部内ᚨ置の機器を用いて、あらǏる診療科の医師がϼ
置・治療を行います。Ӳ診療科や˂の部門とᡲ̞して、患者さ
んのᇌئにᇌった診療をႸ指しています。

、線部は附属病院のᲫ᨞に位置し、大きな専有᩿ᆢのためݧ્
検査種᫏൑に受˄をᚨけております。検査や治療の種᫏により
検査ئ৑がီなります。ʖኖᅚや検査ᛟଢ୿で御案内をしてい
ますが、不ଢໜがあれƹ、スǿッフにおݮƶくƩさい。

診療内容
線治療部門に分かれݧ線部は、大きくဒ像診断部門と્ݧ્

ています。ဒ像診断部門では、生体ऴ報をဒ像化して、体内のཞ
७をਖ਼定して診断を行っています。このဒ像ऴ報は、˂ の生化学、
生理、病理のӲデーǿや臨床症ཞと合わƤて診断に用いられま
す。Ʀれらは、இ適な治療法のᢠ৸ǁのऴ報เとなるため、ᛇ細
でദ確な生体ऴ報を提供することがဒ像診断に൭められます。

Ӳ種ဒ像診断法の特ࣉを活かしたဒ像診断結果が得られ、適
Џな治療に貢献するため、多ಮなဒ像診断装置をͳƑています。

に対して、加速器ߺ線治療部門では、確定診断された病ݧ્
で発生さƤた高いǨネルギーを持つ:線や電子線を精度よくႸ
的部位にༀݧして、病ߺにȀメージをɨƑることにより、がん治
療を行っています。્ するものと体ݧ線治療には、外部からༀݧ
内に入れた્ݧ線線เを用いた体の内部からのༀݧがあります。

્、線診療ではݧ્ 線を用いて体をЏらずして体内のཞ७ݧ
をᙸる（ਖ਼察する）ことで診断や治療ができ、患者さんには有Ⴉ
ですが、Ʀこには્ݧ線ᘮƹくがˤいます。ᅶ達は、ž#.#4#
の原Щſ（国際᧸ᜱۀ員会の1977年Ѱ告）の下、使用する્ݧ
線の᣽を合理的に達঺ӧ能なᨂり˯くすることをႸ指し、適時
の装置更ૼ、線᣽管理、技師教育を通じてݲない્ݧ線での検
査の実 （ྵ医療્ݧ線のஇ適化）に努力しています。

診療の質の向上に貢献するため、臨床研究・ޒ来の医学発ݩ
や治験をはじめ、多くの研究に協力・Ӌ加しています。

ச来の医療供ዅ体制をޒ望して、地域医療構ेの実ྵ、医師
の͞נ化のᚐෞǁの対策と医師と医療従事者の働き方ો᪃のਖ਼
ᡶに向けて、実効性及びྵ実性を重視した事業ǁのӋဒをႸ指
していきます。

地域に対する取り組み、最近の話題など

診療実績（2024年度）

線治療患者数ݧ્

Эᇌᐄݱ線เ治療数

脳定位્ݧ線治療

体࠴部定位્ݧ線治療数

強度٭調્ݧ線治療数

性同位Ψ素内用療法৲ɨ件数ݧ્

701

29

19

46

242

46

治療件数્ݧ線治療

CT

M4

PET-CT

PET-CT以外のఋ医学検査

一般જࢨ

血管જࢨ（うƪIV4）

28,077

10,950

990

903

98,822

1,572（432）

件数ဒ像診断

主な検査・医療設備など
線治療関ᡲ装ݧ線部は、ဒ像診断装置を28装置と્ݧ્

置Ხ装置を保有しています（2024年ྵנ）。
ဒ像診断装置から発生したすべてのဒ像は
一Ψ的に管理し、ဒ像診断報告୿とともに、
診療に࣏要な᩿ئでǪンデマンドにて確認
することができます。また、これらのऴ報は
関ᡲの医療機関やኰʼέ医療機関とσ有す
ることができ、効ྙ的な医療資เの活用に
貢献しています。ɼな検査室数は、一般જࢨ
室ᲴᲯ、ʐ৐જࢨψ骨ط定᣽室ᲴᲫ、:線ᡢ視
જࢨ室Ჴ３、:線CT室Ჴ３、M4I室ᲴᲮ、血管
検査室ᲴᲮ、2ETCT室ᲴᲫ、ఋ医学検査室Ჴ
Წです。

2024年ᲫᲬ月には、2ETCT装置をஇૼ
ᥘ装置に更ૼしました。従来にൔべ、્ 線ݧ
を効ྙ的にӓᨼできるようになり、より高ဒ

質のဒ像をჺ時間で提供できるようになりました。 
線治療室数は、リȋアック（医療用ݧ્

Ⴚ線加速器）室Ჴ2、݅ 線เ൨ʁХ入治ݱݥ
療室ᲴᲫ、治療計ဒ用CT室ᲴᲫを有してい 
ます。2024 年に機能強化棟Ძ᨞ǁᆆ᠃
し、同時に装置の更ૼを行いました。ૼ 装
置では、#I技術をᬝ使し、よりʴ的ミスの
ないシステムを構ሰしました。また、体ᘙݲ
᩿での位置合わƤがӧ能となるシステムも
導入しており、皮膚マーカーレスを実ྵして
います。

2 0 24 年 4月からは、滋賀Ⴤ下でИめ
て、神経内分泌腫瘍に対する4 I内用療法 
（244T）を᧏ڼしました。この治療は、્
、して行うものでݧ性医薬品を体内にදݧ
入院஖間がᲬ日ᆉ度とჺく、患者さんの᝟
担᠉ถにጟがっています。
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部門ウェブサイト

概要・特色

診療内容
検査部は、採血、検体検査（血液・尿など）と生体検査（心

電図・呼吸機能・超音波・脳波など）を行い、迅速かつ精確な

検査デーǿを提供して、診療を支援しています。

診療・業務実績

件数・数値等
手術・検査・治療法等

採血

尿定性・沈査・髄液

血球計算・血液像等

凝固・線溶検査

生化学

内分泌・腫瘍マーカー

感染症・免疫学的検査

微生物検査・COVID-19

呼吸機能

心電図

超音波

脳波

83,909

69,199

269,489

158,124

2,533,561

114,981

195,598

35,308

11,301

22,760

6,819

869

90,871

89,556

305,324

157,516

2,648,742

120,598

200,853

36,113

11,866

22,690

7,120

1,228

検査部　部長

九嶋　亮治

▶検体検査
化学検査室では、肝機能や腎機能を調べる生化学検査、感染

症検査、内分泌検査、腫瘍マーカーなど、血液学検査室では、

血球算定・血液像、凝固・線溶系検査、骨髄像、フローサイト

メトリー検査など、一般検査室では尿定性・沈渣、髄液検査を

実施しています。検体検査では多くの自動分析装置や顕微鏡な

どを使って検査を実施しています。

▶微生物検査
細菌検査室では、喀痰、尿、糞便などを検査材料として検査

を行い、感染症の原因菌の同定や有効な薬剤を検索します。ま

た脳炎や髄膜炎を引き起こす微生物の遺伝子検査、種々の細菌

•ウイルス迅速診断検査を実施しています。感染制御部のICT

（インフェクションコントロールȁーム）メンバーの一員とし

て、院内感染対策を強化する役割も担っています。

▶生理機能検査
生理機能検査室では、心電図検査（胸部12誘導心電図、平

均加算心電図、ホルǿー心電図、血圧脈波、トレッドミル検査
など）、呼吸機能検査（肺機能検査、呼吸抵抗検査、一酸化窒
素濃度測定検査）、超音波検査（心臓、頸動脈）、脳波、大脳
誘発電位検査を実施しています。

主な検査・医療設備など

検査部は、輸血・細胞治療部および病理部と合同運営を行

い、医師•臨床検査技師のスǿッフが臨床検査業務（検体検査

及び生理機能検査）に従事しています。

臨床検査は、病気の診断、治療方針の決定及び経過観察など

を行う上で重要な指標となります。検査部スǿッフは診療支援

及び患者サービスの向上に努めており、診療支援を通して特定

機能病院である本学が果たす地域医療にも貢献しています。教

授以下医師スǿッフは、特に病理組織診および細胞診に精通し

ており、検査のみならず、臨床医の要望に応じてコンサルテー

ションにも対応しています。また、高い技術や知識を身につけ

た認定資格取得技師が大学病院での学生教育や研究も支援して

います。

検査部では、診療科独自の特殊検査を除き、外来および入院

患者さんの検査全般を受け持っており、緊急検体検査や救急外

来患者の輸血検査（血液型検査および交差適合試験）について

は、24時間対応で検査しています。緊急検体検査については 

60分以内に結果を報告しています。

検査部/輸血・細胞治療部は、2018年３月に、病理部門は

2021年３月に臨床検査室の国際規格であるISO15189の認

定を取得しました。ISO15189

は、臨床検査室の質と技術的能力

に関する国際規格です。検査部/輸

血・細胞治療部/病理部が報告する

検査結果は、世界に通用する臨床

検査値として品質保証されていま

す。検査部/輸血・細胞治療部/病

理部の臨床検査に関わるすべての

スǿッフは、ISO15189の品質マ

ネジメントシステムを活かし、更

なる診療支援および患者サービス

の向上に努めています。

2023年度 2024年度

外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

山川　勇
ヤマカワ　イサム 講師

脳神経内科 教育医長

神経内科全般
末梢神経
筋疾患

日本内科学会（認定内科医・総合内科専門医・指導医・
インストラクǿー）
日本神経学会（神経内科専門医・指導医）
日本臨床神経生理学会（筋電図・神経伝達分野専門医）
厚生労働省スモン研究班 班員
日本認知症学会（認知症専門医）

熊谷　康佑
クマガイ  コウスケ 特任講師

整形外科 病棟医長
関節外科
リウマȁ性疾患

日本整形外科学会（整形外科専門医・認定リウマȁ医）
日本リウマȁ学会（リウマȁ専門医・リウマȁ指導医）

山田　昌弘
ヤマȀ　マサヒロ

医員（専攻医） 皮膚科一般、膠原病

仲川　宏昭
ナカガワ  ヒロアキ 講師（学内）

呼吸器内科 病棟医長

日本内科学会（認定内科医・指導医・総合内科専門医）
日本呼吸器学会（呼吸器専門医・呼吸器指導医）
日本呼吸器内視鏡学会（気管支鏡専門医・気管支鏡指導医）
日本アレルギー学会（アレルギー専門医）
ICD制度協議会（インフェクションコントロールドクǿー）
日本化学療法学会（抗菌化学療法認定医）

酒井　宏
サカイ　ヒロシ 講師

医師臨床教育センǿー 副センǿー長
循環器内科 医局長

日本内科学会（認定内科医・指導医・総合内科専門医・
JMECCインストラクǿー）
日本循環器学会（循環器専門医）

循環器内科
心不全
虚血性心疾患
肺高血圧症

天野　泰孝
アマノ　ヤスǿカ

助教
日本整形外科学会（整形外科専門医・認定リウマȁ医・
認定運動器リハビリテーション医）
日本リウマȁ学会（リウマȁ専門医）

呼吸器内科一般
間質性肺炎

辻　喜久
ツジ　ヨシヒサ

副センǿー長
特任教授
総合診療科 科長
総合診療科 外来医長
総合診療科 教育医長

日本内科学会（認定内科医）
日本膵臓学会（認定指導医）
日本専門医機構（総合診療特任指導医）
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部ᧉǦǧȖǵイト

概要・特色

診療内容
検査部は、੔血、検体検査（血液・尿など）と生体検査（心

ᩓ׋・呼吸機能・ឬ᪦ඬ・脳ඬなど）を行い、迅速かつ精ᄩな

検査ȇーǿを提供して、診療を支援しています。

診療・業務実績

ˑૠ・ૠ͌等
手術・検査・治療法等

੔血

尿定性・ආ査・᭒液

血ྶ計ም・血液΂等

Ϲ׍・線๋検査

生化学

内分泌・腫瘍Ȟーカー

ज़௨症・β၃学的検査

生ཋ検査・C1VI&�19ࣇ

呼吸機能

心ᩓ׋

ឬ᪦ඬ

脳ඬ

83,909

69�199

269,489

158�124

2�533�561

114�981

195�598

35�308

11�301

22,760

6�819

869

90�871

89�556

305�324

157�516

2,648,742

120�598

200�853

36�113

11�866

22,690

7�120

1�228

検査部ų部長

九嶋　亮治

▶検体検査
化学検査室では、Ꮑ機能や腎機能を調ǂる生化学検査、ज़௨

症検査、内分泌検査、腫瘍Ȟーカーなど、血液学検査室では、

血ྶም定・血液΂、Ϲ׍・線๋ኒ検査、ᭌ᭒΂、フローǵイト

ȡトリー検査など、一般検査室では尿定性・ආป、᭒液検査を

実଀しています。検体検査ではٶくのᐯ動分ௌᘺ置や᫋ࣇ鏡な

どを̅って検査を実଀しています。

▶微生物検査
細菌検査室では、լၝ、尿、ኇ便などを検査஬૰として検査

を行い、ज़௨症の原׆菌の同定やஊјな薬剤を検ኧします。ま

た脳໒や᭒ᐏ໒を引きឪƜすࣇ生ཋの遺伝子検査、ᆔ々の細菌

ỉǦイルǹ迅速診断検査を実଀しています。ज़௨制御部のICT

（インフǧクションǳントロールȁーム）ȡンȐーの一員とし

て、院内ज़௨対ሊをࢍ化する役割も担っています。

▶生理機能検査
生理機能検査室では、心ᩓ׋検査（Ꮯ部12ᛔ導心ᩓ࠯、׋

脈ඬ、トレッドȟル検査ן血、׋țルǿー心ᩓ、׋ьም心ᩓר
など）、呼吸機能検査（Ꮝ機能検査、呼吸৽৴検査、一ᣠ化ᆷ
እຜ度ย定検査）、ឬ᪦ඬ検査（心臓、頸動脈）、脳ඬ、大脳
ᛔ発ᩓˮ検査を実଀しています。

主な検査・医療設備など

検査部は、輸血・細胞治療部およƼ病理部と合同ᢃփを行

い、医ࠖỉ臨床検査২ࠖのǹǿッフが臨床検査ಅ務（検体検査

ӏƼ生理機能検査）にࢼʙしています。

臨床検査は、病ൢの診断、治療方針のൿ定ӏƼ経ᢅᚇ察など

を行う上で重要な指೅となります。検査部ǹǿッフは診療支援

ӏƼ患者ǵービǹの向上に努めており、診療支援を通して特定

機能病院である本学が果たす地域医療にも貢献しています。教

੉ˌ下医ࠖǹǿッフは、特に病理組ጢ診およƼ細胞診に精通し

ており、検査のǈならƣ、臨床医の要ஓにࣖơてǳンǵルテー

ションにも対ࣖしています。また、高い২術やჷᜤを៲につけ

たᛐ定᝻఍取ࢽ২ࠖが大学病院での学生教育や研究も支援して

います。

検査部では、診療科཯ᐯの特ഷ検査をᨊき、外来およƼ入院

患者さんの検査全般を受け持っており、ዬ急検体検査や救急外

来患者の輸血検査（血液׹検査およƼʩࠀᢘ合ᚾ᬴）について

は、24଺᧓対ࣖで検査しています。ዬ急検体検査については 

60分ˌ内に結果を報告しています。

検査部�輸血・細胞治療部は、2018年Ჭஉに、病理部ᧉは

2021年Ჭஉに臨床検査室の׎ᨥᙹ఍であるIS115189のᛐ

定を取ࢽしました。IS115189

は、臨床検査室の質と২術的能力

に関する׎ᨥᙹ఍です。検査部�輸

血・細胞治療部�病理部が報告する

検査結果は、ɭမに通用する臨床

検査͌としてԼ質保ᚰされていま

す。検査部�輸血・細胞治療部�病

理部の臨床検査に関わるすǂての

ǹǿッフは、IS115189のԼ質Ȟ

ネǸȡントシǹテムを活かし、୼

なる診療支援およƼ患者ǵービǹ

の向上に努めています。

2023年度 2024年度

外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

山川　勇
ȤȞカワųイǵム ᜒࠖ

脳神経内科 教育医長

神経内科全般
஛ఴ神経
ሂ疾患

日本内科学˟（ᛐ定内科医・総合内科ݦᧉ医・指導医・
インǹトȩクǿー）
日本神経学˟（神経内科ݦᧉ医・指導医）
日本臨床神経生理学˟（ሂᩓ׋・神経伝ᢋ分野ݦᧉ医）
ҽ生і働ႾǹȢン研究ྰ ྰ員
日本ᛐჷ症学˟（ᛐჷ症ݦᧉ医）

熊谷　康佑
クȞǬイ  ǳǦǹケ 特˓ᜒࠖ

整形外科 病౐医長
関ራ外科
リǦȞȁ性疾患

日本整形外科学˟（整形外科ݦᧉ医・ᛐ定リǦȞȁ医）
日本リǦȞȁ学˟（リǦȞȁݦᧉ医・リǦȞȁ指導医）

山田　昌弘
ȤȞȀųȞǵȒロ

医員（ݦૌ医） 皮膚科一般、膠原病

仲川　宏昭
ȊカǬワ  Ȓロアǭ ᜒࠖ（学内）

呼吸器内科 病౐医長

日本内科学˟（ᛐ定内科医・指導医・総合内科ݦᧉ医）
日本呼吸器学˟（呼吸器ݦᧉ医・呼吸器指導医）
日本呼吸器内視鏡学 （˟ൢ管支鏡ݦᧉ医・ൢ 管支鏡指導医）
日本アレルギー学˟（アレルギーݦᧉ医）
IC&制度協ᜭ （˟インフǧクションǳントロールドクǿー）
日本化学療法学˟（৴菌化学療法ᛐ定医）

酒井　宏
ǵカイųȒロシ ᜒࠖ

医ࠖ臨床教育センǿー иセンǿー長
循環器内科 医ޅ長

日本内科学˟（ᛐ定内科医・指導医・総合内科ݦᧉ医・
,M'CCインǹトȩクǿー）
日本循環器学˟（循環器ݦᧉ医）

循環器内科
心不全
ᖎ血性心疾患
Ꮝ高血ן症

天野　泰孝
アȞノųȤǹǿカ

я教
日本整形外科学˟（整形外科ݦᧉ医・ᛐ定リǦȞȁ医・
ᛐ定ᢃ動器リハビリテーション医）
日本リǦȞȁ学˟（リǦȞȁݦᧉ医）

呼吸器内科一般
᧓質性Ꮝ໒



97滋賀医科大学医学部附属病院診療案内100 滋賀医科大学医学部附属病院診療案内

部ᧉǦǧȖǵイト

概要・特色

診療内容
・உ୴日から᣿୴日まで担࢘医を1�2Ӹᣐ置します。

・୴日ごとに担࢘する診療科・医ࠖは٭わりますが、膠原病

（ွいをԃǉ）であれƹ症状やᨦ害臓器によらƣ、初診担࢘

医ࠖが診療科に関係なく初回の診療にあたりますので、患者

さんのࠎஓの୴日でご紹介下さい。

・予約଺᧓は୴日によりီなりますので、予約のᨥにごᄩᛐ下

さい。

・初診担࢘医のЙ断のもと、その後はࢼ来通り、院内診療科で

連携をとり診療にあたります。

・ᨦ害臓器がଢᄩな場合には、ࢼ来通り、特定の診療科を予約

いただくか、外来担࢘医予定表より「膠原病センǿー」内で

医を指定して予約していただいても結構で࢘ᛆ診療科の担࢘

す。

Ƃ外来ƃT'.Ჴ077�548�2565

（皮膚科外来受˄）

Ƃ外来ƃT'.Ჴ077�548�2540

（循環器内科、呼吸器内科外来受˄）

Ƃ外来ƃT'.Ჴ077�548�2588

（脳神経内科外来受˄）

Ƃ外来ƃT'.Ჴ077�548�2562

（整形外科外来受˄）

Ƃ外来ƃT'.Ჴ077�548�2408

（総合診療科外来受˄）

Ƃ外来ƃT'.Ჴ077�548�2547

（腎臓内科外来受˄）

Ƃ患者支援センǿーƃT'.Ჴ077�548�2515ų

ųFA:� 077�548�2792

してくださࢽ来通り、患者支援センǿーを通して予約を取ࢼ・

い。

・診療・検査 依頼書 ࠎஓ診療科「膠原病センǿー」をᢠ৸し

てください。

問い合わせ先

予約方法

膠原病センǿーųセンǿー長

藤本 徳毅

滋賀医科大学附属病院ではࢼ来より、成人の膠原病患者さん

に対しては、ᨦ害臓器にࣖơて各診療科が連携し診療を進めて

きました。しかし、紹介すǂき診療科がଢらかでなけれƹ࢘院

に紹介しにくい状ඞにありました。そのため、成人の膠原病

（ွいをԃǉ）患者さんをより࢘院へ紹介しやすい体制をつく

るƜとを目的に、「膠原病センǿー」を2025年4உより開設

しました。࢘センǿーは、院外からの成人の膠原病（ွいをԃ

ǉ）患者さんの新ᙹ紹介を目的としたものです。

膠原病センター

外来担当医師紹介
氏 名 役職／職位 専門領域 専門資格 など

藤本　徳毅
フǸȢトųノリǭ

センǿー長
教੉
஬૰部 部長
ϐ生医療室 室長
皮膚科 科長

膠原病
皮膚外科

日本皮膚科学 （˟皮膚科ݦᧉ医、皮膚फ性腫瘍指導ݦᧉ医）
日本アレルギー学˟（アレルギーݦᧉ医）
日本人᫏遺伝学˟（臨床遺伝ݦᧉ医）
ҽ生і働Ⴞ（臨床研̲指導医）
日本がん治療ᛐ定医機構（がん治療ᛐ定医）

今井　晋二
イȞイųシンǸ

иセンǿー長
教੉
教育・臨床研究開発担࢘
и病院長
リハビリテーション部 部長
病ഭ部 部長
医療研̲部 部長
整形外科 科長
リハビリテーション科 科長

Ꮕ関ራ外科（内視鏡手術ӏƼ
人工Ꮕ関ራ置換術）
ᭌˊᜓᨦ害（ᭌቫ᭨症）
஛ఴ神経とᢃ動器の၊ၘ性疾患
ᢃ動器・脳血管リハビリテーション

日本整形外科学˟（整形外科ݦᧉ医）
日本リハビリテーション医学˟（リハビリテーション科
（ᧉ医・指導医ݦ

久米　真司
クȡųシンǸ

иセンǿー長
教੉
栄養治療部 部長
糖尿病内分泌内科 科長
腎臓内科 科長

腎臓病
糖尿病
血液浄化療法
内分泌

日本内科学˟（総合内科ݦᧉ医・ᛐ定内科医・指導医）
日本腎臓学˟（腎臓ݦᧉ医・指導医）
日本糖尿病学˟（糖尿病ݦᧉ医・指導医）
日本内分泌学˟（内分泌ˊᜓ科ݦᧉ医・᪸域指導医）

・関ራリǦȞȁの診療に関しては、ங・᣿୴日にご紹介下さい。

整形外科が担࢘します。

部ᧉǦǧȖǵイト

放射線部ų部長

渡邉　嘉之

概要・特色
ᅶᢋは、本院の理念「信頼と฼ឱをᡙ൭する全人的医療」を

ᢋ成するため、「放射線医療の質と安全を担保した診療支援を
目指します。」を࢘部の理念としています。患者さんの健ࡍ回
を願い、日々、質の高い診療と新しい放射線の২術の提供をࣄ
目指しています。また、ࠝに安全な放射線診療の提供と放射線
ᘮƹくの低ถに心がけ、安心して検査を受けていただけるƜと
をஓんでいます。

放射線部のǹǿッフは、ʙ務職員、看護ࠖ、診療放射線২ࠖ、
放射線科医ࠖ（画΂診断医と放射線治療医）で組ጢされており、
相ʝ連携して検査や治療を行っています。ٶくの検査や治療は
予約検査として行われますが、急を要する救命救急的な検査・
治療への対ࣖも行っており、24଺᧓365日のዌえ᧓ない医療
ニーǺにࣖえる組ጢとして、診療を行う体制にあります。

また、部内設置の機器を用いて、あらǏる診療科の医ࠖがϼ
置・治療を行います。各診療科や他の部ᧉと連係して、患者さ
んのᇌ場にᇌった診療を目指しています。

放射線部は附属病院のᲫ᨞にˮ置し、大きなݦஊ᩿ᆢのため、
検査ᆔ᫏൑に受˄を設けております。検査や治療のᆔ᫏により
検査場所がီなります。予約票や検査ᛟଢ書で御案内をしてい
ますが、不ଢ点があれƹ、ǹǿッフにおݮƶください。

診療内容
放射線部は、大きく画΂診断部ᧉと放射線治療部ᧉに分かれ

ています。画΂診断部ᧉでは、生体情報を画΂化して、体内の状
७を推定して診断を行っています。Ɯの画΂情報は、他の生化学、
生理、病理の各ȇーǿや臨床症状と合わせて診断に用いられま
す。それらは、最ᢘな治療法のᢠ৸への情報เとなるため、ᛇ細
でദᄩな生体情報を提供するƜとが画΂診断に൭められます。

各ᆔ画΂診断法の特徴を活かした画΂診断結果がࢽられ、ᢘ
Џな治療に貢献するため、ٶ様な画΂診断ᘺ置をͳえています。

放射線治療部ᧉでは、ᄩ定診断された病ߺに対して、ь速器
で発生させた高いǨネルギーを持つ:線やᩓ子線を精度よく目
的部ˮにༀ射して、病ߺにȀȡーǸをɨえるƜとにより、がん治
療を行っています。放射線治療には、外部からༀ射するものと体
内に入れた放射線線เを用いた体の内部からのༀ射があります。

放射線診療では、放射線を用いて体をЏらƣして体内の状७
をᙸる（推察する）Ɯとで診断や治療ができ、患者さんにはஊ益
ですが、そƜには放射線ᘮƹくがˤいます。ᅶᢋは、「A.A4A
の原Щ」（׎ᨥ᧸護ۀ員˟の1977年Ѱ告）の下、̅ 用する放射
線の᣽を合理的にᢋ成ӧ能な限り低くするƜとを目指し、ᢘ଺
のᘺ置୼新、線᣽管理、২ࠖ教育を通ơてݲない放射線での検
査の実 （ྵ医療放射線の最ᢘ化）に努力しています。

来の医学発展・診療の質の向上に貢献するため、臨床研究ݩ
や治᬴をはơめ、ٶくの研究に協力・Ӌьしています。

ச来の医療供ዅ体制を展ஓして、地域医療構ेの実ྵ、医ࠖ
の͞נ化のᚐ消への対ሊと医ࠖと医療ࢼʙ者の働き方ો᪃の推
進に向けて、実ј性ӏƼྵ実性を重視したʙಅへのӋ画を目指
していきます。

地域に対する取り組み、最近の話題など

診療実績（2024年度）

放射線治療患者ૠ

Эᇌ腺小線เ治療ૠ

脳定ˮ放射線治療

体࠴部定ˮ放射線治療ૠ

調放射線治療ૠ٭度ࢍ

放射性同ˮΨእ内用療法৲ɨˑૠ

701

29

19

46

242

46

治療ˑૠ放射線治療

CT

M4

P'T�CT

P'T�CTˌ外の核医学検査

一般જࢨ

血管જࢨ（うちIV4）

28�077

10�950

990

903

98�822

1�572（432）

ˑૠ画΂診断

主な検査・医療設備など
放射線部は、画΂診断ᘺ置を28ᘺ置と放射線治療関連ᘺ

置Ხᘺ置を保ஊしています（2024年ྵנ）。
画΂診断ᘺ置から発生したすǂての画΂は
一Ψ的に管理し、画΂診断報告書とともに、
診療に࣏要な場᩿でオンȇȞンドにてᄩᛐ
するƜとができます。また、Ɯれらの情報は
関連の医療機関や紹介先医療機関とσஊす
るƜとができ、ј率的な医療᝻เの活用に
貢献しています。ɼな検査室ૠは、一般જࢨ
室ᲴᲯ、乳৐જࢨψᭌط定᣽室ᲴᲫ、:線ᡢ視
જࢨ室ᲴᲭ、:線CT室ᲴᲭ、M4I室ᲴᲮ、血管
検査室ᲴᲮ、2'TCT室ᲴᲫ、核医学検査室Ჴ
Წです。

2024年ᲫᲬஉには、2'TCTᘺ置を最新
ᥘᘺ置に୼新しました。ࢼ来にൔǂ、放射線
をј率的にӓ集できるようになり、より高画

質の画΂をჺ଺᧓で提供できるようになりました。 
放射線治療室ૠは、リニアック（医療用

直線ь速器）室Ჴ2、݅ 小線เ൨ʁХ入治ݥ
療室ᲴᲫ、治療計画用CT室ᲴᲫをஊしてい 
ます。2024 年に機能ࢍ化౐Ძ᨞へᆆ᠃
し、同଺にᘺ置の୼新を行いました。新ᘺ
置では、AI২術をᬝ̅し、より人的ȟǹの
ないシǹテムを構築しました。また、体表ݲ
᩿でのˮ置合わせがӧ能となるシǹテムも
導入しており、皮膚Ȟーカーレǹを実ྵして
います。

2 0 24 年 4உからは、滋賀県下で初め
て、神経内分泌腫瘍に対する4 I内用療法 
（244T）を開始しました。Ɯの治療は、放
射性医薬Լを体内にද射して行うもので、
入院期᧓がᲬ日ᆉ度とჺく、患者さんの᝟
担᠉ถにጟがっています。

辻　喜久
ȄǸųȨシȒǵ

иセンǿー長
特˓教੉
総合診療科 科長
総合診療科 外来医長
総合診療科 教育医長

日本内科学˟（ᛐ定内科医）
日本ᐘ臓学˟（ᛐ定指導医）
日本ݦᧉ医機構（総合診療特˓指導医）
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部ᧉǦǧȖǵイト

臨床工学部ų部長

中川　義久

概要・特色
ྵˊの医療において、患者さんに高度で質の高い医療を提供

するために医療機器の活用は不ӧഎであります。本院でも部
長、и部長の指導の下、19Ӹの臨床工学২ٟが医学と工学の
ჷᜤを́せ持ち、さらなるݦᧉ性への要൭におࣖえできるよう
日々২術研ᦺにѕんでおります。

最ᡈの医療২術・医療機器の発展は目をᙸࢌるものがあり、
次々と新しいものが開発され医療機器として4�000ˌ上のもの
が存נしています。Ɯのような状ඞの中、医ࠖ、看護ࠖやその
他の医療ࢼʙ者とともにȁーム医療の一員として臨床工学部は
患者さんに安全で信頼・安心・฼ឱをɨえる、より良い医療を
提供できるよう努めてまいります。

診療内容
所属ǹǿッフはݦᧉ᪸域の᝻఍取ࢽや関連学˟がᛐ定するᛐ

定ٟを取ࢽするなど最先ᇢの情報・২術をஊし診療支援への২
術提供を心ੑけています。2021年度からの臨床工学২ٟのಅ
務ር׊ᡙьにˤうҽ生і働大ᐫ指定による研̲も受ᜒを̟進し
ています。院内に24଺᧓365日院内にࠝᬟする体制をとって
います。

血液浄化、血๶ʩ換、血液吸ბ療法などの血液浄化ಅ務。持
続ዼࡸࢹ血液ຯᢅᡢௌなどのICUಅ務。レǹȑイト入院におけ
るܡנ呼吸器の管理。呼吸器ケアȁームӋьや呼吸器ȩǦンド
の人工呼吸器ಅ務。心臓カテーテル検査・治療の介яಅ務。
ペーǹȡーカー外来フǩローアッȗ、アȖレーション支援ಅ
務。心臓血管手術、ᙀя循環などの体外循環ಅ務。手術支援ロ
ボットや手術Ȋビゲーション、M'2などの手術室ಅ務。消化器
内視鏡でのᙀяಅ務。C'センǿーにおける医療機器保ܣ点検
ಅ務などを行っています。

また、医ࠖ・看護ࠖの働き方ો᪃におけるǿǹク・シǧアー
Ჩシフトを開始しており、手術内視鏡でのǹǳーȗオペレーǿ
ಅ務、手術ฌ๹野での器఺Јしಅ務も開始しています。

Ū人工呼吸器
Ū高්᣽ᣠእ療法ᘺ置
Ū人工心Ꮝᘺ置
Ū̾人用ᡢௌᘺ置
Ū持続ዼࡸࢹ血液ຯᢅᡢௌᘺ置
Ūᢒ心׹血液成分分ᩉᘺ置
Ū体外ࡸペーǹȡーカー
Ū大動脈ȐルーンポンピンǰIA$2
Ū経皮的心Ꮝᙀяᘺ置'CM1
ŪIM2'..A
ųųųその他ٶૠ

ᡈᨩでもトッȗクȩǹの人工心Ꮝ症̊ૠであり、他଀設臨床
工学২ٟに対する人工心Ꮝ২術፼ጀ研̲を行っています。また
ச来の臨床工学২ٟのҳである臨床実፼生をᆢಊ的に受け入れ
ています。

地域に対する取り組み、最近の話題など

診療実績（2024年度）

血液浄化関連ಅ務

持続ዼࡸࢹ血液ຯᢅᡢௌ関連ಅ務

஛ఴ血࠴細胞੔取ಅ務

人工呼吸器ಅ務

ȩǦンドಅ務

心血管カテーテル関連ಅ務

1�763ˑ

636ˑ

12ˑ

650ˑ

248ˑ

445ˑ

1�204ˑ

222ˑ

436ˑ

28�822ˑ

23ˑ

6ˑ

30ˑ

55ˑ

ˑૠಅ務内ܾ

主な検査・医療設備など

資格認定（2025年４月現在）

経カテーテル的大動脈弁သ置

術弁セッティンǰ

ペーǹȡーカーフǩローアッȗಅ務

人工心Ꮝಅ務

手術室ಅ務
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部ᧉǦǧȖǵイト

概要・特色
─診療方針─

輸血・細胞治療部には、஭田ᛗ（部長、血液内科教੉）、Ҥ

口ʶ࣓（и部長、輸血・細胞治療部病院ϱ教੉）、ᙱ஭理ि

（輸血・細胞治療部特˓я教）ら3Ӹの医ࠖと2Ӹの臨床検査

২ࠖおよƼ1Ӹのᡯ血細胞ᆆౡǳーȇィネーǿーがᣐ置されて

おり、血液ᙌ剤のᢘദ̅用、輸血検査、血液ᙌ剤やϐ生医療等

ᙌԼ（᧓ᓶኒ࠴細胞など）の管理ӏƼ供ዅ、ᐯࠁ血੔血などの

ಅ務を行っています。

血液ᙌ剤はǳンピȥーǿーによる一Ψ管理を行い、ј率的な

血液ᙌ剤の供ዅを行っています。また、ᡈ年ᆔ᫏がفえつつあ

るϐ生医療等ᙌԼに対ࣖできるようǳンピȥーǿー一Ψ管理シ

ǹテムを導入しています。

臨床᩿では、ᝪ血ࡸᐯࠁ血੔血や、各診療科からの輸血や化

学療法に関する相談、血液疾患や小児׍形腫瘍に対するᡯ血࠴

細胞ᆆౡ、β၃療法におけるリンȑྶ੔取などを行っています。

また、ᛐ定ᡯ血細胞ᆆౡǳーȇィネーǿー、ᡯ血細胞ᆆౡᛐ

定医、細胞治療ᛐ定管理ࠖおよƼ日本ᭌ᭒Ȑンク調整医ࠖとし

て、࢘院で実଀するᭌ᭒ᆆౡ、஛ఴ血࠴細胞ᆆౡ、ᐣ࠘血ᆆౡ、

ᭌ᭒੔取、஛ఴ血࠴細胞੔取およƼϐ生医療に携わっています。

─適正かつ安全な輸血医療を目指して─
輸血検査は、ǬȩǹビーǺ法によるᐯ動検査機器をଔ期に導

入し、଺᧓外や˞日においても精度の高い検査結果を報告して

います。

2002年６உよりǳンピȥーǿークロǹȞッȁを導入し、検

査ಅ務のႾ力化、血液ᙌ剤準ͳ଺᧓の大ࠢなჺ጑、˷йな準ͳ

血液ᙌ剤のЪถを実ោしています。また、検査部の臨床検査২

ࠖと合同で輸血ಅ務の24଺᧓体制を築き、ᢘദな輸血医療に

努めています。

2006年Ჳஉより輸血用血液ᙌ剤のオーȀーリンǰシǹテム

を導入し、șッドǵイドでは医療情報ᇢ஛を用いたᄩᛐༀ合シ

ǹテムを利用し、輸血ᢅᛚ᧸ഥに努めています。

輸血部は、日本輸血・細胞治療学˟I�Aᛐ定଀設であり、

2018年ᲭஉにIS115189のᛐ定を取ࢽし、より安全な輸血

管理に向けてዒ続的なોծを׋っています。

診療内容

診療実績（2024年度）

輸血・細胞治療部は、日本輸血・細胞治療学˟ᛐ定଀設で

あり、ᛐ定医・ᛐ定輸血検査২ࠖ・ᛐ定輸血看護ࠖの研̲受

け入れを行っており、細胞治療ᛐ定管理ࠖの育成も行ってお

ります。

地域に対する取り組み、最近の話題など

輸血・細胞治療部ų部長

村 田  誠

Ū血液׹検査、不ᙹЩ৴体ǹクリーニンǰおよƼ同定

Ūʩࠀᢘ合ᚾ᬴

Ū直接クームǹᚾ᬴

Ū血液ᙌ剤保管管理およƼ供ዅ

Ūϐ生医療等ᙌԼの管理およƼ供ዅ

Ūᐯࠁ血੔取およƼ保管管理

Ū஛ఴ血࠴細胞੔取およƼ分ᩉ、保管管理

Ūᭌ᭒細胞の分ᩉおよƼ保管管理

Ūリンȑྶ੔取

Ūᡯ血࠴細胞の定᣽

ŪᐯࠁフィȖリンኁ調ᙌ

主な検査・医療設備など

・日本輸血・細胞治療学˟ᛐ定医

・ᡯ血細胞ᆆౡᛐ定医

・細胞治療ᛐ定管理ࠖ

・ᛐ定ᡯ血細胞ᆆౡǳーȇィネーǿー

・ᛐ定輸血検査২ࠖ

スタッフの資格

クームス試験とは？
ųហ血ྶの表᩿にီࠝな৴体が結合していない

かを調ǂる検査で、輸血のЭに行われる重要な

輸血検査のᲫつです。

Ū輸血検査

血液׹検査

不ᙹЩ৴体検査

Ū血液ᙌ剤̅用᣽

ហ血ྶᙌ剤

新ᮗϵ結血๶

血小ெᙌ剤

ᐯࠁ血（全血）

9�351ˑ

12�516ˑ

9�934ҥˮ

4�480ҥˮ

20�495ҥˮ

140ҥˮ
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部ᧉǦǧȖǵイト

概要・特色

栄養治療部ų部長

久米　真司

ᒬ඾ȡロン

小ᮊのՓ੬げ

栄養治療部は栄養ǵポートを担࢘する臨床栄養部ᧉと栄養教

育・病院ዅ᫢管理を担࢘する栄養教育管理部ᧉのᲬ部ᧉから成

りᇌっています。

【臨床栄養部門】
Ū病院での栄養サポートチーム活動

院では2003年より栄養ǵポート࢘

ȁーム（NST）を稼働し、入院患者さ

んの栄養ǵポートにᆢಊ的に関わっています。NSTは、医ࠖ・

歯科医ࠖ・管理栄養ٟ・看護ࠖ・薬剤ࠖ・ᚕᛖᎮᙾٟ・臨床検

査২ࠖ・歯科ᘓ生ٟ・ʙ務職員などٶ職ᆔから構成され、各病

౐のリンクȊーǹもԃめると約50ӸがӋьしています。φ体

的には、入院患者さんの栄養状७をᚸ̖し、̾々の病७にあっ

た栄養治療をɼ治医にアドȐイǹし、᩺脈栄養や経ᐂ栄養にお

けるǵポートなど、安全で質の高い栄養治療が提供できるため

のȁーム医療を推進しています。

なかでも、滋賀医科大学NSTの特徴の

Ძつは、᧓接༏᣽ย定を用いて、Ǩネル

ギーˊᜓのᚸ̖を実଀しているƜとです。

Ǩネルギー消ᝲ᣽のほかに、໗水化ཋや

Ꮲ質の消ᝲ᣽もምЈするƜとができます。

集中治療室での人工呼吸器管理中でもย

定するƜとができ、高度侵襲症̊、低体温療法଀行症̊、໒症

性ᐂ疾患、消化器ၶ、C12&、અ᫢ᨦ害、心不全、神経難病な

どが対ᝋ疾患となっています。̾々の病७にࣖơたǨネルギー

৲ɨ᣽の設定に、ಊめてஊ用な方法です。また、いǖいǖな病

७のǨネルギーˊᜓの٭化についてもჷるƜとができます。

Ū院内NSTから地域一体型NSTへ
滋賀医科大学NSTは、2003年にʮ滋で初のNSTとして稼

働し、すでに15�000̊ˌ上の入院患者さんの栄養ǵポートに

関わってきました。しかし、入院患者さんの栄養管理は入院期

᧓中だけでᚐൿするものではなく、外来での治療、᠃院先での

治療、ܡנでの治療へと引きዒがれていきます。まさに、栄養

管理における地域連携が重要となってきます。各病院でのNST

活動の連携がǹムーǺに展開されるように、ᡚ院଺・᠃院଺に

栄養情報提供を行い、今後は栄養管理に関わる地域連携がさら

に充実したものになるように努めたいとᎋえております。

また、NSTݦᧉ療法ٟのᛐ定教育機関として、ٶくの研̲生

を受け入れております。滋賀県のǈならƣ、ʮᣃや大᧵の医療

機関からも研̲にӋьされています。ȡȇィカルǹǿッフへの

栄養教育についても、ᆢಊ的に関わってまいります。

Ū集中治療室における早期栄養介入管理
管理栄養ٟをᣐ置してい˓ݦ院では集中治療室（ICU）に࢘

ます。管理栄養ٟがஔ・ٲのカンフǡレンǹにӋьし、栄養に

関する情報提供を行い、ICU医ࠖ・看護ࠖ・薬剤ࠖと協力して、

急性期の栄養管理の充実に努めています。

【栄養教育管理部門】
Ū栄養管理計画書

栄養管理計画書は、入院患者さん一人ƻとりについてᢘЏに

栄養状७を৭੮し、栄養計画のᇌ案（入院଺の᫢ʙや経ᐂ栄養

剤の提案など）、ᚸ̖、実଀を行うために、Ხ日ˌ上の入院患

者さんに対してɼに管理栄養ٟが˺成しております。入院଺に

栄養状७をᚸ̖するƜとで、高度の栄養不良や治療により栄養

状७がफ化するӧ能性のある患者さんに対してଔ期よりNSTの

介入を提案しています。また、栄養指導の࣏要な患者さんに対

してɼ治医に提案した上で栄養指導を行っています。

Ū栄養指導
栄養教育として、入院・外来患者さんを対ᝋに、生活፼ॹ病

をはơめとする各ᆔ疾患に対する栄養᫢ʙ指導を൑日̾Кに

行っています。また、糖尿病教室（入院はஉᲬ回・外来は年Ხ 

回開͵）は医ࠖ、看護ࠖ、薬剤ࠖなど本院の医療ǹǿッフとσ

同して行っています。ᡚ院଺には患者さんがǹムーǺに᫢ʙ療

法に取り組めるよう、᫢ʙϼ方ሗ（レシピ）をおบしするƜと

もあります。

Ū管理栄養士臨地実習施設
内外からの管理栄養ٟの臨地実፼先としてᲲఄを受け入れて

います。

Ფ受け入れఄ

滋賀県ᇌ大学・ᱴ᜿大学・滋賀ჺ期大学・ʮᣃ女子大学・

同࣓ᅈ女子大学・光ᓙ女子大学・ʮᣃ栄養医療ݦᧉ学ఄ・

ᡈဴ大学

Ū滋賀県の食材を生かした病院食
2010年Ხஉより、ᨠஉで地Ψの特産Լを病院᫢で提供しڤ

ᚸをࢽています。

ग़ࢢᓔのǵȩȀ

ᡈ൶ཅのすき໲き᫘༃

件数・数値等手術・検査・治療法等

診療実績（2024年度）

栄養ǵポートьም

外来栄養指導ų̾人

入院栄養指導ų̾人

235.3ˑ�உ

228.0ˑ�உ

447.7ˑ�உ

289.5ˑ�உ
ଔ期栄養介入管理ьም

（特定集中治療室管理૰）

部ᧉǦǧȖǵイト

リハビリテーション部ų部長

今井　晋二

概要・特色
院リハビリテーション部は附属病院の開設とともに設置࢘

されました。しかし、࢘初のᙹ೉は所ᜇ新設の医科大学とし
て理学療法ٟᲭӸᆉ度からなる非ࠝにƜơんまりとした組ጢ
でありました。それから࠯成18年に始まった病院ϐ開発にお
ける௅஛Э部長のご指導のもと、大きく᫠៫しました。それ
は࢘଺まだྦྷしかった心臓リハビリテーションをいちଔく取
り入れ、心臓外科術後に特化した全׎でもݲࠎな形७の心臓
リハビリテーション଀設がЈ来上がりました。その後、心臓
リハビリテーション部ᧉはますますਘ大し、ྵנもٶくの患
者さんを治療しています。リハビリテーション部のǹǿッフ
も、理学療法ٟˌ外に˺ಅ療法ٟ・ᚕᛖᎮᙾٟがьわり、大
きくૠがفえました。

病院ϐ開発࢘଺では脳血管リハビリテーションやᢃ動器リ
ハビリテーションが大きなǦǨイトをҩめていましたが、ྵ
ૠの連携を持つよٶではそれˌ外の診療科・診療部ᧉともנ
うになり、院内にある10のٶ職ᆔȁームにリハビリテーショ
ンǹǿッフがӋьしています。Ɯれは、ややもするとጏ割り
になりがちな大学附属病院内での診療に、˴本もの大きな診
療の「್ɸ」が組ǈ込まれているƜとになります。その中心
がリハビリテーション部ǹǿッフであるとᎋえています。今
後もƜの್断的ٶ職ᆔ連携のɼ᠆を維持し、また健全な病院
ᢃփにも݃ɨすǂく˺ಅのј率化・連携のј率化に努めてい
きたいとᎋえています。

診療内容
院は大学病院であり特定機能病院でもあります。その̅命࢘

からリハビリテーション部では高度先進医療にұした質の高い
リハビリテーションǵービǹが提供できるƜとを目೅としてい
ます。ǹǿッフは理学療法ٟ、˺ಅ療法ٟ、ᚕᛖᎮᙾٟのᲭ職
ᆔからなり、また、ݦᧉ的で患者さんにとって最ᢘなアȗロー
ȁが行えるよう疾患Кǰルーȗᣐ置制をとっています。理学療
法部ᧉではᢃ動ᨦ害᪸域ǰルーȗ、がん・内部ᨦ害᪸域ǰルー
ȗ、心臓リハビリテーションǰルーȗの計3ǰルーȗが、ᚕᛖ
Ꭾᙾ療法部ᧉでは耳鼻咽喉科ǰルーȗとありますが、それƧれ
の分野のჷᜤをขめ̾人の২術を高めるƜとはもちǖんです
が、関連診療科や病౐ǹǿッフとの「ԧ」を重んơ、ஊ機的に
ȁームアȗローȁが実ោできるようѕんでいます。

Ɯれらの他にも、ሂ力ย定器や体組成分ௌ機器、低周ඬ治療
機器、発٣᚞ጀ関連機器などを̅用して診療を行っておりま
す。

リハビリテーション部の地域に対する取り組ǈとして、ˋԧ
6年度には脳卒中・心臓病総合支援センǿーのʙಅの一環とし
て、循環器疾患をお持ちの方に対する「やってǈようᲛ心臓リ
ハビリテーション」と᫆したӋьࠊ׹ൟπ開ᜒࡈの開͵や、が
んを患う方への「がん治療とリハビリテーション」に関するࠊ
ൟπ開ᜒࡈ、日本耳鼻咽喉科頭᪹部外科学˟滋賀県地方部˟の
ʙಅの一環として「ᎥƜえのᜒ๫˟ᲴᙀᎮ器の上手なᢠƼ方と
̅い方」に関するࠊൟπ開ᜒࡈ、大඾ࠊ医ࠖ˟とσ͵の「ロǳ
ȢティȖシンドロームと介護・ݏたきり予᧸Ჴ健ݤࡍ命をࡨƹ
すロǳȢ体દ」と᫆したࠊൟπ開ᜒࡈ等、ࠢ広くࠊൟの方への
健فࡍ進へのգ発・支援ʙಅを行ってまいりました。

また、院内では重症患者を管理する集中治療室や発症直後の
脳卒中診療に特化した脳卒中ケアユニットにも、ݦᧉȁームの
一員としてឬ急性期（発症直後）からのリハビリテーションを
行い、៲体機能ોծ・日ࠝ生活の向上に努めています。また、
ఌ治治療法がない神経難病であるሂᓨ጑性ͨኧᄒ化症（A.S）
やᏨ᭒小脳٭性症において、脳神経内科とσ同しॖ࣬伝ᢋᘺ置
や手指ᢃ動の支援機器を導入しています。཯ᐯのჺ期集中的な
神経リハビリテーションȗロǰȩムは、疾患の進行৮制・機能
ોծに成果を上げ、さらに神経難病連携ȁームの一員として、
難病患者さんとごܼଈに݃り添える医療に努めています。

地域に対する取り組み、最近の話題など

診療・業務実績

2024年度 疾患別リハビリテーション実施件数

脳血管疾患等リハビリテーション

心大血管疾患リハビリテーション

ᢃ動器リハビリテーション

がん患者リハビリテーション

用症ͅ፭リハビリテーションࡑ

呼吸器リハビリテーション

અ᫢・ִ下機能療法

合ų計

24�781

9�616

8�571

5�493

6�878

7�569

5�453

68�361

ǂˑૠ疾患Кリハビリテーションࡨ

主な検査・医療設備など

リハビリテーション実଀ࡨǂˑૠの推ᆆ

ų心Ꮝᢃ動᝟ᒵᚾ᬴はᣠእ消ᝲ、

ʚᣠ化໗እ੎Јをย定し、安全

なᢃ動ࢍ度をൿ定します。検査

結果をΨに、ᢘЏなᢃ動ϼ方ᢃ

動療法と患者指導を実଀してい

ます。

ųॖ࣬伝ᢋᘺ置とは、神経難病

などでᛅすƜとや書くƜとが難

しい人がᐯ分のॖ࣬を伝えるた

めに̅う支援機器です。視線入

力やǹイッȁદ˺などで૨܌や

ᚕᓶをᢠƼ、ॖ࣬表ᅆをӧ能に

します。
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部ᧉǦǧȖǵイト

概要・特色

栄養治療部ų部長

久米　真司

ᒬ඾ȡロン

小ᮊのՓ੬げ

栄養治療部は栄養ǵポートを担࢘する臨床栄養部ᧉと栄養教

育・病院ዅ᫢管理を担࢘する栄養教育管理部ᧉのᲬ部ᧉから成

りᇌっています。

【臨床栄養部門】
Ū病院での栄養サポートチーム活動

院では2003年より栄養ǵポート࢘

ȁーム（NST）を稼働し、入院患者さ

んの栄養ǵポートにᆢಊ的に関わっています。NSTは、医ࠖ・

歯科医ࠖ・管理栄養ٟ・看護ࠖ・薬剤ࠖ・ᚕᛖᎮᙾٟ・臨床検

査২ࠖ・歯科ᘓ生ٟ・ʙ務職員などٶ職ᆔから構成され、各病

౐のリンクȊーǹもԃめると約50ӸがӋьしています。φ体

的には、入院患者さんの栄養状७をᚸ̖し、̾々の病७にあっ

た栄養治療をɼ治医にアドȐイǹし、᩺脈栄養や経ᐂ栄養にお

けるǵポートなど、安全で質の高い栄養治療が提供できるため

のȁーム医療を推進しています。

なかでも、滋賀医科大学NSTの特徴の

Ძつは、᧓接༏᣽ย定を用いて、Ǩネル

ギーˊᜓのᚸ̖を実଀しているƜとです。

Ǩネルギー消ᝲ᣽のほかに、໗水化ཋや

Ꮲ質の消ᝲ᣽もምЈするƜとができます。

集中治療室での人工呼吸器管理中でもย

定するƜとができ、高度侵襲症̊、低体温療法଀行症̊、໒症

性ᐂ疾患、消化器ၶ、C12&、અ᫢ᨦ害、心不全、神経難病な

どが対ᝋ疾患となっています。̾々の病७にࣖơたǨネルギー

৲ɨ᣽の設定に、ಊめてஊ用な方法です。また、いǖいǖな病

७のǨネルギーˊᜓの٭化についてもჷるƜとができます。

Ū院内NSTから地域一体型NSTへ
滋賀医科大学NSTは、2003年にʮ滋で初のNSTとして稼

働し、すでに15�000̊ˌ上の入院患者さんの栄養ǵポートに

関わってきました。しかし、入院患者さんの栄養管理は入院期

᧓中だけでᚐൿするものではなく、外来での治療、᠃院先での

治療、ܡנでの治療へと引きዒがれていきます。まさに、栄養

管理における地域連携が重要となってきます。各病院でのNST

活動の連携がǹムーǺに展開されるように、ᡚ院଺・᠃院଺に

栄養情報提供を行い、今後は栄養管理に関わる地域連携がさら

に充実したものになるように努めたいとᎋえております。

また、NSTݦᧉ療法ٟのᛐ定教育機関として、ٶくの研̲生

を受け入れております。滋賀県のǈならƣ、ʮᣃや大᧵の医療

機関からも研̲にӋьされています。ȡȇィカルǹǿッフへの

栄養教育についても、ᆢಊ的に関わってまいります。

Ū集中治療室における早期栄養介入管理
管理栄養ٟをᣐ置してい˓ݦ院では集中治療室（ICU）に࢘

ます。管理栄養ٟがஔ・ٲのカンフǡレンǹにӋьし、栄養に

関する情報提供を行い、ICU医ࠖ・看護ࠖ・薬剤ࠖと協力して、

急性期の栄養管理の充実に努めています。

【栄養教育管理部門】
Ū栄養管理計画書

栄養管理計画書は、入院患者さん一人ƻとりについてᢘЏに

栄養状७を৭੮し、栄養計画のᇌ案（入院଺の᫢ʙや経ᐂ栄養

剤の提案など）、ᚸ̖、実଀を行うために、Ხ日ˌ上の入院患

者さんに対してɼに管理栄養ٟが˺成しております。入院଺に

栄養状७をᚸ̖するƜとで、高度の栄養不良や治療により栄養

状७がफ化するӧ能性のある患者さんに対してଔ期よりNSTの

介入を提案しています。また、栄養指導の࣏要な患者さんに対

してɼ治医に提案した上で栄養指導を行っています。

Ū栄養指導
栄養教育として、入院・外来患者さんを対ᝋに、生活፼ॹ病

をはơめとする各ᆔ疾患に対する栄養᫢ʙ指導を൑日̾Кに

行っています。また、糖尿病教室（入院はஉᲬ回・外来は年Ხ 

回開͵）は医ࠖ、看護ࠖ、薬剤ࠖなど本院の医療ǹǿッフとσ

同して行っています。ᡚ院଺には患者さんがǹムーǺに᫢ʙ療

法に取り組めるよう、᫢ʙϼ方ሗ（レシピ）をおบしするƜと

もあります。

Ū管理栄養士臨地実習施設
内外からの管理栄養ٟの臨地実፼先としてᲲఄを受け入れて

います。

Ფ受け入れఄ

滋賀県ᇌ大学・ᱴ᜿大学・滋賀ჺ期大学・ʮᣃ女子大学・

同࣓ᅈ女子大学・光ᓙ女子大学・ʮᣃ栄養医療ݦᧉ学ఄ・

ᡈဴ大学

Ū滋賀県の食材を生かした病院食
2010年Ხஉより、ᨠஉで地Ψの特産Լを病院᫢で提供しڤ

ᚸをࢽています。

ग़ࢢᓔのǵȩȀ

ᡈ൶ཅのすき໲き᫘༃

件数・数値等手術・検査・治療法等

診療実績（2024年度）

栄養ǵポートьም

外来栄養指導ų̾人

入院栄養指導ų̾人

235.3ˑ�உ

228.0ˑ�உ

447.7ˑ�உ

289.5ˑ�உ
ଔ期栄養介入管理ьም

（特定集中治療室管理૰）

部ᧉǦǧȖǵイト

リハビリテーション部ų部長

今井　晋二

概要・特色
院リハビリテーション部は附属病院の開設とともに設置࢘

されました。しかし、࢘初のᙹ೉は所ᜇ新設の医科大学とし
て理学療法ٟᲭӸᆉ度からなる非ࠝにƜơんまりとした組ጢ
でありました。それから࠯成18年に始まった病院ϐ開発にお
ける௅஛Э部長のご指導のもと、大きく᫠៫しました。それ
は࢘଺まだྦྷしかった心臓リハビリテーションをいちଔく取
り入れ、心臓外科術後に特化した全׎でもݲࠎな形७の心臓
リハビリテーション଀設がЈ来上がりました。その後、心臓
リハビリテーション部ᧉはますますਘ大し、ྵנもٶくの患
者さんを治療しています。リハビリテーション部のǹǿッフ
も、理学療法ٟˌ外に˺ಅ療法ٟ・ᚕᛖᎮᙾٟがьわり、大
きくૠがفえました。

病院ϐ開発࢘଺では脳血管リハビリテーションやᢃ動器リ
ハビリテーションが大きなǦǨイトをҩめていましたが、ྵ
ૠの連携を持つよٶではそれˌ外の診療科・診療部ᧉともנ
うになり、院内にある10のٶ職ᆔȁームにリハビリテーショ
ンǹǿッフがӋьしています。Ɯれは、ややもするとጏ割り
になりがちな大学附属病院内での診療に、˴本もの大きな診
療の「್ɸ」が組ǈ込まれているƜとになります。その中心
がリハビリテーション部ǹǿッフであるとᎋえています。今
後もƜの್断的ٶ職ᆔ連携のɼ᠆を維持し、また健全な病院
ᢃփにも݃ɨすǂく˺ಅのј率化・連携のј率化に努めてい
きたいとᎋえています。

診療内容
院は大学病院であり特定機能病院でもあります。その̅命࢘

からリハビリテーション部では高度先進医療にұした質の高い
リハビリテーションǵービǹが提供できるƜとを目೅としてい
ます。ǹǿッフは理学療法ٟ、˺ಅ療法ٟ、ᚕᛖᎮᙾٟのᲭ職
ᆔからなり、また、ݦᧉ的で患者さんにとって最ᢘなアȗロー
ȁが行えるよう疾患Кǰルーȗᣐ置制をとっています。理学療
法部ᧉではᢃ動ᨦ害᪸域ǰルーȗ、がん・内部ᨦ害᪸域ǰルー
ȗ、心臓リハビリテーションǰルーȗの計3ǰルーȗが、ᚕᛖ
Ꭾᙾ療法部ᧉでは耳鼻咽喉科ǰルーȗとありますが、それƧれ
の分野のჷᜤをขめ̾人の২術を高めるƜとはもちǖんです
が、関連診療科や病౐ǹǿッフとの「ԧ」を重んơ、ஊ機的に
ȁームアȗローȁが実ោできるようѕんでいます。

Ɯれらの他にも、ሂ力ย定器や体組成分ௌ機器、低周ඬ治療
機器、発٣᚞ጀ関連機器などを̅用して診療を行っておりま
す。

リハビリテーション部の地域に対する取り組ǈとして、ˋԧ
6年度には脳卒中・心臓病総合支援センǿーのʙಅの一環とし
て、循環器疾患をお持ちの方に対する「やってǈようᲛ心臓リ
ハビリテーション」と᫆したӋьࠊ׹ൟπ開ᜒࡈの開͵や、が
んを患う方への「がん治療とリハビリテーション」に関するࠊ
ൟπ開ᜒࡈ、日本耳鼻咽喉科頭᪹部外科学˟滋賀県地方部˟の
ʙಅの一環として「ᎥƜえのᜒ๫˟ᲴᙀᎮ器の上手なᢠƼ方と
̅い方」に関するࠊൟπ開ᜒࡈ、大඾ࠊ医ࠖ˟とσ͵の「ロǳ
ȢティȖシンドロームと介護・ݏたきり予᧸Ჴ健ݤࡍ命をࡨƹ
すロǳȢ体દ」と᫆したࠊൟπ開ᜒࡈ等、ࠢ広くࠊൟの方への
健فࡍ進へのգ発・支援ʙಅを行ってまいりました。

また、院内では重症患者を管理する集中治療室や発症直後の
脳卒中診療に特化した脳卒中ケアユニットにも、ݦᧉȁームの
一員としてឬ急性期（発症直後）からのリハビリテーションを
行い、៲体機能ોծ・日ࠝ生活の向上に努めています。また、
ఌ治治療法がない神経難病であるሂᓨ጑性ͨኧᄒ化症（A.S）
やᏨ᭒小脳٭性症において、脳神経内科とσ同しॖ࣬伝ᢋᘺ置
や手指ᢃ動の支援機器を導入しています。཯ᐯのჺ期集中的な
神経リハビリテーションȗロǰȩムは、疾患の進行৮制・機能
ોծに成果を上げ、さらに神経難病連携ȁームの一員として、
難病患者さんとごܼଈに݃り添える医療に努めています。

地域に対する取り組み、最近の話題など

診療・業務実績

2024年度 疾患別リハビリテーション実施件数

脳血管疾患等リハビリテーション

心大血管疾患リハビリテーション

ᢃ動器リハビリテーション

がん患者リハビリテーション

用症ͅ፭リハビリテーションࡑ

呼吸器リハビリテーション

અ᫢・ִ下機能療法

合ų計

24�781

9�616

8�571

5�493

6�878

7�569

5�453

68�361

ǂˑૠ疾患Кリハビリテーションࡨ

主な検査・医療設備など

リハビリテーション実଀ࡨǂˑૠの推ᆆ
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なᢃ動ࢍ度をൿ定します。検査

結果をΨに、ᢘЏなᢃ動ϼ方ᢃ

動療法と患者指導を実଀してい

ます。

ųॖ࣬伝ᢋᘺ置とは、神経難病

などでᛅすƜとや書くƜとが難

しい人がᐯ分のॖ࣬を伝えるた

めに̅う支援機器です。視線入

力やǹイッȁદ˺などで૨܌や
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します。
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部門ウェブサイト

臨床工学部　部長

中川　義久

概要・特色
現代の医療において、患者さんに高度で質の高い医療を提供

するために医療機器の活用は不可欠であります。本院でも部
長、副部長の指導の下、21名の臨床工学技士が医学と工学の
知識を併せ持ち、さらなる専門性への要求にお応えできるよう
日々技術研鑚に励んでおります。

最近の医療技術・医療機器の発展は目を見張るものがあり、
次々と新しいものが開発され医療機器として4,000以上のもの
が存在しています。このような状況の中、医師、看護師やその
他の医療従事者とともにȁーム医療の一員として臨床工学部は
患者さんに安全で信頼・安心・満足を与える、より良い医療を
提供できるよう努めてまいります。

診療内容
所属スǿッフは専門領域の資格取得や関連学会が認定する認

定士を取得するなど最先端の情報・技術を有し診療支援への技
術提供を心掛けています。2021年度からの臨床工学技士の業
務範囲追加に伴う厚生労働大臣指定による研修も受講を促進し
ています。院内に24時間365日院内に常駐する体制をとって
います。

血液浄化、血漿交換、血液吸着療法などの血液浄化業務。持
続緩徐式血液濾過透析などのICU業務。レスパイト入院におけ
る在宅呼吸器の管理。呼吸器ケアȁーム参加や呼吸器ラウンド
の人工呼吸器業務。心臓カテーテル検査・治療の介助業務。
ペースメーカー外来フォローアップ、アブレーション支援業
務。心臓血管手術、補助循環などの体外循環業務。手術支援ロ
ボットや手術ナビゲーション、MEPなどの手術室業務。消化器
内視鏡での補助業務。CEセンǿーにおける医療機器保守点検
業務などを行っています。

また、医師・看護師の働き方改革におけるǿスク・シェアー
／シフトを開始しており、手術内視鏡でのスコープオペレーǿ
業務、手術清潔野での器械出し業務も開始しています。

●人工呼吸器
●高流量酸素療法装置
●人工心肺装置
●個人用透析装置
●持続緩徐式血液濾過透析装置
●遠心型血液成分分離装置
●体外式ペースメーカー
●大動脈バルーンポンピングIABP
●経皮的心肺補助装置ECMO
●IMPELLA
　　　その他多数

近隣でもトップクラスの人工心肺症例数であり、他施設臨床
工学技士に対する人工心肺技術習練研修を行っています。また
未来の臨床工学技士の卵である臨床実習生を積極的に受け入れ
ています。

地域に対する取り組み、最近の話題など

診療実績（2024年度）

血液浄化関連業務

持続緩徐式血液濾過透析関連業務

末梢血幹細胞採取業務

人工呼吸器業務

ラウンド業務

心血管カテーテル関連業務

1,763件

636件

12件

650件

248件

445件

1,204件

222件

436件

28,822件

23件

6件

30件

55件

件数業務内容

主な検査・医療設備など

資格認定（2025年４月現在）

経カテーテル的大動脈弁留置

術弁セッティング

ペースメーカーフォローアップ業務

人工心肺業務

手術室業務

医療機器管理業務

補助循環業務　ECMO

IABP

IMPELLA

MEP/SEP

67件

●臨床検査技師
●透析技術認定士
●呼吸療法認定士
●体外循環技術認定士
●心血管インǿーベーション技師
●周術期管理ȁーム臨床工学技士
●消化器内視鏡技師
●認定血液浄化関連臨床工学技士
●認定集中治療関連臨床工学技士
●腎代替療法専門指導士
●集中治療専門臨床工学技士
●臨床ME専門認定士
●心電図３級検定

２名
５名
７名
５名
３名
１名
１名
３名
５名
１名
１名
１名
２名

部門ウェブサイト

概要・特色
─診療方針─

輸血・細胞治療部には、村田誠（部長、血液内科教授）、南

口仁志（副部長、輸血・細胞治療部病院准教授）、西村理惠

（輸血・細胞治療部特任助教）ら3名の医師と2名の臨床検査

技師および1名の造血細胞移植コーディネーǿーが配置されて

おり、血液製剤の適正使用、輸血検査、血液製剤や再生医療等

製品（間葉系幹細胞など）の管理及び供給、自己血採血などの

業務を行っています。

血液製剤はコンピューǿーによる一元管理を行い、効率的な

血液製剤の供給を行っています。また、近年種類が増えつつあ

る再生医療等製品に対応できるようコンピューǿー一元管理シ

ステムを導入しています。

臨床面では、貯血式自己血採血や、各診療科からの輸血や化

学療法に関する相談、血液疾患や小児固形腫瘍に対する造血幹

細胞移植、免疫療法におけるリンパ球採取などを行っています。

また、認定造血細胞移植コーディネーǿー、造血細胞移植認

定医、細胞治療認定管理師および日本骨髄バンク調整医師とし

て、当院で実施する骨髄移植、末梢血幹細胞移植、臍帯血移植、

骨髄採取、末梢血幹細胞採取および再生医療に携わっています。

─適正かつ安全な輸血医療を目指して─
輸血検査は、ガラスビーズ法による自動検査機器を早期に導

入し、時間外や休日においても精度の高い検査結果を報告して

います。

2002年６月よりコンピューǿークロスマッȁを導入し、検

査業務の省力化、血液製剤準備時間の大幅な短縮、余剰な準備

血液製剤の削減を実践しています。また、検査部の臨床検査技

師と合同で輸血業務の24時間体制を築き、適正な輸血医療に

努めています。

2006年９月より輸血用血液製剤のオーȀーリングシステム

を導入し、ベッドサイドでは医療情報端末を用いた確認照合シ

ステムを利用し、輸血過誤防止に努めています。

輸血部は、日本輸血・細胞治療学会I&A認定施設であり、

2018年３月にISO15189の認定を取得し、より安全な輸血

管理に向けて継続的な改善を図っています。

診療内容

診療実績（2024年度）

輸血・細胞治療部は、日本輸血・細胞治療学会認定施設で

あり、認定医・認定輸血検査技師・認定輸血看護師の研修受

け入れを行っており、細胞治療認定管理師の育成も行ってお

ります。

地域に対する取り組み、最近の話題など

輸血・細胞治療部　部長

村 田  誠

●血液型検査、不規則抗体スクリーニングおよび同定

●交差適合試験

●直接クームス試験

●血液製剤保管管理および供給

●再生医療等製品の管理および供給

●自己血採取および保管管理

●末梢血幹細胞採取および分離、保管管理

●骨髄細胞の分離および保管管理

●リンパ球採取

●造血幹細胞の定量

●自己フィブリン糊調製

主な検査・医療設備など

・日本輸血・細胞治療学会認定医

・造血細胞移植認定医

・細胞治療認定管理師

・認定造血細胞移植コーディネーǿー

・認定輸血検査技師

スタッフの資格

クームス試験とは？
　赤血球の表面に異常な抗体が結合していない

かを調べる検査で、輸血の前に行われる重要な

輸血検査の１つです。

●輸血検査

血液型検査

不規則抗体検査

●血液製剤使用量

赤血球製剤

新鮮凍結血漿

血小板製剤

自己血（全血）

9,351件

12,516件

9,934単位

4,480単位

20,495単位

140単位
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部ᧉǦǧȖǵイト

看護部長

小寺　利美

概要・特色
看護部は、「あたたかい心で患者さんに฼ឱしていただける

看護を提供します」と理念をਫ਼げ、病౐では、患者さんへ安全

で質の高い看護を提供するためにȑートȊーシッȗ・Ȋーシン

ǰ・シǹテムを取り入れております。また、高度なݦᧉჷᜤを

もつݦᧉ看護ࠖやᛐ定看護ࠖ、特定看護ࠖなどが様々な分野で

患者さんのニーǺに対ࣖするとσにݦᧉ医療ȁームと連携し活

៫しています。さらに外来においても、患者さんやごܼଈに݃

り添い、ᐯܡで安心してᢅごせるよう支援しています。

専門性を活かした活動

本院はݦᧉ看護ࠖ・ᛐ定看護ࠖ教育ᛢᆉの実፼指定病院、

看護ࠖ特定行ໝ研̲଀設です。

Ū専門医療チーム
੎尿ケア、ハートケアǵポート、ᆆ行期医療支援、フットケ

ア、栄養ǵポート、અ᫢ִ下支援、糖尿病療養、糖尿病ᡢௌ予

᧸診療、Ꮔ฼外科治療、᠃͂᠃ᓳ対ሊ、ଔ期ᩉ床・リハビリ

テーション、周術期管理、術後၊ၘ管理、ዼԧケア、精神科リ

ǨǾン、ᛐჷ症ケア、ᙙၷ対ሊ、ज़௨対ሊ、৴菌薬ᢘദ̅用支

援、呼吸ケアなどݦᧉ医療ȁームの一員として活៫していま

す。

Ū看護チームCCOT（Critical Care Outreach Team）
44S
4CRKF 4GURQPUG S[UVGO�院内迅速対ࣖシǹテム� を

構成する1つの医療ȁームで、集中ケアの᚞ጀを受けた看護ࠖ

がɼ体となって、ICUᡚ室患者と˴らかのভ念のある入院患者

を定期的にᚧ床して回り、ឪ動基準に৽ᚑする患者をଔ期発ᙸ

し、患者の重症化や急٭を予᧸するƜとを目的として活動して

います。

ǹトーȞ
外来

リンȑූ腫
外来

対ᝋ者実଀予定 診療ᝲ

Ū看護外来

Ū専門看護師（2025.4現在）

人工Ꮐᧉ・人工
ᐆᏝᡯ設患者

फ性腫瘍による
リンȑራᣀฌの
手術等にˤうリ
ンȑූ腫、整形
外科的手術にˤ
うリンȑූ腫

ᇹ2・4ங୴日
உᲫ回᣿୴日

້・ங୴日

保ᨖ診療

я産ࠖ外来
院受診中の࢘
妊産ᙙۡ

உ〜᣿୴日 ᐯဌ診療

がん看護
外来

院に受診中の࢘
がん患者・ܼଈ

வˑがそǖえƹ
保ᨖ診療

その他は無૰

保ᨖ診療
（対ᝋ疾患ˌ外

ųᐯဌ診療）

ҜЭ

Ҝ後

ங້ 水

ࣖ急手࢘・ዬ急
଺の対ࣖ相談

ज़௨予᧸や対ϼ
についての相談

糖尿病およƼ生
活፼ॹ病の療養
相談

精神疾患を患う
方のごܼଈ相談

ᅠ໺相談
ųᇹ1・2・4
ų14᳸16଺

੎ඟ機能
ケア外来

尿ڂᅠ、術後の
੎ඟ機能ᨦ害

᨟଺相談 ᐯဌ診療

フットケア
外来

糖尿病があり、
下ᚡのいƣれか
の状७である方
Ĭឱ຃瘍、ឱឳ・
ų下ᏃЏ断ଏࢮ
ĭ᧍ص性動脈ᄒ
ų化症
Į神経ᨦ害

உ AM・2M 
້ AM・2M
水 AM・2M
᣿ AM・2M

èˌ下の日ᆉは

ų˞診

ᇹ1உ、ᇹ2້

ᇹ3水、ᇹ4᣿

保ᨖ診療

Ū看護相談
各ᆔ᪸域で看護相談を無૰で実଀しています。どなたでも

ご利用いただけます。（予約Ο先）

精神看護

がん看護

母性看護

急性・重症患者看護

Ძ

Ჯ

Ძ

Ძ

人ૠݦᧉ᪸域

Ū認定看護管理者（2025.4現在）

ᛐ定看護管理者 Ჱ

人ૠݦᧉ᪸域

Ū特定看護師（2025.4現在）

16ғ分ų32行ໝ ᲮᲳ

人ૠݦᧉ᪸域

Ū認定看護師（2025.4現在）

人ૠݦᧉ᪸域 人ૠݦᧉ᪸域

クリティカルケア

集中ケア

がん化学療法看護

皮膚・੎ඟケア

糖尿病看護

Ძ

Ძ

Ძ

Წ

Ძ

救急看護

ዼԧケア

心不全看護

ज़௨管理

がん放射線療法看護

Ხ

Წ

Წ

Ხ

Ძ

உ〜᣿୴日

心不全ケア
外来

院で心不全治࢘
療を受けた患者

வˑにࣖơて
保ᨖ診療

その他無૰
ᇹ2・4᣿୴日

部ᧉǦǧȖǵイト

概要・特色
医療情報部は、病院内の診療に関わるすǂての「医療情報」

をݦᧉ的にৢう診療・教育・研究支援部ᧉです。質の高い医療
に貢献すǂく、1987年に設ᇌされた「医学情報センǿー」を
Э៲として、2001年に設置されました。

ମ今、診療᥵（カルテ）はኡではなく、ǳンピȥーǿでৢう
「ᩓ子カルテ」となりました。ᩓ子カルテは、さまざまな検査
機器、薬剤ϼ方シǹテム、看護支援シǹテムなどとも院内ネッ
トワークで連携し、「病院情報シǹテム」を構成しています。
患者さんの̾人情報をᄩ実にܣりながら、医療ྵ場で൑日のよ
うに生まれるᐔ大な診療ȇーǿを、日々の診療・治療・看護な
どに役ᇌてられるように、病院情報シǹテムには、24଺᧓
365日˞ǈなしで安定稼働するƜとが൭められています。医療
情報部では、まさにそうした病院の心臓部分ともいえる病院情
報シǹテムを支えているのです。

医療情報部は、医ࠖ・看護ࠖ・臨床検査২ࠖ・薬剤ࠖなどで
構成されており、クオリティȞネǸȡントᛢ医療情報係の২術
ኒ・ʙ務ኒ職員との協力体制を築いています。また、医療ࢼʙ
者が診療にݦ念できる環ؾを実ྵするために、医療情報部連ዂ
協ᜭ˟などを通ơて、各診療部ᧉとも݅に連携しています。さ
らに、医療情報部の医ࠖはᐯら日ࠝの診療も行い、医療情報を
ৢうƜとで、医療ྵ場におけるさまざまなൢ˄きを௩᠂にシǹ
テムに取り入れ、シǹテムに不φ合があれƹいちଔく察ჷして
対ሊするƜとで、患者さんに対してのǈならƣ医療ࢼʙ者に対
しても、やさしい病院情報シǹテムを提供できるように心ੑけ
ています。

診療内容

病院情報システムの安定稼働・拡充とさらなる安心に向けて
 りながらј率よくᢃ用すܣ院では診療ȇーǿをしっかりと࢘

るため、2010年に初めてᩓ子カルテが導入され、2021年 に 
はそれからૠえてᇹ3期にあたるᩓ子カルテ（ग़ᆅ NKJQ3）に
ᆆ行しました。また、検査・放射線・薬剤・栄養・手術などの 
部ᧉシǹテムとのዬ݅な連携、外来患者案内表ᅆႴシǹテム、
ǹȞートフǩンを用いた患者呼ƼЈしシǹテムなどの導入によ
り、患者さんに対するǵービǹ向上にも貢献しています。最ᡈ
では、2024年にܦ成した新病౐（'౐）I工ғの整ͳと、ᆆ᠃
後の病院内ួ地利用にも関わりました。

 はそれらの安定稼働を支えながら、新病౐（'౐）II工נྵ
ғ（2026年まで）の整ͳに向けて準ͳを進めており、それを 
機に医療情報部の機能の一部がその中にᆆ᠃される予定です。

また、2027年に୼新予定の病院情報シǹテム（ᇹᲮ期ᩓ子 
カルテをԃǉ）の設計と導入に向けた準ͳも進めています。

さらに病院情報ネットワークのセǭȥリティをࢍ化し、最ᡈ 
ᛅ᫆のǵイȐーૌએをे定した᚞ጀや対ሊをԃめ、患者さんに 
Ɯれまでˌ上にご安心いただける環ؾの実ྵに向けた取り組ǈ 
も続けています。

地域に対する取り組み、最近の話題など

医療情報部ų部長

芦原　貴司

（１）病院情報システムの企画・研究・開発・管理・運用
・高度な医療の基Ⴔとなる病院情報シǹテムの安定稼働
・ᩓ子カルテの機能を向上するǽフトǦǧアやȄールの開発
・臨床ྵ場でのさまざまなIT利用の相談

（２）個人情報保護、情報セキュリティ向上
・最新の法ˋやセǭȥリティ২術にかかるዒ続的な情報ӓ集
・ྵ状の分ௌとᛢ᫆の発ᙸに基Ʈくᚐൿ方法のᇌ案
・ᙹᆉやᢃ用のᎋ案およƼᜒ፼˟などによる周ჷ
・ǵイȐーૌએをे定した᚞ጀと対ሊ

（３）教育・広報・研究活動
・病院情報シǹテムやITのリテȩシーに関する教育活動
・̾人情報保護や情報セǭȥリティ向上のための広報活動
・଺ˊの最先ᇢをいく「医療IT」にかかる生体医工学研究

Ɯうした医療分野と情報分野の೛บしができる人஬を育成し、 
ᆢಊ的に医療に携わるƜとで、医療の安全性を向上し、病院の 
ј率化やॖ࣬ൿ定ǵポートに貢献するƜとを目指しています。

・病院情報シǹテム（ᩓ子カルテ、看護支援シǹテムなど）
・オーȀリンǰシǹテム（ϼ方・検査・᫢ʙ・入ᡚ院など）
・院内ネットワークシǹテム（院内情報9GDなど）
・検査部や放射線部など各中ځ診療部ᧉシǹテムとの連携
・手術・ICU・NICUなどの重症ኒシǹテムとの連携
・医ʙ˟計シǹテムとの連携
・患者さんにさまざまな情報提供を行う広報シǹテム
・地域医療情報ネットワークとの連携とǵポート
・災害଺にͳえたᢒᨠ地Ȑックアッȗシǹテムなど

特徴的な医療設備など

びわ湖あさがおネットへの貢献
滋賀医科大学は滋賀県全域をつなƙ医療情報連携ネット 

ワーク「Ƽわฯあさがおネット」の構築にもଔくから協力し 
ており、病院᧓または病院と診療所・ᚧբ看護ǹテーショ 
ン・介護଀設からᐯܡ介護までをጟƗ、患者さんが安心して 
୥らせる医療環ؾを実ྵするために日々がんƹっています。

病院情報シǹテムを支えている医療情報部の教員およƼ

クオリティȞネǸȡントᛢ医療情報係のȁームǹǿッフ



107滋賀医科大学医学部附属病院診療案内106 滋賀医科大学医学部附属病院診療案内

部門ウェブサイト

概要・特色
●くすりの専門家として、心ある良質な医療を提供する

薬剤部では、「くすりの専門家として、心ある良質な医療を

提供する」を理念とし、本院で取り扱う全ての医薬品について

全ての責任を持ち、専門知識を活かした質の高い医療の実現を

目指しています。例えば、全病棟に病棟担当薬剤師を配置し、

患者さんが入院時に持ってこられたお薬（持参薬）のȁェック

を行い、安全管理に努めています。また、抗がん剤の混合や薬

物血中濃度の測定を通して、質の高い薬物治療への支援にも注

力しています。さらに、緩和ケアȁーム、感染対策ȁーム、栄

養サポートȁームなどの多職種からなる医療ȁームに参画し、

薬の専門家としてȁーム医療の実践に貢献しています。

●薬学的ケアの実践
薬剤師は、様々な業務を通して、医療過誤のない安全安心な

医療の提供に努めています。これからも、医師や看護師とは異

なる視点から、薬学的ケアの実践を通して、患者さんに寄り添

えることを目標としています。

診療・業務内容

１）院外処方箋への検査値表示
当院から患者さんへお渡しするお薬の院外処方箋の右側には、

患者さんの検査値が記載されています。身体の状態によっては、

お薬の副作用が現れやすくなります。薬局の薬剤師が検査値か

ら患者さんの身体状態を把握することで、お薬の副作用を予防

するのに役立っています。

２）病院と薬局との情報連絡書の運用
お薬の処方内容や患者さんの服薬状況、検査値などについて、

薬局で注意すべき事項が見つかった場合、施設間情報連絡書に

記録して、病院へFAXにて連絡していただいています。

３）院外処方箋における問い合わせ簡素化プロトコル
疑義照会とは、薬剤師が処方箋の疑問点や不備について処方 

した医師に確認することで、適切な治療のための薬剤師の重要 

な役目です。当院では、日数変更等の一部の形式的な疑義照会 

は事後報告とするルールを決め、多くの県内の薬局と運用して 

います。これにより、患者さんの待ち時間の短縮や薬局薬剤師 

と医師の負担軽減による薬物治療の充実を図っています。

４）がん化学療法における薬局との連携
外来化学療法を受ける患者さんの治療の質的向上を目的とし 

て、お薬手帳および情報連絡書を用いた薬局との情報共有、代 

表的な治療計画（レジメン）の公開、薬局薬剤師を対象とする 

研修会の開催を行っています。

地域に対する取り組み、最近の話題など

薬剤部　部長

森田　真也

以下の９つの部署に分かれて活動しています。

１）調剤室
医師が発行した処方箋に基づき、内服薬、外用薬、注射薬な

ど様々なお薬の調剤を行っています。お薬窓口では、患者さん

からのお薬に関する質問や相談にお答えし、「お薬の説明書」

を用いて薬の飲み間違いを防ぐための説明を行っています。

２）病棟業務支援室
すべての病棟に担当薬剤師を配置し、病棟での薬品管理、他

の医療スǿッフへの情報提供、入院時持参薬のȁェック、患者

さんへの服薬指導や配薬などを行っています。

３）製剤室
市販の医薬品では対応できない様々な状況に対応するため、

国内で市販されていない注射剤、点眼剤、軟膏剤などを病院内

で調製しています。また、市販されている医薬品についても、

個々の患者さんに適した濃度や量への変更を行っています。

４）化学療法管理室
薬剤師が、抗がん薬治療のための薬剤の混合を行っています。

投与量、併用薬および臓器機能のȁェックを行ったうえで、無

菌的に薬剤を調製し、安全で安心できる抗がん薬治療を提供で

きるよう尽力しています。また、副作用の確認を行い、治療に

関する相談にお応えしています。

５）治験薬等管理室
治験薬を管理し、適切かつ円滑な治験を推進しています。麻

薬、向精神薬、血液製剤など使用記録の保管を必要とする薬品

の管理も行っています。

６）薬効・薬物動態解析室
血液中の薬物濃度を測定することにより、用量調節の難しい 

薬物による治療を支援しています。薬物動態学の理論に基づい 

て、体内での薬物濃度の時間変化および効果発現の関係を予測 

し、個々の患者さんに適した投与設計を提案しています。また、 

遺伝子検査結果に基づいて、効果や副作用発現を予測し、個人 

に合わせた薬剤や投与量の選択を行っています。

７）周術期薬剤管理室
手術入院前の患者さんの医薬品やサプリメントなどの使用状 

況を把握し、手術前に服用を中止するお薬などの確認を行って

います。手術部での薬剤管理や、医師や病棟担当薬剤師との情

報共有を通じて、患者さんの周術期（手術前の外来から手術後

の退院までの間）における適正な薬剤使用を推進しています。

８）医薬品情報管理室
最新の医薬品情報の収集・管理・評価および他の医療スǿッ

フからの医薬品に関する問い合わせに対して情報提供を行って

います。また、医薬品の在庫・発注管理を行っています。

９）医薬品安全管理室
医薬品に関する安全管理に従事し、医療安全管理部と連携し

ながら病院内全体の医療過誤の防止ならびに医薬品の適正使用

を推進しています。

主な医療設備

診療実績（2024年度）
件数

手術・検査・治療法等

服薬指導件数（保険上請求していない件数含む） 10,794

安全キャビネットは、作業者を
抗がん剤の暴露から守ります。無
菌的に抗がん剤の調製を行い、お
薬の種類や量が間違っていないか
Ȁブルȁェックしています。

また、全自動散剤分包機・PTP
シート全自動薬剤払出機・注射薬

払出システムによるオートメーション化、ならびに薬剤鑑査支
援システムの導入による安全性の向上をはかっています。

部門ウェブサイト

臨床研究開発センǿー　センǿー長

笠 間   周

業務内容
治験や臨床研究は「他に治療法がない患者さんに新しい医療を提供する」という側面もありますが、本来の診療行為とは異なり、明

確な研究目的を持っています。そのため、患者さんへの倫理的配慮、安全性の確保、研究の妥当性・信頼性の確保などに関する規則

を定めた法律や倫理指針に従って実施されています。当センǿーでは、治験および臨床研究に参加される患者さんの人権と安全を守り、

研究が円滑かつ正確に行われ、信頼性の高い結果が得られるよう支援しています。また、未来の医療創出につながる質の高いエビデン

スの生成を支援しています。

現在、当センǿーは１室９部門で構成されており、各部門は下図に示す業務を担当しています。スǿッフ構成は、医師１名、看護 

師５名、検査技師２名、その他生物統計家などの専門職６名の計14名の臨床研究専門職に加え、事務職７名を含む合計21名の専従職

員と１名の兼任職員で構成されています。また、外部委託の CRC（臨床研究コーディネーǿー）も運営に参加しています。

 さらに、当センǿーは本学の研究戦略推進室と連携し、産学連携による新規医療の開発推進にも積極的に取り組んでいます。

当センǿーでは学内研究者の研究支援のみならず、患者さん向けの治験・臨床研究に関する広報、企業向けの治験・製造販売後調査 

に関する相談、開発における学術指導等も実施していますので是非ご活用下さい。

お問い合わせ先

【連絡先】TEL  077-548-3665　FAX  077-548-2388

【Ｈ　Ｐ】https://shigamed-chiken.com
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部ᧉǦǧȖǵイト

概要・特色
Ūくすりの専門家として、心ある良質な医療を提供する

薬剤部では、「くすりのݦᧉܼとして、心ある良質な医療を

提供する」を理念とし、本院で取りৢう全ての医薬Լについて

全ての責˓を持ち、ݦᧉჷᜤを活かした質の高い医療の実ྵを

目指しています。̊えƹ、全病౐に病౐担࢘薬剤ࠖをᣐ置し、

患者さんが入院଺に持ってƜられたお薬（持Ӌ薬）のȁǧック

を行い、安全管理に努めています。また、৴がん剤のฆ合や薬

ཋ血中ຜ度のย定を通して、質の高い薬ཋ治療への支援にもද

力しています。さらに、ዼԧケアȁーム、ज़௨対ሊȁーム、栄

養ǵポートȁームなどのٶ職ᆔからなる医療ȁームにӋ画し、

薬のݦᧉܼとしてȁーム医療の実ោに貢献しています。

Ū薬学的ケアの実践
薬剤ࠖは、様々なಅ務を通して、医療ᢅᛚのない安全安心な

医療の提供に努めています。Ɯれからも、医ࠖや看護ࠖとはီ

なる視点から、薬学的ケアの実ោを通して、患者さんに݃り添

えるƜとを目೅としています。

診療・業務内容

１）院外処方箋への検査値表示
、院から患者さんへおบしするお薬の院外ϼ方ሗのӫͨには࢘

患者さんの検査͌がᚡ᠍されています。៲体の状७によっては、

お薬のи˺用がྵれやすくなります。薬ޅの薬剤ࠖが検査͌か

ら患者さんの៲体状७を৭੮するƜとで、お薬のи˺用を予᧸

するのに役ᇌっています。

２）病院と薬局との情報連絡書の運用
お薬のϼ方内ܾや患者さんの஌薬状ඞ、検査͌などについて、

薬ޅでදॖすǂきʙ項がᙸつかった場合、଀設᧓情報連ዂ書に

ᚡ᥵して、病院へFA:にて連ዂしていただいています。

３）院外処方箋における問い合わせ簡素化プロトコル
ွ፯ༀ˟とは、薬剤ࠖがϼ方ሗのွբ点や不ͳについてϼ方 

した医ࠖにᄩᛐするƜとで、ᢘЏな治療のための薬剤ࠖの重要 

な役目です。࢘院では、日ૠ٭୼等の一部の形ࡸ的なွ፯ༀ˟ 

はʙ後報告とするルールをൿめ、ٶくの県内の薬ޅとᢃ用して 

います。Ɯれにより、患者さんの待ち଺᧓のჺ጑や薬ޅ薬剤ࠖ 

と医ࠖの᝟担᠉ถによる薬ཋ治療の充実を׋っています。

４）がん化学療法における薬局との連携
外来化学療法を受ける患者さんの治療の質的向上を目的とし 

て、お薬手ࠚおよƼ情報連ዂ書を用いた薬ޅとの情報σஊ、ˊ 

表的な治療計画（レǸȡン）のπ開、薬ޅ薬剤ࠖを対ᝋとする 

研̲˟の開͵を行っています。

地域に対する取り組み、最近の話題など

薬剤部ų部長

森田　真也

ˌ下のᲳつの部ፙに分かれて活動しています。

１）調剤室
医ࠖが発行したϼ方ሗに基Ʈき、内஌薬、外用薬、ද射薬な

ど様々なお薬の調剤を行っています。お薬ᆸ口では、患者さん

からのお薬に関する質բや相談におሉえし、「お薬のᛟଢ書」

を用いて薬の᫩ǈ᧓ᢌいを᧸ƙためのᛟଢを行っています。

２）病棟業務支援室
すǂての病౐に担࢘薬剤ࠖをᣐ置し、病౐での薬Լ管理、他

の医療ǹǿッフへの情報提供、入院଺持Ӌ薬のȁǧック、患者

さんへの஌薬指導やᣐ薬などを行っています。

３）製剤室
、ᝤの医薬Լでは対ࣖできない様々な状ඞに対ࣖするためࠊ

ᝤされていないද射剤、点眼剤、᠂ᐋ剤などを病院内ࠊ内で׎

で調ᙌしています。また、ࠊᝤされている医薬Լについても、

̾々の患者さんにᢘしたຜ度や᣽への٭୼を行っています。

４）化学療法管理室
薬剤ࠖが、৴がん薬治療のための薬剤のฆ合を行っています。

৲ɨ᣽、́用薬およƼ臓器機能のȁǧックを行ったうえで、無

菌的に薬剤を調ᙌし、安全で安心できる৴がん薬治療を提供で

きるようނ力しています。また、и˺用のᄩᛐを行い、治療に

関する相談におࣖえしています。

５）治験薬等管理室
治᬴薬を管理し、ᢘЏかつό๖な治᬴を推進しています。麻

薬、向精神薬、血液ᙌ剤など̅用ᚡ᥵の保管を࣏要とする薬Լ

の管理も行っています。

６）薬効・薬物動態解析室
血液中の薬ཋຜ度をย定するƜとにより、用᣽調ራの難しい 

薬ཋによる治療を支援しています。薬ཋ動७学の理ᛯに基Ʈい 

て、体内での薬ཋຜ度の଺᧓٭化およƼј果発ྵの関係を予ย 

し、̾々の患者さんにᢘした৲ɨ設計を提案しています。また、 

遺伝子検査結果に基Ʈいて、ј果やи˺用発ྵを予ยし、̾人 

に合わせた薬剤や৲ɨ᣽のᢠ৸を行っています。

７）周術期薬剤管理室
手術入院Эの患者さんの医薬Լやǵȗリȡントなどの̅用状 

ඞを৭੮し、手術Эに஌用を中ഥするお薬などのᄩᛐを行って

います。手術部での薬剤管理や、医ࠖや病౐担࢘薬剤ࠖとの情

報σஊを通ơて、患者さんの周術期（手術Эの外来から手術後

のᡚ院までの᧓）におけるᢘദな薬剤̅用を推進しています。

８）医薬品情報管理室
最新の医薬Լ情報のӓ集・管理・ᚸ̖およƼ他の医療ǹǿッ

フからの医薬Լに関するբい合わせに対して情報提供を行って

います。また、医薬Լのࡉנ・発ද管理を行っています。

９）医薬品安全管理室
医薬Լに関する安全管理にࢼʙし、医療安全管理部と連携し

ながら病院内全体の医療ᢅᛚの᧸ഥならƼに医薬Լのᢘദ̅用

を推進しています。

主な医療設備

診療実績（2024年度）
ˑૠ

手術・検査・治療法等

஌薬指導ˑૠ（保ᨖ上ᛪ൭していないˑૠԃǉ） 10,794

安全ǭャビネットは、˺ಅ者を
৴がん剤の୧ᩧからܣります。無
菌的に৴がん剤の調ᙌを行い、お
薬のᆔ᫏や᣽が᧓ᢌっていないか
ȀȖルȁǧックしています。

また、全ᐯ動૝剤分Ѽ機・2T2
シート全ᐯ動薬剤৚Ј機・ද射薬

৚Јシǹテムによるオートȡーション化、ならƼに薬剤ᦷ査支
援シǹテムの導入による安全性の向上をはかっています。

部ᧉǦǧȖǵイト

臨床研究開発センǿーųセンǿー長

笠 間   周

業務内容
治᬴や臨床研究は「他に治療法がない患者さんに新しい医療を提供する」という᩿ͨもありますが、本来の診療行ໝとはီなり、ଢ

ᄩな研究目的を持っています。そのため、患者さんへの͒理的ᣐॾ、安全性のᄩ保、研究の࢘ڲ性・信頼性のᄩ保などに関するᙹЩ

を定めた法ࢷや͒理指針にࢼって実଀されています。࢘センǿーでは、治᬴およƼ臨床研究にӋьされる患者さんの人ೌと安全をܣり、

研究がό๖かつദᄩに行われ、信頼性の高い結果がࢽられるよう支援しています。また、ச来の医療оЈにつながる質の高いǨビȇン

ǹの生成を支援しています。

 しています。ǹǿッフ構成は、医ࠖᲫӸ、看護࢘にᅆすಅ務を担׋センǿーはᲫ室Ჳ部ᧉで構成されており、各部ᧉは下࢘、נྵ

ࠖ６Ӹ、検査২ࠖᲬӸ、その他生ཋወ計ܼなどのݦᧉ職ᲱӸの計16Ӹの臨床研究ݦᧉ職にьえ、ʙ務職ᲱӸをԃǉ合計23Ӹのࢼݦ職

員とᲫӸのψ˓職員で構成されています。また、外部ۀᚠの C4C（臨床研究ǳーȇィネーǿー）もᢃփにӋьしています。

 さらに、࢘センǿーは本学の研究৆ဦ推進室と連携し、産学連携による新ᙹ医療の開発推進にもᆢಊ的に取り組んでいます。

 センǿーでは学内研究者の研究支援のǈならƣ、患者さん向けの治᬴・臨床研究に関する広報、˖ಅ向けの治᬴・ᙌᡯᝤ٥後調査࢘

に関する相談、開発における学術指導等も実଀していますので是非ご活用下さい。

お問い合わせ先

Ƃ連ዂ先ƃT'.  077�548�3665ųFA:  077�548�2388

Ƃ᳂ų᳊ƃJVVRU���UJKICOGF�EJKMGP.EQO
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部ᧉǦǧȖǵイト

看護部長

小寺　利美

概要・特色
看護部は、「あたたかい心で患者さんに฼ឱしていただける

看護を提供します」と理念をਫ਼げ、病౐では、患者さんへ安全

で質の高い看護を提供するためにȑートȊーシッȗ・Ȋーシン

ǰ・シǹテムを取り入れております。また、高度なݦᧉჷᜤを

もつݦᧉ看護ࠖやᛐ定看護ࠖ、特定看護ࠖなどが様々な分野で

患者さんのニーǺに対ࣖするとσにݦᧉ医療ȁームと連携し活

៫しています。さらに外来においても、患者さんやごܼଈに݃

り添い、ᐯܡで安心してᢅごせるよう支援しています。

専門性を活かした活動

本院はݦᧉ看護ࠖ・ᛐ定看護ࠖ教育ᛢᆉの実፼指定病院、

看護ࠖ特定行ໝ研̲଀設です。

Ū専門医療チーム
੎尿ケア、ハートケアǵポート、ᆆ行期医療支援、フットケ

ア、栄養ǵポート、અ᫢ִ下支援、糖尿病療養、糖尿病ᡢௌ予

᧸診療、Ꮔ฼外科治療、᠃͂᠃ᓳ対ሊ、ଔ期ᩉ床・リハビリ

テーション、周術期管理、術後၊ၘ管理、ዼԧケア、精神科リ

ǨǾン、ᛐჷ症ケア、ᙙၷ対ሊ、ज़௨対ሊ、৴菌薬ᢘദ̅用支

援、呼吸ケアなどݦᧉ医療ȁームの一員として活៫していま

す。

Ū看護チームCCOT（Critical Care Outreach Team）
44S
4CRKF 4GURQPUG S[UVGO�院内迅速対ࣖシǹテム� を

構成する1つの医療ȁームで、集中ケアの᚞ጀを受けた看護ࠖ

がɼ体となって、ICUᡚ室患者と˴らかのভ念のある入院患者

を定期的にᚧ床して回り、ឪ動基準に৽ᚑする患者をଔ期発ᙸ

し、患者の重症化や急٭を予᧸するƜとを目的として活動して

います。

ǹトーȞ
外来

リンȑූ腫
外来

対ᝋ者実଀予定 診療ᝲ

Ū看護外来

Ū専門看護師（2025.4現在）

人工Ꮐᧉ・人工
ᐆᏝᡯ設患者

फ性腫瘍による
リンȑራᣀฌの
手術等にˤうリ
ンȑූ腫、整形
外科的手術にˤ
うリンȑූ腫

ᇹ2・4ங୴日
உᲫ回᣿୴日

້・ங୴日

保ᨖ診療

я産ࠖ外来
院受診中の࢘
妊産ᙙۡ

உ〜᣿୴日 ᐯဌ診療

がん看護
外来

院に受診中の࢘
がん患者・ܼଈ

வˑがそǖえƹ
保ᨖ診療

その他は無૰

保ᨖ診療
（対ᝋ疾患ˌ外

ųᐯဌ診療）

ҜЭ

Ҝ後

ங້ 水

ࣖ急手࢘・ዬ急
଺の対ࣖ相談

ज़௨予᧸や対ϼ
についての相談

糖尿病およƼ生
活፼ॹ病の療養
相談

精神疾患を患う
方のごܼଈ相談

ᅠ໺相談
ųᇹ1・2・4
ų14᳸16଺

੎ඟ機能
ケア外来

尿ڂᅠ、術後の
੎ඟ機能ᨦ害

᨟଺相談 ᐯဌ診療

フットケア
外来

糖尿病があり、
下ᚡのいƣれか
の状७である方
Ĭឱ຃瘍、ឱឳ・
ų下ᏃЏ断ଏࢮ
ĭ᧍ص性動脈ᄒ
ų化症
Į神経ᨦ害

உ AM・2M 
້ AM・2M
水 AM・2M
᣿ AM・2M

èˌ下の日ᆉは

ų˞診

ᇹ1உ、ᇹ2້

ᇹ3水、ᇹ4᣿

保ᨖ診療

Ū看護相談
各ᆔ᪸域で看護相談を無૰で実଀しています。どなたでも

ご利用いただけます。（予約Ο先）

精神看護

がん看護

母性看護

急性・重症患者看護

Ძ

Ჯ

Ძ

Ძ

人ૠݦᧉ᪸域

Ū認定看護管理者（2025.4現在）

ᛐ定看護管理者 Ჱ

人ૠݦᧉ᪸域

Ū特定看護師（2025.4現在）

16ғ分ų32行ໝ ᲮᲳ

人ૠݦᧉ᪸域

Ū認定看護師（2025.4現在）

人ૠݦᧉ᪸域 人ૠݦᧉ᪸域

クリティカルケア

集中ケア

がん化学療法看護

皮膚・੎ඟケア

糖尿病看護

Ძ

Ძ

Ძ

Წ

Ძ

救急看護

ዼԧケア

心不全看護

ज़௨管理

がん放射線療法看護

Ხ

Წ

Წ

Ხ

Ძ

உ〜᣿୴日

心不全ケア
外来

院で心不全治࢘
療を受けた患者

வˑにࣖơて
保ᨖ診療

その他無૰
ᇹ2・4᣿୴日

部ᧉǦǧȖǵイト

概要・特色
医療情報部は、病院内の診療に関わるすǂての「医療情報」

をݦᧉ的にৢう診療・教育・研究支援部ᧉです。質の高い医療
に貢献すǂく、1987年に設ᇌされた「医学情報センǿー」を
Э៲として、2001年に設置されました。

ମ今、診療᥵（カルテ）はኡではなく、ǳンピȥーǿでৢう
「ᩓ子カルテ」となりました。ᩓ子カルテは、さまざまな検査
機器、薬剤ϼ方シǹテム、看護支援シǹテムなどとも院内ネッ
トワークで連携し、「病院情報シǹテム」を構成しています。
患者さんの̾人情報をᄩ実にܣりながら、医療ྵ場で൑日のよ
うに生まれるᐔ大な診療ȇーǿを、日々の診療・治療・看護な
どに役ᇌてられるように、病院情報シǹテムには、24଺᧓
365日˞ǈなしで安定稼働するƜとが൭められています。医療
情報部では、まさにそうした病院の心臓部分ともいえる病院情
報シǹテムを支えているのです。

医療情報部は、医ࠖ・看護ࠖ・臨床検査২ࠖ・薬剤ࠖなどで
構成されており、クオリティȞネǸȡントᛢ医療情報係の২術
ኒ・ʙ務ኒ職員との協力体制を築いています。また、医療ࢼʙ
者が診療にݦ念できる環ؾを実ྵするために、医療情報部連ዂ
協ᜭ˟などを通ơて、各診療部ᧉとも݅に連携しています。さ
らに、医療情報部の医ࠖはᐯら日ࠝの診療も行い、医療情報を
ৢうƜとで、医療ྵ場におけるさまざまなൢ˄きを௩᠂にシǹ
テムに取り入れ、シǹテムに不φ合があれƹいちଔく察ჷして
対ሊするƜとで、患者さんに対してのǈならƣ医療ࢼʙ者に対
しても、やさしい病院情報シǹテムを提供できるように心ੑけ
ています。

診療内容

病院情報システムの安定稼働・拡充とさらなる安心に向けて
 りながらј率よくᢃ用すܣ院では診療ȇーǿをしっかりと࢘

るため、2010年に初めてᩓ子カルテが導入され、2021年 に 
はそれからૠえてᇹ3期にあたるᩓ子カルテ（ग़ᆅ NKJQ3）に
ᆆ行しました。また、検査・放射線・薬剤・栄養・手術などの 
部ᧉシǹテムとのዬ݅な連携、外来患者案内表ᅆႴシǹテム、
ǹȞートフǩンを用いた患者呼ƼЈしシǹテムなどの導入によ
り、患者さんに対するǵービǹ向上にも貢献しています。最ᡈ
では、2024年にܦ成した新病౐（'౐）I工ғの整ͳと、ᆆ᠃
後の病院内ួ地利用にも関わりました。

 はそれらの安定稼働を支えながら、新病౐（'౐）II工נྵ
ғ（2026年まで）の整ͳに向けて準ͳを進めており、それを 
機に医療情報部の機能の一部がその中にᆆ᠃される予定です。

また、2027年に୼新予定の病院情報シǹテム（ᇹᲮ期ᩓ子 
カルテをԃǉ）の設計と導入に向けた準ͳも進めています。

さらに病院情報ネットワークのセǭȥリティをࢍ化し、最ᡈ 
ᛅ᫆のǵイȐーૌએをे定した᚞ጀや対ሊをԃめ、患者さんに 
Ɯれまでˌ上にご安心いただける環ؾの実ྵに向けた取り組ǈ 
も続けています。

地域に対する取り組み、最近の話題など

医療情報部ų部長

芦原　貴司

（１）病院情報システムの企画・研究・開発・管理・運用
・高度な医療の基Ⴔとなる病院情報シǹテムの安定稼働
・ᩓ子カルテの機能を向上するǽフトǦǧアやȄールの開発
・臨床ྵ場でのさまざまなIT利用の相談

（２）個人情報保護、情報セキュリティ向上
・最新の法ˋやセǭȥリティ২術にかかるዒ続的な情報ӓ集
・ྵ状の分ௌとᛢ᫆の発ᙸに基Ʈくᚐൿ方法のᇌ案
・ᙹᆉやᢃ用のᎋ案およƼᜒ፼˟などによる周ჷ
・ǵイȐーૌએをे定した᚞ጀと対ሊ

（３）教育・広報・研究活動
・病院情報シǹテムやITのリテȩシーに関する教育活動
・̾人情報保護や情報セǭȥリティ向上のための広報活動
・଺ˊの最先ᇢをいく「医療IT」にかかる生体医工学研究

Ɯうした医療分野と情報分野の೛บしができる人஬を育成し、 
ᆢಊ的に医療に携わるƜとで、医療の安全性を向上し、病院の 
ј率化やॖ࣬ൿ定ǵポートに貢献するƜとを目指しています。

・病院情報シǹテム（ᩓ子カルテ、看護支援シǹテムなど）
・オーȀリンǰシǹテム（ϼ方・検査・᫢ʙ・入ᡚ院など）
・院内ネットワークシǹテム（院内情報9GDなど）
・検査部や放射線部など各中ځ診療部ᧉシǹテムとの連携
・手術・ICU・NICUなどの重症ኒシǹテムとの連携
・医ʙ˟計シǹテムとの連携
・患者さんにさまざまな情報提供を行う広報シǹテム
・地域医療情報ネットワークとの連携とǵポート
・災害଺にͳえたᢒᨠ地Ȑックアッȗシǹテムなど

特徴的な医療設備など

びわ湖あさがおネットへの貢献
滋賀医科大学は滋賀県全域をつなƙ医療情報連携ネット 

ワーク「Ƽわฯあさがおネット」の構築にもଔくから協力し 
ており、病院᧓または病院と診療所・ᚧբ看護ǹテーショ 
ン・介護଀設からᐯܡ介護までをጟƗ、患者さんが安心して 
୥らせる医療環ؾを実ྵするために日々がんƹっています。

病院情報シǹテムを支えている医療情報部の教員およƼ

クオリティȞネǸȡントᛢ医療情報係のȁームǹǿッフ
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先進医療のご紹介先進医療のご紹介

対象疾患 不妊症

算定開始年月日 令和５年６月１日

２２,５００円料金

実施診療科 女性診療科

お問合せ
女性診療科

hqgyne@belle.shiga-med.ac.jp

対象疾患 不妊症

算定開始年月日 令和５年６月１日

９,６１０円料金

実施診療科 女性診療科

お問合せ
女性診療科

hqgyne@belle.shiga-med.ac.jp

ヒアルロン酸を用いた生理学的精子選択術
本先進医療は、胚移植を受ける不妊症の患者さんを対象としま 

す。

本技術では、顕微授精の際に、DNA損傷の少ない成熟精子はヒ

アルロン酸に結合できるという特徴を利用し、ヒアルロン酸に接

着した精子を選別することで異数性胚の発生割合を下げ、流産率

を低下させることが期待できます。

強拡大顕微鏡を用いた形態学的精子選択術
本先進医療は、顕微授精を受ける不妊症の患者さんを対象とし 

ます。

本技術では、高倍率（6000倍）の顕微鏡下に精子を観察し、

頭部内に空胞等の異常構造を認めない形態良好精子を選別し、卵

細胞質内に注入する事により、着床率の上昇や流産率の低下が期

待されます。

対象疾患
初回治療予定の他臓器に遠隔転移のない

腹膜転移を伴う膵がん

算定開始年月日 令和元年11月１日

料金 １コースにつき　４１,１５０円

実施診療科 消化器外科

お問合せ
消化器外科

hqsurge１@belle.shiga-med.ac.jp

・先進医療制度とは
先進医療とは、一般の保険診療の水準を超えた最新でより高度な医療技術を、厚生労働省より承認された保険医療機関に

限って行われる医療行為です。

・先進医療の費用について
先進医療の技術料は患者さんが全額自己負担することになります。ただし、それ以外の診察料、入院料、検査料などは健康

保険が適用されます。本院では、以下の先進医療を実施しています。詳細については実施している診療科へお問い合わせくだ

さい。

膵がん腹膜転移に対するS-１+パクリタキセル経静脈腹腔内投与併用療法

この試験は、「膵がん腹膜転移に対するS-１+パクリタキセル

経静脈腹腔内投与併用療法」の治療効果を確認するために、標準

治療である「ゲムシタビン＋アブラキサン併用療法」の治療効果

と比較することが目的です。この試験へ参加いただく患者さん

は、ランダムに振り分けられ、どちらかの治療を受けていただき

ます。この試験結果から、いままで標準的治療に抵抗性であった

腹膜転移膵がんの患者さんへの、より良い治療法を確立するため

の情報が得られることを期待しています。治療方法について、パ

クリタキセルは週に１回約２時間の点滴と腹腔内投与を２回繰り

返し、３週目はお休みします。S-１は２週間内服し、１週間お休

みします。これを１コースとして、効果が継続している間繰り返

します。

対象疾患 不妊症

算定開始年月日 令和４年６月１日

料金

初回　　　　１１４,８００円

２回目　　　　９６,３００円

３回目以降　　４０,９００円

実施診療科 女性診療科

お問合せ
女性診療科

hqgyne@belle.shiga-med.ac.jp

子宮内膜受容能検査１

本先進医療は、反復着床不全の不妊症の患者さんを対象としま

す。着床期の子宮内膜組織を採取し、次世代シークエンサーを用

いて238個の遺伝子を網羅的に解析し、子宮内膜がReceptive

（受容期）であるのか、Non-receptive（非受容期）であるのか

を評価する検査です。この検査により、胚移植を行う最適なタイ

ミングが正確に判定可能となります。また、当該検査結果に基づ

き胚移植を行うことにより、臨床妊娠率等の改善が得られる可能

性があります。
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先進医療のご紹介先進医療のご紹介

対ᝋ疾患 不妊症

ም定開始年உ日 ˋԧᲮ年ᲲஉᲫ日

૰᣿
新ᮗᏕᆆౡųųųᲱᲮ�ᲲᲪᲪό

ϵ結ᗡᚐᏕᆆౡųᲳᲬ�ᲯᲪᲪό

実଀診療科 女性診療科

おբ合せ
女性診療科

hqgyne@belle.shiga-med.ac.jp

二段階胚移植術
本先進医療は、Ӓࣄბ床不全の不妊症の患者さんを対ᝋとしま

す。

本২術では、੔ҳ（または᰾体ᙀ充開始）Წ日後に初期Ꮥをᆆ

ౡし、続けてᲯ日後にᏕႴ胞をᆆౡします。先にᆆౡした初期Ꮥ

が子ܷ内ᐏの受ܾ能（ბ床させる能力）を高めるƜとによって、

ᏕႴ胞がბ床するᄩ率が高まるƜとが期待できます。

Ź新ᮗᏕᆆౡの場合

ų੔ҳᲬ日後に初期Ꮥᆆౡųă ੔ҳᲯ日後にᏕႴ胞ᆆౡ

Źϵ結ᗡᚐᏕᆆౡの場合

ų᰾体ᙀ充開始Წ日後に初期Ꮥᆆౡųă ᰾体ᙀ充開始Ჯ日後にᏕႴ胞ᆆౡ

対ᝋ疾患
ȒトヘルペǹǦイルǹによるᚌᐏ皮໒、

ƿどうᐏ໒等

ም定開始年உ日 ˋԧᲮ年ᲲஉᲫ日

૰᣿ Ჭ６�ᲪᲪᲪό

実଀診療科 眼科

おբ合せ
眼科

hqophth@belle.shiga-med.ac.jp

ウイルスに起因する難治性の眼感染疾患に対する迅速診断（PCR法）
本先進医療は、ȒトヘルペǹǦイルǹによるᚌᐏ内皮໒、ƿど

うᐏ໒がွわれる患者さんを対ᝋとします。

本検査では、眼内液（Э৐水、またはᄏ子体液）を̅用し、ᙐ

ૠのǦイルǹ検査を同଺に行うƜとができます。迅速性やज़度に

Οれており、Ǧイルǹ᣽を定᣽的にᚸ̖できるなどの利点があり

ます。本検査を用いるƜとでᢘЏな治療がଔ期から開始でき、予

後のોծにつなげるƜとができます。

2日目 初期Ꮥ（4細胞期） 5日目 ᏕႴ胞期

対ᝋ疾患 不妊症

ም定開始年உ日 ˋԧᲮ年６உᲫ日

૰᣿ ᲬᲭ�ᲬᲪᲪό

実଀診療科 女性診療科

おբ合せ
女性診療科

hqgyne@belle.shiga-med.ac.jp

子宮内膜刺激術
本先進医療は、Ӓࣄბ床不全の不妊症の患者さんを対ᝋとしま

す。本২術では、体外受精でࢽた受精ҳを体外で5᳸6日᧓ؔ養

し、ࢽられたᏕႴ胞は一଑ϵ結保存します。Ɯのᨥ、体外ؔ養に

̅用したؔ養液をᏕႴ胞とはКに保存しておきます。Ɯのؔ養液

の中に、受精ҳが成長するᢅᆉに分泌される伝ᢋཋ質がԃまれて

いるとᎋえられ、ϵ結していたᏕႴ胞をᗡᚐ後ᆆౡする2᳸3日

Эに、保存していたؔ養液を子ܷ内にද入するƜとで、子ܷ内が

Ꮥ受ܾにᢘした環ؾに̲᫭されるӧ能性があり、妊۔率の向上が

期待できます。

対ᝋ疾患 不妊症

ም定開始年உ日 ˋԧᲮ年６உᲫ日

૰᣿ Ჲ�ᲯᲪᲪό

実଀診療科 女性診療科

おբ合せ
女性診療科

hqgyne@belle.shiga-med.ac.jp

子宮内膜擦過術
本先進医療は、Ӓࣄბ床不全の不妊症患者さんを対ᝋとしま

す。ޅ所の子ܷ内ᐏ੷ͻが、原׆不ଢのӒࣄბ床ᨦ害のある患者

さんのბ床率と妊۔᠃࠙のɲ方をોծできるƜとがᅆされていま

す。そのため、Ꮥᆆౡが予定されているЭ周期の᰾体期に本২術

を実଀し、፻周期にᏕᆆౡを行うƜとで臨床妊۔率の向上が期待

できるӧ能性があります。
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先進医療のご紹介先進医療のご紹介

対ᝋ疾患 不妊症

ም定開始年உ日 ˋԧᲮ年ᲲஉᲫ日

૰᣿
新ᮗᏕᆆౡųųųᲱᲮ�ᲲᲪᲪό

ϵ結ᗡᚐᏕᆆౡųᲳᲬ�ᲯᲪᲪό

実଀診療科 女性診療科

おբ合せ
女性診療科

hqgyne@belle.shiga-med.ac.jp

二段階胚移植術
本先進医療は、Ӓࣄბ床不全の不妊症の患者さんを対ᝋとしま

す。

本২術では、੔ҳ（または᰾体ᙀ充開始）Წ日後に初期Ꮥをᆆ

ౡし、続けてᲯ日後にᏕႴ胞をᆆౡします。先にᆆౡした初期Ꮥ

が子ܷ内ᐏの受ܾ能（ბ床させる能力）を高めるƜとによって、

ᏕႴ胞がბ床するᄩ率が高まるƜとが期待できます。

Ź新ᮗᏕᆆౡの場合

ų੔ҳᲬ日後に初期Ꮥᆆౡųă ੔ҳᲯ日後にᏕႴ胞ᆆౡ

Źϵ結ᗡᚐᏕᆆౡの場合

ų᰾体ᙀ充開始Წ日後に初期Ꮥᆆౡųă ᰾体ᙀ充開始Ჯ日後にᏕႴ胞ᆆౡ

対ᝋ疾患
ȒトヘルペǹǦイルǹによるᚌᐏ皮໒、

ƿどうᐏ໒等

ም定開始年உ日 ˋԧᲮ年ᲲஉᲫ日

૰᣿ Ჭ６�ᲪᲪᲪό

実଀診療科 眼科

おբ合せ
眼科

hqophth@belle.shiga-med.ac.jp

ウイルスに起因する難治性の眼感染疾患に対する迅速診断（PCR法）
本先進医療は、ȒトヘルペǹǦイルǹによるᚌᐏ内皮໒、ƿど

うᐏ໒がွわれる患者さんを対ᝋとします。

本検査では、眼内液（Э৐水、またはᄏ子体液）を̅用し、ᙐ

ૠのǦイルǹ検査を同଺に行うƜとができます。迅速性やज़度に

Οれており、Ǧイルǹ᣽を定᣽的にᚸ̖できるなどの利点があり

ます。本検査を用いるƜとでᢘЏな治療がଔ期から開始でき、予

後のોծにつなげるƜとができます。

2日目 初期Ꮥ（4細胞期） 5日目 ᏕႴ胞期

対ᝋ疾患 不妊症

ም定開始年உ日 ˋԧᲮ年６உᲫ日

૰᣿ ᲬᲭ�ᲬᲪᲪό

実଀診療科 女性診療科

おբ合せ
女性診療科

hqgyne@belle.shiga-med.ac.jp

子宮内膜刺激術
本先進医療は、Ӓࣄბ床不全の不妊症の患者さんを対ᝋとしま

す。本২術では、体外受精でࢽた受精ҳを体外で5᳸6日᧓ؔ養

し、ࢽられたᏕႴ胞は一଑ϵ結保存します。Ɯのᨥ、体外ؔ養に

̅用したؔ養液をᏕႴ胞とはКに保存しておきます。Ɯのؔ養液

の中に、受精ҳが成長するᢅᆉに分泌される伝ᢋཋ質がԃまれて

いるとᎋえられ、ϵ結していたᏕႴ胞をᗡᚐ後ᆆౡする2᳸3日

Эに、保存していたؔ養液を子ܷ内にද入するƜとで、子ܷ内が

Ꮥ受ܾにᢘした環ؾに̲᫭されるӧ能性があり、妊۔率の向上が

期待できます。

対ᝋ疾患 不妊症

ም定開始年உ日 ˋԧᲮ年６உᲫ日

૰᣿ Ჲ�ᲯᲪᲪό

実଀診療科 女性診療科

おբ合せ
女性診療科

hqgyne@belle.shiga-med.ac.jp

子宮内膜擦過術
本先進医療は、Ӓࣄბ床不全の不妊症患者さんを対ᝋとしま

す。ޅ所の子ܷ内ᐏ੷ͻが、原׆不ଢのӒࣄბ床ᨦ害のある患者

さんのბ床率と妊۔᠃࠙のɲ方をોծできるƜとがᅆされていま

す。そのため、Ꮥᆆౡが予定されているЭ周期の᰾体期に本২術

を実଀し、፻周期にᏕᆆౡを行うƜとで臨床妊۔率の向上が期待

できるӧ能性があります。
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先進医療のご紹介先進医療のご紹介

対ᝋ疾患 不妊症

ም定開始年உ日 ˋԧᲯ年６உᲫ日

ᲬᲬ�ᲯᲪᲪό૰᣿

実଀診療科 女性診療科

おբ合せ
女性診療科

hqgyne@belle.shiga-med.ac.jp

対ᝋ疾患 不妊症

ም定開始年உ日 ˋԧᲯ年６உᲫ日

Ჳ�６ᲫᲪό૰᣿

実଀診療科 女性診療科

おբ合せ
女性診療科

hqgyne@belle.shiga-med.ac.jp

ヒアルロン酸を用いた生理学的精子選択術
本先進医療は、Ꮥᆆౡを受ける不妊症の患者さんを対ᝋとしま 

す。

本২術では、᫋ࣇ੉精のᨥに、&NA੷ͻのݲない成༌精子はȒ

アルロンᣠに結合できるという特徴を利用し、Ȓアルロンᣠに接

ბした精子をᢠКするƜとでီૠ性Ꮥの発生割合を下げ、්産率

を低下させるƜとが期待できます。

強拡大顕微鏡を用いた形態学的精子選択術
本先進医療は、᫋ࣇ੉精を受ける不妊症の患者さんを対ᝋとし 

ます。

本২術では、高̿率（6000̿）の᫋ࣇ鏡下に精子をᚇ察し、

頭部内にᆰ胞等のီࠝ構ᡯをᛐめない形७良ڤ精子をᢠКし、ҳ

細胞質内にද入するʙにより、ბ床率の上ଞや්産率の低下が期

待されます。

対ᝋ疾患
初回治療予定の他臓器にᢒᨠ᠃ᆆのない

ᐃᐏ᠃ᆆをˤうᐘがん

ም定開始年உ日 ˋԧΨ年11உᲫ日

૰᣿ ᲫǳーǹにつきųᲮᲫ�ᲫᲯᲪό

実଀診療科 消化器外科

おբ合せ
消化器外科

JSUWTIGᲫ"DGNNG.UJKIC�OGF.CE.LR

・先進医療制度とは
先進医療とは、一般の保ᨖ診療の水準をឬえた最新でより高度な医療২術を、ҽ生і働Ⴞより১ᛐされた保ᨖ医療機関に

限って行われる医療行ໝです。

・先進医療の費用について
先進医療の২術૰は患者さんが全᫇ᐯࠁ᝟担するƜとになります。ただし、それˌ外の診察૰、入院૰、検査૰などは健ࡍ

保ᨖがᢘ用されます。本院では、ˌ下の先進医療を実଀しています。ᛇ細については実଀している診療科へおբい合わせくだ

さい。

膵がん腹膜転移に対するS-１+パクリタキセル経静脈腹腔内投与併用療法

Ɯのᚾ᬴は、「ᐘがんᐃᐏ᠃ᆆに対するS�Ძ
ȑクリǿǭセル

経᩺脈ᐃ腔内৲ɨ́用療法」の治療ј果をᄩᛐするために、೅準

治療である「ゲムシǿビンᲥアȖȩǭǵン́用療法」の治療ј果

とൔ᠋するƜとが目的です。Ɯのᚾ᬴へӋьいただく患者さん

は、ȩンȀムにਰり分けられ、どちらかの治療を受けていただき

ます。Ɯのᚾ᬴結果から、いままで೅準的治療に৽৴性であった

ᐃᐏ᠃ᆆᐘがんの患者さんへの、より良い治療法をᄩᇌするため

の情報がࢽられるƜとを期待しています。治療方法について、ȑ

クリǿǭセルはᡵにᲫ回約Წ଺᧓の点๟とᐃ腔内৲ɨをᲬ回ጮり

返し、Ჭᡵ目はお˞ǈします。S�ᲫはᲬᡵ᧓内஌し、Ძᡵ᧓お˞

ǈします。ƜれをᲫǳーǹとして、ј果がዒ続している᧓ጮり返

します。

対ᝋ疾患 不妊症

ም定開始年உ日 ˋԧᲮ年６உᲫ日

૰᣿

初回ųųųųᲫᲫᲮ�ᲲᲪᲪό

Წ回目ųųųųᲳ６�ᲭᲪᲪό

Ჭ回目ˌᨀųųᲮᲪ�ᲳᲪᲪό

実଀診療科 女性診療科

おբ合せ
女性診療科

hqgyne@belle.shiga-med.ac.jp

子宮内膜受容能検査

本先進医療は、Ӓࣄბ床不全の不妊症の患者さんを対ᝋとしま

す。ბ床期の子ܷ内ᐏ組ጢを੔取し、次ɭˊシークǨンǵーを用

いて238̾の遺伝子をዡ፠的にᚐௌし、子ܷ内ᐏが4GEGRVKXG

（受ܾ期）であるのか、NQP�TGEGRVKXG（非受ܾ期）であるのか

をᚸ̖する検査です。Ɯの検査により、Ꮥᆆౡを行う最ᢘなǿイ

ȟンǰがദᄩにЙ定ӧ能となります。また、࢘ᛆ検査結果に基Ʈ

きᏕᆆౡを行うƜとにより、臨床妊۔率等のોծがࢽられるӧ能

性があります。
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タイムラプス撮像法による受精卵・胚培養
本先進医療は、Ꮥᆆౡを࣏要とする不妊症の患者さんを対ᝋと

します。

Ꮥ（受精ҳ）のؔ養を行うᨥに、特ഷな小׹カȡȩを内ᔺした

ǿイムȩȗǹᘺ置઀᠍ؔ׹養器を̅用するƜとで、連続的にᏕの

ᚇ察を行うƜとができます。

下でᏕの成長ᢅᆉをᛇ細にᚇؾないǹトレǹ環ݲ来法よりもࢼ

察でき、ദࠝに発育したᏕのᢠКにつなげるƜとができます。

対ᝋ疾患 不妊症

ም定開始年உ日 ˋԧᲯ年ᲫᲪஉᲫ日

ᲫᲱ�ᲪᲪᲪό૰᣿

実଀診療科 女性診療科

おբ合せ
女性診療科

hqgyne@belle.shiga-med.ac.jp

対ᝋ疾患 不妊症

ም定開始年உ日 ˋԧᲯ年ᲫᲬஉᲫ日

ᲬᲲ�ᲳᲳᲪό૰᣿

実଀診療科 女性診療科

おբ合せ
女性診療科

hqgyne@belle.shiga-med.ac.jp

膜構造を用いた生理学的精子選択術
本先進医療は、Ӓࣄしてბ床Ӎは妊۔にᐱっていない不妊症の

患者さんを対ᝋとします。

本২術では、ࢼ来の精子ᢠ৸法で行うᢒ心分ᩉが不要であり、

ᢃ動性の高い機能的な精子をݲないȀȡーǸでਁЈするƜとがで

きます。本২術でਁЈした精子を᫋ࣇ੉精に用いるƜとで、受精

ҳの発育、ბ床率や妊۔率が向上するӧ能性があります。

対ᝋ疾患

不妊症
ƜれまでӒࣄしてბ床・妊۔に

ᐱらないものに限る�ॸ性子ܷ内ᐏ໒ွ

いӍは難治性細菌性ᏺ症

ም定開始年உ日 ˋԧ６年６உᲫ日

૰᣿ ᲮᲬ�ᲪᲪᲪό

実଀診療科 女性診療科

おբ合せ
女性診療科

hqgyne@belle.shiga-med.ac.jp

子宮内細菌叢検査２
本先進医療は、ॸ性子ܷ内ᐏ໒ွいӍは難治性細菌性ᏺ症、不 

妊症の患者さんを対ᝋとします。

次ɭˊシークǨンǵーᚐௌにより、子ܷ内細菌Ӝのዡ፠的な菌

ǳȟȥニティを調ǂ、通ࠝのؔ養検査または、子ܷ鏡、病理学的

検査では׉難な子ܷ内細菌Ӝのᛇ細な৭੮がӧ能となり、ბ床

率・妊۔率の向上、ଔ産予᧸、細菌性疾患の症状ોծにつなげる

Ɯとができます。

対ᝋ疾患 ᐯ໱්産（Წ回目ˌᨀ）、ര産

ም定開始年உ日 ˋԧᲱ年ᲮஉᲫ日

૰᣿ ᲲᲯ�ᲫᲪᲪό

実଀診療科 女性診療科

おբ合せ
女性診療科

hqgyne@belle.shiga-med.ac.jp

流死産検体を用いた遺伝子検査
本先進医療は、今回の妊۔をԃめてᢅӊにᲬ回ˌ上の්産を経

᬴された患者さん、または、今回の妊۔でര産と診断された患者

さんが対ᝋです。

子ܷから੔取した዆ൗなどの組ጢから、次ɭˊシークǨンǵー

ᚐௌにより遺伝子ᣐЗを調ǂるƜとで、௨色体のૠ的ီࠝや構ᡯ

ီࠝを検Јできるӧ能性があり、්ര産の原׆ᚐଢや次の妊۔に

向けた治療につなげるƜとが期待できます。

114 滋賀医科大学医学部附属病院診療案内

先進医療のご紹介



対ᝋ疾患 ᐯ໱්産（Წ回目ˌᨀ）、ര産

ም定開始年உ日 ˋԧᲱ年ᲮஉᲫ日

૰᣿ ᲲᲯ�ᲫᲪᲪό

実଀診療科 女性診療科

おբ合せ
女性診療科

hqgyne@belle.shiga-med.ac.jp

流死産検体を用いた遺伝子検査
本先進医療は、今回の妊۔をԃめてᢅӊにᲬ回ˌ上の්産を経

᬴された患者さん、または、今回の妊۔でര産と診断された患者

さんが対ᝋです。

子ܷから੔取した዆ൗなどの組ጢから、次ɭˊシークǨンǵー

ᚐௌにより遺伝子ᣐЗを調ǂるƜとで、௨色体のૠ的ီࠝや構ᡯ

ီࠝを検Јできるӧ能性があり、්ര産の原׆ᚐଢや次の妊۔に

向けた治療につなげるƜとが期待できます。

114 滋賀医科大学医学部附属病院診療案内

先進医療のご紹介




